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第 I 部

はじめに
•機能設定の概要（1ページ）
•構成ツール（3ページ）





第 1 章

機能設定の概要

•この機能設定ガイドについて（1ページ）
•電話機能一覧の生成（1ページ）

この機能設定ガイドについて
このガイドでは、Unified Communications Managerシステムで機能を設定するために実行する必
要があるタスクについて説明します。このガイドは、「初日」の設定（着信コールおよび発信

コール、ダイヤルプラン、ネットワークリソースなど）をはじめとするコール制御システム

の設定後に利用します。コール制御システムの設定の詳細についてCisco Unified Communications
Managerシステム設定ガイドは、を参照してください。

電話機能一覧の生成
電話機能一覧のレポートを生成し、設定したい機能をどのデバイスがサポートしているのか判

別します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Reportingから [System Reports]をクリックします。

ステップ 2 レポートのリストから、[Unified CM電話機能一覧（Unified CM Phone Feature List）]をクリッ
クします。

ステップ 3 次のいずれかの手順を実行します。

• [レポートの新規生成（Generate New Report）]（棒グラフのアイコン）を選択し、新しい
レポートを生成します。

•レポートが存在する場合は、Unified CM電話機能一覧を選択します。

ステップ 4 [製品（Product）]ドロップダウンリストから、[All]を選択します。

ステップ 5 設定の対象となる機能の名前をクリックします。
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ステップ 6 レポートを生成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
2

はじめに

電話機能一覧の生成



第 2 章

構成ツール

•この機能設定ガイドについて（3ページ）
•構成ツールの概要（3ページ）
•電話機能一覧の生成（6ページ）

この機能設定ガイドについて
このガイドでは、Unified Communications Managerシステムで機能を設定するために実行する必
要があるタスクについて説明します。このガイドは、「初日」の設定（着信コールおよび発信

コール、ダイヤルプラン、ネットワークリソースなど）をはじめとするコール制御システム

の設定後に利用します。コール制御システムの設定の詳細についてCisco Unified Communications
Managerシステム設定ガイドは、を参照してください。

構成ツールの概要
このガイドの手順では、次の 2つの構成ツールを使用する必要があります。

• Cisco Unified Communications Manager Administration

• Cisco Unified Serviceability

この章では、ツールとそれらにアクセスする方法について簡単に説明します。

Cisco Unified Communications Managerの管理
Cisco Unified Communications Manager Administration管理は、Unified Communications Manager
ノードに対する個々の設定変更を手動で行うためのWebベースのアプリケーションです。こ
のガイドの手順では、このアプリケーションを使用して機能を設定する方法について説明しま

す。

一括設定タスクを実行する必要があり、設定プロセスを自動化する場合は、Unified
Communications Manager一括管理ツール（BAT）を使用して同時に多数の変更を設定に加える
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ことができます。詳細については、Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイドを参
照してください。

Cisco Unified CMの管理へのログイン

次の手順を使用して、Cisco Unified Communications Manager Administrationにログインします。
[Cisco Unified Communications Managerの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]にログインした後、メインウィンドウに、Unified Communications Managerの
ライセンスの現在の状態を示すメッセージが表示されることがあります。たとえば、Unified
Communications Managerで次の状況が確認されることがあります。

• Unified Communications Manager現在、スターター（デモ）ライセンスで動作しているの
で、適切なライセンスファイルをアップロードしてください。

• Unified Communications Manager現在、ライセンス数が不足している状態のため、追加のラ
イセンスファイルをアップロードしてください。

• Unified Communications Manager現在、適切なソフトウェア機能のライセンスを使用してい
ません。この状況では、Cisco CallManagerサービスは停止し、適切なソフトウェアバー
ジョンのライセンスをアップロードしてCisco CallManagerサービスを再起動するまで開始
しません。

次の手順でサーバを参照して、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]にログインします。

手順

ステップ 1 優先オペレーティングシステムのブラウザを開始します。

ステップ 2 Webブラウザのアドレスバーに、大文字と小文字を区別して次の URLを入力します。

https://&lt;Unified CM サーバ名&gt;:{8443}/ccmadmin/showHome.do

ここで、&lt;Unified CM-サーバ名&gt;は、サーバの名前または IPアドレスと同じです。

オプションで、ポート番号を指定できます。（注）

ステップ 3 [セキュリティの警告（Security Alert）]ダイアログボックスが表示されます。適切なボタンを
クリックします。

ステップ 4 [Cisco Unified Communications Managerの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]ウィンドウで、Unified Communications Managerのインストール時に指定した
ユーザ名とパスワードを入力し、[ログイン（Login）]をクリックします（両方のフィールド
の内容をクリアする場合は、[リセット（Reset）]をクリックします。）

セキュリティ目的で、 Cisco Unified Communications Manager Administrationは30分
間無活動状態が続くとユーザをログアウトするため、ログインし直す必要がありま

す。

（注）
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Cisco Unified Communications Manager Serviceability
このガイドの一部の手順では、Cisco Unified Serviceabilityアプリケーションを使用して、Unified
Communications Managerノードでサービスを起動または再起動する必要があります。

Cisco Unified Serviceability Webベースのトラブルシューティングツールであり、次の機能を提
供します。

•トラブルシューティング用にアラームとイベントを保存し、アラームメッセージの定義を
提供する。

•トレース情報を、トラブルシューティング用にログファイル保存します。

• Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool（Unified RTMT）を使用して、コンポーネントの動
作をリアルタイムで監視します。

•ユーザによる、またはユーザ処理の結果としてのシステムの設定変更を記録することに
よって、監査機能を提供します。この機能は、Unified Communications ManagerおよびCisco
Unity Connectionの情報保証機能をサポートします。

• [サービスの開始（Service Activation）]ウィンドウによりアクティブ化、非アクティブ化、
および表示を行うことができる機能サービスを提供します。

•日次レポート（警告サマリーやサーバ統計レポートなど）の生成とアーカイブ。

• Unified Communications Manager、IM and Presence Service、および Cisco Unity Connection
が、Simple Network Management Protocol（SNMP）のリモート管理とトラブルシューティ
ングのために管理対象デバイスとして動作できるようにします。

• 1つのノード（またはクラスタ内の全ノード）のログパーティションのディスク使用をモ
ニタします。

•システム内のスレッドとプロセスの数をモニタする。キャッシュを使用してパフォーマン
スを向上させる。

• Unified Communications Managerのみ：Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis
and Reportingを使用して、サービス品質、トラフィック、および請求情報に関するUnified
Communications Managerレポートを生成します。

Cisco Unified Communications Manager Serviceabilityにログイン

にCisco Unified Serviceabilityログインするには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 優先オペレーティングシステムのブラウザを開始します。

ステップ 2 Webブラウザのアドレスバーに、大文字と小文字を区別して次の URLを入力します。

https://&lt;Unified CM サーバ名&gt;:{8443}/ccmadmin/showHome.do
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ここで、&lt;Unified CM-サーバ名&gt;は、サーバの名前または IPアドレスと同じです。

ステップ 3 [セキュリティの警告（Security Alert）]ダイアログボックスが表示されます。適切なボタンを
クリックします。

ステップ 4 [ナビゲーション（Navigation）]メニューのドロップダウンリストから [Cisco Unified CM管理
（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [Cisco Unified Serviceability]
を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 5 Unified Communications Managerのインストール時に指定したユーザ名とパスワードを入力し
て、[ログイン（Login）]をクリックします。

セキュリティ目的で、30分間無活動状態が続くとログアウトされ、ログインし直す
必要があります。

（注）

電話機能一覧の生成
電話機能一覧のレポートを生成し、設定したい機能をどのデバイスがサポートしているのか判

別します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Reportingから [System Reports]をクリックします。

ステップ 2 レポートのリストから、[Unified CM電話機能一覧（Unified CM Phone Feature List）]をクリッ
クします。

ステップ 3 次のいずれかの手順を実行します。

• [レポートの新規生成（Generate New Report）]（棒グラフのアイコン）を選択し、新しい
レポートを生成します。

•レポートが存在する場合は、Unified CM電話機能一覧を選択します。

ステップ 4 [製品（Product）]ドロップダウンリストから、[All]を選択します。

ステップ 5 設定の対象となる機能の名前をクリックします。

ステップ 6 レポートを生成するには、[送信（Submit）]をクリックします。
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第 II 部

リモートワーカー機能
• Cisco Unified Mobility（9ページ）
•デバイスモビリティ（53ページ）
• Extend and Connect（67ページ）
•リモートワーカー緊急コール（79ページ）
•モバイルおよびリモートアクセスの設定（83ページ）





第 3 章

Cisco Unified Mobility

• Cisco Unified Mobilityの概要（9ページ）
• Cisco Unified Mobilityの前提条件（12ページ）
• Cisco Unified Mobilityの設定タスクフロー（13ページ）
• Cisco Unified Mobilityコールフロー（42ページ）
•スマートクライアントを使用しない SIPトランク上の FMC, on page 42
•キャリア統合モバイルデバイスのハントグループのログインとログアウト, on page 43
• Cisco Unified Mobilityの連携動作（44ページ）
• Cisco Unified Mobilityの制限（46ページ）
• Cisco Unified Mobilityのトラブルシューティング（51ページ）

Cisco Unified Mobilityの概要
Cisco Unified Mobility一連のモビリティ関連機能を提供し、これらを使用すると、ユーザはど
こからでも、どのデバイスを使用していても、Unified Communicationsアプリケーションを操
作できます。ホームオフィスの電話機、Wi-Fi接続のデュアルモード Cisco Jabberクライアン
ト (iPhoneまたは Android)、別の移動体通信事業者の携帯電話のいずれでも、Unified
Communicationsの機能にアクセスし、社内でコールをアンカーできます。

たとえば、設定済みの電話機からエンタープライズ番号に転送されたコールに応答し、さらに

そのコールを携帯電話に転送できます。これにより、オフィスから移動する際にも進行中の会

話を継続できます。

Cisco Unified Mobilityのメリット

ほとんどのモビリティ機能には社内のコールアンカリングが備わっています。モバイルデバ

イスでコールが発信/着信する場合でも、そのコールはエンタープライズゲートウェイ経由で
ルーティングされます。

これには次の利点があります。

•使用しているデバイスや、オフィス内またはオフィス外のどこにいるかに関係なく、1つ
のエンタープライズ電話番号とボイスメールですべてのビジネスコールに対応します。
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•ビジネスコールをモバイルデバイスに転送し、オフィスの電話を使っているかのようにそ
のコールを続けることができます。

•モバイルデバイスから発信されたコールはエンタープライズにアンカーされ、エンタープ
ライズゲートウェイ経由でルーティングされます。これによりUCの通話中機能、集中型
請求方式、コール詳細レコードを利用できるため、高価な携帯電話ネットワークを回避す

ることでコストを削減できる可能性があります。

•ネットワーク間でローミングでき、コールはドロップされません。

モビリティ機能

Cisco Unified Mobility Cisco Unified Mobilityには次のモビリティ関連機能があります。

説明モビリティ機能

この機能では1つの企業電話番号とボイスメールがユーザに付与され
ます。これにより、ユーザがオフィスやゴルフコースなど、どこにい

てもユーザに到達できます。ユーザの企業電話番号がダイヤルされる

と、デスクフォンまたは設定されているリモート接続先（ホームオ

フィスの電話機、デュアルモードのCisco Jabberクライアント（iPhone
または Android）、別の移動体通信事業者の携帯電話など）で応答で
きます。

シングルナンバー

リーチ

継続中のコールを、デスクフォンからリモート接続先として設定済み

のモバイルデバイスに転送できます。そうするには Cisco IP電話の
[モビリティ（Mobility）]ソフトキーを押します。この機能は、リモー
ト接続先の設定でシングルナンバーリーチと密接に関連しています。

[モバイルへ移動]オプションに似ているオプションとして [デスク
ピックアップ]があります。これは、たとえばモバイルコールで通話
中にオフィスに到着したという状況に適しています。モバイルデバ

イスで通話を切断した後、[デスクピックアップの最大待機時間
（Maximum Wait Time for Desk Pickup）]タイマーが期限切れになる前
に（デフォルトは 10秒）デスクフォンをピックアップすると、通話
を速やかに再開できます。このオプションは、シングルナンバーリー

チ設定の一部として有効にされています。

また、リモート接続先とデスクフォンの間でコールを転

送するには、エンタープライズ機能アクセスコードとセッション

ハンドオフコードも使用できます。

（注）

携帯電話に移動
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説明モビリティ機能

この機能により、リモートの電話機からコールを発信し、コールを企

業内にアンカーして、着信側に対してはオフィスの電話から通話して

いるかのように示されます。この機能を使用する場合は、モバイル

デバイスからシステム IVRにダイヤルインする必要があります。シ
ステムで発信者の認証が完了し、プロンプトに応じてコール先を入力

した後は、エンタープライズ電話から発信しているかのようにコール

が発信されます。

また、モバイル音声アクセスプロンプトを使用して、リモート接続

先のシングルナンバーリーチを有効または無効にできます。

モバイルボイスアク

セス

この機能では、設定済みのリモート接続先から2段階ダイヤリングを
実行でき、着信側に対してはデスクフォンからコールが発信されたか

のように示されます。モバイル音声アクセスとは異なり、エンタープ

ライズ機能アクセスを使用するには、設定されているリモート接続先

からダイヤルする必要があります。

またエンタープライズ機能アクセスでは、リモート接続先からのコー

ルで通話中に通話中機能を利用できます。通話中機能にアクセスする

には、各種機能（保留、独占保留、転送など）のコードを表すDTMF
保留中、排他的保留、転送などのさまざまな機能のコードを表すDTMF
ディジットを送信します。

エンタープライズ機能

アクセス

。

この機能では、企業からリモート接続先の番号に直接発信されたコー

ル（たとえば、リモート接続先として設定されている携帯電話へ企業

から発信されたコールなど）の自動コールアンカリングが有効にな

ります。サービスパラメータを設定することで、このようなコール

を関連付けられているエンタープライズ番号に自動的にリダイレクト

できます。これによりコストが削減され、UC機能が追加されます。

インテリジェントセッ

ション制御
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説明モビリティ機能

iPhoneおよび Androidの Cisco Jabberクライアントは、デュアルモー
ドデバイスとしてプロビジョニングできます。デュアルモード電話

には、Wi-Fiまたは携帯電話ネットワーク経由で接続する機能があり
ます。クライアントがエンタープライズネットワーク内にある場合、

Cisco JabberはWi-Fi経由で Unified Communications Managerに登録で
き、UCのコール機能とインスタントメッセージ機能を利用できま
す。モバイルデバイスの電話番号を使用してモバイル IDを設定する
と、エンタープライズネットワークを離れるときに Jabberから携帯
電話にコールを転送できます。

Cisco Jabberモバイルクライアントで使用できる別の機能
は、モバイルおよびリモートアクセスです。この機能に

より、Cisco Jabberクライアントがエンタープライズネッ
トワーク外部にある場合にデータネットワークに接続で

きます。詳細については、のCisco Unified Communications
Manager機能設定ガイド「Mobile & Remote Accessの設定」
の項を参照してください。

（注）

デュアルモード電話

Cisco Unified Mobilityの前提条件
次の前提条件を参照してください。

•モビリティ機能を有効にするには、ダイヤルプランとコールルーティングの設定によっ
て展開ニーズを満たせるように、適切な計画を策定する必要があります。詳細について

は、『Cisco Collaboration System Solution Reference Network Designs』の「Mobile
Collaboration」セクションを参照してください。

•モビリティ機能をサポートしている Cisco IP Phoneの詳細電話機能一覧の生成（1ペー
ジ）については、を参照してください。

•モビリティソフトキーをサポートしている Cisco IP Phoneをリストするには、モビリ
ティ機能のレポートを実行します。

•サポートされているデュアルモード電話をリストするには、デュアルモード機能の
レポートを実行します。

•モバイル音声アクセスを展開して、追加のロケールをシステムで使用可能にする場合（英
語以外の電話ロケールまたは国特有のトーンを使用する場合）には、ロケールインストー

ラを cisco.comからダウンロードし、[Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified OS
Administration）]インターフェイスでインストールします。ロケールをインストールする
方法の詳細については、Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service
インストールガイドを参照してください。
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•セルフプロビジョニングを設定します。これにより電話ユーザは各自の Cisco Jabberクラ
イアントとリモート接続先をプロビジョニングできます。詳細については、Cisco Unified
Communications Managerシステム設定ガイドの「セルフプロビジョニングの設定」および
「エンドユーザのプロビジョニング」の項を参照してください。

シスコモビリティソリューションは、シスコ機器でのみ検証されています。このソリューショ

ンは他のサードパーティ製 PSTNゲートウェイとセッションボーダーコントローラ（SBC）
でも機能しますが、各機能はここで説明するように機能しない可能性があります。サードパー

ティ製 PSTNゲートウェイまたは SBCでこのソリューションを使用している場合、シスコテ
クニカルサポートが発生した問題を解決できない可能性があります。

注意

Cisco Unified Mobilityの設定タスクフロー
展開環境向けにモビリティ機能を設定するには、次のタスクをすべて行います。

手順

目的コマンドまたはアクション

個々のエンドユーザにモビリティ機能

を追加します。

次のいずれかの操作を行います。ステップ 1

•モビリティユーザの設定（14ペー
ジ） 多数の既存のエンドユーザに対してモ

ビリティ機能を設定するには、一括管理

ツールを使用します。
•一括管理を使用したモビリティユー
ザーの設定（15ページ）

• LDAPを使用したモビリティユー
ザのプロビジョニング（16ペー
ジ）

モビリティ機能で新しいユーザをプロビ

ジョニングするには、機能グループテ

ンプレートと LDAP同期を使用できま
す。

Cisco IP電話をモビリティ機能に対応し
て設定します（シングルナンバーリー

IPフォンのモビリティの設定（17ペー
ジ）

ステップ 2

チ（SNR）機能と携帯電話に移動機能の
設定など）。これにより、エンタープラ

イズ電話を使用するユーザは、エンター

プライズコールをさまざまなモバイル

デバイス（ホームオフィスの電話や携帯

電話など）へ転送できます。

オプションモバイル音声アクセスにはシ

ステム IVRが備わっています。これに
モバイル音声アクセスの設定（24ペー
ジ）

ステップ 3

より、モバイルユーザはモバイルデバ

イスからコールを発信し、着信側に対し
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目的コマンドまたはアクション

ては、発信側が会社のデスクフォンから

ダイヤルしているかのように示されま

す。

オプションこの機能では、設定済みのリ

モート接続先から2段階ダイヤリングを
エンタープライズ機能アクセスの設定

（32ページ）
ステップ 4

実行でき、着信側に対してはデスクフォ

ンからコールが発信されたかのように示

されます。また、この機能ではリモート

接続先からのコールで通話しているとき

に通話中機能を利用できます。

関連付けられているエンタープライズ番

号が使用可能な場合に、リモート接続先

インテリジェントセッションコント

ロールの設定（33ページ）
ステップ 5

への着信コールがその番号に再ルーティ

ングされるように、システムを設定しま

す。これにより、社内でモビリティコー

ルのための自動コールアンカリングが

実現し、その結果コストを削減し、

Unified Communications機能がさらに追
加されます。

オプションCisco Unified Mobilityの動作
を変更するには、オプションのモビリ

モビリティサービスパラメータの設定

（34ページ）
ステップ 6

ティ関連サービスパラメータを設定し

ます。

Cisco Jabberでモビリティを設定するこ
とで、ユーザは自分のスマートフォンの

Cisco Jabberデュアルモードの設定（35
ページ）

ステップ 7

Jabberクライアントでエンタープライズ
通信機能にアクセスできます。

その他のデュアルモードデバイス（WiFi
経由で接続できるFMCまたは IMSクラ

その他のデュアルモードデバイスの設

定（36ページ）
ステップ 8

イアントなど）を展開する場合には、こ

のタスクフローに従います。

モビリティユーザの設定

モビリティ機能を使用してエンドユーザを設定するには、この手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

ステップ 2 [ユーザの検索/一覧表示 (Find And List Users )]ウィンドウで、次のいずれかの作業を実行しま
す。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のユーザを選択して設定を変更します。
•新しいユーザを設定するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 以下のフィールドに値を設定します。

•ユーザ ID（User ID）
•姓（Last Name）

ステップ 4 [モビリティ情報（Mobility Information）]エリアで、次のフィールドに入力します。

a) [モビリティの有効化（Enable Mobility）]チェックボックスをオンにします。
b) オプションこのユーザがモバイル音声アクセスを使用できるようにするには、[モバイル音
声アクセスの有効化（Enable Mobile Voice Access）]チェックボックスをオンにします。

c) [デスクピックアップの最大待機時間（Maximum Wait Time for Desk Pickup）]フィールドに
ミリ秒単位の値を入力します。このタイマーは、リモート接続先から通話を切った後に

ユーザがデスクフォンからコールを再開できる期間を表します。

d) [リモート接続先制限（Remote Destination Limit）]フィールドには、各ユーザがシングル
ナンバーリーチ（SNR）の対象にできるリモート接続先の数を入力します。

ステップ 5 [エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウでその他のフィールドに入力しま
す。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

一括管理を使用したモビリティユーザーの設定

[一括管理（Bulk Administration）]の [ユーザの更新（Update Users）]メニューを使用して、モ
ビリティ機能を既存のエンドユーザに一括追加するには、次の手順に従います。

[一括管理（Bulk Administration）]には、既存のユーザを一括で更新するためのその他の機能が
あります。たとえば、エクスポート機能とインポート機能を使用して、新しいモビリティ設定

でCSVファイルをインポートできます。詳細については、Cisco Unified Communications Manager
一括管理ガイドを参照してください。

（注）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [一括管
理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの更新（Update Users）] > [クエリー
（Query）]。

ステップ 2 フィルタを適用し、[検索（Find）]をクリックして、モビリティユーザとして割り当てるユー
ザを選択します。

ステップ 3 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [モビリティ情報（Mobility Information）]エリアで、次の 4つのフィールドを編集します。最
初に左端にあるチェックボックスをオンにして、このフィールドを更新することを示し、次に

右側で次のように設定を行います。

• [モビリティの有効化（EnableMobility）]：このテンプレートでプロビジョニングしたユー
ザに対しモビリティ機能を有効にするには、このチェックボックスをオンにします。

• [モバイル音声アクセスの有効化（Enable Mobile Voice Access）]：プロビジョニング済み
のユーザがモバイル音声アクセスを使用できるようにするには、このチェックボックスを

オンにします。

• [デスクピックアップの最大待機時間（Maximum Wait Time for Desk Pickup）]：このフィー
ルドは、携帯電話でコールを中断した時点からデスクフォンでコールを再開するまでの許

容時間を表します。

• [リモート接続先の制限（RemoteDestinationLimit）]：このフィールドは、このテンプレー
トを使用してプロビジョニングされたユーザに対して割り当てることができるリモート接

続先またはモバイル IDの数を表します。

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]の下の [今すぐ実行（Run Immediately）]をオンにします。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。

LDAPを使用したモビリティユーザのプロビジョニング
LDAPディレクトリをまだ同期していない場合は、この手順に従い、機能グループテンプレー
ト設定を使って同期済みエンドユーザにモビリティ機能を設定できます。新たに同期された

ユーザは、テンプレートからモビリティ設定を継承します。

この手法は、LDAPディレクトリをまだ同期していない場合にのみ有効です。初回同期の実行
後には、新しい機能グループテンプレート設定を LDAPディレクトリ同期に割り当てること
はできません。

（注）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追加（User/Phone Add）] > [機能グループテンプ
レート（Feature Group Template）]。

ステップ 2 [ Find And List Feature Group Templates ]ウィンドウで、次のいずれかを実行します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして新しいテンプレートを設定します。
• [検索（Find）]をクリックして、設定する既存のテンプレートを選択します。

ステップ 3 テンプレートに名前を割り当てます。

ステップ 4 次のモビリティフィールドを設定します。

• [モビリティの有効化（EnableMobility）]：このテンプレートでプロビジョニングしたユー
ザに対しモビリティ機能を有効にするには、このチェックボックスをオンにします。

• [モバイル音声アクセスの有効化（Enable Mobile Voice Access）]：プロビジョニング済み
のユーザがモバイル音声アクセスを使用できるようにするには、このチェックボックスを

オンにします。

• [デスクピックアップの最大待機時間（Maximum Wait Time for Desk Pickup）]：この
フィールドは、携帯電話でコールを中断した時点からデスクフォンでコールを再開するま

での許容時間（ミリ秒単位）を表します。

• [リモート接続先の制限（RemoteDestinationLimit）]：このフィールドは、このテンプレー
トを使用してプロビジョニングされたユーザに対して割り当てることができるリモート接

続先またはモバイル IDの数を表します。

ステップ 5 [機能グループテンプレートの設定（Feature Group Template Configuration）]ウィンドウのその
他のフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライ

ンヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

設定した機能グループテンプレートを、まだ同期されていない LDAPディレクト
リに割り当てます。新たに同期したユーザは、モビリティが有効になっています。

詳細については、LDAPを使用したユーザのプロビジョニングについてCisco Unified
Communications Managerシステム設定ガイドは、の「プロビジョニングエンドユー
ザ」の章を参照してください。

（注）

IPフォンのモビリティの設定
Cisco IP Phoneでモビリティ機能を設定するには、次のタスクをすべて行います。これには、
シングルナンバーリーチ（SNR）および携帯電話に移動機能の設定が含まれます。これによ
り、ユーザのすべてのデバイスを呼び出す1つのエンタープライズ番号が割り当てられます。
また、どのデバイスが着信してもアクセスできるエンタープライズレベルのボイスメールも割
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り当てられます。また、ユーザはアクティブなコールをデスクフォンとモバイルデバイスの間

で転送することもできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

モビリティソフトキーを含む Cisco IP
電話のモビリティソフトキーテンプ

モビリティ用のソフトキーテンプレー

トの設定（18ページ）
ステップ 1

レートを設定します。ユーザはソフト

キーを押すだけでデスクフォンから携帯

電話にコールを転送できます。

IP Phoneでモビリティを設定して、エン
タープライズ番号への着信コールをユー

IPフォンのモビリティの設定（20ペー
ジ）

ステップ 2

ザのリモート接続先に転送できるように

します。

ユーザのすべてのリモート接続先番号に

適用する共通設定を設定します。

リモート接続先プロファイルの設定

（21ページ）
ステップ 3

リモート接続先とは、ユーザに到達でき

るモバイルデバイスを表します（ホー

リモート接続先の設定（22ページ）ステップ 4

ムオフィスの電話機や携帯電話ネット

ワークの携帯電話など）。リモート接続

先の多くの設定は、ユーザのデスクフォ

ンと同じです。

オプションどのコールがリモート接続先

を呼び出すか、およびその時間帯を制御

アクセスリストの設定（23ページ）ステップ 5

します。アクセスリストによって発信

者 IDに基づいて発信者をフィルタリン
グでき、さらにリモート接続先の呼び出

しスケジュール中にその発信者からの

コールを許可またはブロックできます。

モビリティ用のソフトキーテンプレートの設定

モビリティソフトキーを含むソフトキーテンプレートを設定するには、次の手順に従います。

このテンプレートを使用しているすべての電話機でソフトキーが有効になります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]。
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ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、次の手順に従います。それ以外の場合は、次

のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新
しい名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにモビリティソフトキーを追加するには、次の手順に従います。

a) 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
b) 既存のテンプレートを選択します。

ステップ 4 （任意）このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定す

るには、[デフォルトソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックス
をオンにします。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定

した場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削

除することができません。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウトの設定
（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 7 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソ
フトキーを追加するコール状態を選択します。通常、コール状態 [オンフック（OnHook）]と
[接続中（Connected）]の両方にソフトキーを追加します。

ステップ 8 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストからモビリティソフトキーを選
択し、右矢印を使用して [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにソフトキーを
移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 9 追加のコール状態のソフトキーを表示するには、上記のステップを繰り返します。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウでテンプレートを 1台の電話に割り当てるか、[一括管
理（Bulk Administration）]の [電話の更新（Update Phones）]でテンプレートを電
話機グループに割り当てることができます。

プロビジョニング中にソフトキーテンプレートを電話機に割り当てるには、いくつ

かの方法があります。たとえば、ユニバーサルデバイステンプレートの設定を使

用する方法や、特定モデルのデフォルトデバイスプロファイルとして割り当てる

方法などあります。

（注）
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機能管理ポリシーでのモビリティの有効化

機能管理ポリシーで Cisco IP Phoneの機能を有効または無効にするように設定済みの場合は、
それに加えて、Cisco IP Phoneが使用するポリシーでモビリティを有効にする必要もあります。
電話が使用する機能管理ポリシー設定でこの機能を無効にすると、そのポリシーを使用するす

べての Cisco IP Phoneでモビリティソフトキーが無効になります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [機能管理ポリシー（Feature Control
Policy）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、該当するポリシーを選択します。

他の関連機能とともにモビリティを有効にするために電話機に割り当てる新しい機

能管理ポリシーを作成する必要がある場合は、[新規追加（Add New）]を選択でき
ます。[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで電話機にポリシーを割り
当てるか、または [共通の電話プロファイルの設定（Common Phone Profile
Configuration）]で一連の電話にポリシーを割り当てることができます。また、ユ
ニバーサルデバイステンプレートにポリシーを割り当てて、電話機のプロビジョ

ニング時に電話機にそのポリシーを割り当てることもできます。

（注）

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに機能管理ポリシーの名前を入力します。この名前には、最長 50
文字の英数字を指定でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およびアンダースコア
（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。各機能管理ポリシー名がシステムに固有
の名前であることを確認します。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、この機能管理ポリシーの説明を入力します。この説明に
は、最長50文字の英数字を指定でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およびアン
ダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 5 [機能管理（Feature Control）]エリアで、モビリティソフトキーに対応する [デフォルトの上
書き（Override Default）]と [設定の有効化（Enable Setting）]の両方のチェックボックスを
オンにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

IPフォンのモビリティの設定

シングルナンバーリーチまたは携帯電話への移動を設定済みの場合は、次の手順に従ってデス

クフォンでモビリティ機能を設定すると、エンタープライズコールをリモート接続先にリダイ

レクトできるようになります。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存の電話を選択して、設定を変更します。

•新しい電話を追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックして、[電話のタイプ
（Phone Type）]ドロップダウンリストから電話を選択します。

ステップ 3 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（SoftKey Template）]ドロップダウンリストから、設定したモビリ
ティソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [所有者のユーザ ID（Owner User ID）]ドロップダウンリストから、モビリティを有効にした
ユーザアカウントを選択します。

[Owner User ID]フィールドまたは [Mobility User ID]フィールドを設定できます。
モビリティユーザはモビリティ対応デバイス用に設定され、オーナーユーザーは非

モビリティデバイス用に設定されます。両方のユーザを同じデバイスに設定するこ

とは推奨されません。

（注）

ステップ 6 （任意） [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）]を使用して機能を有効にする場合は、
ドロップダウンリストからポリシーを選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

リモート接続先プロファイルの設定

ユーザのすべてのリモート接続先番号に適用する共通設定を設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。デバイ
ス >デバイスプロファイル >リモート接続先プロファイル。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 プロファイルの [名前（Name）]を入力します。

ステップ 4 [ユーザー ID（User ID）]ドロップダウンリストから、このプロファイルを適用するエンド
ユーザを選択します。

ステップ 5 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストから、このプロファイルを含めるデ
バイスプールを選択します。

ステップ 6 [リモート接続先プロファイルの設定（Remote Destination Profile Configuration）]ウィンドウで
その他のフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オン

ラインヘルプを参照してください。
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ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 8 [関連付け情報（Asociation Information）]の下にある、[新規 DNを追加（Add a New DN）]を
クリックします。

ステップ 9 [電話番号（Directory Number）]フィールドに、ユーザのデスクの電話の電話番号を追加しま
す。

リモート接続先の設定

リモート接続先とは、ユーザに到達できるモバイルデバイスを表します（ホームオフィスの

電話、携帯電話ネットワークの携帯電話、PSTN電話など）。リモート接続先の多くの設定は、
ユーザのデスクフォンと同じです。

•企業のユーザがリモート接続先から Cisco Jabberへのコールを開始すると、Unified
Communications Managerは、Cisco TelePresence Video Communication Server（VCS）に
INVITEメッセージを送信することによって、Cisco Jabberとのデータコールの確立を試み
ます。コールは VCSから応答を受信するかどうかに関係なく確立されます。

•セルフプロビジョニングが有効になっている場合は、エンドユーザがセルフケアポータ
ルで各自の電話をプロビジョニングできます。システムでのセルフプロビジョニングの設

定については、Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイドと「セルフプロ
ビジョニングの設定」の章を参照してください。ユーザープロファイルの一部としてユー

ザーのセルフプロビジョニングを有効にするには、「エンドユーザーのプロビジョニン

グ」を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [リモート接続先（Remote Destination）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [着信先（Destination）]フィールドにリモート接続先の番号を入力します。たとえば、携帯電
話番号または PSTN番号を入力できます。

ステップ 4 [モビリティユーザ ID（Mobility User ID）]フィールドから、このリモート接続先を使用する
モビリティ対応エンドユーザを選択します。

ステップ 5 [Unified Mobility機能を有効にする（Enable Unified Mobility features）]チェックボックスをオン
にします。

ステップ 6 [リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]ドロップダウンリストから、こ
のリモート接続先を所有するユーザに対して設定するプロファイルを選択します。

ステップ 7 [シングルナンバーリーチボイスメールポリシー（Single Number Reach Voicemail Policy）]
ドロップダウンリストを使用して、ボイスメールポリシーを設定します。
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a) [シングルナンバーリーチを有効にする（Enable Single Number Reach）]チェックボックス
をオンにします。

b) [携帯電話への移動を有効にする（Enable Move to Mobile）]チェックボックスをオンにし
て、ユーザーがデスクフォンでモビリティソフトキーを押したときに表示される選択可能

な接続先の一覧に、このリモート接続先を追加します。

ステップ 8 （任意）このリモート接続先へのエンタープライズコールを特定の日（営業日など）に限定す

るには、[呼び出しスケジュール（Ring Schedule）]を設定します。

ステップ 9 [上記の呼び出しスケジュール中に着信があったとき（When receiving a call during the above
ring schedule）]エリアで、このリモート接続先に対して設定されたリストを適用します。

ステップ 10 [リモート接続先の設定（Remote Destination Configuration）]ウィンドウでその他のフィールド
を設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参

照してください。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

アクセスリストの設定

アクセスリストはオプションのリモート接続先設定であり、どのコールがどのリモート接続先

をどの時間に呼び出すことができるかを制御したい場合に利用できます。アクセスリストでは

発信者 IDに基づいて発信者をフィルタリングでき、さらにリモート接続先の呼び出しスケ
ジュール中にコールを許可またはブロックできます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [管理のクラス（Class of Control）] > [アクセスリスト（Access
List）]。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいアクセスリストを作成します。

ステップ 3 新しいアクセスリストを指定するには、名前と説明を入力します。

ステップ 4 [オーナー（Owner）]ドロップダウンリストから IDを選択し、ユーザにアクセスリストを関
連付けます。

ステップ 5 次のいずれかのオプションを選択します。

• [許可（Allowed）]：アクセスリストのすべての番号が許可されます。
• [ブロック済み（Blocked）]：アクセスリストのすべての番号がブロックされます。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 [フィルタマスク（Filter Mask）]ドロップダウンリストから、アクセスリストに適用するフィ
ルタを選択します。

• [使用不可（Not Available）]：使用不可のステータスをアドバタイズするすべての発信者
がアクセスリストに追加されます。
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• [非公開（Private）]：非公開のステータスをアドバタイズするすべての発信者がアクセス
リストに追加されます。

• [電話番号（Directory Number）]：指定したすべての電話番号またはディレクトリ文字列
がアクセスリストに追加されます。このオプションを選択すると、[DNマスク（DNMask）]
フィールドのすべての番号または番号文字列が追加されます。

ステップ 8 [保存（Save）]を選択します。

ステップ 9 リモート接続先にアクセスリストを適用します。

a) [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デ
バイス（Device）] > [リモート接続先（Remote Destination）]を選択して、作成したリモー
ト接続先を再び開きます。

b) このアクセスリストの呼び出しスケジュールを設定し、次のいずれかを実行します。

•許可アクセスリストを作成したら、発信者が [発信者が次のアクセスリストに登録さ
れている場合のみ、この接続先を呼び出す（Ring this destination only if caller is in）]ラ
ジオボタンをクリックして、ドロップダウンリストから作成したアクセスリストを

選択します。

•拒否アクセスリストを作成したら、発信者が [発信者が次のアクセスリストに登録さ
れている場合は、この接続先を呼び出さない（Do not ring this destination if caller is in）]
ラジオボタンをクリックして、ドロップダウンリストから作成したアクセスリスト

を選択します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

モバイル音声アクセスの設定

システムでモバイル音声アクセスを設定するには、次のタスクをすべて行います。モバイル音

声アクセスにより、ユーザはどのデバイスからでもエンタープライズアンカーコールを発信

できます。ユーザがシステム IVRにダイヤルして認証された後、コールがエンタープライズ
コールとして発信され、エンドユーザに対してはこのコールがオフィスの電話から発信された

かのように表示されます。

始める前に

モバイル音声アクセスを使用するには：

• [エンドユーザの設定（ Configuration）]で [モバイルボイスアクセスの有効化（Enable
Mobile Voice Access）]をオンにして、ユーザをモビリティユーザとして有効にしておく
必要があります。詳細については、モビリティユーザの設定（14ページ）を参照してく
ださい。

•音声自動応答サービスがアクティブであること、およびトランクで使用されるメディアリ
ソースグループリストにそれが含まれていることが必要です。
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手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Serviceabilityで、Cisco
Unified Mobile Voice Access機能サービ

Cisco Unified Mobile Voice Access Service
の有効化（26ページ）

ステップ 1

スがアクティブになっていることを確認

します。

モバイル音声アクセス（MVA）を有効
にし、ユーザが会社にアクセスするため

にダイヤルする電話番号を指定します。

モバイル音声アクセスの有効化（26
ページ）

ステップ 2

社外からダイヤルインするユーザに対

して限られたプロンプトを指定するに

モバイル音声アクセスの電話番号の設定

（27ページ）
ステップ 3

は、モバイルボイスアクセス（MVA）
を設定します。

モバイル音声アクセス機能をアクティブ

にした後は、Cisco CallManagerサービス
を再起動します。

Cisco CallManagerサービスの再起動
（27ページ）

ステップ 4

次のいずれかのタスクを実行して、ゲー

トウェイにレガシーMVAまたはエン
ステップ 5 モバイル音声アクセスでは

ゲートウェイの設定が必須

ではなくなりました。これ

は、ISR G2ルータ経由での
レガシーモバイル音声アク

セスを設定する場合だけの

オプション設定です。

（注）

タープライズ機能アクセス（EFA）を設
定します。

•既存のH.323またはSIPゲートウェ
イのシステムリモートアクセスの

設定（28ページ）
•新規H.323ゲートウェイのリモート
アクセス用設定（30ページ）

システム要件に基づいて、MVAまたは
EFAを経由して社外からのコールを処
理できるように新しいゲートウェイを追

加または既存ゲートウェイを設定できま

す。

システムの既存のH.323またはSIP PSTN
ゲートウェイがあれば、MVAをこれに
設定できます。この機能には、H.323ま
たは SIP VoiceXML（VXML）ゲート
ウェイで応答および処理されるシステム

設定の DID番号を呼び出すことによっ
てアクセスします。ゲートウェイを設定

すると、MVAユーザに再生される自動
音声応答（IVR）のプロンプトをプルす
るためにパブリッシャノードの vxmlス
クリプトが使用されます。これらのプロ

ンプトは、ユーザ認証とユーザが自分の

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
25

リモートワーカー機能

モバイル音声アクセスの設定



目的コマンドまたはアクション

電話のキーパッドでダイヤルする必要が

ある番号の入力を要求します。

既存の H.323または SIP PSTNゲート
ウェイがなく、モバイル音声アクセスを

設定する場合は、新しい H.323ゲート
ウェイを追加し、ヘアピニングメソッ

ドを使用したMVA機能を設定する必要
があります。技術的な視点では、このメ

ソッドは着信コールを受信する2番目の
ゲートウェイを使用してMVAサービス
を適用し、システムがMVAサービスを
適用したあとに着信コールレッグが

PSTNゲートウェイ（元の送信元）に返
します。

Cisco Unified Mobile Voice Access Serviceの有効化

パブリッシャノードでこのサービスをアクティブ化するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Serviceability]から選択します。 [ツール（Tools）] > [サービスアクティベーショ
ン（Service Activation）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。

ステップ 3 [移動（Go）]をクリックします。

ステップ 4 [CMサービス（CM Services）]で、[Cisco Unified Mobile Voice Access Service]チェックボック
スをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

モバイル音声アクセスの有効化

モバイル音声アクセス（MVA）を有効にし、ユーザが IVRにアクセスするためにダイヤルす
る電話番号または PSTN DID番号を指定します。

始める前に

モバイル音声アクセスが機能するためには、Cisco Unified Mobile Voice Access機能サービスが
アクティブになっている必要があります。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 次のサービスパラメータを設定します。

• [モバイル音声アクセスの有効化（Enable Mobile Voice Access）]サービスパラメータを [は
い（True）]に設定します。

• [モバイル音声アクセス番号（Mobile Voice Access Number）]：エンタープライズにアクセ
スするときにユーザがダイヤルするアクセス番号を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

モバイル音声アクセスの電話番号の設定

社外からダイヤルインするユーザに対して限られたプロンプトを指定するには、モバイルボ

イスアクセス（MVA）を設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。メディ
アリソース >モバイルボイスアクセス。

ステップ 2 [モバイル音声アクセスの電話番号（Mobile Voice Access Directory Number）]に、ゲートウェイ
からのモバイル音声アクセスコールを受信する内部電話番号（DN）を入力します。

長さ 1～ 24桁の値を入力します。有効な値は0-9です。

ステップ 3 [ローカリゼーション（Localization）]ペインで矢印を使用して、選択するロケールをこのペイ
ンとの間で移動します。

モバイル音声アクセスでは、[モバイル音声アクセス（Mobile Voice Access）]ウィ
ンドウの [選択済みのロケール（Selected Locales）]ペインに表示されている最初の
ロケールが使用されます。たとえば、[選択済みのロケール（Selected Locales）]ペ
インに [英語（米国）（English United States）]が最初に表示されている場合、コー
ル中に IVRを使用すると、Cisco Unified Mobilityユーザには英語が聞こえます。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco CallManagerサービスの再起動

モバイル音声アクセス機能を有効にした後は、Cisco CallManagerサービスを再起動します。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
27

リモートワーカー機能

モバイル音声アクセスの電話番号の設定



手順

ステップ 1 [Cisco Unified Serviceability]から選択します。 [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機
能サービス（Control Center - Feature Services）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco Unified Communications Managerパブリッ
シャノードを選択します。

ステップ 3 [CMサービス（CM Services）]で、Cisco CallManagerサービスに対応するラジオボタンを選
択します。

ステップ 4 [再起動（Restart）]をクリックします。

次のタスク

Unified Communications Managerでモバイル音声アクセスのネイティブサポートを設定するた
めに必要なタスクがすべて完了しました。ただし、ISR G2ルータによって IVRプロンプトと
音声プロンプトが提供されるレガシーモバイル音声アクセスを設定するには、以下の2つのオ
プションのタスクを実行できます。

•既存の H.323または SIPゲートウェイのシステムリモートアクセスの設定（28ページ）

•新規 H.323ゲートウェイのリモートアクセス用設定（30ページ）

既存の H.323または SIPゲートウェイのシステムリモートアクセスの設定

システムの既存の H.323または SIP PSTNゲートウェイがあれば、MVAをこれに設定できま
す。この機能には、H.323またはSIP VoiceXML（VXML）ゲートウェイで応答および処理され
るシステム設定の DID番号を呼び出すことによってアクセスします。ゲートウェイを設定す
ると、MVAユーザに再生される自動音声応答（IVR）のプロンプトをプルするためにパブリッ
シャノードの vxmlスクリプトが使用されます。これらのプロンプトは、ユーザ認証とユーザ
が自分の電話のキーパッドでダイヤルする必要がある番号の入力を要求します。

始める前に

モバイル音声アクセスの電話番号の設定（27ページ）

手順

ステップ 1 PSTNから PRIの T1/E1コントローラを設定します。

例：

controller T1 1/0
framing esf
linecode b8zs
pri-group timeslots 1-24

ステップ 2 PRI（T1/E1）のシリアルインターフェイスを設定します。
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例：

interface Serial 1/0:23
ip address none
logging event link-status none
isdn switch-type primary 4ess
isdn incoming-voicevoice
isdn bchan-number-order ascending
no cdp enable

ステップ 3 パブリッシャノードから VXMLアプリケーションをロードします。

例：

IOSバージョン 12.3(13)以降の設定例
application service CCM
http://<Unified CM Publisher IP Addr>:8080/ccmivr/pages/IVRMainpage.vxml

例：

IOSバージョン 12.3 (12)以前の設定例：
call application voice Unified CCM
http://<Unified CM Publisher IP Addr>:8080/ccmivr/pages/IVRMainpage.vxml

バージョン 12.2(11)で VXMLが追加されましたが、12.3(8)、12.3(9)、12.3(14)T1、
および 12.2(15)などのその他のバージョンでは VXMLの問題があります。

注意

ステップ 4 ダイヤルピアを設定して、Cisco Unified Mobilityアプリケーションをシステムリモートアク
セスに関連付けます。

例：

IOS 12.3 (13)およびそれ以降の設定例：
dial-peer voice 58888 pots
service CCM (Cisco Unified Mobility VXML application)
incoming called-number 58888

例：

IOS 12.3 (12)およびそれ以前の設定例：
dial-peer voice 100 pots
application CCM (Cisco Unified Mobility VXML application)
incoming called-number 58888

（58888は、モバイル音声アクセス（MVA）の番号を示しています）

ステップ 5 MVA DNにコールを転送するためにダイヤルピアを追加します。

例：

プライマリ Unified Communications Managerの設定例：
dial-peer voice 101 voip
preference 1
destination-pattern <Mobile Voice Access DN>
session target ipv4:10.1.30.3
codec g711ulaw
dtmf-relay h245-alphanumeric
no vad
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例：

Sample configuration for secondary Unified Communications Manager（if needed）:
dial-peer voice 102 voip
preference 2
destination-pattern <Mobile Voice Access DN>
session target ipv4:10.1.30.4
codec g711ulaw
dtmf-relay h245-alphanumeric
no vad

コールを終了するための汎用ダイヤルピアがすでに設定されており、MVA DNと
一致している場合は、この手順を実行する必要はありません。

（注）

例：

SIPゲートウェイ VoIPダイヤルピアの設定例：
dial-peer voice 80 voip
destination-pattern <Mobile Voice Access DN>
rtp payload-type nse 99
session protocol sipv2
session target ipv4:10.194.107.80
incoming called-number .T
dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw

新規 H.323ゲートウェイのリモートアクセス用設定

既存のH.323またはSIP PSTNゲートウェイがなく、モバイル音声アクセスを設定する場合は、
新しい H.323ゲートウェイを追加し、ヘアピニングメソッドを使用したMVA機能を設定する
必要があります。技術的な視点では、このメソッドは着信コールを受信する 2番目のゲート
ウェイを使用してMVAサービスを適用し、システムがMVAサービスを適用したあとに着信
コールレッグが PSTNゲートウェイ（元の送信元）に返します。

ヘアピニングを使用したモバイルボイスアクセスの場合、システムを呼び出しているユーザ

は発信者 IDによって自動的に特定されません。代わりに、ユーザはPINを入力する前にリモー
ト接続先番号を手動で入力する必要があります。その理由は、PSTNゲートウェイは、ヘアピ
ニングされたモバイルボイスアクセスゲートウェイに到達するために、まず、コールをUnified
CommunicationsManagerにルーティングする必要があるためです。このルートパスのため、携
帯電話の番号からエンタープライズディレクトリ番号への発信者番号の変換は、モバイルボ

イスアクセスゲートウェイが通話を処理する前に行われます。その結果、このゲートウェイ

では、発信者番号と設定されているリモート接続先の照合を行うことができず、そのためユー

ザはリモート接続先番号の入力を求められます。

（注）

始める前に

モバイル音声アクセスの電話番号の設定（27ページ）
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手順

ステップ 1 パブリッシャノードから VXMLアプリケーションをロードします。

例：

IOSバージョン 12.3(13)以降の設定例
application service CCM
http://<Unified CM Publisher IP Addr>:8080/ccmivr/pages/IVRMainpage.vxml

例：

IOSバージョン 12.3 (12)以前の設定例：
call application voice CCM
http://<Unified CM Publisher IP Addr>:8080/ccmivr/pages/IVRMainpage.vxml

バージョン 12.2(11)で VXMLが追加されましたが、12.3(8)、12.3(9)、12.3(14)T1、
および 12.2(15)などのその他のバージョンでは VXMLの問題があります。

注意

ステップ 2 ダイヤルピアを設定して、Cisco Unified Mobilityアプリケーションをシステムリモートアク
セスに関連付けます。

例：

IOS 12.3 (13)およびそれ以降の設定例：
dial-peer voice 1234567 voip
service CCM
incoming called-number 1234567
codec g711u
session target ipv4:<ip_address of call manager>

例：

IOS 12.3 (12)およびそれ以前の設定例：
dial-peer voice 1234567 voip
application CCM
incoming called-number 1234567
codec g711u
session target ipv4:<ip_address of call manager>

ステップ 3 通話をモバイルボイスアクセス（MVA）DNに転送するため、ダイヤルピアを追加します。

例：

プライマリ Unified Communications Managerの設定例：
dial-peer voice 101 voip
preference 1
destination-pattern <Mobile Voice Access DN>
session target ipv4:10.1.30.3
voice-class h323 1
codec g711ulaw
dtmf-relay h245-alphanumeric
novad

例：

Sample configuration for secondary Unified Communications Manager（if needed）:
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dial-peer voice 102 voip
preference 2
destination-pattern <Mobile Voice Access DN>
session target ipv4:10.1.30.4
voice-class h323 1
codec g711ulaw
dtmf-relay h245-alphanumeric
novad

コールを終了するための汎用ダイヤルピアがすでに設定されており、MVA DNと
一致している場合は、この手順を実行する必要はありません。

（注）

ステップ 4 ヘアピンを設定します。

voice service voip
allow-connections h323 to h323

ステップ 5 Unified Communications Managerで、vxmlスクリプトがロード済みである H.323ゲートウェイ
に着信MVA番号をリダイレクトするための新しいルートパターンを作成します。新しいルー
トパターンを作成したパーティションにゲートウェイの着信 CSSがアクセスできることを確
認してください。

エンタープライズ機能アクセスの設定

次の手順を使用して、リモートの通知先からのエンタープライズ機能アクセスを設定します。

•設定されているリモート接続先からエンタープライズコールを発信する2段階ダイヤリン
グ。着信側に対しては、関連付けられているデスクフォンからコールが発信されたかのよ

うに示されます。

•リモート接続先は通話中機能にアクセスするときに EFAコードを使用します。このコー
ドは、リモート接続先から DTMFディジットを使用して送信されます。

モバイル音声アクセスとは異なり、エンタープライズ機能アクセスでは、設定済みのリモート

接続先からダイヤルする必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [モビリティ（Mobility）] > [エンタープライズ機能アクセス
番号設定（Enterprise Feature Access Number Configuration）]の順に選択します。

ステップ 2 [番号（Number）]フィールドに、モバイルユーザがエンタープライズ機能アクセス機能を使
用するためにリモート接続先からダイヤルする一意の DID番号を入力します。

ステップ 3 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストから、DIDが含まれている
パーティションを選択します。
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ステップ 4 （任意）この EFA番号を、このシステムのデフォルトにする場合は、[デフォルトのエンター
プライズ機能アクセス番号（Default Enterprise Feature Access Number）]チェックボックスをオ
ンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 エンタープライズ機能アクセスのサービスパラメータを設定します。

a) [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [シ
ステム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

b) [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。
c) [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
d) [エンタープライズ機能アクセスの有効化（Enable Enterprise Feature Access）]サービスパ
ラメータを [はい（True）]に設定します。

e) （任意） In the Clusterwide Parameters（System - Mobility） area, edit the DTMF digits that
you must enter to access midcall features through Enterprise Feature Access.たとえば、[エンター
プライズ機能アクセスコード（Enterprise Feature Access Code for Hold）]サービスパラメー
タ（デフォルト値：*81）を編集できます。デフォルト値は次のとおりです。

•保留：*81

•特別な保留：*82

•再開：*83

•転送：*84

•会議：*85

•セッションハンドオフ：*74

•選択的な録音の開始：*86

•選択的な録音の停止：*87

• [ハントグループログイン（Hunt group login）]：新しいコードを入力します。

• [ハントグループログアウト（Hunt group logout）]：新しいコードを入力します。

f) [保存（Save）]をクリックします。

インテリジェントセッションコントロールの設定

関連付けられているエンタープライズ番号が使用可能な場合に、リモート接続先への着信コー

ルがその番号に再ルーティングされるように、システムを設定します。これにより、社内でモ

ビリティコールのための自動コールアンカリングが実現し、その結果コストを削減し、Unified
Communications機能がさらに追加されます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco Unified Communications Managerノード
を選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（機能 -エンタープライズ番号へのリモート接続先コールの再ルー
ティング）（Clusterwide Parameters (Feature - Reroute Remote Desination Calls to Enterprise
Number)）]で次のサービスパラメータを設定します。

• [エンタープライズ番号へのリモート接続先コールの再ルーティング（Reroute Remote
Desination Calls to Enterprise Number）]：インテリジェントセッションコントロールを
有効にするには、このパラメータを [はい（True）]に設定します。

• [すべての共有回線を呼び出す]—パラメータの値を Trueに設定します。インテリジェン
トセッションコントロールが有効で、しかもこのパラメータが有効な場合、コールは社

内のリモート接続先にアンカーされ、ユーザのすべての共有電話が呼び出されます。

• [企業 DNでのすべてのコール転送を無視する]—このパラメータは、Intelligent Session
Controlが有効になっている場合、リモート接続先への発信コールにのみ適用されます。
デフォルトでは、このパラメータは [はい（True）]に設定されています。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

モビリティサービスパラメータの設定

オプションのモビリティ関連サービスパラメータを設定するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 編集するサービスパラメータを設定します。モビリティ関連パラメータは次の見出しの下にリ
ストされています。ヘルプを参照するには、パラメータ名をクリックします。

•クラスタ全体のパラメータ（システム -モビリティ）（Clusterwide Parameters (System -
Mobility)）

•クラスタ全体のパラメータ（システム -モビリティシングルナンバーリーチボイスメー
ル）（Clusterwide Parameters (System - Mobility Single Number Reach Voicemail)）
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•クラスタ全体のサービスパラメータ（機能 -リモート接続先へのコールのエンタープラ
イズ番号への再ルーティング）（Clusterwide Parameters (Feature - Reroute Remote
Destination Calls to Enterprise Number)）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Jabberデュアルモードの設定
iPhoneまたは Androidの Cisco JabberをWifi経由で接続可能なデュアルモードモバイルデバ
イスとして設定するには、以下の作業を行います。Cisco JabberはWiFi経由で Unified
Communications Managerに登録され、ユーザのモバイル IDでシングルナンバーリーチが有効
になっている場合はエンタープライズ番号経由で Cisco Jabberにアクセスできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

Dial through Officeコールを発信する
Jabberモバイルクライアントに対して

モビリティプロファイルの設定（36
ページ）

ステップ 1

一貫した発信者 IDが送信されるよう
に、モビリティプロファイルを設定し

ます。

Cisco Jabber for iPhoneまたは Androidク
ライアントにデュアルモードデバイス

タイプを設定します。

Cisco Jabberのデュアルモードデバイス
の追加（37ページ）

ステップ 2

デバイスの電話番号（iPhoneの電話番号
など）をポイントするモビリティ IDを

モビリティアイデンティティの設定

（40ページ）
ステップ 3

Jabberモバイルクライアントに追加す
ることで、JabberがWiFiのカバー範囲
から離れても通話できるようになりま

す。モバイル IDでシングルナンバー
リーチの接続先を有効にします。

社外に移動するデュアルモードデバイ

スのハンドオフ番号を設定します。デバ

必須:ハンドオフ番号の設定（41ペー
ジ）

ステップ 4

イスがエンタープライズWiFiネット
ワークから切断されても、リモートモ

バイルネットワークや携帯電話ネット

ワークに再接続し、進行中のコールを中

断せずに維持できます。
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その他のデュアルモードデバイスの設定

携帯電話ネットワーク経由でコールを発信でき、WiFi経由でも接続できるその他のデュアル
モードモバイルデバイスを設定するには、次のタスクをすべて行います。例：

• Fixed Mobile Convergence（FMC）ネットワーク経由で接続するキャリア統合モバイルデ
バイス。

• IPマルチメディアネットワーク経由で接続する IMS統合モバイルデバイス

手順

目的コマンドまたはアクション

IMSまたはFMCデュアルモードデバイ
スを設定します。

Cisco Jabberのデュアルモードデバイス
の追加（37ページ）

ステップ 1

実際のデバイスの電話番号を指すモビリ

ティIDを追加します。
モビリティアイデンティティの設定

（40ページ）
ステップ 2

社外に移動するデュアルモードデバイ

スのハンドオフ番号を設定します。デバ

必須:ハンドオフ番号の設定（41ペー
ジ）

ステップ 3

イスがエンタープライズWiFiネット
ワークから切断されても、リモートモ

バイルネットワークや携帯電話ネット

ワークに再接続し、進行中のコールを中

断せずに維持できます。

モビリティプロファイルの設定

iPhoneまたは Androidのデュアルモード Cisco Jabberクライアントのモビリティプロファイル
を設定します。このプロファイルでは、Dial via Officeコールのために一貫性のある発信者 ID
を使用してクライアントが設定されます。

技術的な見地から見ると、この発信者 IDは、モビリティアイデンティティまたは別のコール
バック番号へのコールのDial via Office Reverse（DVO-R）コールバックポーションの間に送信
されます。DVO-Rコール機能は、en blocダイヤルを使用します。モビリティ IDにモビリティ
プロファイルが割り当てられていない場合、または [コールバック発信者 ID（Callback Caller
ID）]フィールドが空白のままである場合、システムは、デフォルトのエンタープライズ機能
アクセス番号を送信します。

（注）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（CallRouting）] > [モビリティ（Mobility）] > [モビリティプロファイル（Mobility
Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 プロファイルの [名前（Name）]を入力します。

ステップ 4 [モバイルクライアントのコールオプション（Mobile Client Calling Option）]ドロップダウン
リストから、[Dial via Officeリバース（Dial via Office Reverse）]を選択します。

フィールドのオプションに関係なく、[Dial-via-Office転送（Dial via Office
Forward））]は使用できません。

（注）

ステップ 5 [Dial via Officeリバース（Dial via Office Reverse）]の [コールバック発信者 ID（Callback Caller
ID）] を設定します。

ステップ 6 [モビリティプロファイルの設定（Mobility Profile Configuration）]ウィンドウで各フィールド
を設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参

照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Jabberのデュアルモードデバイスの追加
Cisco Jabber on iPhoneまたは Androidクライアント用のデュアルモードデバイスタイプを設定
するには、次の手順を使用します。

始める前に

エンドユーザがモビリティ対応であることを確認します。また、Jabberクライアントにリモー
ト接続先を追加する必要がある場合は、モビリティソフトキーを含むソフトキーテンプレー

トが存在することを確認します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のデバイスを編集します。

• [新規追加（Add New）]をクリックし、電話機モデルとして [Cisco Dual Mode for Android]
または [Cisco Dual Mode for iPhone]のいずれかを選択して、新しいデバイスを追加しま
す。[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 3 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。

製品固有の設定レイアウトフィールドの詳細については、http://www.cisco.com/go/jabberの
Jabberクライアントマニュアルを参照してください。

ステップ 4 次の必須フィールドを設定します。

•デバイス名（Device Name）
•デバイスプール（Device Pool）
•ソフトキーテンプレート（Softkey Template）
•オーナーのユーザ ID（Owner User ID）：ユーザがモビリティに対応している必要があり
ます。

•モビリティユーザ ID（Mobility User ID）：ユーザがモビリティに対応している必要があ
ります。

•デバイスのセキュリティプロファイル（Device Security Profile）
• SIPプロファイル（SIP Profile）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 電話番号を追加します。

a) 左の [関連付け（Association）]エリアで、[新規 DNを追加（Add a New DN）]をクリック
します。

b) [電話番号（Directory Number）]に新しい番号を入力し、[保存（Save）]をクリックしま
す。

c) [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウで、設定したいフィールド
に入力し、[保存（Save）]をクリックします。フィールドとその設定オプションの詳細に
ついては、オンラインヘルプを参照してください。

d) [エンドユーザの関連付け]をクリックします。

e) [検索（Find）]をクリックし、この DNを所有するモビリティ対応エンドユーザを選択し
ます。

f) [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。
g) [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

iPhoneまたはAndroidの電話番号を指すモビリティ IDを追加します。これにより、Wi-Fiの範
囲外へ移動した場合にコールを電話機に転送できます。また、シングルナンバーリーチの接

続先としてこのデバイスを追加することもできます。詳細は、モビリティアイデンティティの

設定（40ページ）を参照してください。

必要に応じて、Cisco Jabberクライアントにリモート接続先とシングルナンバーリーチを追加
します。Jabberクライアントを呼び出すと、リモート接続先も呼び出されます。リモート接続
先の設定（22ページ）。
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デュアルモードデバイス設定フィールド

表 1 :デュアルモードデバイス設定フィールド

説明フィールド

モビリティソフトキーテンプレートを選択します。ソフトキーテンプレー

ト（Softkey Template）

割り当てられた電話機ユーザのユーザ IDを選択します。ユーザ ID
は、呼詳細レコード（CDR）で、このデバイスから発信されるすべて
のコールに対して記録されます。

オーナーのユーザID
（Owner User ID）

このデュアルモードフォンを割り当てるユーザのユーザ IDを選択し
ます。

モビリティユーザ ID
（Mobility User ID）

デバイスに適用するセキュリティプロファイルを選択します。

でCisco Unified Communications Manager Administration設定されている
すべての電話にセキュリティプロファイルを適用する必要がありま

す。電話機のセキュリティ機能を有効にするには、デバイスタイプ

とプロトコルに応じた新しいセキュリティプロファイルを設定して

から、電話機に適用する必要があります。

[デバイスのセキュリ
ティプロファイル

（Device Security
Profile）]

設定されたリモート接続先にコールをルーティングするためのコール

コーリングサーチスペースと、このデバイスに対して設定されたモ

ビリティアイデンティティを選択します。

再ルーティング用コー

リングサーチスペー

ス（Rerouting Calling
Search Space）

[モバイルデバイスの標準 SIPプロファイル（Standard SIP Profile for
Mobile Device）]を選択します。

SIPプロファイル（SIP
Profile）

その他のデュアルモードデバイスの追加

別のデュアルモードデバイス（ネットワークベースの FMC用キャリア統合モバイルデバイ
スやIMS統合モバイルデバイスなど）を追加するには、この手順を使用します。

始める前に

エンドユーザがモビリティ対応であることを確認します。ユーザのモビリティを有効にする方

法の詳細については、この章の以前のトピックを参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。
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ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [電話機モデル（Phone Model）]ドロップダウンリストから [キャリア統合モバイルデバイス
（Carrier-integrated Mobile Device）]または [IMS統合モバイルデバイス（IMS-integrated
Mobile Device）]を選択します。

ステップ 4 次の必須フィールドを設定します。

•デバイス名（Device Name）
•デバイスプール（Device Pool）
•オーナーのユーザ ID（Owner User ID）：ユーザがモビリティに対応している必要があり
ます。

•モビリティユーザ ID（Mobility User ID）：ユーザがモビリティに対応している必要があ
ります。

ステップ 5 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドを設定します。フィール
ドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 電話番号を追加します。

a) 左の [関連付け（Association）]エリアで、[新規 DNを追加（Add a New DN）]をクリック
します。

b) [電話番号（Directory Number）]に新しい番号を入力し、[保存（Save）]をクリックしま
す。

c) [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウで、設定したいフィールド
に入力し、[保存（Save）]をクリックします。フィールドとその設定オプションの詳細に
ついては、オンラインヘルプを参照してください。

d) [エンドユーザの関連付け]をクリックします。

e) [検索（Find）]をクリックし、この DNを所有するモビリティ対応エンドユーザを選択し
ます。

f) [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。
g) [保存（Save）]をクリックします。

モビリティアイデンティティの設定

エンタープライズ番号で呼び出すことができるシングルナンバーリーチとしてデバイスを有

効にするには、デバイスの電話番号を指すモビリティ IDを追加します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 必要に応じて検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックして、作成したデュアルモードデ
バイスを選択します。
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ステップ 3 [新規モビリティアイデンティティの追加（Add New Mobility Identity）]をクリックします。

ステップ 4 [着信先（Destination）]フィールドにモバイルデバイスの電話番号を入力します。たとえば
iPhoneの Cisco Jabberクライアントの場合、これは iPhoneの電話番号です。

ステップ 5 Cisco Jabberのみ。設定したモビリティプロファイルを選択します。

ステップ 6 このモバイル IDをエンタープライズ電話番号から使用できるようにするには、次の手順に従
います。

a) [シングルナンバーリーチを有効にする（Enable Single Number Reach）]チェックボックス
をオンにします。

b) [シングルナンバーリーチボイスメール（Single Number Reach Voicemail）]ポリシーを設
定します。

ステップ 7 [Dial-via-Officeリバースボイスメール（Dial-via-Office Reverse Voicemail）]ポリシーを設定し
ます。

ステップ 8 [モビリティアイデンティティの設定（Mobility Identity Configuration）]ウィンドウで各フィー
ルドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプ

を参照してください。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

呼び出しスケジュールとアクセスリストを適用してこのモバイル IDへのコールを
特定の時間とユーザに制限するには、アクセスリストの設定（23ページ）。

（注）

ハンドオフ番号の設定

ユーザが社内から外に出る間もコールを維持するには、デュアルモード電話のハンドオフモビ

リティを設定します。ユーザのデバイスがエンタープライズWi-Fiネットワークから切断さ
れ、モバイル音声や携帯電話ネットワークに再接続しても、進行中のコールは中断せず保持さ

れます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [モビリティ（Mobility）] > [ハンドオフ設定（Handoff
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [ハンドオフ番号（Handoff Number）]フィールドに、Wi-Fiとモバイル音声または携帯電話ネッ
トワーク間のハンドオフ用のダイヤルイン方式（DID）番号を入力します。

国際エスケープ文字（+）から始まる番号の場合は、（+）の前にバックスラッシュ（\）を付
ける必要があります。例：\+15551234

ステップ 3 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストから、ハンドオフ DID番号
が属するパーティションを選択します。
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ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Unified Mobilityコールフロー
このセクションでは、 Cisco Unified Mobility一般的にシングルナンバーリーチ (snr)として知ら
れている着信および発信コールフローについて説明します。Unified Communications Managerデ
スクフォンがモバイルデバイスにコールを転送できるようにするために snrが設定されている
場合、個別の発呼側番号と請求番号機能をサポートします。

たとえば、ユーザ Aが PSTNネットワークから、電話番号が SNRに設定されているユーザ B
に対してコールするとします。SIPプロファイルで [外部プレゼンテーション名と番号の有効
化（Enable External Presentation Name and Number）]チェックボックスがオンになっており、
[外部プレゼンテーション名と番号の表示（Display External Presentation Name and Number）]
の値が [はい（True）]に設定されている場合、Unified Communications Managerは、ユーザBの
デスクフォンと設定済みのリモート接続先デバイスの両方に FROMヘッダーの情報を表示し
ます。同様に、1つのオプションが無効の場合、Unified Communications Managerは着信側デバ
イスに P-Asserted-Identity（PAID）ヘッダー情報を表示します。

同様に、発信コールのシナリオでは、電話番号設定ページで外部プレゼンテーション情報を使

用して設定されているユーザ B（SNRD回線）が SIPトランク経由で PSTNネットワークへの
コールを開始します。SIPプロファイルで [外部プレゼンテーション名と番号（External
Presentation Name and Number）]が設定されている場合、Unified Communications Managerは、
外部プレゼンテーション情報を発信 SIPメッセージの FROMヘッダーで送信し、着信側デバ
イスに表示されます。

[外部プレゼンテーション名と番号の有効化（Enable External Presentation Name and Number）]
チェックボックスが無効になっている場合、Unified Communications Managerは、電話番号情報
を FROMおよび PAIDで送信し、着信側デバイスと、X-Cisco-Presentationヘッダーの設定済み
外部プレゼンテーション情報に表示されます。

[匿名の外部プレゼンテーション（Anonymous External Presentation）]チェックボックスをオン
にすると、設定済みの外部プレゼンテーション名と外部プレゼンテーション番号が、着信側デ

バイスで匿名として表示されている各フィールドおよび外部プレゼンテーションから削除され

ます。

外部プレゼンテーション情報の設定の詳細については、Cisco Unified Communications Manager
システム設定ガイドの「電話番号の設定」の章を参照してください。

スマートクライアントを使用しないSIPトランク上のFMC
Unified Communications Managerサービスプロバイダーは、モバイルのスマートクライアントな
しで、トランクを介してエンタープライズダイヤリング、SNR、シングルVM、コール移動、
および通話中の機能などの基本PBX拡張機能を提供できます。SNR、デスクフォンピックアッ
プ、Send Call to Mobile、Mobile Voice Access、Mid-call DTMFなどの基本的なモバイル機能が
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サポートされています。内線番号ダイヤリングは、ネットワークに実装され、ネットワークが

Unified Communications Managerと統合されている場合にサポートされます。これらの機能は、
どのタイプのトランクでも提供できます。

Unified Communications Manager [すべての共有回線（Ring All Shared Lines）]サービスパラメー
タで設定して、モバイルDNがダイヤルされたときに共有回線が呼び出されるようにすること
ができます。

[すべての共有回線を呼び出す（Ring All Shared Lines）]を有効にするには、[エンタープライズ
番号へのリモート接続先コールの再ルーティング（Reroute Remote Destination Calls to Enterprise
Number）]機能を有効にする必要があります。リモート宛先コールのエンタープライズ番号へ
の再ルーティングは、デフォルトで無効になっています。

IMS共有回線は、[すべての共有回線を呼び出す（Ring All Shared Lines）]パラメータの値にの
み基づいて呼び出し音を鳴らします。

Note

以前のバージョンで使用されていたリモート接続先機能からこの新しいデバイスタイプに移行

することもできます。

キャリア統合モバイルデバイスのハントグループのログ

インとログアウト
デバイスタイプCarrier-Integrated Mobileを設定する場合は、[所有者ユーザ ID]の値をモバイル
ユーザ IDに設定します。モバイルユーザ IDは設定に表示されません。モビリティが有効に
なっているユーザのみがエンドユーザページの [所有者ユーザ ID（Owner User ID）]ドロップ
ダウンに表示され、1つの回線（DN）を FMCデバイスに関連付けることができます。ユーザ
はモバイル IDを FMCに関連付ける必要があります。これは、デバイスの追加後に FMCデバ
イス設定ページで実行できます。コールをモバイル IDの番号に拡張するには、[モバイル ID
（Mobile Identity）]ウィンドウでCisco Unified Mobilityを有効にする必要があります。

キャリア統合モバイルデバイスは、エンタープライズ機能アクセスコードを介してハントグ

ループのログインとログアウトをサポートするように設定できます。次の設定が完了している

ことを確認します。

•エンタープライズ機能アクセスは、コールルーティング>モビリティ>エンタープライズ
機能アクセス番号の設定で設定する必要があります

•サービスパラメータの [ハントグループログインのエンタープライズ機能アクセス番号
（Enterprise Feature Access Number for Hunt Group Login）]フィールドと [ハントグルー
プログアウトのエンタープライズ機能アクセス番号（Enterprise Feature Access Number
for Hunt Group Logout）]フィールドに必ず値を割り当ててください。

これらを設定すると、ユーザは、設定済みのエンタープライズ機能アクセス番号をダイヤルす

ることで、キャリア統合モバイルデバイスからハントグループにログインまたはログアウトで
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きます。ユーザが特定のハントログインアクセスコード番号をダイヤルすると、Carrier-Integrated
Mobileデバイスはハントグループリストの一部になることができます。ハントログアウトアク
セスコードがダイヤルされると、ユーザはハントグループリストから移動され、コールは到達

しません。

キャリア統合モバイルデバイスのユーザは、エンタープライズ機能アクセスコードを使用して

通話中機能を呼び出すことができます。エンタープライズ機能アクセスの設定および使用方法

の詳細については、「エンタープライズ機能アクセスの設定」セクションを参照してくださ

い。

Note

Cisco Unified Mobilityの連携動作
表 2 : Cisco Unified Mobilityの連携動作

連携動作機能

Cisco Unified Mobilityサービスパラメータの設定内容に応じて、自動
コールピックアップと連動します。[自動コールピックアップが有効
（Auto Call Pickup Enabled）]サービスパラメータが [True]に設定さ
れている場合は、[ピックアップ（PickUp）]ソフトキーを押すだけ
で、コールをピックアップできます。

このサービスパラメータが [False]に設定されている場合は、[ピック
アップ（PickUp）]、[Gピック（GPickUp）]、または [他グループ
（OPickUp）]ソフトキーを押してから、[応答（Answer）]ソフトキー
を押す必要があります。

自動コールピックアッ

プ

Cisco Unified Mobility次のように自動代替ルーティング（AAR）をサ
ポートします。

•ロケーションベースのサービス用の帯域幅が不足して拒否が発
生した場合は、拒否によって AARがトリガーされ、コールが
PSTN経由で再ルーティングされるため、発信者は電話を切って
リダイヤルする必要がありません。

• Resource Reservation Protocol（RSVP）が原因で拒否が発生した場
合は、AARがリモート接続先へのコールに対してトリガーされ
ず、コールが中断されます。

自動代替ルーティング
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連携動作機能

Cisco Unified Mobilityと Extend and Connectの両方の機能が必要なユー
ザは、リモートデバイスプロファイルと CTIリモートデバイスの両
方のタイプのオーナー IDが同じ場合に、それらに同じリモート接続
先を設定できます。この設定では、Cisco Unified Mobility機能とExtend
and Connectを同時に使用できます。

詳細については、「「Extend and Connect」」の章を参照してくださ
い。

Extend and Connect

外部コール制御が設定されている場合、UnifiedCommunicationsManager
は次のCisco Unified Mobility機能用の付加ルートサーバのルート決定
に従います。

• Cisco Unified Mobility

•モバイルボイスアクセス

•エンタープライズ機能アクセス

• Dial via Office

Unified Communications Managerは、次Cisco Unified Mobilityの機能に
対してルーティングクエリを送信しません。

•携帯電話ピックアップ

•デスクピックアップ

•セッションハンドオフ

外部コール制御

エンタープライズ番号に固定されたリモート接続先へのダイレクト

コールの場合は、モバイルユーザがセッションハンドオフ機能を使

用してデスクフォンへコールをハンドオフできます。

インテリジェントセッション制御を実装する前に、Cisco Unified
Mobilityを有効にする必要があります。

インテリジェントセッ

ション制御とセッショ

ンハンドオフ

Cisco Unified Mobilityベーシックからプロフェッショナルまでのすべ
てのユーザベースのライセンスに含まれています。

ライセンス

リモート接続先に対するシングルナンバーリーチコールの場合は、

発信側のデバイスプールによって標準のローカルルートグループの

選択が決定されます。

BiB（ビルトインブリッジ）との AgentGreetingが呼び出
される場合は、ローカルルートグループはサポートされ

ません。

（注）

ローカルルートグルー

プ（Local Route
Groups）
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連携動作機能

リモート接続先ごとに最大 6つのアクティブコールがサポートされ
ます。ただし、サポートされているコールの数は、Unified
Communications Managerの設定によって異なります。

たとえば、Cisco Unified Mobilityユーザがリモート接続先向けの 6つ
のコールをすでに持っているとき、または、ユーザが DTMFを使用
してリモート接続先からのコールを転送中または会議中に、コールを

受信した場合です。

受信したコールは、次の場合に企業のボイスメールに送信されます。

•ユーザが使用中のコール数がビジートリガー設定を超えています

• CFBが設定されている

•すべての共有回線がビジー状態です

企業のボイスメールに送信されるコールは、サポートさ

れる最大コール数に基づいていません。

（注）

サポートされるコール

の数

Cisco Unified Mobilityは、Cisco Unified Border Element（CUBE）を使
用した SIPトランク経由の通話中機能を使用しない Cisco Unified
Mobility機能をサポートします。

Cisco Unified Border
Elementを使用したSIP
トランク

Cisco Unified Mobilityの制限
表 3 : Cisco Unified Mobilityの連携動作

説明制限事項

自動応答が有効になっているとリモート接続先のコールは機能しませ

ん。

自動応答は、デュアルモード電話機ではサポートされて

いません。

（注）

自動応答
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説明制限事項

iPhoneおよびAndroidのCisco Jabberでは未登録時コール転送（CFUR）
は次のようにサポートされます。

• iPhoneおよびAndroidの Cisco Jabberでモバイル IDとリモート接
続先のどちらも設定されていない場合は、CFURがサポートされ
ます。

•リモート接続先が設定されている場合は CFURがサポートされ
ず、機能しません。

•携帯電話番号を使ってモバイル IDが設定されており、シングル
ナンバーリーチが有効な場合、CFURはサポートされず、機能し
ません。

モバイル IDまたはリモート接続先が設定されている場合は、代わり
に話中転送または応答時転送を使用してください。

未登録時コール転送

Unified Communications Managerは、Cisco Unified Mobilityでのコール
キューイングをサポートしていません。

コールキューイング

ユーザはモバイル音声アクセスを使用し、会議コントローラとして

ミートミー会議を開始できませんが、ミートミー会議に参加すること

はできます。

既存の会議コールが共有回線の IPフォンやデュアルモード電話、ま
たはリモート接続先であるスマートフォンから開始された場合、コー

ルが携帯電話に送信された後またはデュアルモードのハンドオフの操

作が発生した後は、新規で会議の参加者を追加することはできませ

ん。

新規の会議参加者の追加を許可するには、[高度なアドホック会議有
効化（Advanced Ad Hoc Conference Enabled）]サービスパラメータを
使用します。

[会議（Conferencing）]

ユーザは携帯電話のデュアルトーン多重周波数（DTMF）を使用して
+記号をダイヤルし、国際番号用エスケープ文字を指定できます。

Cisco Unified Mobility電話番号に +文字を含むエンタープライズ IP
フォンに携帯電話から発信するための、IVRの DTMFを使用した +
のダイヤリングをサポートしません。

Cisco Unified Mobility電話番号に +文字を含むエンタープライズ IP
フォンに携帯電話から発信するための、2段階ダイヤリングの DTMF
を使用した +のダイヤリングをサポートしません。

携帯電話からの+文字
のダイヤル
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説明制限事項

デスクフォンでサイレント（DND）を有効にすると、デスクフォン
をリモートで使用中の状態にすることはできず、次のシナリオでは

コールはアンカーされません。

•コールの拒否オプションでサイレントが有効になっている。

•デスクフォンの [サイレント（DND）]ソフトキーを押してサイ
レントが有効化されている。

ただし、呼出音オフのオプション付きで DNDが有効になっている場
合、コールはアンカーされます。

デスクフォンでのサイ

レントとリモート接続

先へのダイレクトコー

ル

デュアルモードハンドオフと発信者 ID
デュアルモードハンドオフのハンドオフDN方法では、携帯電話
ネットワークで発信者 IDが必要です。モビリティソフトキーの
方法では、発信者 IDは必要ありません。

デュアルモード電話と CTIアプリケーション

デュアルモード電話がWi-Fiエンタープライズモードのときは、
どの CTIアプリケーションもコントロールやモニタリングを行い
ません。

デュアルモード電話がWLANの範囲外になると、WLANの共有
回線コールでのデュアルモード電話の [リモートで使用中（In Use
Remote）]インジケータが消えます。

デュアルモード電話と SIP登録期間

デュアルモード電話では、Unified Communications Managerは、
[SIPステーションキープアライブ間隔（SIP Station KeepAlive
Interval）]サービスパラメータが指定する値ではなく、電話機に
関連付けられている SIPプロファイルの [レジスタのタイムアウ
ト値（秒）（Timer Register Expires (seconds)）]フィールドの値
を使用して、登録期間を決定します。モバイルデバイスの標準

SIPプロファイルは、そのプロファイルの [レジスタのタイムアウ
ト値（Time Register Expires）]フィールドで定義されているよう
に登録期間を決定します。

デュアルモード電話

携帯電話ネットワークからのエンタープライズ機能にはアウトオブバ

ンド DTMFが必要です。

クラスタ間 DNを SIPトランク（クラスタ間トランクまたはゲート
ウェイのいずれか）を介した IPフォンのリモート接続先として使用
する場合、IPフォンの設定の際に [DTMF受信が必要（Require DTMF
Reception）]チェックボックスをオンにします。これにより、エンター
プライズ機能アクセス通話中機能に不可欠な DTMF番号がアウトオ
ブバンドで受信できます。

携帯電話ネットワーク

からのエンタープライ

ズ機能
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説明制限事項

モバイル音声アクセスではH.323ゲートウェイとSIP VoIPゲートウェ
イの両方がサポートされています。

T1 CAS、FXO、FXS、BRIでは、Cisco Unified Mobility機能はサポー
トされていません。

SNR（シングルナンバーリーチ）は、MGCP（MediaGatewayControlled
Protocol）ではサポートされません。

ゲートウェイとポート

初期設定すると、Jabberデバイスは登録済みデバイスとしてカウント
されます。これらのデバイスは、[登録済みデバイスの最大数
（Maximum Number of Registered Devices）]サービスパラメータで設
定される、ノード内の登録済みデバイスの数を増やします。

Jabberデバイス

Cisco Unified Mobility最大 9つのロケールをサポートしています。10
個以上のロケールがインストールされている場合、[使用可能なロケー
ル（Available Locales）]ペインに表示されますが、[選択済みのロケー
ル（Selected Locales）]のペインには 9つまでしか保存できません。

Cisco Unified Mobilityで 10個以上のロケールの設定を試みた場合、次
のメッセージが表示されます：「「更新に失敗しました。（Update
failed.）CHECK制約（informix.cc_ivruserlocale_orderindex）に失敗し
ました（Update failed. Check constraint
(informix.cc_ivruserlocale_orderindex) failed.）」」

ロケール

ユーザがリモート接続先（スマートフォンまたは任意の他の電話のい

ずれか）から *81 DTMFコードを押してコールを保留にした場合、
ユーザのデスクフォンには [再開]ソフトキーが表示されます。ただ
し、デスクフォンではデスクトップのコールピックアップ用のタイ

マーは適用されません。エンドユーザがコールに応答するまでの時

間として設定したタイムアウトが過ぎ、コールがドロップされない場

合でも [再開]キーは表示され続けます。

代わりに、ユーザはリモート電話でコールを切断する必要がありま

す。これにより、デスクフォンはデスクトップコールピックアップ

のタイマーを適用し始めます（この設定を変更するには、[エンドユー
ザの設定（End User Configuration）]ウィンドウの [デスクピックアッ
プの最大待機時間（Maximum Wait Time for Desk Pickup）]フィールド
を使用します）。

デスクトップのコール

ピックアップの最大待

機時間

Cisco Unified Mobilityマルチレベル優先順位およびプリエンプション
（MLPP）とは連携しません。コールがMLPPによってプリエンプ
ション処理された場合は、そのコールに対する Cisco Unified Mobility
機能が無効になります。

Multilevel Precedence
and Preemption
（MLPP）

オーバーラップ送信パターンはインテリジェントセッション制御機

能ではサポートされません。

オーバーラップ送信
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説明制限事項

モビリティではQシグナリング（QSIG）はサポートされていません。Qシグナリング

QSIGパス置換はサポートされていません。QSIGパス置換

エンタープライズ機能アクセスサービスパラメータは標準の電話と

スマートフォンに適用されます。ただし、一般にスマートフォンはワ

ンタッチキーを使用して適切なコードを送信します。Cisco Unified
Mobilityと共に使用するすべてのスマートフォンを、エンタープライ
ズ機能アクセス用のデフォルトのコードまたはスマートフォンのド

キュメンテーションで指定されているコードのいずれかを使用するよ

うに設定する必要があります。

サービスパラメータ

セッションハンドオフ機能には次の制限が適用されます。

•セッションハンドオフは携帯電話からデスクフォンに対しての
み行えます。デスクフォンから携帯電話へのセッションハンド

オフの場合、現在のリモート接続先のピックアップ方法の規定に

より、携帯電話へのコールの送信を使用する必要があります。

•音声通話のセッションハンドオフのみサポートされています。

セッションハンドオフ

ハントグループが設定済みで、ハンドグループが指し示す 1つ以上
の電話番号でシングルナンバーリーチ（SNR）が有効な場合には、
ハントグループのすべてのデバイスがログインしない限り、SNRリ
モート接続先にコールが転送されません。

ハントグループ内の各デバイスについて、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウで [ハントグループにログイン（Logged
into Hunt Group）]チェックボックスをオンにする必要があります。

ハントグループのシン

グルナンバーリーチ

Cisco Unified Mobility機能がサポートされるのは、一次群速度インター
フェイス（PRI）公衆電話交換網（PSTN）接続のみです。

SIPトランクの場合、Cisco Unified Mobilityは IOSゲートウェイまた
はクラスタ間トランクを介してサポートされます。

SIPトランク（SIP
Trunks）

インテリジェントセッション制御機能は直接の URIダイヤリングを
サポートしていません。したがって、SIP URIへの発信はエンタープ
ライズ番号にアンカーすることはできません。

SIP URIとリモート接
続先への直接コール
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説明制限事項

クラスタ環境では、シングルナンバーリーチを有効化または無効化

するには、パブリッシャが到達可能である必要があります。パブリッ

シャがアクティブに実行されていない場合、一部の機能が動作しない

可能性があります。

パブリッシャノードが到達可能でない場合、モバイル音声アクセスは

利用できません。モバイル音声アクセス用の IVRのプロンプトはパ
ブリッシャでのみ保存されています。

Unified Communications
Managerのパブリッ
シャ依存機能

Cisco Unified Mobilityサービスはビデオコールには拡張されません。
デスクフォンで受信したビデオコールを携帯電話で取ることはでき

ません。

ビデオコール

Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータは、音声 XML（VXML）
をサポートしていません。そのため、これらのルータがCisco Unified
Communications Managerを備えたユニファイドコミュニケーション
ゲートウェイとして機能するときには、モバイル音声アクセス

（MVA）アプリケーションをサポートしません。

モバイルボイスアク

セス（MVA）

関連トピック

アドホック会議のサービスパラメータ（269ページ）

Cisco Unified Mobilityのトラブルシューティング

デスクフォンでコールを再開できない

問題 リモート接続先（携帯電話）がスマートフォンではなく、この携帯電話へのコールが

Cisco Unified Communications Managerを使用して固定されている場合、ユーザは、携帯電話を
切り、デスクフォンに [再開]ソフトキーが表示されてコールを再開できることを期待します。
ユーザは、デスクトップ電話機でこのコールを再開できません。

考えられる原因 携帯電話が切れたときに、発呼側がビジー音、リオーダー音、または切断

音を受信する場合、携帯電話のプロバイダーによってメディアが切断されなかった可能性

があります。プロバイダーから切断信号が送信されません。この可能性を確認するため、

発信側が45秒間待機するようにします。この待機時間の経過後に、サービスプロバイダー
はタイムアウトになり切断信号を送信します。この時点で、Cisco Unified Communications
Managerはコールを再開するための [再開]ソフトキーを提供できます。

•次のコマンドをゲートウェイに追加します。
voice call disc-pi-off

• Cisco CallManagerサービスの場合は、[アクティブコールで PIとの切断時にメディアを維
持する（Retain Media on Disconnect with PI for Active Call）]サービスパラメータを [いいえ
（False）]に設定します。
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第 4 章

デバイスモビリティ

•デバイスモビリティの概要（53ページ）
•デバイスモビリティの前提条件（58ページ）
•デバイスモビリティの設定タスクフロー（59ページ）
•デバイスモビリティの連携動作（64ページ）
•デバイスモビリティの制限事項（66ページ）

デバイスモビリティの概要
デバイスモビリティにより、モバイルユーザはサイト間をローミングし、ローカルサイトの

サイト固有の設定を受け入れることができます。この機能が設定されている場合、CiscoUnified
Communications Managerはローミングデバイスの IPアドレスとデバイスモビリティ設定の IP
サブネットを照合し、デバイスの物理的な位置を判別します。これにより、適切なデバイス

プールを割り当てることができます。この動的に割り当てられたデバイスプールからの設定に

よって、そのデバイスの [電話の設定（Phone Configuration）]の設定がオーバーライドされ、
新しい電話のロケーションに対して音声品質とリソースの割り当てが適切なものになります。

ローミングモバイルデバイスの場合、この機能によりネットワークリソースの使用効率が向

上します。

•モバイルユーザが別の場所に移動する際には、コールアドミッション制御（CAC）によ
り、移動先のロケーションにとって適切な帯域幅割り当てでビデオ品質と音声品質を確保

できます。

•モバイルユーザが PSTNコールを発信すると、電話はローカルゲートウェイにルーティ
ングされます。それ以外の場合、PSTNコールは最初に IP WAN接続経由でホームサイト
にルーティングされ、その後ホームサイトの PSTNゲートウェイにルーティングされま
す。

•モバイルユーザがホームロケーションにコールする場合、Cisco Unified Communications
Managerは、リージョンに適切なコーデックを割り当てることができます。
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サイト固有の設定

ローミングデバイスの場合、Cisco Unified Communications Managerは、動的に割り当てられた
デバイスプールからの値で、デバイス設定の次のデバイスプールパラメータをオーバーライ

ドします。

• Date/Time Group

• Region

• Location

• Network Locale

• SRST Reference

• Connection Monitor Duration

• Physical Location

• Device Mobility Group

• Media Resource Group List

ネットワークが米国外のロケーションにまたがる場合、デバイスモビリティグループを設定

すると、電話ユーザのローミング先に関係なく、設定済みのダイヤルプランをユーザが使用で

きるようになります。デバイスが移動中であっても、同じデバイスモビリティグループに保

持されている場合は、Cisco Unified Communications Managerは次のデバイスプールパラメータ
も上書きします。

• AAR Group

• [AARコーリングサーチスペース（AAR Calling Search Space）]

• Device Calling Search Space

電話機がホームロケーションに戻ると、ローミングデバイスプールの関連付けが解除され、

ホームロケーションから設定がダウンロードされ、デバイスがリセットされます。デバイスは

ホームロケーションの設定を使用して登録されます。

Cisco Unified Communications Managerは、必ず、電話レコード内の Communications Manager
Group設定を使用します。デバイスは、ローミング中でも、必ず、そのホームロケーションの
Cisco Unified Communications Managerサーバに登録されます。電話のローミング中には、帯域
幅割り当て、メディアリソース割り当て、地域の設定、AARグループなどのネットワークロ
ケーション設定だけが変更されます。

（注）

設定

この機能は、システムレベルとデバイスレベルの両方で有効にする必要があります。システ

ムレベルでは、この機能は次のコンポーネントを使用します。
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•物理ロケーション：デバイスプールの物理ロケーション。適切なデバイスプールを割り
当てる目的で、登録中にデバイス登録ロケーションが [デバイスモビリティ情報（Device
Mobility Info）]のサブネットと照合されます。

•デバイスプール：メディアリソース、地域、および SRST参照などのロケーション固有
のデバイス設定。ローミングデバイスの場合、デバイスの物理ロケーションに一致するデ

バイスプールが割り当てられます。

•デバイスモビリティグループ：ダイヤリングパターンが類似しているサイトの論理グルー
プ。たとえば、世界規模のネットワークを所有する企業は、個々の国を表すグループを設

定できます。デバイスモビリティグループ設定は、デバイスが同じ地理的エンティティ

内を移動するかどうかを決定します。その主な目的は、ユーザが自分のダイヤルプランを

維持できるようにすることです。

•デバイスモビリティ情報：この情報には、システムで提供されるローミングデバイスの
サブネットと、このいずれかのサブネットに登録されるローミングデバイスに割り当て可

能なデバイスプールが含まれます。

デバイスでこの機能を使用できるようにするには、デバイスレベルでこの機能をオンにする必

要があります。

図 1 :デバイスモビリティ関連の設定

デバイスプールの割り当て

この項では、デバイスモビリティが有効な際に、Unified Communications Managerがどうデバ
イスプールを割り当てるかについて説明します。デバイスがローミングするかどうかに応じ

て、デバイスにはローカルサイトのデバイスプールが割り当てられるか、またはホームサイ

トのデバイスプールが使用されます。
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初期化の後に、デバイスモビリティ機能は次のプロセスに従って動作します。

1. モバイルとしてプロビジョニングされている IPフォンの電話デバイスレコードが作成さ
れ、電話がデバイスプールに割り当てられます。電話機がUnified Communications Manager
に登録され、登録プロセスの一環として IPアドレスが割り当てられます。

2. Unified Communications Managerは、デバイスの IPアドレスを、[デバイスモビリティ情報
の設定（Device Mobility Info Configuration）]ウィンドウでデバイスモビリティ用に設定さ
れたサブネットと比較します。最適な組み合わせでは、IPサブネットマスクでの最大ビッ
ト数を使用します（最長一致ルール）。たとえば、IPアドレス 9.9.8.2は、サブネット
9.9.0.0/16ではなくサブネット 9.9.8.0/24と一致します。

3. 電話機レコードのデバイスプールが、一致するサブネットのデバイスプールと一致する
場合、電話はホームロケーション内にあると見なされ、ホームデバイスプールのパラメー

タを保持します。

4. 電話機レコードのデバイスプールが、一致するサブネットのデバイスプールと一致しな
い場合、電話はローミングであると見なされます。次の表に、デバイスモビリティとシス

テム応答の考えられるシナリオについて説明します。

表 4 :デバイスモビリティのシナリオ

システム応答シナリオ

システムは電話がローミング中であると見

なさず、ホームロケーションデバイスプー

ルの設定を使用します。

電話デバイスプールの物理ロケーション設

定が、対応するサブネットに関連付けられ

ているデバイスプールの物理ロケーション

設定と一致する。

電話がサブネット間を移動した

可能性がありますが、物理ロ

ケーションと関連サービスは変

更されていません。

（注）

システムは電話がローミング中であると見

なします。一致するサブネットのデバイス

プールのパラメータを使用して登録されま

す。

対応するサブネットに 1つのデバイスプー
ルが割り当てられており、サブネットデバ

イスプールがホームロケーションデバイス

プールと異なり、物理ロケーションが異な

る。

システムは電話がローミング中であると見

なします。新しいデバイスプールがラウン

ドロビンルールに従って割り当てられま

す。ローミングデバイスがサブネットに登

録されるたびに、使用可能なデバイスプー

ルのセットの次のデバイスプールが割り当

てられます。

物理ロケーションが異なり、一致するサブ

ネットに複数のデバイスプールが割り当て

られている。
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システム応答シナリオ

物理ロケーションは変更されず、電話はホー

ムデバイスプールに登録されたままになり

ます。

ホームデバイスプールに対して物理ロケー

ションが定義されているが、対応するサブ

ネットに関連付けられているデバイスプー

ルには物理ロケーションが定義されていな

い。

システムは、定義されている物理ロケーショ

ンに電話がローミング中であると見なし、

一致するサブネットのデバイスプールのパ

ラメータを使用して電話が登録されます。

ホームデバイスプールに対して定義されて

いない物理ロケーションが、一致するサブ

ネットに関連付けられているデバイスプー

ルに対して定義されている。

残りのサブネットを使用して、ローミング

とデバイスプールの割り当てに関するルー

ルが適用されます。

サブネットが更新または削除される。

デバイスの IPアドレスと一致するデバイスモビリティ情報エントリがない場合、デバイスは
ホームロケーションのデバイスプール設定を使用します。

（注）

デバイスモビリティグループの動作の概要

デバイスモビリティグループを使用して、デバイスが地理的実体内の別のロケーションに移

動する時点を把握できます。これにより、ユーザは各自のダイヤルプランを使用できます。た

とえば、米国と英国にそれぞれ個別のデバイスモビリティグループを設定できます。電話機

が異なるモビリティグループに移動した場合（たとえば、米国から英国へ）、Unified
CommunicationsManagerは、ローミングロケーションではなく電話レコードにあるコーリング
サーチスペース、AARグループ、および AAR CSSを使用します。

デバイスが同じモビリティグループ内の別のロケーションに移動する場合（米国内のRichardson
から米国内のBoulderへ移動する場合など）、CSS情報はローミングデバイスプール設定から
取得されます。この方法では、ユーザが PSTN接続先をダイヤルすると、ユーザはローカル
ゲートウェイにアクセスすることになります。

次の表は、さまざまなシナリオでシステムにより使用されるデバイスプールパラメータにつ

いて説明します。
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表 5 :デバイスモビリティグループのシナリオ

使用するパラメータシナリオ

[ローミング用デバイスプール（Roaming Device Pool）]：[はい（yes）]

[ロケーション（Location）]：ローミング用デバイスプールの設定

[地域（Region）]：ローミング用デバイスプールの設定

[メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]：
ローミング用デバイスプールの設定

[デバイス CSS（Device CSS)]：ローミング用デバイスプールの設定
（[デバイスモビリティ CSS（Device Mobility CSS）]）

[AARグループ（AAR Group）]：ローミング用デバイスプールの設定

[AAR CSS]：ローミング用デバイスプールの設定

ローミングデバイスが

同一デバイスモビリ

ティグループ内の別の

ロケーションに移動す

る。

[ローミング用デバイスプール（Roaming Device Pool）]：[はい（yes）]

[ロケーション（Location）]：ローミング用デバイスプールの設定

[地域（Region）]：ローミング用デバイスプールの設定

[メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]：
ローミング用デバイスプールの設定

[デバイス CSS（Device CSS）]：ホームロケーションの設定

[AARグループ（AAR Group）]：ホームロケーションの設定

[AAR CSS]：ホームロケーションの設定

ローミングデバイスが

異なるデバイスモビリ

ティグループ内の別の

ロケーションに移動す

る。

デバイスは移動中のため、ローミング用デバイスプールの設定（[デ
バイスモビリティコーリングサーチスペース（Device Mobility Calling
Search Space）]、[AARコーリングサーチスペース（AAR Calling
Search Space）]、および [AARグループ（AAR Group）]など）を取得
します。

デバイスが移動した

が、デバイスモビリ

ティグループは、ホー

ムデバイスプールに

も、ローミング用デバ

イスプールにも定義さ

れていない。

デバイスモビリティの前提条件
•デバイスモビリティを使用するために、電話機にはダイナミック IPアドレスが必要です。
スタティック IPアドレスが設定されている電話がローミングする場合、Unified
Communications Managerはそのホームロケーションの設定を使用します。

•デバイスモビリティ機能を使用するには、サイト固有の設定を使用してデバイスプール
を設定する必要があります。この章では、デバイスモビリティに関連するデバイスプー

ル設定のみを説明します。デバイスプールの設定の詳細については、Cisco Unified
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Communications Managerシステム設定ガイドの「デバイスプールの設定」の章を参照し
てください。

• Cisco Database Layer Monitorサービスを、Cisco CallManagerサービスと同じノードで実行
しておく必要があります

• Cisco TFTPサービスを、クラスタの少なくとも 1つのノードで実行しておく必要がありま
す

• Cisco Unified Communications Managerロケールインストーラ（英語以外の電話ロケールま
たは国独自のトーンを使用する場合）。

• SCCPまたは SIPのいずれかを実行している電話。

デバイスモビリティの設定タスクフロー
デバイスモビリティを設定するには、次のタスクをすべて行います。

手順

目的コマンドまたはアクション

clusterwideサービステンプレートまた
は、[電話の設定（Phone

デバイスレベルでデバイスモビリティ

を有効にするには、次のいずれかのタス

クを実行します。

ステップ 1

Configuration）]ウィンドウの個別のデ
バイスでデバイスサポートを有効にし

ます。
•クラスタ全体でのデバイスモビリ
ティの有効化（60ページ）

•個々のデバイスのデバイスモビリ
ティの有効化（60ページ）

デバイスプールに割り当てる物理ロケー

ションを設定します。

物理的な場所の設定（61ページ）ステップ 2

デバイスモビリティグループは、ダイ

ヤリングパターンが類似しているサイ

トの論理グループです。

デバイスモビリティグループの設定

（61ページ）
ステップ 3

物理ロケーション、デバイスモビリティ

グループ、およびその他のデバイスモ

デバイスモビリティのデバイスプール

の設定（62ページ）
ステップ 4

ビリティ関連情報を、デバイスモビリ

ティのために使用されるデバイスプー

ルに割り当てます。

ローミングデバイスの登録場所として

可能な IPサブネットと、これらのロー
デバイスモビリティ情報の設定（63
ページ）

ステップ 5

ミングデバイスに割り当てることがで

きるデバイスプールを割り当てます。
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クラスタ全体でのデバイスモビリティの有効化

次の手順を使用して、電話機の[電話機の設定（Phone Configuration）] で設定が上書きされて
いる場合を除き、クラスタ全体のすべての電話でデフォルトのデバイスモビリティ設定をオン

に設定するサービスパラメータを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているノー
ドを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManagerサービス（Cisco
CallManager Service）]を選択します。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（デバイス -電話機）（Clusterwide Parameters (Device - Phone)）]
で [デバイスモビリティモード（Device Mobility Mode）]サービスパラメータを [オン（On）]
に設定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

すでに登録済みのデバイスの場合、この新しい設定を有効にするには Cisco CallManagerサー
ビスを再起動する必要があります。

次のタスク

個々のデバイスのデバイスモビリティ設定を行うには、個々のデバイスのデバイスモビリティ

の有効化（60ページ）を参照してください。

それ以外の場合は、デバイスモビリティに対応するシステムの設定を開始できます。「物理的

な場所の設定（61ページ）」に進みます。

個々のデバイスのデバイスモビリティの有効化

個々のデバイスのデバイスモビリティを有効にするには、次の手順を使用します。この設定

は、クラスタ全体のサービスパラメータ [デバイスモビリティモード（Device Mobility Mode）]
をオーバーライドします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、設定するデバイスを選択します。
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ステップ 3 [デバイスモビリティモード（Device Mobility Mode）]ドロップダウンリストから、次のいず
れかを選択します。

• [オン（On）]：このデバイスでデバイスモビリティが有効になります。
• [オフ（Off）]：このデバイスでデバイスモビリティが無効になります。
• [デフォルト（Default）]：デバイスは、クラスタ全体のサービスパラメータ [デバイスモ
ビリティモード（Device Mobility Mode）]の設定を使用します。これがデフォルト設定で
す。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

物理的な場所の設定

デバイスプールに割り当てる物理ロケーションを設定するには、次の手順を使用します。デバ

イスモビリティでは、デバイス登録のロケーションを使用して適切なデバイスプールを割り

当てます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [物理ロケーション（Physical Location）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 ロケーションの名前を入力します。

ステップ 4 ロケーションの説明を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

デバイスモビリティグループの設定

次の手順を使用して、デバイスモビリティグループを設定します。これは、同様のダイヤル

パターンを使用したサイトの論理的なグルーピングです。たとえば、世界規模のネットワーク

を所有する企業は、個々の国を表すデバイスモビリティグループを設定できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。システ
ム >デバイスモビリティ >デバイスモビリティグループ。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 デバイスモビリティグループの名前を入力します。

ステップ 4 デバイスモビリティグループの説明を入力します。
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ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

デバイスモビリティのデバイスプールの設定

デバイスモビリティ用に設定したパラメータを使用してデバイスプールを設定するには、次

の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のデバイスグループを選択します。
• [新規追加（Add New）]をクリックして新しいデバイスプールを作成します。

ステップ 3 [ローミングに合わせて変化する設定（Roaming Sensitive Settings）]で、以前のデバイスモビリ
ティタスクで設定したパラメータを割り当てます。

• [物理ロケーション（PhysicalLocation）]：ドロップダウンリストから、このデバイスプー
ルに設定する物理ロケーションを選択します。デバイスモビリティは、ローミングデバ

イスにデバイスプールを割り当てるときにこのロケーションを使用します。

• [デバイスモビリティグループ（Device Mobility Group）]：ドロップダウンリストから、
このデバイスプールに設定するデバイスモビリティグループを選択します。

ステップ 4 [デバイスモビリティ関連情報（Device Mobility Related Information）]で次のデバイスモビリ
ティ関連フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オン

ラインヘルプを参照してください。

• [デバイスモビリティコーリングサーチスペース（Device Mobility Calling Search Space）]：
このデバイスプールを使用するローミングデバイスが使用する CSSを選択します。

• [AARコーリングサーチスペース（AAR Calling Search Space）]：自動代替ルーティング
（AAR）の実行時にデバイスが使用するコーリングサーチスペースを選択します。

• [AARグループ（AAR Group）]：AARが設定されている場合に、このデバイスの AARグ
ループを選択します。

• [発呼側トランスフォーメーション CSS（Calling Party Transformation CSS）]：このデバ
イスプールを使用するローミングデバイスの発信側トランスフォーメーション CSSを選
択します。
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• [発呼側トランスフォーメーションCSS（Calling Party Transformation CSS）]は、
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [デバイスプールの発呼側ト
ランスフォーメーションCSSを使用（Use Device Pool Calling Party Transformation
CSS）]チェックボックスがオフの場合でも、ローミングデバイスのデバイス
レベルの設定をオーバーライドします。

• [着信側トランスフォーメーション CSS（Called Party Transformation CSS）]設
定は、ローミングデバイスではなくゲートウェイに適用されます。

（注）

ステップ 5 [デバイスプールの設定（Device Pool Configuration）]ウィンドウのその他のフィールドを設定
します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照

してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

デバイスモビリティ情報の設定

デバイスモビリティ情報を設定するには、次の手順に従います。この情報は、ローミングデバ

イスの登録先として可能な IPサブネットと、ローミングデバイスに割り当てることができる
対応するデバイスプールを表します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。システ
ム >デバイスのモビリティ >デバイスのモビリティ情報。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 デバイスモビリティ情報の名前を入力します。

ステップ 4 ローミングデバイス登録の IPサブネットの詳細を入力します。

•モバイルデバイスに IPv4アドレスを使用している場合は、IPv4サブネットの詳細を入力
します。

•モバイルデバイスに IPv6アドレスを使用している場合は、IPv6サブネットの詳細を入力
します。

ステップ 5 いずれかのサブネットに登録するローミングデバイスに割り当てるデバイスプールを選択し
ます。矢印を使用して、適切なデバイスプールを [選択されたデバイスプール（Selected Device
Pools）]リストボックスから [使用可能なデバイスプール（Available Device Pools）]リスト
ボックスに移動します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。
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ローミングデバイスプールのパラメータの表示

次の手順を使用して、デバイスの現在のデバイスモビリティ設定を表示および確認します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 検索条件を入力して [検索（Search）]をクリックし、デバイスモビリティモードが有効なデ
バイスを見つけます。

ステップ 3 [デバイスモビリティモード（Device Mobility Mode）]の横の [現在のデバイスモビリティの
設定を表示する（View Current Device Mobility Settings）]をクリックします。

ローミングデバイスプールの設定が表示されます。デバイスがローミングしない場合には、

ホームの場所の設定が表示されます。

デバイスモビリティの連携動作
表 6 :デバイスモビリティの連携動作

連携動作機能

発信側の正規化は、一部の電話機のダイヤリング機能を強化し、コー

ルが複数の地理的場所にルーティングされる場合のコールバック機能

を改善します。つまり、この機能を使用すれば、着信側が電話機の通

話履歴ディレクトリ内の電話番号を変更しなくてもコールバックでき

ます。加えて、発信側の正規化を使用すれば、電話番号のグローバル

化とローカル化が可能になるため、正しい発信者番号が電話機に表示

されます。

発信側の正規化
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連携動作機能

デバイスが同一のデバイスモビリティグループ内をローミングして

いるとき、Unified Communications Managerはローカルゲートウェイ
への到達にデバイスモビリティ CSSを使用します。ユーザが電話で
不在転送（CFA）を設定し、CFA CSSが [なし（None）]に設定され、
CFA CSSアクティベーションポリシーが [デバイス/回線 CSSのアク
ティブ化を使用（With Activating Device/Line CSS）]に設定されてい
る場合は、デバイスの場所に応じて、次のように動作が異なります。

•デバイスがホームの場所に設置されている場合は、デバイスCSS
と回線 CSSが CFA CSSとして使用されます。

•デバイスが同じデバイスモビリティグループ内をローミングし
ている場合は、ローミングデバイスプールからのデバイスモビ

リティ CSSと回線 CSSが CFA CSSとして使用されます。

•デバイスが別のデバイスモビリティグループ内をローミングし
ている場合は、デバイス CSSと回線 CSSが CFA CSSとして使用
されます。

ローミング
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デバイスモビリティの制限事項
表 7 :デバイスモビリティの制限事項

説明制限事項

デバイスモビリティ機能は、Unified Communications Managerに登録
されているデバイスの IPv4アドレスまたは IPv6アドレスによって異
なります。

•デバイスモビリティを使用するために、電話にはダイナミック
IPv4アドレスまたは IPv6アドレスが必要です。

•ネットワークアドレス変換（NAT）またはポートアドレス変換
（PAT）を使用してデバイスに IPアドレスが割り当てられてい
る場合、登録時に提供する IPアドレスは、デバイスの実際の IP
アドレスに一致しない可能性があります。

• Cisco IP Phoneが IPv4のみのスタックまたは IPv6のみのスタック
をサポートする場合、定義された IPアドレッシングモードの設
定に基づいて、電話は IPv4または IPv6デバイスモビリティ情報
のいずれかと再度関連付けられます。たとえば、電話が IPv6設
定を使用して定義されているが一致するデバイスモビリティ情

報（IPv6サブネットおよびマスクサイズ）がない場合、IPv4と
関連付けられます。一致する IPv6デバイスモビリティ情報を追
加すると、電話は IPv6デバイスモビリティ情報と再度関連付け
られます。

[IPアドレス（IP
Address）]
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第 5 章

Extend and Connect

• Extend and Connectの概要（67ページ）
• Extend and Connectの前提条件（68ページ）
• Extend and Connectの設定タスクフロー（68ページ）
• CTIリモートデバイス（CTIRD）のコールフロー（74ページ）
• Extend and Connect連携動作（75ページ）
• Extend and Connectの制限事項（76ページ）

Extend and Connectの概要
Extend and Connect機能により、管理者は、あらゆるエンドポイントと相互作用するUnified
CommunicationsManager（UC）コンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）アプリ
ケーションを導入できます。Extend and Connectにより、ユーザは、ロケーションを問わずど
のデバイスからでも UCアプリケーションにアクセスできます。

Unified Communications Managerの Extend and Connect機能には、次の UC機能が含まれていま
す。

•着信エンタープライズコールの受信

•発信

•切断

•保留と復帰

•リダイレクトと転送

•すべてのコールの転送

•話中転送

•無応答時転送

•サイレント

•デュアルトーン多重周波数（DTMF）の再生（アウトオブバンドおよびインバンド）

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
67



•打診転送、会議

•リモート接続先の追加、編集、および削除

•リモート接続先の「アクティブ」または「非アクティブ」の設定

•永続的接続（Persistent Connection）

•ウィスパーアナウンスメントの再生

Extend and Connectの前提条件
• Cisco Jabberリリース 9.1(1)以降

• Cisco Unified Workspace License（CUWL）Standard、CUWL Professional、または Cisco User
Connect License（UCL）- Enhanced

Extend and Connectの設定タスクフロー
この項では、Unified Communications Managerユーザに Extend and Connect機能をプロビジョニ
ングするために必要な手順について説明します。Windows版 Cisco Jabberユーザの Extend and
Connectのプロビジョニングについては、の『Windows版 Cisco Jabberインストールおよび設
定ガイド』を参照してください。

始める前に

手順

目的コマンドまたはアクション

ユーザのモビリティを有効にして、CTI
リモートデバイスを使用できるように

ユーザアカウントの設定（69ページ）ステップ 1

します。CTIデバイスは、Cisco UCアプ
リケーションと連動するオフクラスタ電

話です。

アクセス制御グループのアクセス許可を

追加します。

ユーザ権限の追加（69ページ）ステップ 2

ユーザが Cisco UCアプリケーションで
使用できるオフクラスタ電話を設定しま

す。

CTIリモートデバイスの作成（70ペー
ジ）

ステップ 3

CTIリモートデバイスに電話番号を関
連付けます。

デバイスへの電話番号の追加（71ペー
ジ）

ステップ 4

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
68

リモートワーカー機能

Extend and Connectの前提条件

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/jabber-windows/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/jabber-windows/products-installation-guides-list.html


目的コマンドまたはアクション

ユーザが所有する他の電話を表す数値ア

ドレスまたはディレクトリ URIを追加
します。

リモート接続先の追加（72ページ）ステップ 5

リモート接続先が正常にユーザに追加さ

れたかどうかを確認します。

リモート接続先の確認（73ページ）ステップ 6

CTIリモートデバイスにエンドユーザ
アカウントを関連付けます。

ユーザとデバイスの関連付け（74ペー
ジ）

ステップ 7

ユーザアカウントの設定

次の手順を使用してUnified Communications Managerに新規または既存のユーザを設定し、ユー
ザモビリティを有効にして CTIリモートデバイスを使用できるようにする必要があります。
ユーザのモビリティが有効でない場合、そのユーザを CTIリモートデバイスの所有者として
割り当てることはできません。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•新しいユーザを設定するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
• [ユーザを次の条件で検索（FindUsersWhere）]フィールドを使用してフィルタを適用し、

[検索（Find）]をクリックしてユーザのリストを取得します。

LDAP統合またはローカル設定から、新しいユーザアカウントを追加できます。（注）

ステップ 3 [モビリティ情報（Mobility Information）]セクションを探します。

ステップ 4 [モビリティの有効化（Enable Mobility）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ユーザ権限の追加

エンドユーザをUnified Communications Managerでアクティブにしてから、アクセス制御グルー
プ権限を追加します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

ステップ 2 [ユーザを次の条件で検索（Find User where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検
索（Find）]を選択してユーザのリストを取得します。

ステップ 3 ユーザを一覧から選択します。

ステップ 4 [権限情報（Permissions Information）]セクションを探します。

ステップ 5 [アクセスコントロールグループに追加（Add to Access Control Group）]をクリックします。

[アクセスコントロールグループの検索と一覧表示（Find and List Access Control Groups）]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 6 [検索（Find）]をクリックします。

標準ユーザのアクセスコントロールグループのリストが表示されます。

ステップ 7 次の権限の隣にあるチェックボックスをオンにします。

• [標準 CCMエンドユーザ（Standard CCM End-Users）]

•標準 CTI対応

ステップ 8 [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

CTIリモートデバイスの作成
CTIリモートデバイスを作成するには、次の手順を使用します。ユーザがCisco UCアプリケー
ションで使用できるオフクラスタ電話を表すデバイスタイプです。デバイスタイプには、1つ
以上の回線（電話番号）と 1つ以上のリモート接続先が設定されます。

Unified Communications Manager公衆電話交換網（PSTN）の電話や構内交換機（PBX）などの
デバイスへのコールを制御するための Extend and Connect機能を提供します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから [CTIリモートデバイス（CTI Remote
Device）]を選択します。続いて [次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 4 [オーナーのユーザ ID（Owner User ID）]ドロップダウンリストから対象のユーザ IDを選択し
ます。

[オーナーのユーザ ID（Owner User ID）]ドロップダウンリストには、モビリティ
の有効化が利用可能なユーザのみが表示されます。

（注）

Unified Communications Managerは、[デバイス名（Device Name）]フィールドにユーザ IDと
CTIRD接頭辞（CTRIDusernameなど）を入力します。

ステップ 5 必要に応じて、[デバイス名（Device Name）]フィールドのデフォルト値を編集します。

ステップ 6 [説明（Description）]フィールドに分かりやすい説明を入力します。

Cisco Jabberによって、デバイスの説明がユーザに表示されます。Cisco Jabberユー
ザが同一モデルのデバイスを複数持っている場合、Unified Communications Manager
の説明によってそれらを区別できます。

（注）

ステップ 7 [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]セクションの [再ルーティングコーリン
グサーチスペース（Rerouting Calling Search Space）]ドロップダウンリストから、適切なオプ
ションを選択してください。

[再ルーティングコーリングサーチスペース（Rerouting Calling Search Space）]ドロップダウ
ンリストは、再ルーティング用のコーリングサーチスペースを定義します。これにより、ユー

ザは CTIリモートデバイスからコールを発信および受信できるようになります。

ステップ 8 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドを設定します。フィール
ドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

電話番号を関連付け、リモート接続先を追加するためのフィールドが、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウに表示されます。

デバイスへの電話番号の追加

電話番号（DN）は、CTIリモートデバイスで回線として設定される数値アドレスです。通常、
DNはユーザのプライマリ電話番号を表します（2000または + 1 408 200 2000など）。

•コーリングサーチスペース（CSS）と DNのパーティションは、デバイスで必須です。

• CTIリモートデバイスは、自身の DNをブロックしてはいけません。CSSは、CTIRDデ
バイスが自身の DNに到達するために重要です。

（注）

CTIリモートデバイスに電話番号を追加するには、次の手順に従います。
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手順

ステップ 1 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、[割り当て情報（Association Information）]
セクションに移動します。

ステップ 2 [新規DNを追加（Add a new DN）]をクリックします。

ステップ 3 [電話番号（Directory Number）]フィールドで、電話番号を指定します。

ステップ 4 その他の必須フィールドすべてを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細につい
ては、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

リモート接続先の追加

リモート通知先を追加するには、次の手順を使用します。ユーザが所有する他の電話機（自宅

のオフィス回線やその他の PBX電話など）を表す数値アドレスまたはディレクトリ URI。リ
モート接続先が、オフクラスタデバイスである可能性があります。Unified Communications
Managerは、自動的にCTIリモートデバイスのすべてのリモート接続先番号にアプリケーショ
ンダイヤルルールを適用します。デフォルトで、デバイスあたり 4つのリモート接続先がサ
ポートされます。[エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウで、デバイスあ
たり最大数 10個のリモート接続先に設定できます。

どのリモート接続先で Jabberクライアントが有効に設定されているかは、 Cisco Unified
Communications Manager Administrationインターフェイスの [電話機の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウで確認できます。

（注）

Unified Communications Managerのユーザは、Cisco Jabberインターフェイスを使用してリモー
ト接続先を追加できます。詳細については、『Windows版 Cisco Jabberインストールおよび設
定ガイド』を参照してください。

• Unified Communications Managerは、Cisco Jabberユーザがクライアントインターフェイス
で追加したリモート接続先にコールをルートできるかどうかを自動的に確認します。

• Unified Communications Managerは、Cisco Unified Communications Managerの管理インター
フェイスを介して追加されたリモート接続先にコールをルーティングできるかどうかは確

認しません。

（注）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [電話を次の条件で検索（Find Phone where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検
索（Find）]をクリックして電話のリストを取得します。

ステップ 3 一覧から CTIリモートデバイスを選択します。

ステップ 4 [関連付けられたリモート接続先（Associated Remote Destinations）]セクションを探します。

ステップ 5 [新規リモート接続先の追加（Add a New Remote Destination）]を選択します。

ステップ 6 [接続先番号（Destination Number）]フィールドに接続先番号を入力します。

Cisco Jabberクライアントでリモート接続先を使用するには、接続先名を JabberRDとして設定
する必要があります。

ステップ 7 [リモート接続先情報（Remote Destination Information）]ウィンドウの残りのフィールドを設
定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照し

てください。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

リモート接続先の確認

リモート接続先がユーザに正常に追加されたかどうかを確認するには、次の手順を実行しま

す。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [電話を次の条件で検索（Find Phone where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検
索（Find）]をクリックして電話のリストを取得します。

ステップ 3 一覧から CTIリモートデバイスを選択します。

ステップ 4 [関連付けられたリモート接続先（Associated Remote Destinations）]セクションを見つけ、リ
モート接続先が使用可能であることを確認します。

ステップ 5 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [デバイス情報（Device
Information）]セクションに、リモート接続先がCisco Jabberでアクティブになって
いるか、または制御されているかが表示されます。

（注）
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ユーザとデバイスの関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

ステップ 2 [ユーザを次の条件で検索（Find Users Where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、
[検索（Find）]をクリックしてユーザのリストを取得します。

ステップ 3 ユーザを一覧から選択します。

ステップ 4 [デバイス情報（Device Information）]セクションを探します。

ステップ 5 [デバイスの割り当て（Device Association）]をクリックします。

ステップ 6 適切な CTIリモートデバイスを探して選択します。

ステップ 7 関連付けを完了するには、[選択/変更の保存（Save Selected/Changes）]をクリックします。

ステップ 8 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ユーザの設定に戻る（Back to
User）]を選択し、[検索（Go）]をクリックします。
[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示され、選択し、割り当てた
デバイスが、[制御するデバイス（Controlled Devices）]ペインに表示されます。

CTIリモートデバイス（CTIRD）のコールフロー
Unified Communications Managerユーザが CTIリモートデバイスとして追加されると、発信側
番号と請求先番号の分離機能がサポートされます。各 CTIリモートデバイスは、ユーザの電
話番号（DN）（2000など）と、オフクラスタデバイス（番号が +1 408 111 1111の PBX電話
など）を表すリモート接続先を使用して設定されます。

PSTNネットワークからCTIRD回線へのコールが開始されると、Unified Communications Manager
は FROMヘッダーと PAIDヘッダーの情報を検索します。FROMヘッダーには外部プレゼン
テーションの名前と番号が含まれており、PAIDにはユーザの ID（ユーザの DNまたは DDI）
が含まれています。

FROMヘッダーと PAIDヘッダーに異なる番号が指定され、SIPプロファイルで [外部プレゼン
テーション名と番号の有効化（Enable External Presentation Name and Number）]チェックボッ
クスがオンであり、[外部プレゼンテーション名と番号の表示（Display External Presentation
Name and Number）]の値が [はい（True）]に設定されている場合、Unified Communications
Managerは、着信側デバイスに FROMヘッダーの情報を表示します。同様に、1つのオプショ
ンが無効の場合、Unified Communications Managerは着信側デバイスに PAIDヘッダー情報を表
示します。

同様に発信コールのシナリオでは、ユーザは、電話番号設定ページで外部プレゼンテーション

の名前と番号を使用して設定されているリモート接続先（CTIRD回線）から、SIPプロファイ
ルで [外部プレゼンテーションの名前と番号を有効化（Enable External Presentation Name and
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Number）]が設定されている SIPトランク経由で PSTNにコールします。次に、Unified
Communications Managerは [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ページで設定さ
れた外部プレゼンテーション情報を、発信 SIPメッセージの FROMヘッダーで送信し、この
情報が着信側デバイスに表示されます。

[外部プレゼンテーション名と番号の有効化（Enable External Presentation Name and Number）]
チェックボックスがオフになっている場合、Unified Communications Managerは、電話番号情報
を FROMおよび PAIDで送信し、着信側デバイスと、X-Cisco-Presentationヘッダーの設定済み
外部プレゼンテーション情報に表示されます。

[匿名の外部プレゼンテーション（Anonymous External Presentation）]チェックボックスをオン
にすると、設定済みの外部プレゼンテーション名と番号が、着信側デバイスで各フィールドお

よび匿名として表示されている外部プレゼンテーションから削除されます。

外部プレゼンテーション情報の設定の詳細については、Cisco Unified Communications Manager
システム設定ガイドの「電話番号の設定」の章を参照してください。

Extend and Connect連携動作
表 8 : Extend and Connect連携動作

連携動作機能

Directory URIをCTIリモートデバイスのDN、リモート接続先、また
はその両方として設定します。

Directory URIダイヤリ
ング

Extend and Supportは、Cisco Unified IP Phoneとリモート接続先の間の
アクティブコールの移動をサポートしません。

Unified Mobilityと Extend and Connectの両方の機能が必要な場合は、
リモートデバイスプロファイルと CTIリモートデバイスに同じリ
モート接続先を設定できますが、それは両方のタイプのオーナー ID
が同じ場合です。この設定では、Cisco Mobility機能と Extend and
Connectを同時に使用できます。両方のデバイスタイプで同じリモー
ト接続先を設定する機能は、Cisco Unified Communications Managerリ
リース 10.0(1)以降を使用してサポートされます。

Cisco Dual-mode for iPhone、Cisco Dual-mode for Android、
Carrier-integrated Mobileのデバイスタイプでは、Cisco Extend and
Connect機能で使用するりモード接続先を設定しないでください。同
じリモート接続先アドレスを区別するためにプレフィックスを使用し

ないでください。たとえば、91-4085555555と +1-4085555555は同じ
番号として処理します。

Unified Mobility
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連携動作機能

Extend and Connect機能を使用すれば、以下の条件下で、リモート接
続先の電話機でハントコールを受信できます。

•ユーザが Cisco Unified IP電話を所有している。

• Cisco Unified IP電話を使用してハントコールに応答できる（ロ
グイン/HLog）。

• Cisco Jabberが Extend and Connectモードで実行している。

ハントリスト

•発信者 ID情報（名前と電話番号）は、Jabberクライアントに表
示されます。

•使用しているキャリアとトランクの設定によっては、この情報が
デバイスに表示されることもあります。

•リモート接続先への発信 Dial via Officeコールには、名前として
Voice Connectが、番号としてトランク DIDが表示されます。

•トランク DIDは、Unified CMのトランクパターン、ルートパ
ターン、または Ciscoゲートウェイで設定します。この設定は、
キャリアによって割り当てられることもあります。トランクDID
が設定されていない場合は、番号フィールドが空白として表示さ

れます。

•必要な通話相手への発信コールでは、Unified Communications
Managerで設定されているCTIリモートデバイスの表示名と電話
番号（DN）が表示されます。

•着信側にリモート接続先番号が表示されることはありません。

発信者 ID情報

Extend and Connectの制限事項
表 9 : Extend and Connectの制限事項

説明制限事項

CTIリモートデバイスあたり 10個までリモート接続先を設定できま
す。

デフォルトで、デバイスあたり 4つのリモート接続先が
サポートされます。デバイスごとにリモート接続先の最

大数を 10個まで設定できます。

（注）

リモート接続先の最大

数

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
76

リモートワーカー機能

Extend and Connectの制限事項



説明制限事項

•リモート接続先番号は、オフクラスタデバイスを表している必
要があります。

•リモート接続先は、オフクラスタ URIにすることができます。

オフクラスタデバイス

電話番号をリモート接続先番号として設定することはできません。電話番号

Cisco Jabberを使用して設定されたリモート接続先を保存する前に、
設定されたダイヤルプランによってリモート接続先にルーティング

可能かどうかを確認します。

Cisco Jabber

アプリケーションダイヤルルールは、 Cisco Unified Communications
Manager Administrationインターフェイスと Cisco Jabberを通じて CTI
リモートデバイスに設定された、すべてのリモート接続先に適用さ

れます。

アプリケーションダイヤルルールでサポートするように

設定された番号形式（nn-nnn-nnnn、E.164、その両方な
ど）をエンドユーザに通知します。

（注）

アプリケーションダイ

ヤルルール

リモート接続先番号は、クラスタ内で一意にする必要があります。

複数のユーザが同じリモート接続先番号を使用すること

はできません。

（注）

リモート接続先番号

•リモート接続先番号は、CTIリモートデバイスの再ルーティング
コーリングサーチスペースを使用して検証されます。

• Cisco Unified Communications Manager Administrationインターフェ
イスと AXLインターフェイスを使用して設定されたリモート接
続先は検証されません。

リモート接続先検証

Extend and Connectは、未登録内線の不在転送または未登録外線の不
在転送をサポートしていません。

未登録時の不在転送

[発呼側番号によるルートネクストホップ（Route Next Hop By Calling
Party Number）]オプションが有効になっている場合、Extend and
Connectはトランスレーションパターンをサポートしません。

[発呼側番号によるネ
クストホップのルート

（Route Next Hop By
Calling Party Number）]
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第 6 章

リモートワーカー緊急コール

•リモートワーカー緊急コールの概要（79ページ）
•リモートワーカー緊急コールの前提条件（79ページ）
•リモートワーカー緊急コールの設定タスクフロー（80ページ）

リモートワーカー緊急コールの概要
リモートワーカー緊急コール機能により、顧客はリモートバーチャルプライベートネット

ワーク（VPN）接続を使用した信頼性の高い緊急コールサポートをリモートワーカーに提供
できます。オフプレミスユーザからの緊急コールは公安応答局（PSAP）にルーティングされ、
各コールではユーザが提供するロケーション情報が配信されます。

この機能を使用するには、デバイス登録が中断されるたびにリモートワーカーがロケーション

を確認または更新する必要があります。最初に、オフプレミス向けデバイス（顧客のネット

ワークにリモート接続するデバイス）にカスタマイズ可能な免責事項通知が表示されます。こ

の通知は、正しいロケーション情報を提供するようユーザに指示します。ロケーション情報が

提供されると、指定したデバイスに現在関連付けられているオフプレミスロケーションが表示

されます。ユーザは現在のロケーションを確認するか、または保存されている別のロケーショ

ンをデバイスのディスプレイで選択します。新規ロケーションの場合、ユーザに対し、新規ロ

ケーションを作成するための Cisco Emergency Responder Off-Premises User Webページが表示さ
れます。

管理者はこのプロセスを完了する前に、デバイスがコールできる接続先を、設定されている 1
つの接続先だけに制限できます。この操作により、デバイスのユーザは免責事項に同意し、現

在のロケーション情報を提供した後で、デバイスを通常どおり使用できるようになります。

リモートワーカー緊急コールの前提条件
リモートワーカー緊急コール機能を設定する前に、Cisco Emergency Responderで Intrado（サー
ドパーティ製アプリケーション）を設定する必要があります。での@の設定の詳細にCisco
Emergency Responderついては、を参照してください。Cisco Emergency Responderアドミニスト
レーションガイド
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リモートワーカー緊急コールの設定タスクフロー

始める前に

手順

目的コマンドまたはアクション

構外デバイスをデバイスの所有者と関連

付けます。

リモートワーカーとしてのユーザの設

定（80ページ）
ステップ 1

これらのパラメータは、コーリングサー

チスペースと接続先番号を指定します。

緊急コールの代替ルーティングの指定

（81ページ）
ステップ 2

これらは、ユーザがロケーションを設定

しないことを選択した、登録済みの構外

デバイスから発信されたコールのルー

ティングを制限するために使用されま

す。これらのパラメータが設定されてい

ない場合、コールは通常どおりルーティ

ングされます。

エンドユーザを、デバイスのロケーショ

ンを入力したアプリケーションサーバ

に直接接続します。

アプリケーションサーバの設定（81
ページ）

ステップ 3

構外のエンドユーザの電話機に表示され

る E911メッセージを設定します。
E911メッセージの設定（82ページ）ステップ 4

リモートワーカーとしてのユーザの設定

始める前に

Cisco Emergency Responderに Intradoが設定されていることを確認します。Cisco Emergency
Responderでの Intradoの設定の詳細については、Cisco Emergency Responderアドミニストレー
ションガイドを参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 電話機を検索するのに適切な検索条件を入力して、[検索（Find）]をクリックします。
検索基準に一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 リモートワーカー緊急コールを設定する電話機を選択します。
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[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デバイス情報（Device Information）]セクションで、[オーナーのユーザー ID（Owner User
ID）]ドロップダウンリストから適切なユーザ IDを選択して、[オフプレミスロケーションを
要求（Require off-premise location）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

緊急コールの代替ルーティングの指定

コーリングサーチスペースと接続先番号を設定するには、次の手順を実行します。これらの

パラメータは、ユーザがロケーションを設定していない構外に登録してあるデバイスからの

コールのルーティングを制限するために使用されます。これらのパラメータを設定しない場

合、コールは通常どおりにルーティングされます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [クラスタワイドパラメータ（構外のロケーションへの緊急コール）（Clusterwide Parameters
（Emergency Calling for Required Off-premise Location））]セクションで[緊急コールの接続先の
指定（Alternate Destination for Emergency Call）]を指定します。

ステップ 5 [緊急コール用コーリングサーチスペースの指定（Alternate Calling Search Space for Emergency
Call）]を指定します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

アプリケーションサーバの設定

E911プロキシが Cisco Emergency Responderと通信できるようにするには、アプリケーション
サーバを設定する必要があります。E911プロキシは、ユーザがデバイスの場所を入力するア
プリケーションサーバにユーザを転送するために使用されます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [アプリケーションサーバ（Application Server）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。
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[アプリケーションサーバ（Application Server）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [アプリケーションサーバのタイプ（Application Server Type）]ドロップダウンリストで [CER
のロケーション管理（CER Location Management）]を選択します。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [名前（Name）]フィールドで、設定するアプリケーションサーバを特定する名前を指定しま
す。

ステップ 6 [IPアドレス（IP Address）]フィールドに、設定するサーバの IPアドレスを入力します。

ステップ 7 [使用可能なアプリケーションユーザ（Available Application Users）]のリストから、アプリケー
ションユーザを選択し、下向きの矢印をクリックします。

ステップ 8 [エンドユーザの URL（End User URL）]フィールドに、このアプリケーションサーバに関連
付けられるエンドユーザの URLを入力します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

E911メッセージの設定
次の手順を使用して、構外デバイスの E911メッセージを選択して編集します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [E911メッセージ（E911 Messages）]。

ステップ 2 E911メッセージの必要な言語リンクを選択します。

[E911メッセージの設定（E911 Messages Configuration）]ページには、利用規約、免責事項、
およびエラーメッセージが表示されます。

ステップ 3 （任意）構外デバイスに表示される E911メッセージを編集します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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第 7 章

モバイルおよびリモートアクセスの設定

•モバイルおよびリモートアクセスの概要（83ページ）
•モバイルおよびリモートアクセスの前提条件（85ページ）
•モバイルおよびリモートアクセスの設定タスクフロー（86ページ）

モバイルおよびリモートアクセスの概要
Unified Communications Managerモバイルおよびリモートアクセスは、Cisco Collaboration Edge
アーキテクチャの中核的なコンポーネントです。これを使用することで、Cisco Jabberなどの
エンドポイントで、エンドポイントがエンタープライズネットワーク内にない場合でも、

Unified Communications Managerが提供する登録、コール制御、プロビジョニング、メッセージ
ング、およびプレゼンスサービスを使用できます。Cisco Expresswayは、モバイルエンドポイ
ントをオンプレミスネットワークに接続し、Unified CMの登録に対してセキュアなファイア
ウォールトラバースと回線側のサポートを提供します。

ソリューション全体で提供されるものは以下の通りです。

•オフプレミスアクセス：企業ネットワーク外においても、JabberおよびEX/MX/SXシリー
ズクライアントで一貫したエクスペリエンスを提供

•セキュリティ：セキュアな Business-to-Business（B2B）コミュニケーション

•クラウドサービス：豊富なWebex統合とサービスプロバイダ製品を提供する、柔軟で拡
張性に優れたエンタープライズクラスのソリューション

•ゲートウェイと相互運用性サービス:：メディアおよびシグナリングの正規化、非標準エ
ンドポイントのサポート
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図 2 : Unified Communications：モバイルおよびリモートアクセス

サードパーティのSIPまたはH.323デバイスはExpressway-Cに登録でき、必要に応じてSIPトラン
クを介して統合されたCM登録デバイスと相互運用することもできます。

図 3 :一般的なコールフロー：シグナリングとメディアパス

• Unified CMは、モバイルとオンプレミスの両方のエンドポイントにコール制御を提供しま
す。

•シグナリングは、モバイルエンドポイントと Unified CMの間で Expresswayソリューショ
ンを横断します。

•メディアは Expresswayソリューションを横断し、エンドポイント間で直接リレーされま
す。すべてのメディアが Expressway-Cとモバイルエンドポイント間で暗号化されます。

モバイルおよびリモートアクセスの設定

Cisco Jabberを使用してモバイルおよびリモートアクセス機能を有効にするには、Unified
Communications Managerの [ユーザプロファイルの設定（User Profile Configuration）]ウィンド
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ウでモバイルおよびリモートアクセスのユーザポリシーをセットアップします。非 Jabberのエ
ンドポイントには、モバイルおよびリモートアクセスのアクセスユーザポリシーは不要です。

また、モバイルおよびリモートアクセスでCisco Expresswayを設定する必要もあります。詳細
については、『Cisco Expresswayを介したモバイルおよびリモートアクセスの導入ガイド』を
参照してください。

モバイルおよびリモートアクセスの前提条件

Cisco Unified Communications Managerの要求

以下の要件が適用されます。

•複数の Unified Communications Managerクラスタを導入する場合は、ILSネットワークを
セットアップします。

•モバイルおよびリモートアクセスでは、展開用のNTPサーバを設定する必要があります。
ネットワーク用のNTPサーバが導入されていて、SIPエンドポイントの電話機NTPリファ
レンスであることを確認してください。

•メディアパスを最適化するために ICEを導入する場合は、TURNおよび STUNサービスを
提供できるサーバを導入する必要があります。

DNS要件

Cisco Expresswayとの内部接続には、次の Unified Communications Managerをポイントする、
ローカルで解決可能な DNS SRVを設定します。

_cisco-uds._tcp&lt;domain&gt;

モバイルおよびリモートアクセスで使用するすべての Unified Communicationsノードに対し
て、正引きと逆引きの両方のルックアップ用に内部DNSレコードを作成する必要があります。
これにより、IPアドレスまたはホスト名がFQDNの代わりに使用されている場合に、のノード
を検索することができます。SRVレコードは、ローカルネットワークの外部で解決できないこ
とを確認します。

Cisco Expresswayの要件

この機能を使用するには、Unified Communications Managerと Cisco Expresswayを統合する必要
があります。モバイルおよびリモートアクセス用のCisco Expressway設定の詳細については、
『Cisco Expressway導入ガイド』の「モバイルおよびリモートアクセス」を参照してくださ
い。

Cisco Jabberを使用したモバイルおよびリモートアクセスのアクセスポリシーをサポートする
Expresswayの最小リリースは X8.10です。
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証明書の前提条件

Unified Communications Manager、IM and Presence Service、および Cisco Expressway-Cの間で証
明書を交換する必要があります。シスコでは、各システムで同じ CAによる CA署名付き証明
書を使用することを推奨します。その場合、次のようになります。

•各システムに CAルート証明書チェーンをインストールします（Unified Communications
Managerおよび IM and Presence Serviceサービスの場合は tomcat信頼ストアに証明書チェー
ンをインストールします）。

• Unified Communications Managerの場合は、CA署名付き tomcat（AXLおよび UDSトラ
フィック用）証明書と Cisco CallManager（SIP用）証明書を要求するための CSRを発行
します。

• IM and Presence Serviceの場合は、CA署名付き tomcat証明書を要求するための CSRを発
行します。

別のCAを使用する場合は、各CAのルート証明書チェーンをUnified Communications Manager、
IM and Presence Serviceサービス、および Expressway-Cにインストールする必要があります。

（注）

また、Unified Communications ManagerIM and Presence Serviceとサービスの両方に自己署名証明
書を使用することもできます。この場合は、Unified Communications Manager用の tomcat証明
書とCisco CallManager証明書、IM and Presence Serviceサービス用の tomcat証明書をExpressway-C
にアップロードする必要があります。

（注）

モバイルおよびリモートアクセスの設定タスクフロー
モバイルおよびリモートアクセスエンドポイントを展開するには、これらのタスクを Unified
Communications Managerで実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

パブリッシャノードで Cisco AXL Web
サービスが有効になっていることを確認

します。

Cisco AXL Web Serviceの有効化（88
ページ）

ステップ 1

オプションモバイルおよびリモートアク

セスエンドポイントのリージョン固有の

ビデオの最大セッションビットレートの

設定（88ページ）
ステップ 2

設定を指定します。例えば、モバイルお

よびリモートアクセスのエンドポイント

でビデオを使用する予定がある場合は、
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目的コマンドまたはアクション

[ビデオコールの最大セッションビット
レート（Maximum Session Bit Rate for
Video Calls）]設定を増やすのが望まし
い場合があります。これは、ビデオエン

ドポイントによっては、デフォルト設定

の 384 kbpsでは低すぎる場合があるた
めです。

モバイルおよびリモートアクセスのエン

ドポイントが使用するデバイスプールに

モバイルおよびリモートアクセス用にデ

バイスプールの設定（89ページ）
ステップ 3

[日時グループ（Date/Time Group）]と
[リージョンの設定（Region
configuration）]を割り当てます。

（省略可）ICEはオプションの導入であ
り、モバイルおよびリモートアクセスお

ICEの設定（89ページ）ステップ 4

よびTURNサービスを使用して、MRA
コールの利用可能なメディアパスを分析

し、最適なパスを選択します。ICEを使
用すると、コールセットアップ時間が増

える可能性がありますが、モバイルおよ

びリモートアクセスのコールの信頼性は

向上します。

モバイルおよびリモートアクセスのエン

ドポイントで使用する電話セキュリティ

モバイルおよびリモートアクセス用の電

話セキュリティプロファイルの設定

（91ページ）

ステップ 5

プロファイルを設定するには、この手順

を使用します。

Cisco Jabberのみ。Cisco Jabberのユーザ
にモバイルおよびリモートアクセスアク

Cisco Jabberユーザのモバイルおよびリ
モートアクセスアクセスポリシーの設定

（92ページ）

ステップ 6

セスポリシーを設定します。モバイルお

よびリモートアクセス機能を使用するに

は、CiscoJabberユーザのユーザプロファ
イル内でモバイルおよびリモートアクセ

スアクセスを有効にする必要がありま

す。

Cisco Jabberのユーザに対しては、セッ
トアップするユーザポリシーをエンド

モバイルおよびリモートアクセス用に

ユーザの構成（94ページ）
ステップ 7

ユーザの設定に適用する必要がありま

す。
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目的コマンドまたはアクション

モバイルおよびリモートアクセスの機能

を使用するエンドポイントを設定および

プロビジョニングします。

モバイルおよびリモートアクセス用のエ

ンドポイントの構成（94ページ）
ステップ 8

モバイルおよびリモートアクセスに対

して Cisco Expresswayを設定します。
CiscoExpresswayのモバイルおよびリモー
トアクセスの設定（94ページ）

ステップ 9

Cisco AXL Web Serviceの有効化
パブリッシャノードでCiscoAXLWebサービスがアクティブ化されていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Serviceability]から選択します。 [Tools（ツール）] > [サービスのアクティブ化
（Service Activation）]

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択し、[移動（Go）]を
クリックします。

ステップ 3 データベースと管理サービスの下で、Cisco AXL Web Serviceが有効になっていることを確認
します。

ステップ 4 サービスがアクティブ化されていない場合は、対応するチェックボックスをオンにし、[保存
(Save)]をクリックしてサービスをアクティブにします。

ビデオの最大セッションビットレートの設定

モバイルおよびリモートアクセスエンドポイントのリージョンの設定を指定します。多くの場

合はデフォルト設定で十分と思われますが、モバイルおよびリモートアクセスのエンドポイン

トでビデオを使用する予定がある場合は、[リージョンの設定（Region Configuration）]で [ビデ
オコールの最大セッションビットレート（Maximum Session Bit Rate for Video Calls）]を上げ
る必要があります。DXシリーズなどの一部のビデオエンドポイントでは、デフォルト設定の
384 kbpsでは低すぎる場合があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [リージョン情報（Region Information）] > [リージョン（Region）]を選択し
ます。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。
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•既存のリージョン内のビットレートを編集するには、[検索（Find）]をクリックしてリー
ジョンを選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。

ステップ 3 [他のリージョンとの関係を変更（Modify Relationship to other Region]領域で、[ビデオコールの
最大セッションビットレート（Maximum Session Bit Rate for Video Calls）]の新しい設定値を入
力します。たとえば、6000 kbpsのようになります。

ステップ 4 [リージョンの設定（Region Configuration）]ウィンドウで、その他のフィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

モバイルおよびリモートアクセス用にデバイスプールの設定

新しいリージョンを作成した場合は、モバイルおよびリモートアクセスのエンドポイントが使

用するデバイスプールにリージョンを割り当てます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のデバイスグループを選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして新しいデバイスプールを作成します。

ステップ 3 デバイスプール名を入力します。

ステップ 4 冗長Cisco Unified Communications Managerグループを選択します。

ステップ 5 設定した日付と時刻グループを割り当てます。このグループには、モバイルおよびリモートア
クセスのエンドポイント用に設定した電話用NTP参照が含まれています。

ステップ 6 [リージョン（Region）]ドロップダウンリストから、モバイルおよびリモートアクセス用に設
定したリージョンを選択します。

ステップ 7 [デバイスプールの設定（Device Pool Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドに入力
します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照して

ください。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

ICEの設定
モバイルおよびリモートアクセスのコールの設定を処理するためにICEを導入する場合は、こ
の手順を使用します。ICEはオプションの導入であり、モバイルおよびリモートアクセスおよ
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びTURNサービスを使用して、MRAコールの利用可能なメディアパスを分析し、最適なパスを
選択します。ICEを使用すると、コールセットアップ時間が増える可能性がありますが、モバ
イルおよびリモートアクセスのコールの信頼性は向上します。

始める前に

ICEを導入する方法を決定します。電話グループに対する ICEは、[共通の電話プロファイルの
設定（Common Phone Profile Configuration）]で個別の Cisco Jabberデスクトップデバイスに対
して設定するか、すべての電話に適用するシステム全体のデフォルト設定を使用して設定しま

す。

フォールバックメカニズムとして、ICEは、TURNサーバを使用してメディアをリレーできま
す。TURNサーバが導入されていることを確認してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理：

•システムの >デフォルトを ICEに設定するには、[システム (Enterprise Phone)]を選択しま
す。

•デバイス >デバイスの設定 >共通電話プロファイルを選択して、端末グループにICEを設
定し、編集するプロファイルを選択します。

•個別の Cisco Jabberデスクトップエンドポイント用の ICEを設定し、編集するエンドポイ
ントを選択するには、[デバイス（Device）] > [電話機（Phone）]を選択します。

ステップ 2 下方向にスクロールして、[対話型接続の確立（ICE）（Interactive Connectivity Establishment
(ICE)）]セクションに移動します。

ステップ 3 [ICE]ドロップダウンリストを [有効（Enabled）]に設定します。

ステップ 4 デフォルトの候補タイプを設定する：

• [ホスト（Host）]：ホストデバイスで IPアドレスを選択することで取得される候補。これ
はデフォルトです。

• [サーバ再帰（Server Reflexive）]：STUN要求を送信することで取得される IPアドレスと
ポートの候補。多くの場合、これはNATのパブリックIPアドレスを表す場合があります。

• [中継（Relayed）]：TURNサーバから取得される IPアドレスとポートの候補。IPアドレ
スとポートは、メディアがTURNサーバを介して中継されるように、TURNサーバに常駐
しています。

ステップ 5 [サーバの再帰アドレス（Server Reflexive Address）]ドロップダウンリストから、このフィー
ルドを [有効（Enabled）]または [無効（Disabled）]に設定することで、STUNと同様のサービ
スを有効化するかかどうかを選択します。デフォルトの候補としてサーバRelexiveを設定した
場合は、このフィールドを有効に設定する必要があります。

ステップ 6 プライマリサーバーとセカンダリサーバーのipアドレスまたはホスト名を入力します。

ステップ 7 TURN Serverのトランスポートタイプを [自動 (default)]( defaultsetting )、UDP、TCP、または
TLSに設定します。

ステップ 8 ターンサーバーにユーザ名とパスワードを入力します。
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ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

共通の電話プロファイル用に ICEを設定した場合は、電話機を使用して、そのプロ
ファイルを使用できるようにする共通の電話プロファイルに電話機を関連付ける必

要があります。[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウから、プロファイ
ルを電話に適用できます。

（注）

モバイルおよびリモートアクセス用の電話セキュリティプロファイル

の設定

モバイルおよびリモートアクセスのエンドポイントで使用する電話セキュリティプロファイル

を設定するには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [セキュリティ（Security）] > [電話セキュリティプロファイル（Phone Security
Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [電話のセキュリティプロファイルのタイプ（Phone Security Profile Type）]ドロップダウンリ
ストから、デバイスタイプを選択します。たとえば、Jabberアプリケーションであれば Cisco
Unified Client Service Frameworkを選択できます。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 プロファイルの [名前（Name）]を入力します。モバイルおよびリモートアクセスの場合、名
前は FQDN形式である必要があり、エンタープライズドメインを含める必要があります。

ステップ 6 [デバイスのセキュリティモード（Device Security Mode）]ドロップダウンリストから、[暗号
化（Encrypted）]を選択します。

このフィールドは、[暗号化（Encrypted）]に設定する必要があります。そうでない
場合、Expresswayが通信を拒否します。

（注）

ステップ 7 [トランスポートタイプ（Transport Type）]を [TLS]に設定します。

ステップ 8 このオプションを有効化した電話機ではモバイルおよびリモートアクセスが機能しないため、

次の電話機では [TFTP暗号化設定（TFTP Encrypted Config）]チェックボックスをオフのまま
にします。DXシリーズ、IP Phone 7800、または IP Phone 8811、8841、8845、8861、および
8865

ステップ 9 [電話のセキュリティプロファイルの設定（Phone Security Profile Configuration）]ウィンドウ
で、残りのフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オ

ンラインヘルプを参照してください。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。
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各モバイルおよびリモートアクセスのエンドポイントの電話機の設定にこのプロ

ファイルを適用する必要があります。

（注）

Cisco Jabberユーザのモバイルおよびリモートアクセスアクセスポリ
シーの設定

Cisco Jabberのユーザにモバイルおよびリモートアクセスアクセスポリシーを設定するには、
次の手順を使用します。モバイルおよびリモートアクセス機能を使用するには、Cisco Jabber
ユーザのユーザプロファイル内でモバイルおよびリモートアクセスアクセスを有効にする必要

があります。Cisco Jabberを使用したモバイルおよびリモートアクセスのポリシーをサポート
する Expresswayの最小リリースは X8.10です。

非 Jabberのユーザには、モバイルおよびリモートアクセスのアクセスポリシーは不要です。

ユーザプロファイルの詳細については、『Cisco Unified Communications Managerシステム設定
ガイド』の「ユーザプロファイルの概要」章を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [ユーザプロファイル（User
Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 ユーザプロファイルの [名前（Name）]および [説明（Description）]を入力します。

ステップ 4 [ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）]を、ユーザの [デスクフォ
ン（Desk Phones）]、[モバイルおよびデスクトップデバイス（Mobile and Desktop Devices）]
、および [リモート接続先/デバイスプロファイル（Remote Destination/Device Profiles）]に割り
当てます。

ステップ 5 [ユニバーサル回線テンプレート（Universal Line Template）]をこのユーザプロファイルのユー
ザの電話回線に適用するために割り当てます。

ステップ 6 このユーザプロファイルのユーザに自分の電話をプロビジョニングするセルフプロビジョニン

グ機能の使用を許可するには、次の手順を実行します

a) [エンドユーザに自分の電話のプロビジョニングを許可（Allow End User to Provision their
own phones）]チェックボックスをオンにします。

b) [エンドユーザーのプロビジョニングする電話数を制限（Limit Provisioning once End User
has this many phones）]フィールドに、ユーザーがプロビジョニングできる電話の最大数
を入力します。最大値は 20です。
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c) このプロファイルに関連付けられたユーザーに、別のユーザーがすでに所有しているデバ

イスを移行または再割り当てする権限があるかどうかを判断するには、[すでに別のエンド
ユーザーに割り当てられた電話機のプロビジョニングを許可する（Allow Provisioning of a
phone already assigned to a different End User）]チェックボックスをオンにします。デフォ
ルトでは、このチェックボックスはオフになっています。

ステップ 7 このユーザープロファイルに関連付けられた Cisco Jabberユーザがモバイルおよびリモートア
クセス機能を使用できるようにするには、[モバイルおよびリモートアクセスの有効化（Enable
Mobile and Remote Access）]チェックボックスをオンにします。

•デフォルトでは、このチェックボックスはオンです。このチェックボックスを
オフにすると、[クライアントポリシー（Client Policies）]セクションが無効に
なり、サービスクライアントポリシーオプションは、デフォルトで選択され

ません。

•この設定は、OAuth更新ログインを使用している Cisco Jabberのユーザにのみ
必須です。非 Jabberユーザは、この設定がなくてもモバイルおよびリモートア
クセスを使用できます。モバイルおよびリモートアクセス機能は、Jabberのモ
バイルおよびリモートアクセスユーザにのみ適用され、他のエンドポイントま

たはクライアントには適用されません。

（注）

ステップ 8 このユーザプロファイルに Jabberポリシーを割り当てます。[デスクトップクライアントポリ
シー（Desktop Client Policy）]および [モバイルクライアントポリシー（Jabber Mobile Client
Policy）]のドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択します。

• [サービスなし（No Service）]：このポリシーでは、すべての Cisco Jabberサービスへのア
クセスが禁止されます。

• [IM & Presenceのみ（IM & Presence only）]：このポリシーは、インスタントメッセージ
とプレゼンス機能だけを有効にします。

• [IM & Presence、音声およびビデオ通話（IM & Presence, Voice and Video calls）]：このポリ
シーは、オーディオまたはビデオデバイスを所有しているすべてのユーザーに対して、イ

ンスタントメッセージング、プレゼンス、ボイスメール、および会議機能を有効にしま

す。これがデフォルトのオプションです。

Jabberデスクトップクライアントには、Windowsユーザ用 Cisco Jabberと、Mac
ユーザ用 Cisco Jabberが含まれています。Jabberモバイルクライアントには、iPad
および iPhoneユーザ用 Cisco Jabberと、Androidユーザ用 Cisco Jabberが含まれてい
ます。

（注）

ステップ 9 このユーザプロファイルのユーザが Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルで
Extension Mobilityまたは Extension Mobility Cross Clusterの最大ログイン時間を設定できるよう
にするには、[エンドユーザにExtension Mobilityの最大ログイン時間の設定を許可する（Allow
End User to set their Extension Mobility maximum login time）]チェックボックスをオンにします。

デフォルトでは [エンドユーザにエクステンションモビリティの最大ログイン時間
の設定を許可する（Allow End User to set their Extension Mobility maximum login time）]
チェックボックスはオフになっています。

（注）
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ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

モバイルおよびリモートアクセス用にユーザの構成

Cisco Jabberのユーザの場合、設定したモバイルおよびリモートアクセスのアクセスポリシー
は、LDAP同期中に Cisco Jabberユーザに関連付ける必要があります。エンドユーザのプロビ
ジョニング方法の詳細については、のCisco Unified Communications Managerシステム設定ガイ
ド「エンドユーザの設定」の項を参照してください。

モバイルおよびリモートアクセス用のエンドポイントの構成

モバイルおよびリモートアクセス用のエンドポイントをプロビジョニングし、設定します。

• Cisco Jabberクライアントについては、のCisco Unified Communications Managerシステム設
定ガイド「Cisco Jabber設定タスクフロー」の項を参照してください。

•その他のエンドポイントについては、の「エンドポイントデバイスの設定」の項を参照し
てくださいCisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド。

Cisco Expresswayのモバイルおよびリモートアクセスの設定
モバイルおよびリモートアクセス用の Cisco Expresswayの設定方法に関しては、『Cisco
Expressway導入ガイド』の「モバイルおよびリモートアクセス」を参照してください。
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第 III 部

リモートネットワークアクセス
•ワイヤレス LAN（97ページ）
• VPNクライアント （101ページ）





第 8 章

ワイヤレス LAN

•ワイヤレス LANの概要（97ページ）
•ワイヤレス LANの設定タスクフロー（97ページ）

ワイヤレス LANの概要
この機能は、電話機でWiFiパラメータを設定するユーザの手間を省きます。ユーザに代わっ
てWiFiプロファイルを設定できます。デバイスは、自動的に、システムからWiFi設定をダウ
ンロードして適用できます。VPN接続とHTTPプロキシの設定に関連した新しいセキュリティ
層を含む、ネットワークアクセスプロファイルを設定できます。

ワイヤレス LANの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

ワイヤレス LANプロファイルのデバイ
スを特定するためにレポートを生成しま

す。

電話機能一覧の生成（1ページ）ステップ 1

オプション：ワイヤレス LANプロファ
イルにリンクできるように VPNおよび

ネットワークアクセスプロファイルの

設定（98ページ）
ステップ 2

HTTPプロキシを設定する場合は、ネッ
トワークアクセスプロファイルを設定

します。

企業のデバイスまたはデバイスプール

に適用する共通のWiFi設定を使用して
無線LANプロファイルの設定（98ペー
ジ）

ステップ 3

ワイヤレス LANプロファイルを設定し
ます。
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目的コマンドまたはアクション

ワイヤレス LANプロファイルをまとめ
てグループ化します。

ワイヤレスLANプロファイルグループ
の設定（99ページ）

ステップ 4

デバイスリンクが完了すると、TFTPは
既存のデバイスコンフィギュレーショ

デバイスまたはデバイスプールへの無

線LANプロファイルグループのリンク
ステップ 5

ンファイルにワイヤレスLANプロファ（99ページ）を行うには、次のサブタ
スクのいずれかを実行します。 イルグループを追加し、デバイス（ま

たはデバイスプールに結び付けられた

デバイス）がダウンロードします。
•デバイスへのワイヤレス LANプロ
ファイルグループのリンク（100
ページ）

•デバイスプールへのワイヤレス
LANプロファイルグループのリン
ク（100ページ）

ネットワークアクセスプロファイルの設定

ワイヤレス LANプロファイルにリンクできるようにVPNおよびHTTPプロキシを設定する場
合は、ネットワークアクセスプロファイルを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] > [ネットワークアクセスプロファイル
（Network Access Profile）]

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [ネットワークアクセスプロファイルの設定（Network Access Profile Configuration）]ウィンド
ウのフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライ

ンヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

無線 LANプロファイルの設定
企業のデバイスまたはデバイスプールに適用する共通のWiFi設定を使用してワイヤレスLAN
プロファイルを設定します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。[デバイ
ス（Device） > [デバイス設定（Device Settings）] > [ワイヤレス LANプロファイル（Wireless
LAN Profile）]

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [無線 LANプロファイルの設定（Wireless LAN Profile Configuration）]ウィンドウで各フィール
ドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを

参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ワイヤレス LANプロファイルグループの設定
ワイヤレス LANプロファイルをグループ化します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイス設定（deviceSETTINGS）] > [ワイヤレスLANプロファイル（Wireless
LAN Profile）]

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [ワイヤレス LANプロファイルグループ設定（Wireless LAN Profile Group Configuration）]ウィ
ンドウで各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オ

ンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

デバイスまたはデバイスプールへの無線 LANプロファイルグループ
のリンク

デバイスリンクが完了すると、TFTPは既存のデバイスコンフィギュレーションファイルに
ワイヤレスLANプロファイルグループを追加し、デバイス（またはデバイスプールに結び付
けられたデバイス）がダウンロードします。

手順

目的コマンドまたはアクション

デバイスへのワイヤレス LANプロファ
イルグループのリンク（100ページ）

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

デバイスプールへのワイヤレスLANプ
ロファイルグループのリンク（100ペー
ジ）

ステップ 2

デバイスへのワイヤレス LANプロファイルグループのリンク

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックして、結果一覧から既存デバイスを選択し
ます。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、[電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウン
リストからデバイスタイプを選択します。

ステップ 3 [ワイヤレス LANプロファイルグループ（Wireless LAN Profile Group）]ドロップダウンリス
トから、作成したワイヤレス LANプロファイルグループを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

デバイスプールへのワイヤレス LANプロファイルグループのリンク

デバイスレベルおよびデバイスプールレベルでワイヤレス LANプロファイルグループをリ
ンクする場合、システムはデバイスプール設定を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

•検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックして、結果一覧から既存デバイスプールを
選択します。

• [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [ワイヤレス LANプロファイルグループ（Wireless LAN Profile Group）]ドロップダウンリス
トから、作成したワイヤレス LANプロファイルグループを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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第 9 章

VPNクライアント

• VPNクライアントの概要（101ページ）
• VPNクライアントの前提条件（101ページ）
• VPNクライアント設定のタスクフロー（101ページ）

VPNクライアントの概要
Cisco Unified IP Phone向けCisco VPN Clientにより、在宅勤務の従業員のためのセキュアなVPN
接続が実現します。Cisco VPN Clientの設定はすべて Cisco Unified Communications Manager
Administrationで設定します。社内で電話を設定したら、ユーザはその電話をブロードバンド
ルータにつなぐだけで瞬時に組織のネットワークに接続できます。

VPNメニューとそのオプションは、米国無制限輸出対象バージョンの Unified Communications
Managerでは利用できません。

（注）

VPNクライアントの前提条件
電話を事前にプロビジョニングし、社内ネットワーク内で初期接続を確立し、電話の設定を取

得します。設定はすでに電話に取り込まれているため、これ以降は VPNを使用して接続を確
立できます。

VPNクライアント設定のタスクフロー
電話を事前にプロビジョニングし、社内ネットワーク内で初期接続を確立し、電話の設定を取

得します。設定はすでに電話に取り込まれているため、これ以降は VPNを使用して接続を確
立できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco IOSの前提条件を満たします。
Cisco IOS VPNを設定するには、この
アクションを実行します。

Cisco IOSの前提条件の完了（103ペー
ジ）

ステップ 1

IP電話で VPNクライアントの Cisco
IOSを設定します。Cisco IOS VPNを設

IP電話をサポートするためのCisco IOS
SSL VPNの設定 （103ページ）

ステップ 2

定するには、このアクションを実行し

ます。

AnyConnectの ASA前提条件を満たし
ます。ASA VPNを設定するには、この
アクションを実行します。

AnyConnect用の ASA前提条件への対
応（105ページ）

ステップ 3

IP電話でVPNクライアントのASAを
設定します。ASA VPNを設定するに
は、このアクションを実行します。

IP電話での VPNクライアント用の
ASAの設定（106ページ）

ステップ 4

ユーザがリモート電話のファームウェ

アや設定情報をアップグレードすると

VPNゲートウェイごとに VPNコンセ
ントレータを設定します。

ステップ 5

きに遅延が長くなるのを回避するた

め、VPNコンセントレータはネット
ワーク内の TFTPサーバまたは Unified
Communications Managerサーバの近く
にセットアップします。これがネット

ワーク内で不可能な場合、代替 TFTP
サーバまたはロードサーバを VPNコ
ンセントレータの横にセットアップす

ることもできます。

VPNコンセントレータの証明書をアッ
プロードします。

VPNコンセントレータの証明書のアッ
プロード（108ページ）

ステップ 6

VPNゲートウェイを設定します。VPNゲートウェイの設定（109ペー
ジ）

ステップ 7

VPNグループを作成した後、設定した
VPNゲートウェイのいずれかをそのグ
ループに追加できます。

VPNグループの設定（110ページ）ステップ 8

VPNプロファイルを設定する必要があ
るのは、複数のVPNグループを使用し

次のいずれかの操作を行います。ステップ 9

• VPNプロファイルの設定（112
ページ）

ている場合だけです。[VPN Profle]
フィールドは、[VPN Feature

• VPN機能のパラメータの設定（113
ページ）

Configuration]フィールドよりも優先さ
れます。
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目的コマンドまたはアクション

共通の電話プロファイルにVPNグルー
プおよびVPNプロファイルを追加しま
す。

共通の電話プロファイルへのVPNの詳
細の追加（115ページ）

ステップ 10

To run the Cisco VPN client, a supported
Cisco Unified IP Phone must be running

Cisco Unified IP Phoneのファームウェ
アを、VPNをサポートしているバー
ジョンにアップグレードします。

ステップ 11

firmware release 9.0（2） or higher.
ファームウェアのアップグレードの詳

細については、ご使用の Cisco Unified
IP Phoneモデルの Unified
Communications Managerに関するCisco

Unified IP電話アドミニストレーショ

ンガイドを参照してください。

Cisco Unified IP Phoneを VPNに接続し
ます。

サポートされている Cisco Unified IP
Phoneを使用して、VPN接続を確立し
ます。

ステップ 12

Cisco IOSの前提条件の完了
次の手順を使用して、Cisco IOSの前提条件を完了します。

手順

ステップ 1 Cisco IOSソフトウェアバージョン 15.1(2)T以降をインストールします。

機能セット/ライセンス：Universal（Data & Security & UC）for IOS ISR-G2および ISR-G3

機能セット/ライセンス：Advanced Security for IOS ISR

ステップ 2 SSL VPNライセンスをアクティベートします。

IP電話をサポートするための Cisco IOS SSL VPNの設定
IP電話をサポートするための Cisco IOS SSL VPNを実行するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco IOSをローカルで設定します。

a) ネットワークインターフェイスを設定します。

例：
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router(config)# interface GigabitEthernet0/0
router(config-if)# description "outside interface"
router(config-if)# ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
router(config-if)# duplex auto
router(config-if)# speed auto
router(config-if)# no shutdown
router#show ip interface brief (shows interfaces summary)

b) 次のコマンドを使用してスタティックルートとデフォルトルートを設定します。

router(config)# ip route &lt;dest_ip&gt; &lt; mask&gt; &lt; gateway_ip&gt;

例：

router(config)# ip route 10.10.10.0 255.255.255.0 192.168.1.1

ステップ 2 CAPF証明書を生成および登録して LSCの入った IP電話を認証します。

ステップ 3 からUnified Communications Managercapf証明書をインポートします。

a) [Cisco Unified OS Administration]から、[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理
（Certificate Management）]を選択します。

この場所は Unified Communications Managerのバージョンに基づきます。（注）

b) Cisco_Manufacturing_CAおよび CAPF証明書を見つけます。.pemファイルをダウンロード
し、.txtファイルとして保存します。

c) Cisco IOSソフトウェア上にトラストポイントを作成します。
hostname(config)# crypto pki trustpoint trustpoint_name
hostname(config-ca-trustpoint)# enrollment terminal
hostname(config)# crypto pki authenticate trustpoint

Base 64で暗号化された CA証明書を求められた場合は、ダウンロードした .pemファイル
のテキストを BEGIN行および END行とともにコピーし、貼り付けます。他の証明書につ
いて、この手順を繰り返します。

d) 次の Cisco IOS自己署名証明書を生成して Unified Communications Managerに登録するか、
または CAからインポートした証明書で置き換えます。

•自己署名証明書を生成します。
Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# crypto key generate rsa general-keys label <name>
<exportable -optional>Router(config)# crypto pki trustpoint <name>
Router(ca-trustpoint)# enrollment selfsigned
Router(ca-trustpoint)# rsakeypair <name> 2048 2048
Router(ca-trustpoint)#authorization username subjectname commonname
Router(ca-trustpoint)# crypto pki enroll <name>
Router(ca-trustpoint)# end

• Unified Communications ManagerのVPNプロファイルでホスト IDチェックを有効にし
て、自己署名証明書を生成します。

例：

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# crypto key generate rsa general-keys label <name>
<exportable -optional>Router(config)# crypto pki trustpoint <name>
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Router(ca-trustpoint)# enrollment selfsigned
Router(config-ca-trustpoint)# fqdn <full domain
name>Router(config-ca-trustpoint)# subject-name CN=<full domain
name>, CN=<IP>Router(ca-trustpoint)#authorization username
subjectname commonname
Router(ca-trustpoint)# crypto pki enroll <name>
Router(ca-trustpoint)# end

•生成された証明書を Unified Communications Managerに登録します。

例：

Router(config)# crypto pki export <name> pem terminal

端末からテキストをコピーして、.pemファイルとして保存し、これをCisco Unified OS
の管理を使用して、 Unified Communications Managerにアップロードします。

ステップ 4 AnyConnectを Cisco IOSにインストールします。

AnyConnectパッケージを cisco.comからダウンロードし、フラッシュにインストールします。

例：

router(config)#webvpn install svc
flash:/webvpn/anyconnect-win-2.3.2016-k9.pkg

ステップ 5 VPN機能を設定します。

電話で証明書とパスワード認証の両方を使用する場合は、電話のMACアドレスを
使用してユーザを作成します。ユーザ名の照合では、大文字と小文字が区別されま

す。例：

username CP-7975G-SEP001AE2BC16CB password k1kLGQIoxyCO4ti9 encrypted

（注）

AnyConnect用の ASA前提条件への対応
AnyConnectの前提条件を完了するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 ASAソフトウェア（バージョン 8.0.4以降）および互換性のある ASDMをインストールしま
す。

ステップ 2 互換性のある AnyConnectパッケージをインストールします。

ステップ 3 ライセンスをアクティベートします。

a) 次のコマンドを実行して、現在のライセンスの機能を確認してください。

show activation-key detail

b) 必要な場合は、追加の SSL VPNセッションで新しいライセンスを取得し、Linksys電話を
有効にします。
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ステップ 4 デフォルト以外の URLを持つトンネルグループが設定されていることを確認します。
tunnel-group phonevpn type remote-access
tunnel-group phonevpn general-attribute
address-pool vpnpool

tunnel-group phonevpn webvpn-attributes
group-url https://172.18.254.172/phonevpn enable

デフォルト以外の URLを設定するときは、次のことを考慮してください。

• ASAの IPアドレスにパブリックDNSエントリが含まれている場合、これを完全修飾ドメ
イン名（FQDN）に置き換えることができます。

• You can only use a single URL（FQDN or IP address） on the VPN gateway in Unified
Communications Manager.

•証明書 CNまたはサブジェクト代行名が必要な場合は、グループ URLの FQDNまたは IP
アドレスを一致させます。

• ASA証明書の CNや SANが FQDNや IPアドレスと一致しない場合は、Unified
Communications Managerのホスト IDチェックボックスをオフにします。

IP電話での VPNクライアント用の ASAの設定
VPNクライアント用の ASAを IP電話で設定するには、次の手順を使用します。

ASA証明書を置き換えると、Unified Communications Managerは使用できなくなります。（注）

手順

ステップ 1 ローカル設定

a) ネットワークインターフェイスを設定します。

例：

ciscoasa(config)# interface Ethernet0/0
ciscoasa(config-if)# nameif outside
ciscoasa(config-if)# ip address 10.89.79.135 255.255.255.0
ciscoasa(config-if)# duplex auto
ciscoasa(config-if)# speed auto
ciscoasa(config-if)# no shutdown
ciscoasa#show interface ip brief (shows interfaces summary)

b) スタティックルートとデフォルトルートを設定します。

ciscoasa(config)# route &lt;interface_name&gt; &lt;ip_address&gt; &lt;netmask&gt;
&lt;gateway_ip&gt;

例：
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ciscoasa(config)# route outside 0.0.0.0 0.0.0.0 10.89.79.129

c) DNSを設定します。

例：

ciscoasa(config)# dns domain-lookup inside
ciscoasa(config)# dns server-group DefaultDNS
ciscoasa(config-dns-server-group)# name-server 10.1.1.5 192.168.1.67 209.165.201.6

ステップ 2 Unified Communications Managerと ASAに必要な証明書を生成して登録します。

から次の証明書をUnified Communications Managerインポートします。

• CallManager：TLSハンドシェイク時の Cisco UCMの認証（混合モードのクラスタでのみ
必要）。

• Cisco_Manufacturing_CA：製造元でインストールされる証明書（MIC）を使用した IP電話
の認証。

• CAPF：LSCを使用した IP電話の認証。

これらUnified Communications Managerの証明書をインポートするには、次の手順を実行しま
す。

a) [Cisco Unified OS Administration]から、[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理
（Certificate Management）]を選択します。

b) 証明書 Cisco_Manufacturing_CAと CAPFを見つけます。.pemファイルをダウンロード
し、.txtファイルとして保存します。

c) ASAでトラストポイントを作成します。

例：

ciscoasa(config)# crypto ca trustpoint trustpoint_name
ciscoasa(ca-trustpoint)# enrollment terminal
ciscoasa(config)# crypto ca authenticate trustpoint_name

Base 64でエンコードされた CA証明書を求められた場合は、ダウンロードした .pemファ
イル内のテキストを BEGIN行および END行とともにコピーして、貼り付けます。この手
順を他の証明書について繰り返します。

d) 次の ASA自己署名証明書を生成して Unified Communications Managerに登録するか、また
は CAからインポートした証明書で置き換えます。

•自己署名証明書を生成します。

例：

ciscoasa> enable
ciscoasa# configure terminal
ciscoasa(config)# crypto key generate rsa general-keys label <name>
ciscoasa(config)# crypto ca trustpoint <name>
ciscoasa(ca-trustpoint)# enrollment self
ciscoasa(ca-trustpoint)# keypair <name>
ciscoasa(config)# crypto ca enroll <name>
ciscoasa(config)# end
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• Unified Communications ManagerのVPNプロファイルでホスト IDチェックを有効にし
て、自己署名証明書を生成します。

例：

ciscoasa> enable
ciscoasa# configure terminal
ciscoasa(config)# crypto key generate rsa general-keys label <name>
ciscoasa(config)# crypto ca trustpoint <name>
ciscoasa(ca-trustpoint)# enrollment self
ciscoasa(ca-trustpoint)# fqdn <full domain name>
ciscoasa(config-ca-trustpoint)# subject-name CN=<full domain name>,CN=<IP>
ciscoasa(config)# crypto ca enroll <name>
ciscoasa(config)# end

•生成された証明書を Unified Communications Managerに登録します。

例：

ciscoasa(config)# crypto ca export <name> identity-certificate

端末からテキストをコピーして、.pemファイルとして保存し、Unified Communications
Managerにアップロードします。

ステップ 3 VPN機能を設定します。以下に示すサンプル ASA設定の概要を、設定のガイドとして利用で
きます。

電話で証明書とパスワード認証の両方を使用する場合は、電話のMACアドレスを
使用してユーザを作成します。ユーザ名の照合では、大文字と小文字が区別されま

す。例：

ciscoasa(config)# username CP-7975G-SEP001AE2BC16CB password k1kLGQIoxyCO4ti9
encrypted
ciscoasa(config)# username CP-7975G-SEP001AE2BC16CB attributes
ciscoasa(config-username)# vpn-group-policy GroupPhoneWebvpn
ciscoasa(config-username)#service-type remote-access

（注）

ASA証明書の設定

ASA証明書の設定に関する詳細は、「ASA上の証明書認証を使用したAnyConnect VPN
電話の設定」を参照してください。

VPNコンセントレータの証明書のアップロード
VPN機能をサポートするようにセットアップする際に、ASAで証明書を生成します。生成さ
れた証明書を PCまたはワークステーションにダウンロードしてから、この項で説明されてい
る手順に従って、Unified Communications Managerにアップロードします。Unified Communications
Managerは証明書を Phone-VPN-trustリストに保存します。

ASAは SSLハンドシェイク時にこの証明書を送信し、Cisco Unified IP Phoneは、この証明書を
電話と VPN間の信頼リストに格納されている値と比較します。
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ローカルで重要な証明書 (LSC)が Cisco Unified IP Phoneにインストールされている場合、デ
フォルトではその LSCが送信されます。

デバイスレベルの証明書認証を使用するには、ASAにルートMICまたは CAPF証明書をイン
ストールして、Cisco Unified IP Phoneが信頼されるようにします。

Unified Communications Managerに証明書をアップロードするには、Cisco Unified OS Administration
を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified OS Administration）]から、以下を選択します。[セキュ
リティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate Management）]

ステップ 2 [証明書のアップロード]をクリックします。

ステップ 3 [証明書の目的（Certificate Purpose）]ドロップダウンリストで、[Phone-VPN-trust]を選択しま
す。

ステップ 4 [ブラウズ（Browse）]をクリックして、アップロードするファイルを選択します。

ステップ 5 [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。

ステップ 6 アップロードする別のファイルを選択するか、[閉じる（Close）]をクリックします。

詳細については、「証明書の管理」の章を参照してください。

VPNゲートウェイの設定
VPNゲートウェイごとにVPNコンセントレータが設定されていることを確認します。VPNコ
ンセントレータの設定後、VPNコンセントレータの証明書をアップロードします。詳細につい
ては、VPNコンセントレータの証明書のアップロード（108ページ）を参照してください。

VPNゲートウェイを設定するには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [拡張機
能（Advanced Features）] > [VPN] > [VPNゲートウェイ（VPN Gateway）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

a) [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいプロファイルを設定します。

b) コピーする VPNゲートウェイの横にある [コピー（Copy）]をクリックします。

c) 適切なVPNゲートウェイを見つけて、設定を変更し、既存のプロファイルを更新します。

ステップ 3 [VPN Gateway Configuration]ウィンドウでフィールドを設定します。詳細については、VPNク
ライアント用 VPNゲートウェイのフィールド（110ページ）を参照してください。
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ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

VPNクライアント用 VPNゲートウェイのフィールド
VPNクライアントの VPNゲートウェイフィールドについての説明をします。

表 10 : VPNクライアント用 VPNゲートウェイのフィールド

説明フィールド

VPNゲートウェイの名前を入力します。[VPNゲートウェイ名
（VPN Gateway
Name）]

VPNゲートウェイの説明を入力します。[VPNゲートウェイの
説明（VPN Gateway
Description）]

ゲートウェイのメインVPNコンセントレータのURLを入力します。

グループ URLで VPNコンセントレータを設定し、この
URLをゲートウェイのURLとして使用する必要がありま
す。

（注）

設定についての情報は、以下のようなVPNコンセントレータのドキュ
メントを参照してください。

•『SSL VPN Client (SVC) on ASA with ASDM Configuration Example』

[VPNゲートウェイの
URL（VPN Gateway
URL）]

上矢印キーと下矢印キーを使用して、ゲートウェイに証明書を割り当

てます。ゲートウェイに証明書を割り当てないと、VPNクライアン
トはこのコンセントレータへの接続に失敗します。

VPNゲートウェイには最大10の証明書を割り当てること
ができます。各ゲートウェイに少なくとも 1つの証明書
を割り当てる必要があります。電話VPN信頼ロールに関
係付けられた証明書だけが、使用可能なVPN証明書のリ
ストに表示されます。

（注）

[VPN Certificates in this
Gateway]

VPNグループの設定
VPNグループを設定するには、この手順を使用します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [拡張機
能（Advanced Features）] > [VPN] > [VPNグループ（VPN Group）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

a) [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいプロファイルを設定します。

b) 既存のVPNグループをコピーするVPNグループの横にある [コピー (copy )]をクリックし
ます。

c) 適切なVPNゲートウェイを見つけて、設定を変更し、既存のプロファイルを更新します。

ステップ 3 [VPN Group Configuration]ウィンドウ内の各フィールドを設定します。詳細についてはVPNク
ライアント用 VPNゲートウェイのフィールド（110ページ）、フィールドの説明の詳細につ
いて、を参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

VPNクライアント用 VPNグループのフィールド
この表では、VPNクライアントの VPNグループフィールドについて説明しています。

表 11 : VPNクライアント用 VPNグループのフィールド

定義フィールド

VPNグループの名前を入力します。[VPNグループ名
（VPN Group Name）]

VPNグループの説明を入力します。[VPNグループの説明
（VPN Group
Description）]

スクロールして、使用可能なすべての VPNゲートウェイを確認しま
す。

[使用可能なすべての
VPNゲートウェイ
（All Available VPN
Gateways）]

上矢印キーと下矢印キーを使用して、使用可能な VPNゲートウェイ
をこの VPNグループの内外に移動します。

VPNクライアントで重要なエラーが発生し、特定の VPNゲートウェ
イに接続できない場合は、リストの次の VPNゲートウェイへの移動
を試みます。

1つのVPNグループに最大 3つのVPNゲートウェイを追
加できます。また、VPNグループ内の証明書の合計数は
10以下にする必要があります。

（注）

[この VPNグループ内
で選択された VPN
ゲートウェイ

（Selected VPN
Gateways in this VPN
Group）]
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VPNプロファイルの設定
VPNプロファイルを設定するには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [拡張機
能（Advanced Features）] > [VPN] > [VPNプロファイル（VPN Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

a) [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいプロファイルを設定します。

b) 既存のプロファイルをコピーする VPNプロファイルの横にある [コピー (copy )]をクリッ
クします。

c) 既存のプロファイルを更新するには、該当するフィルタを [Find VPN Profile Where]で指定
し、[検索（Find）]をクリックして設定を変更します。

ステップ 3 [VPN Profile Configuration]ウィンドウで各フィールドを設定します。詳細についてはVPNクラ
イアント用 VPNプロファイルのフィールド（112ページ）、フィールドの説明の詳細につい
て、を参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

VPNクライアント用 VPNプロファイルのフィールド
この表では、VPNプロファイルフィールドの詳細について説明します。

表 12 : VPNプロファイルフィールドの詳細

定義フィールド

VPNプロファイルの名前を入力します。[名前（Name）]

VPNプロファイルの説明を入力します。[説明（Description）]

このチェックボックスをオンにすると、企業ネットワークの外にいる

ことが検出された場合に限り、VPNクライアントが動作します。

デフォルトで、ディセーブルになっています。

[自動ネットワーク検
出の有効化（Enable
Auto Network Detect）]

最大伝送ユニット（MTU）のサイズをバイト数で入力します。

デフォルト値：1290バイト

[最大伝送ユニット
（MTU）]

このフィールドは、システムが VPNトンネルを作成している間に、
ログイン操作または接続操作が完了するのを待機する時間を指定しま

す。

デフォルト：30秒

[接続に失敗（Fail to
Connect）]

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
112

リモートネットワークアクセス

VPNプロファイルの設定



定義フィールド

このチェックボックスをオンにする場合、ゲートウェイ証明書

subjectAltNameまたは CNは、VPNクライアントの接続先の URLと
一致する必要があります。

デフォルト：有効

[ホストIDチェックを
有効化（Enable Host ID
Check）]

ドロップダウンリストから、クライアントの認証方式を選択します。

• [ユーザおよびパスワード（User and Password）]

•パスワードのみ

• [証明書（LSCまたはMIC）（Certificate (LSC or MIC)）]

[クライアント認証方
式（Client
Authentication
Method）]

このチェックボックスをオンにすると、ログインの失敗、ユーザによ

る手動のパスワードのクリア、電話のリセット、または電源が切れる

まで、ユーザのパスワードは電話に保存されます。

[パスワードの永続化
を有効にする（Enable
Password Persistence）]

VPN機能のパラメータの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [拡張機
能（Advanced Features）] > [VPN] > [VPN機能設定（VPN Feature Configuration）]。

ステップ 2 [VPN Feature Configuration]ウィンドウのフィールドを設定します。詳細については、VPN機
能のパラメータ（113ページ）を参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業を行います。

• Cisco Unified IP電話のファームウェアを、VPNをサポートしているバージョンにアップ
グレードします。ファームウェアのアップグレード方法の詳細については、ご使用のCisco
Unified IP PhoneモデルのCisco Unified IP電話アドミニストレーションガイドを参照して
ください。

•サポートされている Cisco Unified IP Phoneを使用して、VPN接続を確立します。

VPN機能のパラメータ
VPN機能パラメータの説明を表に示します。
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表 13 : VPN機能のパラメータ

デフォルトフィールド

[はい（True）]の場合、企業ネットワークの外にいることが検出され
た場合に限り、VPNクライアントが動作します。

デフォルト：False

[自動ネットワーク検
出の有効化（Enable
Auto Network Detect）]

このフィールドは、最大伝送ユニットを指定します。

デフォルト値は 1290バイトです。

最小値は 256バイトです。

最大値は 1406バイトです。

MTU

このフィールドは、システムがキープアライブメッセージを送信す

るレートを指定します。

この値がゼロ以外であり、かつ Unified Communications
Managerで指定された値よりも小さい場合、VPNコンセ
ントレータのキープアライブ設定によってこの設定が上

書きされます。

（注）

デフォルト：60秒

最小値：0

最大値：120秒

[キープアライブ
（Keep alive）]

このフィールドは、システムが VPNトンネルを作成している間に、
ログイン操作または接続操作が完了するのを待機する時間を指定しま

す。

デフォルト：30秒

最小値：0

最大値：600秒

[接続に失敗（Fail to
Connect）]

ドロップダウンリストから、クライアントの認証方式を選択します。

• [ユーザおよびパスワード（User and Password）]

•パスワードのみ

• [証明書（LSCまたはMIC）（Certificate (LSC or MIC)）]

デフォルト：[ユーザおよびパスワード（User and Password）]

[クライアント認証方
式（Client
Authentication
Method）]
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デフォルトフィールド

[はい（True）]の場合、リセットするために [リセット（Reset）]ボタ
ンまたは「**#**」が使用されると、ユーザパスワードは電話機で
保存されます。電話機の電源が失われるか、または工場出荷時の設定

にリセットすると、パスワードは失われ、電話機でクレデンシャル用

の音声ガイダンスが流れます。

デフォルト：False

[パスワードの永続化
を有効にする（Enable
Password Persistence）]

[はい（True）]の場合、ゲートウェイ証明書 subjectAltNameまたは
CNは、VPNクライアントの接続先の URLと一致する必要がありま
す。

デフォルト：[はい（True）]

[ホストIDチェックを
有効化（Enable Host ID
Check）]

共通の電話プロファイルへの VPNの詳細の追加
一般的な電話プロファイルに VPNの詳細を追加するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、VPNの詳細を追加する共通電話プロファイルを選択します。

ステップ 3 [VPN情報（VPN Information）]セクションで、適切な [VPNグループ（VPN Group）]および
[VPNプロファイル（VPN Profile）]を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]、[設定の適用（Apply Config）]の順にクリックします。

ステップ 5 設定の適用ウィンドウで [OK]をクリックします。
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第 10 章

ライセンス

•ライセンス（119ページ）
• Unified Communications Managerライセンス（120ページ）
•ライセンスコンプライアンス（122ページ）
•ユーザのみのライセンス（122ページ）
•デバイスのみ（122ページ）
•ユーザとデバイス（123ページ）
•ユーザあたりの最大デバイス数（131ページ）
• TelePresence Roomライセンス（132ページ）
•ライセンスの代替（132ページ）
•ライセンス処理のシナリオ（132ページ）
•ユーザの追加（132ページ）
•関連付けられていないデバイスの追加（133ページ）
•関連付けられたデバイスを持つユーザの追加（133ページ）
•ユーザあたりのデバイス数（134ページ）
•ライセンスの使用状況レポート（135ページ）
• Cisco Unified Reporting（136ページ）

ライセンス
Cisco Unified Communications Managerのライセンスは、Cisco Unified Communicationsライセン
スの全体的な商用オファーの一部です。

Unified
Workspace
Licensing

User Connect
Licensing
(Enhanced/
Enhanced

Plus）

User Connect
Licensing
(Basic)

User Connect
Licensing
（Essential）

同梱同梱同梱利用不可モバイルコネ

クト（SNR）
Cisco
Unified CMの
機能
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Unified
Workspace
Licensing

User Connect
Licensing
(Enhanced/
Enhanced

Plus）

User Connect
Licensing
(Basic)

User Connect
Licensing
（Essential）

101/211デバイス数デバイスサ

ポート
音声（詳細に

ついては、

ユーザとデバ

イスの表を参

照）

音声（詳細に

ついては、

ユーザとデバ

イスの表を参

照）

音声（詳細に

ついては、

ユーザとデバ

イスの表を参

照）

アナログ/音声
（詳細につい

ては、ユーザ

とデバイスの

表を参照）

デバイスタイ

プのサポート

1111ユーザプロ

ファイルの数

同梱同梱利用不可利用不可Jabber Mobileクライアント

同梱同梱利用不可利用不可Jabber
Desktop

同梱同梱同梱同梱Jabber
IM/Presence

含まれるアドオンアドオンアドオンWebex
Meetings

アプリケー

ション

含まれるアドオンアドオンアドオンWebex Social

含まれるアドオンアドオンアドオンUnity
Connection

同梱同梱同梱同梱Cisco Unified
CM

Cisco Unified Communications Managerのライセンスは、設定されているユーザ、ユーザ機能、
およびデバイスの総数によって決まります。Cisco Unified Communications Manage rは、（ユー
ザ機能と関連デバイスを含む）ユーザおよびシステムに設定されているデバイスの合計数に基

づいてライセンス使用量を計算します。Cisco Unified Communications Managerは、ライセンス
の合計使用量（パブリッシャごと）をCisco Smart Software Managerに報告し、ライセンスコン
プライアンスまたは非コンプライアンスステータスを取得します。

Unified Communications Managerライセンス
Cisco Unified Workspace Licensing（UWL）：シンプルなパッケージにより、幅広いシスコのコ
ラボレーションアプリケーションおよびサービスにコスト効率よくアクセスできます。この

パッケージには、ソフトクライアント、アプリケーションサーバソフトウェア、およびユーザ

ごとのライセンスが含まれています。
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Cisco User Connect Licensing（UCL）は、個々のCisco Unified Communications製品のユーザベー
スのライセンスです。これには、ソフトクライアント、アプリケーションサーバーソフトウェ

アライセンス、および基本的なユニファイドコミュニケーションアプリケーションが含まれま

す。ニーズと選択したデバイスに応じて、UCLはEssential、Basic、Enhanced、またはEnhanced
Plusで使用できます。

Unified Communications Managerのライセンスタイプは次のとおりです。

Essential User Connect License：基本的な音声ま
たはアナログデバイス（電話またはファック

ス）を提供する1つのデバイスをサポートしま
す。（例：アナログ電話、ATA 186、ATA
187、Cisco 3905、Cisco 6901）

UC Manager Essential

基本ユーザ接続ライセンス：すべてのEssential
デバイスと基本（音声およびビデオ）コール

制御機能を含む 1つのデバイスをサポートし
ます。（例：Cisco 6911、Cisco 6921）

UC Manager Basic

拡張ユーザ接続ライセンス：すべてのBasicデ
バイスに加え、デスクトップ、モバイルクラ

イアントなどの高度な（音声およびビデオ）

コール制御機能をサポートします。（例：Cisco
3911、Cisco 3951、Cisco 6941、Cisco 6945、
Cisco 6961、Cisco 79xx、Cisco 89xx、Cisco
99xx、Cisco E20、Cisco TelePresence EX60、
Cisco TelePresence Ex90、サードパーティ製
SIP）。

UC Manager Enhanced

Enhanced Plus User Connectライセンス：すべ
ての Enhancedデバイスを含む、最大 2つのデ
バイスをサポートします。

UC Manager Enhanced Plus

デスクトップおよびモバイルを含む高度な（音

声およびビデオ）コール制御機能をサポート

します。プロフェッショナルなコラボレーショ

ンワークスペースアプリケーション機能は、

ユーザ 1人あたり最大10台です。

UC Manager CUWL

TelePresence Roomライセンス-ルームベースの
没入型および多目的のCisco TelePresence System
エンドポイントと Spark Roomをサポートしま
す。（例：Cisco TelePresence Systemシリーズ
3200、3000、1300、Cisco TelePresence MXシ
リーズ、Cisco TelePresence TXシリーズ、Cisco
TelePresence System Profileシリーズ）

UC Manager TelePresence Room
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ライセンスコンプライアンス
Unified Communications Managerは、最初にインストールされたとき、Cisco Smart Software
Managerに正常に登録されるまで、90日間の評価期間、デモンストレーションモードで完全に
動作します。登録後、Unified Communications ManagerはCisco Smart Software Managerと定期的
に通信します。Unified Communications Managerは、ライセンスタイプごとの合計ライセンス要
件を Cisco Smart Software Managerに報告し、ライセンスステータスを返します。

Unified Communications Managerの非準拠状態のライセンスは、90日間の超過期間の後に適用
されます。猶予期間が終了すると、Unified Communications Managerは次のサービス低下の非準
拠を強制します。

デバイスとユーザはプロビジョニングできません。ライセンスに影響するユーザの設定を変更

することはできません（たとえば、[IM and Presenceの有効化/無効化（Enable / Disable IM and
Presence）]および [モビリティの有効化/無効化（Enable / Disable Mobility）]チェックボック
ス）。

スマートライセンス操作については、Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイ
ドを参照してください。

ユーザのみのライセンス
ユーザがシステムで設定され、デバイスに関連付けられていない場合、そのユーザはデバイス

を所有せず、「ユーザのみ」になります。ユーザがデバイスの [OwnerUserID]フィールドに入
力されている場合、ユーザはデバイスに関連付けられているか、デバイスを所有しています。

デバイスに関連付けられていないユーザについては、[ユーザのみ]のライセンスが [ユーザと
デバイスのサポート]の表に表示されます。

システムにユーザを追加するだけでは、そのユーザがデバイスを所有していないか、またはラ

イセンスユーザ機能を使用していない場合、ライセンスは消費されません。ただし、ユーザに

ライセンスユーザ機能が設定されている場合、またはそのユーザがデバイスを所有している場

合、ユーザはライセンスを消費します。現在ライセンスされている機能は、モバイルコネクト

（モビリティまたはシングルナンバーリーチまたは SNR）です。

ユーザのモバイルコネクト（またはモビリティまたはシングルナンバーリーチ）は、デバイス

所有者（ユーザ IDフィールド）として設定されたエンドユーザを使用してリモート接続先プ
ロファイル（RDP）が作成された場合に設定されます。

デバイスのみ
デバイスが Cisco Unified Communications Managerに追加され、[デバイス設定（Device
Configuration）]ウィンドウに [OwnerUserID]フィールドのエントリがない場合、そのデバイス
はユーザに割り当てられていないか、「デバイスのみ」と呼ばれます。「デバイスのみ」デバ

イスのライセンスは、Cisco Unified Communications Managerのライセンス -ユーザおよびデバ
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イスのサポートの表に記載されています。デバイスが Cisco Unified Communications Managerに
追加され、OwnerUserIDのエントリがない場合、デバイスは、[ライセンス -ユーザおよびデバ
イスサポート（Licensing-User and Device Support）]の表にあるように、デバイスタイプによっ
て決定される最小ライセンスタイプを必要とします。

ユーザとデバイス
デバイスがユーザに割り当てられるか、ユーザに関連付けられると、デバイスの [OwnerUserID]
フィールドにユーザ IDを入力することにより、そのユーザとデバイスのライセンス要件は、
デバイスのタイプとユーザに割り当てられたデバイスの数によって決まります。1つのデバイ
スを所有するユーザの場合、そのユーザのユーザ IDが OwnerUserIDとして 1つの Essentialデ
バイス（3905、6901、またはアナログデバイスなど）に追加されている場合、必要なユーザお
よびデバイスの最小ライセンスはEssentialライセンスです。つまり、1つのEssentialライセン
スでユーザとデバイスの両方がサポートされます。代わりに、そのユーザのユーザ IDが
OwnerUserIDとして 1つの Basicデバイス（6911や6921など）に追加される場合、必要なユー
ザとデバイスの最小ライセンスは 1つの Basicライセンスになります。ユーザのユーザ IDが
OwnerUserIDとして 1つの拡張デバイスに追加される場合、必要なユーザおよびデバイスの最
小ライセンスは Enhancedライセンスです。

複数のデバイスを所有するユーザの場合、最小ライセンスは、ユーザが所有するデバイスの数

によって決まります。Cisco Unified Communications Managerのライセンステーブルには、サポー
トされるユーザライセンスあたりのデバイスの最大数が表示されます。2つのデバイスを所有
するユーザには、少なくともEnhanced Plusライセンスが必要です。3つ以上のデバイスを所有
するユーザには、少なくとも CUWLライセンスが必要です。

Cisco Unified Communications Managerのライセンス：ユーザおよびデバイスのサポートの表は、
ユーザのみ、デバイスのみ、およびユーザとデバイスの Cisco Unified Communications Manager
ライセンスをまとめたものです。

表 14 : Cisco Unified CommunicationsManagerのライセンス：ユーザおよびデバイスのサポート

ユーザのみユーザとデバイスデバイスのみLicense Type

該当なし1つの Essentialデバイ
スを持つユーザ。

• Cisco Unified SIP
Phone 3905

• Cisco Unified IP
Phone 6901

•アナログデバイ
ス

UC Manager Essential
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ユーザのみユーザとデバイスデバイスのみLicense Type

シングルナンバーリー

チを使用しているユー

ザ（Mobile Connect）

または

UC Manager Essential
ライセンスタイプを持

つユーザ。

1つの基本デバイスを
持つユーザ。

または

UC Manager Essential
ライセンスタイプの

ユーザおよび関連デバ

イス。

Cisco Unified IP電話
6911および 6921モデ
ル

または

UC Manager Essential
ライセンスタイプの任

意のデバイス。

UC Manager Basic
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ユーザのみユーザとデバイスデバイスのみLicense Type

該当なし1つのEnhancedデバイ
スを持つユーザ。

または

UC Manager Essential
または UC Manager
Basicライセンスタイ
プのユーザおよび関連

付けられたデバイス。

UC Manager Enhanced
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ユーザのみユーザとデバイスデバイスのみLicense Type

• Cisco Unified IP
Phone 3911, 3941,
3951

• Cisco Unified IP
Phone 6941, 6945,
and 6961モデル

• Cisco Unified IP
Phone 7900シリー
ズ（7900G、
7911G、7912G、
7941G、794xG、
796xG、および
7975Gモデル）

• Cisco Unified IP
Phone 8900シリー
ズ（8941、8945、
および8961モデ
ル）

• Cisco Unified IP
Phone 9900シリー
ズ（9951および
9971モデル）、カ
メラあり/なし

• Cisco Unified
Wireless IP Phones
シリーズ（792xG
and 7925G-EXモ
デル）

• Cisco Unified IP
Conference Stations
（7936Gおよび
7937G stations）

• Cisco Unified
Softphones（Cisco
Unified Personal
Communicator、
Cisco UC
Integration for
Lync、Cisco UC
Integration for
Connect、および
Cisco IP
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ユーザのみユーザとデバイスデバイスのみLicense Type

Communicator）

• Jabber clients
（Jabber for Mac,
Jabber for
Windows, Jabber
for iPhone, Jabber
for Android, Jabber
for iPad,および
Jabber SDK）

•音声・動画ファー
ムウェア搭載
Cisco Virtual
Experience Client
（VXC）

• Cisco IP Video
Phone E20

• Cisco TelePresence
System EXシリー
ズ（EX60および
EX90）

•サードパーティ製
SIPデバイス

• Cisco Desktop
Collaboration
Experience DX600
シリーズ

• Transnova S3

• Cisco Spark Room
デバイス

• IMS

または

UC Manager Essentialま
たは UC Manager Basic
ライセンスタイプのデ

バイス。
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ユーザのみユーザとデバイスデバイスのみLicense Type

該当なし2つのデバイスを持つ
ユーザ。

または

UC Manager
Essential、UC
Manager Basic、UC
Manager Enhanced、
または UC Manager
Enhanced Plusライセ
ンスタイプのユーザお

よび関連デバイス。

該当なしUC Manager Enhanced
Plus
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ユーザのみユーザとデバイスデバイスのみLicense Type

該当なし1つの UC Manager
TelePresence Roomデバ
イスが関連付けられて

いるユーザ。

UC Manager
TelePresence Room
License
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ユーザのみユーザとデバイスデバイスのみLicense Type

• Cisco TelePresence
System 500シリー
ズ

• Cisco TelePresence
System 1100

• Cisco TelePresence
システム 1300シ
リーズ

• Cisco TelePresence
System 3000 Series

• Cisco TelePresence
System 3200シ
リーズ

• Cisco TelePresence
TX9000シリーズ
（X9000,
TX9200）

• Cisco TelePresence
TX1300シリーズ

• Cisco TelePresence
Systemプロファイ
ルシリーズ（42
インチ 6000
MXP、52インチ
MXP、52インチ
Dual MXP、65イ
ンチ、65インチ
Dual）

• Cisco TelePresence
System Codecs
C90/C60/C40

• Cisco TelePresence
System Quick Set
C20

• Cisco TelePresence
MXシリーズ
（MX300および
MX200）

• Cisco TelePresence
1000

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
130

ライセンス

ユーザとデバイス



ユーザのみユーザとデバイスデバイスのみLicense Type

Cisco TelePresence
SXシリーズ

•

• Cisco Webex
Devices

• Generic Desktop
Video Endpoint

• Generic Multiple
Screen Room
System

• Generic Single
Screen Room
System

デバイスのみ（Device Only）は、Cisco Unified Communications Managerで設定された、ユーザ
の関連付けがないデバイスを意味し、[OwnerUserID]フィールドは空白です。

ユーザとデバイスとは、ユーザが関連付けられている Cisco Unified Communications Managerで
設定されたデバイスを意味し、OwnerUserIDフィールドには登録済みのユーザIDがあります。

ユーザのみとは、ユーザに関連付けられたデバイスを持たない Cisco Unified Communications
Managerで設定されたユーザを意味します。そのユーザ IDは、Cisco Unified Communications
Managerデバイスの OwnerUserIDとして検出されません。

上の表の太字のテキストは、リストされているライセンスタイプの使用可能なライセンスが下

位レベルのライセンス要件を満たすために使用される可能性がある場合に、デバイスがライセ

ンス置換によってサポートされることを示します。これは、Cisco Smart SoftwareManagerで実
行されます。

MGCP FXSポートは、アナログ電話とは見なされないため、ライセンスは必要ありません。（注）

ユーザあたりの最大デバイス数
Essential、Basic、および Enhancedライセンスは、1つのデバイスのOwnerUserIdフィールドに
ユーザの IDが入力されている、1つの関連付けられたデバイスを持つユーザをサポートしま
す。Enhanced Plusライセンスは、2つの関連付けられたデバイスを持つユーザをサポートしま
す。UWLは、3〜10個の関連デバイスを持つユーザをサポートします。
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TelePresence Roomライセンス
多目的およびイマーシブ TelePresenceデバイスは、TelePresence Roomライセンスと呼ばれる別
のデバイスライセンスタイプでライセンスされます。TelePresence Roomライセンスは、
TelePresenceデバイスと電話機の [OwnerUserID]フィールドに同じユーザ IDが入力されている
場合にのみ、Cisco Unified Communications Managerに登録されている TelePresenceデバイスと
電話機の両方を対象とします。TelePresenseデバイスと電話機の両方で同じUseridがOwnerUserID
として入力されていない場合、デバイスは関連付けられず、デバイス用のTelePresence Room
ライセンスと電話機用の Enhancedの2つのライセンスが必要です。TelePresenceタッチデバイ
スは Cisco Unified Communications Managerに登録されないため、個別のライセンスまたは
OwnerUserIDの関連付けは必要ありません。

ライセンスの代替
Cisco Smart Software Manager（CSSM）では、コンプライアンスを可能にするために、使用可能
なライセンスを段階的にライセンスに置き換えることができます。使用可能な上位レベルのラ

イセンスは、下位レベルのライセンス要件を満たすために代替または貸与されます。たとえ

ば、顧客に 100のUC Manager CUWLライセンスがインストールされているが、Cisco Unified
Communications Managerが 10 CUWLライセンスと 50 UC Manager Enhanced Plusライセンスの
ライセンス要件を報告している場合、CSSMは 100-10または 90 UC Manager CUWLがあると
計算します。下位の階層に貸し出すことができます。90個のUC Manager CUWLの使用可能な
ライセンスのうち、50個の CUWLが50個の Enhanced Plusライセンスの要件を満たすために
使用されます。CSSMには、使用可能な 40のUC Manager CUWLライセンスが表示されます。

ライセンス処理のシナリオ
次のライセンスシナリオでは、ライセンス要件が発生するCisco Unified Communications Manager
Administrationの設定変更について説明します。

ユーザの追加
エンドユーザ設定または一括管理ツールを使用して Cisco Unified Communications Manager
Administrationに新しいユーザ（UserA）を最初に追加するときに、ユーザが [モビリティの有
効化（Enable Mobility）]の下にリモートデバイスプロファイルを持っていない場合、新しい
ユーザにはライセンスは必要ありません。

[Enable Mobility]でリモート接続先プロファイルが設定された新しいユーザ（UserB）を Cisco
Unified Communications Managerに最初に追加する場合、新しいユーザUserBには基本ライセン
スが必要です。
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注ライセンスが必要ですライセンスのユーザ機

能

ユーザ ID

割り当て済みデバイス

なしで

なしなしUserA

割り当て済みデバイス

なしで

基本モビリティUserB

関連付けられていないデバイスの追加
新しいデバイスが Cisco Unified Communications Managerに登録され、そのデバイスの
[OwnerUserID]フィールドにユーザ IDが入力されていない場合、デバイスはユーザに関連付け
られておらず、関連付けられていないデバイスにはデバイスタイプごとのライセンスが必要で

す。『Cisco Unified Communications Manager Licensing-User and Device Support』の表に記載があ
ります。たとえば、Device6901が追加され、Essentialライセンスが必要です。Device6921が追
加され、Basicライセンスが必要です。DeviceEX60が追加され、Enhancedデバイスが必要で
す。

現在、Enhanced Plus、CUWL Standard、または CUWL Professionalライセンスを必要とするデ
バイスはありません。したがって、Cisco Unified Communications Managerには、Enhanced Plus
以上のライセンスを必要とする関連付けられていないデバイスの要件は表示されません。

表 15 :デバイスのみのライセンス要件の例

注ライセンスが必要ですデバイス

OwnerUserIDなしUC Manager EssentialDevice6901

OwnerUserIDなしUC Manager BasicDevice6921

OwnerUserIDなしUC Manager EnhancedDeviceEX60

関連付けられたデバイスを持つユーザの追加
デバイスが追加されたときに、デバイスがユーザに関連付けられている場合、ユーザとデバイ

スはライセンスを共有します。ユーザごとに1つのデバイスの場合、必要なライセンスは、必
要なユーザライセンスまたはデバイスライセンスのうち大きい方です。次のシナリオでは、

ユーザごとに1つのデバイスのデバイスとユーザの関連付けのさまざまな組み合わせを確認し
ます。

ユーザに関連付けられている必須デバイス

Device6901（Essentialデバイス）がUserAに割り当てられている場合、OwnerUserID = UserAを
入力すると、デバイスとユーザの両方が 1つの Essentialライセンスでサポートされます。
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ただし、Device6901（Essentialデバイス）がUserB（Basicユーザ）に割り当てられている場合、
OwnerUserID = UserBを入力すると、デバイスとユーザの両方が 1つの Basicライセンスでサ
ポートされます。

ユーザに関連付けられた基本デバイス

Device6921（Basicデバイス）が、OwnerUserID = UserAと入力して UserAに割り当てられてい
る場合、デバイスとユーザの両方が 1つの Basicライセンスでサポートされます。同様に、
Device6921（Basicデバイス）が、OwnerUserID = UserBと入力して UserB（Basicユーザ）に割
り当てられている場合、デバイスとユーザの両方が 1つの Basicライセンスでサポートされま
す。

ユーザに関連付けられた拡張デバイス

ほとんどの物理的な電話、ソフトクライアント、および EX60や EX90などのデスクトップビ
デオデバイスは、Enhancedデバイスレベルに含まれています。DeviceEX60（拡張デバイス）
が、OwnerUserID = UserAと入力して UserAに割り当てられている場合、デバイスとユーザの
両方が 1つの Enhancedライセンスでサポートされます。同様に、OwnerUserID = UserBと入力
してDeviceEX60（拡張デバイス）をUserB（基本ユーザ）に割り当てると、デバイスとユーザ
の両方が 1つの Enhancedライセンスでサポートされます。

表 16 :ユーザとデバイスのライセンス要件の例

ライセンスが必要ですライセンスのユーザ機

能

OwnerUserIDデバイス

UC Manager Essentialなし（None）UserADevice6901

UC Manager BasicモビリティUserB

UC Manager Basicなし（None）UserADevice6921

UC Manager BasicモビリティUserB

UC Manager Enhancedなし（None）UserADeviceEX60

UC Manager EnhancedモビリティUserB

ユーザあたりのデバイス数
上記のユーザとデバイスの例は、ユーザが1つのデバイスに関連付けられている場合にのみ適
用されます。この場合、ユーザ IDは 1つのデバイス設定の [OwnerUserID]フィールドにあり
ます。ユーザが複数のデバイスに関連付けられている場合、デバイスタイプに関係なく、より

高いレベルのライセンスが必要です。

UserAが 1つのデバイスのOwnerUserIDに割り当てられている場合は、上記のシナリオが適用
されます。ただし、UserAに 2つのデバイスのOwnerUserIDが割り当てられている場合、ユー
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ザと2つの関連付けられたデバイスの両方に1つのEnhanced Plusライセンスが必要です。UserA
に 3つ以上のデバイスの OwnerUserIDが割り当てられている場合は、1つの UWL Standardラ
イセンスが必要です。UserAには、1つの UWL Standardライセンスで最大 10台のデバイスを
割り当てることができます。10人を超えるデバイスが1人のユーザに割り当てられている場合、
ユーザは 1つの UWL Standardライセンスを必要とし、追加デバイス用の追加ライセンスも必
要です。

ライセンスの使用状況レポート
使用状況の詳細情報は、ライセンスタイプ、ユーザ、および未割り当てのデバイス別に入手で

きます。使用状況情報は、6時間ごとに更新されるほか、[使用状況の詳細の更新（UpdateUsage
Details）]をクリックすることによって手動で更新することもできます。[使用状況の詳細の更
新（Update Usage Details）]機能は、リソースを集中的に使用するプロセスであり、システム
の規模によっては数分かかる場合があります。[すべてのライセンスタイプの説明とデバイス
の分類の表示（View all license type descriptions and device classifications）]に Unified
Communicationsのライセンス情報を確認するためのリンクがあります。

ステータスメッセージは、アラームまたはライセンスアラート（ライセンスコンプライアン

ス違反）が発生した場合に表示されます。ステータスメッセージの詳細については、アラーム

のアラートとライセンスステータス通知を参照してください。ライセンスのコンプライアンス

とコンプライアンス違反の詳細については、ライセンスコンプライアンスを参照してくださ

い。

[ライセンス要件（タイプ別）（License Requirements by Type）]表には、現在のシステムライ
センスの要件が表示されます。この表では、ライセンスタイプ別の現在のライセンスの使用状

況（必要なライセンスの数）が表示され、ライセンスが必要なユーザと未割り当てのデバイス

の数がライセンスタイプ別に報告されます。ライセンスタイプ別の [レポート（Report）]リ
ンクがユーザ（の数）または未割り当てのデバイス（の数）ごとに表示され、ドリルダウンリ

ンクとして機能します。[ユーザ（User）]レポートでは、[ユーザ ID（user id）]リンクがユー
ザ ID別のユーザ設定の詳細を提供します。[詳細表示（view details）]リンクは、ユーザ ID別
のライセンス要件を提供します。[未割り当てのデバイス（Unassigned Devices）]レポートで
は、未割り当てのデバイスごとに必要なデバイスタイプとライセンスタイプが表示されます。

ライセンスの使用状況レポートは、[ユーザと未割り当てのデバイス（Users and Unassigned
devices）]で絞り込んで表示することもできます。[ユーザ（Users）]行には、システム上で設
定されたユーザの総数が一覧表示されます。ユーザに関する [使用状況レポートの表示（View
Usage Report）]は、システム上で設定されたすべてのユーザと対応するライセンス要件に関す
るレポートを提供します。未割り当てのデバイスに関する [使用状況レポートの表示（View
Usage Report）]は、未割り当てのデバイス（ユーザに関連付けられていないデバイス）の総数
を表示します。
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Cisco Unified Communications Administrationを使用してデバイスにユーザ IDを割り当てると、
ライセンスの使用状況レポートの [未割り当てのデバイス（Unassigned Devices）]から [ユーザ
（Users）]にデバイスが移動されます。ただし、ユーザの管理対象デバイスのリストにデバイ
スを追加しても、そのデバイスに関する[ライセンスの使用状況レポート（LicenseUsageReport）]
は変更されません。

（注）

Cisco Unified Reporting
Cisco Unified Communicationsソリューションの Cisco Unified Reportingコンソールから次のレ
ポートを使用できます。

1. Cisco Unified Communications Manager Administrationのログインページのナビゲーション
バーで、[Cisco Unified Reporting]をクリックします。

2. システムレポートを選択します。

3. Unified CMデバイスカウントサマリを選択します。

生成されたレポートには、クラスタごとに、デバイス数がモデル別に要約されます。

1. Cisco Unified Communications Manager Administrationのログインページのナビゲーション
バーで、[Cisco Unified Reporting]をクリックします。

2. システムレポートを選択します。

3. Unified CMユーザデバイスカウントを選択します。

生成されたレポートは、クラスタごとに、ユーザとユーザの関係について、ユーザのいない電

話機、1台の電話機を持つユーザ、および複数の電話機を持つユーザの数を要約します。

1. Cisco Unified Communications Manager Administrationのログインページのナビゲーション
バーで、[Cisco Unified Reporting]をクリックします。

2. システムレポートを選択します。

3. Unified CMユーザデバイスカウントを選択します。

生成されたレポートは、クラスタごとに、ユーザとユーザの関係について、ユーザのいない電

話機、1台の電話機を持つユーザ、および複数の電話機を持つユーザの数を要約します。
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第 V 部

モニタリングおよび録音
•サイレントモニタリング （139ページ）
•録音（Recording） （149ページ）





第 11 章

サイレントモニタリング

•サイレントモニタリングの概要（139ページ）
•サイレントモニタリングの前提条件（140ページ）
•サイレントモニタリングの設定タスクフロー（140ページ）
•サイレントモニタリングの連携動作（147ページ）
•サイレントモニタリングの制限事項（148ページ）

サイレントモニタリングの概要
サイレントコールモニタリングを使用すると、スーパーバイザが電話での会話を傍受できま

す。これが最も一般的に使用されるのは、コールエージェントが顧客と会話するコールセン

ターです。コールセンターでは、コールセンターのエージェントが提供するカスタマーサー

ビスの品質を保証できるようにする必要があります。サイレントモニタリングにより、スー

パーバイザは、両方の通話者の声を聞くことができますが、どちらの通話者にもスーパーバイ

ザの声は聞こえません。

サイレントモニタリングを呼び出すことができるのは、JTAPIまたは TAPIインターフェイス
を介した CTIアプリケーションのみです。Cisco Unified Contact Center Expressや Cisco Unified
Contact Center Expressなどのシスコの多数のアプリケーションには、サイレントモニタリング
の機能があります。コールをモニタする CTIアプリケーションには、application-userまたは
end-userアカウントについて有効な対応するモニタリング権限が必要です。

サイレントモニタリングはコールベースです。スーパーバイザがサイレントモニタリング

セッションを呼び出すと、以下が発生します。

•スーパーバイザは、モニタする特定のコールを選択します。

•アプリケーションからの開始モニタリング要求により、スーパーバイザの電話はオフフッ
クとなり、エージェントに対するモニタリングコールが自動的にトリガーされます。

•エージェントの電話はモニタリングコールに自動で応答します。モニタリングコールは、
エージェントに表示されません。
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セキュアサイレントモニタリング

セキュアサイレントモニタリングを設定することもできます。セキュアサイレントモニタリ

ングにより、暗号化されたメディア（sRTP）コールのモニタリングが可能です。コールのモニ
タリングは、監視対象のコールのセキュリティステータスに関係なく、エージェントの電話の

機能により決定される最高レベルのセキュリティを使用して常に確立されます。セキュリティ

の最高レベルは顧客、エージェント、およびスーパーバイザ間のいずれかのコールでのセキュ

アメディアキーの交換により維持されます。保護されたメディアを使用したコールのモニタ

リングにより、約4000bpsのさらなる帯域幅のオーバーヘッドが伝送されますが、これは標準
的なセキュアメディア（sRTP）コールと同様です。

エージェントの電話で暗号化が有効になっている場合、セキュアサイレントモニタリングを

可能にするにはスーパーバイザの電話でも暗号化が有効になっている必要があります。エー

ジェントの電話で暗号化が有効になっているが、スーパーバイザの電話では有効になっていな

い場合、モニタリング要求は失敗します。

Whisperのコーチング

Unified Communications Manager顧客が聞いていなくてもモニタリングセッションが実行され
ている一方で、スーパーバイザはエージェントと会話できるサイレントモニタリングでのCTI
強化であるウィスパーコーチングもサポートしています。ウィスパーコーチングは CTIアプ
リケーションでのみ開始できます。サイレントモニタリングが既に設定されている場合、ウィ

スパーコーチングには Unified Communications Managerの追加設定は必要ありません。

サイレントモニタリングの前提条件
サイレントモニタリングを呼び出すことができるのは、外部CTIアプリケーションのみです。
Cisco Unified Contact Center Enterpriseや Cisco Unified Contact Center Expressなどのシスコアプ
リケーションは、サイレントモニタリングセッションを開始できます。詳細については、次

を参照してください。

• Cisco Unified Contact Center Enterprise：Cisco Unified Contact Center Enterpriseでサイレント
モニタリングをセットアップする方法の詳細については、『Cisco Remote Silent Monitoring
Installation and Administration Guide』を参照してください。

• Cisco Unified Contact Center Express—この章には、Cisco Finesseを介した Unified Contact
Center Expressのサイレントモニタリングを設定するためのサンプル設定が含まれていま
す。Cisco Unified Contact Center Expressに関連するその他のマニュアルは、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-express/
tsd-products-support-series-home.htmlを参照してください。

サイレントモニタリングの設定タスクフロー
このタスクフローでは、CTIアプリケーションでのモニタリング機能の使用を許可するため
に、Unified Communications Manager内で実行する必要があるタスクについて説明します。
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始める前に

•電話機能リストのレポートを実行して、どの電話機でサイレントモニタリングがサポート
されているかを判別します。詳細については―電話機能一覧の生成（1ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

エージェントの電話機で組み込みのブ

リッジをオンにします。サービスパラ

次のいずれかの手順を実行します。ステップ 1

•クラスタ全体の電話での組み込みブ
リッジの有効化（141ページ） メータを使用してクラスタ全体のデフォ

ルトを設定するか、または個々の電話機
•電話での組み込みブリッジの有効化
（142ページ）

で組み込みのブリッジを有効化できま

す。

個々の電話機のブリッジ設

定は、クラスタ全体のデ

フォルト設定を上書きしま

す。

（注）

サイレントモニタリングを許可するグ

ループにスーパーバイザを追加します。

スーパーバイザのモニタリング権限の有

効化（143ページ）
ステップ 2

スーパーバイザの電話機でモニタリング

コーリングサーチスペースを設定しま

す。

モニタリングコーリングサーチスペー

スの割り当て（143ページ）
ステップ 3

コールの参加者に通知トーンを再生する

かどうかを設定します。

サイレントモニタリングの通知トーン

の設定（144ページ）
ステップ 4

オプションコールを暗号化する場合、セ

キュアサイレントモニタリングを設定

します。

セキュアサイレントモニタリングの設

定（144ページ）
ステップ 5

Unified Contact Center Express導入では、
Cisco Finesseを使用してサイレントモニ
タリングを設定します。

Unified Contact Center Expressのサイレン
トモニタリングの設定（146ページ）

ステップ 6

クラスタ全体の電話での組み込みブリッジの有効化

組み込みブリッジのクラスタ全体のサービスパラメータを有効に設定すると、クラスタ内のす

べての電話で組み込みブリッジのデフォルト設定が有効に変わります。ただし、[電話の設定
（Phone Configuration）]ウィンドウの組み込みブリッジ設定は、クラスタ全体のサービスパラ
メータを上書きします。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、CallManagerサービスが実行されているサーバ
を選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 [有効な組み込みブリッジ（Builtin Bridge Enable）]サービスパラメータを [オン（On）]に設
定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

電話での組み込みブリッジの有効化

個々の電話で組み込みブリッジを有効にするには、次の手順を使用します。個々の電話の組み

込みブリッジ設定は、クラスタ全体のサービスパラメータを上書きします。

始める前に

クラスタ内のすべての電話で組み込みブリッジをデフォルトに設定するには、サービスパラ

メータを使用します。詳細は、クラスタ全体の電話での組み込みブリッジの有効化（141ペー
ジ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックして、エージェントの電話を選択します。

ステップ 3 [組み込みブリッジ（Built in Bridge）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプション
を選択します。

• [オン（On）]：組み込みブリッジが有効になります。
• [オフ（Off）]：組み込みブリッジが無効になります。
• [デフォルト（Default）]：[組み込みブリッジの有効化（Builtin Bridge Enable）]クラスタ
全体サービスパラメータの設定が使用されます。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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スーパーバイザのモニタリング権限の有効化

スーパーバイザがエージェントのカンバセーションをモニタできるようにするには、スーパー

バイザはモニタリングが許可されるグループの一部である必要があります。

始める前に

次のいずれかの手順を実行して、エージェントの電話でビルトインブリッジを有効にします。

•クラスタ全体の電話での組み込みブリッジの有効化（141ページ）

•電話での組み込みブリッジの有効化（142ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

ステップ 2 スーパーバイザをユーザの一覧から選択します。

ステップ 3 [権限情報（Permissions Information）]セクションで、[アクセスコントロールグループに追加
（Add to Access Control Group）]をクリックします。

ステップ 4 [標準 CTI許可コールモニタリング（Standard CTI Allow Call Monitoring）]および [標準 CTIを
有効にする（Standard CTI Enabled）]ユーザグループを追加します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

モニタリングコーリングサーチスペースの割り当て

モニタリングを機能させるには、モニタリングコーリングサーチスペースをスーパーバイザ

の電話回線に割り当てる必要があります。モニタリングコーリングサーチスペースには、スー

パーバイザの電話回線およびエージェントの電話回線の両方を含める必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックしてスーパーバイザの電話機を選択します。
左側のナビゲーションウィンドウに、スーパーバイザの電話機で利用可能な電話回線が表示さ

れます。

ステップ 3 モニタリングに使用されるスーパーバイザの電話回線ごとに、次の手順を実行します。

a) 電話回線をクリックします。[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンド
ウに、電話回線の設定情報が表示されます。
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b) [モニタリングコーリングサーチスペース（Monitoring Calling Search Space）]ドロップ
ダウンリストから、スーパーバイザの電話回線およびエージェントの電話回線の両方を含

むコーリングサーチスペースを選択します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

サイレントモニタリングの通知トーンの設定

特定の管轄区域では、コールがモニタされていることを示す通知トーンを、エージェント、顧

客、あるいはその両方向けに再生する必要があります。デフォルトではUnified Communications
Manager、は通知トーンを再生しません。通知トーンを有効にするには、サービスパラメータ
を設定する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、CallManagerサービスが実行されているサー
バを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 次のサービスパラメータの値を設定します。

•エージェントに対して通知トーンを再生するには、[観察対象のターゲットにモニタリン
グ通知トーンを再生（Play Monitoring Notification Tone To Observed Target）]サービス
パラメータの値を [はい（True）]に変更します。

•顧客に対して通知トーンを再生するには、[観察対象の接続先にモニタリング通知トーン
を再生（Play Monitoring Notification Tone To Observed Connected Parties）]サービスパラメー
タの値を [True]に変更します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 サービスパラメータの設定を変更した場合は、エージェント電話をリセットします。

セキュアサイレントモニタリングの設定

sRTPを使用したセキュアサイレントモニタリングを設定するには、暗号化を含む電話機のセ
キュリティプロファイルを設定し、それをスーパーバイザの電話機と、モニタ対象のすべての

エージェントの電話機に適用します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

エージェントの電話機とスーパーバイザ

の電話機に暗号化を含む電話セキュリ

ティプロファイルを設定します。

暗号化電話セキュリティプロファイル

の設定 （145ページ）
ステップ 1

エージェントの電話機とスーパーバイザ

の電話機に暗号化された電話セキュリ

ティプロファイルを適用します。

電話へのセキュリティプロファイルの

割り当て（145ページ）
ステップ 2

暗号化電話セキュリティプロファイルの設定

セキュアサイレントモニタリングを設定するには、スーパーバイザの電話機とエージェント

の電話機の電話セキュリティプロファイルで、[デバイスセキュリティモード（Device Security
Mode）]に [暗号化済（Encrypted）]を指定するよう設定する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [セキュリティ（Security）] > [電話セキュリティプロファイル（Phone Security
Profile）]。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい電話セキュリティプロファイルを作成し
ます。

• [検索（Find）]をクリックし、既存の電話セキュリティプロファイルを選択します。

ステップ 3 新しい電話セキュリティプロファイルを作成した場合は、[電話セキュリティプロファイルタ
イプ（Phone Security Profile Type）]ドロップダウンリストから、お使いの電話モデルを選択
します。

ステップ 4 電話セキュリティプロファイルの [名前（Name）]を入力します。

ステップ 5 [デバイスセキュリティモード（Device Security Mode）]ドロップダウンリストから、[暗号
化済（Encrypted）]を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 スーパーバイザの電話機とエージェントの電話機の電話セキュリティプロファイルを設定する
まで、上記の手順を繰り返します。

電話へのセキュリティプロファイルの割り当て

次の手順を実行して、電話に電話セキュリティプロファイルを割り当てます。セキュアサイ

レントモニタリングを機能させるには、電話セキュリティプロファイルをエージェントの電

話とスーパーバイザの電話の両方に割り当てる必要があります。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。I [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、電話セキュリティプロファイルを設定するエージェント電話
を選択します。

ステップ 3 [デバイスセキュリティプロファイル（Device Security Profile）]ドロップダウンリストから、
設定した電話セキュリティプロファイルを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 スーパーバイザの電話に対しても、前述の手順を繰り返します。

Unified Contact Center Expressのサイレントモニタリングの設定
次の手順には、Cisco Finesseを介した Cisco Unified Contact Center Express設定のサイレントモ
ニタリングの例が含まれています。

始める前に

エージェントとスーパーバイザーの両方の電話機がCisco Finesseに対応していることを確認し
てください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-express/
products-device-support-tables-list.htmlの『Unified CCXソフトウェア互換性マトリクス』を参照
してください。

手順

ステップ 1 テストエージェントとスーパーバイザーを、Unified Contact Center Express上に設定します。

エージェントとスーパーバイザーの IP連絡先センター（IPCC）の内線番号は、一
意である必要があります。これは、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルー
トプランレポート（Route Plan Report）]の下にある Cisco Unified Communications
Managerから確認できます。

（注）

ステップ 2 エージェントの電話に組み込み型の Bridge（BIB）があることを確認します。これは、電話ま
たはクラスタレベルで行うことができます（デフォルトの [サービス（Service）]パラメータ
をオンに設定）。

ステップ 3 エージェントとして Finesseにログインします。

ステップ 4 Finesseにスーパーバイザーとしてログインし、スーパーバイザーが [NOT READY]になってい
ることを確認します。

ステップ 5 Resource Manager Contact Manager（RMCM）ユーザには、コールモニタリングとコール録音の
必須のロールがあることを確認します。標準のコンピュータテレフォニーインテグレーショ

ン（CTI）はコールモニタリングと録音を許可します。
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これは、RMCMユーザの最初のセットアップ時に、Unified Contact Center Expresに
よって自動的に実行されます。Cisco Unified Communications Managerの [アプリケー
ションユーザ（Application User）]ウィンドウでロールが存在することを確認しま
す。

（注）

ステップ 6 エージェントの回線のパーティションを含めるために、モニタリング用CSS（コーリングサー
チスペース）をスーパーバイザーの電話機に割り当てます。

ステップ 7 コールをエージェントログインにルーティングするには、Unified Contact Center Expressに電話
をかけます。エージェントが TALKING状態になったら、スーパーバイザーから、サイレント
モニタリングを開始します。その後、スーパーバイザーは、エージェントと発信者の間の会話

を聞くことができるようになります

サイレントモニタリングの連携動作

連携動作機能

モニタ対象のエージェントコールが通話保護モードになると、Unified
Communications Managerはモニタリングコールも通話保護モードにし
ます。

コールプリザベー

ション

Unified Communications Manager接続先のスーパーバイザデバイスが、
モニタされているエージェントのセキュリティ機能を超えている限

り、セキュアモニタリングセッションの転送をサポートします。

セキュアモニタリン

グコールの転送

録音およびモニタリングされるコールに関しては、録音トーンがモニ

タリングトーンよりも優先されます。コールの録音およびモニタが行

われると、録音トーンだけ再生されます。

録音トーン

セキュアトーンが設定されていてコールがセキュアな場合、モニタリ

ングトーンが設定されているかどうかに関係なく、コールの開始時に

コール参加者にセキュアトーンが再生されます。

セキュアトーンとモニタリングトーンの両方が設定されていると、

セキュアトーンが一度再生され、続いてモニタリングトーンが再生

されます。

セキュアトーン、モニタリングトーン、および録音トーンすべてが

設定されていて、コールが録音およびモニタされている場合、セキュ

アトーンが一度再生され、続いて録音トーンが再生されます。モニタ

リングトーンは再生されません。

セキュアトーン

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
147

モニタリングおよび録音

サイレントモニタリングの連携動作



サイレントモニタリングの制限事項

制限事項機能

Unified Communications Managerサイレントモニタリングを使用し
た割り込みはサポートされません。エージェントコールがモニタ

されている場合、共有回線からの割り込みコールが失敗します。

エージェントコールへの割り込みがすでに行われている場合、モ

ニタリングコールが失敗します。

割込み

Unified Communications Managerクラスタ間トランク経由でのセ
キュアなサイレントモニタリングの転送をサポートしません。

クラスタ間トランク経由で

のセキュアなサイレント

モニタリングの転送

スーパーバイザが非セキュアモードでログインし、エージェント

がMRAモードにログインすると、モニタリングは失敗します。

詳細については、「セキュアサイレントモニタリング」の項を参

照してください。

サイレントモニタリングの

制限事項
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第 12 章

録音（Recording）

•録音の概要（149ページ）
•録音の前提条件（153ページ）
•録音の設定タスクフロー（153ページ）
•録音コールフローの例（165ページ）
•録音の連携動作と制限事項（166ページ）

録音の概要
コール録音はUnified Communications Managerの機能の1つであり、これを利用すると録音サー
バでエージェントの会話を記録できます。コール録音は、コールセンターや金融機関などの企

業には不可欠な機能の 1つです。コール録音機能は、エージェントとエンドユーザメディア
ストリームのコピーを SIPトランク経由で録音サーバに送信します。幅広い音声分析アプリ
ケーションに適切に対応できるように、各メディアストリームは個別に送信されます。

Unified Communications Manager IPフォンベースまたはネットワークベースの録音機能を提供
します。

• IPフォンベースの録音では、録音メディアのソースは電話機です。電話機は、2つのメ
ディアストリームをレコーディングサーバに分岐させます。

•ネットワークベースの録音では、録音メディアのソースは電話機またはゲートウェイで
す。ネットワークベースの録音を実装する場合、ネットワーク内のゲートウェイは、SIP
トランクを介して Unified Communications Managerに接続する必要があります。

Unified Communications Manager単一クラスタと複数クラスタの両方の環境でコール録音をサ
ポートしており、以下の 3つの異なる録音モードを提供します。

•自動サイレント録音:自動サイレント録音では、ラインアピアランスのすべてのコールが
自動的に記録されます。Unified Communications Managerアクティブな録音セッションが確
立されていることを示す視覚的な通知なしで、録音セッションを自動的に起動します。

•選択的サイレント録音：スーパーバイザはCTI対応デスクトップを介して録音セッション
を開始または停止できます。また、レコーディングサーバは、事前に定義済みのビジネス
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ルールとイベントに基づいてセッションを起動できます。アクティブな録音セッションが

確立されたことを示す視覚的な表示は電話機上に出ません。

•選択的ユーザコールの録音：エージェントがどのコールを録音するかを選択できます。
エージェントは CTI対応デスクトップ経由か、ソフトキーまたはプログラム可能な回線
キーを使用して録音セッションを起動します。選択的ユーザ録音を使用すると、Cisco IP
Phone上に録音セッションのステータスメッセージが表示されます。

Unified Communications Manager 1つの録音サーバへの録音をサポートし、メディアプロキシと
して CUBEを使ってこれを展開することで、複数の録音サーバに録音できます。

•マルチフォーク録音では、Unified Communications Managerは SIPトランク経由で CUBE
メディアプロキシに接続します。CUBE Media Proxyサーバは電話とゲートウェイから 2
つのメディアストリームを受け取り、これらのメディアストリームを1つ以上の録音サー
バに同時に分岐します。

• 1つの録音サーバへの録音の場合、Unified Communications Managerは SIPトランク経由で
録音サーバに直接接続します。電話機またはゲートウェイは、2つのメディアストリーム
を録音サーバに分岐させます。

マルチフォーク録音

Unified Communications ManagerメディアプロキシとしてCisco Unified Border Element（CUBE）
を通じて同時マルチストリーム録音をサポートします。マルチフォーク録音では、録音スト

リームがCUBE Media Proxyサーバに送信され、このプロキシサーバがメディアストリームを
最大5つの録音サーバに同時にリレーします。これは、電話ベースの録音とネットワークベー
スの録音、さらに自動録音と選択録音の両方でサポートされています。

マルチフォーク機能には、次の利点があります。

•録音展開環境に冗長性とフェールオーバー機能を追加します。

•音声の分析とモニタリングのための追加メディアストリームを提供します。

•金融業界などの組織は、冗長性のために顧客からのコールを複数サーバに録音するよう義
務付けているMiFID要件に準拠できます。

マルチフォーク録音を実装する場合、ネットワークでSIPトランク経由でUnifiedCommunications
Managerに接続する CUBE Media Proxyサーバを設定する必要があります。

詳細については、『Cisco Unified Border Element Configuration Guide』の「CUBE Media Proxy」
のセクションを参照してください。

SIPトランク経由で Unified Communications Managerから CUBE Media Proxyサーバに接続する
には、Early Offerを使用して設定する必要があります。

（注）
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次の例は、CUBE Media Proxyを使用したマルチフォーク録音の電話ベースの録音を示してい
ます。

図 4 :電話ベースの録音

次の例は、CUBE Media Proxyを使用したマルチフォーク録音のネットワークベースの録音を
示しています。

図 5 :ネットワークベースのレコーディング

この方法の概要については、『Cisco Unified JTAPI Developers Guide for Cisco Unified
Communications ManagerRelease 12.5(1)』の「Cisco Device-Specific Extensions」セクションを参
照してください。

サポートされるプラットフォーム

CUBE Media Proxyサーバ経由でのマルチフォーク録音は、Cisco IOS XE Gibraltar Release 16.10.1
が実行されている次の Cisco Routerプラットフォームでサポートされます。

• Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータ（ISRR G3 - ISR4331、ISR4351、ISR4431、
ISR4451）。

• Ciscoアグリゲーションサービスルータ（ASR - ASR1001-X、ASR1002-X、ASR1004 with
RP2、ASR1006 with RP2）。

• Cisco Cloud Services Router（CSR 1000Vシリーズ）。
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CUBE Media Proxyを使用したマルチフォーク録音の制限事項

CUBE Media Proxyサーバ経由でのマルチフォーク録音では、次の機能はサポートされません。

•ビデオ録画。

•非セキュアコールのセキュアメディア（SRTP）分岐

• SRTPフォールバック。

•通話中のブロック。

録音メディアソースの選択

ネットワークベースの録音を設定すると、エージェントの電話回線の録音メディアの優先ソー

スとして電話またはゲートウェイを設定する必要があります。ただし、展開方法によっては、

Unified Communications Managerは録音メディアソースとして望ましい選択肢を選択しない可
能性があります。次の表に、Unified Communications Managerが録音メディアソースを選択す
る際のロジックを示します。

表 17 :録音メディアソースの選択

選択された優先メディ

アソース

コールパスのゲート

ウェイか?
メディアタイプ

（Media Type）
優先メディアソース

ゲートウェイはい非セキュア（RTP）ゲートウェイ

電話いいえ

電話はいセキュア（sRTP）

電話いいえ

電話はい非セキュア（RTP）電話

電話いいえ

電話はいセキュア（sRTP）

電話いいえ

最初の選択が利用できない場合の代替録音メディアソース

Unified Communications Managerが選択する録音メディアソースが使用不可の場合、Unified
Communications Managerは代替ソースの利用を試みます。次の表に、Unified Communications
Managerが録音メディアの代替ソースを選択するために使用するロジックを示します。
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表 18 :最初の選択が利用できない場合の代替録音メディアソース

電話を優先ゲートウェイを優先選択された優先メディアソー

ス

電話コールパスの最初のゲート

ウェイ

最初の試行

コールパスの最初のゲート

ウェイ

コールパスの最後のゲート

ウェイ

2番目の試行

コールパスの最後のゲート

ウェイ

電話3番目の試行

録音の前提条件
• Cisco Unified IP Phoneサポート：録音をサポートしている Cisco Unified IP Phoneのリスト
を表示するには、Cisco Unified Reportingにログインして、[Unified CM Phone機能一覧
（Unified CM Phone Feature List）]レポートを実行し、機能として [録音（Record）]を選
択します。詳細な手順については、電話機能一覧の生成（1ページ）を参照してくださ
い。

•ゲートウェイの対応機種：録音に対応しているゲートウェイの詳細については、
https://developer.cisco.com/web/sip/wiki/-/wiki/Main/
Unified+CM+Recording+Gateway+Requirementsを参照してください。

•マルチストリーム録音を設定する場合は、CUBE Media Proxyを展開して設定します。詳
細については、『Cisco Unified Border Element Configuration Guide』の「CUBE Media Proxy」
のセクションを参照してください。

録音の設定タスクフロー

始める前に

手順

目的コマンドまたはアクション

録音プロファイルを作成します。録音プロファイルの作成（154ページ）ステップ 1

オプションレコーダーに会議ブリッジ

IDを提供する場合は、SIPプロファイル
を設定します。

録音に使用するSIPプロファイルの設定
（155ページ）

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

レコーダーサーバまたは CUBE Media
Proxyを SIPトランクデバイスとして設
定します。

録音に使用するSIPトランクの設定（156
ページ）

ステップ 3

レコーダーサーバまたは CUBE Media
Proxyにルーティングするルートパター
ンを作成します。

録音のルートパターンの設定（157ペー
ジ）

ステップ 4

録音用のエージェント電話回線を設定し

ます。

録音のためのエージェントプロファイ

ル回線の設定（157ページ）
ステップ 5

エージェントの電話を録音メディアの

ソースとして使用するには、電話のビル

エージェントの電話のビルトインブリッ

ジを有効にします。次のいずれかのタス

ステップ 6

トインブリッジを録音用に有効にするクを実行して、録音用のビルトインブ

リッジを有効にします。 必要があります。サービスパラメータ

を使用して、ビルトインブリッジのデ•クラスタでの組み込みブリッジの有
効化 （158ページ） フォルトをクラスタ全体に設定したり、

個々の電話のビルトインブリッジを有

効にしたりできます。
•電話での組み込みブリッジの有効化
（158ページ）

個々の電話のビルトインブ

リッジの設定により、クラ

スタ全体のデフォルトが

オーバーライドされます。

（注）

ゲートウェイにユニファイドコミュニ

ケーションのサービスを設定します。

録音向けのゲートウェイの有効化（159
ページ）

ステップ 7

通話の録音時に、通知音を再生するかど

うかを設定します。

録音通知トーンの設定（160ページ）ステップ 8

電話の [録音（Record）]機能ボタンまた
はソフトキーを設定します。

電話で機能ボタンを使用するか、ソフト

キーを使用するかに応じて、次のいずれ

かの手順を実行します。

ステップ 9

•録音機能ボタンの設定（160ペー
ジ）

• [録音（Record）]ソフトキーの設定
（162ページ）

録音プロファイルの作成

この手順を使用して、録音プロファイルを作成します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（DeviceSettings）] > [録音プロファイル（RecordingProfile）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、録音プロファイルの名前を入力します。

ステップ 4 [録音コーリングサーチスペース（Recording Calling Search Space）]フィールドで、レコーディ
ングサーバ用に設定されたルートパターンを持つパーティションを含むコーリングサーチス

ペースを選択します。

ステップ 5 [録音接続先アドレス（Recording Destination Address）]フィールドに、録音サーバの電話番号
または URL、または CUBE Media Proxyサーバの URLを入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

録音に使用する SIPプロファイルの設定
この手順を使用して、会議ブリッジ IDをレコーダーに配信し、SIPプロファイルを設定しま
す。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]。

ステップ 2 ネットワークに使用する SIPプロファイルを選択します。

ステップ 3 [音声コールとビデオコールに対する早期オファーサポート（Early Offer Support for Voice and
Video calls）]フィールドの値を設定します。Early Offerサポートのために、Unified
Communications Managerから CUBE Media Proxyサーバへの SIPトランクを有効にする必要が
あります。設定オプションは、[BestEffort（MTPの挿入なし）（BestEffort (noMTPinserted)）]
と [Mandatory（必要に応じてMTPを挿入）（Mandatory (insert MTP if needed)）]です。

SIPトランクで [必須（必要に応じてMTPを挿入）（Mandatory (insert MTP if needed)）]
を有効にすることをお勧めします。

（注）

ステップ 4 [会議ブリッジ IDを配信する（Deliver Conference Bridge Identifier）]チェックボックスをオン
にします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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録音に使用する SIPトランクの設定
[ SIPトランクの設定 (SIP Trunk Configuration )]ウィンドウで録音サーバの情報を割り当てる
には、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス(Device)] > [トランク(Trunk)]。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [トランクタイプ（Trunk Type）]ドロップダウンリストから [SIPトランク（SIP Trunk）]を選
択します。

[デバイスプロトコル（Device Protocol）]が SIPに自動的に取り込まれます。これが使用可能
な唯一のオプションです。

ステップ 4 [トランクサービスタイプ（Trunk Service Type）]ドロップダウンリストから、ネットワーク
で使用するサービスタイプを選択します。デフォルト値は [なし（None）]です。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [SIP情報（SIP Information）]ペインの [接続先アドレス（Destination Address）]フィールド
に、録音サーバまたは CUBE Media Proxyの IPアドレス、完全修飾ドメイン名、または DNS
SRVを入力します。

ステップ 7 [SIP情報（SIP Information）]ペインの [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリ
ストから、ネットワークで使用する SIPプロファイルを選択します。

ステップ 8 [録画情報（Recording Information）]ペインから、次のいずれかのオプションを選択します。

•なし—トランクは録音には使用されません。
•このトランクは録音対応ゲートウェイに接続します。
•このトランクは録音対応ゲートウェイのある他のクラスタに接続します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

Unified Communications ManagerからMedia Proxyへの SIPトランクに使用される
SIPプロファイルで、このトランクが早期オファーサポートのために有効になって
いる必要があります。設定オプションは [必須（必要に応じてMTPを挿入）
（Mandatory (insert MTP if needed)）]と [ベストエフォート（MTPの挿入なし）（Best
Effort (no MTP inserted)）]です。

（注）
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録音のルートパターンの設定

この手順を使用して、レコーダーに固有のルートパターンの設定を説明します。録音サーバま

たは CUBE Media Proxyサーバにルーティングするルートパターンを設定する必要がありま
す。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route
Pattern）]。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいルートパターンを作成します。

ステップ 3 [ルートパターンの設定（Route Pattern Configuration）]ウィンドウ内の各フィールドを設定
します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してく

ださい。

ステップ 4 通話録音するには、次のフィールドに値を入力します。

• [パターン（Pattern）] —録音プロファイルから録画宛先アドレスに一致するパターンを入
力します。

• [ゲートウェイ/ルートリスト（Gateway/Route List）] —レコーディングサーバまでを示し
た SIPトランクまたはルートリストを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

録音のためのエージェントプロファイル回線の設定

この手順を使用して、録音用のエージェント電話回線を設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 エージェントの電話を選択します。

ステップ 4 左側の [関連付け（Association）]ペインで、エージェントの電話回線をクリックして、設定を
表示します。

ステップ 5 [録音オプション（Recording Option）]ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれ
かを選択します。

• [通話録音の無効化（Call Recording Disabled）]：この電話回線の通話は録音されません。
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• [通話録音の自動有効化（Automatic Call Recording Enabled）]：この電話回線の通話はすべ
て録音されます。

• [通話録音の選択的有効化（Selective Call Recording Enabled）]：この電話回線の選択された
通話のみ録音されます。

ステップ 6 [録音プロファイル（Recording Profile）]ドロップダウンリストから、エージェントに対して
設定されている録音プロファイルを選択します。

ステップ 7 [録音メディアソース（Recording Media Source）]ドロップダウンリストから、録音メディア
の優先ソースとしてゲートウェイまたは電話を使用するかどうかを選択します。

ステップ 8 マルチレベル優先順位およびプリエンプション（MLPP）も設定している場合は、[話中トリ
ガー（Busy Trigger）]フィールドを最小値の 3に設定します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

クラスタでの組み込みブリッジの有効化

エージェントの電話を録音メディアソースとして使用するには、この手順を使用して、電話の

ビルトインブリッジを有効にします。

組み込みブリッジのクラスタ全体のサービスパラメータを有効に設定すると、クラスタ内のす

べての電話で組み込みブリッジのデフォルト設定が有効に変わります。ただし、個々の電話の

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウでの [組み込み型ブリッジ（Built-in-Bridge）]
の設定は、該当する電話でデフォルトオプションが選択されていない場合、クラスタ全体の

サービスパラメータ設定を上書きします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、CallManagerサービスが実行されているサーバ
を選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 [有効な組み込みブリッジ（Builtin Bridge Enable）]サービスパラメータを [オン（On）]に設
定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

電話での組み込みブリッジの有効化

個々の電話機で組み込みブリッジを有効にするには、次の手順を使用します。デフォルトのオ

プションが選択されていない場合、[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [組み
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込みブリッジ設定（Built in Bridge setting）]がクラスタ全体のサービスパラメータを上書きし
ます。

必要に応じて、サービスパラメータを使用して、クラスタ全体での組み込みブリッジのデフォ

ルトを設定します。詳細については、クラスタでの組み込みブリッジの有効化（158ページ）
を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックして、エージェントの電話を選択します。

ステップ 3 [組み込みブリッジ（Built in Bridge）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプション
を選択します。

• [オン（On）]：組み込みブリッジが有効になります。
• [オフ（Off）]：組み込みブリッジが無効になります。
• [デフォルト（Default）]：[組み込みブリッジの有効化（Builtin Bridge Enable）]クラスタ
全体サービスパラメータの設定が使用されます。

レコーディングは、Built-in-Bridgeがオンで、[メディアターミネーションポイント
が必要 (Media Termination Point Required]チェックボックスをオンにすると失敗
する可能性があります。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

録音向けのゲートウェイの有効化

この手順を使用して、記録するゲートウェイを設定します。ユニファイドコミュニケーション

ゲートウェイサービスを有効にする必要があります。次のタスクフローには、ユニファイド

コミュニケーションゲートウェイサービスを有効にするためのプロセスの概要が含まれてい

ます。

手順

ステップ 1 デバイスで Unified Communications Manager IOSサービスを設定します。

ステップ 2 XMFプロバイダーを設定します。

ステップ 3 ユニファイドコミュニケーションゲートウェイサービスを確認します。

例を含む詳細な設定手順については、次のいずれかのドキュメントの「Cisco Unified
Communicationsゲートウェイサービス」の章を参照してください。
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• ASRルータの詳細については、『Cisco Unified Border Element（Enterprise）
Protocol-Independent Features and Setup Configuration Guide』を参照してください。Cisco IOS
XEリリース 35。

• ISRルータの詳細については、『Cisco Unified Border Element Protocol-Independent Features
and Setup Configuration Guide, Cisco IOS Release 15M&amp;T』を参照してください。

録音通知トーンの設定

この手順を使用して、通話の録音時に、通知音を再生するかどうかを設定します。法的なコン

プライアンスのため、周期的なトーンの形で明確な通知をエージェント、発信者、またはその

両方に聴覚的に伝達し、録音セッションが進行中であることを示すことができます。このトー

ンを無効にすることもできます。

録音トーンとモニタリングトーンの両方の設定が同じコールに対して有効になっている場合、

録音トーンの設定は、モニタリングトーンの設定を上書きします。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco CallManagerサービスを実行している
サーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 通知トーンをエージェントに対して再生するには、[録音通知トーンを監視対象のターゲット
（エージェント）に対して再生する（Play Recording Notification Tone to Observed Target (agent)）]
サービスパラメータを [True]に設定します。

ステップ 5 通知トーンを顧客に対して再生するには、[録音通知トーンを監視対象の接続済み参加者（顧
客）に対して再生する（Play Recording Notification Tone To Observed Connected Parties (customer)）]
サービスパラメータを [True]に設定します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

録音機能ボタンの設定

電話が機能ボタンを使用する場合は、この手順を使用して、録音機能ボタンを電話に割り当て

ます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

[録音（Record）]ボタンを含む電話ボタ
ンテンプレートを設定します。

録音の電話ボタンテンプレートの設定

（161ページ）
ステップ 1

録音用に作成した電話ボタンテンプレー

トを電話に関連付けます。

電話と電話ボタンテンプレートの関連

付け（162ページ）
ステップ 2

録音の電話ボタンテンプレートの設定

この手順を使用して、録音機能ボタンを含む電話ボタンテンプレートを作成します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックして、サポートされる電話テンプレートのリストを表示します。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成する場合は、この手順を実行します。それ以外の場合
は、次のステップに進みます。

a) 電話機モデルのデフォルトのテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックしま
す。

b) [電話ボタンテンプレート情報（Phone Button Templates Information）]フィールドに、テン
プレートの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存のテンプレートを選択します。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
161

モニタリングおよび録音

録音の電話ボタンテンプレートの設定



電話と電話ボタンテンプレートの関連付け

この手順を使用して、電話の [録音（Record）]ボタン用に作成した電話ボタンテンプレート
を関連付けます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、設定済みの電話のリストを表示します。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボ
タンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボッ
クスが表示されます。

[録音（Record）]ソフトキーの設定
電話機がソフトキーを使用している場合は、次の手順を使用して電話機に [録音 (Record)]ソフ
トキーを追加します。[録音（Record）]ソフトキーは機能ハードキーテンプレートを備えた
Cisco Chaperone Phoneに接続されたコールの状態にのみ使用できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

[録音（Record）]ソフトキーが含まれた
ソフトキーテンプレートを設定します。

録音のソフトキーテンプレートの設定

（163ページ）
ステップ 1

ソフトキーテンプレートを電話に直接、

または共通デバイス設定に関連付けま

次のいずれかの手順を実行します。ステップ 2

•電話機とソフトキーテンプレート
の関連付け（164ページ） す。そのあとに、共通デバイス設定を電

話機のグループに関連付けることができ

ます。
•共通デバイス設定とソフトキーテ
ンプレートの関連付け（164ペー
ジ）
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録音のソフトキーテンプレートの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]を選択します。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、

次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新
しい名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 必要な既存のテンプレートを選択します。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックスをオンに
し、このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定

した場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削

除することができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウ
トの設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソ
フトキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択
し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフト
キーを移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態でのソフトキーを表示するには、前述のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 10 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。詳細については、「共通デバイス設定へのソフトキー
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テンプレートの追加」と「電話機のセクションとソフトキーテンプレートの関連付け」を

参照してください。

電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

この手順を使用して、[録音（Record）]ソフトキーが含まれているソフトキーテンプレートを
電話機に直接関連付けることによって、電話機に [録音（Record）]ソフトキーを割り当てるこ
とができます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ソフトキーテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキー
が含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

この手順を使用して、共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを関連付けることにより、

電話に [録音（Record）]ソフトキーを追加します。

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定へのソフトキーテン

プレートの追加（164ページ）
ステップ 1

電話への共通デバイス設定の追加（165
ページ）

ステップ 2

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]を選択します。
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ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、この手
順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存の共通デバイス設定をクリックします。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソ
フトキーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再
起動します。

電話への共通デバイス設定の追加

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックし、ソフトキーテンプレートを追加する電話デバイスを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフ
トキーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

録音コールフローの例
ネットワークベースのコール録音と IPフォンベースのコール録音の両方のコールフローの例
については、次の URLにある「Call Recording Examples for Network-Based and Phone-Based
Recording」を参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/configExamples/cucm_b_
recording-use-cases.html
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録音の連携動作と制限事項

連携動作と制限事項機能

録音およびモニタリングされるコールに関しては、録音トーンがモニ

タリングトーンよりも優先されます。両方が設定されていて、コー

ルの録音およびモニタリングの両方が行われる場合、録音トーンが再

生されます。

モニタリングトーン

（Monitoring Tones）

また、Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）も設定している場
合、録音を行うエージェント電話回線の [ビジートリガー（Busy
Trigger）]の設定は少なくとも 3に設定する必要があります。

Multilevel Precedence
and Preemption
（MLPP）

セキュアトーンが設定されている場合、録音トーンが設定されてい

るかどうかに関わらず、通話の両側でセキュアコールの最初にセキュ

アトーンが再生されます。

セキュアトーンと録音トーンの両方が設定されていてコールがセキュ

アである場合、コールの最初にセキュアトーンが 1回再生され、続
いて録音トーンが再生されます。

セキュアトーン、録音トーン、モリタリングトーンのすべてが設定

されており、コールがセキュアで録音とモニタリングが行われる場

合、セキュアトーンが 1回再生され、続いて録音トーンが再生され
ます。モニタリングトーンは再生されません。

セキュアトーン

エージェント：Customer Voice Portalを経由してルーティングされる
顧客のコールは、エージェントの電話機を録音ソースとして使用して

録音できます。

Customer Voice Portal

ゲートウェイを録音ソースとして使用している場合、Unified
Communications Managerとゲートウェイの間に SIPプロキシサーバを
配置することはできません。

SIPプロキシサーバ

録音のセッションはそれぞれ Busy Hour Call Completion（BHCC）の
レートに 2コールを追加し、CTIリソースへの影響を最小限に抑えま
す。

Busy Hour Call
Completionレート
（Busy Hour Call
Completion Rate）
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連携動作と制限事項機能

選択的な録音が設定されている場合、Media Senseサーバでは転送中
のコンサルトコールは録音されません。たとえば、エージェントと

顧客間のコールが録音中であり、エージェントが次のエージェントに

コールの転送を開始した場合、コールが転送される前にこの 2つの
エージェント間で発生するコンサルトコールは録音されません。

コンサルトコールが必ず録音されるようにするには、エージェント

はコンサルトコールの開始時に [録音（Record）]ソフトキーを押す
必要があります。

Media Senseを使用し
た選択的な録音

認証された電話の通話を録音するには、Cisco Unified CM Serviceの
[パラメータ（Parameter）]ページで、[認証済み電話の録音
（Authenticated Phone Recording）]フィールドを [録音の許可（Allow
Recording）]に設定します。デフォルト値は [録音を許可しない (Do
Not Allow)]です。Unified Communications Manager非セキュアレコー
ダーを使用しているときに、認証された電話機のコール録音を許可し

ます。安全なレコーダーの場合、レコーダーが Secure Real-Time
Transport protocol（SRTP）フォールバックをサポートしている場合に
のみ、録音できます。

認証された電話での録

音

Skinny Client Control Protocol（SCCP）電話は、録音が有効であり、
Unified Communications Managerで会議の選択と参加が実行されると、
1つのコーデックをアドバタイズします。

会議の選択と参加での

コールの自動録音のた

めのコーデックロック

エージェントがコールを保留にすると録音コールは存続しない

エージェントがコールを保留にすると録音コールは中断され、エージェントがコールを再開す

ると録音コールが再開されます。
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図 6 :エージェントがコールを保留にすると録音コールは存続しない
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第 VI 部

コールセンター機能
•エージェントのグリーティング （171ページ）
• Auto-Attendant （175ページ）
• Manager Assistant （185ページ）





第 13 章

エージェントのグリーティング

•エージェントグリーティングの概要（171ページ）
•エージェントグリーティングの前提条件（171ページ）
•エージェントのグリーティング設定のタスクフロー（172ページ）
•エージェントグリーティングのトラブルシューティング（174ページ）

エージェントグリーティングの概要
エージェントグリーティングにより、Unified Communications Managerは、エージェントデバ
イスへのメディア接続が成功した後で、録音済みのアナウンスを自動的に再生できます。エー

ジェントグリーティングは、エージェント側にもカスタマー側にも聞こえます。

グリーティングの録音プロセスは、ボイスメールのメッセージの録音に似ています。コンタク

トセンターのセットアップ方法に応じて、発信者のタイプごとに再生される異なるグリーティ

ングを録音できます（たとえば、英語を話す人には英語のグリーティング、イタリア語を話す

人にはイタリア語のグリーティングなど）。

デフォルトでは、エージェントデスクトップにログインするときにエージェントグリーティ

ングが有効になりますが、必要に応じてオフまたはオンにできます。

エージェントグリーティングの前提条件
• Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール。『Cisco Unified Contact Center Enterprise

Installation and Upgrade Guide』を参照してください。

• Cisco Unified Customer Voice Portalのインストール。『Installation and Upgrade Guide for Cisco
Unified Customer Voice Portal』を参照してください。

•ビルトインブリッジを有効にしてください。詳細を表示するには、ビルトインブリッジ
の設定（173ページ）を参照してください。
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エージェントのグリーティング設定のタスクフロー
エージェントのグリーティング設定タスクは、Cisco Unified Contact Center Enterprise（Unified
CCE）および Cisco Unified Customer Voice Portal（Unified CVP）で完了します。次のタスクの
詳細な手順を表示するには、『Cisco Unified Contact Center Enterprise Features Guide』の「Agent
Greeting」セクションを参照してください。

始める前に

•エージェントグリーティングの前提条件（171ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

エージェントのグリーティングは

Unified CVPメディアサーバを使用し
エージェントのグリーティングのメ

ディアサーバを設定します。

ステップ 1

て、プロンプトおよびグリーティング

ファイルを格納して提供します。
•メディアサーバとして機能する
サーバを設定します。

• Unified CVPでメディアサーバを
追加します。

•ファイルを記述するメディアサー
バを設定します。

Unified CVP Release 9.0(1)と共に出荷さ
れる .tclスクリプトファイルには、

Voice Extensible Markup Language
（VXML）ゲートウェイに .tclスクリ
プトを再パブリッシュします。

ステップ 2

エージェントのグリーティングをサ

ポートするための更新が含まれていま

す。これらの更新されたファイルを

VXMLゲートウェイに再パブリッシュ
する必要があります。

VXMLゲートウェイへのスクリプトの
再パブリッシュは Unified CVPアップ
グレードでの標準作業です。Unified
CVPのアップグレードとスクリプトの
再パブリッシュを行わなかった場合、

エージェントのグリーティングを使用

する前にスクリプトを再パブリッシュ

する必要があります。

十分なパフォーマンスを保証するに

は、VXMLゲートウェイで最大に許容
VXMLゲートウェイのキャッシュサイ
ズを設定します。

ステップ 3

されるキャッシュのサイズを設定しま

す。最大サイズは 100メガバイトで
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目的コマンドまたはアクション

す。デフォルトは15キロバイトです。
VXMLゲートウェイで最大に許容され
るキャッシュのサイズの設定に失敗す

ると、メディアサーバへのトラフィッ

クの増加に対するパフォーマンスが遅

くなる可能性があります。

エージェントがグリーティングの録音

時に聞く各ボイスプロンプトのオー

ディオファイルを作成します。

グリーティングを録音するためのボイ

スプロンプトを作成します。

ステップ 4

エージェントのグリーティングの録音

および再生を完了します。

コールタイプを設定します。ステップ 5

エージェントのグリーティングの録音

および再生を完了します。

着信番号を設定します。ステップ 6

スクリプトをスケジュールします。ステップ 7

Unified CVPと対話するためのエージェ
ントのグリーティングレコードとプレ

ネットワーク VRUスクリプトを定義
します。

ステップ 8

イスクリプトの場合、ネットワーク

VRUスクリプトが必要です。

（オプション）サンプルのエージェン

トグリーティングのスクリプトをイン

ポートします。

ステップ 9

エージェントグリーティングの再生ス

クリプトを使用するためにUnified CCE
Unified CCEコールルーティングスク
リプトを変更します。

ステップ 10

コールルーティングスクリプトを変更

します。

ビルトインブリッジの設定

個々の電話の [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [組み込みブリッジ（Built in
Bridge）]フィールドの設定は、[組み込みブリッジの有効化（Builtin Bridge Enable）]クラスタ
全体サービスパラメータの設定を上書きします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックして、エージェントの電話を選択します。
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ステップ 3 [組み込みブリッジ（Built in Bridge）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプション
を選択します。

• [オン（On）]：組み込みブリッジが有効になります。
• [オフ（Off）]：組み込みブリッジが無効になります。
• [デフォルト（Default）]：[組み込みブリッジの有効化（Builtin Bridge Enable）]クラスタ
全体サービスパラメータの設定が使用されます。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

エージェントグリーティングのトラブルシューティング
エージェントグリーティングの問題をトラブルシューティングする方法については、『Agent
Greeting and Whisper Announcement Feature Guide for Cisco Unified Contact Center Enterprise Guide』
の「「Troubleshooting Agent Greeting」」の章を参照してください。
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第 14 章

Auto-Attendant

•自動応答の概要（175ページ）
• Cisco Unity Connectionの設定（176ページ）
• Cisco Unified CCXの設定（181ページ）
• Cisco Unity Expressの設定（184ページ）

自動応答の概要
自動応答により、発信者は受付と対話せずに組織内のユーザを見つけることができます。発信

者に対して再生される音声ガイダンスをカスタマイズできます。

自動応答は Unified Communications Managerと連携して、特定の内線番号へのコールを受信し
ます。このソフトウェアは、発信者と対話し、連絡しようとしている組織内の通話相手の内線

番号を発信者が検索して選択できるようにします。

自動応答には次の機能があります。

•通話に応答する

•ユーザが設定可能なウェルカム音声ガイダンスを再生します。

•発信者に次の 3つのアクションの 1つを実行するように求めるメインメニューの音声ガイ
ダンスを再生します。

•オペレータにつなぐ場合は「0」を押します。

•内線番号を入力する場合は「1」を押します。

•名前をスペルで入力する場合は「2」を押します。

発信者が名前をスペルで入力することを選択した場合（2を押した場合）、システム
は入力された文字を、使用可能な内線番号に設定されている名前と比較します。結果

は次のいずれかになります。

•一致する名前が存在する場合、システムは一致したユーザへの転送をアナウンス
し、発信者がデュアルトーン多重周波数（DTMF）キーを押して転送を停止でき
るよう 2秒間待機します。発信者が転送を停止しない場合は、明示的な確認を行
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います（名前を確認する音声ガイダンスを再生し、そのユーザのプライマリエク

ステンションにコールを転送します）。

•複数のユーザに一致した場合、システムは正しい内線番号を選択するよう発信者
に求めます。

•非常に多くのユーザが一致する場合、システムはさらに文字を入力するよう発信
者に求めます。

•一致する名前が存在しない場合、つまりユーザが誤ったオプションを押した場合
には、システムは音声ガイダンスでユーザが誤ったオプションを押したことを通

知し、ユーザに対し正しいオプションを押すように指示します。

•発信者が接続先を指定した場合、システムはコールを転送します。

•回線が通話中であるか、現在使用されていない場合、システムは発信者に通知し、メイン
メニューの音声ガイダンスを再生します。

自動応答ソリューションは、次のように、自動音声応答機能を備えたさまざまなシスコ製品を

使用して 3通りの方法で導入できます。

• Cisco Unity Connection（CUC）を使用した自動応答：顧客に最も広く利用されている自動
応答ソリューション構成です。

• Cisco Unified Contact Center Express（Unified CCX）を使用した自動応答

• Cisco Unity Express（CUE）を使用した自動応答

Cisco Unity Connectionの設定
Cisco Unity Connectionサーバは、外部発信者と内部発信者の両方に自動応答機能を提供しま
す。自動応答機能では、オペレータや受付が介入することなく、発信者が内線番号に自動で転

送されます。

自動応答機能にはメニューシステムがあります。また、発信者が特定の番号（通常は「「0」」）
をダイヤルして実際のオペレータに接続することもできます。個々のサイトロケーションをサ

ポートするために、複数の自動応答機能を実装できます。Cisco Unity Connectionでは、自動応
答はカスタムアプリケーションツリー構造になっています。この構造は、複数のコールハン

ドラを作成してリンクすることで作成されます。自動応答は、入力点と出口点、および発信者

が選択する DTMF入力に基づく中間ルーティング決定によって定義されます。

自動応答のデフォルトの動作と例の詳細については、『System Administration Guide for Cisco
Unity Connection』を参照してください。

Cisco Unity Connectionの設定タスクフロー
このタスクフローを使用して、Cisco Unity Connectionを使用する自動応答を設定できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified
CM Administration）]で、このタスクを

CTIルートポイントの設定（178ペー
ジ）

ステップ 1

実行します。企業のダイヤルイン

（DID）番号（ボード番号）にマッピン
グする CTIルートポイントを作成しま
す。

コールハンドラは、コールへの応答、

録音済みプロンプトによる発信者へのグ

自動応答システムコールハンドラの設

定（179ページ）
ステップ 2

リーティング、発信者への情報およびオ

プションの提供、コールのルーティン

グ、およびメッセージの取得を行いま

す。

[編集（Edit）] > [グリー
ティング（Greetings）]の順
に選択することによって、

自動応答コールハンドラの

グリーティングをカスタマ

イズできます。グリーティ

ングのカスタマイズの詳細

については、『System
Administration Guide for Cisco
Unity Connection』を参照し
てください。

（注）

発信者入力オプションを使用すると、

ユーザの内線番号、緊急連絡先番号、

発信者入力オプションの設定（179ペー
ジ）

ステップ 3

コールハンドラ、インタビューハンド

ラ、またはディレクトリハンドラを表

す単一の数字を指定できます。発信者が

完全な内線番号を入力する代わりに、

コールハンドラグリーティングの途中

で単一のキーを押すと、それに応じて

Cisco Unity Connectionが応答します。さ
まざまな異なるキーを発信者入力オプ

ションとして設定することで、コール

ハンドラグリーティングで発信者に選

択メニューが提供されます。

コールハンドラグリーティング中に発

信者がオペレータと会話できるようにす

オペレータコールハンドラの内線番号

の設定（180ページ）
ステップ 4

るには、オペレータの内線番号を設定し

ます。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
177

コールセンター機能

Cisco Unity Connectionの設定タスクフロー

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/products-maintenance-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/products-maintenance-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/products-maintenance-guides-list.html


目的コマンドまたはアクション

発信者がオペレータと会話するために0
を押したときにコールがオペレータに転

オペレータの標準コール転送の変更

（180ページ）
ステップ 5

送されるようにするには、標準コール転

送ルールを変更します。

デフォルトのシステム転送規制テーブル

を更新します。デフォルトのシステム転

デフォルトのシステム転送規制テーブル

の更新（181ページ）
ステップ 6

送規制テーブルでは、識別できない発信

者を指定した番号に転送するための発信

者システム転送に使用できる番号を制限

します。

CTIルートポイントの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route Point）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [デバイス名（Device Name）]フィールドに、ルートポイントのデバイス名を入力します

ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストから、[デフォルト（Default）]を選択
します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
「Add successful」というメッセージが表示されます。

ステップ 6 [割り当て（Association）]エリアで、[回線 [1] -新規 DNを追加（Line [1] - Add a new DN）]を
クリックします。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 [電話番号（Directory Number）]フィールドに、会社の DNDと一致する電話番号を入力しま
す。

ステップ 8 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストから、必要なルートパーティ
ションを選択します。

ステップ 9 [コール転送とコールピックアップの設定（Call Forward and Call Pickup Settings）]エリアで、
[すべて転送（Forward All）]に関して、適切なコーリングサーチスペースを選択し、[ボイス
メール（Voice Mail）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。
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自動応答システムコールハンドラの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connectionの管理で、左側の [Cisco Unity Connection]ツリーから、[コール管理（Call
Management）]に移動し、[システムコールハンドラ（System Call Handlers）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[新しいコールハンドラ（New Call Handler）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [表示名（Display Name）]フィールドに「AutoAttendant」と入力します。

ステップ 4 [拡張（Extension）]フィールドに、CTIルートポイントに関して指定したものと同じ内線番号
を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
[コールハンドラの基本設定の編集（自動アテンダント）（Edit Call Handler Basics
(AutoAttendant)）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 必須フィールドを編集して [保存（Save）]をクリックします。

発信者入力オプションの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connectionの管理で、左側の [Cisco Unity Connection]ツリーから、[コール管理（Call
Management）]に移動し、[システムコールハンドラ（System Call Handlers）]を選択します。

ステップ 2 [AutoAttendant]をクリックします。
[コールハンドラの基本情報の編集（AutoAttendant）（Edit Call Handler Basics (AutoAttendant)）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [編集（Edit）] > [発信者入力（Caller Inputs）]を選択します。
[発信者入力（Caller Input）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [キー（Key）]列で [0]をクリックします。
[発信者入力の編集（0）（Edit Caller Input (0)）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [コールハンドラ（Call Handler）]オプションボタンをクリックし、ドロップダウンリストか
ら [オペレータ（Operator）]を選択して、[転送試行（Attempt Transfer）]オプションボタンを
クリックします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
「更新された発信者入力（Updated Caller Input）」ステータスメッセージが表示されま
す。

ステップ 7 [編集（Edit）] > [発信者入力（Caller Inputs）]を選択します。
[発信者入力（Caller Input）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 [キー（Key）]列で [1]をクリックします。
[発信者入力の編集（0）（Edit Caller Input (0)）]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 9 [メッセージ交換（Conversation）]オプションボタンで、ドロップダウンリストから [発信者
のシステム転送（Caller System Transfer）]を選択します。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。
「更新された発信者入力（Updated Caller Input）」ステータスメッセージが表示されま
す。

オペレータコールハンドラの内線番号の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connectionの管理で、左側の [Cisco Unity Connection]ツリーから、[コール管理（Call
Management）]に移動し、[システムコールハンドラ（System Call Handlers）]を選択します。

ステップ 2 [オペレータ（Operator）]をクリックします。
[コールハンドラの基本設定の編集（Edit Call Handler Basics）]（オペレータ）ウィンドウが表
示されます。

ステップ 3 オペレータの内線番号を [内線番号（Extension）]フィールドに入力し、[保存（Save）]をク
リックします。

「更新された発信者入力（Updated Caller Input）」ステータスメッセージが表示されま
す。

オペレータの標準コール転送の変更

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connectionの管理で、左側の [Cisco Unity Connection]ツリーから、[コール管理（Call
Management）]に移動し、[システムコールハンドラ（System Call Handlers）]を選択します。

ステップ 2 [オペレータ（Operator）]をクリックします。
[コールハンドラの基本設定の編集（Edit Call Handler Basics）]（オペレータ）ウィンドウが表
示されます。

ステップ 3 [編集（Edit）]メニューで、[転送ルール（Transfer Rules）]を選択します。
[転送ルール（Transfer Rules）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [標準（Standard）]をクリックします。
[転送ルールの編集（標準）（Edit Transfer Rule (Standard)）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [コールの転送先（Transfer Calls to）]オプションで、[内線（Extension）]オプションボタンを
クリックしてから、設定したオペレータ内線番号を入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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デフォルトのシステム転送規制テーブルの更新

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationの左側にある Cisco Unity Connectionツリーで、[システム
設定（System Settings）]に移動し、[規制テーブル（Restriction Tables）]を選択します。

ステップ 2 [デフォルトのシステム転送（Default System Transfer）]をクリックします。
[規制テーブルの基本の編集（デフォルトのシステム転送）（Edit Restriction Table Basics (Default
System Transfer)）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [順番（Order）]列の 6に関して [ブロック（Blocked）]列のチェックボックスをオフにしま
す。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Unity Connection自動応答のトラブルシューティング
Cisco Unity Connectionを使用した自動応答のトラブルシューティングの詳細については、次の
参照先を参照してください。

• http://www.cisco.com/c/en/us/support/docs/voice-unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/107517-calltrf.html

• http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/8x/troubleshooting/guide/8xcuctsgx/
8xcuctsg110.html

• http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/8x/troubleshooting/guide/8xcuctsgx/
8xcuctsg040.html

• http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/8x/troubleshooting/guide/8xcuctsgx/
8xcuctsg180.html

Cisco Unified CCXの設定
自動応答は、Cisco Unified Contact Center Express（統合 CCX）の 5シートバンドルに標準とし
て組み込まれています。

Unified Communications Managerでサポートされている Cisco Unified CCXのバージョンについ
ては、『 Ciscoコラボレーションシステムリリースサマリーマトリックス』を参照してくださ
い。

（注）

スクリプトの概要については、『Cisco Unified Contact Center Express Getting Started with Scripts』
を参照してください。
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Cisco Unified CCXの前提条件
•自動応答を使用する前に、Cisco Unified CCXをインストールして設定する必要がありま
す。Cisco Unified CCXは、ソフトウェアと、このソフトウェアからテレフォニーシステ
ムへの接続を制御します。

• Unified Communications Managerでユーザを設定します。

Cisco Unified CCX自動応答タスクフロー
自動応答の設定タスクは Cisco Unified Contact Center Express（Unified CCX）で完了します。次
のタスクの詳細な手順を表示するには、『Cisco Unified CCX Administration Guide』および『Cisco
Unified Contact Center Express Getting Started with Scripts』をそれぞれ参照してください。

始める前に

•自動応答機能については、自動応答の概要（175ページ）を確認してください。

•自動応答機能を備える Cisco UCCXの詳細については、以下を確認してください。 Cisco
Unified CCXの設定（181ページ）

• Cisco Unified CCXの前提条件（182ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

Unified CCXシステムは Unified CM
Telephonyコール制御グループを使用し

Unified CM Telephonyのコールコント
ロールグループを設定します。

ステップ 1

て、Unified CCXサーバが発着信する
コールの対応に使用する一連のCTIポー
トをまとめてプールします。

Cisco Mediaサブシステムは、Unified
CCX Engineのサブシステムです。Cisco

Cisco Media Termination（CMT）ダイア
ログコントロールグループを追加しま

す。

ステップ 2

Mediaサブシステムは、CMTメディア
リソースを管理します。CMTチャネル
は、Unified CCXがメディアを再生また
は録音するのに必要です。

Cisco Mediaサブシステムは、ダイアロ
ググループを使用してアプリケーショ

ン間のリソースを整理して共有します。

ダイアロググループはダイアログチャ

ネルのプールです。そのプールでは、各

チャネルが発信者とのダイアログ対話を

実行するために使用されます。その間
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目的コマンドまたはアクション

に、発信者はタッチトーン電話のボタン

を押すことで自動プロンプトに応答しま

す。

すべてのメディアターミ

ネーション文字列は

「auto」で始まり、コール
制御グループと同じ IDが含
まれます（CMTダイアログ
グループではなく）。デ

フォルトのメディアターミ

ネーションが設定され、ID
が異なる場合、次の手順を

実行します。

注意

Unified CCXスクリプトアプリケーショ
ンは、Unified CCX Editorで作成したス

Ciscoスクリプトアプリケーションを設
定します。

ステップ 3

クリプトに基づくアプリケーションで

す。これらのアプリケーションは、すべ

てのUnified CCXシステムに付属してお
り、Unified CCX Editorで作成したスク
リプトを実行します。

Unified CM Telephonyトリガーは、コー
ルに対応するテレフォニーおよびメディ

Unified CM Telephonyトリガーをプロビ
ジョニングします。

ステップ 4

アリソースを選択してコールを処理す

るアプリケーションスクリプトを起動

することで、特定のルートポイントに

着信したコールに応答します。

[Cisco Unified CCX Administration]ペー
ジを使用すると、既存の自動応答インス

タンスを必要に応じて変更できます。

自動応答をカスタマイズします。ステップ 5

•既存の自動応答インスタンスを変更
します。

Cisco Unified CCXにより、Cisco Unified
CCX Administrationの [メディアの設定

•自動応答プロンプトを設定します。

（Media Configuration）]ウィンドウの自
動応答プロンプトをカスタマイズできま

す。ここでは、ウェルカム音声ガイダン

スの録音、ウェルカムプロンプトの設

定、音声名のアップロードが可能です。
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Cisco Unified CCX自動応答のトラブルシューティング
Cisco Unified CCXを使用した自動応答のトラブルシューティングについては、
http://docwiki.cisco.com/wiki/List_of_Troubleshooting_Tips_for_Unified_CCX_7.0#Cisco_Unified_
Communications_Manager_Automated_Attendantを参照してください（Windowsバージョンだけ
に適用されます）。

Cisco Unity Expressの設定
Cisco Unity Expressを使用した自動応答設定については、『Cisco Unity Express VoiceMail and
Auto Attendant CLI Administrator Guide for 3.0 and Later Versions』の「「Configuring Auto
Attendants」」の章を参照してください。

サンプル自動応答スクリプトの導入については、『Getting Started with Cisco Unified IP IVR』の
「「Deployment of sample script aa.aef」」の章を参照してください。

自動応答の例については、『Cisco Unity Express Guide to Writing and Editing Scripts for 7.0 and
Later Versions』の「「Auto Attendant Script Example」」の章を参照してください。

自動応答の設計に関する考慮事項については、『Cisco Unity Express Design Guide』の「「Auto
Attendant Design Considerations」」の章を参照してください。

Cisco Unity Express自動応答のトラブルシューティング
Cisco Unity Connectionを使用した自動応答のトラブルシューティングについては、『Excerpts
from Cisco IP Communications Express: CallManager Express with Cisco Unity Express』の
「「Troubleshooting Cisco Unity Express Automated Attendant」」を参照してください。
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第 15 章

Manager Assistant

• Cisco Unified Communications Manager Assistantの概要（185ページ）
• Manager Assistantの前提条件（187ページ）
• Manager Assistantのプロキシ回線のタスクフロー（188ページ）
• Manager Assistantの共有回線のタスクフロー（199ページ）
• Manager Assistantの連携動作（223ページ）
• Manager Assistantの制限事項（226ページ）
• Cisco Unified Communications Manager Assistantのトラブルシューティング （228ページ）

Cisco Unified Communications Manager Assistantの概要
Unified Communications Manager Assistant機能は、アシスタントがマネージャの代理でコールを
処理し、マネージャコールを代行受信して適切にルーティングするために使用できるプラグイ

ンです。

Manager Assistantでは最大 3500人のマネージャと 3500人のアシスタントがサポートされてい
ます。このユーザ数に対応するため、1つの Unified Communications Managerクラスタで最大 3
つのManager Assistantアプリケーションを設定し、マネージャとアシスタントを各アプリケー
ションインスタンスに割り当てることができます。

Manager Assistantでは、共有回線とプロキシ回線がサポートされています。

Manager Assistantのアーキテクチャ

Manager Assistantのアーキテクチャは次の項目で構成されています。

• Cisco IP Manager Assistantサービス：Unified Communications Managerのインストール後
に、Cisco Unified Serviceabilityインターフェイスからこのサービスをアクティブにします。

• Assistant Consoleインターフェイス：アシスタントが各自のコンピュータからManager
Assistantの機能にアクセスして、マネージャのコールを処理できます。Manager Assistant
は、アシスタント宛のコールと最大 33人のマネージャ宛のコールを処理します。
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• Cisco Unified IP Phoneインターフェイス：マネージャとアシスタントはソフトキーと [Cisco
Unified IP Phone Services]ボタンを使用して、Manager Assistantの機能にアクセスできま
す。

詳細については、のCisco Unified Communications Manager機能設定ガイド章の「Manager
Assistant」を参照してください。

Manager Assistantデータベースアクセスアーキテクチャ

データベースには、Manager Assistant設定情報がすべて保管されています。マネージャまたは
アシスタントがログインすると、Cisco IP Manager Assistantサービスはそのマネージャとアシ
スタントに関連するすべてのデータをデータベースから取得し、メモリに格納します。この

データベースには 2種類のインターフェイスがあります。

•マネージャインターフェイス：マネージャの電話で、[マネージャの設定（Manager
Configuration）]以外のマネージャ機能を使用できます。Cisco IP Manager Assistantサービ
スの開始時に、Manager Assistantによりマネージャは Cisco IP Manager Assistantサービス
に自動でログインします。

マネージャは、サイレントや即時転送などのUnifiedCommunications
Manager機能にもアクセスできます。

（注）

•アシスタントインターフェイス：アシスタントは、アシスタントコンソールアプリケー
ションとCisco Unified IP Phoneを使用してManager Assistant機能にアクセスします。Assistant
Consoleアプリケーションは、応答、転送、保留などのコール制御機能を提供します。ア
シスタントは Assistant Consoleを使用して、ログインとログアウト、アシスタント設定、
および [マネージャの設定（Manager Configuration）]ウィンドウ（マネージャ設定に使用）
の表示を行います。

詳細については、Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイドの「Manager Assistant」
の章を参照してください。

ソフトキー

Manager Assistantでは次のソフトキーがサポートされています。

•リダイレクト

•ボイスメールへの転送

•サイレント

Manager Assistantでは次のソフトキーテンプレートがサポートされています。

• [標準マネージャ（Standard Manager）]：プロキシモードのマネージャをサポートします。

• [標準共有モードマネージャ（Standard Shared Mode Manager）]：共有モードのマネージャ
をサポートします。
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• [標準アシスタント（Standard Assistant）]：プロキシモードまたは共有モードのアシスタ
ントをサポートします。

• [標準ユーザ（Standard User）]：[標準ユーザ（Standard User）]テンプレートでは、コール
処理（[保留（Hold）]や [ダイヤル（Dial）]など）ソフトキーが使用可能です。

Manager Assistantの共有回線の概要
共有回線モードでManager Assistantを設定すると、マネージャとアシスタントは電話番号を共
有します。ここでは例として、8001とします。アシスタントは共有電話番号でマネージャの
コールを処理します。マネージャが 8001でコールを受信した場合、マネージャの電話機およ
びアシスタントの電話機の両方が鳴ります。

共有回線モードに適用されないManager Assistantの機能には、[デフォルトアシスタント選択
（Default Assistant Selection）]、[アシスタントウォッチ（Assistant Watch）]、[コールフィルタ
リング（Call Filtering）]、[すべてのコールの転送（Divert All Calls）]などがあります。アシス
タントは、アシスタントコンソールアプリケーションでこれらの機能を確認したり、アクセ

スしたりできません。

Manager Assistantプロキシ回線の概要
プロキシ回線モードでManager Assistantを設定すると、アシスタントはプロキシ番号を使用し
てマネージャのコールを処理します。プロキシ番号は、マネージャの電話番号ではありません

が、システムによって選択された代替番号であり、アシスタントがマネージャのコールを処理

するために使用します。プロキシ回線モードでは、マネージャとアシスタントにはManager
Assistantで使用できるすべての機能へのアクセスが与えられます。これには、デフォルトでの
アシスタント選択、アシスタントモニタ、コールフィルタリング、すべての通話の転送が含

まれます。

Manager Assistantの前提条件
•ユーザは、Manager Assistantクライアントをリリース 11.5(1)SU9、12.0(1)SU4および 14以
降にアップグレードする前に、32ビットまたは64ビットのWindowsプラットフォームに
JREをインストールする必要があります。

アップグレードを実行する前に、マシンに現在インストールされ

ている Cisco Unified Communications Manager Assistantクライアン
トをアンインストールしてください。これは、リリース12.0(1)SU4
および 14以降に適用されます。

重要

• Manager Assistantは、次のブラウザとプラットフォームをサポートします。
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• Unified Communications Manager Assistant Administrationおよび Assistant Consoleは
Windows 10での Internet Explorer 11、以降、FirefoxおよびMacOS以降、および Safari
以降でサポートされています。

• Windows 10、または Apple Mac OS Xを実行しているコンピュータで、お客様は上で
指定したブラウザのいずれかを開くことができます。

•他言語のManager Assistant機能を表示するには、Manager Assistantを設定する前にロケー
ルのインストーラをインストールします。

•アシスタントコンソールアプリケーションは、Windows 10を実行するコンピュータでサ
ポートされます。

•電話とユーザ、およびユーザに関連付けられているデバイスを設定する必要があります。
また、マネージャとアシスタントとの間の共有ラインアピアランスについては、マネー

ジャのプライマリ回線とアシスタントのセカンダリ回線で同じ電話番号を設定する必要が

あります。

•マネージャとアシスタントを一括で追加するには Cisco Unified Communications Manager一
括管理ツールをインストールします。詳細については、『Bulk Administration Guide』を参
照してください。

Manager Assistantのプロキシ回線のタスクフロー

始める前に

• Manager Assistantの前提条件（187ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified CM Assistant設定ウィザー
ドの実行（189ページ）

ステップ 1

プロキシ回線のマネージャの設定とアシ

スタントの割り当て（196ページ）
ステップ 2

プロキシ回線のアシスタントラインア

ピアランスの設定（198ページ）
ステップ 3

アシスタントは、アシスタントコンソー

ルアプリケーションと Cisco Unified IP
Assistant Consoleプラグインのインス
トール（221ページ）

ステップ 4

Phoneを使用してUnified Communications
Manager Assistant機能にアクセスしま
す。Assistant Consoleには、応答、転
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目的コマンドまたはアクション

送、保留などの呼制御機能が備えられて

います。

『Cisco Unified Communications Manager
Assistant User Guide for Cisco Unified

マネージャアプリケーションとアシス

タントコンソールアプリケーションを

設定します。

ステップ 5

Communications Manager』を参照してく
ださい。

Cisco Unified CM Assistant設定ウィザードの実行
Cisco Unified CM Assistant設定ウィザードを実行すると、パーティション、コーリングサーチ
スペース、およびルートポイントを自動的に作成できます。また、ウィザードによって、マ

ネージャの電話機、アシスタントの電話機、およびその他すべてのユーザの電話機の一括管理

ツール（BAT）テンプレートも作成されます。BATテンプレートを使用して、マネージャ、ア
シスタント、およびその他すべてのユーザを設定できます。BATの詳細については、Cisco
Unified Communications Manager一括管理ガイドを参照してください。

始める前に

設定ウィザードが一括管理ツールと同じサーバ（Unified Communications Managerサーバ）で実
行されていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [アプリ
ケーション（Application）] > [Cisco Unified CM Assistant設定ウィザード（Cisco Unified CM
Assistant Configuration Wizard））]。

ステップ 2 [次へ（Next）]をクリックして、Cisco Unified CM Assistant設定ウィザードのプロセスを開始
します。

ステップ 3 [マネージャ用のパーティション（Partition for Managers）]ウィンドウで、名前と説明を入力し
て [次へ（Next）]をクリックします。また、デフォルトのパーティション名および説明を使用
することもできます。

ステップ 4 [CTIルートポイント用のパーティション（Partition for CTI Route Point）]ウィンドウで、名前
と説明を入力して [次へ（Next）]をクリックします。また、デフォルトの CTIルートポイン
ト名を使用することもできます。

ステップ 5 [すべてのユーザ用のパーティション（Partition for All Users）]ウィンドウで、名前と説明を入
力して [次へ（Next）]をクリックします。また、すべてのユーザのデフォルトのパーティショ
ン名および説明を使用することもできます。

ステップ 6 [インターコムパーティション（Intercom Partition）]ウィンドウで、名前と説明を入力して [次
へ（Next）]をクリックします。また、デフォルトのインターコムパーティション名を使用す
ることもできます。
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ステップ 7 [アシスタントコーリングサーチスペース（Assistant Calling Search Space）]ウィンドウで、名
前と説明を入力します。また、デフォルトのコーリングサーチスペース名および説明を使用

することもできます。

このコーリングサーチスペースの [ルートパーティション（Route Partitions）]の下にある [使
用可能なパーティション（Available Partitions）]と [選択されたパーティション（Selected
Partition）]ボックスに、アシスタントコーリングサーチスペースのパーティションが自動的
にリストされます。デフォルト値を使用するか、[使用可能なパーティション（Available
Partitions）]ボックスから適切なパーティションを選択できます。1つのボックスから他のボッ
クスにパーティションを移動するには、上矢印および下矢印を使用します。

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [全員のコーリングサーチスペース（Everyone Calling Search Space）]ウィンドウで、名前と説
明を入力します。また、全員のコーリングサーチスペースのデフォルトの名前および説明を

使用することもできます。

このコーリングサーチスペースの [ルートパーティション（Route Partitions）]の下にある [使
用可能なパーティション（Available Partitions）]と [選択されたパーティション（Selected
Partition）]ボックスに、アシスタントコーリングサーチスペースのパーティションが自動的
にリストされます。デフォルト値を使用するか、[使用可能なパーティション（Available
Partitions）]ボックスから適切なパーティションを選択できます。1つのボックスから他のボッ
クスにパーティションを移動するには、上矢印および下矢印を使用します。

ステップ 10 [次へ（Next）]をクリックします。
システムで設定されている既存のコーリングサーチスペースがある場合、[既存のコーリング
サーチスペース（Existing Calling Search Spaces）]ウィンドウが表示されます。表示されない
場合は、次の手順に進みます。

Manager Assistantでは、既存のコーリングサーチスペースに対して Generated_Route Pointお
よび Generated_Everyoneというプレフィックスを持つパーティションを追加する必要があり
ます。[使用可能なコーリングサーチスペース（Available Calling Search Spaces）]および [選択
されたコーリングサーチスペース（Selected Calling Search Spaces）]ボックスに、これらのパー
ティションが自動的にリストされます。1つのボックスから他のボックスにパーティションを
移動するには、上矢印および下矢印を使用します。

管理者がパーティション名を変更した場合、既存のコーリングサーチスペースに

追加されたプレフィックスも変更されることがあります。

（注）

ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 [CTIルートポイント（CTI Route Point）]ウィンドウで、[CTIルートポイント名（CTI route
point name）]フィールドに名前を入力します。または、デフォルトの CTIルートポイント名
を使用します。

ステップ 13 ドロップダウンリストから、適切なデバイスプールを選択します。

ステップ 14 ルートポイント電話番号を入力します。または、デフォルトのルートポイント電話番号を使

用します。

ステップ 15 ドロップダウンリストから、適切な番号計画を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 16 [電話サービス（Phone Services）]ウィンドウで、プライマリ電話サービス名を入力します。ま
たは、デフォルトの電話サービス名を使用します。
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ステップ 17 ドロップダウンリストから、プライマリCisco Unified Communications Manager Assistantサーバ
を選択するか、サーバ名または IPアドレスを入力します。

ステップ 18 セカンダリ電話サービス名を入力します。または、デフォルトの電話サービス名を使用しま

す。

ステップ 19 ドロップダウンリストから、セカンダリCisco Unified Communications Manager Assistantサーバ
を選択するか、サーバ名または IPアドレスを入力して、[次へ（Next）]をクリックします。
[確認（Confirmation）]ウィンドウが表示されます。ここには、選択したすべての情報が表示
されます。情報が正しくなければ、設定プロセスをキャンセルするか、前の設定ウィンドウに

戻ることができます。

ステップ 20 [終了（Finish）]をクリックします。
完了すると、最終的なステータスを示すウィンドウが表示されます。

設定ウィザードで生成されたエラーは、トレースファイルに送信されます。次の CLIコマン
ドを使用して、このファイルにアクセスします。file get activelog
tomcat/logs/ccmadmin/log4j

次のタスク

Cisco Unified CM Assistant設定ウィザードで作成されるのは、Cisco IP Manager Assistantサービ
スパラメータのみです。残りのサービスパラメータは、手動で入力する必要があります。サー

ビスパラメータの詳細については、プロキシ回線のManager Assistantサービスパラメータ
（191ページ）を参照してください。

プロキシ回線のManager Assistantサービスパラメータ

[Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。Cisco IP Manager Assistantサー
ビスがアクティブであるサーバを選択してから、[?]をクリックして詳細な説明を表示します。

説明設定

Cisco IP Manager Assistant（アクティブ）パラメータ

このパラメータは、この Cisco IPMAサーバがコールの処理に使用するプライマリ CTIManager
の IPアドレスを指定します。

デフォルト値はありません。

CTIManager（プライマリ）
IPアドレス

このパラメータは、プライマリ CTIManagerがダウンしている場合に、この Cisco IPMAサーバ
がコールの処理に使用するバックアップ CTIManagerの IPアドレスを指定します。

デフォルト値はありません。

CTIManager（バックアッ
プ）IPアドレス
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説明設定

このパラメータは、インテリジェントコールルーティングのためにマネージャのプライマリ回

線へのすべてのコールを代行受信するために、この Cisco IPMAサーバが使用する CTIルート
ポイントのデバイス名を指定します。

シスコは、IPMAサービスを実行しているすべてのサーバで同じ CTIルートポイントデバイス
を使用することをお勧めします。マネージャまたはアシスタントがプロキシモードを使用する

ように設定されると、CTIルートポイントデバイス名を設定する必要があります。

プロキシモードのルート

ポイントデバイス名

このサービスパラメータは、このManager Assistantが CTIManagerへのセキュアな接続を開く
ために使用するアプリケーションユーザ IPMASecureSysUserのApplication CAPF Profileのイン
スタンス IDを指定します。

[CTIManager Connection Security Flag]が有効になっている場合、このパラメータを設定します。

CAPF Profile Instance ID for
Secure Connection to
CTIManager

クラスタ全体のパラメータ（すべてのサーバに適用するパラメータ）

[（Advanced）]をクリックして非表示のパラメータを表示します。重要

このパラメータは、プライマリ Cisco IPMAサーバの IPアドレスを指定します。

デフォルト値はありません。

Cisco IPMAサーバ（プライ
マリ）IPアドレス

このパラメータは、バックアップ Cisco IPMAサーバの IPアドレスを指定します。バックアッ
プサーバは、プライマリ IPMAサーバが失敗すると IPMAサービスを提供します。

デフォルト値はありません。

Cisco IPMAサーバ（バック
アップ）IPアドレス

このパラメータは、IPMA Assistant Consoleソケットが接続を開く際に接続するCisco IPMAサー
バでTCP/IPポートを指定します。ポートの競合が存在する場合、パラメータを変更できます。

デフォルト値：2912

Cisco IPMAサーバポート

このパラメータは、Cisco IPMAサーバが IPMA Assistant Consoleにキープアライブメッセージ
（通常はハートビートと呼ばれる）を送信する間隔を秒単位で指定します。IPMA Assistant
Consoleは、このパラメータに指定されている時間が過ぎた後で、サーバからのハートビートの
受信に失敗するとフェールオーバーを開始します。

デフォルト値：30秒

Cisco IPMA Assistant
Consoleハートビート間隔

このパラメータは、Cisco IPMAサーバからの応答を受信するまで IPMA Assistant Consoleが待機
する時間を秒単位で指定します。

デフォルト値：30秒

Cisco IPMA Assistant
Console要求のタイムアウ
ト
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説明設定

このパラメータは、Cisco IPMA無応答（RNA）転送が有効かどうかを指定します。有効な値は
[True（True）]（Cisco IPMAは無応答のコールを次に利用可能なアシスタントに転送します）ま
たは [False（False）]（Cisco IPMAはコールを転送しません）です。

このパラメータは、[Cisco IPMA RNAタイムアウト（Cisco IPMA RNA Timeout）]パラメータと
連動します。つまり、コールは [Cisco IPMA RNAタイムアウト（Cisco IPMA RNA Timeout）]
パラメータで指定された時間が過ぎると転送されます。ボイスメールプロファイルを回線に指

定すると、アシスタントに転送できない無応答コールが、このタイマーが時間切れになるとボ

イスメールに送信されます。

デフォルト値：False

Cisco IPMA RNA転送コー
ル

このパラメータは、Cisco IPMA Assistantの電話で英数字のユーザ IDまたは数字のユーザ IDを
使用するかどうかを指定します。

デフォルト値：True

英数字のユーザ ID

このパラメータは、Cisco IPMAサーバが、応答のないコールを次の応答可能なアシスタントに
転送するまで待機する時間を秒単位で指定します。このパラメータは、[Cisco IPMA RNA転送
コール（Cisco IPMA RNA Forward Calls）]パラメータと連動します。つまり、転送が行われる
のは [Cisco IPMA RNA転送コール（Cisco IPMA RNA Forward Calls）]パラメータが [True（True）]
に設定される場合のみです。

デフォルト値：10秒

Cisco IPMA RNAのタイム
アウト

このパラメータは、Cisco IP Manager Assistantサービスの CTIManager接続が有効かどうかを指
定します。これを有効にすると、Cisco IPMAは、アプリケーションユーザ IPMASecureSysUser
のインスタンス ID（[CTIManagerへのセキュアな接続の CAPFプロファイルインスタンス ID
（CAPF Profile Instance ID for Secure Connection to CTIManager）]サービスパラメータで指定さ
れる）に設定される CAPFプロファイルを使用して CTIManagerへのセキュアな接続を開きま
す。

デフォルト値：[非セキュア（Non Secure）]

セキュリティを有効にするには、[CTIManagerへのセキュアな接続の CAPFプロファイルイン
スタンス ID（CAPF Profile Instance ID for Secure Connection to CTIManager）]サービスパラメー
タでインスタンス IDを選択する必要があります。

CTIManager Connection
Security Flag

このパラメータは、コールが選択されたプロキシアシスタントに到達できない場合に、意図す

るマネージャに戻すために、Cisco Unified IP Manager Assistantアプリケーションがコールをリダ
イレクトするかどうかを指定します。

デフォルト値：False

アシスタントに到達できな

い場合のマネージャへの

コールのリダイレクト

クラスタ全体の詳細パラメータ

同じ Cisco IPMAサーバの IPアドレスが複数のプールに表示されないように、各プールに一意の IPアドレスを
設定します。

重要
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説明設定

このパラメータは、Cisco IP Manager Assistantサービスの複数のインスタンスの実行で拡張性を
実現する必要があるかどうかを指定します。これを有効にすると、Cisco IPMAはプール 2およ
びプール 3で設定されたその他のノードで実行できます。

複数のアクティブモードを有効にするには、Cisco IPMAインスタンスをさらに実行するノード
の IPアドレスを入力する必要があります。これらのノードで Cisco IP Manager Assistantサービ
スパラメータを設定します。

デフォルト値：False

Enable Multiple Active Mode

複数のアクティブモードを有効にすると、このパラメータは、Cisco IPMAの 2番目のインスタ
ンスのプライマリ Cisco IPMAサーバの IPアドレスを指定します。

このノードで Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定します。

プール 2：Cisco IPMAサー
バ（プライマリ）IPアドレ
ス

複数のアクティブモードを有効にすると、このパラメータは、Cisco IPMAの 2番目のインスタ
ンスのバックアップ Cisco IPMAサーバの IPアドレスを指定します。バックアップサーバは、
プライマリ IPMAサーバが失敗すると IPMAサービスを提供します。

このノードで Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定します。

プール 2：Cisco IPMAサー
バ（バックアップ）IPアド
レス

複数のアクティブモードを有効にすると、このパラメータは、Cisco IPMAの 3番目のインスタ
ンスのプライマリ Cisco IPMAサーバの IPアドレスを指定します。

このノードで Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定します。

プール3：Cisco IPMAサー
バ（プライマリ）IPアドレ
ス

複数のアクティブモードを有効にすると、このパラメータは、Cisco IPMAの 3番目のインスタ
ンスのプライマリ Cisco IPMAサーバの IPアドレスを指定します。バックアップサーバは、プ
ライマリ IPMAサーバが失敗すると IPMAサービスを提供します。

このノードで Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定します。

プール3：Cisco IPMAサー
バ（バックアップ）IPアド
レス

クラスタ全体のパラメータ（ソフトキーテンプレート）

マネージャおよびアシスタントにManager Assistant自動設定を使用するには、次のパラメータを設定します。重要

このパラメータは、自動設定時にアシスタントデバイスに割り当てられるアシスタントソフト

キーテンプレートを指定します。このパラメータで指定した値は、[Cisco IPMA Assistant設定
（Cisco IPMA Assistant Configuration）]ページで [自動設定（Automatic Configuration）]チェック
ボックスがオンのときに使用されます。

アシスタントソフトキー

テンプレート

このパラメータは、自動設定時にマネージャデバイスに割り当てられるマネージャソフトキー

テンプレートを指定します。このパラメータは、プロキシモードを使用するマネージャにのみ

適用されます。

プロキシモードのマネー

ジャソフトキーテンプ

レートの管理

クラスタ全体のパラメータ（プロキシモードの IPMAのデバイス設定のデフォルト）
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説明設定

このパラメータは、IPMAが自動設定時にマネージャのデバイスで処理するマネージャの回線
に割り当てられるパーティションを定義します。使用するパーティションが [Cisco Unified CM
の管理（Cisco Unified CM Administration）]にすでに追加されていることを確認します。[Cisco
IPMA設定ウィザード（Cisco IPMA Configuration Wizard）]が実行されている場合、この値が入
力されます。このパラメータは、プロキシモードを使用するマネージャにのみ適用されます。

マネージャパーティション

このパラメータは、自動設定時にすべてのプロキシ回線とアシスタントデバイス上のインター

コム回線、およびマネージャデバイス上のインターコム回線で設定されるパーティションを指

定します。使用するパーティションが [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]
にすでに追加されていることを確認します。[Cisco IPMA設定ウィザード（Cisco IPMA
Configuration Wizard）]が実行されている場合、この値が入力されます。このパラメータは、プ
ロキシモードを使用するマネージャまたはアシスタントにのみ適用されます。

すべてのユーザパーティ

ション

このパラメータは、自動設定時に IPMAが処理するマネージャデバイス上のマネージャ回線と
インターコム回線、およびアシスタントデバイス上のアシスタントインターコム回線で設定さ

れるコーリングサーチスペースを指定します。使用するコーリングサーチスペースが [Cisco
Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]にすでに追加されていることを確認しま
す。[Cisco IPMA設定ウィザード（Cisco IPMA Configuration Wizard）]が実行されている場合、
この値が入力されます。このパラメータは、プロキシモードを使用するマネージャまたはアシ

スタントにのみ適用されます。

IPMAコーリングサーチス
ペース

このパラメータは、自動設定時にアシスタントデバイス上のプロキシ回線に設定されるマネー

ジャコーリングサーチスペースを定義します。このコーリングサーチスペースは、システム

にすでに存在するコーリングサーチスペースである必要があります。[Cisco IPMA設定ウィザー
ド（Cisco IPMA Configuration Wizard）]が実行されている場合、この値が入力されます。このパ
ラメータは、プロキシモードを使用するアシスタントにのみ適用されます。

マネージャのコーリング

サーチスペース

このパラメータは、自動設定時にマネージャまたはアシスタントデバイスが登録される IPPhone
サービスを定義します。[Cisco IPMA設定ウィザード（Cisco IPMA Configuration Wizard）]が実
行されている場合、この値が入力されます。このパラメータは、プロキシモードを使用するマ

ネージャまたはアシスタントにのみ適用されます。

Cisco IPMAのプライマリ電
話サービス

このパラメータは、自動設定時にマネージャまたはアシスタントデバイスが登録されるセカン

ダリ IP Phoneサービスを定義します。[Cisco IPMA設定ウィザード（Cisco IPMA Configuration
Wizard）]が実行されている場合、この値が入力されます。このパラメータは、プロキシモー
ドを使用するマネージャまたはアシスタントにのみ適用されます。

Cisco IPMAのセカンダリ電
話サービス

クラスタ全体のパラメータ（プロキシモードでのプロキシ電話番号の範囲）

このパラメータは、IPMAのアシスタント設定時にプロキシ電話番号の自動生成で開始番号と
して使用される開始電話番号を指定します。自動生成されたプロキシ回線番号がアシスタント

に使用されると、次のアシスタント用に次の数が生成されるという具合に続きます。このパラ

メータは、プロキシモードを使用するアシスタントにのみ適用されます。

開始電話番号（Starting
Directory Number）
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説明設定

このパラメータは、IPMAのアシスタント設定時のプロキシ電話番号の自動生成の終了電話番
号を指定します。設定はこの番号で停止します。このパラメータは、プロキシモードを使用す

るアシスタントにのみ適用されます。

終了電話番号（Ending
Directory Number）

クラスタ全体のパラメータ（プロキシモードでのプロキシ電話番号の範囲）

このパラメータは、プロキシDNの生成プロセスにおいて、マネージャの電話番号（DN）から
削除される文字数を指定します。プロキシ DNを生成すると、一部の桁の削除とプレフィック
スの追加が行われる場合があります。桁の削除は左側から行われます。このパラメータは、プ

ロキシモードを使用するアシスタントにのみ適用されます。

[マネージャDNから削除さ
れる文字数（Number of
Characters to be Stripped from
Manager DN）]

このパラメータは、プロキシ DNの生成プロセスにおいて、マネージャの DNに追加されるプ
レフィックスを指定します。プロキシ DNを生成すると、桁の一部削除とプレフィックスの追
加が行われる場合があります。このパラメータは、プロキシモードを使用するアシスタントに

のみ適用されます。

マネージャ DNのプレ
フィックス

プロキシ回線のマネージャの設定とアシスタントの割り当て

新しいユーザの設定とデバイスのユーザへの関連付けについては、Cisco Unified Communications
Managerアドミニストレーションガイドを参照してください。

アシスタントのアシスタント情報を設定する前に、マネージャ情報が設定されていることを確

認してください。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
検索結果には、Unified Communications Managerで設定されているすべてのエンドユーザが表
示されます。

ステップ 3 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [マネージャの設定（Manager
Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

既存のアシスタント設定情報を表示するには、[関連付けられているアシスタント
（Associated Assistants）]リストのアシスタント名をクリックし、[詳細の表示（View
Details）]をクリックします。[Cisco Unified CMアシスタント -アシスタントの設定
（Cisco Unified CM Assistant - Assistant Configuration）]ウィンドウが表示されます。
マネージャ設定情報に戻るには、[関連付けられているマネージャ（Associated
Managers）]リストのマネージャ名をクリックし、[詳細の表示（View Details）]を
クリックします。

ヒント
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[Cisco Unified CMアシスタント -マネージャの設定（Cisco Unified CM Assistant - Manager
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デバイス名/プロファイル（Device Name/Profile）]ドロップダウンリストから、デバイス名ま
たはデバイスプロファイルを選択し、デバイス名またはデバイスプロファイルをマネージャ

に関連付けます。Manager Assistantによるエクステンションモビリティの詳細については、
Manager Assistantの連携動作（223ページ）を参照してください。

マネージャが在宅勤務する場合は、[モバイルマネージャ（MobileManager）]チェッ
クボックスをクリックし、必要に応じて、[デバイス名/プロファイル（Device
Name/Profile）]ドロップダウンリストからデバイスプロファイルを選択します。デ
バイスプロファイルを選択した後は、マネージャは、Manager Assistantにアクセス
する前にエクステンションモビリティを使用して電話にログインする必要がありま

す。

（注）

ステップ 5 [インターコム回線（Intercom Line）]ドロップダウンリストから、マネージャのインターコム
回線アピアランスを選択します（該当する場合）。

選択したインターコム回線は、Manager Assistantと Unified Communications Manager
のインターコム機能に適用されます。

（注）

ステップ 6 [アシスタントプール（Assistant Pool）]ドロップダウンリストから、適切なプール番号（1～
3）を選択します。

ステップ 7 [使用可能な回線（Available Lines）]選択ボックスから、Manager Assistantで制御する回線を選
択し、下矢印をクリックしてその回線を [選択済みの回線（Selected Lines）]選択ボックスに表
示させます。Manager Assistantで制御する回線を最大 5つ設定します。

[選択済みの回線（SelectedLines）]選択ボックスから回線を削除してManagerAssistant
による制御を解除するには、上矢印をクリックします。

ヒント

ステップ 8 ソフトキーテンプレートを自動設定し、Manager Assistantで制御される選択された回線および
インターコム回線のManager Assistant電話サービス、コーリングサーチスペース、およびパー
ティションと、Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータに基づくマネージャ電話機のイ
ンターコム回線用のスピーカフォンによる自動応答を登録するには、[自動設定（Automatic
Configuration）]チェックボックスをオンにします。

インターコムの自動設定は、 Cisco Unified IP Phone 7940および 7960用のManager
Assistantインターコム機能を使用する場合にのみ適用されます。

（注）

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
[自動設定（Automatic Configuration）]チェックボックスをオンにしている場合、サービスパ
ラメータが無効なときは、メッセージが表示されます。サービスパラメータが有効であること

を確認します。自動設定が正常に完了すると、マネージャデバイスがリセットされます。デバ

イスプロファイルを設定する場合は、設定を有効にするためにマネージャがデバイスからログ

アウトして、ログインする必要があります。
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プロキシ回線のアシスタントラインアピアランスの設定

プロキシ回線は、アシスタント Cisco Unified IP Phoneに表示される電話回線を指定します。
ManagerAssistantは、プロキシ回線を使用してマネージャへのコールを管理します。管理者は、
アシスタントの電話の回線をプロキシ回線として動作するように手動で設定できます。また

は、[自動設定（Automatic Configuration）]チェックボックスを有効にしてDNを作成し、アシ
スタントの電話に回線を追加することもできます。

1. いずれかのアシスタントのアシスタント情報を設定する前に、マネージャ情報を設定し、
マネージャにアシスタントを割り当てる必要があります。

2. アシスタントの電話にプロキシ回線を自動で設定するには、[プロキシ電話番号の範囲
（Proxy Directory Number Range）]セクションと [プロキシ電話番号のプレフィックス（Proxy
Directory Number Prefix）]セクションでサービスパラメータを設定します。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 選択したアシスタントのユーザ情報を表示するには、ユーザ名をクリックします。
[エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [アシスタントの設定（Assistant
Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

[自動設定（Automatic Configuration）]チェックボックスをオンにすると、システム
は、Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータの設定に基づいて、ソフトキー
テンプレートとインターコム回線を自動的に設定します。さらに、システムは、イ

ンターコム回線のスピーカーフォンで自動応答を設定します。

（注）

[アシスタントの設定（Assistant Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [デバイス名（Device Name）]ドロップダウンリストから、アシスタントに関連付けるデバイ
ス名を選択します。

ステップ 6 [インターコム回線（Intercom Line）]ドロップダウンリストから、アシスタントのインターコ
ムラインアピアランスを選択します。

ステップ 7 [プライマリライン（Primary Line）]ドロップダウンリストから、アシスタントのプライマリ
ラインを選択します。

ステップ 8 マネージャ回線をアシスタント回線に関連付けるには、[アシスタント回線へのマネージャの
関連付け（Manager Association to Assistant Line）]選択ボックスで、次の手順を実行します。

a) [使用可能な回線（Available Lines）]ドロップダウンリストから、マネージャ回線に関連
付けるアシスタント回線を選択します。
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b) [マネージャ名（Manager Names）]ドロップダウンリストから、このプロキシ回線を適用
する事前設定されたマネージャ名を選択します。

c) [マネージャ回線（Manager Lines）]ドロップダウンリストから、このプロキシ回線を適用
するマネージャ回線を選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
更新はすぐに有効になります。[自動設定（Automatic Configuration）]を選択すると、アシスタ
ントデバイスが自動的にリセットされます。

Manager Assistantの共有回線のタスクフロー

始める前に

• Manager Assistantの前提条件（187ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

Manager Assistantによって使用される
回線のパーティションを設定します。

Manager Assistant共有回線サポートの
パーティションの設定（201ページ）

ステップ 1

マネージャおよびアシスタントの回線

のコーリングサーチスペースを設定し

ます。

Manager Assistantの共有回線サポート
のコーリングサーチスペースの設定

（202ページ）

ステップ 2

マネージャおよびアシスタントに対し

て自動設定を使用するには、次のパラ

メータを設定します。

Cisco IP Manager Assistantサービスパ
ラメータの設定（203ページ）

ステップ 3

インターコムの設定ステップ 4

•インターコムパーティションの設
定（204ページ）

•インターコムコーリングサーチ
スペースの設定（376ページ）

•インターコム電話番号の設定（377
ページ）

•インターコムトランスレーション
パターンの設定（376ページ）

多数のマネージャおよびアシスタント

をサポートする必要がある場合には、

複数のManager Assistantプールの設定
（207ページ）

ステップ 5

複数のプールを設定します。マネー

ジャとアシスタントを最大2500ペアと
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目的コマンドまたはアクション

して管理するアクティブな Cisco IP
Manager Assistantサーバを最大で 3台
設定できます。

システムが混合モードで実行されてい

る場合は、次の手順に従います。

Manager Assistantの CTIへのセキュア
な TLS接続の設定

ステップ 6

• IPMASecureSysUserアプリケーショ
ンユーザの設定（209ページ）

• CAPFプロファイルの設定（209
ページ）

• Cisco WebDialer Webサービスの設
定（211ページ）

Cisco Unified Communications Manager
Assistantマネージャからのコールをイ

CTIルートポイントの設定（212ペー
ジ）

ステップ 7

ンターセプトし、ルーティングするに

は、CTIルートポイントの作成が必要
です。

マネージャおよびアシスタントの IP
Phoneサービスの設定（213ページ）

ステップ 8

マネージャ、アシスタント、および全

ユーザの電話ボタンテンプレートの設

定（217ページ）

ステップ 9

共有回線モードのマネージャの設定と

アシスタントの割り当て（219ページ）
ステップ 10

共有回線のアシスタントラインアピア

ランスの設定（220ページ）
ステップ 11

アシスタントは、Assistant Cisco Unified
Communications Manager Assistant

Assistant Consoleプラグインのインス
トール（221ページ）

ステップ 12

Consoleアプリケーションとを使用して
機能にCisco Unified IP Phoneアクセスし
ます。Assistant Consoleには、応答、転
送、保留などの呼制御機能が備えられ

ています。

『Cisco Unified Communications Manager
Assistant User Guide for Cisco Unified

マネージャアプリケーションとアシス

タントコンソールアプリケーションを

設定します。

ステップ 13

Communications Manager』を参照して
ください。
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Manager Assistant共有回線サポートのパーティションの設定
Generated_Everyone、Generated_Managers、およびGenerated_Route_Pointの 3つのパーティショ
ンを作成する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティショ
ン（Partition）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。

ステップ 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有
のパーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用
できます。パーティション名に関するガイドラインについては、オンラインヘルプを参照して

ください。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。

説明には、任意の言語で最大 50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用
できません。

説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自
動的にパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。

ステップ 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付け
るスケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。

[なし（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デ
バイスのタイムゾーンと [スケジュール（TimeSchedule）]が比較され、パーティションが
着信コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ド
ロップダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケ
ジュール（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用でき
るかどうかが判断されます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
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Manager Assistant共有回線サポートのパーティション名のガイドライン

コーリングサーチスペースのパーティションのリストは最大 1024文字に制限されています。
つまり、CSS内のパーティションの最大数は、パーティション名の長さによって異なります。
次の表を使用して、パーティション名が固定長である場合のコーリングサーチスペースに追加

できるパーティションの最大数を決定します。

表 19 :パーティション名のガイドライン

パーティションの最大数パーティション名の長さ

3402文字

2563文字

2044文字

1725文字

......

9210文字

6415文字

Manager Assistantの共有回線サポートのコーリングサーチスペースの
設定

コーリングサーチスペースは、通常はデバイスに割り当てられるルートパーティションの番

号付きリストです。コーリングサーチスペースでは、発信側デバイスが電話を終了しようと

する際に検索できるパーティションが決定されます。

2つのコールコーリングサーチスペース（Generated_CSS_I_EおよびGenerated_CSS_M_E）を
作成する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリング
サーチスペース（Calling Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前

には、最長50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、
およびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。
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ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します。

説明には、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のい
ずれかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。
•パーティションが複数ある場合は、Ctrlキーを押した状態で適切なパーティションを選択
します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィー
ルドにパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを
使用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータの設定
マネージャおよびアシスタントにManager Assistant自動設定を使用するには、Cisco IP Manager
Assistantサービスパラメータを設定します。インストールされている各Cisco IP Manager Assistant
サービスのすべての Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータと汎用パラメータに対し
て、クラスタ全体のパラメータを指定する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco IP Manager Assistantサービスがアクティ
ブになっているサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco IP Manager Assistant（Cisco IP Manager
Assistant）]サービスを選択します。
パラメータがリストされた [サービスパラメータの設定（Service Parameter Configuration）]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 4 [Cisco IP Manager Assistantパラメータ（Cisco IP Manager Assistant Parameters）]、[クラスタ全体
のパラメータ（すべてのサーバに適用されるパラメータ）（Clusterwide Parameters (Parameters
that apply to all servers)）]、および [クラスタ全体のパラメータ（ソフトキーテンプレート）
（Clusterwide Parameters (Softkey Templates)）]を設定します。

詳細については、[?]をクリックしてください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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インターコムの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

インターコムパーティションの設定

（204ページ）
ステップ 1

インターコムコーリングサーチスペー

スの設定（205ページ）
ステップ 2

インターコム電話番号の設定（205ペー
ジ）

ステップ 3

インターコムトランスレーションパ

ターンの設定（206ページ）
ステップ 4

インターコムパーティションの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。コール
ルーティング >インターコム >インターコムルートパーティション。

[インターコムパーティションの検索と一覧表示（Find and List Intercom Partitions）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

[新規インターコムパーティションの追加（Add New Intercom Partition）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 3 [インターコムパーティション情報（IntercomPartition Information）]セクションの [名前（Name）]
ボックスに、追加するインターコムパーティションの名前と説明を入力します。

複数のパーティションを入力するには、各パーティションエントリごとに1行を使
います。最大 75のパーティションを入力できます。名前と説明には合計 1475文字
を使用できます。パーティション名は、50文字以内です。各行のパーティション名
と説明を区別するには、カンマ（,）を使用します。説明が入力されなかった場合、
Unified Communications Managerはパーティション名を説明として使用します。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 設定するパーティションを探します。

[インターコムパーティションの設定（Intercom Partition Configuration）]ウィンドウが表示され
ます。
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ステップ 6 [インターコムパーティションの設定（Intercom Partition Configuration）]フィールドエリアの
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘ

ルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

[インターコムパーティションの設定（Intercom Partition Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 8 適切な設定値を入力します。[インターコムパーティションの設定（Intercom Partition
Configuration）]パラメータの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 10 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

インターコムコーリングサーチスペースの設定

手順

ステップ 1 メニューバーで、[コールルーティング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [イ
ンターコムコーリングサーチスペース（Intercom Calling Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [インターコムコーリングサーチスペース（Intercom Calling Search Space）]フィールド領域の
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライン

ヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

インターコム電話番号の設定

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [インターコム電話番
号（Intercom Directory Number）]を選択します。

[インターコム電話番号の検索と一覧表示（Find and List Intercom Directory Numbers）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 2 特定のインターコム電話番号を検索するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリック
します。

検索基準に一致するインターコム電話番号の一覧が表示されます。

ステップ 3 次のいずれかのタスクを実行します。

a) インターコム電話番号を追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
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b) インターコム電話番号を更新するには、更新するインターコム電話番号をクリックしま
す。

[インターコム電話番号の設定（Intercom Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 4 [インターコム電話番号の設定（Intercom Directory Number Configuration）]フィールド領域の各
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライン

ヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

ステップ 7 [電話のリセット（Reset Phone）]をクリックします。

ステップ 8 デバイスを再起動します。

再起動中に、ゲートウェイのコールがドロップされることがあります。

インターコムトランスレーションパターンの設定

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [インターコムトラン
スレーションパターン（Intercom Translation Pattern）]を選択します。

[インターコムトランスレーションパターンの検索/一覧表示（Find and List Intercom Translation
Patterns）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかのタスクを実行します。

a) 既存のインターコムトランスレーションパターンをコピーするには、設定するパーティ

ションを探し、コピーするインターコムトランスレーションパターンの横にある [コピー
（Copy）]ボタンをクリックします。

b) 新しいインターコムトランスレーションパターンを追加するには、[新規追加（AddNew）]
ボタンをクリックします。

ステップ 3 [インターコムトランスレーションパターンの設定（Intercom Translation Pattern Configuration）]
フィールド領域のフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細について

は、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

選択したパーティション、ルートフィルタおよび番号計画の組み合わせを使用するインターコ

ムトランスレーションパターンが一意であることを確認します。重複入力を示すエラーを受

け取ったら、ルートパターンまたはハントパイロット、トランスレーションパターン、電話

番号、コールパーク番号、コールピックアップ番号、またはミートミー番号の設定ウィンド

ウを確認します。
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[インターコムトランスレーションパターンの設定（Intercom Translation Pattern Configuration）]
ウィンドウに、新しく設定したインターコムトランスレーションパターンが表示されます。

次のタスク

Manager Assistantの共有回線のタスクフロー（199ページ）を参照して、次のタスクを決定、
完了します。

複数のManager Assistantプールの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco IP Manager Assistantサービスがアクティ
ブになっているサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco IP Manager Assistant ]サービスを選
択します。

パラメータを一覧表示する [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィ
ンドウが開きます。

ステップ 4 [詳細設定（Advanced）]をクリックします。
[クラスタ全体のパラメータ（すべてのサーバに適用されるパラメータ）（ClusterwideParameters
（Parameters that apply to all servers））]の高度なパラメータが表示されます。

ステップ 5 [クラスタ全体のパラメータ（すべてのサーバに適用されるパラメータ）（ClusterwideParameters
（Parameters that apply to all servers））]で、複数のマネージャアシスタントプールを追加する
次のパラメータを設定します。

a) [複数のアクティブモードの有効化（Enable Multiple Active Mode）]：デフォルト値は [False]
です。このパラメータを [True]に設定すると、管理者は、複数のプールを使用して最大
7000名のマネージャおよびアシスタントを設定できます。

b) プール 2：Cisco IPMAサーバ（プライマリ）IPアドレス：デフォルトではありません。管
理者は、この IPアドレスを手動で入力する必要があります。管理者は、このアドレスに最
大 2500名のマネージャおよびアシスタントを割り当てることができます。

c) プール 2：Cisco IPMAサーバ（バックアップ）IPアドレス：デフォルトではありません。
管理者は、この IPアドレスを手動で入力する必要があります。

d) プール 3：Cisco IPMAサーバ（プライマリ）IPアドレス：デフォルトではありません。管
理者は、この IPアドレスを手動で入力する必要があります。このアドレスに最大 2500名
のマネージャおよびアシスタントを割り当てることができます。

e) プール 3：Cisco IPMAサーバ（バックアップ）IPアドレス：デフォルトではありません。
管理者は、この IPアドレスを手動で入力する必要があります。

詳細については、[?]をクリックしてください。
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ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

Manager Assistantの共有回線のタスクフロー（199ページ）を参照して、次のタスクを決定、
完了します。

Manager Assistantの CTIへのセキュアな TLS接続の設定
Manager Assistantは、WDSecureSysUserアプリケーションユーザクレデンシャルを使用して
CTIへのセキュアな TLS接続を確立し、コールを発信します。

セキュアな TLS接続を確立するようにWDSecureSysUserアプリケーションユーザを設定する
には、次の作業を実行します。

始める前に

• Cisco CTL Clientをインストールし、設定します。

CTLクライアントの詳細についてはCisco Unified Communications Managerセキュリティガ
イド、を参照してください。

• [エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウの [ク
ラスタセキュリティモード（Cluster Security Mode）]を 1に設定します（混合モード）。
システムを混合モードで操作することは、システムの他のセキュリティ機能に影響を及ぼ

します。システムが現在混合モードで動作していない場合、これらの相互作用を理解して

いないときは、混合モードに切り替えないでください。詳細については、Cisco Unified
Communications Managerセキュリティガイドを参照してください。

• [エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウの [ク
ラスタ SIPOAuthモード（Cluster SIPOAuth Mode）]フィールドが [有効（Enabled）]に設
定されていることを確認します。

•最初のノードでのみCisco認証局プロキシ機能（CAPF）サービスをアクティブにします。

手順

目的コマンドまたはアクション

IPMASecureSysUserアプリケーション
ユーザを設定します。

IPMASecureSysUserアプリケーション
ユーザの設定（209ページ）

ステップ 1

IPMASecureSysUserアプリケーション
ユーザの認証局プロキシ機能（CAPF）
プロファイルを設定します。

CAPFプロファイルの設定（209ペー
ジ）

ステップ 2

Cisco IP Manager Assistantサービスのサー
ビスパラメータを設定します。

Cisco WebDialer Webサービスの設定
（211ページ）

ステップ 3
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IPMASecureSysUserアプリケーションユーザの設定

IPMASecureSysUserアプリケーションユーザを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [アプリケーションユーザ（Application User）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 [アプリケーションユーザの検索と一覧表示のアプリケーション（Find and List Application Users
Application）]ウィンドウから、[WDSecureSysUser]を選択します。

ステップ 4 [アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]ウィンドウの各フィールド
を設定し、[保存（Save）]をクリックします。

CAPFプロファイルの設定

認証局プロキシ機能（CAPF）は、セキュリティ証明書を発行して、認証するタスクを実行す
るコンポーネントです。アプリケーションユーザの CAPFプロファイルを作成すると、プロ
ファイルは設定の詳細を使用してアプリケーションの安全な接続を開きます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [User
Management] > [Application User CAPF Profile]。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

•新しいCAPFプロファイルを追加するには、[検索（Find）]ウィンドウで [新規追加（Add
New）]をクリックします。

• [コピー（Copy）]列にあるそのレコードの [コピー（Copy）]をクリックして、既存のプ
ロファイルをコピーし、適切なプロファイルを見つけます。

既存のエントリを更新するには、適切なプロファイルを見つけて表示します。

ステップ 3 関連するCAPFプロファイルフィールドを設定または更新します。フィールドとその設定オプ
ションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 セキュリティを使用するアプリケーションユーザおよびエンドユーザごとに、この手順を繰
り返します。
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CAPFプロファイルの設定

説明設定

ドロップダウンリストから、CAPF操作のアプリケーションユーザ
を選択します。この設定には、設定されているアプリケーションユー

ザが表示されます。

この設定は、[エンドユーザ CAPFプロファイル（End User CAPF
Profile）]ウィンドウには表示されません。

[アプリケーション
ユーザー（Application
User）]

ドロップダウンリストから、CAPF操作のエンドユーザを選択しま
す。この設定には、設定済みのエンドユーザが表示されます。

この設定は、[アプリケーションユーザ CAPFプロファイル
（Application User CAPF Profile）]ウィンドウには表示されません。

[エンドユーザ ID
（End User ID）]

1～ 128文字の英数字（a～ z、A～ Z、0～ 9）を入力します。イン
スタンス IDは、認証操作のユーザを指定します。

1つのアプリケーションに複数の接続（インスタンス）を設定できま
す。アプリケーションと CTIManagerとの接続を保護するため、アプ
リケーション PC（エンドユーザの場合）またはサーバ（アプリケー
ションユーザの場合）で実行されるそれぞれのインスタンスに固有

の証明書があることを確認します。

このフィールドは、Webサービスとアプリケーションをサポートする
[CAPF Profile Instance ID for Secure Connection to CTIManager ]サービス
パラメータに関連します。

インスタンス ID
（Instance ID）

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択しま

す。

• [保留中の操作なし（No Pending Operation）]：証明書の操作が行
われない場合に表示されます。（デフォルト設定）

• [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]：このオプショ
ンを選択すると、アプリケーションに新しい証明書がインストー

ルされるか、既存のローカルで有効な証明書がアップグレードさ

れます。

[証明書の操作
（Certificate
Operation）]

証明書の操作が [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]の
場合、認証モードとして [認証ストリング（By Authentication String）]
が指定されます。つまり、ユーザ/管理者によって [JTAPI/TSP設定
（JTAPI/TSP Preferences）]ウィンドウにCAPF認証文字列が入力され
た場合にのみ、ローカルで有効な証明書のインストール/アップグレー
ドまたはトラブルシューティングが CAPFによって実行されます。

認証モード

（Authentication
Mode）
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説明設定

独自の認証文字列を作成するには、一意の文字列を入力します。

各文字列は 4～ 10桁である必要があります。

ローカルで有効な証明書のインストールまたはアップグレードを実行

する場合、アプリケーション PCの JTAPI/TSP設定GUIに管理者が認
証文字列を入力することが必要です。この文字列は、1回の使用のみ
をサポートしており、文字列をインスタンスで使用した後は、再び使

用できません。

認証文字列

（Authentication
String）

認証文字列を自動的に生成するには、このボタンをクリックします。

4～ 10桁の認証文字列が [認証文字列（Authentication String）]フィー
ルドに表示されます。

[文字列の生成
（Generate String）]

ドロップダウンリストから、証明書のキーサイズを選択します。デ

フォルト設定は 1024です。キーサイズのその他のオプションは 512
です。

キーの生成の優先順位を低く設定すると、操作の実行中にもアプリ

ケーションが機能します。キーの生成には最大 30分かかります。

キーサイズ（ビット）

（Key Size (Bits)）

このフィールドは操作を完了する必要がある期限の日時を指定しま

す。このフィールドはすべての証明書操作に対応しています。

表示される値は、最初のノードに適用されます。

この設定は、証明書の操作を完了する必要がある期間のデフォルトの

日数を指定する [CAPF操作有効期間（日数）（CAPF Operation Expires
in (days)）]エンタープライズパラメータと併用します。このパラメー
タはいつでも更新できます。

[操作完了期限
（Operation Completes
by）]

このフィールドには、保留中、失敗、成功といった証明書の操作の進

行状況が表示されます。

このフィールドに表示される情報は変更できません。

[証明書の操作ステー
タス（Certificate
Operation Status）]

Cisco WebDialer Webサービスの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco WebDialer Webサービスがアクティブに
なっているサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco IP Manager Assistant][Cisco WebDialer
Web]サービスを選択します。
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パラメータのリストが表示されます。

ステップ 4 [CTIManager Connection Security Flag]パラメータおよび [CAPF Profile Instance ID for Secure
Connection to CTIManager]パラメータを選択して更新します。

パラメータの説明を表示するには、パラメータ名のリンクをクリックします。

CTIManagerは IPv4および IPv6のアドレスをサポートします。（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 サービスがアクティブになっているサーバごとに、この手順を繰り返します。

次のタスク

Manager Assistantの共有回線のタスクフロー（199ページ）を参照して、次のタスクを決定、
完了します。

CTIルートポイントの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route Point）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。
[CTIルートポイントの設定（CTI Route Point Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [デバイス名（Device Name）]フィールドに、デバイス名を入力します。

ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストから、[デフォルト（Default）]を選択
します。

ステップ 5 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストから
[Generated_CSS_M_E]を選択します。

ステップ 6 [デバイスプールの発呼側トランスフォーメーションCSSを使用（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
[追加に成功しました（Add successful）]ステータスメッセージが表示されます。

ステップ 8 [関連付け（Association）]エリアで、[回線 [1] -新規 DNを追加（Line [1] - Add a new DN）]を
クリックします。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 [電話番号（Directory Number）]フィールドに電話番号を入力します。

ステップ 10 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストから [Generated_Route_Point]
を選択します。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。
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マネージャおよびアシスタントの IP Phoneサービスの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話サービス（Phone Services）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。
[IP Phoneサービスの設定（IP Phone Services Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 マネージャおよびアシスタントのサポートされている電話ごとに、必須フィールドに値を入力
し、[保存（Save）]をクリックします。フィールドとその設定オプションの詳細については、
Cisco IP Phoneサービス設定フィールド（213ページ）を参照してください。
「更新に成功しました（Update successful）」というメッセージが表示されます。

Cisco IP Phoneサービス設定フィールド

説明フィールド

サービス情報（Service Information）

サービスの名前を入力します。サービスがエンタープライズサブ

スクリプションとしてマークされていない場合、サービスに登録で

きる領域（Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルなど）
にそのサービス名が表示されます。

サービス名として入力できる文字数は最大で 128文字です。

Java MIDletサービスの場合、サービス名は、Java Application
Descriptor（JAD）ファイルで定義されている名前と正確に一致して
いる必要があります。

Unified Communications Manager 2つ以上の IPフォン
サービスを同じ名前で作成できます。電話ユーザのほ

とんどまたは全員に十分な知識がある場合、および管

理者が常に IP Phoneサービスを設定する場合を除き、
このように作成しないことが推奨されます。AXLなど
のサードパーティツールが設定のために IP Phoneサー
ビスのリストにアクセスする場合は、IP Phoneサービ
スに一意の名前を使用する必要があることに注意して

ください。

（注）

サービス URLがカスタマイズされた外部 URLをポイ
ントしている場合、電話のデバイスロケールに基づい

てサービス名をローカライズすることはできません。

サービス名は英語のアルファベット文字でのみ表示さ

れます。

（注）

サービス名（Service
Name）
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説明フィールド

電話機がUnicodeを表示できない場合に表示するサービスの名前を
入力します。

ASCIIサービス名

そのサービスで提供されるコンテンツの説明を入力します。説明に

は任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）と
一重引用符（'）は使用できません。

サービス内容

IP Phoneサービスアプリケーションが保存されているサーバのURL
を入力します。このサーバは、Unified Communications Managerク
ラスタに含まれるサーバから独立している必要があります。Unified
Communications ManagerサーバまたはUnified Communications Manager
に関連付けられているサーバ（TFTPサーバ、ディレクトリデータ
ベースパブリッシャサーバなど）は指定しないでください。

サービスを使用するには、Unified Communications Managerクラス
タの電話機がサーバとネットワーク接続されている必要がありま

す。

シスコの署名付き Java MIDletの場合は、JADファイルをダウンロー
ド可能な場所を入力します。たとえば、Java MIDletの通信先であ
るWebサーバやバックエンドアプリケーションサーバです。

シスコ提供のデフォルトサービスの場合は、サービス URLはデ
フォルトでは「Application:Cisco/&lt;サービス名&gt;」と
表示されます。たとえば、

Application:Cisco/CorporateDirectoryです。シスコが提
供するデフォルトサービスのサービス URLを変更する場合は、
[サービスプロビジョニング（Service Provisioning）]に [両方
（Both）]を設定していることを確認してください。この設定は、
[電話（Phone）]、[エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameter）]、および [共通の電話プロファイルの設定（Common
Phone Profile Configuration）]ウィンドウに表示されます。たとえ
ば、カスタムの社内ディレクトリを使用する場合は

Application:Cisco/CorporateDirectoryをカスタムディレ
クトリの外部サービス URLに変更するので、[サービスのプロビ
ジョニング（Services Provisioning）]の値は [両方（Both）]に設定
します。

サービス URL（Service
URL）
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説明フィールド

Cisco Unified IP Phoneサービスアプリケーションが保存されている
サーバのセキュア URLを入力します。このサーバは、Unified
Communications Managerクラスタに含まれるサーバから独立してい
る必要があります。Do not specify a Unified Communications Manager
server or any server that is associated with Unified Communications Manager
（such as a TFTP server or publisher database server）.

サービスを使用するには、Unified Communications Managerクラス
タの電話機がサーバとネットワーク接続されている必要がありま

す。

セキュアサービスURLを指定しない場合、デバイスは
非セキュアな URLを使用します。セキュアな URLと
非セキュアなURLの両方を指定した場合、デバイスは
その機能に基づいて適切な URLを選択します。

（注）

セキュアサービス URL
（Secure-Service URL）

サービスアプリケーションのタイプ（XMLまたは Java MIDlet）を
選択します。

Java MIDletを選択した場合は、更新された設定ファイルを電話機
が受信すると、電話機はシスコの署名付きMIDletアプリケーショ
ン（JADおよび JAR）を指定のサービス URLから取得してそのア
プリケーションをインストールします。

サービスカテゴリ

（Service Category）

サービスが電話の [サービス（Services）]、[ディレクトリ
（Directories）]、または [メッセージ（Messages）]ボタンまたはオ
プションのいずれにプロビジョニングされるか（電話にこれらのボ

タンまたはオプションがある場合）を選択します。ご使用の電話で

これらのボタンまたはオプションがサポートされているかどうかを

判断するには、ご使用の電話のモデルに対応する『Cisco Unified IP
Phone Administration Guide』を参照してください。

サービスタイプ（Service
Type）

サービスのベンダーまたは製造元を指定できます。XMLアプリケー
ションの場合は省略可能ですが、シスコの署名付き Java MIDletの
場合は入力必須です。

シスコの署名付き Java MIDletの場合は、このフィールドに入力さ
れた値とMIDlet JADファイル内で定義されているベンダーとが正
確に一致している必要があります。

シスコ提供のデフォルトサービスの場合は、このフィールドはブ

ランクとして表示されます。

最大 64文字を入力できます。

サービスベンダー

（Service Vendor）
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説明フィールド

アプリケーションのバージョン番号を入力します。

XMLアプリケーションの場合は、このフィールドは省略可能であ
り、参考としてのみ使用されます。シスコの署名付き Java MIDlet
の場合は、次の点に注意してください。

•バージョンを入力する場合は、入力したサービスバージョン
と JADファイル内で定義されているバージョンとが正確に一
致する必要があります。ここで入力したバージョンと電話機に

インストールされているバージョンが異なる場合は、電話機は

MIDletのアップグレードまたはダウングレードを試行します。

•このフィールドがブランクの場合は、バージョンは [サービス
URL（Service URL）]から取得されます。このフィールドをブ
ランクのままにしておくと、電話は Unified Communications
Managerに再登録するたびに、また、シスコの署名付き Java
MIDletが起動するたびに、JADファイルのダウンロードを試
みます。したがって、管理者が [サービスバージョン（Service
Version）]フィールドを手動で更新しなくても、電話は常に最
新バージョンのシスコ署名付き Java MIDletを実行します。

シスコ提供のデフォルトサービスの場合は、このフィールドはブ

ランクとして表示されます。

このフィールドには、数字とピリオドを入力できます（最大 16
ASCII文字）。

サービスバージョン

このチェックボックスにより、[Cisco Unified CMの管理（Cisco
Unified CM Administration）] Cisco Unified Communications Manager
Administrationから設定を削除せずに（およびデータベースからサー
ビスを削除せずに）、サービスを有効化または無効化できます。

このチェックボックスをオフにすると、サービスは電話機設定ファ

イルおよび電話機から削除されます。

有効（Enable）

サービスパラメータ情報
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説明フィールド

この IP Phoneサービスに適用されるサービスパラメータがリスト
されます。このペインのサービスパラメータを設定するには、次

のボタンを使用します。

• [新規パラメータ（New Parameter）]：このボタンをクリックす
ると、[Cisco Unified IP Phoneサービスパラメータの設定
（Configure Cisco Unified IP Phone Service Parameter）]ウィンド
ウが表示されます。このウィンドウでは、IP Phoneサービスの
新規サービスパラメータを設定します。

• [パラメータの編集（Edit Parameter）]：[パラメータ
（Parameters）]ペインに表示されるサービスパラメータを強
調表示してこのボタンをクリックすると、[CiscoUnified IPPhone
サービスパラメータの設定（Configure Cisco Unified IP Phone
Service Parameter）]ウィンドウが表示されます。このウィンド
ウでは、この IP Phoneサービスの選択されたサービスパラメー
タを編集できます。

• [パラメータの削除（Delete Parameter）]：[パラメータ
（Parameters）]ペインに表示されるサービスパラメータを強
調表示してこのボタンをクリックすると、この IP Phoneサービ
スからサービスパラメータが削除されます。削除の確認を求

めるポップアップウィンドウが表示されます。

仕様（Parameters）

マネージャ、アシスタント、および全ユーザの電話ボタンテンプレー

トの設定

この項の手順は、マネージャとアシスタント向けに電話機のボタンを設定する方法について説

明します。

手順

目的コマンドまたはアクション

この手順を実施することで、マネージャ

とアシスタントボタン機能を回線また

Manager Assistantの電話ボタンテンプ
レートの設定（218ページ）

ステップ 1

は短縮ダイヤルキーに割り当てること

ができます。

電話機でマネージャおよびアシスタント

ボタンを設定するには、次の手順を実行

します。

電話機とManager Assistantボタンテン
プレートの関連付け（218ページ）

ステップ 2
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Manager Assistantの電話ボタンテンプレートの設定

Manager Assistant機能の電話ボタンテンプレートを設定するには、この手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックして、サポートされる電話テンプレートのリストを表示します。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成する場合は、この手順を実行します。それ以外の場合
は、次のステップに進みます。

a) 電話機モデルのデフォルトのテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックしま
す。

b) [電話ボタンテンプレート情報（Phone Button Templates Information）]フィールドに、テン
プレートの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存のテンプレートを選択します。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。

電話機とManager Assistantボタンテンプレートの関連付け

始める前に

Manager Assistantの電話ボタンテンプレートの設定（218ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、設定済みの電話のリストを表示します。
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ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボ
タンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボッ
クスが表示されます。

共有回線モードのマネージャの設定とアシスタントの割り当て

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
検索結果には、Unified Communications Managerで設定されているすべてのエンドユーザが表
示されます。

ステップ 3 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [マネージャの設定（Manager
Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 4 Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータに基づいて、マネージャの電話のインターコム
回線のスピーカーフォンでソフトキーテンプレートと [自動応答（Auto Answer）]を自動設定
するには、[自動設定（Automatic Configuration）]チェックボックスをオンにします。

インターコムの [自動設定（Automatic Configuration）]は、Unified Communications
Manager Assistantインターコム機能が Cisco Unified IP Phone 7940および 7960で使
用されるときにのみ適用されます。

（注）

ステップ 5 [共有回線を使用（Uses Shared Lines）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 マネージャとデバイス名またはデバイスプロファイルを関連付けるには、[デバイス名/プロ
ファイル（Device Name/Profile）]ドロップダウンリストから、デバイス名またはデバイスプ
ロファイルを選択します。

マネージャが在宅勤務の場合は、[エクステンションモビリティを使用（Mobile
Manager）]チェックボックスをオンにし、必要に応じて [デバイス名/プロファイル
（Device Name/Profile）]ドロップダウンリストからデバイスプロファイルを選択
します。デバイスプロファイルを選択した場合、マネージャは、Manager Assistant
にアクセスする前に Cisco Extension Mobilityを使用して電話にログインする必要が
あります。

（注）

エクステンションモビリティおよびManager Assistantの詳細については、関連項目を参照して
ください。

ステップ 7 [インターコム回線（Intercom Line）]ドロップダウンリストから、マネージャのインターコム
回線アピアランスを選択します（該当する場合）。
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選択したインターコム回線は、Manager AssistantとUnified Communications Managerのインター
コム機能に適用されます。

ステップ 8 [アシスタントプール（Assistant Pool）]ドロップダウンリストから、適切なプール番号（1～
3）を選択します。

ステップ 9 アシスタントをマネージャに割り当てるには、[利用可能なアシスタント（AvailableAssistants）]
選択ボックスからアシスタントの名前を選択し、下向き矢印をクリックして [関連付けられた
アシスタント（Associated Assistants）]選択ボックスに移動させます。

アシスタント名を強調表示してから、[詳細情報の表示（View Details）]リンクをクリックする
ことにより、[アシスタントの設定（Assistant Configuration）]ウィンドウに移動できます。

ステップ 10 Manager Assistantによって制御される回線を設定するには、[使用可能な回線（Available Lines）]
リストボックスから該当する回線を選択し、下向き矢印をクリックして[選択した回線（Selected
Lines）]リストボックスに移動させます。
制御される回線が、常に共有回線 DNであることを確認します。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。
[自動設定（Automatic Configuration）]チェックボックスをオンにした場合、サービスパラメー
タが無効になると、メッセージが表示されます。サービスパラメータが有効であることを確認

してください。自動設定が正常に完了すると、マネージャデバイスがリセットされます。デバ

イスプロファイルを設定した場合、マネージャは、ログアウトしてからデバイスにログインし

て、変更を有効にする必要があります。

共有回線のアシスタントラインアピアランスの設定

管理者は、共有ラインアピアランスを使用して1つまたは複数の回線を設定できます。Unified
Communications Managerシステムでは、電話番号が同じパーティション内の複数のデバイスに
表示される場合、その電話番号は共有電話とみなされます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
検索結果には、Unified Communications Managerで設定されているすべてのエンドユーザが表
示されます。

ステップ 3 選択したアシスタントのユーザ情報を表示するには、ユーザ名をクリックします。
[エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [アシスタントの設定（Assistant
Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。
[アシスタントの設定（Assistant Configuration）]ウィンドウが表示されます。[自動設定
（Automatic Configuration）]チェックボックスをオンにすると、システムは、Cisco IP Manager
Assistantサービスパラメータの設定に基づいて、ソフトキーテンプレートとインターコム回
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線を自動的に設定します。さらに、システムは、インターコム回線のスピーカーフォンで [自
動応答（Auto Answer）]を設定します。

ステップ 5 [デバイス名（Device Name）]ドロップダウンリストから、アシスタントに関連付けるデバイ
ス名を選択します。

ステップ 6 [インターコム回線（Intercom Line）]ドロップダウンリストから、アシスタントのインターコ
ムラインアピアランスを選択します。

ステップ 7 [プライマリライン（Primary Line）]ドロップダウンリストから、アシスタントのプライマリ
ラインを選択します。

a) 既存のマネージャの設定情報を表示するには、[関連付けられたマネージャ（Associated
Managers）]リストでマネージャ名を強調表示してから、[詳細情報の表示（View Details）]
をクリックします。

[マネージャの設定（Manager Configuration）]ウィンドウが表示されます。
b) [アシスタントの設定（Assistant Configuration）]ウィンドウに戻るには、アシスタント名を
強調表示してから、[マネージャの設定（Manager Configuration）]ウィンドウで [詳細情報
の表示（View Details）]リンクをクリックします。

[関連付けられたマネージャ（Associated Manager）]選択リストボックスに、以前に設定され
たマネージャの名前が表示されます。

ステップ 8 マネージャ回線をアシスタント回線に関連付けるには、[アシスタント回線へのマネージャの
関連付け（Manager Association to Assistant Line）]選択ボックスで、次の手順を実行します。

a) [使用可能な回線（Available Lines）]ドロップダウンリストから、マネージャ回線に関連
付けるアシスタント回線を選択します。

b) [マネージャ名（Manager Names）]ドロップダウンリストから、このプロキシ回線を適用
する事前設定されたマネージャ名を選択します。

c) [マネージャ回線（Manager Lines）]ドロップダウンリストから、このプロキシ回線を適用
するマネージャ回線を選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
更新はすぐに有効になります。[自動設定（Automatic Configuration）]を選択すると、アシスタ
ントデバイスが自動的にリセットされます。

Assistant Consoleプラグインのインストール

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [アプリ
ケーション（Application）] > [プラグイン（Plugins）]。

[プラグインの検索と一覧表示（Find and List Plugins）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
インストール可能なアプリケーションプラグインの一覧が表示されます。
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ステップ 3 Cisco Unified CM Assistant Consoleの [ダウンロード（Download）]リンクをクリックして、実
行可能ファイルを特定の場所に保存します。

ステップ 4 実行可能ファイルを実行します。

Windows Vista PCにアプリケーションをインストールすると、セキュリティウィン
ドウが表示されることがあります。インストールの続行を許可します。

（注）

[Cisco Unified CallManager Assistant Console]インストールウィザードが表示されます。

ステップ 5 [概要（Introduction）]ウィンドウで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [ライセンス契約書（License Agreement）]ウィンドウで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 アプリケーションをインストールする場所を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

デフォルトでは、C:\Program Files\Cisco\ Unified CallManager
Assistant Consoleにアプリケーションがインストールされます。

（注）

ステップ 8 [インストール前の概要（Pre-installation Summary）]ウィンドウで概要を確認し、[インストー
ル（Install）]をクリックします。
インストールが開始されます。

ステップ 9 インストールが完了したら、[終了（Finish）]をクリックします。

ステップ 10 コンソールにログインするために必要なユーザ名とパスワードをアシスタントに提供します。

ステップ 11 Assistant Consoleを起動するには、デスクトップのアイコンをクリックするか、[プログラム開
始（Start...Programs）]メニューから [Cisco Unified Communications Manager Assistant] > [Assistant
Console]を選択します。

ステップ 12 [Cisco Unified Communications Manager Assistantの設定（Cisco Unified Communications Manager
Assistant Settings）]ウィンドウの [詳細（Advanced）]タブで、Assistant Consoleのトレースを
有効化できます。

ステップ 13 Cisco IP Manager Assistantサービスがアクティブになっている Unified Communications Manager
サーバのポート番号と IPアドレスまたはホスト名をアシスタントに提供します。アシスタン
トが初めてコンソールにログインしたときには、アシスタントは、[CiscoUnifiedCommunications
Manager Assistant Serverのポート（Cisco Unified Communications Manager Assistant Server Port）]
と [Cisco Unified Communications Manager Assistant Serverのホスト名または IPアドレス（Cisco
Unified Communications Manager Assistant Server Hostname or IP Address）]の各フィールドに情
報を入力する必要があります。
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Manager Assistantの連携動作
連携動作機能

一括管理ツールを使用して、ユーザを個々に追加するのではな

く多数のユーザ（マネージャおよびアシスタント）を一度に追

加できます。

一括管理ツールのテンプレートは、Cisco Unified IP電話向けに
[Cisco Unified CM Assistant設定ウィザード（Cisco Unified CM
Assistant Configuration Wizard）]で作成され、Unified
Communications Managerインターコム回線のみをサポートしま
す。

詳細については、Cisco Unified Communications Manager一括管
理ガイドを参照してください。

一括管理ツール

発信側の正規化機能を設定している場合、Manager Assistantは
ローカライズおよびグローバル化されたコールを自動的にサ

ポートします。Manager Assistantはローカライズされた発信者
番号をユーザインターフェイスに表示できます。また、マネー

ジャ宛の着信通話の場合、フィルタパターンの一致が発生す

ると、Manager Assistantはローカライズおよびグローバル化さ
れた発信者番号を表示できます。

発信側の正規化

Manager Assistantと Ciscoエクステンションモビリティ機能を
同時に使用できます。エクステンションモビリティを使用し

て Cisco Unified IP Phoneにログインすると、その電話の Cisco
IP Manager Assistantサービスは自動的に有効になります。その
後、Manager Assistant機能にアクセスできます。

Ciscoエクステンションモビリティの詳細については、エクス
テンションモビリティの概要（487ページ）を参照してくださ
い。

エクステンションモビリティ

Manager Assistantは IPv6をサポートしないため、Manager
Assistantでは電話の [IPアドレッシングモード（IP Addressing
Mode）]が [IPv6のみ（IPv6 Only）]の電話を使用することは
できません。電話でManager Assistantを使用するには、電話で
[IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]を [IPv4の
み（IPv4 Only）]または [IPv4と IPv6（IPv4 and IPv6）]に設定
していることを確認してください。

Internet Protocol Version 6
（IPv6）
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連携動作機能

Manager Assistantによって CDR Analysis and Reporting（CAR）
ツールに統計情報が提供され、変更ログに設定の変更の概要が

示されます。

管理者は、Unified CMの AssistantChangeLog*.txtでマネージャ
またはアシスタント設定に行った変更の概要を表示できます。

マネージャは、URLからマネージャの設定へアクセスするこ
とで、デフォルトを変更できます。アシスタントは、Assistant
Consoleからマネージャのデフォルトを変更できます。URLお
よびマネージャの設定の詳細については、『Cisco Unified

Communications Manager Assistant User Guide』を参照してくだ
さい。

マネージャまたはアシスタントが変更を加えると、その変更は

ipma_changeLogxxx.logと呼ばれるログファイルに送信されま
す。ログファイルは、Cisco IP Manager Assistantサービスを実
行するサーバに存在します。次のコマンドを使用してログファ

イルを取得します。 file get activelog tomcat/logs/ipma/log4j/

ログファイルのダウンロードの詳細については、『CiscoUnified

Real -Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してく
ださい。

レポートツール

Manager Assistantは、マネージャとアシスタントの通話終了の
統計とインベントリレポートをサポートします。CARツール
は通話終了の統計をサポートします。Cisco Unified Serviceability
はインベントリレポートをサポートします。

詳細については、次のガイドを参照してください。

•『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

• Cisco Unified Communications Managerのコールレポートお
よび課金情報管理ガイド

CDR Analysis and Reporting
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連携動作機能

次の点において、共有回線サポートを持つManager Assistantお
よびMLPPの間の連携動作について説明します。

•システムは、Manager Assistantによるコールの処理におい
てコールの優先順位を保持します。たとえば、アシスタン

トがコールを転送すると、システムはコールの優先順位を

保持します。

•優先順位の高いコールのフィルタリングは、他のすべての
コールと同様に発生します。コールの優先順位は、コール

がフィルタ処理されるかどうかには影響しません。

• Manager Assistantにはコールの優先順位に関する情報がな
いため、Assistant Consoleでコールの優先順位が改めて示
されることはありません。

Multilevel Precedence and
Preemption（MLPP）

Manager Assistantは、次の 2つのタイプのインターコムをサ
ポートします。

• Manager Assistantインターコム（Cisco Unified IP Phone 7940
および 7960で使用）。DN設定およびエンドユーザ（マ
ネージャとアシスタント）の設定ウィンドウを使用して、

このインターコム機能を設定できます。

• Unified Communications Managerインターコム（Cisco Unified
IP電話7940および7960で使用）。インターコムパーティ
ション、インターコムコーリングサーチスペース、イン

ターコム電話番号、インターコムトランスレーションパ

ターン、DN、およびエンドユーザ（マネージャとアシス
タント）の設定ウィンドウを使用して、このインターコム

機能を設定できます。

インターコム

メッセージ受信インジケータ機能は、プロキシ回線サポートの

みと連携して動作します。

メッセージ受信インジケータ（MWI）のオンまたはオフ番号に
は、コーリングサーチスペースのマネージャ回線のパーティ

ションが必要です。パーティションは、それぞれのコーリング

サーチスペース内で任意の優先順位に設定できます。

メッセージ受信インジケータ
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連携動作機能

Time-of-Day機能は、プロキシ回線サポートのみと連携して動
作します。

Time-of-Dayルーティングは、コールが作成された時間に応じ
て、コールをそれぞれの場所にルーティングします。たとえ

ば、営業時間中は、コールはマネージャのオフィスにルーティ

ングされ、それ以降の時間は、コールはボイスメールサービ

スに直接送信されます。

時間帯ルーティングの詳細については、 Cisco Unified
Communications Managerシステム設定ガイドを参照してくださ
い。

Time-of-Dayルーティング

Manager Assistantの制限事項
制限事項機能

Microsoft Internet Explorer 7（以降）を持つコンピュータにアシス
タントコンソールアプリケーションをインストールするには、

Assistant Consoleをインストールする前に、Microsoft Java仮想マ
シン（JVM）をインストールします。

アシスタントコンソール

アプリケーション

Assistant Consoleでは、ハントグループまたはキュー、録音とモ
ニタリング、ワンタッチコールピックアップ、およびオンフッ

ク転送（転送を完了するために [転送（Transfer）]ソフトキーを
押してオンフックにすることでコールを転送する機能）はサポー

トされません。

コール管理機能
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制限事項機能

Manager Assistantは Cisco Unified IP Phones 7940と 7960を除く
Cisco Unified IP Phones 7900シリーズの SIPをサポートします。

Manager Assistantは、複数の Cisco IP Manager Assistantサーバ
（プール）を設定して、最大 3500名のマネージャと 3500名のア
シスタントをサポートします。複数のプールを有効にする場合、

マネージャおよびそのマネージャに設定されたアシスタントが同

じプールに属している必要があります。

Cisco Unified IP電話 7960と 7940は Unified Communications
Manager Assistantインターコム回線機能のみをサポートします。
Cisco Unified IP電話 7900（7940と 7960を除く）は Unified
Communications Managerインターコム機能のみをサポートしま
す。

1名のマネージャには最大 10名のアシスタントを指定でき、1名
のアシスタントは最大33名のマネージャをサポートできます（各
マネージャに 1つの Unified Communications Manager制御回線が
ある場合）。

1名のマネージャを一度に支援できるのは 1名のアシスタントの
みです。

Manager Assistantは、Unified Communications Managerクラスタあ
たり最大 3500人のマネージャと 3500人のアシスタントをサポー
トします。

Cisco IP Phone

アップグレード後に、着信インターコム回線を使用するManager
Assistantユーザは、Unified Communications Managerインターコム
機能に自動的にアップグレードされません。

システムは Unified Communications Managerインターコム機能と
通常回線の間のコールをサポートしていません（ManagerAssistant
インターコム回線として設定される可能性があります）。

インターコム（Intercom）

Manager Assistantは、シングルサインオン環境ではサポートされ
ません。

シングルサインオン

Cisco Unified IP Phone 7940、7942、および 7945は、2つの回線ま
たは短縮ダイヤルボタンのみサポートします。

スピードダイヤル
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Cisco Unified Communications Manager Assistantのトラブ
ルシューティング

ここでは、Manager Assistantとクライアントデスクトップのトラブルシューティングツール、
およびManager Assistantのトラブルシューティングについて説明します。

参照先ツールの説明

トレースファイルは、Cisco IP Manager Assistantサービスを実
行するサーバに存在します。

これらのファイルは次のいずれかの方法でサーバからダウン

ロードできます。

• CLIコマンド file get activelog tomcat/logs/ipma/log4jを使
用する。

• Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool（RTMT）のトレー
ス収集機能を使用する。詳細については、『Cisco Unified
Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照し
てください。

デバッグトレースをイネーブルにするには、[Cisco Unified
サービスアビリティ（Cisco Unified Serviceability）] > [トレー
ス（Trace）] > [設定（Configuration）]を選択します。

Cisco Unified CM Assistantサー
バのトレースファイル

クライアントのデスクトップ上にある

$INSTALL_DIR\logs\ACLog*.txt（Unified CM Assistantの
Assistant Consoleと同じ場所）。

デバッグトレースを有効にするには、Assistant Consoleの [設
定（Settings）]ダイアログボックスに移動します。[詳細設定
（Advanced）]パネルで、[トレースを有効にする（Enable
Trace）]チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、デバッグ

トレースだけが有効になります。エラートレース

は常にオンになっています。

（注）

Cisco IPMAクライアントのト
レースファイル

クライアントのデスクトップ上にある

$INSTALL_DIR\InstallLog.txt（Assistant Consoleと同じ場所）。
Cisco IPMAクライアントのイ
ンストールトレースファイル

クライアントのデスクトップ上にある

$INSTALL_DIR\UpdatedLog.txt（Unified CM Assistant Console
と同じ場所）。

Cisco IPMAクライアントの
AutoUpdaterトレースファイ
ル
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参照先ツールの説明

デフォルトでは、C:\Program Files\Cisco\Unified
Communications Manager Assistant Console\

インストールディレクトリ

発信側にリオーダー音が聞こえる

問題

発信側に次のリオーダー音またはメッセージが聞こえます。

「ダイヤルしたコールを完了できません。（This call cannot be completed as

dialed.）」

考えられる原因

発信側回線のコーリングサーチスペースが適切に設定されていません。

ソリューション

回線のコーリングサーチスペースを確認します。設定の詳細については、Cisco Unified
Communications Managerシステム設定ガイドを参照してください。

また、Cisco Dialed Number Analyzerサービスを使用して、コーリングサーチスペース内の不
備を確認することもできます。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Dialed
Number Analyzer Guide』を参照してください。

フィルタリングをオン/オフにするとコールがルーティングされない

問題

コールが適切にルーティングされません。

考えられる原因 1

Cisco CTI Managerサービスが停止している可能性があります。

ソリューション 1

[Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス
（Control Center - Feature Services）]から、Cisco CTI ManagerおよびCisco IP Manager Assistant
サービスを再起動します。

考えられる原因 2

Unified Communications Manager Assistantルートポイントが適切に設定されていません。
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解決策 2

Unified Communications Manager Assistant CTIルートポイントの電話番号と、Unified
CommunicationsManagerに設定されているすべてのマネージャのプライマリ電話番号に一致す
るようにワイルドカードを使用します。

考えられる原因 3

マネージャの電話機のステータスウィンドウに「フィルタ使用不可（Filtering Down）」
というメッセージが表示されます。このメッセージは、Unified Communications Manager Assistant
CTIルートポイントが削除されているか、稼働していない可能性があることを示します。

ソリューション 3

次の手順を実行して、CTIルートポイントを設定し、Cisco IP Manager Assistantサービスを再
起動します。

1. [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から [デバイス（Device）] >
[CTIルートポイント（CTI Route Point）]を選択します。

2. 該当するルートポイントを見つけるか、または新しいルートポイントを追加します。設
定の詳細については、Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイドを参照し
てください。

3. [Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス
（Control Center - Feature Services）]から、Cisco CTI Managerおよび Cisco IP Manager
Assistantサービスを再起動します。

Cisco IP Manager Assistant Serviceに到達できない

問題

Assistant Consoleを開くと、次のメッセージが表示されます。

Cisco IPMA サービスに到達できません（Cisco IPMA Service Unreachable）

考えられる原因 1

Cisco IP Manager Assistantサービスが停止している可能性があります。

ソリューション #1

[Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス
（Control Center—Feature Services）]から Unified Communications Manager Assistantを再起動
します。
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考えられる原因 2

プライマリおよびセカンダリ Unified Communications Manager Assistantサーバのサーバアドレ
スが DNS名として設定されていますが、それらの DNS名が DNSサーバで設定されていませ
ん。

ソリューション #2

次の手順を実行して DNS名を置き換えます。

1. [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [シ
ステム（System）] > [サーバ（Server）]。

2. サーバの DNS名を対応する IPアドレスに置き換えます。

3. [Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス
（Control Center—Feature Services）]から Unified Communications Manager Assistantを再
起動します。

考えられる原因 3

Cisco CTI Managerサービスが停止している可能性があります。

ソリューション #3

[Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス
（Control Center—Feature Services）]から Unified Communications Manager Assistantを再起動
します。

考えられる原因 4

Unified Communications Manager Assistantサービスは CTI接続をセキュアモードで開くように
設定されているかもしれませんが、セキュリティ設定が完了していない可能性があります。

この状況が発生した場合は、アラームビューアまたはUnified Communications Manager Assistant
サービスログに次のメッセージが表示されます。

IPMA サービスが初期化できません。プロバイダーを取得できませんでした（IPMA Service

cannot initialize - Could not get Provider）

ソリューション #4

Cisco IP Manager Assistantサービスのサービスパラメータで、セキュリティ設定を確認します。

[Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス
（Control Center—Feature Services）]から Unified Communications Manager Assistantを再起動
します。
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Cisco IP Manager Assistant Serviceを初期化できない

問題

Cisco IP Manager Assistantサービスで CTI Managerへの接続をオープンできず、次のメッセー
ジが表示されます。

IPMA サービスが初期化できません。プロバイダーを取得できませんでした（IPMA Service

cannot initialize - Could not get Provider）

考えられる原因

Cisco IP Manager Assistantサービスで CTIManagerへの接続をオープンできません。アラーム
ビューアまたは Unified CM Assistantサービスログでメッセージを確認できます。

ソリューション

[Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス
（Control Center - Feature Services）]から、Cisco CTI ManagerおよびCisco IP Manager Assistant
サービスを再起動します。

Webからの Assistant Consoleのインストールが失敗する

問題

Webからの Assistant Consoleのインストールが失敗します。次のメッセージが表示されます。

例外：java.lang.ClassNotFoundException: InstallerApplet.class（Exception:

java.lang.ClassNotFoundException: InstallerApplet.class）

考えられる原因

Unified Communications Manager Assistant Consoleの標準インストールでMicrosoft JVMの代わ
りに Sun Javaプラグイン仮想マシンを使用するとエラーの原因となります。

ソリューション

管理者は、Sun Javaプラグインをサポートしている JSPページである次の URLにユーザを誘
導してください。

https://&lt;servername&gt;:8443/ma/Install/IPMAConsoleInstallJar.jsp

HTTPステータス 503：アプリケーションは現在使用できません

問題

http://&lt;サーバ名&gt;:8443/ma/Install/IPMAConsoleInstall.jspで次のエラーメッセージが表
示されます。
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HTTP ステータス 503：アプリケーションは現在使用できません（HTTP Status 503 -

This Application is Not Currently Available）

考えられる原因

Cisco IP Manager Assistantサービスがアクティブになっていないか、または実行されていませ
ん。

ソリューション

Cisco IP Manager Assistantサービスがアクティブになっていることを確認します。確認するに
は、[Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [サービスの開始（Service Activation）]
で、サービスのアクティベーションステータスをチェックします。

Cisco IP Manager Assistantサービスがすでにアクティブになっている場合は、[Cisco Unified
Serviceability] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control
Center—Feature Services）]から Unified Communications Managerを再起動します。

マネージャがログアウトしてもサービスが動作している

問題

マネージャが Unified Communications Manager Assistantからログアウトしても、サービスは継
続して実行されます。マネージャの IPPhoneのディスプレイの表示が消えます。フィルタリン
グがオンになっていますがコールはルーティングされません。マネージャがログアウトしたこ

とを確認するには、Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolを使用してアプリケーションログ
を表示します。Cisco IP Manager Assistantサービスがログアウトされたことを示す、Cisco Java
アプリケーションからの警告がないかどうかを調べます。

考えられる原因

マネージャがソフトキーを 1秒間に 5回以上押しました（最大許容回数は 4回）。

ソリューション

Unified Communications Managerの管理者は、マネージャの設定を更新する必要があります。次
の手順を実行して問題を修正します。

1. [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユー
ザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。

2. [検索（Search）]フィールドにマネージャ名を入力し、[検索（Find）]をクリックします。

3. 検索結果リストから、更新するマネージャを選択します。

[エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。
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4. [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [Cisco IPMAマネージャ（Cisco
IPMA Manager）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

5. マネージャの設定に必要な変更を行い、[更新（Update）]をクリックします。

マネージャがアシスタントプロキシ回線で鳴っているコールを代行受

信できない

問題

マネージャがアシスタントプロキシ回線で呼び出しているコールを代行受信できません。

考えられる原因

プロキシ回線のコーリングサーチスペースが適切に設定されていません。

ソリューション

アシスタント電話機のプロキシ回線のコーリングサーチスペースを確認します。次の手順を

実行して問題を修正します。

1. [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デ
バイス（Device）] > [電話（Phone）]。

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]検索ウィンドウが表示されます。

2. アシスタント電話機をクリックします。

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

3. 電話機と電話番号（回線）のコーリングサーチスペース設定を確認し、必要に応じて更
新します。

ページが見つかりません（No Page Found）

問題

http://&lt;サーバ名&gt;:8443/ma/Install/IPMAConsoleInstall.jspで次のエラー
メッセージが表示されます。

ページが見つかりません（No Page Found）

考えられる原因 1

ネットワークに問題があります。
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ソリューション 1

クライアントがサーバに接続していることを確認します。URLで指定されているサーバ名に対
して pingを実行し、到達可能であることを確認します。

考えられる原因 2

URLのつづりが間違っています。

ソリューション 2

URLでは大文字と小文字が区別されるため、URLが指示にあるURLと正確に一致しているこ
とを確認します。

システムエラーが発生しました。システム管理者にお問い合わせくだ

さい。（System Error - Contact System Administrator）

問題

Assistant Consoleを開くと、次のメッセージが表示されます。

システム エラーが発生しました。システム管理者にお問い合わせください。（System Error

- Contact System Administrator）

考えられる原因 1

Unified Communications Managerをアップグレードした可能性があります。Unified Communications
Managerをアップグレードするときに、システムは Assistant Consoleを自動的にアップグレー
ドしません。

ソリューション 1

[スタート（Start）] &gt; [プログラム（Programs）] &gt; [Cisco Unified Communications Manager
Assistant] &gt; [Assistant Consoleのアンインストール（Uninstall Assistant Console）]を選択して
コンソールをアンインストールし、URL
https://&lt;server-name&gt;:8443/ma/Install/IPMAConsoleInstall.jspからコンソールを再インス
トールします。

考えられる原因 2

ユーザがデータベースに正しく設定されていません。

ソリューション 2

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]を使用してユーザ IDとパスワー
ドが Unified Communications Managerのユーザとして実行されていることを確認します。
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考えられる原因 3

アシスタントからマネージャを削除したときに、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM
Administration）]でアシスタントに空白行が残されました。

ソリューション 3

[アシスタントの設定（Assistant Configuration）]ウィンドウでプロキシ行を再割り当てします。

CiscoIPManagerAssistantサービスがダウンしているときにマネージャ
にコールできない（Unable to Call Manager When Cisco IP Manager
Assistant Service is Down）

問題

Cisco IP Manager Assistantサービスがダウンしているときに、コールがマネージャに適切にルー
ティングされません。

考えられる原因

Unified Communications Manager Assistant CTIルートポイントで [無応答時転送（Call Forward
No Answer）]が有効になっていません。

ソリューション

次の手順を実行して、Unified Communications Manager Assistantルートポイントを適切に設定
します。

1. [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から [デバイス（Device）] >
[CTIルートポイント（CTI Route Point）]を選択します。

[CTIルートポイントの検索と一覧表示（Find and List CTI Route Points）]検索ウィンドウが
表示されます。

2. [検索（Find）]をクリックします。

設定済み CTIルートポイントのリストが表示されます。

3. 更新する Unified Communications Manager Assistant CTIルートポイントを選択します。

4. [CTIルートポイントの設定（CTI Route Point Configuration）]ウィンドウの [関連付け
（Association）]領域で、更新する回線をクリックします。

5. [コール転送とコールピックアップの設定（Call Forward and Call Pickup Settings）]セクショ
ンで、[無応答時転送（Forward No Answer Internal、内部）]チェックボックスおよび [無応
答時転送（Forward No Answer External、外部）]チェックボックスをオンにし、[カバレッ
ジ/接続先（Coverage/Destination）]フィールドに CTIルートポイントの DNを入力します
（たとえば、ルートポイント DN 1xxxの場合、CFNAに 1xxxを入力します）。
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6. [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストから [CSS-M-E]
（または、該当するコーリングサーチスペース）を選択します。

7. [更新（Update）]をクリックします。

ユーザ認証に失敗する

問題

Assistant Consoleからログインウィンドウを使用してサインインするときにユーザ認証に失敗
します。

考えられる原因

次の原因が考えられます。

•データベースでユーザが正しく管理されていない。

•アシスタントまたはマネージャとしてユーザが正しく管理されていない。

ソリューション

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]を使用してユーザ IDとパスワー
ドが Unified Communications Managerのユーザとして実行されていることを確認します。

Unified Communications Manager Assistantユーザ情報を関連付けることによって、ユーザをアシ
スタントまたはマネージャとして実行する必要があります。ユーザ情報には、[Cisco Unified
CM Administration]で [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選
択してアクセスします。
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第 VII 部

ボイスメッセージング機能
•オーディオメッセージ受信インジケータ （241ページ）
•即時転送 （247ページ）





第 16 章

オーディオメッセージ受信インジケータ

•オーディオメッセージ受信インジケータの概要（241ページ）
•オーディオメッセージ受信インジケータの前提条件（241ページ）
•オーディオメッセージ受信インジケータ設定のタスクフロー（241ページ）
•オーディオメッセージ受信インジケータのトラブルシューティング（244ページ）

オーディオメッセージ受信インジケータの概要
ユーザに新しいボイスメッセージを通知するために、Cisco Unified IP Phoneで断続ダイヤル
トーンを再生するようにオーディオメッセージ受信インジケータ（AMWI）を設定できます。
ボイスメッセージが残されている回線で電話がオフフックになるたびに、断続ダイヤルトー

ンが鳴ります。

クラスタ内のすべての電話機または特定の電話番号で AMWIを設定できます。電話番号レベ
ルの設定は、クラスタ全体の設定よりも優先されます。

オーディオメッセージ受信インジケータの前提条件
AMWIは、電話ファームウェアリリース 8.3(1)以降が動作している Cisco Unified IP Phoneで
のみ設定できます。

オーディオメッセージ受信インジケータ設定のタスクフ

ロー

始める前に

•オーディオメッセージ受信インジケータの前提条件（241ページ）を確認してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

オーディオメッセージ受信インジケー

タ機能をサポートするデバイスを特定す

るためにレポートを生成します。

電話機能一覧の生成（1ページ）ステップ 1

クラスタ内のすべての電話で AMWIの
デフォルト設定を行います。

オーディオメッセージ受信インジケー

タのサービスパラメータの設定（242
ページ）

ステップ 2

デバイスに関連付けられている電話番号

の AMWIを設定します。
電話番号のオーディオメッセージ受信

インジケータの設定（243ページ）
ステップ 3

SIPプロファイルの AMWIを設定しま
す。SIP電話のAMWIを設定するには、
次の手順を実行します。

SIPプロファイルでのオーディオメッ
セージ受信インジケータの設定（243
ページ）

ステップ 4

オーディオメッセージ受信インジケータのサービスパラメータの設

定

この手順では、クラスタ内のすべての電話機に AMWIデフォルト設定を実行する方法につい
て説明します。

始める前に

電話機能一覧の生成（1ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサー
バを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（機能 -全般）（Clusterwide Parameters ( Feature - General)）]セク
ションで、[オーディオメッセージ受信インジケータのポリシー（Audible Message Waiting
Indication Policy）]サービスパラメータを選択します。このパラメータによって、クラスタ内
の全デバイスでオーディオメッセージ受信インジケータをオンにするかオフにするか決定しま

す。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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電話番号のオーディオメッセージ受信インジケータの設定

デバイスに関連付けられている電話番号用に AMWIを設定するには、次の手順に従ってくだ
さい。

個々の電話番号での AMWI設定は、クラスタ全体の設定より優先されます。（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [関連付け（Association）]セクションで、[新規 DNを追加（Add a new DN）]をクリックしま
す。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [オーディオメッセージ受信インジケータのポリシー（Audible Message Waiting Indicator Policy）]
を選択します。次のいずれかのオプションを選択します。

• [オフ（Off）]

• [オン（On）]：このオプションを選択すると、ハンドセットを取り上げたときにユーザは
断続ダイヤルトーンを受信します。

というメッセージが表示されます。

• [デフォルト（Default）]：このオプションを選択すると、電話機はシステムレベルで設定
されたデフォルトを使用します。

ステップ 4 [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドを設定しま
す。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

SIPプロファイルでのオーディオメッセージ受信インジケータの設定
SIPプロファイルのオーディオメッセージ受信インジケータ（AMWI）を設定するには、次の
手順に従います。

個々の SIPプロファイルの AMWI設定は、クラスタ全体の設定を上書きします。（注）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]の順
に選択します。

[SIPプロファイルの検索と一覧表示（Find and List VPN Profile）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 使用する検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。
ウィンドウに検索条件と一致する SIPプロファイルのリストが表示されます。

ステップ 3 更新する SIPプロファイルをクリックします。
[SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 電話がオフフックで、メッセージを受信している場合の断続ダイヤルトーンを有効にするに
は、[メッセージがある場合は断続音（Stutter Message Waiting）]チェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

オーディオメッセージ受信インジケータのトラブルシュー

ティング

電話でオーディオメッセージ受信インジケータが再生されない

問題 新着ボイスメッセージをユーザに通知する断続ダイヤルトーンが電話で再生されませ

ん。

ユーザが SCCP電話を使用している場合には、次の点を確認してください。

•電話ファームウェアのリリースが 8.3(1)以降であることを確認します。

•ユーザがオフフックになった回線と電話の AMWI設定を確認します。

• Cisco CallManagerサービスがサーバ上で実行されていることを確認します。

•電話機と Unified Communications Managerの間のスニファトレースをキャプチャします。
トーンタイプが 42の StartToneメッセージが電話で受信されることを確認します。

ユーザが SIP電話を使用している場合には、次の点を確認してください。

•電話ファームウェアのリリースが 8.3(1)以降であることを確認します。

•回線（電話番号）の設定を確認します。電話には、line1_msgWaitingAMWI : 1、
line2_msgWaitingAMWI : 0などの設定が表示される必要があります。
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• [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]の [SIPプロファイルの設定
（SIP Profile Configuration）]ウィンドウで [メッセージがある場合は断続音（Stutter Message
Waiting）]チェックボックスがオンになっていることを確認します。

ローカライズされた AMWIトーンが特定のロケールで再生されない
問題 英語以外のロケールに設定されている電話機で、ローカライズされたトーンが再生され

ません。

解決法 次の点をチェックします。

• Cisco Unified CMの管理から、[デバイスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）]
ウィンドウ（[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [デバイスプ
ロファイル（Device Profile）]）の [ユーザロケール（User Locale）]を確認します。

•ロケールの変更後、ユーザは電話機をリセットする必要があります。

• user/local/cm/tftp /&lt;locale name&gt; directoryを確認し、AMWIトー
ンがローカライズされた g3-tones.xmlファイルで定義されていることを確認します。
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第 17 章

即時転送

•即時転送の概要（247ページ）
•即時転送の前提条件（248ページ）
•即時転送の設定タスクフロー（249ページ）
•即時転送の連携動作（255ページ）
•即時転送の制限事項（256ページ）
•即時転送のトラブルシューティング（258ページ）

即時転送の概要
即時転送機能とは、コールをボイスメールシステムに即時に転送できるようにする Unified
Communications Managerの補足サービスです。即時転送機能によりコールが転送されると、回
線が新しいコールの発信または着信に使用できるようになります。即時転送機能にアクセスす

るには、IPフォンで [即転送（iDivert）]または [転送（Divert）]ソフトキーを使用します。

即時転送には次の機能があります。

•コールを次の方法でボイスメールシステムに転送します。

•従来の即転送では、即転送機能を起動したユーザのボイスメールボックスにコールが
転送されます。

•拡張即転送では、即転送機能を起動したユーザのボイスメールボックスまたは元の着
信側のボイスメールボックスのいずれかに、コールが転送されます。

• [コールオファリング（Call Offering）]、[コール保留中（Call on Hold）]、または [コール
アクティブ（Call Active）]状態にある着信コールを転送します。

• [コールアクティブ（Call Active）]および [コール保留中（Call on Hold）]状態の発信コー
ルを転送します。
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CTIアプリケーションでは即時転送機能を使用できませんが、即時転送と同じ機能を実行する
CTIリダイレクト操作があります。アプリケーション開発者は、即時転送にCTIリダイレクト
操作を使用できます。

（注）

即時転送の前提条件
•ボイスメールプロファイルとハントパイロットを設定する必要があります。

ボイスメールプロファイルとハントパイロットの設定方法については、を参照してくださ

い。Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド

•以下のデバイスが即時転送をサポートします。

• Skinny Client Control Protocol（SCCP）を使用する Cisco Unity Connectionなどのボイス
メッセージングシステム。

• [クラスタ全体で従来の即転送を使用する（Use Legacy Immediate Divert）]とクラスタ
全体で [即転送中のQSIGを許可する（Allow QSIG During iDivert）]サービスパラメー
タの設定によるQSIGデバイス（QSIG対応H.323デバイス、MGCP PRI QSIG T1ゲー
トウェイ、およびMGCP PRI QSIG E1ゲートウェイ）。

•次の表に、[転送（Divert）]ソフトキーまたは [即転送（iDivert）]ソフトキーを使用
する電話を示します。

表 20 :即転送ソフトキーを使用する Cisco Unified IP Phone

ソフトキーテンプ

レートで設定するも

の

[即転送（iDivert）]
ソフトキー

[転送（Divert）]ソフ
トキー

Cisco Unified IP
Phoneモデル

iDivertXCisco Unified IP
Phone 6900シリーズ
（6901と 6911を除
く）

iDivertXCisco Unified IP
Phone 7900シリーズ

デフォルトで設定さ

れる

XCisco Unified IP
Phone 8900シリーズ

デフォルトで設定さ

れる

XCisco Unified IP
Phone 9900シリーズ
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Cisco Unified IP Phones 8900および 9900シリーズには、デフォルトで、[転送（Divert）]ソフ
トキーが割り当てられます。

（注）

即時転送の設定タスクフロー

始める前に

•即時転送の前提条件（248ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

即時転送をさまざまなデバイスやアプリ

ケーションにわたって有効にするには、

サービスパラメータを設定します。

即時転送のサービスパラメータの設定

（250ページ）
ステップ 1

ソフトキーテンプレートを作成および

設定し、そのテンプレートに [即転送
（iDivert）]ソフトキーを追加します。

即時転送のソフトキーテンプレートの

設定（251ページ）
ステップ 2

オプションソフトキーテンプレートを

電話で使用できるようにするには、この

共通デバイス設定とソフトキーテンプ

レートの関連付け（252ページ）を行う
には、次のサブタスクを実行します。

ステップ 3

手順か次の手順のいずれかを実行する必

要があります。システムが [共通デバイ•共通デバイス設定へのソフトキー
テンプレートの追加（253ページ） ス設定（Common Device Configuration）]

を使用して設定オプションを電話機に適

用する場合は、この手順に従います。
•電話機と共通デバイス設定の関連付
け（254ページ）

これは、電話機でソフトキーテンプレー

トを使用できるようにする際に、最も一

般的に使用されている方法です。

オプション次の手順は、ソフトキーテ

ンプレートと共通デバイス設定を関連付

電話機とソフトキーテンプレートの関

連付け（254ページ）
ステップ 4

けるための代替手段として、または共通

デバイス設定と共に使用します。ソフト

キーテンプレートを適用して、共通デ

バイス設定での割り当てや、他のデフォ

ルトのソフトキーの割り当てを上書きす

る必要がある場合は、次の手順を共通デ

バイス設定と共に使用します。
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即時転送のサービスパラメータの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサー
バを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 該当するサービスパラメータを設定し、[保存（Save）]をクリックします。

表 21 :即時転送のサービスパラメータフィールド

説明フィールド

IP Phoneの即転送のテキスト表示のためのタイマーを制御するため
に、0～ 100（1と 100を含む）の数値を入力します。このサーバま
たは Cisco CallManagerサービスと即転送が設定されているクラスタ
内の各サーバに対してこのタイマーを設定します。このサービスパ

ラメータのデフォルト値は 10秒です。

[コールパークの表示
タイマー（Call Park
Display Timer）]

ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択しま

す。

• [はい（True）]：即転送機能を呼び出すユーザは、着信コールを
自分独自のボイスメールボックスのみに転送できます。これが

デフォルト設定です。

• [いいえ（FALSE）]：即転送により、元の着信側のボイスメール
ボックスまたは即転送機能を呼び出すユーザのボイスメールボッ

クスのいずれかへの着信コールの転送が可能です。

[レガシーの即転送の
使用（Use Legacy
Immediate Divert）]

ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択しま

す。

• [はい（True）]：即転送は、コールを QSIG、SIP、および QSIG
対応H.323デバイスに到達できるボイスメールシステムに転送し
ます。

• [いいえ（FALSE）]：即転送は、QSIGまたは SIPトランクを介
したボイスメールシステムへのアクセスをサポートしていませ

ん。これがデフォルト設定です。

[即転送中のQSIGの許
可（Allow QSIG During
iDivert）]
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説明フィールド

コールの転送先を選択するために即転送ソフトキーユーザに与えら

れる時間を指定するために 5～ 30（5と 30を含む）の数字を入力し
ます。ユーザが転送先を選択しない場合、コールは接続されたままに

なります。このサービスパラメータのデフォルト値は 5秒です。

[即転送ユーザ応答タ
イマー（Immediate
Divert User Response
Timer）]

即時転送のソフトキーテンプレートの設定

着信コールまたは発信コールを転送するには、ソフトキーテンプレートを設定し、そのテンプ

レートに [即時転送（iDivert）]ソフトキーを割り当てます。[即時転送（iDivert）]ソフトキー
は、次のコール状態で設定できます。

•接続されている状態

•保留中

•呼び出し

即時転送は、次のコール状態をサポートします。

•着信：

•コールのオファー（ソフトキーテンプレートでは呼び出しとして示される）。

•保留されているコール

•通話中のコール

•発信：

•保留されているコール

•通話中のコール

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]を選択します。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、

次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
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c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新
しい名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 必要な既存のテンプレートを選択します。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックスをオンに
し、このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定

した場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削

除することができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウ
トの設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソ
フトキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択
し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフト
キーを移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態でのソフトキーを表示するには、前述のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 10 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。詳細については、「共通デバイス設定へのソフトキー

テンプレートの追加」と「電話機のセクションとソフトキーテンプレートの関連付け」を

参照してください。

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

（オプション）ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを電話機設定に追加します。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について

説明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合

は、この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるよう

にする際に、最も一般的に使用されている方法です。
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別の方法を使用するには、次を参照してください。電話機とソフトキーテンプレートの関連

付け（254ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定へのソフトキーテン

プレートの追加（253ページ）
ステップ 1

電話機と共通デバイス設定の関連付け

（254ページ）
ステップ 2

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、この手
順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存の共通デバイス設定をクリックします。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソ
フトキーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再
起動します。
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電話機と共通デバイス設定の関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックし、ソフトキーテンプレートを追加する電話デバイスを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフ
トキーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

（省略可）ソフトキーテンプレートを共有デバイス設定に関連付ける代わりに、この手順を使

用します。この手順は、共通デバイス設定とともにも機能します。共有デバイス設定での割り

当て、またはその他のデフォルトのソフトキー割り当てをオーバーライドするソフトキーテン

プレートを割り当てる場合に、この手順を使用できます。

始める前に

即時転送のソフトキーテンプレートの設定（251ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ソフトキーテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキー
が含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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即時転送の連携動作

連携動作機能

即時転送は、コールのタイプ（たとえば、優先コールなど）に関係な

く、コールをボイスメッセージングメールボックスに転送します。

代替パーティ転送（コールの優先順位）がアクティブ化されると、無

応答時転送（CFNA）は非アクティブ化されます。

Multilevel Precedence
and Preemption
（MLPP）

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウで [無
応答時転送（Forward No Answer）]が設定されていない場合、コール
転送はクラスタ全体の CFNAタイマーサービスパラメータ [無応答
時転送タイマー（Forward No Answer Timer）]を使用します。

コールが転送されるのと同時にユーザが [即転送（iDivert）]ソフト
キーを押すと、コールはボイスメッセージメールボックスではなく、

割り当てられたコール転送電話番号に転送されます（これはタイマー

が短すぎたためです）。この状況を解決するには、CFNAタイマー
サービスパラメータに十分な時間（例：60秒）を設定します。

コール転送

即時転送は CDRのフィールド（たとえば、joinOnbehalfOfおよび
lastRedirectRediectOnBehalfOfなど）の [代表（Onbehalf）]の即時転送
コード番号を使用します。

呼詳細レコード

（CDR）

ユーザ Aがユーザ Bに発信し、ユーザ Bがコールをパークすると、
ユーザ Bはコールを取得し、[即転送（iDivert）]または [転送
（Divert）]ソフトキーを押すことで、コールをボイスメッセージン
グメールボックスに送信することを決定します。ユーザ Aはユーザ
Bのボイスメッセージメールボックスのグリーティングを取得しま
す。

コールパークとダイレ

クトコールパーク

会議参加者が [即転送（iDivert）]ソフトキーを押すと、残りの会議参
加者は即時転送イニシエータのボイスメッセージングメールボック

スのグリーティングを受信します。会議タイプには、アドホック、

ミートミー、割り込み、C割り込み、および参加があります。

会議
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連携動作機能

ハントリストパイロットを通じて（ハンティングアルゴリズムの一

部として）電話に直接届くコールの場合、[レガシー即転送の使用（Use
Legacy Immediate Divert）]クラスタ全体サービスパラメータが True
に設定されていれば、[即転送（iDivert）]ソフトキーはグレー表示に
なります。それ以外の場合、グレー表示にはなりません。

ハントリストパイロットを通じて（ハンティングアルゴリズムの一

部として）電話に直接届かないコールの場合、[レガシー即転送の使
用（Use Legacy Immediate Divert）]クラスタ全体サービスパラメータ
が Trueまたは Falseに設定されていれば、[即転送（iDivert）]ソフト
キーはグレー表示にはなりません。

デスクフォンモードの Jabberの場合、VMへの即時転送
機能のリダイレクトは CTIアプリケーションを介して行
われます。この場合、[レガシー即時転送を使用（Use
Legacy Immediate Divert）]パラメータは有効にならず、
HP番号は転送情報としてボイスメールサーバに送信され
ます。

（注）

ハントリスト

[レガシー即転送の使用（Use Legacy Immediate Divert）]クラスタ全体
サービスパラメータが Falseに設定され、[自動コールピックアップ
有効化（Auto Call Pickup Enabled）]クラスタ全体サービスパラメー
タが Trueに設定され、コールピックアップグループのユーザがコー
ルピックアップを使用してコールに応答する場合、[即転送（iDivert）]
ソフトキーが押されると、IPフォンのディスプレイにユーザの選択肢
は何も表示されません。

自動コールピックアッ

プ

即時転送の制限事項

説明制限事項

ボイスメールシステムとのQSIG統合を使用している場合は、ボイス
メールパイロットとボイスメールマスクのどちらかまたはその両方

を含むボイスメールプロファイルで、[これをシステムのデフォルト
ボイスメールプロファイルにする（Make this the default Voice Mail
Profile for the System）]チェックボックスをオフのままにする必要が
あります。デフォルトの [ボイスメールプロファイル（Voice Mail
Profile）]設定が、常に [ボイスメールなし（No Voice Mail）]に設定
されていることを確認します。

ボイスメールプロ

ファイル（Voice Mail
Profile）

不在転送（CFA）と話中転送（CFB）がアクティブになっている場
合、システムは即時転送をサポートしません（CFAと CFBが即時転
送より優先されます）。

不在転送（CFA）と話
中転送（CFB）
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説明制限事項

即転送は、ローカルまたはSCCP接続経由でボイスメールシステムに
到達したときに、ボイスメールポートのビジー状態を検出します。

即時転送は、ビジーボイスメールポートにコールを転送

できません。ボイスメールポートは、ルートまたはハン

トリストのメンバーとして存在できます。

コールはビジーボイスメールシステムに転送できません

が、元のコールは維持されます。即転送を呼び出した電

話機に、コールが転送されなかったことを示す「「ビジー

（Busy）」」メッセージが表示されます。

ボイスメールシステムに QSIGまたは SIPトランク経由
で到達した場合は、即転送を検出できますが、コールは

維持されません。[クラスタ全体で即転送中の QSIGを許
可する（Allow QSIG During iDivert clusterwide）]サービス
パラメータが [True]に設定されている場合、または [クラ
スタ全体で従来の即転送を使用する（UseLegacyImmediate
Divert clusterwide）]サービスパラメータが [False]に設定
されている場合、即時転送はQSIGまたはSIPトランク経
由で到達可能なボイスメールシステムへのアクセスをサ

ポートします。[クラスタ全体で即転送中の QSIGを許可
する（Allow QSIG During iDivert clusterwide）]サービス
パラメータが [False]に設定されており、[クラスタ全体で
従来の即転送を使用する（Use Legacy Immediate Divert
clusterwide）]サービスパラメータが [True]に設定されて
いる場合、即時転送はQSIGまたはSIPトランク経由のボ
イスメールシステムへのアクセスをサポートしません。

（注）

ビジーボイスメール

システム

システムは、悪意のある発信者 IDと即時転送機能の併用をサポート
しません。

迷惑呼の発信者 ID

[即転送（iDivert）]ソフトキーを押すと、無応答時転送タイムアウト
に関連した競合状態が発生します。たとえば、無応答時転送タイムア

ウト直後にマネージャが [即転送（iDivert）]ソフトキーを押すと、
コール転送によりコールが事前に設定されている電話番号に転送され

ます。しかし、マネージャが無応答時転送タイムアウトの前に [即転
送（iDivert）]ソフトキーを押した場合は、即時転送によってコール
がマネージャのボイスメッセージングメールボックスに転送されま

す。

無応答時転送タイムア

ウト

発信側と着信側は、両方が同時に [即転送（iDivert）]ソフトキーを押
した場合に、コールをボイスメールボックスに転送できます。

発信元と着信側
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説明制限事項

会議の参加者の 1人が [即転送（iDivert）]ソフトキーを押すと、残り
のすべての参加者が [即転送（iDivert）]を押した参加者の発信グリー
ティングを受信します。会議タイプには、ミートミー、アドホック、

C割り込み、参加が含まれます。

会議タイプ

コールに対する最後のアクションが自動ピックアップ、コール転送、

コールパーク、コールパーク復帰、電話会議、ミートミー会議、あ

るいは離脱または参加操作を実行するアプリケーションだった場合、

拡張即転送はボイスメールボックスを選択する画面を着信側に提示

しません。代わりに、拡張即転送は、着信側に関連付けられたボイス

メールボックスにコールを即時転送します。

離脱または参加操作

即時転送のトラブルシューティング

キーがアクティブでない

ユーザが [即転送（iDivert）]を押すと、電話に次のメッセージが表示されます。

キーがアクティブでない

[即転送（iDivert）]を押したユーザの音声メッセージングプロファイルに音声メッセージング
パイロットがありません。

ユーザの音声メッセージングプロファイルに音声メッセージングパイロットを設定します。

一時エラー発生

ユーザが [即転送（iDivert）]を押すと、電話に次のメッセージが表示されます。

一時エラー発生

音声メッセージングシステムが機能していないか、またはネットワークに問題があります。

音声メッセージングシステムのトラブルシューティングを行います。トラブルシューティング

か、音声メッセージングのドキュメンテーションを参照してください。

ビジー

ユーザが [即転送（iDivert）]を押すと、電話に次のメッセージが表示されます。

ビジー

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
258

ボイスメッセージング機能

即時転送のトラブルシューティング



このメッセージは音声メッセージングシステムが取り込み中であることを示しています。

音声メッセージングポートを追加設定するか、再実行してください。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
259

ボイスメッセージング機能

ビジー



Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
260

ボイスメッセージング機能

ビジー



第 VIII 部

会議機能
•アドホック会議 （263ページ）
•ミートミー会議 （277ページ）
•開催中の会議（Conference Now） （285ページ）





第 18 章

アドホック会議

•アドホック会議の概要（263ページ）
•アドホック会議のタスクフロー（263ページ）
•会議の連携動作（273ページ）
•会議の制限事項（274ページ）

アドホック会議の概要
アドホック会議では、会議の開催者（場合によっては別の参加者）が会議に参加者を追加でき

ます。

アドホック会議には基本の会議と高度な会議の 2種類があります。基本のアドホック会議で
は、会議の開始者が会議の開催者の役割を果たし、他の参加者を追加または削除できる唯一の

参加者となります。高度なアドホック会議では、全参加者が他の参加者を追加または削除でき

ます。高度なアドホック会議では、複数のアドホック会議をリンクすることもできます。

高度なアドホック会議では、個人の参加者と同様にアドホック会議を他のアドホック会議に追

加して、複数のアドホック会議をリンクできます。[高度なアドホック会議を有効にする
（Advanced Ad Hoc Conference Enabled）]サービスパラメータが [いいえ（False）]に設定され
ている場合に複数の会議をリンクしようとすると、IP電話にメッセージが表示されます。個人
の参加者をアドホック会議に追加する場合に使用できる方法で、アドホック会議を他のアド

ホック会議に追加することもできます。

アドホック会議のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

ソフトキーテンプレートに、[会議リス
ト（Conference List）]、[参加（Join）]、

会議用のソフトキーテンプレートの設

定（264ページ）
ステップ 1

および [会議の最後のパーティの削除
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目的コマンドまたはアクション

（Remove Last Conference Party）]の各
ソフトキーを追加します。

オプションソフトキーテンプレートを

電話で使用できるようにするには、この

ソフトキーテンプレートと共通デバイ

スの関連付け（266ページ）を行うに
は、次のサブタスクを実行します。

ステップ 2

手順か次の手順のいずれかを実行する必

要があります。システムが [共通デバイ•共通デバイス設定へのソフトキー
テンプレートの追加（267ページ） ス設定（Common Device Configuration）]

を使用して設定オプションを電話機に適
•電話機と共通デバイス設定の関連付
け（267ページ）

用する場合は、この手順に従います。こ

れは、電話機でソフトキーテンプレー

トを使用できるようにする際に、最も一

般的に使用されている方法です。

オプション次の手順は、ソフトキーテ

ンプレートと共通デバイス設定を関連付

電話機とソフトキーテンプレートの関

連付け（268ページ）
ステップ 3

けるための代替手段として、または共通

デバイス設定と共に使用します。ソフト

キーテンプレートを適用して、共通デ

バイス設定での割り当てや、他のデフォ

ルトのソフトキーの割り当てを上書きす

る必要がある場合は、次の手順を共通デ

バイス設定と共に使用します。

高度な会議を有効にし、参加者の最大数

を指定して、会議の接続を切断する時期

を指定します。

アドホック会議の設定（268ページ）ステップ 4

複数ライン同時通話機能を有効にして電

話会議を作成します。

複数ライン同時通話機能の設定（272
ページ）

ステップ 5

会議用のソフトキーテンプレートの設定

次の手順を使用して、以下の会議用ソフトキーを使用できるようにします。

コール状態（Call States）説明ソフトキー

オンフック（On Hook）

接続されている状態

アドホック会議内にある参加者

の電話番号のリストを表示しま

す。[Cisco Unified CM
Administration（Cisco Unified
Communications Manager
Administration）]で設定されて
いる場合は、参加者の名前が表

示されます。

会議リスト（ConfList）
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コール状態（Call States）説明ソフトキー

保留（On Hold）最大 15の確立されたコール
（合計で 16）を参加させて会
議を作成します。

参加

オンフック（On Hook）

接続されている状態

会議コントローラは、会議リス

トを呼び出し、[削除
（Remove）]ソフトキーを使用
して会議の参加者を削除するこ

とができます。

会議の最後の参加者の削除

（Remove）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]を選択します。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、

次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新
しい名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 必要な既存のテンプレートを選択します。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックスをオンに
し、このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定

した場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削

除することができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウ
トの設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソ
フトキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択
し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフト
キーを移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態でのソフトキーを表示するには、前述のステップを繰り返します。
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ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 10 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。詳細については、「共通デバイス設定へのソフトキー

テンプレートの追加」と「電話機のセクションとソフトキーテンプレートの関連付け」を

参照してください。

次のタスク

次のいずれかの手順を実行します。

•ソフトキーテンプレートと共通デバイスの関連付け（266ページ）

•電話機とソフトキーテンプレートの関連付け（268ページ）

ソフトキーテンプレートと共通デバイスの関連付け

（省略可）ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを [電話の設定（Phone Configuration）]に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について

説明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合

は、この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるよう

にする際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、以下を行います。電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

（268ページ）

始める前に

会議用のソフトキーテンプレートの設定（264ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定に会議のソフトキー

テンプレートを追加するには、次の手順

を実行します。

共通デバイス設定へのソフトキーテン

プレートの追加（267ページ）
ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

会議のソフトキーの共通デバイス設定を

電話にリンクするには、次の手順を実行

します。

電話機と共通デバイス設定の関連付け

（267ページ）
ステップ 2

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、この手
順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存の共通デバイス設定をクリックします。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソ
フトキーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再
起動します。

電話機と共通デバイス設定の関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックし、ソフトキーテンプレートを追加する電話デバイスを選択します。
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ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフ
トキーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

（省略可）ソフトキーテンプレートを共有デバイス設定に関連付ける代わりに、この手順を使

用します。この手順は、共通デバイス設定とともにも機能します。共有デバイス設定での割り

当て、またはその他のデフォルトのソフトキー割り当てをオーバーライドするソフトキーテン

プレートを割り当てる場合に、この手順を使用できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ソフトキーテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキー
が含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。

アドホック会議の設定

高度なアドホック会議の設定により、開催者以外の参加者が他の参加者を追加および削除した

り、全参加者がアドホック会議をリンクしたりできます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 [（クラスタ全体のパラメータ（機能 -電話会議）（Clusterwide Parameters (Features - Conference)）]
エリアの各フィールドを設定します。パラメータの説明については、アドホック会議のサービ

スパラメータ（269ページ）を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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次のタスク

複数ライン同時通話機能の設定（272ページ）

アドホック会議のサービスパラメータ

アドホック会議の主要なサービスパラメータを次の表に示します。その他の会議サービスパ

ラメータについては、[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウ
の [詳細設定（Advanced）]オプションを参照してください。会議サービスパラメータは [クラ
スタ全体のパラメータ（機能 -会議）（Clusterwide Parameters (Feature - Conference)）]の下に
表示されます。
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表 22 :アドホック会議のサービスパラメータ

説明サービスパラメータ

[アドホック会議の削除（Drop Ad Hoc Conference）]は、電話料金の詐
欺行為を防止します。このような詐欺行為では、内部の会議開催者は

会議から切断されますが、外部発信者は接続されたままになります。

このサービスパラメータの設定値は、アドホック会議が削除される

条件を指定します。

• [なし（Never）]：会議が削除されることはありません（意図しな
い会議の終了を防ぐため、デフォルトオプションを使用するこ

とが推奨されます）。

• [会議にオンネット参加者がいなくなった時点（When No OnNet
Parties Remain in the Conference）]：アクティブな会議の最後の
オンネット参加者がコールを切断するかまたは会議から退席する

と、その会議が削除されます。Unified Communications Manager
は、会議に割り当てられているすべてのリソースを解放します。

学習したルートパターンがオンネットに分類される

ため、ILS導入でのアドホック会議のドロップ機能が
[会議に OnNetパーティが誰も残っていないとき]に
設定した場合、関係者はドロップされません。

（注）

• [会議の開催者が退席した時点（When Conference Controller
Leaves）]：主要開催者（会議作成者）がコールを切断すると、
アクティブな会議が終了します。Unified Communications Manager
は、会議に割り当てられているすべてのリソースを解放します。

このサービスパラメータを [なし（Never）]に設定するこ
とが推奨されます。その他の設定では、意図しない会議

の終了が発生する可能性があります。

[アドホック会議の削除（Drop Ad Hoc Conference）]サー
ビスパラメータの効果は、SIPを実行している Cisco
Unified IP Phone7940または 7960から開始された会議コー
ルと、SIPを実行しているサードパーティの電話から開始
された会議コールでは異なります

。

（注）

[アドホック会議の削
除（Drop Ad Hoc
Conference）]

このパラメータは、1つのアドホック会議に参加可能な最大参加者数
を指定します。

デフォルト値：4

[アドホック会議の最
大参加者数（Maximum
Ad Hoc Conference）]
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説明サービスパラメータ

このパラメータは、高度なアドホック会議機能が有効であるかどうか

を指定します。これには、開催者以外の参加者が他の参加者を追加お

よび削除できる機能や、全参加者がアドホック会議をリンクできる機

能などが含まれます。

[高度なアドホック会
議の有効化（Advanced
Ad Hoc Conference
Enabled）]

このパラメータは、3つ以上のアドホック会議を 1つのアドホック会
議に非線形で直接リンクできるかどうか（3つ以上の会議を 1つの会
議にリンクできるかどうか）を決定します。

[非線形アドホック会
議リンクの有効化

（Non-linear Ad Hoc
Conference Linking
Enabled）]

このパラメータは、会議の開催者の [デバイスセキュリティモード
（Device Security Mode）]が [認証（Authenticated）]または [暗号化
（Encrypted）]のいずれかに設定されており、2人以上の会議参加者
がビデオに対応している場合に、Unified Communications Managerが、
アドホック会議コールに暗号化オーディオ会議ブリッジまたは非暗号

化ビデオ会議ブリッジのいずれを選択するかを決定します。このリ

リースでは暗号化ビデオ会議ブリッジがサポートされていないため、

Unified Communications Managerは暗号化オーディオ会議ブリッジと非
暗号化ビデオ会議ブリッジのいずれかを選択する必要があります。デ

フォルト値は [はい（True）]です。

[ビデオ会議の代わり
に暗号化音声会議を選

択する（Choose
Encrypted Audio
Conference Instead Of
Video Conference）]

このパラメータは、ビデオ会議ブリッジを割り当てるためにアドホッ

ク会議に存在している必要があるビデオ対応会議参加者の数を指定し

ます。ビデオ対応参加者の数がこのパラメータで指定されている数よ

りも少ない場合、Unified Communications Managerはオーディオ会議ブ
リッジを割り当てます。ビデオ対応参加者の数がこのパラメータに指

定されている数以上の場合、Unified Communications Managerは、ビデ
オ会議ブリッジが使用可能であれば、設定されているメディアリソー

スグループリスト（MRGL）からビデオ会議ブリッジを割り当てま
す。値 0を指定すると、会議にビデオ対応参加者がいない場合を含
め、常にビデオ会議ブリッジが割り当てられます。オーディオブリッ

ジを使用して確立された会議に追加のビデオ対応参加者が参加する

と、この会議はオーディオブリッジのままで、ビデオに変換される

ことはありません。デフォルト値は 2です。

[ビデオ会議割り当て
のための最小ビデオ対

応参加者数（Minimum
Video Capable
Participants To Allocate
Video Conference）]
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説明サービスパラメータ

このパラメータは、メディアリソースグループリスト（MRGL）で
ビデオ会議ブリッジの優先度がオーディオ会議ブリッジよりも高い場

合に、Unified Communications Managerが音声のみのアドホック会議
コールに対し、ビデオ会議ブリッジが使用可能であればビデオ会議ブ

リッジを選択するかどうかを指定します。MRGLでオーディオ会議ブ
リッジの優先度がすべてのビデオ会議ブリッジよりも高い場合、Unified
Communications Managerはこのパラメータを無視します。このパラ
メータは、ローカル会議ブリッジがビデオブリッジであり（かつ

MRGLで高い優先度が設定されており）、オーディオ会議ブリッジが
リモートロケーションでのみ使用可能な場合に便利です。このよう

な状況でこのパラメータを有効にすると、Unified Communications
Managerは音声のみの会議コールに対しても最初にローカルビデオ会
議ブリッジの使用を試行します。デフォルト値は [False]です。

[ビデオ会議ブリッジ
の優先度が高い場合に

音声のみの会議にビデ

オ会議ブリッジを割り

当てる（Allocate Video
Conference Bridge For
Audio Only Conferences
When The Video
Conference Bridge Has
Higher Priority）]

このパラメータは、SIPトランクでのクリックツー会議機能をUnified
Communications Managerで有効にするかどうかを指定します。クリッ
クツー会議機能により、サードパーティのアプリケーションがSIPア
ウトオブダイアログ REFERメソッドを使用して会議をセットアップ
し、SIP SUBSCRIBE/NOTIFYにより会議イベントパッケージのため
に SIPトランクに登録できるようになります。

このパラメータを有効にすると、この機能をサポートす

るようにコーディングされている CTIアプリケーション
に悪影響を及ぼす可能性があります。

警告

デフォルト値：False

[サードパーティアプ
リケーションでクリッ

クツー会議機能を有効

にする（Enable
Click-to-Conference for
Third-Party
Applications）]

このパラメータは、SIP会議ブリッジ（Cisco TelePresence MCUやCisco
TelePresence Conductorなど）でホストされるアドホック会議とミート
ミー会議に対して生成される会議 IDにプレフィックスとして追加さ
れる最大 8桁の番号（例：0001）を定義します。このフィールドに
は、Unified Communications Managerが管理する SIP会議ブリッジが、
ネットワーク内の複数クラスタによって共有される場合に、管理者が

値を指定する必要があります。アドホック会議とミートミー会議の会

議 IDが一意であるようにするため、すべてのクラスタに固有のプレ
フィックスを設定する必要があります。会議リソースがクラスタ間で

共有されない場合、このフィールドに値を指定されないことがありま

す。

[クラスタ会議プレ
フィックス ID（Cluster
Conferencing Prefix
Identifier）]

複数ライン同時通話機能の設定

複数ライン同時通話機能では、ユーザが（異なる電話番号、または同じ電話番号で異なるパー

ティションの）複数の電話回線のコールに参加して会議を作成できます。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
272

会議機能

複数ライン同時通話機能の設定



始める前に

•電話機が複数ライン同時通話機能をサポートするモデルかどうかを確認します。電話機能
一覧の生成（1ページ）

•アドホック会議の設定（268ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] > [デバイスプロファイル（Device Profile）]。
[デフォルトデバイスプロファイルの設定（Default Device Profile Configuration）]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 2 [デバイスプロファイルタイプ（Device Profile Type）]ドロップダウンリストから、電話機の
モデルを選択します。

ステップ 3 [デバイスプロトコル（Device Protocol）]ドロップダウンリストから、関連する SCCPまたは
SIPプロトコルを選択します。

ステップ 4 [複数ライン同時通話機能（Join Across Lines）]を [オン（On）]に設定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

会議の連携動作

連携動作機能

会議を開始するには、[C割込（cBarge）]ソフトキーを押すか、また
はシングルボタン C割り込み機能が有効な場合にはアクティブコー
ルの共有回線ボタンを押します。C割り込みが開始されると、共有会
議ブリッジが使用可能な場合には、このブリッジを使用して割り込み

コールが設定されます。元のコールが分割され、会議ブリッジに参加

します。参加者全員のコール情報が [会議（Conference）]に変わりま
す。

割り込み先コールが会議コールになり、割り込み対象デバイスが会議

の開催者になります。会議の開催者は、会議にさらに参加者を追加す

るか、または参加者を削除できます。

いずれかの参加者がコールを解放すると、会議には2人の参加者が残
されます。この残り2名の参加者に対し短い中断が発生し、これらの
参加者はポイントツーポイントコールとして再接続されます。これ

により、共有会議リソースが解放されます。

[C割込（cBarge）]を
使用した会議
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連携動作機能

会議の開催者が会議の転送、パーク、または他の参加者へのリダイレ

クトを行うと、コールを取得する参加者が、会議の実質的な開催者と

なります。実質的な開催者は、会議への参加者の追加や、会議に追加

されている参加者の削除はできませんが、会議の転送、パーク、また

は他の参加者へのリダイレクトを行うことができます。会議が他の参

加者にリダイレクトされると、そのリダイレクト先の参加者が、会議

の実質的な開催者となります。この実質的な開催者がコールを終了す

ると、会議が終了します。

コールパーク、コール

転送、およびリダイレ

クトの連携動作

[参加者（ConfList）]および [削除（Remove）]ソフトキー機能は、
SCCP電話でのみ使用できます。SIP電話では [詳細を表示（Show
Details）]ボタンに類似の機能が設定されています。

SIP電話のソフトキー
表示

会議の制限事項
アドホック会議には次の制限事項が適用されます。

機能制限特長

Unified Communications Managerは、サーバごとUnified Communications
Managerに最大100の同時アドホック会議をサポートします。

Cisco Unified Communications Managerでは、アドホック会議あたり最
大 64人の参加者がサポートされています（十分な会議リソースが使
用可能である場合）。リンクされたアドホック会議の場合、システム

では各会議が 1人の参加者として扱われます。

アドホック会議

Unified Communications Managerは、新しい参加者が追加されると
「「ビープ」」音を鳴らし、新しい参加者がアドホック会議から退席

すると「「ビープビープ」」音を鳴らします。参加者がアドホック会

議に追加されるときに、SIPを実行している電話のユーザにはビープ
音が聞こえないことがあります。参加者がアドホック会議から退席す

るときに、SIPを実行している電話のユーザには「「ビープビープ」」
音が聞こえないことがあります。ユーザにビープ音が聞こえない原因

は、Unified Communications Managerが会議プロセス中に接続のセット
アップと切断にかかる時間にあります。

SIPを実行する電話のアドホック会議リンクを起動するには、会議機
能と転送機能を使用する必要があります。直接転送と参加はサポート

されていません。SIPを実行するサポートされる電話は、Cisco Unified
IP Phone 7911、7941、7961です。

SIP電話でのアドホッ
ク会議：

• Cisco Unified IP
Phone 7911

• Cisco Unified IP
Phone 7941

• Cisco Unified IP
Phone 7961
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機能制限特長

•電話には、個々のコールが会議コールとして表示されます。Cisco
Unified IP Phones 7940と 7960では、ローカル会議コールを作成
できますが、アドホック会議コールは作成できません。

•会議リスト（ConfList）は使用できません。

•会議への最後の参加者の削除（RmLstC）機能は使用できません。

•アドホック会議の削除機能はサポートされていません。

• SIPプロファイルの [会議参加が有効（Conference Join Enabled）]
パラメータは、会議開催者がローカルでホストされている会議を

退席するときの、SIPを実行する電話の動作を制御します。[会議
参加が有効（Conference Join Enabled）]チェックボックスがオフ
の場合、会議開催者がアドホック会議コールを終了すると、すべ

てのレッグが切断されます。[会議参加が有効（Conference Join
Enabled）]チェックボックスがオンの場合、残り 2人の参加者が
接続されたままの状態になります。

• [アドホック会議の削除（Drop Ad Hoc Conference）]パラメータの
設定によって、SCCPを実行する電話から開始される会議コール
に対して適用されるのと同じ制御レベルを実現するため、管理者

は、SIPを実行する電話（Cisco Unified IP Phone 7940または 60）
から開始される会議に対し、[会議参加が有効（Conference Join
Enabled）] SIPプロファイルパラメータと [オフネット間転送の
ブロック（Block OffNet to OffNet Transfer）]サービスパラメータ
を組み合わせて使用できます（SIPを実行する電話は、会議コー
ルからドロップアウトすると転送を実行するため、[オフネット
間転送のブロック（Block OffNet to OffNet Transfer）]を使用して
2つのオフネット電話がコールに残ることができないようにする
ことで、電話料金の詐欺行為を防止できます）。

• Unified Communications Managerは、新しい参加者が追加されると
「「ビープ」」音を鳴らし、新しい参加者がアドホック会議から

退席すると「「ビープビープ」」音を鳴らします。参加者がアド

ホック会議に追加されるときに、SIPを実行している電話のユー
ザにはビープ音が聞こえないことがあります。参加者がアドホッ

ク会議から退席するときに、SIPを実行している電話のユーザに
は「「ビープビープ」」音が聞こえないことがあります。ユーザ

にビープ音が聞こえない原因は、Unified Communications Manager
が会議プロセス中に接続のセットアップと切断にかかる時間にあ

ります。

SIP電話でのアドホッ
ク会議：

• Cisco Unified IP
Phone 7940

• Cisco Unified IP
Phone 7960

•サードパーティの
電話
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機能制限特長

パブリッシャ（CmA11）とサブスクライバ（CmA2）を使用して Call
Managerクラスタを設定します。

電話A、B、Cは CmA1に登録されています。電話Dは CmA2に登録
されています。

• A（1000）、B（4000）、C（5000）、D（6000）間で、Aを開催
者として、コンサルタティブまたはブラインドアドホック会議

を設定します。

• Cma2をシャットダウンします。

•電話 Dは通話保護モードになります。[終了（End Call）]ソフト
キーを押します。

•電話 A、B、Cが会議に参加しています。

•電話 A、B、Cが会議に参加しています。

•電話 Aを切断します。これで電話 Bと Cがダイレクトコールに
なります。問題：電話 Bと Cはまだ会議に参加しています。

•電話 Aを切断します。これで電話 Bと Cがダイレクトコールに
なります。問題：電話 Bと Cはまだ会議に参加しています。

•電話 Bを切断します。電話 Cにはコールはありません。電話 B
と Cはまだ会議に参加しています。問題：電話 Cはまだ会議に
参加しています。

2人の参加者が接続し
ている場合でも電話に

[会議（To
Conference）]が表示さ
れる
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第 19 章

ミートミー会議

•ミートミー会議の概要（277ページ）
•ミートミー会議のタスクフロー（277ページ）
•ミートミー会議の制限（284ページ）

ミートミー会議の概要
ユーザはミートミー会議を使用して、電話会議を設定するか、電話会議に参加できます。電話

会議を設定するユーザは、会議コントローラと呼ばれます。電話会議に参加するユーザは、参

加者と呼ばれます。

ミートミー会議のタスクフロー

始める前に

•ルータに付属されていた構成ドキュメンテーションを参照し、ミートミー会議のタスクフ
ローに進む前に、必要な設定を確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ソフトキーテンプレートに [ミートミー
（Meet-Me）]ソフトキーを追加します。

ミートミー会議のソフトキーテンプレー

トの設定（278ページ）
ステップ 1

オプションソフトキーテンプレートを

電話で使用できるようにするには、この

共通デバイス設定とソフトキーテンプ

レートの関連付け（279ページ）を行う
には、次のサブタスクを実行します。

ステップ 2

手順か次の手順のいずれかを実行する必

要があります。•共通デバイス設定へのソフトキー
テンプレートの追加（280ページ）
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目的コマンドまたはアクション

•電話機と共通デバイス設定の関連付
け（280ページ）

オプション次の手順は、ソフトキーテ

ンプレートと共通デバイス設定を関連付

Common Device Configuration電話機とソ
フトキーテンプレートの関連付け（281
ページ）

ステップ 3

けるための代替手段として、または共通

デバイス設定と共に使用します。ソフト

キーテンプレートを適用して、共通デ

バイス設定での割り当てや、他のデフォ

ルトのソフトキーの割り当てを上書きす

る必要がある場合は、次の手順を共通デ

バイス設定と共に使用します。

高度な会議を有効にし、参加者の最大数

を指定して、会議の接続を切断する時期

を指定します。

ミートミー会議番号の設定（281ペー
ジ）

ステップ 4

ミートミー会議のソフトキーテンプレートの設定

オフフック発信状態でミートミーソフトキーを使用可能にするには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]を選択します。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、

次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新
しい名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 必要な既存のテンプレートを選択します。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックスをオンに
し、このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。
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あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定

した場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削

除することができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウ
トの設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソ
フトキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択
し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフト
キーを移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態でのソフトキーを表示するには、前述のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 10 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。詳細については、「共通デバイス設定へのソフトキー

テンプレートの追加」と「電話機のセクションとソフトキーテンプレートの関連付け」を

参照してください。

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

（省略可）ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを [電話の設定（Phone Configuration）]に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について

説明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合

は、この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるよう

にする際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、「電話機とソフトキーテンプレートの関連付け（281ページ）」を
参照してください。

始める前に

ミートミー会議のソフトキーテンプレートの設定（278ページ）
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手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定へのソフトキーテン

プレートの追加（280ページ）
ステップ 1

電話機と共通デバイス設定の関連付け

（280ページ）
ステップ 2

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、この手
順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存の共通デバイス設定をクリックします。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソ
フトキーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再
起動します。

電話機と共通デバイス設定の関連付け

始める前に

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加（280ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックし、ソフトキーテンプレートを追加する電話デバイスを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフ
トキーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

（省略可）ソフトキーテンプレートを共有デバイス設定に関連付ける代わりに、この手順を使

用します。この手順は、共通デバイス設定とともにも機能します。共有デバイス設定での割り

当て、またはその他のデフォルトのソフトキー割り当てをオーバーライドするソフトキーテン

プレートを割り当てる場合に、この手順を使用できます。

始める前に

ミートミー会議のソフトキーテンプレートの設定（278ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ソフトキーテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキー
が含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。

ミートミー会議番号の設定

Cisco Unified Communications Managerの管理者は、ミートミー会議の電話番号の範囲をユーザ
に提供します。これにより、ユーザがその機能にアクセスできるようになります。ユーザは、

ミートミー番号またはパターンに指定された範囲から電話番号を選択して、ミートミー会議を

確立し、会議コントローラになります。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [ミートミー番号/パターン（Meet-Me Number/Pattern）]を選
択します。

[ミートミー番号の検索/一覧表示（Find and List Meet-Me Numbers）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。
一致するすべてのレコードが表示されます。

ステップ 3 レコードのリストで、表示するレコードへのリンクをクリックします。

ステップ 4 次のいずれかのタスクを実行します。

•ミートミー番号またはパターンをコピーするには、コピーするミートミー番号またはパ
ターンをクリックします。[ミートミー番号/パターンの設定（Meet-Me Number/Pattern
Configuration）]ウィンドウが表示されます。[コピー（Copy）]をクリックします。

•ミートミー番号/パターンを追加するには、[新規追加（AddNew）]ボタンをクリックしま
す。

•既存のミートミー番号/パターンを更新するには、更新するミートミー番号またはパター
ンをクリックします。

ステップ 5 適切な設定値を入力します。

フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ミートミー番号とパターンの設定

説明フィールド

1つのミートミー番号または番号の範囲を入力します。

範囲を設定するには、角カッコ内でダッシュを使用し、その後ろに数

値を入力します。たとえば、範囲 1000～ 1050を設定するには、
10[0-5]0と入力します。

電話番号またはパター

ン

説明には、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用符
（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド（&amp;）、山カッコ
（&lt;&gt;）は使用できません。

説明
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説明フィールド

パーティションを使用してミートミー番号またはパターンへのアクセ

スを制限するには、ドロップダウンリストボックスから目的のパー

ティションを選択します。

ミートミー電話またはパターンへのアクセスを制限しない場合、パー

ティションに対して [<なし>（<None>）]を選択します。

このドロップダウンリストボックスに表示されるパーティションの

数を設定するには、[リストボックスアイテムの最大数（Max List Box
Items）]エンタープライズパラメータを使用します。[最大リストボッ
クス項目（Max List Box Items）]エンタープライズパラメータで指定
された数を超えるパーティションがある場合、ドロップダウンリス

トボックスの隣に [検索（Find）]ボタンが表示されます。[検索
（Find）]ボタンをクリックすると、[パーティションの検索と一覧表
示（Find and List Partitions）]ウィンドウが表示されます。

リストボックスの最大項目数を設定するには、[システム
（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択し、[CCMAdminパラメータ
（CCMAdmin Parameters）]の下の [リストボックスの最
大項目数（Max List Box Items）]フィールドを更新しま
す。

（注）

ミートミー番号またはパターンとパーティションの組み

合わせが、Unified Communications Managerクラスタ内で
一意であることを確認します。

（注）

パーティション

（Partition）

ドロップダウンリストボックスから、このミートミー番号またはパ

ターンのミートミー会議における最小セキュリティレベルを選択し

ます。

•非セキュアな電話を使用している参加者が会議に参加することを
ブロックするには、[認証のみ（Authenticated）]を選択します。

•認証済みの参加者または非セキュアな電話を使用している参加者
が会議に参加することをブロックするには、[暗号化（Encrypted）]
を選択します。

•すべての参加者に会議への参加を許可するには、[非セキュア（Non
Secure）]を選択します。

この機能を使用するには、セキュアな会議ブリッジが設

定済みで使用可能であることを確認します。

（注）

最小セキュリティレベ

ル
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ミートミー会議の制限
Unified Communications Managerは、サーバごとUnified Communications Managerに最大100の同
時会議会議をサポートします。

その電話会議に指定された参加者の最大数を超過すると、他の発信者は電話会議に参加できま

せん。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
284

会議機能

ミートミー会議の制限



第 20 章

開催中の会議（Conference Now）

•開催中の会議の概要（285ページ）
•開催中の会議の前提条件（286ページ）
• Cisco IP Voice Media Streamingのアクティブ化（286ページ）
•開催中の会議の設定の構成（286ページ）
•ユーザに対する開催中の会議の有効化（287ページ）
• LDAP経由での開催中の会議の有効化（288ページ）
•開催中の会議の連携動作（289ページ）
•開催中の会議の制限事項（290ページ）

開催中の会議の概要

「開催中の会議」機能は小規模企業のお客様向けの基本的な音声会議ソリューションであり、

内部と外部の発信者が集中型 IVR経由で会議に参加できます。

会議を主催するには、設定済みのユーザが、会議の開始時に入力する必要のある会議PINと会
議番号を設定する必要があります。主催者は他の会議参加者に対し、関連する会議情報（時間

枠、会議番号（通常はホストの内線番号）、セキュアな会議のためのオプションのアクセス

コードなど）を通知します。指定された時間になると、他の参加者は IVRにダイヤルし、プロ
ンプトに会議情報を入力することで、コールに参加できます。

管理者は、[開催中の会議」機能で会議を主催できるようエンドユーザを設定する必要があり
ます。この機能を設定した後は、会議主催者がセルフケアポータルで会議アクセスコードを

編集できます。

「開催中の会議」には IPVMSソフトウェアベースの会議ブリッジを使用することをお勧めし
ます。他の会議ブリッジを使用する場合、会議の参加/退出トーンが参加者に再生されないこ
とがあります。

（注）
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開催中の会議の前提条件
「開催中の会議」を使用するには、以下のメディアリソースが設定されていること、会議を開

始するデバイスからそれらを使用できることを確認する必要があります。

• [会議ブリッジ（Conference Bridge）]：ユーザエクスペリエンスを快適にするため、ソフ
トウェアベースの Cisco IPVMS会議ブリッジを使用することを推奨します。他の会議ブ
リッジを使用すると、会議参加者の参加退出トーンが再生されない可能性があります。

•音声自動応答（IVR）（Interactive Voice Response (IVR)）

リソースを設定した後、これらのリソースをデバイスで使用可能にすることができます。そう

するには、これらのリソースを含むメディアリソースグループリストを設定し、そのメディ

アリソースグループリストを、デバイスが使用するデバイスプールまたは個々のデバイスに

関連付けます。Conference Bridges、Interactive Voice ResponseおよびMedia Resource Groupsの
設定に関する詳細は、『Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド』の「メディ
アリソースの設定」項を参照してください。

Cisco IP Voice Media Streamingのアクティブ化
IVRサービスと開催中の会議を使用するには、Cisco IP Voice Media Streamingサービスが実行
されている必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Serviceability]から選択します。 [Tools（ツール）] > [サービスのアクティブ化
（Service Activation）]

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco Unified Communications Managerパブリッ
シャノードを選択します。

ステップ 3 [Cisco IP Voice Media Streaming Application]が無効になっている場合は、対応するチェックボッ
クスをオンにして、[保存（Save）]をクリックします。

開催中の会議の設定の構成
Unified Communications Managerで Conference Nowシステムを設定するには、次の手順を使用
します。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
286

会議機能

開催中の会議の前提条件

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html


手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [会議中（Conference Now）]。

ステップ 2 外部の発信者がアクセスできるように、[開催中の会議の IVRディレクトリ番号（Conference
Now IVR Directory Number）]フィールドで、Unified Communications Managerクラスタの [DID
（ダイヤルイン方式）（DID (Direct Inward Dial)）]番号を入力します。

ステップ 3 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストからパーティションを選択
します。

番号とパーティションの組み合わせは、クラスタ内で一意である必要があります。（注）

ステップ 4 [開催中の会議の設定（Conference NowConfiguration）]ウィンドウのその他のフィールドを入
力します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照し

てください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

エンドユーザに対してこの機能を次のように有効にします。

• LDAPディレクトリをまだ同期していない場合は、LDAP同期に「開催中の会議」を追加
してください。これにより、新たに同期されたユーザは「開催中の会議」を主催できま

す。LDAP経由での開催中の会議の有効化（288ページ）を参照してください。

•既存のエンドユーザに対してこの機能を有効にするには、ユーザに対する開催中の会議の
有効化（287ページ）を参照してください。

ユーザに対する開催中の会議の有効化
既存のエンドユーザが「開催中の会議」を主催できるように設定するには、次の手順に従いま

す。

[一括管理（Bulk Administration）]の [ユーザの更新（Update Users）]を使用すると、多数のユー
ザに対して CSVファイルを使用して開催中の会議を有効にできます。次のタスクに示されて
いるのと同じ内容を確実に設定する必要があります。更新ユーザの使用方法の詳細について

は、 Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイドを参照してください。

（注）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、開催中の会議を追加するユーザを選択します。

ステップ 3 [開催中の会議（Conference Now）]の [エンドユーザによる会議のホストを有効化（Enable End
User to Host Conference Now）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 （任意）セキュア会議の場合は、参加者アクセスコードを入力します。エンドユーザはセル
フケアポータルで各自のアクセスコード設定を変更できることに注意してください。

ユーザにセルフサービスユーザ IDが割り当てられている場合は、開催中の会議の
会議番号にセルフサービスユーザ IDの値が事前に取り込まれます。デフォルトで
はこの値はユーザのプライマリ内線です。

（注）

ステップ 5 [エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウでその他のフィールドに入力しま
す。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

LDAP経由での開催中の会議の有効化
LDAPディレクトリをまだ同期していない場合は、同期対象ユーザで「開催中の会議」を有効
にすることができます。有効にするには、機能グループテンプレートにオプションを追加し、

その機能グループテンプレートを初回LDAP同期に追加します。LDAP同期によりプロビジョ
ニングされる新しいユーザの場合は、開催中の会議が有効になります。

初回同期がすでに発生した場合、LDAPディレクトリ同期に機能グループテンプレートの編集
内容を適用することはできません。編集内容をLDAP同期に適用するには、初回同期がまだ発
生していない必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [ユーザ電話/追加（User Phone/Add）] > [機能グループテンプレー
ト（Feature Group Template）]。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]を選択し、既存のテンプレートを選択します。
• [新規追加（Add New）]をクリックして新しいテンプレートを作成します。
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ステップ 3 ドロップダウンリストから [サービスプロファイル（Service Profile）]を選択します。

ステップ 4 ドロップダウンリストから [ユーザプロファイル（User Profile）]を選択します。

ステップ 5 [エンドユーザによる会議のホストを有効化（Enable End User to Host Conference Now）]チェッ
クボックスをオンにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

LDAPディレクトリ同期にテンプレートを割り当てます。これにより、同期ユーザで「開催中
の会議」を設定できます。LDAP同期の設定の詳細については、の「エンドユーザの設定」の
Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド項を参照してください。

あるいは、[ユーザ/電話のクイック追加（Quick User/Phone Add）]メニューを使用して新しい
ユーザを「開催中の会議」機能に追加することもできます。プライマリ内線番号の割り当てに

加えて、この機能グループテンプレートを使用する新しいユーザを追加する必要があります。

開催中の会議の連携動作

連携動作特長

モビリティユーザが、リモート接続先からエンタープライズ機能ア

クセス DID番号にダイヤルします。コールが接続されると、リモー
ト接続先の電話を使用して DTMF番号が PSTNゲートウェイ経由で
Unified Communications Managerに送信されます。

Unified Communications Managerでは最初に、#キーの前に入力される
ユーザPINが認証されます。ユーザPINの認証が正常に完了したら、
1と #キーを押して 2段階ダイヤルコールであることを示し、その後
電話番号を入力します。ダイヤルした電話番号が開催中の会議の IVR
電話番号であり、ユーザが会議ホストである場合、ユーザはPINをも
う一度入力する必要があります。

モビリティEFA（エン
タープライズ機能アク

セス）
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連携動作特長

コールはエンタープライズ PSTN H.323または SIPゲートウェイ経由
で Unified Communications Managerに転送されます。IVRがユーザに
対し、ユーザ ID、#キー、PIN、#キー、番号1（モバイル音声アクセ
スコールにするため）、該当する電話番号をこの順序で入力するよ

う指示します。電話番号が開催中の会議の IVR電話番号であり、ユー
ザが会議ホストである場合、ユーザはPINをもう一度入力する必要が
あります。

ユーザがリモート接続先から直接ダイヤルする場合、ユー

ザに対して PINの入力は指示されません。ただし、ユー
ザが異なる電話からモバイル音声アクセス電話番号にダ

イヤルすると、コール発信前に PINを入力するよう指示
されます。ユーザが開催中の会議の IVR電話番号をコー
ルすると、PINをもう一度入力するよう指示されます。

（注）

モビリティMVA（モ
バイル音声アクセス）

開催中の会議の制限事項
「開催中の会議」機能には次の制約事項があります。

•ホストは参加者をミュートできません。

•参加者は DTMF番号を入力して音声をミュートにすることはできません。

•開催中の会議の参加者のリストはサポートされていません。

• 1つの会議の最大参加者数は、既存の CallManagerサービスパラメータ [最大ミートミー
会議ユニキャスト（Maximum MeetMe Conference Unicast）]により制御されます。これは
内部と外部の両方の発信者に適用されます。

•同時に実行できる開催中の会議インスタンスとミートミー会議インスタンスの合計最大数
は、Unified Communications ManagerCisco Unified Communications ManagerUnified
Communications Manager CallManagerノードあたり 100です。

•保留ビデオはサポートされません。

• IPVMSソフトウェア会議ブリッジでは、コーデック G.711（ALawおよび ULaw）とワイ
ドバンド 256kだけがサポートされています。発信側デバイスとソフトウェア会議ブリッ
ジの間でコーデックが一致していない場合、トランスコーダが割り当てられます。

•会議参加者の参加音と退出音を再生するには、次のうち1つ以上の条件を満たしている必
要があります。

•少なくとも 1人の会議参加者が Cisco IP Phoneを使用している。

•割り当てられているソフトウェア会議ブリッジが IPVMSである。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
290

会議機能

開催中の会議の制限事項



•会議ブリッジが設定されている場合、ホストが在席しているかどうかに関係なく、残りの
参加者で会議が続行されます。ホストが参加者アクセスコードを設定している場合、ホス

トが会議に再度参加しようとすると、参加者アクセスコードの入力を求めるアナウンスが

再生されます。ホストは参加者のスケジュールを設定することや、参加者をミュートにす

ることはできません。したがってホストステータスは無効になります。

•ホストが会議に参加する最初のユーザである場合は、音声アナウンスは再生されません。
ただし、ホストが内部の IPフォンから開催中の会議にダイヤルすると、IPフォンに「会
議（To Conference）」を示すビジュアルが表示されます。「」

ホストが外部の電話から開催中の会議に参加する場合、電話には

ビジュアルは表示されません。

（注）
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第 IX 部

発信
•コールバック （295ページ）
•ホットライン （309ページ）
•スピードダイヤルと短縮ダイヤル（325ページ）
• WebDialer （329ページ）
•ページング （349ページ）
•インターコム （373ページ）





第 21 章

コールバック

•コールバックの概要（295ページ）
•コールバックの前提条件（296ページ）
•コールバックの設定タスクフロー（296ページ）
•コールバックの連携動作（302ページ）
•コールバックの制限事項（304ページ）
•コールバックのトラブルシューティング（304ページ）

コールバックの概要
コールバック機能により、話中の内線番号がコールを受信できるようになった時点で通知を受

信できます。

電話と同じ Unified Communications Managerクラスタ内にある接続先の電話、または QSIGト
ランクまたはQSIG対応クラスタ間トランクを介したリモートPrivate Integrated Network Exchange
（PINX）にある接続先の電話のコールバックをアクティブにできます。

コールバック通知を受信するには、話中音またはリングバックトーンが再生されている間に

[コールバック（CallBak）]ソフトキーまたは機能ボタンを押します。リオーダー音の再生中に
コールバックをアクティブにできます。リオーダー音は、「応答なし」タイマーが期限切れに

なると再生されます。

一時停止/再開

コールバック機能により、コールバックを発信したユーザが話中の場合にコール完了サービス

を一時停止できます。発信元ユーザが利用可能になると、そのユーザに対してコール完了サー

ビスが再開されます。

コールバックでは、クラスタ間トランクと、クラスタ間 QSIGトランクまたは QSIG対応クラ
スタ間トランクの両方で、コールバック一時停止/コールバック再開の通知がサポートされて
います。

（注）
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コールバックの前提条件
コールバック機能を使用するには、接続先の電話が次のいずれかの場所に配置されている必要

があります。

•ユーザの電話Unified Communications Manager機と同じクラスタ内

•リモート PINX over QSIGトランク上

•リモート PINX over QSIG対応クラスタ間トランク上

英語以外の電話ロケールまたは国別のトーンを使用する場合は、ロケールをインストールする

必要があります。

•コールバック機能をサポートするデバイスは次のとおりです。

• Cisco Unified IP Phone 6900、7900、8900、および 9900シリーズ（6901と 6911を除
く）

• Cisco IP Phone 7800および 8800シリーズ

• Cisco VGC Phone（Cisco VG248ゲートウェイを使用）

• Ciscoアナログ電話アダプタ（ATA）186および 188

• Cisco VG224エンドポイントの Busy Subscriber

• Cisco VG224エンドポイントの No Answer

•サポートされている電話にコールを転送する CTIルートポイント

コールバックの設定タスクフロー
電話がソフトキーとボタンのどちらをサポートするかによって、次のタスクフローの1つを実
行します。

次の表を使用して、コールバック対応 IPフォンで [コールバック（CallBack）]ソフトキーま
たはボタンのどちらを設定するかを判別します。

表 23 :コールバックソフトキーとボタンを使用する Cisco IP Phone

コールバックボタンコールバックソフト

キー

Cisco電話モデル

XXCisco Unified IP Phone 6900シリーズ
（6901と 6911を除く）

XCisco Unified IP Phone 7900シリーズ

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
296

発信

コールバックの前提条件



コールバックボタンコールバックソフト

キー

Cisco電話モデル

XXCisco IP Phone 7800および 8800シリーズ

XXCisco Unified IP Phone 8900シリーズ

XXCisco Unified IP Phone 9900シリーズ

XCisco IP Communicator

始める前に

•コールバックの前提条件（296ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

[コールバック（CallBack）]ソフトキー
をテンプレートに追加し、共通デバイス

コールバック用のソフトキーテンプレー

トの設定（297ページ）
ステップ 1

設定または電話機を使用してソフトキー

を設定するには、この手順を実行しま

す。

電話機に [コールバック（CallBack）]ボ
タンを追加して設定するには、この手順

を実行します。

[コールバック（CallBack）]ボタンの設
定（301ページ）

ステップ 2

コールバック用のソフトキーテンプレートの設定

CallBackソフトキーには次のコール状態があります。

•オンフック（On Hook）

•発信（Ring Out）

•接続転送（Connected Transfer）

以下の手順を使用して、CallBackソフトキーを使用できるようにします。

始める前に

電話機がコールバックをサポートしていることを確認します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]を選択します。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、

次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新
しい名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 必要な既存のテンプレートを選択します。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックスをオンに
し、このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定

した場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削

除することができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウ
トの設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソ
フトキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択
し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフト
キーを移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態でのソフトキーを表示するには、前述のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 10 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。詳細については、「共通デバイス設定へのソフトキー

テンプレートの追加」と「電話機のセクションとソフトキーテンプレートの関連付け」を

参照してください。
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次のタスク

次のいずれかの手順を実行します。

•共通デバイス設定とコールバックソフトキーテンプレートの関連付け（299ページ）

•電話機とコールバックソフトキーテンプレートの関連付け（300ページ）

共通デバイス設定とコールバックソフトキーテンプレートの関連付け

（省略可）ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを [電話の設定（Phone Configuration）]に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について

説明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合

は、この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるよう

にする際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、電話機とコールバックソフトキーテンプレートの関連付け（300
ページ）を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定にコールバックソフ

トキーテンプレートを追加するには、

次の手順を実行します。

共通デバイス設定へのコールバックソ

フトキーテンプレートの追加（299ペー
ジ）

ステップ 1

コールバックソフトキーの共通デバイ

ス設定を電話にリンクするには、次の手

順を実行します。

電話機と共通デバイス設定の関連付け

（300ページ）
ステップ 2

共通デバイス設定へのコールバックソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、この手
順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。
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ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存の共通デバイス設定をクリックします。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソ
フトキーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再
起動します。

電話機と共通デバイス設定の関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックし、ソフトキーテンプレートを追加する電話デバイスを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフ
トキーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話機とコールバックソフトキーテンプレートの関連付け

オプション：ソフトキーテンプレートと共通デバイス設定を関連付けるための代替手段、つま

り共通デバイス設定との連携のために、次の手順を使用します。ソフトキーテンプレートを適

用して、共通デバイス設定での割り当てや、他のデフォルトのソフトキーの割り当てを上書き

する必要がある場合は、次の手順を共通デバイス設定と共に使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ソフトキーテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキー
が含まれているテンプレートを選択します。
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ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。

[コールバック（CallBack）]ボタンの設定
この項の手順では、[コールバック（CallBack）]ボタンを設定する方法を説明します。

手順

目的コマンドまたはアクション

[コールバック（CallBack）]ボタン機能
を回線または短縮ダイヤルキーに割り

当てるには、次の手順を実行します。

コールバックの電話ボタンテンプレー

トの設定（301ページ）
ステップ 1

電話の [コールバック（CallBack）]ボタ
ンを設定するには、次の手順を実行しま

す。

電話機とボタンテンプレートの関連付

け（302ページ）
ステップ 2

コールバックの電話ボタンテンプレートの設定

回線または短縮ダイヤルキーに機能を割り当てるには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックして、サポートされる電話テンプレートのリストを表示します。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成する場合は、この手順を実行します。それ以外の場合
は、次のステップに進みます。

a) 電話機モデルのデフォルトのテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックしま
す。

b) [電話ボタンテンプレート情報（Phone Button Templates Information）]フィールドに、テン
プレートの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存のテンプレートを選択します。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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ステップ 7 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。

電話機とボタンテンプレートの関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、設定済みの電話のリストを表示します。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボ
タンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボッ
クスが表示されます。

コールバックの連携動作

連携動作機能

コールバック通知画面から発信したコールは、着信側 DN
で設定されているコール転送の設定値をすべて上書きしま

す。コールバックリコールタイマーが期限切れになる前

にコールを発信する必要があります。このようにしない

と、コールはコール転送の設定値を上書きしません。

コール転送
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連携動作機能

Cisco Unified IP Phone 7960と 7940でのみ、コールバック
通知の動作が異なります。その他のすべてのSIP電話とす
べてのSCCP電話では、オンフック通知とオフフック通知
がサポートされています。

Unified Communications Managerが、SIP 7960または 7940
電話で回線が使用可能になったことを認識する唯一の方法

は、Unified Communications Managerが電話から受信する
SIP INVITEメッセージをモニタすることです。電話から
Unified Communications ManagerにSIP INVITEが送信され、
電話がオンフックになると、UnifiedCommunicationsManager
は音声およびコールバック通知画面をCisco Unified IP Phone
7960および 7940（SIP）ユーザに送信します。

SIPを実行する電話でのコール
バック通知

コールバックは、発信側または着信側で [DND拒否
（DND-Reject）]が [オフ（Off）]に設定されている場合は
通常どおりに機能します。[DND拒否（DND-Reject）]が
[オン（On）]に設定されている場合にのみ、動作が異なり
ます。

•発信側で [DND拒否（DND-Reject）]がオンである：
ユーザ Aがユーザ Bに対してコールを発信し、コー
ルバックを起動します。ユーザ Aは DND-Rになりま
す。ユーザ Bが利用可能になった後でも、ユーザ A
のコールバック通知が引き続き表示されます。つまり

DNDステータスに関係なく、他の参加者が利用可能
であるかどうかがユーザに通知されます。

•着信側で [DND拒否（DND-Reject）]がオンである：
ユーザ Aがユーザ Bにコールを発信し、ユーザ Bは
[DND拒否（DND-Reject）]を [オン（On）]に設定し
ています。ユーザ Aにはファストビジー音が聞こえ
ます。ユーザAはビジーエンドポイントでコールバッ
クを開始できます。ユーザ Bが [DND拒否
（DND-Reject）]であり、オフフックになってからオ
ンフックになると、ユーザ Aは「ユーザ Bと通話で
きますがユーザ Bは DND-Rです（User B is available
now but on DND-R）」という通知を受け取ります。
「」ユーザ Aがキャンセルしない場合、ユーザ Bが
[DND拒否（DND-Reject）]を [オフ（Off）]に設定す
るまで、コールバックにより引き続きユーザBがモニ
タされます。

サイレント（DND）
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連携動作機能

Ciscoエクステンションモビリティユーザがログインまた
はログアウトすると、コールバックに関連付けられている

アクティブコールの完了はすべて自動的にキャンセルされ

ます。コールバックが着信側の電話からアクティブにされ

た後で、システムからこの着信側の電話が削除される場

合、発信者が [ダイヤル（Dial）]ソフトキーを押すと、リ
オーダー音が聞こえます。ユーザはコールバックをキャン

セルまたは再度アクティブにできます。

Ciscoエクステンションモビリ
ティ

コールバックの制限事項

制限事項機能

Qsig対応 SIPトランクを使用して CUBE経由で接続されている2つの
Unified CMクラスタ間でコールが発信されると、コールバック機能は
ビデオコールに対して機能しません。詳細については、CSCun46243
を参照してください。

CUBE間のビデオを使
用したコールバック

コールバックは SIPトランクではサポートされていませんが、QSIG
対応 SIPトランクではサポートされています。

SIPトランク（SIP
Trunks）

コールバックでは、発信側と着信側の名前と番号に、スペースと 0か
ら 9までの数字がサポートされています。コールバックを使用する場
合、発信側と着信側の名前と番号にはシャープ記号（#）やアスタリ
スク（*）は使用できません。

発信側または着信側の

名前と番号でサポート

されている文字

すべてのコールをボイスメッセージングシステムに転送する場合、

コールバックをアクティブにすることはできません。

ボイスメール

コールバックのトラブルシューティング
このセクションでは、さまざまなシナリオでの問題、考えられる原因、および解決策と、コー

ルバックについて IP Phoneに表示されるエラーメッセージについて説明します。
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[コールバック（CallBack）]ソフトキーを押してからコールバックが
発生するまでの間の電話のプラグの取り外し/リセット

問題

[コールバック（CallBack）]ソフトキーを押してから、コールバックがアクティブになる前に
電話のプラグを抜くかリセットしました。

考えられる原因

Unified Communications Managerコールバックアクティベーションをキャンセルします。

ソリューション

発信者の電話を登録すると、リセット後、発信者の電話には[コールバックのアクティベーショ
ン（Call Back activation）]ウィンドウは表示されません。アクティブなコールバックサービス
を表示するには、[コールバック（CallBack）]ソフトキーを押す必要があります。電話にコー
ルバック通知が発生します。

発信者が対応可能通知に気付かずに電話機をリセットする

問題

クラスタ内コールバックまたはクラスタ間コールバックのシナリオで、発信者が対応不可の

ユーザ（ユーザ Bとする）に対してコールバックを開始しました。ユーザ Bが対応可能にな
ると、発信側の電話機に対応可能通知画面が表示されます。発信者が何らかの理由で対応可能

通知に気付かず、電話機がリセットされました。

たとえば、発信者が別のユーザ（ユーザ Cとする）に連絡し、ユーザ Cが通話中だったため
[コールバック（CallBack）]ソフトキーを押します。発信側の電話機に置換/保持画面が表示さ
れますが、ユーザ Bの対応可能通知がすでに発生したことが画面に示されません。

考えられる原因

ユーザが電話機をリセットしました。

ソリューション

電話機のリセット後、アクティブなコール中でないときに電話機のコールバック通知を確認し

ます。[折返し（Callback）]ソフトキーを押します。

コールバックのエラーメッセージ

ここでは、IPフォンの画面に表示されるエラーメッセージについて説明します。
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コールバックがアクティブでない

問題

次のエラーメッセージが表示されます。

CallBack is not active. Press Exit to quit this screen.

考えられる原因

ユーザがアイドル状態で [コールバック（Callback）]ソフトキーを押しました。

ソリューション

エラーメッセージで指定された推奨アクションを実行してください。

コールバックがすでにアクティブになっている

問題

次のエラーメッセージが表示されます。

CallBack is already active on xxxx. Press OK to activate on yyyy. Press Exit to quit
this screen.

考えられる原因

ユーザがコールバックをアクティブにしようとしましたが、すでにアクティブになっていま

す。

問題

エラーメッセージで指定された推奨アクションを実行してください。

コールバックをアクティブにできない

問題

次のエラーメッセージが表示されます。

CallBack cannot be activated for xxxx.

考えられる原因

ユーザがコールバックをアクティブにしようとしたときに、Unified Communications Manager
データベースで内線番号が使用できないか、接続先へのQSIGルートが存在せず（つまり、内
線番号が非QSIGトランク経由で接続されたリモートプロキシに属している）、データベース
内で内線番号が見つかりません。
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ソリューション

ユーザが再試行する必要があります。または、管理者がCisco Unified CM Administrationに電話
番号を追加する必要があります。

キーがアクティブではありません

問題

コール中に、[コールバック（CallBack）]ソフトキーが電話に表示され、ユーザは電話が鳴る
前に [コールバック（CallBack）]ソフトキーを押します。ですが、電話に以下のエラーメッ
セージが表示されます。

Key Not Active

考えられる原因

ユーザが [折返し（Callback）]ソフトキーを押すタイミングが適切でない可能性があります。

ソリューション

ユーザは呼び出し音またはビジー信号を聞いたあとで [折返し（Callback）]ソフトキーを押す
必要があります。間違ったタイミングでソフトキーを押すと、電話機にエラーメッセージが表

示されることがあります。
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第 22 章

ホットライン

•ホットラインの概要（309ページ）
•ホットラインのシステム要件（310ページ）
•ホットラインの設定タスクフロー（310ページ）
•ホットラインのトラブルシューティング（324ページ）

ホットラインの概要
ホットライン機能は Private Line Automatic Ringdown（PLAR）機能を拡張し、ユーザーがオフ
フックしたとき（またはNewCallソフトキーや回線キーが押されたとき）に、すぐに所定の番
号をダイヤルするよう電話機を設定できるようにします。電話機のユーザーは、PLAR用に設
定された電話機から他の番号をダイヤルできません。

ホットラインは、PLARを使用する電話機に対して、次の新たな制限と管理者コントロールを
追加します。

•コールを受信するホットラインデバイス（ホットラインを使用するように設定されたデバ
イス）は、他のホットラインデバイスからしかコールを受信せず、ホットライン以外の発

信者を拒否します。

•ホットライン電話機は、コールのみ、受信のみ、またはコールと受信の両方に設定できま
す。

•ソフトキーテンプレートを電話機に適用することにより、ホットライン電話機上で使用可
能な機能を制限できます。

•アナログホットライン電話機は、着信フックフラッシュ信号を無視します。

ルートクラスシグナリング

ホットラインは、ルートクラスシグナリングを使用して、ホットライン電話機が他のホット

ライン電話機からのコールしか受信できないようにします。ルートクラスは、コールのトラ

フィックのクラスを識別する DSNコードです。ルートクラスを通して、ルーティングや終端
に関する特殊な要件が下流のデバイスに通知されます。ホットライン電話機は、同じルートク

ラスを持つホットライン電話機からのコールしか受信できません。
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通話の発信者名確認

ホットラインは、発信者 IDに基づく、設定可能な通話の発信者名確認も提供します。設定可
能な通話の発信者名確認を使用すれば、受信側のホットライン電話機は、発信者 ID情報に基
づいてコールを検査し、スクリーニングリストにある発信者にのみ接続を許可できます。

ホットラインのシステム要件
Unified Communications Managerには、次のホットラインシステム要件があります。

• Unified Communications Managerクラスタ内の各サーバで 8.0 (1)以降

• MGCPゲートウェイ POTS電話（FXS）

• SCCPゲートウェイ POTS電話（FXS）

Cisco Feature Navigatorを使用すると、Cisco IOSおよび Catalyst OSソフトウェアイメージがサ
ポートする特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラットフォームを確

認できます。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、http://cfn.cloudapps.cisco.com/ITDIT/
CFN/に進みます。

Cisco Feature Navigatorにアクセスするには Cisco.comアカウントは必要ありません。

ヒント

ホットラインの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Reportingにログインし、
電話機能リストレポートを実行して、

電話機能一覧の生成（1ページ）ステップ 1

ホットラインをサポートする電話を決定

します。

これはオプションです。ホットライン電

話の機能を制限する場合は、必要な機能

カスタムソフトキーテンプレートの作

成（311ページ）
ステップ 2

だけを許可するソフトキーテンプレー

トを作成します。

電話をホットラインデバイスとして有

効にします。

電話でのホットラインの設定（312ペー
ジ）

ステップ 3

ホットライン機能をサポートするルート

クラスシグナリングを設定します。

ルートクラスシグナリングの設定タス

クフロー（312ページ）
ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

オプションホットライン電話の機能を

コールの発信またはコールの受信のみに

発信専用または受信専用のホットライン

の設定タスクフロー（317ページ）
ステップ 5

制限する場合は、発信と受信の設定を行

います。

オプションコーリングサーチスペース

とパーティションを使用して、ホットラ

コーリングサーチスペースでのコール

スクリーニングの設定 （320ページ）
ステップ 6

イン電話のコールスクリーニングリス

トを設定します。

カスタムソフトキーテンプレートの作成

ホットラインを設定すると、ホットライン電話で使用可能にする機能だけを表示するソフト

キーテンプレートをカスタマイズできます。

Unified Communications Managerコール処理とアプリケーション用の標準ソフトキーテンプレー
トが含まれます。カスタムソフトキーテンプレートを作成するときは、標準テンプレートを

コピーして、必要に応じて変更します。

始める前に

電話機能一覧の生成（1ページ）

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（DeviceSettings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 ドロップダウンリストからソフトキーテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリック
して新しいテンプレートを作成します。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、ソフトキーテンプレー
トを特定する一意の名前を入力します。

ステップ 5 テンプレートの使用方法を表す説明を入力します。説明には、任意の言語で最大 50文字を指
定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド（&amp;）、バックス
ラッシュ（\）、山カッコ（&lt;&gt;）は使用できません。

ステップ 6 このソフトキーテンプレートを標準のソフトキーテンプレートとして指定するには、[デフォ
ルトのソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックスをオンにしま
す。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定

した場合、デフォルトの指定を解除してからでないと、そのソフトキーテンプレー

トは削除できません。

（注）
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ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

ソフトキーテンプレートがコピーされると、[ソフトキーテンプレートの設定（SoftkeyTemplate
Configuration）]ウィンドウが再表示されます。

ステップ 8 （任意） [アプリケーションの追加（Add Application）]ボタンをクリックします。

ステップ 9 Cisco Unified IP Phone LCD画面上のソフトキーの位置を設定します。

ステップ 10 設定を保存するには、[保存（Save）]をクリックします。

電話でのホットラインの設定

電話をホットラインデバイスとして有効にするには、次の手順を使用します。

始める前に

（オプション）ホットライン電話に対して使用可能にする機能のみを表示するカスタムソフト

キーテンプレートを作成する場合は、カスタムソフトキーテンプレートの作成（311ページ）
を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ホットラインデバイスとして有効にする電話を選択します。

ステップ 3 [ホットラインデバイス（Hotline Device）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 ホットライン電話専用のカスタムソフトキーテンプレートを作成したら、[ソフトキーテンプ
レート（Softkey Template）]ドロップダウンリストからソフトキーテンプレートを選択しま
す。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

デバイスプールにソフトキーテンプレートを割り当てて、そのデバイスプールを

電話に割り当てることもできます。

（注）

ルートクラスシグナリングの設定タスクフロー

ホットラインコールのルートクラスシグナリングを設定するには、このタスクフローを実行

します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

トランクとゲートウェイのルートクラ

スシグナリングのクラスタ全体のデフォ

ルトを有効に設定します。

クラスタでのルートクラスシグナリン

グの有効化（313ページ）
ステップ 1

個々のゲートウェイおよび

トランクの設定は、クラス

タ全体のデフォルト設定を

上書きします。このサービ

スパラメータを使用してク

ラスタ全体でルートクラス

シグナリングを有効にする

と、ルートクラスシグナリ

ングは、個々のトランクま

たはゲートウェイで無効化

できます。

（注）

個々のトランクのルートクラスシグナ

リングを有効にします。

トランクでのルートクラスシグナリン

グの有効化（314ページ）
ステップ 2

MGCP T1/CASまたはMGCP PRIゲート
ウェイのルートクラスシグナリングを

有効にします。

ゲートウェイでのルートクラスシグナ

リングの有効化（315ページ）
ステップ 3

ホットラインルートクラスの SIPシグ
ナリングラベルを設定します。

ホットラインルートクラスのシグナリ

ングラベルの設定（315ページ）
ステップ 4

ホットラインコールをルーティングす

るルートパターンのルートクラスを設

定します。

ホットラインルートパターンでのルー

トクラスの設定（316ページ）
ステップ 5

オプションホットラインコールでトラ

ンスレーションパターンを使用する場

ホットライントランスレーションパ

ターンでのルートクラスの設定（317
ページ）

ステップ 6

合は、トランスレーションパターンの

ルートクラスを設定します。

クラスタでのルートクラスシグナリングの有効化

[有効なルートクラストランクシグナリング（Route Class Trunk Signaling Enabled）]サービス
パラメータを [True]に設定すると、ルートクラスシグナリングをサポートするクラスタ内の
全トランクまたはゲートウェイのデフォルトのルートクラスシグナリングが有効に設定され

ます。
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個々のゲートウェイおよびトランクの設定は、クラスタ全体のデフォルト設定を上書きしま

す。このサービスパラメータを使用してクラスタ全体でルートクラスシグナリングを有効に

すると、ルートクラスシグナリングは、個々のトランクまたはゲートウェイで無効化できま

す。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [有効なルートクラストランクシグナリング（Route Class Trunk Signaling Enabled）]サービス
パラメータを [True]に設定します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

個々のトランクまたはゲートウェイでルートクラスシグナリングを設定するには、次の手順

を使用します。

トランクでのルートクラスシグナリングの有効化（314ページ）

ゲートウェイでのルートクラスシグナリングの有効化（315ページ）

トランクでのルートクラスシグナリングの有効化

個々のトランクのルートクラスシグナリングを有効にするには、次の手順を使用します。個々

のトランクの設定は、クラスタワイドサービスパラメータ設定を上書きします。

始める前に

クラスタでのルートクラスシグナリングの有効化（313ページ）手順に従って、クラスタワイ
ドサービスパラメータを使用し、クラスタ内の全トランクにデフォルトのルートクラスシグ

ナリング設定を設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス(Device)] > [トランク(Trunk)]。

ステップ 2 [検索（Search）]をクリックして、ルートクラスシグナリングを有効にする SIPトランクを選
択します。

ステップ 3 [ルートクラスシグナリングの有効化（Route Class Signaling Enabled）]ドロップダウンリスト
ボックスから、次のオプションのいずれかを選択します。
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• [デフォルト（Default）] —このトランクは [ルートクラスシグナリングの有効化（Route
Class Signaling Enabled）]サービスパラメータの設定を使用します。

• [オフ（Off）] —このトランクに対して、ルート クラスシグナリングが無効です。
• [オン（ON）] —このトランクに対して、ルート クラスシグナリングが有効です。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ゲートウェイでのルートクラスシグナリングの有効化

この手順を使用して、個々のMGCP PRIまたはMGCP T1/CASゲートウェイでルートクラス
シグナリングを有効にします。個々のゲートウェイの設定は、クラスタ全体のサービスパラ

メータの設定よりも優先されます。

始める前に

クラスタでのルートクラスシグナリングの有効化（313ページ）の手順に従い、クラスタ全体
のサービスパラメータを使用して、クラスタ内のゲートウェイのデフォルトルートクラスシ

グナリング設定を指定します。

トランクでのルートクラスシグナリングの有効化（314ページ）の手順を実行して、個々のト
ランクのルートクラスシグナリングを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、ルートクラスシグナリングを設定するゲートウェイを選択しま
す。

ステップ 3 [ルートクラスシグナリングの有効化（Route Class Signaling Enabled）]ドロップダウンリスト
ボックスから、次のオプションのいずれかを選択します。

•デフォルト（Default）：このゲートウェイは、クラスタ全体のサービスパラメータの [ルー
トクラスシグナリングの有効化（Route Class Signaling Enabled）]を使用します。

•オフ（Off）：このゲートウェイでルートクラスシグナリングが無効になります。
•オン（On）：このゲートウェイでルートクラスシグナリングが有効になります。

ステップ 4 音声コールの音声ルートクラスをエンコードする場合は、[音声ルートクラスのエンコード
（Encode Voice Route Class）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ホットラインルートクラスのシグナリングラベルの設定

使用するホットラインルートクラスのSIPシグナリングラベル値を設定する必要があります。
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始める前に

トランクとゲートウェイのルートクラスシグナリングを有効にします。詳細は、クラスタで

のルートクラスシグナリングの有効化（313ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、CallManagerサービスが実行されているサーバ
を選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 [詳細設定（Advanced）]をクリックします。

ステップ 5 [SIPルートクラス命名機関（SIP Route Class Naming Authority）]サービスパラメータフィー
ルドに、命名機関を表す値と、SIPシグナリングでルートクラスを表すために使用されるラベ
ルのコンテキストを入力します。デフォルト値は [cisco.com]です。

ステップ 6 [SIPホットラインボイスルートクラスラベル（SIP Hotline Voice Route Class Label）]サービ
スパラメータフィールドに、ホットラインボイスルートクラスを表すラベルを入力します。

デフォルト値は [hotline]です。

ステップ 7 [SIPホットラインデータルートクラスラベル（SIP Hotline Data Route Class Label）]サービス
パラメータフィールドに、ホットラインデータルートクラスを表すラベルを入力します。デ

フォルト値は [ccdata]です。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

ホットラインルートパターンでのルートクラスの設定

この手順では、ホットラインデバイスに特有のコールルーティング手順について説明します。

ネットワークでルートパターンおよびトランスレーションパターンを設定する方法の詳細につ

いては、 Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイドを参照してください。

ホットラインコールをルーティングする予定のルートパターンごとに、そのルートパターン

のルートクラスを [ホットラインボイス（Hotline Voice）]または [ホットラインデータ（Hotline
Data）]に設定する必要があります。

始める前に

ホットラインルートクラスのシグナリングラベルの設定（315ページ）

この手順を実行する前に、ルートパターンを使用してネットワークコールルーティングを設

定してください。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route
Pattern）]の順に選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ネットワークのルートパターンのリストを表示します。

ステップ 3 ホットラインコールのルーティングに使用される各 T1/CASルートパターンについて、次の
ように設定します。

a) [ルートパターンの検索と一覧表示（Find and List Route Patterns）]ウィンドウから、ルー
トパターンを選択します。

b) [ルートクラス（Route Class）]ドロップダウンリストボックスから、[ホットラインボイ
ス（Hotline Voice）]または [ホットラインデータ（Hotline Data）]のいずれかをこのルー
トパターンのルートクラスとして選択します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ホットライントランスレーションパターンでのルートクラスの設定

始める前に

この手順を実行する前に、ルートパターンとトランスレーションパターンを指定してネット

ワークコールルーティングを設定しておく必要があります。

ホットラインルートパターンでのルートクラスの設定（316ページ）の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [トランスレーションパターン（Translation Pattern）]。

ステップ 2 クラスタのトランスレーションパターンを表示するには、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 ホットライン番号で使用するトランスレーションパターンごとに、次の手順を実行します。

a) [ルートクラス（Route Class）]ドロップダウンリストボックスから、[ホットラインボイ
ス（Hotline Voice）]または [ホットラインデータ（Hotline Data）]を選択します。

b) [保存（Save）]をクリックします。

発信専用または受信専用のホットラインの設定タスクフロー

このタスクフローの設定例では、ホットラインの電話を発信専用、または受信専用のどちらか

に設定する方法について説明します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

2つのパーティションを作成します。1
つは空で、もう 1つは新しい CSSに割
り当てます。

発信専用/受信専用のホットラインのパー
ティションの設定（318ページ）

ステップ 1

新しいコーリングサーチスペースを作

成し、新しい CSSの 1つをこの CSSに
発信専用/受信専用のホットラインのコー
リングサーチスペースの設定（319ペー
ジ）

ステップ 2

割り当てます。この CSSには他のパー
ティションは含まれません。

発信専用に設定する場合、空のパーティ

ションを電話回線に割り当てます。受信

次のいずれかの手順を実行します。ステップ 3

•発信専用ホットライン電話の設定
（319ページ） 専用に設定するには、その電話に新しい

CSSを割り当てます。
•受信専用ホットライン電話の設定
（320ページ）

発信専用/受信専用のホットラインのパーティションの設定

ホットライン電話を発信専用または受信専用に設定する場合、2つのパーティションを作成す
る必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティショ
ン（Partition）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 新しいパーティションを作成します。

ステップ 4 パーティションの一意の名前と説明を入力します。たとえば、IsolatedPartitionのように入力し
ます。

このパーティションを CSSに割り当てることはできません。（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 手順2から5までを繰り返し、2番目のパーティションを作成します。たとえば、EmptyPartition
のように入力します。

このパーティションは、電話回線に割り当てられず、NoRouteCSSに割り当てられ
ます。

（注）
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発信専用/受信専用のホットラインのコーリングサーチスペースの設定

コーリングサーチを作成し、作成した 2つのパーティションのいずれかをコーリングサーチ
スペースに割り当てる必要があります。

始める前に

発信専用/受信専用のホットラインのパーティションの設定（318ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリング
サーチスペース（Calling Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 コーリングサーチスペースの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。

ステップ 4 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]リストボックスから、矢印を使用して
[EmptyPartition]パーティションを選択します。

パーティションがこのコーリングサーチスペースのみに割り当てられ、電話回線

に割り当てられていないことを確認します。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

次のいずれかの手順を実行します。

•発信専用ホットライン電話の設定（319ページ）

•受信専用ホットライン電話の設定（320ページ）

発信専用ホットライン電話の設定

パーティションとコーリングサーチスペースを設定した後、ホットライン電話を発信専用に

設定するには、次の手順を実行します。

始める前に

発信専用/受信専用のホットラインのコーリングサーチスペースの設定（319ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。コール
ルーティング >電話。
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ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ホットライン電話を選択します。

ステップ 3 左側のナビゲーションウィンドウで、電話回線をクリックします。
[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストから、作成した空のパーティ
ションを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

受信専用ホットライン電話の設定

コーリングサーチスペースとパーティションをすでに作成している場合、次の手順を実行し

て、ホットライン電話機をコールの受信専用に設定します。

始める前に

発信専用/受信専用のホットラインのコーリングサーチスペースの設定（319ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ホットライン電話機を選択します。

ステップ 3 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストから、前の手順で
作成した新しい CSSを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

コーリングサーチスペースでのコールスクリーニングの設定

パーティション内にあるホットライン電話だけが互いにコールできるようにする固有の CSS
を割り当てて、（回線間で）イントラスイッチされたホットラインコールのコールスクリー

ニングを設定します。

それぞれのパターンが許可またはスクリーニングする各番号パターンと一致するトランスレー

ションパターンを作成して、コールスクリーニングを設定することもできます。

（注）
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手順

目的コマンドまたはアクション

ホットライン電話回線用の新しいパー

ティションを作成します。

ホットラインコール発信者名確認のた

めのパーティションの設定（321ペー
ジ）

ステップ 1

スクリーニングリストの新しい CSSを
作成します。CSSには、許可するホット

ホットラインコール発信者名確認のた

めのコーリングサーチスペースの作成

（322ページ）

ステップ 2

ライン番号だけを含むパーティションを

含める必要があります。

新しい CSSとパーティションをホット
ライン電話に割り当てます。

ホットライン電話でのコール発信者名確

認の設定（323ページ）
ステップ 3

ホットラインコール発信者名確認のためのパーティションの設定

コーリングサーチスペースを使用したホットライン電話機のコール発信者名確認を設定する

には、発信者名の確認を許可するホットライン番号のみを対象としたパーティションをセット

アップする必要があります。

ホットラインコールの発信者確認リストのために新しいパーティションを作成する必要がある

場合、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティショ
ン（Partition）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。

ステップ 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有
のパーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用
できます。パーティション名に関するガイドラインについては、オンラインヘルプを参照して

ください。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。

説明には、任意の言語で最大 50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用
できません。

説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自
動的にパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。
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ステップ 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付け
るスケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。

[なし（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デ
バイスのタイムゾーンと [スケジュール（TimeSchedule）]が比較され、パーティションが
着信コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ド
ロップダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケ
ジュール（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用でき
るかどうかが判断されます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

ホットラインコール発信者名確認のためのコーリングサーチスペースの作成

次の手順を実行して、通話の発信者名確認リストでホットライン電話用の新しいコーリング

サーチスペースを作成します。この CSS用に選択したパーティション内のホットライン番号
のみが、通話の発信者名確認リストで許可するホットライン番号であることを確認します。ス

クリーニングで除外するホットライン番号がこの CSSのパーティションに含まれないように
します。

始める前に

ホットラインコール発信者名確認のためのパーティションの設定（321ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリング
サーチスペース（Calling Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前

には、最長50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、
およびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します。

説明には、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
322

発信

ホットラインコール発信者名確認のためのコーリングサーチスペースの作成



ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のい
ずれかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。
•パーティションが複数ある場合は、Ctrlキーを押した状態で適切なパーティションを選択
します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィー
ルドにパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを
使用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

ホットライン電話でのコール発信者名確認の設定

ホットラインコールスクリーニング用にコーリングサーチスペースおよびパーティションを

すでに設定している場合は、この手順を実行してホットライン電話機にコーリングサーチス

ペースおよびパーティションを割り当てます。

始める前に

ホットラインコール発信者名確認のためのコーリングサーチスペースの作成（322ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ホットライン電話機を選択します。

ステップ 3 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストから、ホットラ
インコールスクリーニングリスト用に作成した新しいコーリングサーチスペースを選択しま

す。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 左側のナビゲーションウィンドウから、ホットラインコールに使用する電話回線をクリック
します。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストから、設定するコーリング
サーチスペースに含まれるパーティションを選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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ホットラインのトラブルシューティング
次の表に、ホットラインコールが正しくダイヤルされない場合のトラブルシューティング情報

を示します。

表 24 :ホットラインコールが正しくダイヤルされない場合のトラブルシューティング

ソリューション問題

PLAR設定を確認します。ダイヤルトーン

• PLAR設定を確認します。

•両端の電話機がホットライン電話機として
設定されていることを確認します。

リオーダートーンまたはVCA（クラスタ内コー
ル）

• PLAR設定を確認します。

•両端の電話機がホットライン電話機として
設定されていることを確認します。

•トランクでルートクラスシグナリングが
イネーブルになっていることを確認しま

す。

• CASゲートウェイのルートクラストラン
スレーションの設定を確認します。

リオーダートーンまたは VCA（クラスタ内ま
たは TDMコール）

次の表に、発信者 IDに基づくコールスクリーニングが機能しない場合のトラブルシューティ
ング情報を示します。

表 25 :発信者 IDに基づくコールスクリーニングの問題のトラブルシューティング

ソリューション問題

•発信者 IDを確認します。

•パターンをスクリーンCSSに追加します。

コールが許可されない

パターンをスクリーン CSSから削除します。コールが許可される
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第 23 章

スピードダイヤルと短縮ダイヤル

•スピードダイヤルと短縮ダイヤルの概要（325ページ）
•スピードダイヤルと短縮ダイヤルの設定タスクフロー（326ページ）

スピードダイヤルと短縮ダイヤルの概要
管理者は、ユーザに対して短縮ダイヤルボタンを表示する場合、または特定のユーザが割り当

てられていない電話を設定する場合に、電話の短縮ダイヤル番号を設定できます。ユーザは

Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルで各自の電話の短縮ダイヤルボタンを変更
できます。短縮ダイヤルエントリを設定すると、一部の短縮ダイヤルエントリが IPフォンの
短縮ダイヤルボタンに割り当てられ、その他の短縮ダイヤルエントリが固定短縮ダイヤルに

使用されます。ユーザが番号のダイヤルを開始すると、[短縮（AbbrDial）]ソフトキーが表示
されます。ユーザは、固定短縮ダイヤルの適切なインデックス（コード）を入力することで、

任意の短縮ダイヤルエントリにアクセスできます。

電話の短縮ダイヤル設定は電話の物理ボタンに関連付けられていますが、固定短縮ダイヤル設

定は電話のボタンには関連付けられていません。

ポーズを含む短縮ダイヤルのプログラミング

短縮ダイヤルの中でカンマをプログラミングすると、強制承認コード（FAC）、クライアント
識別コード（CMC）、ダイヤル中のポーズ、または付加的なディジット（ユーザ内線、会議の
アクセス番号、ボイスメールのパスワードなど）を必要とする接続先にダイヤルできます。短

縮ダイヤル内の各カンマ（,）は、次のいずれかを表します。

• FACコードまたは CMCコードから接続先コールアドレスを切り離すデリミタ

•ポスト接続 DTMFディジット送信前の 2秒間のポーズ。

たとえば、FACコードとCMCコード、その後に続く IVRプロンプトを含むスピードダイヤル
が必要であるとします。

•着信番号は 91886543です。

• FACコードは 8787です。
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• CMCコードは 5656です。

• IVR応答は 987989#です。コール接続から 4秒後にこれが入力される必要があります。

この場合、スピードダイヤルとして 91886543,8787,5656,,987989#をプログラミングします。

スピードダイヤルと短縮ダイヤルの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

スピードダイヤル機能と短縮ダイヤル

機能をサポートするデバイスを特定する

ためのレポートを作成します。

電話機能一覧の生成（1ページ）ステップ 1

スピードダイヤル番号と短縮ダイヤル

番号を設定します。

スピードダイヤルと短縮ダイヤルの設

定（326ページ）
ステップ 2

スピードダイヤルと短縮ダイヤルの設定

全部で199のスピードダイヤルおよび短縮ダイヤルを設定できます。電話機の物理的なボタン
にスピードダイヤルを設定します。短縮ダイヤルでアクセスするスピードダイヤル番号の短

縮ダイヤルを設定します。同じウィンドウでスピードダイヤルエントリと短縮ダイヤルイン

デックスを設定できます。

FACや CMCと同様に、ポスト接続 DTMFのディジットをスピードダイヤルに含めて設定で
きます。

スピードダイヤルと短縮ダイヤルを設定するには、次の手順を実行します。

すべての Cisco IP Phoneで短縮ダイヤルをサポートしているわけではありません。詳細につい
ては、電話のユーザガイドを参照してください。

（注）

始める前に

電話機能一覧の生成（1ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。ス
ピードダイヤルボタンを設定する電話を選択します。
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ステップ 2 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、ウィンドウ上部の関連リンクのドロップ
ダウンリストから [スピードダイヤルの追加/更新（Add/Update Speed Dials）]を選択し、[移動
（Go）]をクリックします。
[スピードダイヤルと短縮ダイヤルの設定（Speed Dial and Abbreviated Dial Configuration）]ウィ
ンドウが電話機に表示されます。

ステップ 3 [番号（Number）]フィールドに、ユーザがスピードダイヤルボタンまたは短縮ダイヤルの短
縮ダイヤルインデックスを押すときにダイヤルされる番号を入力します。0～ 9の数字、*、
#、および +（国際エスケープ文字）を入力できます。スピードダイヤルにポーズを含めるに
は、DTMFのディジットを送信する前にデリミタとしてカンマ（,）を入力できます。文字列
に含める各カンマは、追加の 2秒間のポーズを表します。たとえば、2個のカンマ（,,）は、4
秒間のポーズを表します。このポーズは、スピードダイヤル文字列の中の他の数字と、FAC
および CMCを区別するためにも使用できます。

スピードダイヤル文字列に FACおよび CMCを含めるとき、次の要件が満たされ
ていることを確認してください。

•スピードダイヤル文字列では、FACが常にCMCよりも前に来る必要がありま
す。

• FACおよび DTMFのディジットを含むスピードダイヤルには、スピードダイ
ヤルラベルが必要です。

•文字列内の FACおよびCMCのディジット間に入力できるカンマは 1つだけで
す。

（注）

ステップ 4 [ラベル（Label）]フィールドで、スピードダイヤルボタンまたは短縮ダイヤル番号に対して
表示するテキストを入力します。

このフィールドは、どの電話でも使用できるわけではありません。このフィールド

が Cisco Unified IP Phoneで使用可能かどうかを判断するには、使用している電話機
モデルのユーザマニュアルを参照してください。

（注）

ステップ 5 （任意）スピードダイヤルにポーズを設定する場合、FAC、CMC、および DTMFのディジッ
トが電話画面に表示されないようにラベルを追加する必要があります。
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第 24 章

WebDialer

• WebDialerの概要（329ページ）
• WebDialerの前提条件（329ページ）
• WebDialerの設定タスクフロー（330ページ）
• WebDialerの連携動作（342ページ）
• WebDialerの制限事項（343ページ）
• WebDialerのトラブルシューティング（344ページ）

WebDialerの概要
Cisco WebDialerはUnified Communications Managerノードにインストールされ、とともUnified
Communications Managerに使用されます。これにより、Cisco Unified IP PhoneユーザはWebお
よびデスクトップアプリケーションからコールを発信することができます。

Cisco WebDialerは社員名簿にあるハイパーリンクされた電話番号を使用します。そのため、相
手の電話番号をWebページでクリックすればコールを発信できます。Cisco WebDialerは、IPv4
と IPv6アドレスの両方をサポートします。

Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルの [ディレクトリ（Directory）]ウィンドウ
で、以下のような URLを使用して Cisco WebDialerを起動します。
https://<IP address of Cisco Unified Communications Manager server>:8443/webdialer/
Webdialer

WebDialerの前提条件
Cisco WebDialerでは、次のソフトウェアコンポーネントが必要です。

• CTI対応の Cisco Unified IP Phone
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WebDialerの設定タスクフロー

始める前に

• WebDialerの前提条件（329ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

WebDialerサービスをアクティベート
します。

WebDialerの有効化（331ページ）ステップ 1

WebDialerトレースを表示するには、
トレースを有効にします。

（任意）WebDialerトレースの有効化
（332ページ）

ステップ 2

WebDialer servletを設定します。（任意）WebDialer Servletの設定（333
ページ）

ステップ 3

HTTPS over HTTPインターフェイスを
使用して開発するマルチクラスタアプ

（任意）リダイレクタ Servletの設定
（333ページ）

ステップ 4

リケーションを使用する場合、リダイ

レクタ servletを設定します。

Cisco WebDialerのリダイレクタを設定
します。

（任意）WebDialerアプリケーション
サーバの設定（334ページ）

ステップ 5

WebDialerはWDSecureSysUserアプリ
ケーションのユーザクレデンシャルを

（任意）CTIへのセキュアTLS接続の
設定（334ページ）には、以下のサブ
タスクを実行します：

ステップ 6

使用して、CTIへのセキュアな TLS接
続を確立して発信します。システムが• WDSecureSysUserアプリケーショ

ンユーザの設定（335ページ） 混合モードで稼動している場合、次の

手順に従います。
• CAPFプロファイルの設定（209
ページ）

• Cisco WebDialer Webサービスの設
定（211ページ）

Cisco Unified Communicationsのセルフ
ケアポータルメニューのロケール

WebDialerの言語ロケールの設定 （338
ページ）

ステップ 7

フィールドを設定し、WebDialerの表
示言語を定義します。

Web Dialer機能に問題がある場合、管
理者に警告します。

WebDialerアラームの設定（338ペー
ジ）

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

アプリケーションに複数のクラスタが

必要な場合、アプリケーションのダイ

ヤルルールを設定します。

（任意）アプリケーションダイヤル

ルールの設定（339ページ）
ステップ 9

各WebDialerユーザを Cisco Unified
Communications Managerの標準エンド
ユーザグループに追加します。

標準 CCMエンドユーザグループへの
ユーザの追加（340ページ）

ステップ 10

makeCallProxy HTML over HTTPイン
ターフェイスを使って、CiscoWebDialer

（任意）プロキシユーザの設定（341
ページ）には、以下のサブタスクを実

行します：

ステップ 11

を使用するアプリケーションを開発す

る場合、プロキシユーザを作成しま

す。
• WebDialerエンドユーザの追加
（341ページ）

•認証プロキシ権限の割り当て（342
ページ）

WebDialerの有効化

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Serviceability]から選択します。 [ツール（Tools）] > [サービスアクティベーショ
ン（Service Activation）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、リストされている Unified Communications
Managerサーバを選択します。

ステップ 3 [CTIサービス（CTI Services）]から、[Cisco WebDialer Webサービス（Cisco WebDialer Web
Service）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [Cisco Unified Serviceability]から選択します。 [ツール（Tools）] > [コントロールセンター -機
能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択して、CTI Managerサービスがアクティ
ブでスタートモードになっていることを確認します。

WebDialerを正しく機能させるには、CTI Managerサービスをアクティブにして、スタートモー
ドにする必要があります。

次のタスク

WebDialerの言語ロケールの設定 （338ページ）または、次のオプションタスクの一部または
全部を実行します。

• WebDialerトレースの有効化（332ページ）
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• WebDialer Servletの設定（333ページ）

•リダイレクタ Servletの設定（333ページ）

• WebDialerアプリケーションサーバの設定（334ページ）

• CTIへのセキュア TLS接続の設定（334ページ）

WebDialerトレースの有効化
Cisco WebDialerのトレースを有効にするには、Cisco Unified Serviceability管理アプリケーショ
ンを使用します。トレースの設定は、WebDialer Servletと Redirector Servletの両方に適用され
ます。トレースを収集するには、Real-Time Monitoring Tool（RTMT）を使用します。

WebDialerトレースファイルにアクセスするには、次の CLIコマンドを使用します。

• file get activelog tomcat/logs/webdialer/log4j

• file get activelog tomcat/logs/redirector/log4j

トレースの詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してくだ
さい。

始める前に

WebDialerの有効化（331ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerアプリケーションのナビゲーションドロップダウンリス
トから、[Cisco Unified Serviceability]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 2 [トレース（Trace）] > [設定（Configuration）]を選択します。

ステップ 3 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、トレースを有効にするサーバを選択します。

ステップ 4 [サービスグループ（Service Group）]ドロップダウンリストから、[CTIサービス（CTI
Services）]を選択します。

ステップ 5 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、Cisco WebDialer Webサービスを選択しま
す。

ステップ 6 [トレースの設定（TraceConfiguration）]ウィンドウで、トラブルシューティングの要件に応じ
てトレースの設定を変更します。

WebDialerトレースの構成時の設定の詳細については、『Cisco Unified Serviceability
Administration Guide』を参照してください。

（注）

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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WebDialer Servletの設定
WebDialer Servletは、特定のクラスタ内のCisco Unified Communications Managerのユーザがコー
ルを発信および完了できるようにする Java Servletです。

始める前に

WebDialerの有効化（331ページ）

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco WebDialer Webサービスパラメータを
設定する Cisco Unified Communications Managerサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco WebDialer Web Service]を選択しま
す。

ステップ 4 関連するWebDialer Webサービスのパラメータを設定します。パラメータの詳細については、
オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 新しいパラメータ値を有効にするには、CiscoWebDialerWebサービスを再起動してください。

リダイレクタ Servletの設定
リダイレクタ Servletは Javaベース Tomcat Servletです。Cisco WebDialerユーザが要求を行う
と、リダイレクタ Servletが Cisco Unified Communications Managerのクラスタでその要求を検
索し、Cisco Unified Communications Managerのクラスタ内にある特定の Cisco WebDialerサーバ
にその要求をリダイレクトします。リダイレクタ Servletは、HTML over HTTPSインターフェ
イスを使用して開発されたマルチクラスタアプリケーションでのみ使用できます。

始める前に

WebDialerの有効化（331ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、リダイレクタサーブレットを設定する Cisco
Unified Communications Managerサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、Cisco WebDialer Webサービスを選択しま
す。
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ステップ 4 関連するWebDialer Webサービスのパラメータを設定します。パラメータの詳細については、
オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 新しいパラメータ値を有効にするには、CiscoWebDialerWebサービスを再起動してください。

WebDialer Webサービスの詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』
を参照してください。

WebDialerアプリケーションサーバの設定
アプリケーションサーバは Redirector Servletを設定するために必要です。リダイレクタは、1
つのクラスタに複数の Unified Communications Managerサーバを設定している場合にのみ必要
です。

始める前に

WebDialerの有効化（331ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理アプリケーションサーバ（Cisco Unified Communications Manager
Administration Application server）]ウィンドウから、[システム（System）] > [アプリケーショ
ンサーバ（Application Server）]を選択します。

ステップ 2 [アプリケーションサーバタイプ（Application Server Type）]ドロップダウンリストから、
[Cisco WebDialerアプリケーションサーバ（Cisco WebDialer application server）]を選択しま
す。

選択したサーバは、Cisco WebDialer Webサービスの [サービスパラメータの設定（Service
Parameter Configuration）]ウィンドウの [WebDialerの一覧（List of WebDialers）]フィール
ドに表示されます。

CTIへのセキュア TLS接続の設定
WebDialerでは、発信するときに、WDSecureSysUserアプリケーションのユーザクレデンシャ
ルを使用して CTIへのセキュアな TLS接続を確立します。セキュアな TLS接続を確立するよ
うにWDSecureSysUserアプリケーションユーザを設定するには、次のタスクを実行します。

始める前に

• Cisco CTL Clientをインストールし、設定します。CTLクライアントの詳細については、
Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイドを参照してください。

• [エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウの
[クラスタセキュリティモード（Cluster Security Mode）]を 1に設定します（混合モー
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ド）。システムを混合モードで操作することは、システムの他のセキュリティ機能に影響

を及ぼします。システムが現在混合モードで動作していない場合、これらの相互作用を理

解していないときは、混合モードに切り替えないでください。詳細については、Cisco
Unified Communications Managerセキュリティガイドを参照してください。

• [クラスタ SIPOAuthモード（Cluster SIPOAuth Mode）]フィールドが [有効（Enabled）]に
設定されていることを確認します。

•最初のノードで Cisco Certificate Authority Proxy Functionサービスをアクティブにします。

• WebDialerの有効化（331ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

WDSecureSysUserアプリケーションユー
ザを設定します。

WDSecureSysUserアプリケーションユー
ザの設定（335ページ）

ステップ 1

WDSecureSysUserアプリケーションユー
ザのCAPFプロファイルを設定します。

CAPFプロファイルの設定（209ペー
ジ）

ステップ 2

Cisco WebDialer Webサービスのサービ
スパラメータを設定します。

Cisco WebDialer Webサービスの設定
（211ページ）

ステップ 3

WDSecureSysUserアプリケーションユーザの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [アプリケーションユーザ（Application User）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 [アプリケーションユーザの検索と一覧表示のアプリケーション（Find and List Application Users
Application）]ウィンドウから、[WDSecureSysUser]を選択します。

ステップ 4 [アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]ウィンドウの各フィールド
を設定し、[保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

CAPFプロファイルの設定（209ページ）
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CAPFプロファイルの設定

認証局プロキシ機能（CAPF）は、セキュリティ証明書を発行して、認証するタスクを実行す
るコンポーネントです。アプリケーションユーザの CAPFプロファイルを作成すると、プロ
ファイルは設定の詳細を使用してアプリケーションの安全な接続を開きます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [User
Management] > [Application User CAPF Profile]。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

•新しい CAPFプロファイルを追加するには、[検索対象（Find）]ウィンドウで [新規追加
（Add New）]をクリックします。

•既存のプロファイルをコピーするには、適切なプロファイルを見つけ、[コピー（Copy）]
列内にあるそのレコード用の [コピー（Copy）]アイコンをクリックします

既存のエントリを更新するには、適切なプロファイルを見つけて表示します。

ステップ 3 関連するCAPFプロファイルフィールドを設定または更新します。フィールドとその設定オプ
ションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 セキュリティを使用するアプリケーションユーザおよびエンドユーザごとに、この手順を繰
り返します。

CAPFプロファイルの設定

説明設定

ドロップダウンリストから、CAPF操作のアプリケーションユーザを選択します。この設定には、設定されているアプリケーションユーザ
が表示されます。

この設定は、[エンドユーザ CAPFプロファイル（End User CAPF Profile）]ウィンドウには表示されません。

[アプリケーションユー
ザー（Application User）]

ドロップダウンリストから、CAPF操作のエンドユーザを選択します。この設定には、設定済みのエンドユーザが表示されます。

この設定は、[アプリケーションユーザ CAPFプロファイル（Application User CAPF Profile）]ウィンドウには表示されません。

[エンドユーザ ID（End
User ID）]

1～ 128文字の英数字（a～ z、A～ Z、0～ 9）を入力します。インスタンス IDは、認証操作のユーザを指定します。

1つのアプリケーションに複数の接続（インスタンス）を設定できます。アプリケーションと CTIManagerとの接続を保護するため、アプリ
ケーション PC（エンドユーザの場合）またはサーバ（アプリケーションユーザの場合）で実行されるそれぞれのインスタンスに固有の証明
書があることを確認します。

このフィールドは、Webサービスとアプリケーションをサポートする [CAPF Profile Instance ID for Secure Connection to CTIManager ]サービス
パラメータに関連します。

インスタンス ID（Instance
ID）
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説明設定

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

• [保留中の操作なし（No Pending Operation）]：証明書の操作が行われない場合に表示されます。（デフォルト設定）

• [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]：このオプションを選択すると、アプリケーションに新しい証明書がインストールされ
るか、既存のローカルで有効な証明書がアップグレードされます。

[証明書の操作（Certificate
Operation）]

証明書の操作が [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]の場合、認証モードとして [認証ストリング（By Authentication String）]が
指定されます。つまり、ユーザ/管理者によって [JTAPI/TSP設定（JTAPI/TSP Preferences）]ウィンドウに CAPF認証文字列が入力された場合
にのみ、ローカルで有効な証明書のインストール/アップグレードまたはトラブルシューティングが CAPFによって実行されます。

認証モード（Authentication
Mode）

独自の認証文字列を作成するには、一意の文字列を入力します。

各文字列は 4～ 10桁である必要があります。

ローカルで有効な証明書のインストールまたはアップグレードを実行する場合、アプリケーション PCの JTAPI/TSP設定GUIに管理者が認証
文字列を入力することが必要です。この文字列は、1回の使用のみをサポートしており、文字列をインスタンスで使用した後は、再び使用で
きません。

認証文字列（Authentication
String）

認証文字列を自動的に生成するには、このボタンをクリックします。4～ 10桁の認証文字列が [認証文字列（Authentication String）]フィール
ドに表示されます。

[文字列の生成（Generate
String）]

ドロップダウンリストから、証明書のキーサイズを選択します。デフォルト設定は 1024です。キーサイズのその他のオプションは 512で
す。

キーの生成の優先順位を低く設定すると、操作の実行中にもアプリケーションが機能します。キーの生成には最大 30分かかります。

キーサイズ（ビット）

（Key Size (Bits)）

このフィールドは操作を完了する必要がある期限の日時を指定します。このフィールドはすべての証明書操作に対応しています。

表示される値は、最初のノードに適用されます。

この設定は、証明書の操作を完了する必要がある期間のデフォルトの日数を指定する [CAPF操作有効期間（日数）（CAPF Operation Expires
in (days)）]エンタープライズパラメータと併用します。このパラメータはいつでも更新できます。

[操作完了期限（Operation
Completes by）]

このフィールドには、保留中、失敗、成功といった証明書の操作の進行状況が表示されます。

このフィールドに表示される情報は変更できません。

[証明書の操作ステータス
（Certificate Operation
Status）]

Cisco IP Manager Assistantの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco WebDialer Webサービスがアクティブに
なっているサーバを選択します。
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ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco IP Manager Assistant][Cisco WebDialer
Web]サービスを選択します。
パラメータのリストが表示されます。

ステップ 4 [CTIManager Connection Security Flag]パラメータおよび [CAPF Profile Instance ID for Secure
Connection to CTIManager]パラメータを選択して更新します。

パラメータの説明を表示するには、パラメータ名のリンクをクリックします。

CTIManagerは IPv4および IPv6のアドレスをサポートします。（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 サービスがアクティブになっているサーバごとに、この手順を繰り返します。

次のタスク

Manager Assistantの共有回線のタスクフロー（199ページ）を参照して、次のタスクを決定、
完了します。

WebDialerの言語ロケールの設定
Cisco WebDialerの言語ロケールを設定するには、Cisco Unified Communicationsセルフケアポー
タルを使用します。デフォルトの言語は英語です。

始める前に

WebDialerの有効化（331ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルから、[全般設定（General Settings）]タブ
をクリックします。

ステップ 2 [言語（Language）]をクリックします。

ステップ 3 [表示言語（Display Language）] ドロップダウンリストから、言語ロケールを選択して、[保存
（Save）]をクリックします。

WebDialerアラームの設定
Cisco WebDialerサービスは、Cisco Tomcatを使用してアラームを生成します。

始める前に

WebDialerの言語ロケールの設定 （338ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified Serviceability]から選択します。 [アラーム（Alarm）] > [設定（Configuration）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、アラームを設定するサーバを選択し、[移動
（Go）]をクリックします。

ステップ 3 [サービスグループ（Services Group）]ドロップダウンリストから、[プラットフォームサービ
ス（Platform Services）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 4 [サービス（Services）]ドロップダウンリストから、[Cisco Tomcat（Cisco Tomcat）]を選択し、
[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 5 設定でクラスタがサポートされる場合は、[すべてのノードに適用（Apply to All Nodes）]チェッ
クボックスをオンにして、クラスタ内の全ノードにアラーム設定を適用します。

ステップ 6 「アラーム設定」の説明に従って設定を行います。この項ではモニタおよびイベントレベルに
ついても説明されています。

アラーム設定の詳細については、『Cisco Unified Serviceability Guide』を参照してく
ださい。

（注）

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

標準CCMエンドユーザグループへのユーザの追加（340ページ）。または（任意で）アプリ
ケーションに複数のクラスタが必要な場合は、アプリケーションダイヤルルールの設定（339
ページ）を参照してください。

アプリケーションダイヤルルールの設定

始める前に

WebDialerアラームの設定（338ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [ダイヤルルール（Dial Rules）] > [アプリケーションダイヤ
ルルール（Application Dial Rules）]。

ステップ 2 [名前（Name）]フィールドに、ダイヤルルールの名前を入力します。

ステップ 3 [説明（Description）]フィールドに、ダイヤルルールの説明を入力します。

ステップ 4 [開始番号（Number Begins With）]フィールドに、このアプリケーションダイヤルルールを適
用する電話番号の先頭部分の数字を入力します。
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ステップ 5 [桁数（Number of Digits）]フィールドに、このアプリケーションダイヤルルールを適用する
ダイヤル番号の長さを入力します。

ステップ 6 [削除する合計桁数（Total Digits to be Removed）]フィールドに、このダイヤルルールに適用
されるダイヤル番号の開始部分から Unified Communications Managerが削除する桁数を入力し
ます。

ステップ 7 [プレフィックスパターン（Prefix With Pattern）]に、アプリケーションダイヤルルールに適
用する、ダイヤル番号に付加するパターンを入力します。

ステップ 8 [アプリケーションダイヤルルールの優先順位（Application Dial Rule Priority）]で、ダイヤル
ルールの優先順位を上位、下位、中位から選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

標準 CCMエンドユーザグループへのユーザの追加
Unified Communications Managerの [ユーザディレクトリ（User Directory windows）]ウィンド
ウのCisco WebDialerリンクを使用するには、各ユーザを標準のUnified Communications Manager
エンドユーザグループに追加する必要があります。

手順

ステップ 1 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザグループ（User Group）]の順に選択します。

ステップ 2 [ユーザグループの検索/一覧表示（Find and List User Group）]ウィンドウで、[検索（Find）]を
クリックします。

ステップ 3 [Standard CCM End Users]をクリックします。

ステップ 4 [ユーザグループの設定（User Group Configuration）]ウィンドウで [グループにエンドユーザを
追加（Add End Users to Group）]をクリックします。

ステップ 5 [ユーザの検索/一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウで、[検索（Find）]をクリックしま
す。特定のユーザの条件を入力できます。

ステップ 6 ユーザグループに 1人以上のユーザを追加するには、次のいずれかの手順を実行します。

• 1人以上のユーザを追加するには、各ユーザの横にあるチェックボックスをオンにしてか
ら [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。

•すべてのユーザを追加するには、[すべて選択（Select All）]をクリックして [選択項目の
追加（Add Selected）]をクリックします。

ユーザは、[ユーザグループの設定（User Group Configuration）]ウィンドウの [グループ
（Group）]テーブルの [ユーザ（Users）]に表示されます。
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プロキシユーザの設定

makeCallProxy HTML over HTTPインターフェイスを使用して、Cisco WebDialerを使用するた
めのアプリケーションを開発している場合、プロキシユーザを作成します。makeCallProxyイ
ンターフェイスについては、『Cisco WebDialer API Reference Guide』の「makeCallProxy」の項
を参照してください。

[MakeCallProxy HTTPメソッド（MakeCallProxy HTTP Methods）]は、WebDialerサービスのサー
ビスパラメータです。このパラメータは、MakeCallProxy APIが受け入れる HTTPメソッドを
制御します。HTTP GETは安全でないと見なされます。これは、APIに必要なクレデンシャル
が HTTP GET要求にパラメータとして含まれるためです。これらの HTTP GETパラメータが
アプリケーションログやWebブラウザの履歴から判明する可能性があります。

サービスパラメータ [MakeCallProxy HTTPメソッド（MakeCallProxy HTTP Methods）]が [セ
キュア（Secure）]に設定されている場合、HTTP GETによる要求は拒否されます。デフォルト
では [MakeCallProxy HTTPメソッド（MakeCallProxy HTTP Methods）]パラメータは [非セキュ
ア（Insecure）]に設定されており、APIはGETメソッドと POSTメソッドの両方を受け入れ、
後方互換性が維持されます。

（注）

始める前に

標準 CCMエンドユーザグループへのユーザの追加（340ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

新規のユーザの追加。ユーザが存在する

場合は、次のタスクに進むことができま

す。

（任意）WebDialerエンドユーザの追
加（341ページ）

ステップ 1

エンドユーザに認証プロキシ権限を割

り当てます。

認証プロキシ権限の割り当て（342ペー
ジ）

ステップ 2

WebDialerエンドユーザの追加

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [姓（Last Name）]に入力します。

ステップ 4 [パスワード（Password）]に入力し、確認します。
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ステップ 5 [暗証番号（PIN）]に入力し、確認します。

ステップ 6 [エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドに入力します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

認証プロキシ権限の割り当て

次の手順を実行して、既存のユーザの認証プロキシ権限を有効にします。

手順

ステップ 1 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザグループ（User Group）]の順に選択します。
[ユーザグループの検索/一覧表示（Find and List User Group）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 [標準 EM認証プロキシ権限（Standard EM Authentication Proxy Rights）]リンクをクリックしま
す。

[ユーザグループの設定（User Group Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [グループにエンドユーザを追加（Add End Users to Group）]をクリックします。
[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [検索（Find）]をクリックします。特定のユーザの条件を追加することもできます。

ステップ 6 1人以上のユーザにプロキシ権限を割り当てるには、次のいずれかの手順を実行します。

ステップ 7 単一ユーザを追加するには、ユーザを選択し、[選択項目の追加（Add Selected）]を選択しま
す。

ステップ 8 リストに表示されるすべてのユーザを追加するには、[すべて選択（Select All）]をクリックし
て [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。
ユーザは、[ユーザグループの設定（User Group Configuration）]ウィンドウの [グループ
（Group）]テーブルの [ユーザ（Users）]に表示されます。

WebDialerの連携動作
連携動作機能

CMCの使用時には、トーンが再生されたら適切なコードを入力する必要
があります。入力しないと、IPフォンが切断され、ユーザに対してリオー
ダー音が再生されます。

クライアント識別

コード（CMC）

FACの使用時には、トーンが再生されたら適切なコードを入力する必要
があります。入力しないと、IPフォンが切断され、ユーザに対してリオー
ダー音が再生されます。

強制承認コード

（FAC）
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連携動作機能

Cisco WebDialerは、最新のダイヤルルールを追跡および使用するため
に、ApplicationDialRuleデータベーステーブルの変更通知を使用します。

ApplicationDialRule
テーブル

Web Dialerは、次の方法で CMCと FACをサポートします。

•ユーザは、WD HTMLページまたは SOAP要求のダイヤルテキスト
ボックスに接続先番号を入力してから、電話機に手動でCMCまたは
FACを入力できます。

•ユーザは、WD HTMLページまたは SOAP要求のダイヤルテキスト
ボックスに、接続先番号に続けて、FACまたは CMCを入力できま
す。

たとえば、接続先番号が 5555、FACが 111、CMCが 222の場合は、
5555111#（FAC）、5555222#（CMC）、または 5555111222#（CMCと
FAC）をダイヤルすることにより、コールを発信できます。

（注） • WebDialerは、接続先番号の検証を行いません。電話機
が必要な検証を処理します。

•ユーザがコードを入力しない場合、または誤ったコード
を入力した場合、コールは失敗します。

•ユーザが特殊文字を含む DNを使ってWebAppからコー
ルを発信した場合は、特殊文字を削除するとコールが正

常に動作します。SOAP UIにはこのルールは該当しませ
ん。

クライアント識別

コードと強制承認

コード

WebDialerの制限事項
機能制限特長

Cisco WebDialerでは、Cisco Computer Telephony
Integration（CTI）でサポートされる Skinny
Client Control Protocol（SCCP）および Session
Initiation Protocol（SIP）を実行する電話がサ
ポートされています。

いくつかの古い電話モデルでは、

SIPを実行するCisco Web Dialerが
サポートされていません。

（注）

電話機
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WebDialerのトラブルシューティング

認証エラー

問題

Cisco WebDialerには次のメッセージが表示されます。

認証に失敗しました。もう一度入力してください（Authentication failed, please try again）

考えられる原因

ユーザが入力したユーザ IDまたはパスワードが正しくありません。

ソリューション

ログイン時に各自のUnified Communications ManagerCisco Unified Communications ManagerUnified
Communications Managerユーザ IDとパスワードを使用していることを確認してください。

サービスが一時的に使用できない

問題

Cisco WebDialerには次のメッセージが表示されます。

サービスは一時的に使用できない状態です。あとでもう一度実行してください（Service
temporarily unavailable, please try again later）

考えられる原因

同時CTIセッションの制御制限 3に達したため、Cisco CallManagerサービスが過負荷になりま
した。

ソリューション

しばらくしてから接続を再試行します。

ディレクトリサービスがダウンしている

問題

Cisco WebDialerには次のメッセージが表示されます。
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サービスは一時的に使用できない状態です。あとでもう一度実行してください:ディレクトリ
サービスがダウンしています（Service temporarily unavailable, please try again later: Directory service
down）

考えられる原因

Cisco Communications Managerのディレクトリサービスがダウンしている可能性があります。

ソリューション

しばらくしてから接続を再試行します。

Cisco CTIManagerがダウンしている

問題

Cisco WebDialerには次のメッセージが表示されます。

サービスは一時的に使用できない状態です。あとでもう一度実行してください：CiscoCTIManager
がダウンしています（Service temporarily unavailable, please try again later: Cisco CTIManager down）

考えられる原因

Cisco Web Dialerに設定されている Cisco CTIManagerサービスがダウンしました。

ソリューション

しばらくしてから接続を再試行します。

セッションの期限切れ、再ログイン

問題

Cisco WebDialerには次のメッセージが表示されます。

セッションの期限が切れました。もう一度ログインしてください（Session Expired, Please Login
Again）

考えられる原因

次のいずれかの場合に、Cisco Web Dialerセッションの期限が切れます。

• WebDialer servletの設定後

• Cisco Tomcatサービスの再起動時

ソリューション

Unified Communications Managerのユーザ IDとパスワードを使用してログインします。
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ユーザがログインしているデバイスがありません（User Not Logged in
on Any Device）

問題

Cisco Web Dialerで次のメッセージが表示されます。

ユーザがログインしているデバイスがありません（User Not Logged in on Any Device）

考えられる原因

ユーザが Cisco WebDialerの初期設定ウィンドウで Cisco Extension Mobilityの使用を選択してい
ますが、いずれの IP Phoneにもログインしていません。

ソリューション

•電話にログインしてから Cisco WebDialerを使用します。

• [Extension Mobilityを使用する（Use Extension Mobility）]オプションを選択する代わりに、
ダイアログボックスの Cisco WebDialer初期設定リストからデバイスを選択します。

デバイス/回線を開くことができない

問題

ユーザがコールを発信しようとすると、Cisco WebDialerには次のメッセージが表示されます。

ユーザがログインしているデバイスがありません（User Not Logged in on Any Device）

考えられる原因

•ユーザが、にCisco Unified IP PhoneUnified Communications Manager登録されていないを選
択しました。たとえば、アプリケーションを起動する前に、Cisco IP SoftPhoneを優先デバ
イスとして選択しています。

•新しい電話機があるユーザが、すでに稼働していない古い電話機を選択しています。

ソリューション

Unified Communications Managerに登録され、稼働している電話機を選択します。

転送先に到達できない

問題

Cisco WebDialerの [通話終了（End Call）]ウィンドウに次のメッセージが表示されます。
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転送先に到達できません（Destination Not Reachable）

考えられる原因

•ユーザが間違った番号をダイヤルしました。

•適切なダイヤルルールが適用されていません。たとえば、ユーザが 95550100ではなく
5550100をダイヤルしました。

ソリューション

ダイヤルルールを確認します。
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第 25 章

ページング

•ページングの概要（349ページ）
•ページングの前提条件（351ページ）
• Basic Pagingの Cisco Unified Communications Manager設定のタスクフロー（351ページ）
• Advanced Notificationページングの設定タスクフロー（363ページ）
•ページングの連携動作（372ページ）

ページングの概要
Unified Communications Managerは、Cisco Paging Serverと連携して、Cisco Unified IP Phoneや
さまざまなエンドポイントにBasicPagingサービスを提供するように設定できます。CiscoPaging
Server製品は、InformaCast仮想アプライアンスを介して提供され、次の導入オプションを提供
します。

InformaCast Basic Paging
InformaCast Basic Pagingは、電話機間のライブオーディオポケットベルを個々の Cisco IP電話
または最大 50台の電話グループに同時に提供します。InformaCast Basic Pagingは、すべての
Unified Communications ManagerユーザとすべてのCisco Business Edition 6000およびCisco Business
Edition 7000ユーザに無料で提供されます。

InformaCast Advanced Notification
InformaCast Advanced Notificationは、フル装備の緊急通知と、無制限の Cisco IP Phoneとテキ
ストおよびオーディオメッセージを使用するさまざまなデバイスやシステムにリーチできる

ページングソリューションです。

設定プロセスを合理化するため、Unified Communications ManagerCisco Unified Communications
ManagerUnified Communications Managerには、高度な通知サービスを迅速に設定できるプロビ
ジョニングウィザードが付属しています。

次のような機能があります。
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• Cisco IP Phoneおよびその他のエンドポイントへのテキストおよび音声（ライブまたは事
前録音）

•アナログおよび IPオーバーヘッドページングシステムの統合

• 911または緊急通報のモニタリング、アラートまたは録音

• Cisco Jabberの統合

• Cisco Sparkの統合

•自動気象通知

•動的にトリガーされた緊急電話会議

•事前に録画またはスケジューリングされたブロードキャスト（始業ベルまたはシフト変
更）

•メッセージの確認およびレポートによるイベントのアカウンタビリティ

•コンピュータデスクトップへの通知（WindowsおよびMac OS）

•設備の統合（照明の制御、ドアのロック）

•セキュリティの統合（パニックボタンまたは脅迫状態ボタン、モーションディテクタ、
火事）

InformaCast Advanced Notification機能にアクセスするためのライセンスキーを購入します。

InformaCast Mobile
InformaCast Mobileは、iOSまたは Androidで動作するモバイルデバイスにユーザが画像、テ
キスト、および事前に録音された音声を送信することを可能にするクラウドベースサービスで

す。また、このサービスは、InformaCast Advanced Notificationと双方向で統合されます。

次のような機能があります。

• iOSまたは Androidで動作するモバイルデバイスを介して InformaCastメッセージを送受
信する機能

• InformaCast Advanced Notificationとの双方向の統合

•メッセージの確認と開封確認

•無料の通話または SMSメッセージング

InformaCast Mobileは Singlewire Softwareから直接購入する必要があります。詳細およびダウン
ロードについては、SinglewireのWebサイトを参照してください。

すでに InformaCast Advanced Notificationと連携するように Unified Communications Managerを
設定してある場合は、Unified Communications Managerの追加の設定は不要です。
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ページングの前提条件
Cisco Paging Serverはマルチキャスト環境で動作するように設計されています。マルチキャス
ト用にネットワークを設定する必要があります。

ページングをサポートする Cisco Unified IP Phoneの一覧については、以下のリンクにある
Singlewireの『Compatibility Matrix』の「Cisco Unified IP Phones」のセクションを参照してく
ださい。

http://www.singlewire.com/compatibility-matrix.html。

Basic Pagingの Cisco Unified Communications Manager設定
のタスクフロー

次のタスクを実行して、Unified Communications Managerを InformaCast Basic Paging展開用に
Cisco Paging Serverと統合するように設定します。

始める前に

•この機能については、以下を参照してください。

•ページングの概要（349ページ）

• InformaCast Basic Paging（349ページ）

•ページングの前提条件（351ページ）を確認してください。

•このセクションの設定は、Advanced Notificationページングの設定タスクフローウィザー
ドを使用する場合に自動化されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

Unified Communications Managerで
SNMPを設定します。

SNMPサービスの有効化（353ページ）ステップ 1

デフォルトコーデックを G.711に設定
します。

デフォルトコーデック G.711の設定
（354ページ）

ステップ 2

デバイスプールを設定します。ページング用デバイスプールの設定

（355ページ）
ステップ 3

Basic Pagingのルートパーティション
を設定します。

InformaCastページングのルートパー
ティションの設定（356ページ）

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

Basic Pagingのコーリングサーチス
ペースを設定します。

InformaCastページングのコーリング
サーチスペースの設定（356ページ）

ステップ 5

CTIポートを設定します。ページングに対応した CTIポートの設
定（357ページ）

ステップ 6

AXLアクセスコントロールグループ
を設定します。

AXLアクセスを使うアクセスコント
ロールグループの設定（358ページ）

ステップ 7

アプリケーションユーザを設定しま

す。

ページングに対応したアプリケーショ

ンユーザの設定（358ページ）
ステップ 8

Webアクセスは、エンタープライズ電
話の設定を使用してすべての電話機で

次のいずれかの手順で、電話機のWeb
アクセスを有効にします。

ステップ 9

グローバルに、または共通の電話プロ•電話機でのWebアクセス有効化
（359ページ） ファイルを使用して電話機のグループ

に、あるいは個々の電話機で有効にで

きます。
•共通の電話プロファイルでのWeb
アクセスの有効化（360ページ）

•エンタープライズ電話のWebアク
セス有効化設定（361ページ）

Unified Communications Managerの認証
URLが InformaCastを指すように設定

認証 URLの設定（361ページ）ステップ 10

して、InformaCastが Cisco Unified IP
Phoneにブロードキャストをプッシュ
したときに、その電話が InformaCastで
認証されるようにします。

Cisco Unified Communications ManagerおよびCisco Paging Serverの設定手順の詳細については、
InformaCast Virtual Appliance Basic Pagingのインストール/ユーザガイドを参照してください。

ページングに対応した SNMPの設定
クラスタで SNMPサービスを設定するには、次のタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

クラスタで SNMPその他のサービスを
有効にします。

SNMPサービスの有効化（353ページ）ステップ 1

SNMPコミュニティ文字列を設定しま
す。

InformaCast SNMPコミュニティ文字列
の作成（353ページ）

ステップ 2
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SNMPサービスの有効化

ページングを設定するには、クラスタの各ノードでSNMPを有効にする必要があります。さら
に、次のサービスを有効にする必要があります。

• Cisco CallManager SNMPサービス：クラスタ内の全ノードで有効にします。

• Cisco CallManager：少なくとも 1つのノードで有効にします。

• Cisco AXL Webサービス：少なくとも 1つのノードで有効にします。

• Cisco CTIManager：少なくとも 1つのノードで有効にします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Serviceability]から選択します。 [ツール（Tools）] > [サービスアクティベーショ
ン（Service Activation）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Serve）]ドロップダウンリストから、SNMPを設定するサーバを選択します。

ステップ 3 [Cisco CallManager SNMPサービス（Cisco CallManager SNMP Service）] に対応するチェック
ボックスをオンにします。

ステップ 4 クラスタ内の少なくとも 1つのサーバで、[Cisco CallManager]サービス、[Cisco CTIManager]
サービス、および [Cisco AXL Web Service]サービスに対応するチェックボックスをオンにしま
す。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ステップ 7 クラスタ内の全ノードに対して、これまでの手順を繰り返します。

InformaCast SNMPコミュニティ文字列の作成

SNMPコミュニティ文字列を設定するため、Basic Pagingするには、次の手順を実行します。

始める前に

SNMPサービスの有効化（353ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Serviceability]から選択します。 [SNMP] > [V1/V2c] > [コミュニティ文字列
（Community String））]。

ステップ 2 [サーバ（Servers）]ドロップダウンリストからサーバを選択し、[検索（Find）]をクリック
します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 4 [コミュニティ文字列名（Community String Name）]フィールドに、ICVAと入力します。
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ステップ 5 [アクセス権限（Access Privileges）]ドロップダウンリストから、[読み取り専用（ReadOnly）]
を選択します。

ステップ 6 [すべてのノードに適用（Apply to All Nodes）]チェックボックスがアクティブな場合、オンに
します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

次のタスク

デフォルトコーデック G.711の設定（354ページ）

ページングの地域の設定

Basic Pagingの場合、ページングの導入には地域を設定する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

その他の地域へのコール用にG.711コー
デックを使用する地域を作成します。

デフォルトコーデック G.711の設定
（354ページ）

ステップ 1

ページングのデバイスプールを設定し、

そのデバイスプールに対して作成した

地域を割り当てます。

ページング用デバイスプールの設定

（355ページ）
ステップ 2

デフォルトコーデック G.711の設定

他の地域へのコールのデフォルトコーデックとして G.711を使用する InformaCast地域を作成
する必要があります。

始める前に

ページングに対応した SNMPの設定（352ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [リージョン情報（Region Information）] > [リージョン（Region）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、ICVAと入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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ステップ 5 [地域（Regions）]テキストボックスで、[Ctrl]キーを押しながら選択した地域をすべてクリッ
クすることで、すべての地域を選択します。

ステップ 6 From the Maximum Audio Bit Rate drop-down list, select 64 kbps（G.722, G.711）.

ステップ 7 [ビデオコールの最大セッションビットレート（Maximum Session Bit Rate for Video Calls）]列
で、[なし（None）]オプションボタンをクリックします。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

ページング用デバイスプールの設定

ページング導入用のデバイスプールを設定するには、この手順を実行します。

始める前に

デフォルトコーデック G.711の設定（354ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [デバイスプール名（Device Pool Name）]フィールドに、ICVAと入力します。

ステップ 4 [Cisco Unified Communications Managerグループ]ドロップダウンリストから、InformaCast仮
想アプライアンスが通信する Cisco Unified Communications Managerクラスタを含むグループを
選択します。

ステップ 5 [日/時グループ（Date/Time Group）]ドロップダウンリストから、日/時グループを選択しま
す。時刻によるダイヤル制限が実行されていなければ、[CMLocal（CMLocal）] を選択しま
す。

ステップ 6 [地域（Region）]ドロップダウンリストから、[ICVA]を選択します。

ステップ 7 [SRSTリファレンス（SRST Reference）]ドロップダウンリストから、[無効（Disable）]を選
択します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

ページングのパーティションとコーリングサーチスペースの設定

ページングのパーティションとコーリングサーチスペース（CSS）を次のように設定するに
は、次の作業を実行します。

•基本的なページングの導入では、InformaCastページング用に単一パーティションと CSS
を作成します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

InformaCastページングのルートパー
ティションを設定します。

InformaCastページングのルートパー
ティションの設定（356ページ）

ステップ 1

InformaCastページングのコーリング
サーチスペースを設定します。

InformaCastページングのコーリング
サーチスペースの設定（356ページ）

ステップ 2

InformaCastページングのルートパーティションの設定

InformaCastページングのルートパーティションを作成します。

始める前に

ページング用デバイスプールの設定（355ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [ルートパー
ティション（Route Partitions）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドで、パーティション次の名前と説明を入力します。
ICVA-CTIOutbound,ICVA-Do not add to any phone CSS

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

InformaCastページングのコーリングサーチスペースの設定

InformaCastページングのコーリングサーチスペースを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリング
サーチスペース（Calling Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、ICVAと入力します。

ステップ 4 [利用可能なパーティション（Available Partitions）]リストボックスから [選択されたパーティ
ション（Selected Partitions）]リストボックスへ、矢印を使用して次のパーティションを移動
させます。
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• InformaCastページングに作成したパーティション
•ユーザの内線番号とアナログページングの内線番号を含むパーティション

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ページングに対応した CTIポートの設定
ページング導入のためのCTIポートを設定するには、次の手順を実行します。必要なCTIポー
トの番号は、導入のタイプとアプリケーションの使用方法によって異なります。

• Basic Pagingを導入するには、InformaCastページング用に少なくとも 2つの CTIポートを
作成する必要があります。

始める前に

InformaCastページングのコーリングサーチスペースの設定（356ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから [CTIポート（CTI Port）]を選択
します。

ステップ 4 [デバイス名（Device Name）]フィールドに、CTIポートの名前を入力しますたとえば、
InformaCastポートの場合には ICVA-IC-001と入力します。

ステップ 5 [説明（Description）]フィールドに、ポートの説明を入力します。たとえば、InformaCast
Recording Port for Call Monitoringのように入力します。

ステップ 6 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストから、[ICVA]を選択します。

ステップ 7 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストから [ICVA]を
選択します。

ステップ 8 [デバイスのセキュリティプロファイル（Device Security Profile）]ドロップダウンリストか
ら、[Cisco CTIポート：標準 SCCP非セキュアプロファイル（Cisco CTI Port - Standard SCCP
Non-Secure Profile）]を選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ステップ 11 左の関連付け領域で、[回線 [1] -新規 DNを追加（Line [1] - Add a new DN）]をクリックしま
す。

ステップ 12 [電話番号（Directory Number）]フィールドに電話番号を入力します。この電話番号は、ペー
ジングコールの作成以外の目的には使用できません。電話に割り当てるべきではなく、ダイヤ

ルインの範囲内に含めるべきでもありません。
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ステップ 13 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストから、次ののポートを選択
します。

• InformaCastには、[ICVA-CTIOutbound]を選択します。

ステップ 14 [表示（内部発信者ID）（Display（Internal Caller ID））]テキストボックスに、設定するポー
トのタイプに応じて InformaCastと入力します。

ステップ 15 [ASCII表示（内部発信者ID）（ASCII Display（Internal Caller ID）]テキストボックスに、設定
するポートのタイプに応じて InformaCastと入力します。

ステップ 16 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 17 必要な CTIポートごとに、この手順を繰り返します。

次のタスク

AXLアクセスを使うアクセスコントロールグループの設定
AXLアクセスを含むアクセスコントロールグループを作成するのに次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [アクセスコントロールグルー
プ（Access Control Group）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]テキストボックスに ICVA ユーザ グループを入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから、[検索/一覧表示に戻る（Back to
Find/List）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [権限（Roles）]欄で、新しいアクセスコントロールグループに対応する [i]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 7 [グループに権限を割り当て（Assign Role to Group）]をクリックします。

ステップ 8 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 9 [標準 AXL APIアクセス（Standard AXL API Access）]チェックボックスを選択し、[選択した
ものを追加（Add Selected）]をクリックします。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

ページングに対応したアプリケーションユーザの設定

に対応したアプリケーションユーザを設定するには、次の手順を実行します。
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• Basic Pagingの場合は、InformaCastアプリケーションユーザを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [アプリケーションユーザ（Application User）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [ユーザ ID（User ID）]テキストボックスに、アプリケーションユーザのユーザ IDを入力し
ます。例：ICVA InformaCast。

ステップ 4 [Password]および [Confirm Password]フィールドにパスワードを入力します。

ステップ 5 [使用可能デバイス（Available Devices）]リストボックスで、導入のために作成した CTIポー
トをクリックし、矢印を使用してデバイスを [制御デバイス（Controlled Devices）]リストボッ
クスに移動します。たとえば、InformaCastの場合は [ICVA-IC-001]、CallAwareの場合は
[ICVA-CA-001]を選択します。

ステップ 6 [アクセスコントロールグループに追加（Add to Access Control Group）]をクリックします。

ステップ 7 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 8 以下のチェックボックスをオンにします（他に指示がない限り、すべてのアプリケーション

ユーザに対してこれらのアクセス許可を選択します）。

• [ICVAユーザグループ（ICVA User Group）]
• [標準 CTIによるすべてのデバイスの制御（Standard CTI Allow Control of All Devices）]
• [標準 CTIによる Connected Xferおよび設定をサポートする電話の制御の許可（Standard

CTI Allow Control of Phones supporting Connected Xfer and conf）]
• [標準 CTIによるロールオーバーモードをサポートする電話の制御の許可（Standard CTI

Allow Control of Phones supporting Rollover Mode）]
•標準 CTI対応

ステップ 9 [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

電話機でのWebアクセス有効化
Cisco Unified IP PhoneのWebアクセスを有効にするには、Basic Pagingで次の手順を実行しま
す。また、プロファイルを使用した電話のグループのWebアクセスを有効にするには、共通
の電話プロファイルを使用することもできます。詳細は、共通の電話プロファイルでのWeb
アクセスの有効化（360ページ）を参照してください。

始める前に

ページングに対応したアプリケーションユーザの設定（358ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、Webアクセスを有効にする電話を選択します。

ステップ 3 [製品固有の設定レイアウト（Product Specific Configuration Layout）]エリアで、[Webアクセ
ス（Web Access）]ドロップダウンリストから [有効化（Enable）]を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

認証 URLの設定（361ページ）

共通の電話プロファイルでのWebアクセスの有効化
共通の電話プロファイルを使用する Cisco Unified IP PhoneのグループにWebアクセスを許可
するには、Basic Pagingので、この手順を実行します。また、個々の電話機のWebアクセスを
有効にすることもできます。詳細は、電話機でのWebアクセス有効化（359ページ）を参照し
てください。

始める前に

ページングに対応したアプリケーションユーザの設定（358ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。I [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、Webアクセスを有効にする電話機のグループに適用するプロ
ファイルを選択します。

ステップ 3 [製品固有の設定レイアウト（Product Specific Configuration Layout）]エリアで、[Webアクセス
（Web Access）]ドロップダウンリストから [有効化（Enable）]を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [設定を適用（Apply Config）]をクリックして、共通の電話プロファイルを使用する電話機を
リセットします。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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次のタスク

認証 URLの設定（361ページ）

エンタープライズ電話のWebアクセス有効化設定
Unified Communications Managerで次の手順を実行して、共通の電話プロファイルを使用する
Cisco Unified IP PhoneのグループについてWebアクセスを有効にします。また、個々の電話機
のWebアクセスを有効にすることもできます。詳細については、電話機でのWebアクセス有
効化（359ページ）を参照してください。

始める前に

ページングに対応したアプリケーションユーザの設定（358ページ）。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]。

ステップ 2 [Webアクセス（Web Access）]ドロップダウンリストから、[有効（Enable）]を選択します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 [設定を適用（Apply Config）]をクリックして、共通の電話プロファイルを使用する電話機を
リセットします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

認証 URLの設定
次のタスクを実行して、InformaCastを指す認証URLを設定して、InformaCastがブロードキャ
ストを Cisco Unified IP Phonesにプッシュしたとき、電話が Unified Communications Managerで
はなく InformaCastを認証するようにします。

手順

目的コマンドまたはアクション

InformaCastを指すように、Unified
Communications Managerの認証 URLを
設定します。

認証 URLの設定（362ページ）ステップ 1

電話機が新しい設定を使用するように導

入中の電話機をリセットします。

電話のリセット（362ページ）ステップ 2

導入中の電話機が新しい認証 URLの設
定を使用することを確認します。

電話のテスト（363ページ）ステップ 3
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認証 URLの設定

次の手順を実行して、Unified Communications Managerの認証URLが InformaCast仮想アプライ
アンスを指すように設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise parameters）]。

ステップ 2 [電話 URLパラメータ（Phone URL Parameters）]エリアにスクロールし、[URL認証（URL
Authentication）]フィールドに http://&lt;IP
Address&gt;:8081/InformaCast/phone/authと入力します。ここで &lt;IP Address&gt;
は InformaCast仮想アプライアンスの IPアドレスです。

[URL認証（URL Authentication）]フィールドの既存の URLをメモします。
InformaCastの設定時に必要になる場合があります。詳細については InformaCastの
マニュアルを参照してください。

（注）

ステップ 3 [安全な電話 URLパラメータ（Secured Phone URL Parameters）]エリアにスクロールし、[安全
な認証 URL（Secured Authentication URL）]フィールドに http://&lt;IP
Address&gt;:8081/InformaCast/phone/authと入力します。ここで &lt;IP Address&gt;
は InformaCast仮想アプライアンスの IPアドレスです。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

電話のリセット

InformaCast仮想アプライアンスをポイントするように認証 URLを設定した後、電話をリセッ
トする必要があります。この手順では、デバイスプールの電話を手動でリセットする方法につ

いて説明します。電話をリセットする多くの方法があります。たとえば、一括管理ツールを使

用して、業務時間外にリセットを実施するようスケジュール設定できます。一括管理ツールの

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration Guide』を参照し
てください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [電話の場所（From Phone Where）]ボックスで、[デバイスプール（Device Pool）]を選択しま
す。

ステップ 3 他のドロップダウンメニューとフィールド項目を、使用中の電話を含むデバイスプールを立
ち上げる設定にします。

ステップ 4 [検索（Find）]をクリックします。
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ステップ 5 リセットするデバイスプールを選択します。

ステップ 6 [選択したアイテムのリセット（Reset Selected）]をクリックします。

ステップ 7 [リセット（Reset）]をクリックします。

電話のテスト

電話機が InformaCast仮想アプライアンスで認証されていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウのドロップダウンメニューとフィー
ルドを使用して、新しい認証 URLを使用する必要のある電話機の検索をフィルタリングし、
[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 新しい設定を使用する必要がある電話機に関して、[IPv4アドレス（IPv4 Address）]列の [IPア
ドレス（IP Address）]リンクをクリックします。

ステップ 4 [ネットワーク構成（Network Configuration）]をクリックします。
[ネットワーク構成（Network Configuration）]ページが表示されます。

ステップ 5 [認証 URL（Authentication URL）]フィールドに、[URL認証（URL Authentication）]エンター
プライズパラメータに関して入力した InformaCast仮想アプライアンスの IPアドレスが表示さ
れていることを確認します。正しいURLが表示されない場合は、認証URLを設定する必要が
あります。

Advanced Notificationページングの設定タスクフロー
次のタスクを実行して、InformaCast Paging ServerをUnified Communications Managerと統合し、
IPページングおよび緊急コールアラートを行います。このツールには次の機能があります。

• InformaCastによる事前通知

•パニックボタンの構成

•ユーザが緊急サービス番号（CallAware）にダイヤルしたときの IPフォンのテキスト通知
と音声通知
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手順

目的コマンドまたはアクション

Singlewire Webサイトから InformaCast
OVAファイルをダウンロードし、
vSphereにアップロードします。

InformaCast仮想アプライアンスのイン
ストール（364ページ）。

ステップ 1

Unified Communications Managerと
InformaCastを設定します。

InformaCastへの接続の設定（366ペー
ジ）。

ステップ 2

パニックボタンを設定して、IP電話に
テキストおよび音声通知を送信します。

パニックボタンの設定（368ページ）。ステップ 3

緊急通報のテキストと音声の通知を設定

します。

CallAware緊急通報アラートの設定（370
ページ）。

ステップ 4

InformaCast仮想アプライアンスのインストール
Singlewireでは、vSphereクライアントを介して管理されている VMware ESXiプラットフォー
ム上で InformaCast仮想アプライアンスを実行できます。

Singlewire対応の VMware ESXiバージョンの一覧を表示するには、URL
https://www.singlewire.com/compatibility-matrixにアクセスして、InformaCastプラットフォーム
セクションの下にある [サーバプラットフォーム（Server Platforms）]リンクをクリックしま
す。

（注）

ライセンスを購入済みの場合は、https://www.singlewire.com/icva-kb-activateを参照して、ライ
センス認証をアクティブ化します。これにより、90日間の試用期間後も、緊急通知がアクティ
ブなまま維持されます。

（注）

インストールの詳細（InformaCast画面キャプチャを含む）については、URL
https://www.singlewire.com/icva-kb-installにアクセスしてください。

（注）

始める前に

VSphereクライアントを使用して InformaCast仮想アプライアンスをインポートします。このク
ライアントは、VMwareサーバからダウンロードできます。
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手順

ステップ 1 OVAファイルを Singlewireウェブサイトからダウンロードして、vSphereクライアントにログ
インします。

Communications Manager Business Edition 6000上で InformaCastを使用する場合は、
OVAを伴うパッケージが DVDで提供されます（物理メディア）。

（注）

[vSphere Client]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [vSphereクライアント（vSphere Client）]ウィンドウで、[ファイル（File）] > [OVFテンプレー
トの展開（Deploy OVF Template）]を選択します。
[OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 [ファイルから展開（Deploy from File）]ラジオボタンをクリックし、[参照（Browse）]をク
リックして、保存されている OVAファイル（または付属の DVDに収録されている OVAファ
イル）を選択します。OVAファイルを選択したら、[開く（Open）]をクリックします。
[OVFテンプレートの展開（DeployOVFTemplate）]ダイアログボックスで、[送信元（Source）]
の場所が選択されています。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックして次に進みます。
[OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]ダイアログボックスが更新され、[OVF
テンプレートの詳細（OVF Template Details）]が表示されます。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックして [名前と場所（Name and Location）]を確認し、[次へ（Next）]
をクリックして、新規の仮想マシンファイルを格納するネットワークを選択します。

Cisco Unified Communications Managerと同じVLAN上に仮想アプライアンスを配置
することをお勧めします。

ヒント

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックして、[完了（Finish）]をクリックします。
InformaCast仮想アプライアンスがインポートを開始します。

ステップ 7 [VSphereクライアント（vSphere Client）]ウィンドウで、[ホストとクラスタ（Hosts and Clusters）]
アイコンをクリックして、ホストサーバを選択します。

[vSphereクライアント（vSphere Client）]ウィンドウが更新されます。

ステップ 8 [構成（Configuration）]タブをクリックして、[ソフトウェア（Software）]セクションで [仮想
マシンの起動/シャットダウン（Virtual Machine Startup/Shutdown）]リンクを選択します。

ステップ 9 [プロパティ（Properties）]リンクをクリックします。
[仮想マシンの起動/シャットダウン（Virtual Machine Startup/Shutdown）]ダイアログボックス
が表示されます。

ステップ 10 [システム設定（System Settings）]で [システムで仮想マシンの起動および停止を自動的に行う
（Allow virtual machines to start and stop automatically with the system]チェックボックスをオンに
します。

ステップ 11 [スタートアップ順序（Startup Order）]で、[手動スタートアップ（Manual Startup）]セクショ
ンまでスクロールし、仮想マシン（デフォルトでは Singlewire InformaCast VM）を選択してか
ら、その仮想マシンを [上へ移動（Move Up）]ボタンを使用して [手動スタートアップ（Manual
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Startup）]セクションから [自動スタートアップ（Automatic Startup）]セクションまで移動しま
す。移動したら [OK]をクリックします。
InformaCast仮想アプライアンスが、ホストされているサーバ上で自動的に起動または停止する
ようになります。次に、InformaCastの仮想マシンをオンにし、そのネットワーク構成を設定し
ます。

ステップ 12 [表示（View）] > [一覧（Inventory）] > [VMとテンプレート（VMs and Templates）]を選択
し、仮想マシンを選択します。

ステップ 13 [一覧（Inventory）] > [仮想マシン（Virtual Machine）] > [コンソールを開く（Open Console）]
を選択します。

Singlewire InformaCast VMコンソールウィンドウが表示されます。

ステップ 14 InformaCastの初回の構成が開始されます。この構成中は、InformaCast仮想アプライアンスに
関する次のタスクを実行します。

a) シスコエンドユーザライセンス契約（EULA）に同意する
b) Singlewire EULAに同意する
c) ホスト名を設定する

d) IPアドレス、サブネットマスク、およびデフォルトゲートウェイを設定する
e) DNSサーバの IPアドレスとドメイン名を設定する
f) NTPサーバの IPアドレスまたはホスト名を設定する
g) タイムゾーンを設定する

h) セキュアソケットレイヤ (SSL)証明書パラメーターを設定する
i) SSLサブジェクト代替名を設定する（省略可）
j) OSの管理者パスワードを設定する
k) InformaCastおよびPTT（プッシュトゥトーク）の管理者パスワードを設定する。このパ

スワードは、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]の [拡張機能
（Advanced Features）] > [緊急通知ページング（Emergency Notifications Paging）]で、
Cisco Unified Communications Managerと InformaCastを接続する際に必要です。

l) バックアップと通信のセキュリティパスフレーズの設定

構成が成功すると、[Singlewire InformaCastへようこそ（Welcome to Singlewire InformaCast）]「
」メッセージが表示されます。

ステップ 15 [続行（Continue）]をクリックして、Singlewire InformaCastの使用を開始します。

InformaCastへの接続の設定
この手順を使用して、Unified Communications Manager Tomcat信頼ストアに InformaCast証明書
をロードします。

始める前に

InformaCast仮想アプライアンスのインストール（364ページ）。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [高度な
機能（Advanced Features）] > [緊急通知ページング（Emergency Notifications Paging）]。

ステップ 2 [InformaCast緊急通知の入門（Introduction to InformaCast Emergency Notifications）]ページで、
[次へ（Next）]をクリックして続行します。
[InformaCast仮想アプライアンスのインストール（Installing the InformaCast Virtual Appliance）]
ページが表示されます。

ステップ 3 [InformaCast仮想アプライアンスのインストール（Installing the InformaCast Virtual Appliance）]
ページで、[次へ（Next）]をクリックして続行します。

Unified Communications Managerを使用して設定するには、InformaCast仮想アプラ
イアンスを正常にインストールしておく必要があります。

（注）

[Cisco Unified Communications Managerと InformaCastの接続（Connecting Cisco Unified
Communications Manager and InformaCast）]ページが表示されます。

ステップ 4 [InformaCast VMのIPアドレス（IP address of InformaCast VM）]フィールドに、IPアドレスまた
はホスト名を入力します。

デフォルトでは、ユーザ名は [InformaCastで使用するユーザ名（Username to use in
InformaCast）]に adminとして記載されており、編集することはできません。

（注）

ステップ 5 [管理アプリケーションユーザのパスワード（Password for admin app user）]フィールドに、
InformaCastアプリケーションの管理者パスワードを入力します。
InformaCast証明書のサムプリントを表示したダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックして、Unified Communications Manager Tomcat信頼ストアに InformaCast証明
書をロードします。

構成プロセスが開始します。

設定が成功すると、[ステータス（Status）]フィールドに完了ステータスが表示さ
れます。

（注）

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
ウィザードは次のタスクを実行します。

• SNMPサービスのアクティブ化

•ローカルで生成されたランダムクレデンシャルを使用した SNMPサービスの設定

• CTIマネージャサービスのアクティブ化

•マルチUnified Communications Managerキャストを設定します。

•新しい領域の作成（1クラスタあたり 1つ）

•新しいデバイスプールの作成（1クラスタあたり 1つ）

• SIPトランクの作成（1クラスタあたり 1つ）
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•ルートグループの作成（1クラスタあたり 1つ）

•ルートリストの作成

•ロールの作成

•アプリケーションユーザの作成

•のために、このを設定します。Unified Communications Manager

•クラスタの作成

•受信者グループの更新

• SIPアクセスを拒否に設定

• SIPアクセスの作成

パニックボタンの設定

この手順を使用してパニックボタンを設定し、IP電話にテキストおよび音声通知を送信しま
す。これにより、緊急時にワンクリックアラームを開始することができます。

始める前に

InformaCastへの接続の設定（366ページ）。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [高度な
機能（Advanced Features）] > [緊急通知ページング（Emergency Notifications Paging）]。

ステップ 2 [InformaCast緊急通知の入門（Introduction to InformaCast Emergency Notifications）]ページで、
[次へ（Next）]をクリックして続行します。

ステップ 3 [InformaCast仮想アプライアンスのインストール（Installing the InformaCast Virtual Appliance）]
ページで、[次へ（Next）]をクリックして続行します。

ステップ 4 [Cisco Unified Communications Managerと InformaCastの接続（Connecting Cisco Unified
Communications Manager and InformaCast）]ページで、[次へ（Next）]をクリックして続行
します。

[パニックボタンの設定（Configuring a Panic Button）]ページが表示されます。

ステップ 5 [名前で事前録音されたメッセージを選択（Choose pre-recorded message by name）]ドロップダ
ウンリストから、緊急時に Cisco Unified IP電話およびさまざまなデバイスとシステムに表示
される事前録音済みメッセージを選択します。

InformaCastの管理で、必要に応じて事前に録音されたメッセージを変更できます。（注）
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ステップ 6 [パニックボタンをトリガーするDNの入力（Enter DN to trigger the panic button）]フィールド
に、0～ 9の数字、アスタリスク（*）およびシャープ記号（#）を含む電話番号（DN）を入
力します。デフォルト値は ***5です。

ステップ 7 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストから、ルートパターンへ
のアクセスを制限するパーティションを選択します。

ルートパターンへのアクセスを制限しない場合、パーティションに対して [<なし>
（<None>）] を選択します。

（注）

ステップ 8 [通知を送信する電話機を選択（Choose Phones to Send Notification）]ボタンをクリックします。
[通知を送信する電話機（Phones to Send Notification）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 9 [通知を送信する電話機（Phones to Send Notification）]ダイアログボックスで、事前に録音され
たメッセージを送信するCisco Unified IP電話を選択します。ユーザが入力したダイヤルパター
ン（たとえば、 ***5）は、選択した電話に短縮ダイヤルとして設定されます。
選択した Cisco Unified IP Phoneは、[通知の送信に選択された電話機（Selected Phones to Send
Notification）]リストボックスに表示されます。

ステップ 10 [ルールの追加（Add Rules）]をクリックして、選択した Cisco Unified IP Phoneが通知を受信
するための新しいルールを作成します。

a) ドロップダウンリストから、いずれかのパラメータを選択します。使用可能なオプション

は、[デバイスプール（Device Pool）]、[説明（Description）]および [電話番号（Directory
Number）]です。

b) 2番目のドロップダウンリストで、次のオプションの中から条件を選択します。

•次をする（Does）

•次をしない（Does not）

c) 3番目のドロップダウンリストで、次のオプションの中から条件を選択します。

•次の文字列で始まる（Begins With）

•次の文字列で終わる（Ends With）

•記載内容

d) テキストボックスに、検索条件を入力します。

少なくとも 1つの新しいルール、最大で 5つの新しいルールを作成できます。
5つのルールが作成されると、[ルールの追加（Add Rules）]ボタンが無効にな
ります。

（注）

ルールを削除するには、[ルールの削除（Delete Rules）]をクリックします。（注）

e) 作成したルールを検証するには、[ルールのテスト（Test Rules）]をクリックします。1つ
以上の電話でルールの検証が完了すると、[次へ（Next）]ボタンが有効になります。

このルールに一致し、Cisco Unified Communications Managerに後で追加された電話
機は、このグループへの通知の受信者として含まれます。

（注）
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ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックします。

ウィザードは次のタスクを実行します。

•選択された電話機に、入力されたDNの短縮ダイヤルを追加します。選択された電話機に
既存の電話ボタンテンプレートに割り当てられている未使用の短縮ダイヤルがある場合、

この短縮ダイヤルは選択された電話機に直接表示されます。選択された電話機に未使用の

短縮ダイヤルボタンがない場合は、パニックボタン短縮ダイヤルが作成されますが、電

話機には表示されません。

•作成されたルートリストを使用して、選択されたパーティションに入力されたDNのルー
トパターンを追加します。

•選択されたルールに一致する電話機に選択されたメッセージを送信するために、入力され
た DNの InformaCast DialCastエントリを作成します。

CallAware緊急通報アラートの設定
この手順を使用して、CallAware緊急通報アラートの詳細を設定します。これにより、緊急電
話番号がダイヤルされたときに、テキストと音声の通知が IPフォンに送信されます。また、
911以外の番号へのコールを検出することもできます。

始める前に

パニックボタンの設定（368ページ）。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [高度な
機能（Advanced Features）] > [緊急通知ページング（Emergency Notifications Paging）]。

ステップ 2 [InformaCast緊急通知の入門（Introduction to InformaCast Emergency Notifications）]ページで、
[次へ（Next）]をクリックして続行します。

ステップ 3 [InformaCast仮想アプライアンスのインストール（Installing the InformaCast Virtual Appliance）]
ページで、[次へ（Next）]をクリックして続行します。

ステップ 4 [Cisco Unified Communications Managerと InformaCastの接続（Connecting Cisco Unified
Communications Manager and InformaCast）]ページで、[次へ（Next）]をクリックして続行
します。

ステップ 5 [パニックボタンの設定（Configuring a Panic Button）]ページで、[次へ（Next）]をクリックし
て続行します。

[CallAware緊急通報アラートの設定（Configuring CallAware Emergency Call Alerting）]ページが
表示されます。
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ステップ 6 [名前で事前録音されたメッセージを選択（Choose pre-recorded message by name）]ドロップダ
ウンリストから、緊急時に Cisco Unified IP電話およびさまざまなデバイスとシステムに表示
される事前録音済みメッセージを選択します。

InformaCastの管理で、必要に応じて事前に録音されたメッセージを変更できます。（注）

ステップ 7 [緊急ルートパターンの選択（Choose Emergency Route Patterns）]ボタンをクリックします。
[ルートパターン（Route Patterns）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 8 [ルートパターン（Route Patterns）]ダイアログボックスで、目的のパターンの横にあるボック
スをオンにすることによってルートパターンを選択します。

a) [選択/変更の保存（Save Selected/Changes）]ボタンをクリックします。

選択したルートパターンが [選択されたルートパターン（Selected Route Patterns）]リストボッ
クスに表示されます。

ステップ 9 [ルールの追加（Add Rules）]をクリックして、選択した Cisco Unified IP Phoneが通知を受信
するための新しいルールを作成します。

a) ドロップダウンリストから、いずれかのパラメータを選択します。使用可能なオプション

は、[デバイスプール（Device Pool）]、[説明（Description）]および [電話番号（Directory
Number）]です。

b) 2番目のドロップダウンリストで、次のオプションの中から条件を選択します。

•次をする（Does）

•次をしない（Does not）

c) 3番目のドロップダウンリストで、次のオプションの中から条件を選択します。

•次の文字列で始まる（Begins With）

•次の文字列で終わる（Ends With）

•記載内容

d) テキストボックスに、検索条件を入力します。

少なくとも 1つの新しいルール、最大で 5つの新しいルールを作成できます。
5つのルールが作成されると、[ルールの追加（Add Rules）]ボタンが無効にな
ります。

（注）

ルールを削除するには、[ルールの削除（Delete Rules）]をクリックします。（注）

e) 作成したルールを検証するには、[ルールのテスト（Test Rules）]をクリックします。1つ
以上の電話でルールの検証が完了すると、[完了（Finish）]ボタンが有効になります。

このルールに一致し、Unified Communications Managerに後で追加された電話機は、
このグループへの通知の受信者に含まれます。

（注）

ステップ 10 [終了（Finish）]をクリックします。
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ウィザードは次のタスクを実行します。

• InformaCast用の外部コール制御プロファイルを追加します

•選択されたルートパターンごとに、外部コール制御プロファイルを参照するようにその
ルートパターンを変更します

•通知を受信する電話機と一致するルールを持つ受信者グループを作成します

•選択されたメッセージと受信者グループを含む InformaCastルーティング要求を作成しま
す

[概要（Summary）]ページが表示されるので、InformaCastが Unified Communications Manager
を使用して正しく設定されていることを確認します。詳細については、https://www.singlewire.com
を参照してください。

ページングの連携動作
• Advanced Notificationページングの連携動作（372ページ）

Advanced Notificationページングの連携動作
表 26 : Advanced Notificationページングの連携動作

連携動作機能

緊急通知ページングウィザードは、InformaCastリ
リース 11.5(1)SU3以降のバージョンを使用して基本
ページングモードでのみ設定できます。

緊急通知ページングウィザードでのみ数字を含むパ

ターンをルーティングするようにコールモニタリン

グを設定できます。ワイルドカード文字を含むルー

トパターンの場合は、InformaCastで設定します。

緊急通知ページング

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
372

発信

ページングの連携動作

https://www.singlewire.com


第 26 章

インターコム

•インターコムの概要（373ページ）
•インターコムの前提条件（374ページ）
•インターコムの設定タスクフロー（374ページ）
•インターコムの連携動作（379ページ）
•インターコムの制限事項（381ページ）
•インターコムのトラブルシューティング（382ページ）

インターコムの概要
インターコムは、従来の回線と短縮ダイヤルの機能を組み合わせた電話回線タイプです。イン

ターコム回線を使用すると、ユーザは別のユーザのインターコム回線にコールできます。この

別のユーザは、片通話ウィスパーに自動で応答します。受信者は、ウィスパーコールを認識

し、双方向インターコムコールを開始します。

インターコム回線を使用して、インターコムパーティション内の任意のインターコム回線をダ

イヤルできます。あるいはインターコムパーティション外部のインターコム回線をターゲット

とするように回線を事前設定できます。

インターコムにより、ユーザは事前に定義したターゲットへコールを発信できます。着信側

は、ミュートがオンになっているスピーカーフォンモードで自動的にこのコールに応答しま

す。これにより、開始者と宛先の間に一方向音声パスがセットアップされます。したがって着

信側がビジーまたはアイドルであるかに関係なく、開始者が短いメッセージを送信できます。

インターコムコールに対して自動応答する場合、着信側の音声が発信者に戻されないようにす

るため、Unified Communications Managerにはウィスパーインターコムが実装されています。
ウィスパーインターコムにより、発信側から着信側への片通話だけが行われます。着信側から

発信者へ通話するには、着信側が手動でキーを押す必要があります。

自動応答トーンは、送信側と受信側の両方でウィスパーインターコム状態が開始することを通

知します。
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インターコムとデフォルトデバイス

インターコム回線ごとにデフォルトデバイスが必要です。インターコム回線は、指定されたデ

フォルトデバイスにしか表示されません。

管理者がインターコム回線をデバイスに割り当てると、まだ設定されていなければ、システム

がそのデバイスをインターコム回線用のデフォルトデバイスとして設定します。管理者は、イ

ンターコム回線用のデフォルトデバイスを変更できます。管理者がデフォルトデバイスを別

のデバイスに変更すると、インターコム回線が元のデバイスに割り当てられていても、そのデ

バイスから削除されます。

インターコム回線は、デバイスプロファイルに割り当てることができます。ユーザがデバイス

プロファイルを使用してインターコム回線のデフォルトデバイスと一致するデフォルトデバ

イスにログインしている場合にだけ、インターコム回線が使用可能になります。そうでない場

合は、ユーザのログイン時にインターコム回線が表示されません。

インターコムの前提条件
インターコム機能には次のシステム要件があります。

• Cisco Unified IP Phoneファームウェアリリース 8.3（1）以降

インターコムの設定タスクフロー

始める前に

•インターコムの前提条件（374ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

新しいインターコムのパーティションを

追加するか、既存のパーティションを設

定します。

インターコムパーティションの設定

（375ページ）
ステップ 1

新しいインターコムのコーリングサー

チスペースを追加します。

インターコムコーリングサーチスペー

スの設定（376ページ）
ステップ 2

新しいインターコムのトランスレーショ

ンパターンを追加するか、既存のイン

インターコムトランスレーションパ

ターンの設定（376ページ）
ステップ 3

ターコムのトランスレーションパター

ンを設定します。

インターコムの電話番号を追加または更

新します。

インターコム電話番号の設定（377ペー
ジ）

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

インターコム回線と短縮ダイヤルを設定

します。

インターコム回線と短縮ダイヤルの設定

（378ページ）
ステップ 5

インターコムパーティションの設定

始める前に

電話モデルが特定のリリースおよびデバイスパックのインターコム機能をサポートすることを

確認します。電話機能一覧の生成（1ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。コール
ルーティング >インターコム >インターコムルートパーティション。

[インターコムパーティションの検索と一覧表示（Find and List Intercom Partitions）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

[新規インターコムパーティションの追加（Add New Intercom Partition）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 3 [インターコムパーティション情報（IntercomPartition Information）]セクションの [名前（Name）]
ボックスに、追加するインターコムパーティションの名前と説明を入力します。

複数のパーティションを入力するには、各パーティションエントリごとに1行を使
います。最大 75のパーティションを入力できます。名前と説明には合計 1475文字
を使用できます。パーティション名は、50文字以内です。各行のパーティション名
と説明を区別するには、カンマ（,）を使用します。説明が入力されなかった場合、
Unified Communications Managerはパーティション名を説明として使用します。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 設定するパーティションを探します。

[インターコムパーティションの設定（Intercom Partition Configuration）]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 6 [インターコムパーティションの設定（Intercom Partition Configuration）]フィールドエリアの
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘ

ルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

[インターコムパーティションの設定（Intercom Partition Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。
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ステップ 8 適切な設定値を入力します。[インターコムパーティションの設定（Intercom Partition
Configuration）]パラメータの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 10 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

インターコムコーリングサーチスペースの設定

始める前に

インターコムパーティションの設定（375ページ）

手順

ステップ 1 メニューバーで、[コールルーティング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [イ
ンターコムコーリングサーチスペース（Intercom Calling Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [インターコムコーリングサーチスペース（Intercom Calling Search Space）]フィールド領域の
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライン

ヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

インターコムトランスレーションパターンの設定

始める前に

インターコムコーリングサーチスペースの設定（376ページ）

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [インターコムトラン
スレーションパターン（Intercom Translation Pattern）]を選択します。

[インターコムトランスレーションパターンの検索/一覧表示（Find and List Intercom Translation
Patterns）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかのタスクを実行します。

a) 既存のインターコムトランスレーションパターンをコピーするには、設定するパーティ

ションを探し、コピーするインターコムトランスレーションパターンの横にある [コピー
（Copy）]ボタンをクリックします。
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b) 新しいインターコムトランスレーションパターンを追加するには、[新規追加（AddNew）]
ボタンをクリックします。

ステップ 3 [インターコムトランスレーションパターンの設定（Intercom Translation Pattern Configuration）]
フィールド領域のフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細について

は、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

選択したパーティション、ルートフィルタおよび番号計画の組み合わせを使用するインターコ

ムトランスレーションパターンが一意であることを確認します。重複入力を示すエラーを受

け取ったら、ルートパターンまたはハントパイロット、トランスレーションパターン、電話

番号、コールパーク番号、コールピックアップ番号、またはミートミー番号の設定ウィンド

ウを確認します。

[インターコムトランスレーションパターンの設定（Intercom Translation Pattern Configuration）]
ウィンドウに、新しく設定したインターコムトランスレーションパターンが表示されます。

インターコム電話番号の設定

インターコム電話番号には、パターン（352XXなど）を割り当てることができます。インター
コム電話番号にパターンを割り当てる場合は、ユーザの混乱を避けるために、インターコム

DNの設定フィールド（[回線テキストラベル（Line Text Label）]、[ディスプレイ（内部発信
者 ID）（Display (Internal Caller ID)）]、[外部電話番号マスク（External Phone Number Mask）]）
にテキストまたは数字を追加します。これらのフィールドは、インターコム電話番号を追加

し、そのインターコム電話番号と電話を関連付けた場合にのみ、そのインターコム電話番号に

対して表示されます。

たとえば、ユーザ名を回線テキストラベルおよび内部発信者 IDに追加し、外部回線番号を外
線番号マスクに追加した場合、コール情報の表示時には、352XXではなく、John Chanと表示
されます。

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [インターコム電話番
号（Intercom Directory Number）]を選択します。

[インターコム電話番号の検索と一覧表示（Find and List Intercom Directory Numbers）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 2 特定のインターコム電話番号を検索するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリック
します。

検索基準に一致するインターコム電話番号の一覧が表示されます。

ステップ 3 次のいずれかのタスクを実行します。

a) インターコム電話番号を追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
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b) インターコム電話番号を更新するには、更新するインターコム電話番号をクリックしま
す。

[インターコム電話番号の設定（Intercom Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 4 [インターコム電話番号の設定（Intercom Directory Number Configuration）]フィールド領域の各
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライン

ヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

ステップ 7 [電話のリセット（Reset Phone）]をクリックします。

ステップ 8 デバイスを再起動します。

再起動中に、ゲートウェイのコールがドロップされることがあります。

インターコム回線と短縮ダイヤルの設定

始める前に

インターコム電話番号の設定（377ページ）

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone
Button Template）]を選択し、インターコム回線を既存の電話ボタンテンプレートに追加する
か、または新しいテンプレートを作成します。

インターコム回線はプライマリ回線としては設定できません。（注）

ステップ 2 [ボタン情報（Button Information）]エリアの [機能（Feature）]ドロップダウンリストから [イ
ンターコム（Intercom）]を選択します。

ステップ 3 [ボタン情報（Button Information）]エリアの [機能（Feature）]ドロップダウンリストから [短
縮ダイヤル（Speed Dial）]を選択します。

定義済みの接続先（短縮ダイヤル）を指定してインターコム回線を設定して、高速

アクセスを許可できます。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
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インターコムの連携動作

連携動作機能

Unified Communications Manager管理者は一括管理ツールを使用して、
多数のインターコムユーザを個別に追加する代わりに一度に追加で

きます。詳細については、Cisco Unified Communications Manager一括
管理ガイドを参照してください。

一括管理ツール

インターコム接続先が割り込み対象の場合でも、Cisco Unified IP Phone
はウィスパーインターコムをサポートできます。

接続先発信者がインターコムボタンを押してインターコム発信者と

の通話を選択すると、元のコールは保留状態になり、割り込み発信側

が解放されます。

割り込み

インターコムコールは接続先の電話機でサイレントよりも優先され

ます。

サイレント（DND）

コールが保持されると、エンドユーザが通話を切断してからでない

と、Unified Communications Managerに電話機を再登録できません。

インターコムコールがウィスパーモードの場合、一方向のメディア

を表し、終端側にはユーザがまったくいない可能性があります。した

がって、応答モードのインターコムコールのみが保持されます（ウィ

スパーインターコムは保持されません）。

コール保持

Cisco Unified IP Phoneが SRSTで登録される場合、電話機はインター
コム回線を登録しません。したがって、電話機がSRSTで登録されて
もこの機能は使用できません。

Cisco Unified Survivable
Remote Site Telephony
（SRST）

Cisco Unified Communications Manager Assistant構成ウィザードを使用
すると、Cisco Unified Communications Manager Assistantの設定にか
かる時間を短縮し、エラーを除去できます。管理者が構成ウィザード

を正常に実行して完了すると、パーティション、コーリングサーチ

スペース、ルートポイント、およびトランスレーションパターンが

自動的に作成されます。

Cisco Unified
Communications
Manager Assistant
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連携動作機能

CTI/JTAPI/TSPを使用して、インターコム回線向けに事前設定された
ターゲットの電話番号を設定または変更できます。ターゲットの電話

番号が Cisco Unified Communications Manager Administrationを通じて
更新または再設定された場合、通知を受信します。

インターコム回線がアプリケーションによって制御されるように設定

しない場合、CTI/JTAPI/TSPは後方互換であることに注意してくださ
い。インターコム回線がアプリケーションユーザリスト内で設定さ

れている場合、変更を行い、互換性をテストする必要がある場合があ

ります。

CTI

インターコム機能は Cisco Extension Mobilityと対話します。ユーザが
ログインするために使用するデバイスプロファイルにプロビジョニ

ングされたインターコム回線が含まれる場合、Cisco Extension Mobility
を使用して機能をサポートする電話機にログインするユーザに対し

て、システムはインターコム回線を提供します。電話機はそのイン

ターコム回線のデフォルトのデバイスである必要があります。

Ciscoエクステンショ
ンモビリティ

インターコムは、IPアドレッシングモードが IPv4のみまたは IPv4お
よび IPv6の電話機をサポートします。インターコムコールの際、応
答モードは、発信者がインターコムコールを開始するときに使用さ

れるメディアストリームと同じ IPバージョンでメディアストリーム
を確立します。

Internet Protocol Version
6（IPv6）

インターコム電話番号（回線）は、インターコム回線ごとに1つのデ
バイスに制限されます。Cisco Extension Mobilityは広く使用されてい
ます。モバイルユーザにはインターコム機能が必要ですが、単一の

デバイスでのみそれを使用可能にする必要があります。インターコム

回線を通常のデバイスまたは Extension Mobilityプロファイルのどち
らかに割り当てることができますが、システムはインターコム回線が

通常のデバイスまたは Extension Mobilityプロファイルのどちらかに
関連付けられることを強制する必要があります。

インターコム電話番号

（回線）

1つのExtension Mobilityプロファイルを複数の電話機で同時に使用で
きます。どのデバイスがこのインターコム回線を表示できるかを指定

するには、[インターコム電話番号の設定（Intercom Directory Number
Configuration）]ウィンドウの [デフォルトのアクティブデバイス
（Default Activated Device）]フィールドを使用します（[Cisco Unified
CMの管理（Cisco Unified CM Administration）] > [コールルーティ
ング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [インターコム
電話番号の設定（Intercom Directory Number Configuration）]）。
Extension Mobilityに使用されないインターコム回線についても [デフォ
ルトのアクティブデバイス（Default Activated Device）]フィールドの
設定が必要です。

Extension Mobilityプロ
ファイル
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インターコムの制限事項
インターコム機能には、次のような制限事項が適用されます。

機能制限特長

インターコムコールを保留にすることは許可されません。保留

インターコムコールを転送することはできません。コール自動転送

インターコムコールを転送することは許可されません。転送

インターコムコールを即時転送することは許可されません。iDivert

コールピックアップグループにインターコムコールは含まれませ

ん。

コールピックアップ/
ダイレクトコール

ピックアップ

インターコムはサイレント（DND）よりも優先します。DND

十分な帯域幅がない場合、インターコムコールは失敗します。Bandwidth

2つのインターコムコールがターゲットに振り向けられた場合、最初
のコールは接続され、2番目のコールは失敗して話中音が出力されま
す。

コールターゲット

インターコムでは割り込みと C割り込みは機能しません。割り込みとC割り込み

インターコムコールを電話会議に含めることは許可されません。会議

アクティブなコールがモニタまたは記録されているときに、ユーザは

インターコムコールを受信も発信もできません。

モニタリングおよび録

音

ビデオはインターコムではサポートされません。ビデオ

コーリングサーチスペースなどの項目またはルートパターンに割り

当てられたインターコムパーティションは削除できません。

インターコムパーティ

ション

デバイス、回線（DN）、トランスレーションパターン、またはその
他の項目が使用しているインターコムコーリングサーチスペースは

削除できません。

インターコムコーリン

グサーチスペース
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インターコムのトラブルシューティング

インターコム回線のダイヤルアウト時のビジートーン

問題

ユーザがインターコム回線でダイヤルアウトするときに、電話機でビジートーンが再生され

ます。

考えられる原因

DNが発信者番号と同じインターコムパーティション内にありません。

ソリューション

• DNが発信番号と同じインターコムパーティションにあることを確認します。

• I

同じインターコムパーティションにある場合は、ダイヤルアウトした DNが別の電話機
に設定されており、その電話機が同じ Unified Communications Managerクラスタに登録さ
れていることを確認します。

インターコムコールが、スピーカー、ハンドセット、またはヘッド

セットでの応答機能を使用できない

問題

ヘッドセット、ハンドセット、またはスピーカーを使用時に、インターコムコールを応答モー

ドにすることができません。

考えられる原因

これは仕様上の問題です。インターコムコールを接続状態にするには、対応する回線ボタンを

押す方法しかありません。

ソリューション

スピーカー、ハンドセット、またはヘッドセットを使用してコールを終了できます。
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SCCPのトラブルシューティング

電話機にインターコム回線が表示されない

問題

インターコム回線が電話機に表示されません。

考えられる原因

電話機のバージョンが8.3(1)よりも前か、ボタンテンプレートが電話機に割り当てられていな
い可能性があります。

ソリューション

•電話機のバージョンを調べ、8.3(1)以降であることを確認します。

•ボタンテンプレートが電話機に割り当てられているかどうかを確認します。

• Cisco Unified Communications Managerと電話機間のスニファトレースをキャプチャしま
す。ボタンテンプレートの応答時に、インターコム回線が電話機に送信されるかどうかを

確認します（ボタン定義 = Ox17）。

電話機が SRSTにフォールバックしてもインターコム回線が表示されない

問題

Unified Communications Managerリリース 6.0(x)以降で設定された電話機に 2つのインターコム
回線があります。Unified Communications Managerは停止し、SRSTに戻ります。しかし、イン
ターコム回線が表示されません。

考えられる原因

SRSTの SCCPバージョンで SCCPバージョン 12がサポートされていません。

ソリューション

• SRSTの SCCPバージョンを確認します。SRSTで SCCPバージョン 12がサポートされて
いる場合は、インターコム回線がサポートされます。

• SRSTで SCCPバージョン 12がサポートされている場合は、スニファトレースをキャプ
チャし、電話から送信されたボタンテンプレートにインターコム回線が含まれていること

を確認します。
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SIPのトラブルシューティング

SIPを実行している電話のデバッグ

デバッグコマンド Debug sip-messages sip-task gsmfsmIsm sip-adapterを使用します。

SIPを実行している電話機の設定

show config：電話機に対してこのコマンドを実行すると、インターコム回線が標準回線
（featureid--&gt;23）として設定されているかどうかが表示されます。

CiscoExtensionMobilityユーザがログインしてもインターコム回線が表
示されない

問題

Cisco Extension Mobilityユーザが電話機にログインしてもユーザのインターコム回線が表示さ
れません。

考えられる原因

[デフォルトのアクティブデバイス（Default Activated Device）]が正しく設定されていません。

ソリューション

• [デフォルトのアクティブデバイス（Default Activated Device）]がインターコムの電話番
号に対して設定されていることを確認します。

• [デフォルトのアクティブデバイス（Default Activated Device）]が、ログインしたデバイ
スと一致することを確認します。

インターコム回線が電話に表示されない

問題

インターコム回線が設定され電話に割り当てられていますが、電話に表示されません。

考えられる原因

[デフォルトのアクティブデバイス（Default Activated Device）]の値がこのデバイスのインター
コム回線に設定されています。

ソリューション

設定が完了している場合は、電話をリセットしてください。
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第 X 部

コールの受信
•プライム回線サポート （387ページ）
•コール自動転送 （393ページ）
•コールピックアップ （425ページ）
•コールパークとダイレクトコール（453ページ）
•エクステンションモビリティ （487ページ）
•クラスタ間の Extension Mobility（Extension Mobility Cross Cluster） （509ページ）
•クラスタ間のエクステンションモビリティローミング（555ページ）
•保留復帰 （571ページ）
•ハントグループのアクセス （579ページ）
•迷惑コール ID （589ページ）
• Call Transfer （601ページ）
•外線コール転送の制限事項 （619ページ）





第 27 章

プライム回線サポート

•プライム回線サポートの概要（387ページ）
•プライム回線サポートの前提条件（387ページ）
•プライム回線サポートの設定タスクフロー（387ページ）
•プライム回線サポートの連携動作（390ページ）
•プライム回線サポートのトラブルシューティング（390ページ）

プライム回線サポートの概要
[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]でプライム回線サポートを設定で
きます。設定後、電話がオフフックのときに、いずれかの回線でコールを受信すると、システ

ムは常にコールのプライマリ回線を選択します。

プライム回線サポートの前提条件
プライム回線サポート機能と互換性のあるデバイスを次に示します。

Cisco Unified IP Phone 7900シリーズ、8900シリーズ、および 9900シリーズ

サポートされているデバイスの詳細については、最新バージョンの『Cisco Unified IP Phone
Guide』および『Cisco Unified IP Phone Administration Guide』を参照してください。

プライム回線サポートの設定タスクフロー
Cisco CallManagerサービス、またはデバイスとデバイスプロファイルに、プライム回線サポー
ト機能を設定するには、次のいずれかの手順を実行します。

始める前に

•プライム回線サポートの前提条件（387ページ）を確認してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

（オプション）。Cisco CallManagerサー
ビスにプライム回線サポートを設定しま

クラスタ全体のプライム回線サポートの

設定（388ページ）
ステップ 1

す。その場合、この機能はクラスタ全体

に適用されます。

（オプション）。クラスタ全体でプライ

ム回線サポート機能を有効にする必要が

デバイスのプライム回線サポートの設定

（389ページ）
ステップ 2

ない場合には、クラスタ内の特定のデバ

イスにこの機能を設定します。

このパラメータを設定する

と、オフフックになった場

合、同じ電話の別の回線で

コールの呼出音が鳴ったと

しても、第一の回線のみが

アクティブになります。そ

のため、他の回線でのコー

ルへの応答は行われませ

ん。

（注）

クラスタ全体のプライム回線サポートの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサー
バを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 [常にプライム回線を使用（Always Use Prime Line）]クラスタ全体サービスパラメータから、
次のいずれかのオプションをドロップダウンリストから選択します。

• [はい（True）]：電話機がオフフックになると、プライマリ回線が選択され、アクティブ
回線になります。

• [いいえ（False）]：電話機がオフフックになると、IP Phoneがアクティブ回線として使用
可能な回線を自動的に選択します。

このサービスパラメータのデフォルト値は [いいえ（False）]です。
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ステップ 5 SIP電話でこの変更を有効化するには、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM
Administration）]で [設定の適用（ApplyConfig）]ボタンをクリックします（たとえば、[デバ
イス設定（Device Configuration）]ウィンドウや [デバイスプールの設定（Device Pool
Configuration）]ウィンドウのほか、[設定の適用（ApplyConfig）]がオプションになっている
ウィンドウにあります）。

新しい設定が SIP電話に適用されない場合、SIPプライム回線サポートの機能変更
は、Cisco CallManagerサービスの次のリセットまたは影響を受ける各デバイスがリ
セットされるまで実装されません。

（注）

デバイスのプライム回線サポートの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]。

ステップ 2 [検索と一覧表示（Find and List）]ウィンドウで、[常にプライム回線を使用する（Always Use
Prime Line）]の設定を変更する電話を選択します。
[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line）] ドロップダウンリストで、次のいず
れかのオプションを選択します。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態になっているときにいずれかの回線でコールを受信
すると、電話のユーザは、コールを受信した回線からコールに応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オフフック）になっているときにいずれかの回線
でコールを受信すると、このコールにプライマリ回線が選択されます。他の回線のコール

は鳴り続け、電話機ユーザはそれらの他の回線を選択して、これらのコールに応答する必

要があります。

• [デフォルト（Default）]：Unified Communications Managerは、[常にプライム回線を使用
する（Always Use Prime Line）]サービスパラメータから、Cisco CallManagerサービスを
サポートしている設定を使用します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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プライム回線サポートの連携動作

連携動作機能

[デバイスプロファイル（Device Profile）]ま
たは [デフォルトのデバイスプロファイル設
定（Default Device Profile Configuration）]ウィ
ンドウの [常にプライム回線を使用する
（Always Use Prime Line）]パラメータで [オン
（On）]を選択した場合、Cisco Extension
Mobilityユーザは、Cisco Extension Mobilityを
サポートするデバイスにログイン後にこの機

能を使用できます。

常にプライム回線を使用する（Always Use
Prime Line）

電話機の回線にすでにコールがあるとき、

Unified Communications Managerは [最大コール
数（Maximum Number of Calls）]と [ビジート
リガー（Busy Trigger）]の設定を使用して、
コールのルーティング方法を決定します。

[コール最大数（Maximum Number of Calls）]
と [ビジートリガー（Busy Trigger）]の設定

Cisco Unified CM Administrationの [自動応答
（Auto Answer）]ドロップダウンリストから
[ヘッドセットで自動応答（Auto Answer with
Headset）]または [スピーカフォンで自動応答
（Auto Answer with Speakerphone）]オプショ
ンを選択した場合、[自動応答（AutoAnswer）]
の設定が [常にプライム回線を使用する
（Always Use Prime Line）]パラメータより優
先されます。

自動応答（Auto Answer）

プライム回線サポートのトラブルシューティング

プライム回線サポートを Trueに設定すると機能しない
問題 クラスタ全体のサービスパラメータ [常にプライム回線を使用する（Always use Prime
Line）]が [はい（True）]に設定されており、IPフォンがオフフックになると、プライマリ回
線がアクティブ回線になります。セカンダリ回線で電話の呼び出し音が鳴っている場合でも、

ユーザがオフフックになると、最初の回線だけがアクティブになります。電話はセカンダリ回

線の着信コールには応答しません。ただし、複数のラインアピアランスを持つ IP Phoneを7.1.2
電話ロードとともに使用している場合、その電話は第2回線が鳴ったときにプライマリ回線を
使用しない。ユーザがハンドセットを取ると、電話はセカンダリ回線のコールに応答します。
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解決法 プライマリ回線の回線ボタンを押します。これにより、コール開始時にセカンダリ回

線が話中になりません。

着信コールに応答できない（Unable To Answer Inbound Calls）
問題 IP Phoneがオフフックになると、ユーザは着信コールに自動で応答することはできず、
コールに応答するために [応答（Answer）]ソフトキーを押す必要があります。

解決法 問題を解決するには、次の手順を実行します。

1. [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [シ
ステム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

2. [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行している
サーバを選択します。

3. [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

4. クラスタ全体のパラメータ（デバイス -電話）で、[常にプライム回線を使用する（Always
Use Prime Line）]を [いいえ（False）]に設定します。

着信コールに自動で応答する（Inbound Calls Are Answered
Automatically）

問題 着信コールを IP Phoneの共有回線で受信すると、ハンドセットを上げるとコールの応答
が即時に行われ、コールに応答するか、発信コールを行うかを選択できない。この動作は [自
動回線選択（Auto Line Select）]を無効に設定しても変わりません。

解決法 問題を解決するには、次の手順を実行します。

1. [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [シ
ステム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

2. [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行している
サーバを選択します。

3. [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

4. クラスタ全体のパラメータ（デバイス -電話）で、[常にプライム回線を使用する（Always
Use Prime Line）]を [いいえ（False）]に設定します。
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第 28 章

コール自動転送

•コール転送の概要（393ページ）
•コール転送の設定タスクフロー（395ページ）
•コール転送の連携動作（415ページ）
•コール転送の制限事項（422ページ）

コール転送の概要
ユーザは Cisco Unified IP Phoneがコールを別の電話に転送するように設定できます。次のコー
ル転送タイプがサポートされています。

• [帯域幅不足時転送（Call Forward No Bandwidth）]：帯域幅不足が原因で電話番号へのコー
ルが失敗すると、コールが転送されます。また、公衆電話交換網（PSTN）をボイスメー
ルシステムへの代替ルートとして使用する自動代替ルーティング（AAR）接続先への転
送機能が提供されます。

• [代替宛先への転送（Call Forward with Alternate Destination）]：電話番号と転送先へのコー
ルに応答がない場合にコールが転送されます。最終的な手段としてコールは代替接続先に

転送されます。このコール転送タイプは「MLPP代替パーティ接続先」とも呼ばれます。
「」

•不在転送（CFA）：すべてのコールが 1つの電話番号に転送されます。

•話中転送（CFB）：回線が使用中であり、設定されている話中転送（CFB）トリガー値に
到達した場合にのみコールが転送されます。

•無応答時転送（CFNA）：設定されている [無応答時の呼び出し時間（No Answer Ring
Duration）]タイマーが期限切れになるか、接続先の登録が解除された後で、電話が応答し
ない場合にコールが転送されます。

•カバレッジなし時転送（CFNC）：ハントリストの電話番号をすべて使用したか、または
タイムアウトになった場合にコールが転送されます。カバレッジの関連ハントパイロット

により、最終転送に [個人の初期設定を使用（Use Personal Preferences）]が指定されます。
「」
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• [未登録不在転送（CFU）（Call Forward Unregistered (CFU)）]：リモートWANリンクの障
害が原因で電話が未登録の場合にコールが転送されます。また、公衆電話交換網（PSTN）
経由での自動再ルーティング機能が提供されます。発信者のタイプ（内部または外部）に

基づいてコールを転送することもできます。

• CFA接続先オーバーライド：コールの転送先ユーザ（ターゲット）が、コールが転送さ
れるユーザ（開始ユーザ）にコールを発信するときに、コールが転送されます。ターゲッ

トにコールが転送される代わりに、イニシエータの電話で呼出音が鳴ります。

不在転送（CFAループ防止と CFAループブレークアウトを含む）
不在転送（CFA）では、電話ユーザが 1つの電話番号にすべてのコールを転送できます。

CFAは内線コールと外線コールに設定できます。また、コーリングサーチスペース（CSS）
を設定することによって、ボイスメールシステムまたはダイヤルした接続先番号にコールを転

送できます。Unified Communications Managerには、CFA用の 2番目のコーリングスペース設
定フィールドが含まれます。CFAのセカンダリ CSSと、CFAの既存の CSSとの組み合わせに
より、代替 CSSシステム設定がサポートされます。CFAをアクティブにすると、CFA接続先
の検証および CFA接続先へのコールのリダイレクトには、CFAのプライマリ CSSとセカンダ
リ CSSだけが使用されます。これらのフィールドが空白の場合、ヌル CSSが使用されます。
CFAのプライマリ CSSで設定されている CSSフィールドと、CFAのセカンダリ CSSのフィー
ルドだけが使用されます。電話から CFAをアクティブにすると、CFAの CSSと CFAのセカ
ンダリ CSSを使用して CFA接続先が検証され、この CFA接続先がデータベースに書き込まれ
ます。CFAがアクティブな場合、CFA接続先は常に、CFAの CSSおよび CFAのセカンダリ
CSSに対して検証されます。

Unified Communications Manager CFAループが識別されると、電話での CFAのアクティブ化を
防止します。たとえば、電話番号が 1000の電話でユーザが [不在（CFwdALL）]ソフトキーを
押し、CFA接続先として 1001を入力し、1001がすべてのコールを電話番号 1002に転送し、
1002がすべてのコールを電話番号 1003に転送し、1003がすべてのコールを 1000に転送する
場合に、Unified Communications Managerはコール転送ループを検出します。この状況では、
Unified Communications Managerはループが発生していることを識別して、電話番号 1000の電
話での CFAのアクティブ化を防止します。

同一電話番号が異なるパーティションに存在している場合、たとえばパーティション 1と 2に
電話番号 1000が存在している場合、Unified Communications Managerはその電話での CFAのア
クティブ化を許します。

ヒント

CFAループは呼処理には影響しません。これは、Unified Communications Managerは CFAルー
プブレークアウトをサポートしており、これにより CFAループが特定されると、転送チェー
ンの電話番号の 1つで CFNA、CFBなどの転送オプションが CFAとともに設定されている場
合でも、コールが転送チェーン全体を通過し、不在転送ループを抜けて、ループが予期されて

いるとおりに完了することが保証されるためです。
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たとえば、電話番号 1000の電話のユーザがすべてのコールを電話番号 1001に転送し、1001が
すべてのコールを電話番号 1002に転送し、1002がすべてのコールを電話番号 1000に転送する
と、CFAループが発生します。さらに、電話番号 1002では電話番号 1004への CFNAが設定
されているとします。電話番号1003の電話機のユーザは、電話番号1000をコールします。これ
は1001に転送され、1002に転送されます。Unified Communications Manager CFAループを識別
し、そのコールがループから切断され、電話番号1002への接続を試行します。電話番号 1002
の電話のユーザがコールに応答する前に [無応答時の呼び出し時間（No Answer Ring Duration）]
タイマーが期限切れになると、Unified Communications Managerはコールを電話番号 1004に転
送します。

1つのコールについて Unified Communications Managerが複数の CFAループを識別することが
あります。この場合、各ループが識別されるたびに、コールの接続が試みられます。

コール転送の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

管理者は、設計基準と要件に基づいて、

特定の番号へのコール転送を制限するよ

うにパーティションを設定できます。

コール転送のパーティションの設定

（396ページ）
ステップ 1

管理者は、設計基準と要件に基づいて、

特定の番号へのコール転送を制限するよ

コール転送のコーリングサーチスペー

スの設定（398ページ）
ステップ 2

うにコーリングサーチスペースを設定

できます。

ハントが失敗したときにコールを転送で

きます（つまり、ハントパーティが応

ハントリストが使用できない場合また

はハントタイマーが期限切れになった

場合のコール転送の設定（399ページ）

ステップ 3

答せずにハントが終了した場合。これ

は、リストのハント番号の電話が取られ

なかった、またはハントタイマーがタ

イムアウトしたことが原因です）。

帯域幅が不十分であるために発信された

電話番号へのコールが失敗した場合、代

帯域幅不足時転送の設定（402ページ）ステップ 4

替ルートとして公衆電話交換網

（PSTN）を使用して自動代替ルーティ
ング（AAR）の接続先に、またはボイ
スメールシステムに、コールを転送で

きます。

応答されなかったコールは、電話番号と

転送された接続先に転送できます。最終

代替宛先への転送の設定（403ページ）ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

的な手段としてコールは代替接続先に転

送されます。

CFA、CFB、CFNA、CFNC、CFUなど
の追加の転送タイプを設定できます。こ

その他のコール転送タイプの設定（405
ページ）

ステップ 6

れらすべての転送タイプは、[電話番号
の設定（Directory Number
Configuration）]ウィンドウから設定で
きます。

管理者は、CFAの接続先が CFAの転送
元に発信したときに CFAをオーバーラ

コール転送の転送先オーバーライドの有

効化（415ページ）
ステップ 7

イドできます。これにより、CFAの接
続先は、重要なコールがある場合に転送

元に到達できるようになります。

コール転送のパーティションの設定

パーティションを設定して、ディレクトリ番号（DN）の論理グループと、到達可能性の特徴
が類似したルートパターンを作成します。パーティションを作成することで、ルートプランが

組織、場所、通話タイプに基づいた論理サブセットに分割されることになり、コールルーティ

ングが容易になります。複数のパーティションを設定できます。

設計基準と要件に基づいて特定の番号へのコール転送を制限するためにパーティションを設定

します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティショ
ン（Partition）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。

ステップ 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有
のパーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用
できます。パーティション名に関するガイドラインについては、オンラインヘルプを参照して

ください。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。

説明には、任意の言語で最大 50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用
できません。
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説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自
動的にパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。

ステップ 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付け
るスケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。

[なし（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デ
バイスのタイムゾーンと [スケジュール（TimeSchedule）]が比較され、パーティションが
着信コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ド
ロップダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケ
ジュール（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用でき
るかどうかが判断されます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

コール転送のパーティション名のガイドライン

コーリングサーチスペースのパーティションのリストは最大 1024文字に制限されています。
つまり、CSS内のパーティションの最大数は、パーティション名の長さによって異なります。
次の表を使用して、パーティション名が固定長である場合のコーリングサーチスペースに追加

できるパーティションの最大数を決定します。

表 27 :パーティション名のガイドライン

パーティションの最大数パーティション名の長さ

3402文字

2563文字

2044文字

1725文字

......

9210文字

6415文字

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
397

コールの受信

コール転送のパーティション名のガイドライン



コール転送のコーリングサーチスペースの設定

コーリングサーチスペースは、通常はデバイスに割り当てられるルートパーティションの番

号付きリストです。コーリングサーチスペースでは、発信側デバイスが電話を終了しようと

する際に検索できるパーティションが決定されます。

特定の番号へのコール転送を設計基準と要件に基づいて制限するには、コーリングサーチス

ペースを設定します。

始める前に

コール転送のパーティションの設定（396ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリング
サーチスペース（Calling Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前

には、最長50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、
およびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します。

説明には、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のい
ずれかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。
•パーティションが複数ある場合は、Ctrlキーを押した状態で適切なパーティションを選択
します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィー
ルドにパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを
使用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
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ハントリストが使用できない場合またはハントタイマーが期限切れ

になった場合のコール転送の設定

ハントの概念はコール転送とは異なります。ハントを使用すると、Unified Communications
Managerは 1つ以上の番号リストにコールを転送でき、各リストは一定のアルゴリズムのセッ
トから選択されるハント順序を指定します。これらのリストからコールがハントパーティに転

送され、パーティが応答できなかった、または話中であった場合、次のハントパーティでハン

トが再開されます（次のハントパーティは現在のハントアルゴリズムによって異なります。）

このときハントでは、試行するパーティに対して無応答時転送（CFNA）、話中転送（CFB）、
または不在転送（CFA）の設定値が無視されます。

コール転送では、着信側が応答できない、または通話中で、ハントが行われない場合に、コー

ルを転送する方法（転送またはリダイレクト）について詳細に制御することができます。たと

えば、回線の CFNA値がハントパイロット番号に設定されている場合、その回線へのコール
に応答がないと、コールはハントパイロット番号に転送され、ハントが開始されます。

始める前に

コール転送のコーリングサーチスペースの設定（398ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハントパイロット（Hunt
Pilot）]の順に選択します。
[ハントパイロットの検索と一覧表示（Find and List Hunt Pilots）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
設定済みのハントパイロットのリストが表示されます。

ステップ 3 ハントが失敗した場合にコール処理を設定するパターンを選択します。
[ハントパイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ハントコール処理設定（Hunt Call Treatment Settings）]エリアで [ハントパイロットの設定
（Hunt Pilot Configuration）]のフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの
詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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コール転送に関するハントコール処理フィールド

説明フィールド

ハントコール処理の設定（Hunt Call Treatment Settings）

[無応答時ハント転送（Forward Hunt No Answer）]フィールドまたは [話中ハント
転送（Forward Hunt Busy）]フィールドは、ルートリスト経由でコールを移動す
るために設計されたものです。キューイングはルートリスト内で発信者を保持す

るために使用されます。そのため、キューイングを有効にすると、[無応答時ハン
ト転送（Forward Hunt No Answer）]と [話中ハント転送（Forward Hunt Busy）]の
両方が自動的に無効になります。逆に、[無応答時ハント転送（Forward Hunt No
Answer）]または [話中ハント転送（Forward Hunt Busy）]を有効にすると、キュー
イングが自動的に無効になります。

（注）
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説明フィールド

ハントリスト経由で配信されたコールが特定の期間応答を返さなかっ

た場合に、このフィールドでそのコールの転送先を指定します。次の

いずれかのオプションを選択します。

•無応答コールを転送しない（Do Not Forward Unanswered Calls）

•無応答コールを転送する（Forward Unanswered Calls to）

• [宛先（Destination）] —コールを転送する必要がある電話番
号を入力します。

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）] —この
電話番号を使用するすべてのデバイスに適用されるコーリン

グサーチスペースをドロップダウンリストから選択します。

• [最大ハントタイマー（Maximum Hunt Timer）] —キューイング
を使用しないハンティングの最大時間を指定する値（秒単位）を

入力します。

有効な値は 1～ 3600です。デフォルト値は 1800秒（30分）で
す。

関連する回線グループ上で [最大ハントタイマー
（Maximum Hunt Timer）]と [RNA復帰タイムアウト
（RNA Reversion Timeout）]の値を同じにしないでく
ださい。

無応答時転送タイマーは、回線グループのRNAタイ
マーよりも大きくする必要があります。

無応答時転送タイマーは、回線グループの RNAタイ
マーの倍数にはできません。

注意

このタイマーは、期限が切れる前に、ハントメンバーがコール

に応答するか、ハントリストが使い果たされた場合に、キャン

セルされます。このタイマーの値を指定しなかった場合は、ハン

トメンバーが応答するか、ハントリストが使い果たされるまで、

ハンティングが継続されます。どちらのイベントも発生しなかっ

た場合は、最終処理用のコールが受信されてから30分間ハンティ
ングが継続されます。

ハンティングが [転送最大ホップ数（Forward Maximum
Hop Count）]サービスパラメータで指定されたホップ数
を超えた場合は、ハンティングが30分の最大ハントタイ
マー値の前に期限切れになり、発信者にリオーダー音が

流されます。

（注）

無応答時ハント転送
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説明フィールド

ハントリスト経由で配信されたコールが特定の期間応答を返さなかっ

た場合に、このフィールドでそのコールの転送先を指定します。次の

いずれかのオプションを選択します。

•無応答コールを転送しない（Do Not Forward Unanswered Calls）

•回線グループメンバーの転送設定を使用（Use Forward Settings
of Line Group Member）

•無応答コールを転送する（Forward Unanswered Calls to）

• [宛先（Destination）] —コールを転送する必要がある電話番
号を入力します。

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）] —この
電話番号を使用するすべてのデバイスに適用されるコーリン

グサーチスペースをドロップダウンリストから選択します。

話中ハント転送

（Forward Hunt Busy）

帯域幅不足時転送の設定

始める前に

ハントリストが使用できない場合またはハントタイマーが期限切れになった場合のコール転

送の設定（399ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。コール
ルーティング >ディレクトリ番号の設定。
[電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
設定済みの電話番号のリストが表示されます。

ステップ 3 帯域幅が不足しているときのコール転送を設定する電話番号を選択します。
[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [AAR設定（AAR Settings）]領域のフィールドを設定します。フィールドとその設定オプショ
ンの詳細については、コール転送に関する電話番号設定フィールド（403ページ）を参照して
ください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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コール転送に関する電話番号設定フィールド

説明フィールド

コールをボイスメールに転送する場合にこの

チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにす

ると、Unified Communications
Managerは [接続先（Destination）]
および [コーリングサーチスペー
ス（Calling Search Space）]フィー
ルドの値を無視します。

（注）

[ボイスメール（Voicemail）]

外部電話番号マスクを使用する代わりに、ダ

イヤルするAAR接続先を決定するための接続
先マスクを入力します。

[AAR接続先マスク（AAR Destination Mask）]

ドロップダウンリストから AARグループを
選択します。これは、帯域幅不足のためにブ

ロックされるコールをルーティングするため

に使用するプレフィックス番号を提供します。

[なし（None）]を選択した場合、サーバはブ
ロックされたコールを再ルーティングしよう

としません。

この値は、[システム（System）] > [サービス
パラメータ（Service Parameters）]から、[優
先代替パーティタイムアウト（Precedence
Alternate Party Timeout）]サービスパラメータ
を設定することもできます。

[AARグループ（AAR Group）]

デフォルトで、電話番号設定によってコール

のAARレッグがコール履歴に保持されます。
これにより、ボイスメールシステムへのAAR
転送でユーザがボイスメッセージを残すよう

確実に促されます。

このチェックボックスをオンにすると、コー

ルのAARレッグがコール転送履歴に残されま
す。

この接続先を不在転送履歴に保持する（Retain
this destination in the call forwarding history）

代替宛先への転送の設定

始める前に

帯域幅不足時転送の設定（402ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。コール
ルーティング >ディレクトリ番号の設定。
[電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
設定済みの電話番号のリストが表示されます。

ステップ 3 代替宛先を設定する電話番号を選択します。
[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [MLPP代替パーティと機密アクセスレベルの設定（MLPP Alternate Party And Confidential Access
Level Settings）]領域のフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細に
ついては、コール転送のためのMLPP代替パーティおよび社外秘アクセスレベル設定フィー
ルド（404ページ）を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

コール転送のためのMLPP代替パーティおよび社外秘アクセスレベル設定フィールド

説明フィールド

ディレクトリ番号が優先コールを受信し、こ

の番号とそのコール転送先の両方が優先コー

ルに応答しない場合に、MLPP優先コールを
転送する番号を入力します。

値には、数字、シャープ（#）およびアスタリ
スク（*）を使用できます。

転送先（Target、接続先）

ドロップダウンリストから、MLPP代替パー
ティのターゲット（接続先）番号に関連付け

るコーリングサーチスペースを選択します。

MLPPコーリングサーチスペース（MLPP
Calling Search Space）

このディレクトリ番号とそのコール転送先が

優先コールに応答しない場合に、MLPP優先
コールをこのディレクトリ番号の代替パーティ

に転送するまでに待機する秒数（4～ 60）を
入力します。

この値は、Cisco Unified CMの管理の [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]から、[優先代替パーティタイ
ムアウト（Precedence Alternate Party Timeout）]
で設定できます。

MLPP無応答時の呼び出し時間（秒）（MLPP
No Answer Ring Duration (seconds)）
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その他のコール転送タイプの設定

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウから、不在転送（CFA）、話中
転送（CFB）、無応答時転送（CFNA）、カバレッジなし時転送（CFNC）、および未登録の不
在転送（CFU）を設定できます。

始める前に

•コール転送機能が意図したとおりに動作するように、さまざまなパーティションの設定済
みの電話と電話番号に対して、コール転送のコーリングサーチスペースも設定すること

をお勧めします。そうしないと、転送が失敗する可能性があります。コール転送の接続先

にコールが転送またはリダイレクトされると、設定されているコール転送のコールサーチ

スペースがコール転送に使用されます。

•代替宛先への転送の設定（403ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。コール
ルーティング >ディレクトリ番号の設定。

[電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウの [コール転送とコールピック
アップの設定（Call Forwarding and Call Pickup Settings）]フィールドで、CFA、CFB、CFNA、
CFNC、およびCFUを設定します。フィールドとその設定オプションについては、コール転送
のフィールド（405ページ）を参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

コール転送のフィールド

説明フィールド

コール転送とコールピックアップの設定（Call Forward and Call Pickup Settings）
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説明フィールド

このオプションには 3つの有効な値があります。

• [システムデフォルトを使用（Use System Default）]：コール転送に使用される不在転送コーリングサーチ
スペースを決定する [CFA CSSアクティベーションポリシー（CFA CSS Activation Policy）]サービスパラ
メータ。[CFA CSSアクティベーションポリシー（CFA CSS Activation Policy）]サービスパラメータを [設
定済み CSSを使用（With Configured CSS）]に設定した場合、不在転送コーリングサーチスペースと不在転
送セカンダリコーリングサーチスペースがコール転送に使用されます。これがデフォルト設定です。

• [設定済み CSSを使用（With Configured CSS）]：[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィン
ドウで明示的に設定された不在転送コーリングサーチスペースにより、不在転送のアクティブ化とコール

転送が制御されます。

不在転送コーリングサーチスペースが [なし（None）]に設定されている場合、CSSは不在転送のために設
定されません。パーティションが設定された任意の電話番号への不在転送をアクティブにすることはできま

せん。不在転送のアクティブ化中に、不在転送コーリングサーチスペースおよび不在転送セカンダリコー

リングサーチスペースの変更は発生しません。

• [アクティブなデバイス/回線 CSSを使用（With Activating Device/Line CSS）]：電話番号コーリングサーチ
スペースとデバイスコーリングサーチスペースの組み合わせにより、不在転送のアクティブ化とコール転

送が制御されます。その際、不在転送コーリングサーチスペースの明示的な設定は不要です。

電話から不在転送をアクティブにした場合、デバイスをアクティブにするため、不在転送コーリングサーチ

スペースと不在転送セカンダリコーリングサーチスペースに、電話番号コーリングサーチスペースとデバ

イスデバイスコーリングサーチスペースが自動的に入力されます。

不在転送コーリングサーチスペースに [なし（None）]が設定されている場合、不在転送が電話からアクティ
ブにされると、電話番号コーリングサーチスペースとアクティブにするデバイスのコーリングサーチス

ペースの組み合わせにより、不在転送の試行が制御されます。

[CFA CSSアクティベーションポリシー（CFA CSS Activation Policy）]：転送が想定どおりに動作するために、
[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウでこのサービスパラメータを必ず正しく
設定してください。このサービスパラメータの 2つの有効値を次に示します。

• [設定済みCSSを使用（With Configured CSS）]：プライマリおよびセカンダリCFAコーリングサーチスペー
スによりコール転送の試行が制御されます。

• [アクティブなデバイス/回線 CSSを使用（With Activating Device/Line CSS）]：プライマリおよびセカンダリ
CFAコーリングサーチスペースが、プライマリ回線のコーリングサーチスペースとアクティブにするデバ
イスのコーリングサーチスペースによって更新されます。

[ローミング（Roaming）]：デバイスが同一のデバイスモビリティグループ内をローミングしているとき、Cisco
Unified Communications ManagerはデバイスモビリティCSSを使用してローカルゲートウェイに到達します。ユー
ザが電話で不在転送を設定している場合、CFA CSSが [なし（None）]に設定されていて、[CFA CSSアクティベー
ションポリシー（CFA CSS Activation Policy）]が [アクティブなデバイス/回線 CSSを使用（With Activating
Device/Line CSS）]に設定されていると、次のようになります。

• デバイスがホームロケーションにあるときに CFA CSSとしてデバイス CSSと回線 CSSが使用されます。

• デバイスが同一のデバイスモビリティグループ内をローミングしているとき、CFA CSSとしてローミング
デバイスプールからのデバイスモビリティ CSSと回線 CSSが使用されます。

• デバイスが別のデバイスモビリティグループ内をローミングしているとき、CFA CSSとしてデバイス CSS
と回線 CSSが使用されます。

コーリングサーチスペースのア

クティベーションポリシー

（Calling Search Space Activation
Policy）
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説明フィールド

この行のフィールドは、不在転送先として設定されている電話番号へのコール転送処理を指定します。[コーリン
グサーチスペース（Calling Search Space）]フィールドの値は、ユーザが電話から不在転送をアクティブにすると
きに入力した不在転送先を検証するときに使用されます。またこのフィールドは、不在転送先にコールをリダイ

レクトするときにも使用されます。

次の値を設定します。

• [ボイスメール（Voice Mail）]：[ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail Profile Configuration）]ウィ
ンドウで設定されている値を使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスがオンのときには、Unified Communications Managerは [接続先
（Destination）]および [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィールドの値
を無視します。

（注）

• [接続先（Destination）]：このフィールドは、すべてのコールの転送先電話番号を示します。任意のダイヤ
ル可能な電話番号（外部接続先を含む）を使用します。

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]：この値は、この電話番号を使用するすべてのデバイス
に適用されます。

• [転送の最大ホップ数（Forward Maximum Hop Count）]：[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM
Administration）]からこのパラメータを設定する場合は、[システム（System）] > [サービスパラメータ
（Service Parameters）]を選択します。

このサービスパラメータは、1つのコールの最大転送回数を指定します。QSIGコールについては特殊な考
慮事項があります。着信 QSIGコールの場合、最大値は（ISO仕様に基づき）15です。これよりも大きい値
をこのフィールドに指定すると、指定された値は非 QSIGコールに適用され、着信 QSIGコールの最大転送
回数は 15回になります。QSIGトランクが設定されている場合、このパラメータを 15に設定することが推
奨されます。

たとえば、このパラメータの値が 7であり、（7つのホップからなる）不在転送チェーンが電話番号 1000か
ら 007で連続して発生する場合、Cisco Unified Communications Managerでは、電話番号 2000の電話ユーザが
電話番号 1000への CFAをアクティブにすることを防止します。これは、1回のコールでは 7つを超える転
送ホップがサポートされていないためです。

不在転送（Forward All）

コール転送は回線ベースの機能であるため、デバイスコーリングサーチスペースが不明な場合は、コールの転送

に回線コーリングサーチスペースだけが使用されます。回線コーリングサーチスペースは限定的でありルーティ

ングできないため、転送は失敗します。

不在転送のセカンダリコーリングサーチスペースを追加すると、転送を有効化できます。不在転送のプライマリ

コーリングサーチスペースとセカンダリコーリングサーチスペースが連結されます（プライマリ CFA CSS +セ
カンダリ CFA CSS）。Unified Communications Managerは、この組み合わせを使用して、CFA接続先を検証し、
コールを転送します。

不在転送のセカンダリコーリン

グサーチスペース（Secondary
Calling Search Space for Forward
All）
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説明フィールド

この行のフィールドは、電話番号が通話中の場合のこの電話番号への内線コールの転送処理を指定します。[接続
先（Destination）]フィールドと [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィールドの値を使用して、
コールが転送先にリダイレクトされます。次の値を設定します。

• [ボイスメール（Voice Mail）]：内線コールに [ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail Profile
Configuration）]ウィンドウで設定されている値を使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、ボイスメールパイロットのコーリングサーチスペース

が使用されます。Unified Communications Manager [宛先 (Destination )]フィールドと [コーリング
サーチスペース (コーリングサーチスペース)]フィールドの値を無視します。

（注）

内線コールについてこのチェックボックスがオンになっている場合、外線コールの [ボイスメー
ル（Voice Mail）]チェックボックスも自動的にオンになります。外線コールをボイスメールシ
ステムに転送しない場合は、外線コールの [ボイスメール（Voice Mail）]チェックボックスをオ
フにする必要があります。

（注）

• [接続先（Destination）]：このフィールドは、内線コールの話中転送の接続先を示します。任意のダイヤル
可能な電話番号（外部接続先を含む）を使用します。

内線コールの接続先の値を入力すると、外線コールの [接続先（Destination）]フィールドにこの
値が自動的にコピーされます。外線コールを別の接続先に転送する場合は、外線コールの [接続
先（Destination）]フィールドに別の値を入力する必要があります。

（注）

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]：話中転送（内部）の接続先にコールを転送するため、
話中転送（内部）のコーリングサーチスペースが使用されます。これは、この電話番号を使用するすべて

のデバイスに適用されます。

システムでパーティションとコーリングサーチスペースが使用される場合には、コール転送の

コーリングサーチスペースを設定することが推奨されます。コール転送の接続先にコールが転

送またはリダイレクトされると、設定されているコール転送のコーリングサーチスペースが

コール転送に使用されます。[コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィールドに
[なし（None）]が設定されている場合、システムでパーティションとコーリングサーチスペー
スが使用されていると転送操作が失敗します。たとえば話中転送の接続先を設定する場合、話

中転送のコーリングサーチスペースも設定する必要があります。パーティションで話中転送の

コーリングサーチスペースと話中転送接続先を設定していない場合、転送操作が失敗します。

（注）

内線コールのコーリングサーチスペースを選択すると、外線コールのコーリングサーチスペー

ス設定に、この値が自動的にコピーされます。外線コールを別のコーリングサーチスペースに

転送する場合は、外線コールの [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィール
ドで別の値を選択する必要があります。

（注）

ラインアピアランスごとに [話中転送（Call Forward Busy）]トリガーが設定されます。このトリガーは、ライン
アピアランスで設定されている最大コール数よりも大きくすることはできません。[話中転送（CallForwardBusy）]
トリガーにより、[話中転送（Call Forward Busy）]設定がアクティブになるまでのアクティブコールの数（例：10
コール）が決定されます。

ユーザがコールを発信して転送を実行できるようにするため、話中転送トリガーは、コール最大数よ

りやや少ない値にしてください。

ヒント

コールの転送先電話番号が通話中の場合、そのコールは完了しません。ヒント

話中転送（Forward Busy
Internal、内部）
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説明フィールド

この行のフィールドは、電話番号が通話中の場合のこの電話番号への外線コールの転送処理を指定します。[接続
先（Destination）]フィールドと [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィールドを使用して、コー
ルが転送接続先にリダイレクトされます。

次の値を設定します。

• [ボイスメール（Voice Mail）]：外線コールに [ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail Profile
Configuration）]ウィンドウで設定されている値を使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、ボイスメールパイロットのコーリングサーチスペース

が使用されます。Unified Communications Manager [宛先 (Destination )]フィールドと [コーリング
サーチスペース (コーリングサーチスペース)]フィールドの値を無視します。

（注）

内線コールについてこのチェックボックスがオンになっている場合、外線コールの [ボイスメー
ル（Voice Mail）]チェックボックスも自動的にオンになります。外線コールをボイスメールシ
ステムに転送しない場合は、外線コールの [ボイスメール（Voice Mail）]チェックボックスをオ
フにする必要があります。

（注）

• [接続先（Destination）]：このフィールドは、外線コールの話中転送の接続先を示します。任意のダイヤル
可能な電話番号（外部接続先を含む）を使用します。

内線コールの接続先の値を入力すると、外線コールの [接続先（Destination）]フィールドにこの
値が自動的にコピーされます。外線コールを別の接続先に転送する場合は、外線コールの [接続
先（Destination）]フィールドに別の値を入力する必要があります。

（注）

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]：話中転送（外部）のコーリングサーチスペースによ
り、話中転送（外部）の接続先にコールが転送されます。これは、この電話番号を使用するすべてのデバイ

スに適用されます。

システムでパーティションとコーリングサーチスペースが使用される場合には、コール転送の

コーリングサーチスペースを設定することが推奨されます。コール転送の接続先にコールが転

送またはリダイレクトされると、設定されているコール転送のコーリングサーチスペースが

コール転送に使用されます。[コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィールドに
[なし（None）]が設定されている場合、システムでパーティションとコーリングサーチスペー
スが使用されていると転送操作が失敗します。たとえば話中転送の接続先を設定する場合、話

中転送のコーリングサーチスペースも設定する必要があります。パーティションで話中転送の

コーリングサーチスペースと話中転送接続先を設定していない場合、転送操作が失敗します。

（注）

内線コールのコーリングサーチスペースを選択すると、外線コールのコーリングサーチスペー

ス設定に、この値が自動的にコピーされます。外線コールを別のコーリングサーチスペースに

転送する場合は、外線コールの [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィール
ドで別の値を選択する必要があります。

（注）

話中転送（Forward Busy
External、外部）
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説明フィールド

この行のフィールドは、電話番号が応答しない場合のこの電話番号への内線コールの転送処理を指定します。[接
続先（Destination）]フィールドと [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィールドを使用して、
コールが転送接続先にリダイレクトされます。

次の値を設定します。

• [ボイスメール（Voice Mail）]：[ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail Profile Configuration）]ウィ
ンドウで設定されている値を使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、ボイスメールパイロットのコーリングサーチスペース

が使用されます。Unified Communications Manager [宛先 (Destination )]フィールドと [コーリング
サーチスペース (コーリングサーチスペース)]フィールドの値を無視します。

（注）

内線コールについてこのチェックボックスがオンになっている場合、外線コールの [ボイスメー
ル（Voice Mail）]チェックボックスも自動的にオンになります。外線コールをボイスメールシ
ステムに転送しない場合は、外線コールの [ボイスメール（Voice Mail）]チェックボックスをオ
フにする必要があります。

（注）

• [接続先（Destination）]：このフィールドは、内線コールに応答がない場合にこのコールが転送される電話番
号を示します。任意のダイヤル可能な電話番号（外部接続先を含む）を使用します。

内線コールの接続先の値を入力すると、外線コールの [接続先（Destination）]フィールドにこの
値が自動的にコピーされます。外線コールを別の接続先に転送する場合は、外線コールの [接続
先（Destination）]フィールドに別の値を入力する必要があります。

（注）

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]：無応答時転送（内部）接続先にコールを転送するた
め、無応答時転送（内部）のコーリングサーチスペースが使用されます。これは、この電話番号を使用す

るすべてのデバイスに適用されます。

システムでパーティションとコーリングサーチスペースが使用される場合には、コール転送の

コーリングサーチスペースを設定することが推奨されます。コール転送の接続先にコールが転

送またはリダイレクトされると、設定されているコール転送のコーリングサーチスペースが

コール転送に使用されます。[コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィールドに
[なし（None）]が設定されている場合、システムでパーティションとコーリングサーチスペー
スが使用されていると転送操作が失敗します。たとえば無応答時転送の接続先を設定する場合、

無応答時転送のコーリングサーチスペースも設定する必要があります。パーティションで無応

答時転送のコーリングサーチスペースと無応答時転送の接続先を設定していない場合、転送操

作が失敗します。

（注）

内線コールのコーリングサーチスペースを選択すると、外線コールのコーリングサーチスペー

ス設定に、この値が自動的にコピーされます。外線コールを別のコーリングサーチスペースに

転送する場合は、外線コールの [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィール
ドで別の値を選択する必要があります。

（注）

無応答時転送（Forward No
Answer Internal、内部）
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説明フィールド

この行のフィールドは、電話番号が応答しない場合のこの電話番号への外線コールの転送処理を指定します。[接
続先（Destination）]フィールドと [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィールドを使用して、
コールが転送接続先にリダイレクトされます。

次の値を設定します。

• [ボイスメール（Voice Mail）]：[ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail Profile Configuration）]ウィ
ンドウで設定されている値を使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、ボイスメールパイロットのコーリングサーチスペース

が使用されます。Unified Communications Manager [宛先 (Destination )]フィールドと [コーリング
サーチスペース (コーリングサーチスペース)]フィールドの値を無視します。

（注）

内線コールについてこのチェックボックスがオンになっている場合、外線コールの [ボイスメー
ル（Voice Mail）]チェックボックスも自動的にオンになります。外線コールをボイスメールシ
ステムに転送しない場合は、外線コールの [ボイスメール（Voice Mail）]チェックボックスをオ
フにする必要があります。

（注）

• [接続先（Destination）]：このフィールドは、外線コールに応答がない場合にこのコールが転送される電話番
号を示します。任意のダイヤル可能な電話番号（外部接続先を含む）を使用します。

内線コールの接続先の値を入力すると、外線コールの [接続先（Destination）]フィールドにこの
値が自動的にコピーされます。外線コールを別の接続先に転送する場合は、外線コールの [接続
先（Destination）]フィールドに別の値を入力する必要があります。

（注）

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]：無応答時転送（外部）の接続先にコールを転送する
ため、無応答時転送（外部）のコーリングサーチスペースが使用されます。これは、この電話番号を使用

するすべてのデバイスに適用されます。

システムでパーティションとコーリングサーチスペースが使用される場合には、コール転送の

コーリングサーチスペースを設定することが推奨されます。コール転送の接続先にコールが転

送またはリダイレクトされると、設定されているコール転送のコーリングサーチスペースが

コール転送に使用されます。[コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィールドに
[なし（None）]が設定されている場合、システムでパーティションとコーリングサーチスペー
スが使用されていると転送操作が失敗します。たとえば話中転送の接続先を設定する場合、無

応答時転送のコーリングサーチスペースも設定する必要があります。パーティションで無応答

時転送のコーリングサーチスペースと無応答時転送の接続先を設定していない場合、転送操作

が失敗します。

（注）

内線コールのコーリングサーチスペースを選択すると、外線コールのコーリングサーチスペー

ス設定に、この値が自動的にコピーされます。外線コールを別のコーリングサーチスペースに

転送する場合は、外線コールの [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィール
ドで別の値を選択する必要があります。

（注）

無応答時転送（Forward No
Answer External、外部）
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説明フィールド

[接続先（Destination）]フィールドと [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィールドを使用し
て、コールが転送接続先にリダイレクトされます。

次の値を設定します。

• [ボイスメール（Voice Mail）]：[ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail Profile Configuration）]ウィ
ンドウで設定されている値を使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスがオンのときには、Unified Communications Managerは [接続先
（Destination）]および [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィールドの値
を無視します。内線コールでこのチェックボックスをオンにすると、外線コールの [ボイスメー
ル(Voice Mail)]チェックボックスが自動的にオンになります。外線コールをボイスメールシス
テムに転送しない場合は、外線コールの [ボイスメール（Voice Mail）]チェックボックスをオフ
にします。

（注）

• [接続先（Destination）]：このフィールドは、電話番号を制御するアプリケーションが失敗した場合に、接続
されなかった内線コールが転送される電話番号を指定します。任意のダイヤル可能な電話番号（外部接続先

を含む）を使用します。

内線コールの接続先の値を入力すると、外線コールの [接続先（Destination）]フィールドにこの
値が自動的にコピーされます。外線コールを別の接続先に転送する場合は、外線コールの [接続
先（Destination）]フィールドに別の値を入力する必要があります。

（注）

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]：カバレッジなし時転送（内部）の接続先にコールを
転送するため、カバレッジなし時転送（内部）のコーリングサーチスペースが使用されます。この値は、

この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

システムでパーティションとコーリングサーチスペースが使用される場合には、コール転送の

コーリングサーチスペースを設定することが推奨されます。コール転送の接続先にコールが転

送またはリダイレクトされると、設定されているコール転送のコーリングサーチスペースが

コール転送に使用されます。[コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィールドに
[なし（None）]が設定されている場合、システムでパーティションとコーリングサーチスペー
スが使用されていると転送操作が失敗します。たとえば話中転送の接続先を設定する場合、カ

バレッジなし時転送のコーリングサーチスペースも設定する必要があります。パーティション

でカバレッジなし時転送のコーリングサーチスペースと話中転送接続先を設定していない場

合、転送操作が失敗します。

（注）

内線コールのコーリングサーチスペースを選択すると、外線コールのコーリングサーチスペー

ス設定に、この値が自動的にコピーされます。外線コールを別のコーリングサーチスペースに

転送する場合は、外線コールの [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィール
ドで別の値を選択する必要があります。

（注）

カバレッジなし時転送（Forward
No Coverage Internal、内部）
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説明フィールド

[接続先（Destination）]フィールドと [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィールドを使用し
て、コールが転送接続先にリダイレクトされます。

次の値を指定します。

• [ボイスメール（Voice Mail）]：[ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail Profile Configuration）]ウィ
ンドウで設定されている値を使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスがオンのときには、Unified Communications Managerは [接続先
（Destination）]および [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィールドの値
を無視します。内線コールでこのチェックボックスをオンにすると、外線コールの [ボイスメー
ル(Voice Mail)]チェックボックスが自動的にオンになります。外線コールをボイスメールシス
テムに転送しない場合は、外線コールの [ボイスメール（Voice Mail）]チェックボックスをオフ
にします。

（注）

• [接続先（Destination）]：このフィールドは、電話番号を制御するアプリケーションが失敗した場合に、接続
されなかった内線コールが転送される電話番号を指定します。任意のダイヤル可能な電話番号（外部接続先

を含む）を使用します。

内線コールの接続先の値を入力すると、外線コールの [接続先（Destination）]フィールドにこの
値が自動的にコピーされます。外線コールを別の接続先に転送する場合は、外線コールの [接続
先（Destination）]フィールドに別の値を入力する必要があります。

（注）

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]：カバレッジなし時転送（外部）接続先にコールを転
送するため、カバレッジなし時転送（外部）のコーリングサーチスペースが使用されます。この値は、こ

の電話番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

システムでパーティションとコーリングサーチスペースが使用される場合には、コール転送の

コーリングサーチスペースを設定することが推奨されます。コール転送の接続先にコールが転

送またはリダイレクトされると、設定されているコール転送のコーリングサーチスペースが

コール転送に使用されます。[コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]に [なし
（None）]が設定されている場合、システムでパーティションとコーリングサーチスペースが
使用されていると転送操作が失敗することがあります。たとえばカバレッジなし時転送の接続

先を設定する場合、カバレッジなし時転送のコーリングサーチスペースも設定する必要があり

ます。パーティションでカバレッジなし時転送のコーリングサーチスペースとカバレッジなし

時転送の接続先を設定していない場合、転送操作が失敗します。

（注）

内線コールのコーリングサーチスペースを選択すると、外線コールのコーリングサーチスペー

ス設定に、この値が自動的にコピーされます。外線コールを別のコーリングサーチスペースに

転送する場合は、外線コールの [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィールド
で別の値を選択します。

（注）

カバレッジなし時転送（Forward
No Coverage External、外部）
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説明フィールド

このフィールドは、CTIルートポイントおよびCTIポートにのみ適用されます。この行のフィールドは、CTIルー
トポイントまたはCTIポートで障害が発生した場合に、このCTIルートポイントまたはCTIポートへの外線コー
ルの自動転送をどのように扱うのかを指定します。

次の値を設定します。

• [ボイスメール（Voice Mail）]：[ボイスメールプロファイルの設定（Voice Mail Profile Configuration）]ウィ
ンドウで設定されている値を使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスがオンのときには、Unified Communications Managerは [接続先
（Destination）]および [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]フィールドの値
を無視します。

（注）

• [接続先（Destination）]：このフィールドは、電話番号を制御するアプリケーションが失敗した場合に、接続
されなかった内線コールが転送される電話番号を指定します。任意のダイヤル可能な電話番号（外部接続先

を含む）を使用します。

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]：この値は、この電話番号を使用するすべてのデバイス
に適用されます。

CTI障害時転送（Forward on CTI
Failure）

このフィールドは、未登録内線 DNコールに適用されます。コールは指定された接続先またはボイスメールに再
ルーティングされます。

[サービスパラメータ設定（Service Parameters Configuration）]ウィンドウで、[DNへの最大転送未登
録ホップ数（Max Forward UnRegistered Hops to DN）]サービスパラメータに電話番号の最大転送回数
を指定する必要もあります。

このパラメータは、電話番号に対して同時に許可される最大未登録ホップ数を指定します。このパラ

メータは、転送ループが発生した場合に、未登録DNが原因でコールを転送できる回数を制限します。
このカウントを使用して、未登録のコール転送の外部コールの転送ループを停止します。Unified
Communications Managerこのサービスパラメータで指定された値を超えた場合に、コールを終了しま
す。

（注）

未登録内線の不在転送（Forward
Unregistered Internal）

このフィールドは、未登録外線 DNコールに適用されます。コールは指定された接続先またはボイスメールに再
ルーティングされます。

[サービスパラメータ設定（Service Parameters Configuration）]ウィンドウで、[DNへの最大転送未登
録ホップ数（Max Forward UnRegistered Hops to DN）]サービスパラメータに電話番号の最大転送回数
を指定する必要もあります。

このパラメータは、電話番号に対して同時に許可される最大未登録ホップ数を指定します。このパラ

メータは、転送ループが発生した場合に、未登録DNが原因でコールを転送できる回数を制限します。
このカウントを使用して、未登録のコール転送の外部コールの転送ループを停止します。Unified
Communications Managerこのサービスパラメータで指定された値を超えた場合に、コールを終了しま
す。

（注）

[未登録外線の不在転送
（Forward Unregistered
External）]

このフィールドは、無応答時転送の接続先が指定されている場合に、無応答コールをこの接続先に転送するまで

に待機する時間を秒単位で指定します。このパラメータに指定する値が、[T301タイマー（T301 Timer）]サービ
スパラメータに指定されている値よりも少ないことを確認してください。[無応答時転送タイマー（Forward No
Answer Timer）]サービスパラメータの値が [T301タイマー（T301 Timer）]サービスパラメータに指定されてい
る値よりも大きい場合は、コールは転送されず、発信者はビジー信号を受信します。

Cisco Unified Communications Managerの [無応答時転送タイマー（Forward No Answer Timer）]サービスパラメー
タに値を設定する場合は、このフィールドには何も指定しないでください。

無応答時の呼び出し時間（秒）

（No Answer Ring Duration
(seconds)）
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コール転送の転送先オーバーライドの有効化

コール転送の転送先オーバーライドを有効にすると、Unified Communications Managerは CFA
の宛先が発信者番号と一致したときにCFAの宛先を無視します。オーバーライドは、内部コー
ルと外部コールの両方に適用されます。

発信者番号が変換されている場合、発信者番号は CFAの宛先と一致せず、オーバーライドは
発生しません。

始める前に

その他のコール転送タイプの設定（405ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。
[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [クラスタ全体のパラメータ（機能 -保留復帰（Clusterwide Parameters (Feature - Hold Reversion)）]
領域で、[CFAの宛先オーバーライド（CFA Destination Override）]サービスパラメータ値を
[はい（True）]に設定します。

コール転送の連携動作

連携動作機能

コールバック通知画面から発信したコールは、着信側DNで設定
されているすべてのコール転送設定値をオーバーライドします。

コールバックリコールタイマーが期限切れになる前にコールを

発信する必要があります。このようにしないと、コールはコール

転送設定値をオーバーライドしません。

折り返し

接続番号表示制限は、このシステムから発信されるすべてのコー

ルに適用されます。この値を [はい（True）]に設定すると、こ
のフィールドは既存のUnified Communications Managerアプリケー
ション、機能、および呼処理と透過的に連携して動作します。こ

の値は、システムの内部または外部で終了するすべてのコールに

適用されます。接続番号表示が更新され、不在転送または話中転

送の転送先にコールがルーティングされるか、コール転送または

CTIアプリケーションでリダイレクトされる場合、変更された番
号またはリダイレクトされた番号が表示されるようになりまし

た。

コール表示の制限
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連携動作機能

Cisco Unified IP Phoneでは、サイレント（DND）機能がアクティ
ブであることを示すメッセージがユーザに新しいボイスメッセー

ジが届いていることを示すメッセージよりも優先されます。ただ

し、不在転送機能がアクティブであることを通知するメッセージ

が DNDよりも優先されます。

サイレント

外部コール制御はトランスレーションパターンレベルでコール

を代行受信しますが、コール転送は電話番号レベルでコールを代

行受信します。外部コール制御が優先されます。コール転送が起

動されるコールの場合、トランスレーションパターンに外部コー

ル制御プロファイルが割り当てられていると、Unified
Communications Managerは付加ルートサーバにルーティングク
エリを送信します。コール転送がトリガーされるのは、付加ルー

トサーバがUnified Communications Managerに Continue義務付き
の Permit決定を送信する場合だけです。

外部コール制御に対応した [コール転送ホップカウ
ント（Call Diversion Hop Count）]サービスパラメー
タと、コール転送に対応した [コール転送コールホッ
プカウント（Call Forward Call Hop Count）]サービス
パラメータは相互に独立しており、個別に機能しま

す。

（注）

外部コール制御

Cisco Extension Mobility Cross Clusterはコール転送をサポートし
ています。

クラスタ間のエクステン

ションモビリティ

（Extension Mobility Cross
Cluster）

Extend and Connectは不在転送をサポートしています。Extend and Connect

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウ
の [無応答時転送（Forward No Answer）]フィールドが設定され
ていない場合、コール転送はクラスタ全体のCFNAタイマーサー
ビスパラメータ [無応答時転送タイマー（Forward No Answer
Timer）]を使用します。

コール転送と同時にユーザが [即転送（iDivert）]ソフトキーを押
すと、コールはボイスメールではなく、割り当てられているコー

ル転送電話番号に転送されます。これは、タイマーで設定されて

いる時間が短すぎるためです。この状況を解決するには、CFNA
タイマーサービスパラメータに十分な時間（例：60秒）を設定
します。

即時転送
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連携動作機能

Unified Communications Manager着信および転送デバイスに関連
付けられている地理位置 ID情報を使用して、論理パーティショ
ンポリシーチェックを実行します。この処理はすべてのコール

転送に適用されます。

論理パーティション設定
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連携動作機能

Multilevel Precedence and
Preemption（MLPP）
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連携動作機能

話中転送

•必要に応じて、MLPP対応ステーションに事前設定の優先代
替パーティターゲットを設定できます。

• Cisco Unified Communications Managerは、優先コールに優先
代替パーティ転送手順を適用する前に、通常の方法で優先

コールを転送するため話中転送機能を適用します。

•複数の転送コール間ではコールの優先度が維持されます。

•着信優先コールの優先度が既存のコールの優先度より高い場
合は、プリエンプションが実行されます。優先コールの転送

先ステーションがコールを切断するまで、アクティブコー

ルのプリエンション側に対し、連続的なプリエンプション

トーンが再生され続けます。コール切断後は、優先コールの

転送先ステーションに対し、優先呼び出し音が再生されま

す。転送先ステーションは、オフフックになるとプリエンプ

ションコールに接続します。

無応答時転送

•優先レベルが [プライオリティ（Priority）]以上のコールの
場合、呼処理により、転送プロセスでコールの優先レベルが

維持され、転送先ユーザがプリエンプション処理されること

があります。

•優先コールの転送先として代替パーティが設定されている場
合、優先コール代替パーティタイムアウトが期限切れになっ

た後で、呼処理により優先コールは代替パーティに転送され

ます。優先コールの転送先で [代替パーティ（Alternate
Party）]値が設定されていない場合、呼処理により優先コー
ルが [無応答時転送（Call Forward No Answer）]値に転送さ
れます。

•通常、優先コールはボイスメールシステムではなくユーザ
にルーティングされます。管理者は、優先コールがボイス

メールシステムにルーティングされることを防ぐため、[優
先コールに標準 VM処理を使用する（Use Standard VM
Handling For Precedence Calls）]エンタープライズパラメー
タを設定します。

着信優先コールの優先度が既存のコールの優先度以下の場合、呼

処理では通常のコール転送が実行されます。優先コールの転送先

ステーションがプリエンプティブ処理可能ではない場合（MLPP
が設定されていない場合）、呼処理ではコール転送が実行されま

す。
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連携動作機能

代替パーティ転送（APD）は、特殊なコール転送で構成されま
す。ユーザが APDに対して設定されていて、優先コールの転送
先電話番号（DN）が通話中か、応答しない場合、APDが実行さ
れます。MLPP APDは、優先コールだけに適用されます。MLPP
APDコールにより、優先コールの [DN無応答時転送（DN Call
Forward No Answer）]値は無効になります。

着信側デバイスのSIPプロファイルでのみプライバシーが設定さ
れており、不在転送（CFA）、話中転送（CFB）、または未登録
不在転送（CFUR）が有効である場合、設定されている呼び出し
表示が「「private」」の代わりに表示されます。コール転送で
「「private」」が表示されるようにするには、SIPプロファイル
ではなくトランスレーションパターンまたはルートパターンで

名前表示制限を設定することが推奨されます。

通信履歴の元の着信側名

コール転送設定を使用して、共有回線のロールオーバー回線を作

成できます。コールセンターの状況によっては、これが役立つこ

とがあります。

ロールオーバー回線を使用すると、番号（1-800-HOTLINEなど）
がダイヤルされたとき、常に特定の電話回線にコールがルーティ

ングされます。複数の電話で共有される共有回線をこれに設定す

ることができます。回線1が通話中の場合にはコールは回線2に
ロールオーバーされ、回線 2が通話中の場合にはコールは回線 3
にロールオーバーされます。回線 2または 3は、回線 1が通話中
の場合にのみ使用可能です。

次のように話中転送の設定とビジートリガーを使用すると、こ

のタイプのコール機能が可能になります。

•回線 1で [ビジートリガー（Busy Trigger）]を 1に設定し、
[話中転送（Call Forward Busy）]をチェーンの 2番目の回線
に設定します。

•回線 2で [ビジートリガー（Busy Trigger）]を 1に設定し、
[話中転送（Call Forward Busy）]をチェーンの 3番目の回線
に設定します。

•必要に応じて任意の数の回線でこの設定を行います。

ロールオーバー回線

保護されている電話では不在転送がサポートされています。セキュアトーン

ユーザがコールを切り替えると、新しいコールがデスクフォン

に表示されます。デスクフォンが点滅している場合、デスクフォ

ンでは切り替えたコールに対する不在転送がトリガーされませ

ん。

セッションハンドオフ
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連携動作機能

不在転送（CFA）設定で共有回線を使用し、発信トランクの「リ
ダイレクトされたパーティの外部電話番号（Redirected Party's
External Phone Number）」プレゼンテーションとして「発信者番
号（Calling Number）」を選択すると、表示されるリダイレクト
された番号は、共有回線が異なる E164番号が設定されていま
す。したがって、共有回線全体で同じ E164番号を使用すること
をお勧めします。

共用回線
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コール転送の制限事項

制限事項機能

• Unified Communications Managerまたは Cisco Unified
Communicationsセルフケアポータルで不在転送がアクティ
ブになった場合、Unified Communications Managerは CFA
ループを防止しません。

• Unified Communications Manager不在転送ループを防止する
のは、CFAが電話からアクティブにされている場合、不在
転送コールのホップ数が、[転送の最大ホップ数（Forward
Maximum Hop Count）]サービスパラメータに指定されてい
る値を超えている場合、および転送チェーン内のすべての

電話で（CFB、CFNA、およびその他のコール転送オプショ
ンではなく）CFAがアクティブになっている場合です。

たとえば、電話番号 1000のユーザが電話番号 1001に不在
転送し、電話番号 1001では CFBと CFNAが電話番号 1002
に設定されており、電話番号1002ではCFAが電話番号1000
に設定されている場合、Unified Communications Managerで
はコールが発信されます。これは、電話番号1002が、電話
番号 1001の（CFAではなく）CFBおよび CFNA接続先と
して動作するためです。

•ボイスメールシステムに不在転送する場合は、コールバッ
クをアクティブにできません。

• [即転送（iDivert）]ソフトキーを押すと、[不在転送タイム
アウト（Forward No Answer Timeout）]に関連する一般的で
はない状態が発生します。たとえば、無応答時転送タイム

アウト直後にマネージャが [即転送（iDivert）]ソフトキー
を押すと、コール転送によりコールが事前に設定されてい

る電話番号に転送されます。ただし、無応答時転送タイム

アウト前にマネージャが [即転送（iDivert）]ソフトキーを
押すと、即時転送によりコールがマネージャのボイスメー

ルに転送されます。

コール自動転送

不在転送（CFA）と話中転送（CFB）がアクティブになってい
る場合、システムは即時転送をサポートしません（CFAと CFB
が即時転送より優先されます）。

即時転送

インターコムコールを転送することはできません。インターコム
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制限事項機能

SIPを実行している電話（7906、7911、7941、7961、）がハント
グループにログインしていて [不在転送（Call Forward All）]が
アクティブになっている場合、コールは SIPを実行している電
話に表示されます。

SIPを実行する 7940および 7960 IPフォンがハントグループに
ログインし、不在転送がアクティブな場合、この電話はスキッ

プされ、回線グループの次の電話が呼び出されます。

ハントグループからのログ

アウト

論理パーティション処理は、次の状況では行われません。

•発信者と転送されたデバイスの両方がVoice over IP（VoIP）
電話の場合。

•地理位置情報または地理位置情報フィルタがどのデバイス
にも関連付けられていない場合。

論理パーティション設定

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）による補足サービ
スのサポートにより、コール転送に関する次の制限事項が指定

されます。

•着信MLPPコールの不在転送（CFA）サポートにより、
MLPP代替パーティ（MAP）ターゲットが設定されている
場合には、着信側のMAPターゲットにコールが常に転送さ
れます。設定が誤っている場合（MAPターゲットが指定さ
れていない場合）、コールは拒否され、発信側にリオーダー

音が聞こえます。

•着信MLPPコールの無応答時転送（CFNA）サポートによ
り、コールは CFNAターゲットに 1回転送されます。MAP
ターゲットが設定されている場合、最初のホップの後にコー

ルに対する応答がないと、コールは元の着信側のMAPター
ゲットに転送されます。設定が誤っている場合（MAPター
ゲットが指定されていない場合）、コールは拒否され、発

信側にリオーダー音が聞こえます。

•着信MLPPコールの話中転送（CFB）サポートにより、設
定されている転送ホップの最大数までコールが転送されま

す。MAPターゲットが設定されている場合、最大ホップ数
に達すると、コールは元の着信側のMAPターゲットに転送
されます。設定が誤っている場合（MAPターゲットが指定
されていない場合）、コールは拒否され、発信側にリオー

ダー音が聞こえます。

Multilevel Precedence and
Preemption（MLPP）
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制限事項機能

コールが転送されると、コールの分類では、元のレッグではな

く、転送されたレッグの分類が行われます。例：

• PSTNからの着信コールは、受付によって受信されます。こ
れは外部コールです。

•受付は内線3100にコールを転送します。これで、転送され
たコールは内部コールになります。

•内線3100のユーザは話中ですが、外部コールを受付に送信
するように外部で設定された Call Forwardがあります。た
だし、コールは2番目のレッグ (内部)の分類によって行われ
るため、コールはボイスメールに転送されます。

コール転送を使用したコー

ル転送の分類

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
424

コールの受信

コール転送の制限事項



第 29 章

コールピックアップ

•コールピックアップの概要（425ページ）
•コールピックアップの設定タスクフロー（427ページ）
•コールピックアップの連携動作（449ページ）
•コールピックアップの制限（450ページ）

コールピックアップの概要
コールピックアップ機能により、ユーザは自分以外の電話番号に着信したコールに応答できま

す。

グループコールピックアップの概要

グループコールピックアップ機能を使用すると、ユーザは別のグループ内の着信コールをピッ

クアップできます。Cisco Unified IP Phoneからこの機能をアクティブにした場合は、ユーザが
適切なコールピックアップグループ番号をダイヤルする必要があります。このタイプのコー

ルピックアップには [Gピック（GPickUp）]ソフトキーを使用します。ピックアップグルー
プに複数のコールが着信しているときに電話のグループコールピックアップ機能をユーザが

起動すると、最も長く鳴っていた着信コールに接続されます。電話のモデルに応じて、プログ

ラム可能な機能ボタン [グループピックアップ（Group Pickup）]または [グループピックアッ
プ（Group Pickup）]ソフトキーのいずれかを使用して、着信コールをピックアップします。自
動グループコールピックアップが有効ではない場合、ユーザは [Gピックアップ（GPickUp）]
ソフトキーを押し、別のピックアップグループのグループ番号をダイヤルし、コールに応答し

て接続する必要があります。

他のグループピックアップの概要

他のグループピックアップ機能により、自身のグループに関連付けられているグループ内の着

信コールをピックアップできます。Unified Communications Managerは、ユーザが Cisco Unified
IP Phoneからこの機能をアクティブにすると、関連グループ内で着信コールが自動的に検索し
て、このコールを接続します。ユーザはこのタイプのコールピックアップに[他Grp（OPickUp）]
ソフトキーを使用します。自動他グループピックアップが有効な場合、コールを接続するには
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[他 Grp（OPickUp）]および [応答（Answer）]ソフトキーを押す必要があります。電話のモデ
ルに応じて、プログラム可能な機能ボタン [コールピックアップ（Call Pickup）]または [コー
ルピックアップ（Call Pickup）]ソフトキーのいずれかを使用して、着信コールをピックアッ
プします。

複数の関連グループが存在する場合、1番目の関連グループが、コール応答の優先順位が最も
高いグループになります。たとえば、グループA、B、およびCがグループXに関連付けられ
ている場合、コール応答の優先度はグループAが最も高く、グループCが最も低くなります。
グループ Xはグループ Aの着信コールをピックアップしますが、グループ Cで、グループ A
での着信コールよりも前に着信したコールがある可能性があります。

複数の着信コールが当該グループ内で発生する場合に最初にピックアップされるコールは、最

も長くアラート状態になっているコール（呼び出し時間が最も長いコール）です。他のグルー

プコールピックアップ機能では、複数の関連ピックアップグループが設定されている場合に

は呼び出し時間よりも優先度が優先されます。

（注）

ダイレクトコールピックアップの概要

ダイレクトコールピックアップ機能では、ユーザが [Gピック（GPickUp）]または [グループ
ピックアップ（Group Pickup）]ソフトキーを押し、呼び出し音が鳴っているデバイスの電話番
号を入力することで、その DNで呼び出し中のコールに直接応答できます。自動ダイレクト
コールピックアップ機能が有効になっていない場合、ユーザは [Gピック（GPickUp）]ソフト
キーを押し、呼び出し音が鳴っている電話のDNをダイヤルし、コールに応答する必要があり
ます。これによりユーザの電話で呼び出し音が鳴り、接続が確立されます。Unified
Communications Managerは、関連するグループメカニズムを使用して、ダイレクトコールピッ
クアップを使用して着信コールに応答するユーザの権限を制御します。ユーザの関連グループ

によって、そのユーザが属するピックアップグループに関連する1つ以上のコールピックアッ
プグループが指定されます。

DNからの呼び出しコールをユーザが直接ピックアップするには、ユーザの関連グループに、
そのDNが属するピックアップグループが含まれている必要があります。2人のユーザがそれ
ぞれ異なる 2つのコールピックアップグループに属しており、一方のユーザの関連グループ
にもう一方のユーザのコールピックアップグループが含まれていない場合、そのユーザは、

もう一方のユーザからのコールをピックアップするためにダイレクトコールピックアップを

起動できません。

ユーザがダイレクトコールピックアップ機能を起動し、DNを入力して着信コールをピック
アップすると、そのユーザは指定した電話に着信するコールに接続されます。そのコールが、

DNが属するコールピックアップグループ内で最も長く鳴っているコールかどうかは問われま
せん。特定の DNで複数のコールが呼び出し音を鳴らし、ユーザがダイレクトコールピック
アップを起動して DNからのコールをピックアップすると、ユーザは指定された DNで最も長
く鳴っていた着信コールに接続されます。
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BLFコールピックアップの概要
BLFコールピックアップ機能によって、Unified Communications Managerは、コールがBLF DN
からの応答を待っているとき、電話をユーザに通知できます。BLFコールピックアップイニ
シエータ（コールに応答する電話）は、次に利用可能な回線または指定された回線として選択

されます。指定された回線を使用するには、BLF SDボタンが押されるまで、回線をオフフッ
クのままにする必要があります。ハントリストメンバー DNを BLF DNとして設定し、ハン
トリストメンバーへの着信コールに BLFコールピックアップイニシエータが応答するよう
に設定できます。ハントリストメンバーへの着信コールは、ハントリストからの着信の場合

と、ダイレクトコールの場合があります。それぞれのケースの動作は、ハントリストメンバー

DN、BLF DN、ハントパイロット番号に対してコールピックアップを設定する方法によって
異なります。[有効な自動コールピックアップ（Auto Call Pickup Enabled）]サービスパラメー
タが無効に設定されているときにコールピックアップが発生した場合、電話をオフフックのま

まにするか、ユーザが応答キーを押してコールに応答する必要があります。

電話の BLF SDボタンは、次のいずれかの状態になっています。

•アイドル：BLF DNへのコールがないことを示します。

•話中：BLF DNへの少なくとも 1つのアクティブなコールがありますが、アラートは存在
しないことを示します。

•アラート：BLF DNへの少なくとも 1つの着信コールがあることを点滅によって示しま
す。

BLF DNへの着信コールがある場合、BLFコールピックアップイニシエータである電話のBLF
SDボタンが点滅して、BLF DNへの着信コールがあることを示します。[自動コールピック
アップ（Auto Call Pickup）]が設定されている場合、ユーザがコールピックアップイニシエー
タである電話のBLF SDボタンを押して着信コールに応答します。自動コールピックアップが
設定されていない場合、電話をオフフックのままにするか、ユーザが応答キーを押してコール

に応答する必要があります。

コールピックアップの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

使用するコールピックアップ機能それ

ぞれに、コールピックアップグループ

を設定します。

コールピックアップグループの設定

（431ページ）
ステップ 1

•コールピックアップ（Call
Pickup）

•グループコールピックアップ

•他のコールピックアップ
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目的コマンドまたはアクション

•ダイレクトコールピックアップ

• BLFコールピックアップ

一意の名前と電話番号を持つグループ

を定義する必要があります。

コールピックアップを有効にする電話

に関連付けられた電話番号に、作成し

電話番号へのコールピックアップグ

ループの割り当て（431ページ）
ステップ 2

た各コールピックアップグループを割

り当てます。この機能を使用するに

は、電話番号をコールピックアップグ

ループに割り当てる必要があります。

作成したコールピックアップグループ

ごとにこの手順を繰り返します。

BLFコールピックアップを設定してい
る場合、この手順を実行します。

別のコールピックアップグループを作

成し、ステップ1（427ページ）で作成
ステップ 3

した BLFコールピックアップグルー
別のコールピックアップ

グループを必ず作成する必

要があるわけではありませ

ん。たとえば、イニシエー

タ DNと接続先 DNの両方
が含まれる単独のコール

ピックアップグループを設

定できます。このような場

合、BLFコールピックアッ
プグループにそれ自体を関

連付けます。

（注）
プに関連付けます。1つのコールピッ
クアップグループを複数の BLF DN
コールピックアップグループに関連付

けることができます。

パーティションを設定して、到達可能

性の特徴が類似した電話番号（DN）の
コールピックアップのパーティション

の設定（432ページ）
ステップ 4

論理グループを作成します。コール

ピックアップグループへのアクセスを

制限するためにパーティションを使用

できます。コールピックアップグルー

プの番号をパーティションに割り当て

ると、そのパーティション内の番号に

ダイヤルできる電話のみが、コール

ピックアップグループを使用できま

す。

ダイレクトコールピックアップでは、

この手順を実行する必要があります。
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目的コマンドまたはアクション

他の種類のコールピックアップではこ

れはオプションです。

パーティションを設定する場合、コー

リングサーチスペースも設定する必要

コーリングサーチスペースの設定

（433ページ）
ステップ 5

があります。コーリングサーチスペー

スを設定し、発信側デバイスがコール

を終了しようとする際に検索できる

パーティションを指定します。

ダイレクトコールピックアップでは、

この手順を実行する必要があります。

他の種類のコールピックアップではこ

れはオプションです。

（任意）。回線グループメンバーにア

ラートを発信するコールを取ることが

ハントパイロットへのコールピック

アップグループの割り当て（434ペー
ジ）

ステップ 6

できるように、ハントパイロット DN
にコールピックアップグループを割り

当てます。コールピックアップグルー

プに割り当てられたハントリストは、

コールピックアップ、グループコール

ピックアップ、BLFコールピックアッ
プ、他のグループピックアップ、ダイ

レクトコールピックアップを使用でき

ます。

（任意）。ピックアップグループ内の

他のメンバーがコールを受信したとき

通知の設定：ステップ 7

•コールピックアップ通知の設定
（435ページ） に通知を設定します。音声やビジュア

ル通知、あるいはその両方を設定でき

ます。
•電話番号のコールピックアップ通
知の設定（437ページ）

• BLFコールピックアップ通知の設
定（438ページ）

ダイレクトコールピックアップを設定

する前に、パーティションとコーリン

ダイレクトコールピックアップの設

定：

ステップ 8

グサーチスペースを設定する必要があ•時間帯の設定（439ページ）
ります。ダイレクトコールピックアッ

•スケジュールの設定（440ページ）
プでは、ダイレクトコールピックアッ

•パーティションとスケジュールの
関連付け（440ページ）

プ機能を要求したユーザのコーリング

サーチスペースに、ユーザがコールを

ピックアップする DNのパーティショ
ンを含める必要があります。
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目的コマンドまたはアクション

期間およびタイムスケジュールは、関

連付けられたグループ内のメンバーが

コールに応答可能な時刻を指定しま

す。

（任意）。自動コール応答を有効にし

て、自動コール応答のタイマーを設定

します。

自動コール応答の設定：ステップ 9

•自動コールピックアップの設定
（441ページ）

• BLF自動ピックアップの設定（442
ページ）

使用するコールピックアップ機能向け

に電話ボタンテンプレートを設定しま

す。

電話ボタンテンプレートの設定：ステップ 10

•コールピックアップの電話ボタン
テンプレートの設定（443ページ）

•短縮ダイヤル BLF•電話機とコールピックアップボタ
ンテンプレートの関連付け（444
ページ）

•コールピックアップ（Call
Pickup）

• BLFコールピックアップイニシ
エータのBLF短縮ダイヤル番号の
設定（444ページ）

•グループコールピックアップ

•他のグループのピックアップ

ダイレクトコールピックアップでは、

グループコールピックアップボタン

を使用します。

使用するコールピックアップ機能向け

にソフトキーを設定します。

コールピックアップのソフトキーの設

定（445ページ）
ステップ 11

•コールピックアップのソフトキー
テンプレートの設定（445ページ）

•コールピックアップ（Pickup）

•グループコールピックアップ
（GPickup）•共通デバイス設定とソフトキーテ

ンプレートの関連付け（447ペー
ジ） •他のグループピックアップ

（OPickup）•電話機とソフトキーテンプレート
の関連付け （449ページ）

ダイレクトコールピックアップでは、

グループコールピックアップソフト

キーを使用します。
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コールピックアップグループの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]の順
に選択します。

[コールピックアップグループの検索と一覧表示（Find and List Call Pickup Groups）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[コールピックアップグループの設定（Call Pickup Group Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 3 [コールピックアップグループの設定（Call Pickup Group Configuration）]ウィンドウ内の各
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライン

ヘルプを参照してください。

電話番号へのコールピックアップグループの割り当て

ここでは、電話番号にコールピックアップグループを割り当てる方法について説明します。

コールピックアップグループに割り当てられた電話番号だけが、コールピックアップ、グルー

プコールピックアップ、BLFコールピックアップ、他のグループピックアップ、ダイレクト
コールピックアップを使用できます。パーティションがコールピックアップ番号と一緒に使

用される場合、コールピックアップグループに割り当てられた電話番号に、適切なパーティ

ションを含むコーリングサーチスペースがあることを確認します。

始める前に

コールピックアップグループの設定（431ページ）

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [電話またはコールルーティング（Phone or Call Routing）] > [電話番
号（Directory Number）]を選択します。

ステップ 2 コールピックアップグループに割り当てる電話機または電話番号の検索に適した検索条件を
入力し、[検索（Find）]をクリックします。

検索基準に一致する電話機または電話番号のリストが表示されます。

ステップ 3 コールピックアップグループを割り当てる電話機または電話番号を選択します。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [関連付け情報（Association Information）]リ
ストから、コールピックアップグループを割り当てる電話番号を選択します。
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ステップ 5 [コール転送およびコールピックアップ設定（Call Forward and Call Pickup Settings）]エリアに
表示される [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]ドロップダウンリストから、
目的のコールピックアップグループを選択します。

ステップ 6 データベースに変更を保存するには、[保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

次の作業を行います。

•コールピックアップのパーティションの設定（432ページ）

•コーリングサーチスペースの設定（433ページ）

コールピックアップのパーティションの設定

パーティションをコールピックアップグループ番号に割り当てることにより、コールピック

アップグループへのアクセスを制限できます。この設定を使用する場合は、コールピックアッ

プグループ番号が割り当てられたパーティションを含むコーリングサーチスペースを持つ電

話機だけが、そのコールピックアップグループに参加できます。パーティションとグループ

番号の組み合わせがシステム全体で一意であることを確認してください。複数のパーティショ

ンを作成できます。

コールピックアップグループ番号をパーティションに割り当てると、そのパーティションに

含まれる番号にダイヤルできる電話機だけがコールピックアップグループを使用できます。

パーティションがマルチテナント構成内のテナントを表す場合は、必ず、テナントごとにピッ

クアップグループを適切なパーティションに割り当ててください。

始める前に

電話番号へのコールピックアップグループの割り当て（431ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティショ
ン（Partition）]を選択します。

ステップ 2 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有
のパーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用
できます。パーティション名に関するガイドラインについては、オンラインヘルプを参照して

ください。

ステップ 3 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。
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説明には、任意の言語で最大 50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用
できません。

説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自
動的にパーティション名を入力します。

ステップ 4 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。

ステップ 5 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付け
るスケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。

[なし（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 6 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デ
バイスのタイムゾーンと [スケジュール（TimeSchedule）]が比較され、パーティションが
着信コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ド
ロップダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケ
ジュール（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用でき
るかどうかが判断されます。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

コーリングサーチスペースの設定

コーリングサーチスペースは、通常はデバイスに割り当てられるルートパーティションの番

号付きリストです。コーリングサーチスペースでは、発信側デバイスが電話を終了しようと

する際に検索できるパーティションが決定されます。

始める前に

コールピックアップのパーティションの設定（432ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリング
サーチスペース（Calling Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。
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各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前

には、最長50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、
およびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します。

説明には、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のい
ずれかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。
•パーティションが複数ある場合は、Ctrlキーを押した状態で適切なパーティションを選択
します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィー
ルドにパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを
使用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

ハントパイロットへのコールピックアップグループの割り当て

コールピックアップグループに割り当てられたハントリストだけが、コールピックアップ、

グループコールピックアップ、BLFコールピックアップ、他のグループピックアップ、ダイ
レクトコールピックアップを使用できます。ハントパイロットにコールピックアップグルー

プを割り当てるには、次の手順を実行します。

始める前に

コーリングサーチスペースの設定（433ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハントパイロット（Hunt
Pilot）]の順に選択します。

ステップ 2 コールピックアップグループに割り当てるハントパイロットの検索に適した検索条件を入力
し、[検索（Find）]をクリックします。検索条件に一致するハントパイロットのリストが表示
されます。

ステップ 3 コールピックアップグループを割り当てるハントパイロットを選択します。
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ステップ 4 [ハント転送設定（Hunt Forward Settings）]エリアに表示される [コールピックアップグルー
プ（Call Pickup Group）]ドロップダウンリストから、目的のコールピックアップグループ
を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

コールピックアップ通知の設定

コールピックアップ通知は、システムレベル、コールピックアップグループレベル、個々の

電話レベルで設定できます。

始める前に

ハントパイロットへのコールピックアップグループの割り当て（434ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

音声やビジュアルのアラートがピック

アップグループに送信される前に、元

コールピックアップグループのコール

ピックアップ通知の設定（435ページ）
ステップ 1

の着信側がコールをピックアップできる

ようにします。

電話がアイドルであるか、またはアク

ティブコールがあるときに提供される

音声アラートのタイプを設定します。

電話番号のコールピックアップ通知の

設定（437ページ）
ステップ 2

BLFコールピックアップ通知の設定
（438ページ）

ステップ 3

コールピックアップグループのコールピックアップ通知の設定

始める前に

ハントパイロットへのコールピックアップグループの割り当て（434ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]の順
に選択します。

[コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [コールピックアップグループの設定（Call Pickup Group Configuration）]ウィンドウで、[コー
ルピックアップグループの通知設定（Call Pickup Group Notification Settings）]セクションの
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フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、コールピック

アップのコールピックアップ通知のフィールド（436ページ）を参照してください。

コールピックアップの設定に影響を及ぼす機能の連携動作と制限については、コー

ルピックアップの連携と制限を参照してください。

（注）

コールピックアップのコールピックアップ通知のフィールド

説明フィールド

ドロップダウンリストから通知ポリシーを選

択します。選択可能なオプションは、[アラー
トなし（No Alert）]、[オーディオアラート
（Audio Alert）]、[ビジュアルアラート
（Visual Alert）]、および [オーディオおよび
ビジュアルアラート（Audio and Visual Alert）]
です。

コールピックアップグループ通知ポリシー

（Call Pickup Group Notification Policy）

コールが最初に元の着信側に着信したときか

ら、コールピックアップグループの残りの番

号に通知が送信されるまでの時間差の秒数（1
～ 300の範囲の整数）を入力します。

コールピックアップグループ通知タイマー

（Call Pickup Group Notification Timer）

コールピックアップグループへの視覚的な通

知メッセージに発信者の識別情報を含める場

合には、このチェックボックスをオンにしま

す。これを設定できるのは、[コールピック
アップグループ通知ポリシー（Call Pickup
Group Notification Policy）]が [ビジュアルア
ラート（Visual Alert）]または [オーディオお
よびビジュアルアラート（Audio and Visual
Alert）]に設定されている場合だけです。

通知はデバイスのプライマリ回線

だけに送信されます。

（注）

発呼側情報（Calling Party Information）

コールピックアップグループへの視覚的な通

知メッセージに元の受信側の識別情報を含め

る場合には、このチェックボックスをオンに

します。これを設定できるのは、[コールピッ
クアップグループ通知ポリシー（Call Pickup
Group Notification Policy）]が [ビジュアルア
ラート（Visual Alert）]または [オーディオお
よびビジュアルアラート（Audio and Visual
Alert）]に設定されている場合です。

着信側情報（Called Party Information）
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電話番号のコールピックアップ通知の設定

電話機がアイドル状態または使用中に提供される音声通知の種類を設定するには、次の手順を

実行します。

始める前に

コールピックアップグループのコールピックアップ通知の設定（435ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory Number）]を選択します。
[電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 コールピックアップ通知を設定する電話番号をクリックします。
[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [関連付けられたデバイス（Associated Devices）]ペインでデバイス名を選択し、[ラインアピ
アランスの編集（Edit Line Appearance）]ボタンをクリックします。
[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが更新され、選択したデバイス
の DNに対するラインアピアランスが表示されます。

ステップ 5 [コールピックアップグループのオーディオアラート設定（電話アイドル）（Call Pickup Group
Audio Alert Setting(Phone Idle)）]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択してください。

• [システムデフォルトの使用（Use System Default）]

• [無効（Disable）]

• [一度鳴らす（Ring Once）]

ステップ 6 [コールピックアップグループのオーディオアラート設定（電話アクティブ）（Call Pickup
Group Audio Alert Setting(Phone Active)）]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択して
ください。

• [システムデフォルトの使用（Use System Default）]

• [無効（Disable）]

• [ビープ音のみ（Beep Only）]

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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BLFコールピックアップ通知の設定

始める前に

電話番号のコールピックアップ通知の設定（437ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサー
バを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、クラスタ全体に
対するパラメータ（[デバイス（Device）] - [電話（Phone）]）セクションのフィールドを設定
します。フィールドとその設定オプションの詳細については、BLFコールピックアップ通知
のサービスパラメータフィールド（438ページ）を参照してください。

BLFコールピックアップ通知のサービスパラメータフィールド

説明フィールド

このパラメータは、電話がアイドル状態（使

用されていない状態）であり、そのコールピッ

クアップグループでの着信コールについてア

ラートが必要な場合に提供されるオーディオ

通知の種類を決定します。有効な値は、次の

とおりです。

• [無効（Disable）]

• [一度鳴らす（Ring Once）]

アイドルステーションのコールピックアップ

グループオーディオアラートの設定（Call
Pickup Group Audio Alert Setting of Idle Station）

このパラメータは、電話がビジー状態（使用

されている状態）であり、そのコールピック

アップグループでの着信コールについてアラー

トが必要な場合に提供されるオーディオ通知

の種類を決定します。有効な値は、次のとお

りです。

• [無効（Disable）]

• [ビープ音のみ（Beep Only）]

ビジーステーションのコールピックアップグ

ループオーディオアラートの設定（CallPickup
Group Audio Alert Setting of Busy Station）
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説明フィールド

このパラメータは、電話がアイドル状態であ

り、BLFピックアップボタンでの着信コール
についてアラートが必要な場合に提供される

オーディオ通知の種類を決定します。有効な

値は、次のとおりです。

• [呼出音なし（No Ring）]

• [一度鳴らす（Ring Once）]

アイドルステーションの BLFピックアップ
グループオーディオアラートの設定（BLF
Pickup Group Audio Alert Setting of Idle Station）

このパラメータは、電話がビジー状態であり、

BLFピックアップボタンでの着信コールにつ
いてアラートが必要な場合に提供されるオー

ディオ通知の種類を決定します。有効な値は、

次のとおりです。

• [呼出音なし（No Ring）]

• [ビープ音のみ（Beep Only）]

ビジーステーションの BLFピックアップグ
ループオーディオアラートの設定（BLF
Pickup Group Audio Alert Setting of Busy Station）

ダイレクトコールピックアップの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

自分のグループに関連付けられたグルー

プのメンバーの時間帯を設定します。

時間帯の設定（439ページ）ステップ 1

自分のグループに関連付けられたグルー

プのメンバーのスケジュールを設定しま

す。

スケジュールの設定（440ページ）ステップ 2

特定の時間内にコールを完了しようとす

る場合、パーティションとスケジュール

パーティションとスケジュールの関連付

け（440ページ）
ステップ 3

を関連付けてコーリングデバイスの検

索が行われる場所を決定します。

時間帯の設定

時間帯を定義するには、この手順を使用します。開始時刻および終了時刻を定義し、さらに年

次カレンダーで指定日または曜日として繰り返し間隔を指定します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [コントロール
のクラス（Class of Control）] > [スケジュールの設定（Time Schedule）]を選択します。

ステップ 2 [時間帯の設定（Time Period Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィー
ルドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

スケジュールの設定

始める前に

時間帯の設定（439ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [タイムスケ
ジュール（Time Schedule）]。

ステップ 2 [スケジュールの設定（Time Schedule）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールド
とその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

パーティションとスケジュールの関連付け

パーティションとスケジュールを関連付けて、発信側デバイスが特定の時間帯にコールの完了

を試みたときに検索する場所を決定します。

始める前に

スケジュールの設定（440ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [コントロール
のクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]を選択します。

ステップ 2 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付け
るスケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。

[なし（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。
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ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

自動コール応答の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

コールピックアップ、グループピック

アップ、その他のグループピックアッ

自動コールピックアップの設定（441
ページ）

ステップ 1

プ、ダイレクトコールピックアップ、

および BLFコールピックアップを自動
化できます。自動コール応答が有効に

なっていない場合は、追加のソフトキー

またはダイヤルグループ番号を押して

接続を完了する必要があります。

BLF自動ピックアップの設定（442ペー
ジ）

ステップ 2

自動コールピックアップの設定

自動コールピックアップは、ユーザを着信コールに接続します。ユーザが電話機でソフトキー

を押すと、Unified Communications Managerはグループ内の着信コールを検索し、コール接続を
実行します。コールピックアップ、グループピックアップ、その他のグループピックアップ、

ダイレクトコールピックアップ、および BLFコールピックアップを自動化できます。自動
コール応答が有効になっていない場合は、追加のソフトキーまたはダイヤルグループ番号を押

して接続を完了する必要があります。

始める前に

パーティションとスケジュールの関連付け（440ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサー
バを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（機能 -コールピックアップ）（Clusterwide Parameters (Feature –
Call Pickup)）]セクションで、[自動コールピックアップ有効化（Auto Call Pickup Enabled）]ド
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ロップダウンリストから [はい（True）]または [いいえ（False）]を選択して、コールピック
アップグループの自動コール応答を有効または無効にします。

ステップ 5 [自動コールコールピックアップ有効化（Auto Call Pickup Enabled）]サービスパラメータが
[いいえ（False）]の場合は、[コールピックアップ無応答タイマー（Call Pickup No Answer
Timer）]フィールドに 12〜 300の値を入力します。このパラメータは、コールピックアッ
プ、グループコールピックアップ、またはその他のグループコールピックアップによって

コールがピックアップされたものの応答されなかった場合にコールが復元されるまでの時間を

制御します。

ステップ 6 [ピックアップロケーティングタイマー（Pickup Locating Timer）]フィールドに 1〜 5の値を
入力します。このサービスパラメータは、Cisco Unified Communications Managerがクラスタ内
の全ノードからのすべてのアラートコールを特定までの最大時間を秒単位で指定します。その

後、この情報は、キュー内で最も長く待機していたコールを、PickUp、GPickUp、または
OPickUpソフトキーを押した次のユーザに確実にまわすために使用されます。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

BLF自動ピックアップの設定

始める前に

自動コールピックアップの設定（441ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサー
バを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 次のクラスタ全体サービスパラメータの値を設定します。

•アイドル状態のステーションのBLFピックアップオーディオアラート設定：コールピッ
クアップグループの自動コール応答を有効または無効にするには、ドロップダウンリス

トから [True]または [False]を選択します。このサービスパラメータのデフォルト値は [い
いえ（FALSE）]です。

•使用中のステーションのBLFピックアップオーディオアラートの設定：自動コールピッ
クアップ有効化サービスパラメータを [False]にする場合、12～300の値を入力します（包
括的）。このパラメータは、コールがコールピックアップ、グループコールピックアッ

プおよびその他のグループコールピックアップによって応答されずにピックアップされ

た場合、コールを復元するためにかかる時間を制御します。
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コールピックアップの電話ボタンの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

電話ボタンテンプレートにコールピッ

クアップ機能を追加します。

コールピックアップの電話ボタンテン

プレートの設定（443ページ）
ステップ 1

電話機とコールピックアップボタンテ

ンプレートの関連付け（444ページ）
ステップ 2

BLFコールピックアップイニシエータ
の BLF短縮ダイヤル番号の設定（444
ページ）

ステップ 3

コールピックアップの電話ボタンテンプレートの設定

電話ボタンテンプレートにコールピックアップ機能を追加するには、次の手順に従います。

始める前に

自動コール応答の設定（441ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックして、サポートされる電話テンプレートのリストを表示します。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成する場合は、この手順を実行します。それ以外の場合
は、次のステップに進みます。

a) 電話機モデルのデフォルトのテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックしま
す。

b) [電話ボタンテンプレート情報（Phone Button Templates Information）]フィールドに、テン
プレートの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存のテンプレートを選択します。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 次のいずれかの操作を実行します。
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•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。

電話機とコールピックアップボタンテンプレートの関連付け

始める前に

コールピックアップの電話ボタンテンプレートの設定（443ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、設定済みの電話のリストを表示します。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボ
タンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボッ
クスが表示されます。

BLFコールピックアップイニシエータの BLF短縮ダイヤル番号の設定

始める前に

電話機とコールピックアップボタンテンプレートの関連付け（444ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 BLFコールピックアップイニシエータとして使用したい電話を選択します。

ステップ 3 [関連付け（Association）]ペインで、[BLF SD新規追加（Add a new BLF SD）]リンクを選択し
ます。

[話中ランプフィールド短縮ダイヤル設定（Busy Lamp Field Speed Dial Configuration）]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 4 BLF DNボタンでモニタする [電話番号（Directory Number）]（BLF DN）を選択します。
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ステップ 5 BLFコールピックアップと BLF短縮ダイヤルに BLF SDボタンを使用する場合は、[コール
ピックアップ（Call Pickup）]チェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオ
フにすると、BLF SDボタンは、BLF短縮ダイヤルにのみ使用されます。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

コールピックアップのソフトキーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ソフトキーテンプレートに、Pickup、
GPickup、および OPickupソフトキーを
追加します。

コールピックアップのソフトキーテン

プレートの設定（445ページ）
ステップ 1

オプションソフトキーテンプレートを

電話で使用できるようにするには、この

共通デバイス設定とソフトキーテンプ

レートの関連付け（447ページ）を行う
には、次のサブタスクを実行します。

ステップ 2

手順か次の手順のいずれかを実行する必

要があります。システムが共通デバイス•共通デバイス設定へのソフトキー
テンプレートの追加（448ページ） 設定を使用して設定オプションを電話機

に適用する場合は、この手順に従ってく
•電話機と共通デバイス設定の関連付
け（448ページ）

ださい。これは、電話機でソフトキー

テンプレートを使用できるようにする際

に、最も一般的に使用されている方法で

す。

オプション次の手順は、ソフトキーテ

ンプレートと共通デバイス設定を関連付

電話機とソフトキーテンプレートの関

連付け （449ページ）
ステップ 3

けるための代替手段として、または共通

デバイス設定と共に使用します。ソフト

キーテンプレートを適用して、共通デ

バイス設定での割り当てや、他のデフォ

ルトのソフトキーを上書きする必要があ

る場合は、次の手順を共通デバイス設定

と共に使用します。

コールピックアップのソフトキーテンプレートの設定

次の手順を使用して、以下のコールピックアップソフトキーを使用できるようにします。

コール状態（Call States）説明ソフトキー

オンフック（On Hook）

オフフック（Off Hook）

グループ内の別の内線への

コールに応答できます。

コールピックアップ

（[Pickup]）
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コール状態（Call States）説明ソフトキー

オンフック（On Hook）

オフフック（Off Hook）

グループ外の内線へのコール

に応答できます。

グループコールピックアップ

（[GPickup]）

オンフック（On Hook）

オフフック（Off Hook）

グループに関連付けられてい

る他のグループで呼び出し中

のコールに応答できます。

他のグループピックアップ

（[OPickup]）

始める前に

コールピックアップの電話ボタンの設定（443ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]を選択します。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、

次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新
しい名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 必要な既存のテンプレートを選択します。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックスをオンに
し、このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定

した場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削

除することができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウ
トの設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソ
フトキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択
し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフト
キーを移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。
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ステップ 8 追加のコール状態でのソフトキーを表示するには、前述のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 10 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。詳細については、「共通デバイス設定へのソフトキー

テンプレートの追加」と「電話機のセクションとソフトキーテンプレートの関連付け」を

参照してください。

次のタスク

次のいずれかの操作を実行します。

•共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け（447ページ）

•電話機とソフトキーテンプレートの関連付け （449ページ）

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

（省略可）ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを [電話の設定（Phone Configuration）]に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について

説明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合

は、この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるよう

にする際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、「電話機とソフトキーテンプレートの関連付け（449ページ）」を
参照してください。

手順

ステップ 1 共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加（448ページ）

ステップ 2 電話機と共通デバイス設定の関連付け（448ページ）
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共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、この手
順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存の共通デバイス設定をクリックします。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソ
フトキーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再
起動します。

電話機と共通デバイス設定の関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックし、ソフトキーテンプレートを追加する電話デバイスを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフ
トキーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。
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電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ソフトキーテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキー
が含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

コールピックアップの連携動作

連携動作機能

ルートプランレポートには、Unified Communications Managerで設定
されているパターンとDNが表示されます。DNをコールピックアッ
プグループに割り当てる前に、ルートプランレポートを使用して、

重複しているパターンと DNを探します。

ルートプランレポー

ト

パーティションをコールピックアップグループ番号に割り当てると、

デバイスコーリングサーチスペースに基づいて、ユーザへのコール

ピックアップアクセスが制限されます。

コーリングサーチス

ペースとパーティショ

ン

関連付けられたグループのメンバーの [時刻（Time of Day）]（TOD）
パラメータにより、メンバーは自分のグループと同じ時間帯にコール

を受け付けることができます。TODはタイムスタンプをコーリング
サーチスペースとパーティションに関連付けます。

時刻（TOD）

コールピックアップが自動コールピックアップを通じて発生すると、

システムにより2つのコール詳細レコード（CDR）が生成されます。
CDRの 1つはクリアされる元のコールに適用され、もう 1つの CDR
は接続される要求コールに適用されます。

コールピックアップが非自動コールピックアップで発生すると、シ

ステムにより1つのコール詳細レコードが生成され、接続される要求
コールに適用されます。

CDR検索は、特定の時間範囲とその他の検索条件に一致するすべて
のCDRを返します。特定のCDRに関連付けられるタイプのコールを
検索することもできます。検索結果にはコールがピックアップコー

ルかどうかを示すコールタイプフィールドが表示されます。

コールアカウンティン

グ
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連携動作機能

サービスパラメータ [自動コールピックアップ有効化（AutoCallPickup
Enabled）]が falseに設定された状態でコールピックアップが発生し
た場合、いずれかのピックアップソフトキーが押されると、電話機

に設定されたコール転送は無視されます。コールピックアップ依頼

者がコールに応答しない場合、ピックアップ無応答タイマーが切れた

後、元のコールが復元されます。

コール自動転送

コールピックアップの制限

説明制限事項

異なるコールピックアップグループに電話の別個の回線を割り当て

ることもできますが、ユーザには複雑であるため、シスコはこの設定

をお勧めしません。

異なるコールピック

アップグループへの別

個の電話回線

•コールピックアップグループ番号は、回線または DNに割り当
てられると削除できません。どの行がどのコールピックアップ

グループ番号を使用しているかを決定するには、[コールピック
アップ構成（Call Pickup Configuration）]ウィンドウの [依存関係
レコード（Dependency Records）]を使用します。コールピック
アップグループ番号を削除するには、各回線またはDNに新しい
コールピックアップグループ番号を再割り当てします。

•コールピックアップグループ番号を更新すると、Cisco Unified
Communications Managerはそのコールピックアップグループに
割り当てられているすべての電話番号を自動的に更新します。

コールピックアップ

グループ番号

• SIPを実行するいくつかの Cisco Unified IP Phoneでは、コール
ピックアップの通知をサポートしていません。

•コールピックアップの通知がサポートされるのは、SIPを実行す
るライセンスが付与された、サードパーティの電話のみです。

SIP電話機

•ハントパイロット番号の呼び出しにより行われたコールにより
ハントリストに属するデバイスが鳴っている場合、ユーザはダ

イレクトコールピックアップ機能を使用してそのようなコール

に応答することはできません。

•回線グループに属するDNへのコールは、ダイレクトコールピッ
クアップ機能を使用してピックアップできません。

ダイレクトコール

ピックアップ

SIPを実行するいくつかの Cisco Unified IP Phoneでは、コールピック
アップの通知をサポートしていません。

BLFピックアップ
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説明制限事項

プレフィックスを [着信発呼者の国際番号プレフィックス-電話
（Incoming Calling Party International Number Prefix - Phone）]「」サー
ビスパラメータに設定していて、国際コールがコールピックアップ

グループ内のあるメンバーに発信される場合に、コールピックアッ

プグループ内の別のメンバーがそのコールに応答すると、プレフィッ

クスは発信側のフィールドに呼び出されません。

着信発呼者の国際番号

プレフィックス -電話
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第 30 章

コールパークとダイレクトコール

•コールパークの概要（453ページ）
•コールパークの前提条件（454ページ）
•コールパークの設定タスクフロー（455ページ）
•コールパークの連携動作（472ページ）
•コールパークの制限事項（473ページ）
•通話パークのトラブルシューティング（474ページ）
•ダイレクトコールパークの概要（475ページ）
•ダイレクトコールパークの前提条件（475ページ）
•ダイレクトコールパークの設定タスクフロー（476ページ）
•ダイレクトコールパークの連携動作（481ページ）
•ダイレクトコールパークの制限事項（482ページ）
•ダイレクトコールパークのトラブルシューティング（483ページ）

コールパークの概要
コールパーク機能を使用すると、コールを保留にして、Unified Communications Managerシス
テム内の別の電話機（たとえば、別のオフィスの電話機や、会議室の電話機）から取得できま

す。アクティブコールに対応している場合は、[パーク（Park）]ソフトキーを押すと、その
コールをコールパーク内線番号にパークできます。システム内の別の電話からコールパーク

内線番号にダイヤルして、その通話を受けることができます。

コールパーク内線番号として使用するために、単一のディレクトリ番号を定義することも、

ディレクトリ番号の範囲を定義することもできます。各コールパーク内線番号にパークできる

コールは 1つだけです。

コールパーク機能は Unified Communications Managerクラスタ内で機能します。クラスタ内の
各 Unified Communications Managerノードにはコールパーク内線番号が定義されている必要が
あります。コールパーク内線番号として使用するために、単一のディレクトリ番号を定義する

ことも、ディレクトリ番号の範囲を定義することもできます。電話番号または番号範囲が一意

であることを確認します。
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ユーザは、割り当てられているルートパターン（例：クラスタ間トランクのルートパターン

は80XX）とコールパーク番号（例：8022）にダイヤルし、別のUnified Communications Manager
クラスタからパークされているコールを取得できます。コーリングサーチスペースとパーティ

ションが正しく設定されていることを確認する必要があります。コールパークはクラスタ間で

機能します。

有効なコールパーク内線番号は、整数とワイルドカード文字 Xからなります。コールパーク
内線番号には最大でXXを設定できます（例：80XX）。これにより、最大100件のコールパー
ク内線番号を提供できます。コールがパーク中になると、Unified Communications Managerは次
に使用可能なコールパーク内線番号を選択し、電話にその番号を表示します。

パークモニタリング

パークモニタリングは、タイマーが期限切れになるまで Cisco Unified Communications Manager
がパークされたコールのステータスをモニタする、オプションのコールパーク機能です。タイ

マーが期限切れになると、コールは事前に設定されている番号に転送されるか、ボイスメール

に送信されるか、またはコールのパーク元に戻ります。パークモニタリングは電話回線とハン

トパイロットに適用できます。

コールパークの前提条件
クラスタ間でコールパークを使用する場合は、パーティションとコーリングサーチスペース

を設定しておく必要があります。

表 28 :パークソフトキーテンプレートとコールパークボタンテンプレートをサポートしている Cisco Unified IP Phone

電話ボタンテンプレートでの

サポート

ソフトキーテンプレートでの

サポート

電話機のモデル

XXCisco Unified IP Phones 6900シ
リーズ（6901および 6911を除
く）

XXCisco IP Phone 7800シリーズ

XCisco Unified IP Phones 7900シ
リーズ（7921、7925、7936、
7937を除く）

XXCisco IP Phone 8800シリーズ

XXCisco Unified IP Phones 8900シ
リーズ

XXCisco Unified IP Phones 9900シ
リーズ
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電話ボタンテンプレートでの

サポート

ソフトキーテンプレートでの

サポート

電話機のモデル

XCisco Unified IP Phones 7900シ
リーズ（7906、7911、7921、
7925、7936、7937を除く）

プログラム可能な回線キー機能を使用して、回線1以外のすべての回線またはボタンでコール
パークを設定できます。

（注）

コールパークの設定タスクフロー

始める前に

•コールパークの前提条件（454ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）。クラスタ全体のコールパー

クを設定するか、ステップ3の手順を使
クラスタ全体のコールパークの設定

（456ページ）
ステップ 1

用してクラスタ内のサーバにコールパー

クを設定します。

コールパーク番号を追加するためのパー

ティションを作成します。

コールパークのパーティションの設定

（457ページ）
ステップ 2

クラスタ内のサーバでコールパークを

使用するためのコールパーク番号を設

定します。

コールパーク番号の設定（458ページ）ステップ 3

ソフトキーテンプレートに [パーク
（Park）]ソフトキーを追加します。

コールパークのソフトキーテンプレー

トの設定（461ページ）
ステップ 4

これはオプションです。ソフトキーテ

ンプレートを電話で使用できるようにす

共通デバイス設定とソフトキーテンプ

レートの関連付け（462ページ）を行う
には、次のサブタスクを実行します。

ステップ 5

るには、この手順か次の手順のいずれか

を実行する必要があります。システムが•共通デバイス設定へのソフトキー
テンプレートの追加（463ページ） [共通デバイス設定（Common Device

Configuration）]を使用して設定オプショ
•電話機と共通デバイス設定の関連付
け（463ページ）

ンを電話機に適用する場合は、この手順

に従います。これは、電話機でソフト

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
455

コールの受信

コールパークの設定タスクフロー



目的コマンドまたはアクション

キーテンプレートを使用できるように

する際に、最も一般的に使用されている

方法です。

これはオプションです。次の手順は、ソ

フトキーテンプレートと共通デバイス

電話とソフトキーの関連付け（464ペー
ジ）

ステップ 6

設定を関連付けるための代替手段とし

て、または共通デバイス設定と共に使用

します。ソフトキーテンプレートを適

用して、共通デバイス設定での割り当て

や、他のデフォルトのソフトキーの割り

当てを上書きする必要がある場合は、次

の手順を共通デバイス設定と共に使用し

ます。

コールパークボタンの設定（464ペー
ジ）を行うには、次のサブタスクを実行

します。

ステップ 7

•コールパークの電話ボタンテンプ
レートの設定（464ページ）

•電話機とボタンテンプレートの関
連付け（465ページ）

次のオプションのタスクフローを実行

して、コールパークの設定にパークモ

ニタリングを追加します。

パークモニタリングの設定（465ペー
ジ）

ステップ 8

クラスタ全体のコールパークの設定

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 目的のノードを [サーバ（Server）]、サービスを [Cisco CallManager]（アクティブ）として選択
します。

ステップ 3 [詳細設定（Advanced）]をクリックします。

詳細サービスパラメータがウィンドウに表示されます。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（機能：全般）（Clusterwide Parameter (Feature- General)）]セクショ
ンで、[クラスタ全体のコールパーク番号/範囲の有効化（Enable cluster-wide Call Park
Number/Ranges）]を [True]に設定します。
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デフォルト値は [False]です。このパラメータは、コールパーク機能をクラスタ全体に適用す
るか、または特定の Unified CMノードに限定するかを決定します。

ステップ 5 Cisco CallManagerサービスとコールパークが設定されているクラスタ内の各サーバに対して、
[コールパーク表示タイマー（Call Park Display Timer）]を設定します。

デフォルトは 10秒です。このパラメータでは、コールをパークした電話機でコールパーク番
号を表示する時間を決定します。

ステップ 6 Unified Communications Managerサービスとコールパークが設定されているクラスタ内の各サー
バに対して、[コールパーク復帰タイマー（Call Park Reversion Timer）]を設定します。

デフォルトは 60秒です。このパラメータでは、コールをパーク状態に維持する時間を決定し
ます。このタイマーの期限が切れると、パークされたコールは、コールをパークしたデバイス

に返されます。ハントグループメンバーがハントパイロットを通じて着信したコールをパー

クした場合、そのコールはコールパーク復帰タイマーの期限が切れた時点でハントパイロッ

トに返されます。

コールパーク表示タイマーよりも小さな値をコールパーク復帰タイマーに入力し

た場合は、コールパーク番号が電話機に表示されないことがあります。

（注）

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 8 すべての Unified Communications Managerと CTI Managerサービスを再起動します。

コールパークのパーティションの設定

パーティションを設定して、ディレクトリ番号（DN）の論理グループと、到達可能性の特徴
が類似したルートパターンを作成します。パーティションを作成することで、ルートプランが

組織、場所、通話タイプに基づいた論理サブセットに分割されることになり、コールルーティ

ングが容易になります。複数のパーティションを設定できます。

始める前に

（オプション） クラスタ全体のコールパークの設定（456ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティショ
ン（Partition）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。

ステップ 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有
のパーティション名を入力します。
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パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用
できます。パーティション名に関するガイドラインについては、オンラインヘルプを参照して

ください。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。

説明には、任意の言語で最大 50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用
できません。

説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自
動的にパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。

ステップ 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付け
るスケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。

[なし（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デ
バイスのタイムゾーンと [スケジュール（TimeSchedule）]が比較され、パーティションが
着信コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ド
ロップダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケ
ジュール（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用でき
るかどうかが判断されます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

コールパーク番号の設定

クラスタ内の複数のサーバにわたってコールパークを使用する場合は、各サーバにコールパー

ク内線番号を設定する必要があります。

コールパーク電話番号、パーティション、および範囲のそれぞれが Unified Communications
Manager内で一意であることを確認します。デバイスUnified Communications Managerが登録さ
れる各には、固有のコールパーク電話番号と範囲が必要です。 Cisco Unified Communications
Manager Administrationコールパークを設定するために使用するコールパーク番号または範囲を
検証しません。無効な番号や範囲、また重複の可能性がある範囲を特定するには、Unified
Communications Managerの着信番号アナライザツールを使用します。

始める前に

コールパークのパーティションの設定（457ページ）
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手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [コールパーク（Call Park）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•新しいコールパーク番号を追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

•コールパーク番号をコピーするには、コールパーク番号または番号の範囲を検索して、
[コピー（Copy）]アイコンをクリックします。

•コールパーク番号を更新するには、コールパーク番号または番号の範囲を検索します。

[コールパーク番号の設定（Call Park number configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [コールパークの設定（Call Park configuration）]フィールド内の各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、コールパーク設定フィールド（460ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 4 新しいコールパーク番号や変更したコールパーク番号を保存するには、[保存（Save）]をク
リックします。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
459

コールの受信

コールパーク番号の設定



コールパーク設定フィールド

説明フィールド

コールパーク内線番号を入力します。数字ま

たはワイルドカード文字 Xを入力することも
できます（1つまたは 2つの Xを使用できま
す）。たとえば、5555と入力して5555という
1つのコールパーク内線番号を定義するか、
または 55XXと入力して 5500～ 5599のコー
ルパーク内線番号の範囲を定義します。

1つのコールパーク範囲の定義
で、最大 100のコールパーク番号
を作成できます。コールパーク番

号が一意になっていることを確認

します。

（注）

Unified Communications Manager
サーバ間でコールパーク番号を重

複させることはできません。各
Unified Communications Manager
サーバの番号範囲に重複がないこ

とを確認します。

（注）

コールパーク範囲は、コールの発

信元のサーバのリストから選択さ

れます。たとえば、phoneA
（nodeAに登録済み）が電話機B
（nodeBに登録済み）をコール
し、phoneBユーザがParkを押す
と、phoneBには nodeAにあるCSS
のコールパーク範囲が必要になり

ます。複数の電話機とゲートウェ

イがさまざまなノードと通信する

マルチノード環境で、任意のサー

バから発信されたコールをパーク

する必要がある場合は、すべての

サーバのコールパーク範囲が含ま

れた CSSが電話機に必要です。

（注）

コールパーク番号/範囲（Call Park
Number/Range）

このコールパーク番号について簡単に説明し

ます。説明には、任意の言語で最大50文字を
指定できますが、二重引用符（"）、パーセン
ト記号（%）、アンパサンド（&amp;）、山
カッコ（&lt;&gt;）は使用できません。

説明
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説明フィールド

パーティションを使用してコールパーク番号

へのアクセスを制限する場合は、ドロップダ

ウンリストから必要なパーティションを選択

します。コールパーク番号へのアクセスを制

限しない場合は、パーティションに対して [<
なし>（<None>）]を選択します。

コールパーク内線番号とパーティ

ションの組み合わせに、Unified
Communications Manager内で重複
のないことを確認します。

（注）

パーティション

ドロップダウンリストを使用して、これらの

コールパーク番号を適用する Cisco Unified
Communications Managerを選択します。

Unified Communications Manager

コールパークのソフトキーテンプレートの設定

以下の手順を使用して、パークソフトキーを使用できるようにします。

パークソフトキーには次のコール状態があります。

•オンフック（On Hook）

•発信（Ring Out）

•接続転送（Connected Transfer）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]を選択します。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、

次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新
しい名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
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b) 必要な既存のテンプレートを選択します。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックスをオンに
し、このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定

した場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削

除することができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウ
トの設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソ
フトキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択
し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフト
キーを移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態でのソフトキーを表示するには、前述のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 10 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。詳細については、「共通デバイス設定へのソフトキー

テンプレートの追加」と「電話機のセクションとソフトキーテンプレートの関連付け」を

参照してください。

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

（省略可）ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを [電話の設定（Phone Configuration）]に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について

説明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合

は、この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるよう

にする際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、「電話機とソフトキーテンプレートの関連付け」のセクションを参

照してください。
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手順

ステップ 1 共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加 （463ページ）

ステップ 2 電話機と共通デバイス設定の関連付け（463ページ）

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、この手
順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存の共通デバイス設定をクリックします。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソ
フトキーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再
起動します。

電話機と共通デバイス設定の関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックし、ソフトキーテンプレートを追加する電話デバイスを選択します。
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ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフ
トキーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話とソフトキーの関連付け

（省略可）ソフトキーテンプレートを共有デバイス設定に関連付ける代わりに、この手順を使

用します。この手順は、共通デバイス設定とともにも機能します。共有デバイス設定での割り

当て、またはその他のデフォルトのソフトキー割り当てをオーバーライドするソフトキーテン

プレートを割り当てる場合に、この手順を使用できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ソフトキーテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキー
が含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。

コールパークボタンの設定

コールパークの電話ボタンテンプレートの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックして、サポートされる電話テンプレートのリストを表示します。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成する場合は、この手順を実行します。それ以外の場合
は、次のステップに進みます。

a) 電話機モデルのデフォルトのテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックしま
す。
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b) [電話ボタンテンプレート情報（Phone Button Templates Information）]フィールドに、テン
プレートの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存のテンプレートを選択します。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。

電話機とボタンテンプレートの関連付け

始める前に

コールパークの電話ボタンテンプレートの設定（464ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、設定済みの電話のリストを表示します。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボ
タンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボッ
クスが表示されます。

パークモニタリングの設定

次のオプションタスクを実行して、コールパーク設定にパークモニタリングを追加します。
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始める前に

パークモニタリングは、コールパークをサポートする電話のサブセットでのみサポートされ

ます。次の Cisco Unified IP Phoneは、パークモニタリングをサポートしています。

• Cisco IP電話 8811

• Cisco IP電話 8841

• Cisco IP電話 8845

• Cisco IP電話 8851

• Cisco IP電話 8851NR

• Cisco IP電話 8861

• Cisco IP電話 8865

• Cisco IP電話 8865NR

• Cisco Unified IP Phone 8961

• Cisco Unified IP Phone 9951

• Cisco Unified IP Phone 9971

手順

目的コマンドまたはアクション

パークモニタリング機能のシステムレ

ベルのタイマーを設定します。

パークモニタリングシステムタイマー

の設定（466ページ）
ステップ 1

任意：ハントパイロットを展開してい

る場合は、ハントパイロットにパーク

モニタリングの接続先を割り当てます。

ハントパイロットのパークモニタリン

グの設定（468ページ）
ステップ 2

個々の電話回線のパークモニタリング

の接続先を割り当てます。

電話番号のパークモニタリングの設定

（468ページ）
ステップ 3

LDAPディレクトリ同期を設定している
と、パークモニタリングが設定されて

ユニバーサル回線テンプレートを使用し

たパークモニタリングの設定（470ペー
ジ）

ステップ 4

いる複数のユーザの電話番号設定のプロ

ビジョニングにユニバーサル回線のテン

プレートを使用できます。

パークモニタリングシステムタイマーの設定

パークモニタリング機能のシステムレベルのタイマーを設定するには、次の手順を使用しま

す。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 次のサービスパラメータの値を設定します。

• [パークモニタリング復帰タイマー（Park Monitoring Reversion Timer）]：パークしたコー
ルを取得するようにユーザに求めるまで、Cisco Unified Communications Managerが待機す
る秒数。個々の電話回線では、この設定は、[電話番号の設定（Directory Number
Configuration）]ウィンドウの同じ設定によりオーバーライドされます。コールパーク復
帰タイマーが期限切れになると、コールはハントパイロットに転送されます。

• [パークモニタリング定期復帰タイマー（Park Monitoring Periodic Reversion Timer）]：コー
ルがパークしたときに復帰を試行する秒数。Cisco Unified Communications Managerは、パー
クしたユーザの電話を鳴らしたり、ビープ音を再生したり、点滅させたりすることでユー

ザにパークしたコールについて求めます。パークモニタリング復帰タイマーが期限切れに

なると、コールはハントパイロットではなくパークされた通話者に転送されます。

• [パークモニタリング転送非取得時のタイマー（Park Monitoring Forward No Retrieve
Timer）]：パークアラーム通知が発生するまでの秒数。その後、パークされたコールは、
コールをパークしたユーザが [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]で指定
した未取得時のパークモニタリング転送の接続先に転送されます。パークモニタリング

の取得転送なしのタイマーが期限切れになると、コールはハントパイロットに転送されま

す。

これらのフィールドの詳細については、サービスパラメータのオンラインヘルプ

を参照してください。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

これらのオプションのいずれかのタスクを使用して、個々の電話回線およびハントパイロット

での期限切れのタイマーの処理方法を指定します。

•ハントパイロットのパークモニタリングの設定（468ページ）

•電話番号のパークモニタリングの設定（468ページ）

•ユニバーサル回線テンプレートを使用したパークモニタリングの設定（470ページ）
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ハントパイロットのパークモニタリングの設定

展開でハントパイロットを使用している場合は、このオプションの手順を使用して、ハント

パイロットにパークモニタリングの接続先を割り当てます。

ハントパイロットの設定の概要については、Cisco Unified Communications Managerシステム設
定ガイドの「ハントパイロットの設定」の章を参照してください。

（注）

始める前に

パークモニタリングシステムタイマーの設定（466ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハントパイロット（Hunt
Pilot）]の順に選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、パークモニタリングの接続先を設定するハントパイロットを
選択します。

ステップ 3 [パークモニタリング非取得時の接続先（Park Monitoring No Retrieve Destination）]フィールド
で、[接続先（Destination）]の電話番号と [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]
を割り当てます。

ステップ 4 [ハントパイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドに入力し
ます。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してく

ださい。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

電話番号のパークモニタリングの設定

個々の電話回線でパークモニタリングの接続先を割り当てるには、次の手順を使用します。

コールを別の番号に転送したり、ボイスメールに送信したり、コールのパーク元に戻したりす

ることができます。
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次のツールは、複数の電話回線の設定をプロビジョニングすることができます。

•ユニバーサル回線のテンプレートを使用して、LDAPディレクトリの同期によって、複数
の電話回線のパークモニタリング設定をプロビジョニングします。詳細は、ユニバーサル

回線テンプレートを使用したパークモニタリングの設定（470ページ）を参照してくださ
い。

•一括管理ツールを使用して、多数の電話回線の設定を含む CSVファイルをインポートし
ます。詳細については、Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイドを参照して
ください。

（注）

始める前に

パークモニタリングシステムタイマーの設定（466ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory Number）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、設定する電話番号を選択します。

ステップ 3 次の [パークモニタリング（Park Monitoring）]フィールドに値を入力します。

• [パークモニタリング転送非取得時の接続先（外部）（Park Monitoring Forward No Retrieve
Destination External）]：パークモニタリング転送非取得時のタイマー期限が切れ、パーク
先が外部パーティの場合、コールはボイスメールまたは指定した電話番号に転送されま

す。このフィールドが空の場合、コールはコールをパークした人の回線に転送されます。

• [パークモニタリング転送非取得時の接続先（外部）（Park Monitoring Forward No Retrieve
Destination External）]：パークモニタリング転送非取得時のタイマー期限が切れ、パーク
先が内部パーティの場合、コールはボイスメールまたは指定した電話番号に転送されま

す。このフィールドが空の場合、コールはコールをパークした人の回線に転送されます。

• [パークモニタリング復帰タイマー（Park Monitor Reversion Timer）]：この電話回線でパー
クしたコールを取得するようにユーザに求めるまで、Cisco Unified Communications Manager
が待機する秒数。値が 0または空の場合、Cisco Unified Communications Managerは [パー
クモニタリング復帰タイマー（Park Monitor Reversion Timer）]サービスパラメータの値
を使用します。

ステップ 4 [電話番号設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドに入力しま
す。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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ユニバーサル回線テンプレートを使用したパークモニタリングの設定

ユニバーサル回線テンプレートにパークモニタリングの設定を割り当てるには、次の手順を使

用します。LDAPディレクトリ同期を設定していると、複数のユーザに設定されたパークモニ
タリングの電話番号の設定のプロビジョニングにユニバーサル回線のテンプレート設定を使用

できます。

始める前に

パークモニタリングシステムタイマーの設定（466ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [ユーザ電話/追加（User/Phone Add）] > [ユニバーサル回線テン
プレート（Universal Line Template）]。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のテンプレートを選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして新しいテンプレートを作成します。

ステップ 3 セクションを展開し、フィールドに入力します。フィールドの説明については、ユニバーサル
回線テンプレートのパークモニタリング設定（470ページ）を参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

個々の電話番号にユニバーサル回線テンプレートを適用するには、ユーザプロファイル、機能

グループテンプレート、および LDAPディレクトリ同期にテンプレートを割り当てる必要が
あります。同期が発生すると、テンプレートの設定は同期の一部である電話回線に適用されま

す。LDAPの設定については、のCisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド「エ
ンドユーザの設定」の章を参照してください。

ユニバーサル回線テンプレートのパークモニタリング設定

次の表に、Cisco Unified Communications Managerの [ユニバーサル回線テンプレートの設定
（Universal Line Template Configuration）]ウィンドウの [パークモニタリング（Park Monitoring）]
フィールドを示します。
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表 29 :ユニバーサル回線テンプレートのパークモニタリング設定

説明フィールド

コールがパーク保留されている人物が外部の人であり、[パー
クモニタリング未取得時転送タイマー（ParkMonitoringForward
No Retrieve Timer）]が時間切れになると、システムは以下の
接続先の 1つにコールを送信します。

• [ボイスメール（Voicemail）]：ボイスメールプロファイ
ルの設定を使用してコールの送信先を決定します。

• [発信元に戻す（Revert to Originator）]：コールをパーク
している人にコールを戻します。

•コールを別の番号に転送するには、テキストボックスに
他の番号を入力します。

どのオプションも選択されていない場合、コールはコールを

パークしている人に戻されます。

未取得時の外線コールの転送

先（Forward Destination for
External Calls When Not
Retrieved）

パーク保留中のコールを設定済みの番号にリダイレクトされ

るように設定した場合、転送先のコーリングサーチスペース

を選択します。

未取得時の外線コール転送の

コーリングサーチスペース

（Calling Search Space for
Forwarding External Calls When
Not Retrieved）

コールがパーク保留されている人物が内部の人であり、[パー
クモニタリング未取得時転送タイマー（ParkMonitoringForward
No Retrieve Timer）]が時間切れになると、システムは以下の
接続先の 1つにコールを送信します。

• [ボイスメール（Voicemail）]：ボイスメールプロファイ
ルの設定を使用してコールの送信先を決定します。

• [発信元に戻す（Revert to Originator）]：コールをパーク
している人にコールを戻します。

•コールを別の番号に転送するには、テキストボックスに
他の番号を入力します。

どのオプションも選択されていない場合、コールはコールを

パークしている人に戻されます。

未取得時の内線コールの転送

先（Forward Destination for
Internal Calls When Not
Retrieved）

パーク保留中のコールを設定済みの番号にリダイレクトされ

るように設定した場合、転送先のコーリングサーチスペース

を選択します。

未取得時の内線コール転送の

コーリングサーチスペース

（Calling Search Space for
Forwarding Internal Calls When
Not Retrieved）
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説明フィールド

このタイマーは、ユーザがパークしたコールを取得するよう

にユーザに求めるまで、Unified Communications Managerが待
機する秒数を決定します。このタイマーが開始するのは、ユー

ザが電話機の [パーク（Park）]ソフトキーを押したときです。
タイマーが時間切れになるとアラームが鳴ります。デフォル

ト値は 60秒です。

タイマーの値に 0を選択した場合は、このテンプ
レートを使用する電話回線は [パークモニタリン
グ復帰タイマー（Park Monitor Reversion Timer）]
のクラスタ全体のサービスパラメータの値を使用

します。

（注）

パークモニタリング復帰タイ

マー（秒）（Park Monitor
Reversion Timer (seconds)）

コールパークの連携動作

連携動作機能

CTIアプリケーションはコールパーク機能（コールパーク DNでの
アクティビティのモニタなど）にアクセスします。コールパークDN
をモニタするには、CTIアプリケーションに関連付けられているエン
ドユーザまたはアプリケーションを、Standard CTI Allow Call Park
Monitoringユーザグループに追加します。

CTIアプリケーション

保留音を使用すると、ユーザはコールを保留にして、ストリーミング

ソースから提供される音楽を再生できます。コールパークの保留音

オーディオソースは、[電話の設定 (Phone Configuration )]ウィンドウ
内の [ネットワーク保留Moh音源 (Network Hold Moh audio source )]
設定の設定によって選択されます。オーディオソースが選択されて

いない場合、Cisco Unified CMはデバイスプールで定義されている
オーディオソースを使用します。デバイスプールでオーディオソー

ス IDが指定されていない場合はシステムデフォルトが使用されま
す。

保留音

ルートプランレポートには、Unified Communications Managerで設定
されているパターンと電話番号が表示されます。コールパークに電

話番号を割り当てる前に、ルートプランレポートで重複するパター

ンと電話番号を確認します。

ルートプランレポー

ト（Route Plan
Report）

デバイスのコーリングサーチスペースに基づいて、コールパークア

クセスをユーザに限定するため、コールパーク電話番号または範囲

をパーティションに割り当てます。

コーリングサーチス

ペースとパーティショ

ン
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連携動作機能

コールパークでは、即時転送（[即転送（iDivert）]または [即転送
（Divert）]ソフトキー）がサポートされています。たとえば、ユーザ
Aがユーザ Bにコールし、ユーザ Bがこのコールをパークするとし
ます。ユーザBはコールを取得してから、[即転送（iDivert）]または
[即転送（Divert）]ソフトキーを押してコールをボイスメッセージン
グメールボックスに送信することを決定します。ユーザAに対しユー
ザ Bのボイスメールグリーティングが再生されます。

即時転送

•コールパークによる割り込み：相手側の電話（割り込み先の電
話）がコールを制御します。割り込み元は、相手側の電話に「ピ

ギーバッグ」します。「」相手側の電話には、割り込み先であっ

ても、一般的な機能のほとんどが含まれています。したがって、

割り込み元は機能にアクセスできません。相手側がコールをパー

クすると、割り込み元はそのコール（割り込み）を解放する必要

があります。

•コールパークによる C割り込み：相手側と割り込み元がピアと
して動作します。C割り込み機能は会議ブリッジを使用するた
め、ミートミー会議のように機能します。相手側と割り込み元の

両方の電話は、各自の機能に完全にアクセスできます。

割込み

コールパークの [パーク（Park）]ソフトキーとダイレクトコール
パークの両方を設定しないことが推奨されますが、この両方が設定さ

れる可能性があります。この両方を設定する場合は、コールパーク

番号とダイレクトコールパーク番号が重複していないことを確認し

てください。

ダイレクトコール

パーク

ユーザがQSIGクラスタ間トランクまたはQSIGゲートウェイトラン
クでコールをパークすると、パークされた発信者（パーク対象）に対

し、[パーク番号（To parked number）]メッセージは表示されません。
電話には引き続き、元の接続番号が表示されます。コールがパークさ

れた場合、コールをパークしたユーザがそのコールを取得できます。

コールがパーク状態から取得されると、コールは続行されますが、

パークされた発信者に対して新しい接続番号は表示されません。

QSIGクラスタ間トラ
ンク

コールパークの制限事項

制限事項機能

Unified Communications Manager各コールパーク内線番号にパークで
きるコールは 1つだけです。

コールパーク
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制限事項機能

ノード間での共有回線デバイスの場合、デバイスが最初に登録した

ノードにその回線が登録されます。たとえば、subscriber2のデバイス
が最初に登録され、subscriber2とパブリッシャノードで回線が作成さ
れると、その回線は subscriber2に属します。各ノードでコールパー
ク番号を設定する必要があります。

共有回線

フェールオーバーまたはフォールバックを実現するには、パブリッ

シャノードとサブスクライバノードでコールパーク番号を設定しま

す。この設定により、プライマリノードがダウンすると、回線デバ

イス関連付けがセカンダリノードに変更され、このセカンダリノー

ドのコールパーク番号が使用されます。

バックアップ

ダイレクトコールパーク（またはコールパーク）が共有回線から開

始され、コールがどのデバイスからも取得されない場合、パークされ

たコールは常に共有回線の受信者（パークしたユーザ）に戻されま

す。

ダイレクトコール

パーク

共有回線とパーク復帰の発信者の間で会議コールが設定されている場

合、またはパーク復帰が失敗した場合、（別の共有回線と発信者の間

の）2者コールが発生します。これは、パーク復帰では Unified
Communications Managerにより、回線を共有する両方のデバイスに
コールが拡大され、両方の参加者（会議にすでに参加している参加者

やパーク保留状態の参加者）を会議に追加しようとするためです。参

加者が、会議にすでに参加している参加者を最初に追加しようとする

と、パーク復帰が失敗します。パーク復帰が失敗しても、共有回線は

通常どおりコールに割り込むことができます。

会議

[サーバの設定（Server Configuration）]ウィンドウ（[システム
（System）] > [サーバ（Server）]）で、削除されるノードに Unified
Communications Managerのコールパーク番号が設定されていた場合、
ノードの削除は失敗します。ノードを削除するには、事前に Cisco
Unified Communications Manager Administrationでコールパーク番号を
削除する必要があります。

サーバの削除

通話パークのトラブルシューティング

[コールをパークできない（User Cannot Park Calls）]

問題

コールをパークできない。[パーク（Park）]ソフトキーまたは機能ボタンを押してもコールが
パークされません。
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ソリューション

クラスタ内の各 Unified Communications Managerに固有のコールパーク番号が割り当てられて
いることを確認します。

コールパーク番号に割り当てられているパーティションと電話機の電話番号に割り当てられて

いるパーティションが一致しません。パーティションの詳細については、Cisco Unified
Communications Managerシステム設定ガイドを参照してください。

[コールパーク番号の表示時間が短すぎる（Call Park Number is Not
Displayed Long Enough）]

問題

コールパーク番号の表示時間が短すぎる。

ソリューション

コールパーク表示タイマーに、より長い時間を設定します。タイマークラスタ全体のコール

パークの設定（456ページ）の詳細については、を参照してください。

ダイレクトコールパークの概要
ダイレクトコールパークではユーザが設定した使用可能なダイレクトコールパーク番号に

コールを転送できます。設定されたダイレクトコールパーク番号は、クラスタ全体に存在し

ます。ダイレクトコールパークのビジーランプフィールド（BLF）をサポートする電話機を
設定すると、特定のダイレクトコールパーク番号のビジーステータスおよびアイドルステー

タスをモニタできます。また、BLFはダイレクトコールパーク番号の短縮ダイヤルとしても
使用できます。

Unified Communications Manager各ダイレクトコールパーク番号でパークできるコールは1つだ
けです。パーク保留されたコールを取得するには、ユーザは設定された取得用プレフィクス

と、コールがパーク保留されているダイレクトコールパーク番号をダイヤルする必要があり

ます。

ダイレクトコールパークの前提条件
導入環境内の電話でダイレクトコールパークがサポートされていることを確認してください。

サポートされている電話のリストを確認するには、Cisco Unified Reportingから [電話機能リス
ト（Phone Feature List）]レポートを実行し、機能として [処理されたダイレクトコールパーク
（Assisted Directed Call Park）]を選択します。詳細については、「電話機能一覧の生成（1
ページ）」を参照してください。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
475

コールの受信

[コールパーク番号の表示時間が短すぎる（Call Park Number is Not Displayed Long Enough）]

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html


ダイレクトコールパークの設定タスクフロー

始める前に

•ダイレクトコールパークの前提条件（475ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

ダイレクトコールパークのクラスタ全

体のパラメータを設定します。

クラスタ全体のダイレクトコールパー

クの設定（476ページ）
ステップ 1

1つのダイレクトコールパーク内線番
号または内線番号の範囲を追加、コ

ピー、更新します。

ダイレクトコールパーク番号の設定

（477ページ）
ステップ 2

BLF/ダイレクトコールパークの電話ボ
タンテンプレートを設定します。

BLF/ダイレクトコールパークボタンの
設定（479ページ）

ステップ 3

影響を受けるデバイスとダイレクトコー

ルパークを同期します

影響を受けるデバイスとダイレクトコー

ルパークの同期（480ページ）
ステップ 4

クラスタ全体のダイレクトコールパークの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 タイマーを設定するには、クラスタ全体のパラメータ（一般機能）セクションの [コールパー
ク復帰タイマー（Call Park Reversion Timer）]フィールドを更新します。

デフォルトは 60秒です。このパラメータでは、コールをパーク状態に維持する時間を決定し
ます。このタイマーが期限切れになると、[ダイレクトコールパークの設定（DirectedCallPark
Configuration）]ウィンドウで設定した内容に応じて、パークされたコールが元のデバイスに戻
るか、指定された別の番号に転送されます。
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ダイレクトコールパーク番号の設定

始める前に

ダイレクトコールパーク電話番号、パーティション、および範囲のそれぞれが Unified
Communications Manager内で一意であることを確認します。開始する前に、ルートプランレ
ポートを生成します。また、パークソフトキーが有効になっている場合は（非推奨）、コール

パーク番号とダイレクトコールパーク番号の間に重複がないことを確認します。復帰番号が

設定されていない場合には、コールパークの復帰タイマーが時間切れになったあと、コールが

パーカー（パーキングパーティ）に戻されます。

クラスタ全体のダイレクトコールパークの設定（476ページ）

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing） > [ダイレクトコールパーク（Directed Call Park）]を
選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•新しいダイレクトコールパーク番号を追加するには、[新規追加（Add New）]をクリック
します。

•ダイレクトコールパーク番号をコピーするには、ダイレクトコールパーク番号または番
号の範囲を検索して、[コピー（Copy）]アイコンをクリックします。

•ダイレクトコールパーク番号を更新するには、ダイレクトコールパーク番号または番号
の範囲を検索します。

[ダイレクトコールパーク番号設定（directed call park number configuration）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 3 [ダイレクトコールパークの設定（Directed Call Park settings）]領域のフィールドを設定しま
す。フィールドとその設定オプションの詳細については、ダイレクトコールパークの構成時

の設定（478ページ）を参照してください。

ステップ 4 新しいコールパーク番号や変更したコールパーク番号をデータベースに保存するには、[保存
（Save）]をクリックします。

ダイレクトコールパーク番号を更新した場合、Unified Communications Managerは、コール
パーク復帰タイマーが期限切れになった後のみ、この番号にパークされたコールを戻します。

ステップ 5 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

[設定の適用情報（Apply Configuration Information）]ダイアログが表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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ステップ 7 BLFを使用してダイレクトコールパーク番号をモニタするには、[ダイレクトコールパーク
番号設定（directed call park number configuration）]ウィンドウの [デバイスの再起動（Restart
Devices）]をクリックします。変更通知を使用している場合、この手順はオプションです。

ダイレクトコールパークの構成時の設定

説明フィールド

ダイレクトコールパーク番号を入力します。数字（0～ 9）またはワイ
ルドカード文字（[]、-、*、^、#）とX（1つまたは 2つ）を入力できま
す。たとえば、5555の単一のコールパーク番号を定義する場合は 5555
と入力し、5500～ 5599のダイレクトコールパーク内線番号の範囲を定
義する場合は 55XXと入力します。ダイレクトコールパーク番号が一
意であり、コールパーク番号と重複していないことを確認してくださ

い。

番号（Number）

このダイレクトコールパーク番号または範囲の簡単な説明を入力しま

す。説明には、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用
符（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド（&amp;）、山カッコ
（&lt;&gt;）、およびタブは使用できません。

説明

パーティションを使用してダイレクトコールパーク番号へのアクセス

を制限する場合は、ドロップダウンリストから必要なパーティションを

選択します。ダイレクトコールパーク番号へのアクセスを制限しない

場合は、パーティションをデフォルトの [なし（None）]のままにしま
す。

ダイレクトコールパーク番号とパーティションの組み合わ

せが Unified Communications Manager内で一意であることを
確認します。

（注）

パーティション

取得されなかった場合にパークされたコールを戻す番号を入力するか、

フィールドを空白のままにします。

復帰番号には数字だけを使用します。ワイルドカードは使

用できません。

（注）

復帰番号（Reversion
Number）

ドロップダウンリストを使用して、コーリングサーチスペースを選択

するか、コーリングサーチスペースをデフォルトの [なし（None）]の
ままにします。

復帰コーリングサーチ

スペース（Reversion
Calling Search Space）

この必須フィールドには、パークされたコールを取得するためのプレ

フィックスを入力します。システムは取得用プレフィックスを使用し

て、パークされたコールを取得する操作と、ダイレクトパークを開始す

る操作を識別する必要があります。

取得用プレフィックス

（Retrieval Prefix）
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BLF/ダイレクトコールパークボタンの設定

始める前に

クラスタ全体のダイレクトコールパークの設定（476ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone button
template）]の順に選択します。

ステップ 2 設定ウィンドウが表示されたら、[関連情報（Association Information）]ペインの [新規 BLF/ダ
イレクトコールパークの追加（Add new BLF Directed Call Park）]リンクをクリックします。

その電話機に適用された電話ボタンテンプレート、またはデバイスプロファイル

が BLF/ダイレクトコールパークをサポートしていない場合、リンクは [関連情報
（Association Information）]ペインに表示されません。

（注）

ステップ 3 [BLF]/[ダイレクトコールパーク（Directed Call Park）]フィールド領域のフィールドを設定し
ます。フィールドとその設定オプションの詳細については、BLF/ダイレクトコールパークの
設定フィールド（479ページ）を参照してください。

ステップ 4 設定が完了したら、[保存（Save）]をクリックしてウィンドウを閉じます。

電話番号は、[電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [関連情報（Association
Information）]ペインに表示されます。

BLF/ダイレクトコールパークの設定フィールド

表 30 : BLF/ダイレクトコールパークボタンの設定フィールド

説明フィールド

[電話番号（Directory Number）]ドロップダウンリストに、Unified
Communications Managerデータベースにあるダイレクトコールパー
ク番号が表示されます。

SCCPを実行している電話またはSIPを実行している電話の場合、ユー
ザが短縮ダイヤルボタンを押すときにシステムがダイヤルする番号

（および対応するパーティションが表示されている場合はこのパー

ティション）を選択します（例：3の6002）。特定のパーティション
なしで表示される電話番号は、デフォルトのパーティションに属して

います。

電話番号（Directory
Number）
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説明フィールド

[BLF/ダイレクトコールパーク（BLF/Directed Call Park）]ボタンに表
示するテキストを入力します。

このフィールドは国際化をサポートしています。電話機が国際化をサ

ポートしていない場合は、[ラベルASCII（Label ASCII）]フィールド
に表示されるテキストが使用されます。

ラベル（Label）

[BLF/ダイレクトコールパーク（BLF/Directed Call Park）]ボタンに表
示するテキストを入力します。

ASCIIラベルは、[ラベル（Label）]フィールドに入力したテキストの
非国際化バージョンを表します。電話が国際化をサポートしていない

場合、このフィールドに入力したテキストが使用されます。

[ラベル ASCII（Label ASCII）]フィールドに、[ラベル
（Label）]フィールドのテキストとは異なるテキストを入
力すると、 Cisco Unified Communications Manager
Administrationは、テキストが異なっていても両方のフィー
ルドの設定を受け入れます。

（注）

ラベル ASCII（Label
ASCII）

影響を受けるデバイスとダイレクトコールパークの同期

手順

ステップ 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [ダイレクトコールパーク（Directed Call Park）]を
選択します。

[ダイレクトコールパークの検索と一覧表示（Directed Call Parks）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。

ステップ 3 [検索（Find）]をクリックします。

検索条件に一致するダイレクトコールパークの一覧がウィンドウに表示されます。

ステップ 4 該当する複数の電話機を同期させるダイレクトコールパークをクリックします。[ダイレクト
コールパーク設定（Directed Call Park Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 追加の設定変更を加えます。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

[設定の適用情報（Apply Configuration Information）]ダイアログが表示されます。
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ステップ 8 [OK]をクリックします。

ダイレクトコールパークの連携動作
ダイレクトコールパーク機能との連携動作を次の表で説明します。

連携動作機能

ダイレクトコールパークの保留音音源は、デフォルトのネットワーク

保留MOHオーディオソースサービスパラメータによって割り当てら
れます。パラメータを割り当てるには、次のようにします。

1. Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [サービス
パラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

2. [サーバ（Server）]ドロップダウンから、Unified Communications
Managerクラスタノードを選択します。

3. [サービス]ドロップダウンリストボックスから、[Cisco
CallManager]を選択します。

4. クラスタ全体のパラメータ (サービス)で、mohオーディオソース
をデフォルトのネットワーク保留MOH音源 IDパラメータに割り
当てます。デフォルト値は 1です。

5. [保存（Save）]をクリックします。

システムへのMOHオーディオソースの追加の詳細につい
ては、このガイドの「保留音の設定」の項を参照してく

ださい。

（注）

保留音

デバイスのコーリングサーチスペースに基づいて、ダイレクトコー

ルパークアクセスをユーザに限定するため、ダイレクトコールパー

ク電話番号または範囲をパーティションに割り当てます。

コーリングサーチス

ペースとパーティショ

ン

ダイレクトコールパークでは、即時転送（[即転送（iDivert）]また
は [即転送（Divert）]ソフトキー）がサポートされています。たとえ
ば、ユーザ Aがユーザ Bにコールし、ユーザ Bがこのコールをパー
クするとします。ユーザ Bはコールを取得してから、[即転送
（iDivert）]または [即転送（Divert）]ソフトキーを押してコールをボ
イスメッセージングメールボックスに送信することを決定します。

ユーザ Aはユーザ Bのボイスメールグリーティングを受信します。

即時転送
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連携動作機能

•ダイレクトコールパークによる割り込み：相手側の電話（割り
込み対象の電話）がコールを制御します。割り込み元は、相手側

の電話に「ピギーバッグ」します。「」相手側の電話には、割り

込み先であっても、一般的な機能のほとんどが含まれています。

したがって、割り込み元は機能にアクセスできません。相手側が

ダイレクトコールパークを使用してコールをパークすると、割

り込み元はそのコール（割り込み）を解放する必要があります。

•ダイレクトコールパークによる C割り込み：相手側と割り込み
元がピアとして動作します。C割り込み機能は会議ブリッジを使
用します。これによりミートミー会議と同様に機能します。相手

側と割り込み元の両方の電話は、各自の機能への完全なアクセス

を維持します。

割込み

コールパークの [パーク（Park）]ソフトキーとダイレクトコール
パークの両方を設定しないことが推奨されますが、この両方が設定さ

れる可能性があります。この両方を設定する場合は、コールパーク

番号とダイレクトコールパーク番号が重複していないことを確認し

てください。

ダイレクトコールパーク機能を使用してパークされた発信者（パー

ク対象）は、パーク中は標準コールパーク機能を使用できません。

コールパーク

ダイレクトコールパークの制限事項

制限事項機能

Unified Communications Manager 1パーティが各ダイレクトコールパー
ク番号でパークできるコールは 1つだけです。

デバイスが（[BLF]ボタンを使用して）モニタするように設定されて
いるダイレクトコールパーク番号は削除できません。ダイレクト

コールパーク番号または範囲が使用中であるため削除できないこと

を通知するメッセージが表示されます。どのデバイスが番号を使用し

ているかを特定するには、[ダイレクトコールパークの設定（Directed
Call Park Configuration）]ウィンドウの [依存関係レコード（Dependency
Records）]リンクをクリックします。

ダイレクトコール

パーク番号

ダイレクトコールパーク機能を使用してパークされた発信者（パー

ク対象）は、パーク中は標準コールパーク機能を使用できません。

標準コールパーク機能

DParkと転送の両方が失敗する可能性があるため、[転送（Transfer）]
ボタンと [ダイレクトコールパーク（Directed Call Park）]ボタンの両
方を同時に押さないことをお勧めします。

ダイレクトコールパー

ク機能
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制限事項機能

ダイレクトコールパーク BLFは、ダイレクトコールパーク番号範
囲をモニタできません。ユーザはダイレクトコールパーク BLFを使
用して個々のダイレクトコールパーク番号だけをモニタできます。

たとえば、ダイレクトコールパーク番号範囲 8Xを設定している場
合、ダイレクトコールパーク BLFを使用してその範囲全体（80～
89）をモニタすることはできません。

ダイレクトコール

パーク BLF

次の制限事項は、SIPを実行している電話のダイレクトコールパーク
に適用されます。

•ダイレクトコールパークは、SIPを実行しているCisco Unified IP
Phone 7940と 7960の [転送（Transfer）]ソフトキーを使用して起
動されます。

• SIPを実行している Cisco Unified IP Phone 7940と 7960の [ブライ
ンド転送（Blind Transfer）]ソフトキーが使用される場合、シス
テムではダイレクトコールパークがサポートされません。

• SIPを実行する Cisco Unified IP Phone 7940と 7960、および SIPを
実行するサードパーティの電話では、システムでダイレクトコー

ルパーク BLFがサポートされません。

SIPを実行している電
話のダイレクトコール

パーク

ダイレクトコールパークのトラブルシューティング

パークされたコールを取得できない

パークされたコールを取得できない。パークされたコールを取得するためにダイレクトコール

パーク番号をダイヤルしたあと、ユーザにビジートーンが聞こえ、IPPhoneに「パークスロッ
トが利用できません（Park Slot Unavailable）」というメッセージが表示されます。

ユーザが取得用プレフィックスに続けてダイレクトコールパーク番号をダイヤルしているか

どうかを確認します。

[コールをパークできない（User Cannot Park Calls）]
コールをパークできない。[転送（Transfer）]ソフトキー（使用可能な場合は [転送（Transfer）]
ボタン）を押し、ダイレクトコールパークをダイヤルしてもコールがパークされません。

コールパーク番号に割り当てられているパーティションと電話機の電話番号に割り当てられて

いるパーティションが一致していることを確認します。デバイスにパーティションとコーリン

グサーチスペースが正しく設定されていることを確認します。パーティションの詳細につい

ては、『System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してくだ
さい。
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復帰タイマーが時間切れになった後でユーザに対してリオーダー音が

再生される

コールをパークできない。復帰タイマーが時間切れになったあと、ユーザにリオーダートーン

が聞こえる。

ユーザが、[転送（Transfer）]ソフトキー（使用可能な場合は [転送（Transfer）]ボタン）を押
してからダイレクトコールパーク番号をダイヤルし、ダイレクトコールパーク番号をダイヤ

ルしたあとにもう一度 [転送（Transfer）]ソフトキー（使用可能な場合は [転送（Transfer）]ボ
タン）を押すか、またはオンフックにしていることを確認します。ダイレクトコールパーク

は転送機能であるため、ダイレクトコールパーク番号を単独でダイヤルできません。

Transfer On-hook EnabledサービスパラメータをTrueに設定している場合は、[転送（Transfer）]
ソフトキー（使用可能な場合は [転送（Transfer）]ボタン）を 2回押す代わりに、オンフック
にするだけで転送が完了します。

（注）

ユーザに対してリオーダー音またはアナウンスが再生される

コールをパークできない。[転送（Transfer）]ソフトキー（使用可能な場合は [転送（Transfer）]
ボタン）を押し、ダイレクトコールパーク番号をダイヤルしたあと、ユーザにリオーダートー

ンまたはアナウンスが聞こえます。

ダイヤルした番号がダイレクトコールパーク番号として設定されていることを確認します。

[ユーザは範囲内の番号にコールをパークできない（User Cannot Park a
Call at a Number Within The Range）]

ダイレクトコールパーク番号の範囲を設定したあと、範囲内の番号にコールをパークできな

い。

ダイレクトコールパーク番号の範囲を入力する構文を確認します。構文に誤りがあると、実

際には範囲を設定していない場合でも、範囲を設定するように見えることがあります。

パーク保留中のコールの復帰が早すぎる

パーク保留中のコールの復帰が早すぎる。

コールパーク復帰タイマーの設定時間を長くしてください。
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パークスロットが利用できない

コールをパークできない。[転送（Transfer）]ソフトキー（使用可能な場合は [転送（Transfer）]
ボタン）を押し、ダイレクトコールパーク番号をダイヤルした後、ユーザにビジートーンが

聞こえ、IP Phoneに「パークスロットが利用できません（Park Slot Unavailable）」というメッ
セージが表示されます。

ダイヤルしたダイレクトコールパーク番号が、パークされたコールでまだ使用されていない

ことを確認するか、または別のダイレクトコールパーク番号にコールをパークします。

パークされたコールが、コールをパークした番号に復帰しない

パークされたコールが、コールをパークした番号に復帰しない。

ダイレクトコールパーク番号の設定を調べ、別の電話番号ではなく、コールをパークした番

号に復帰するように設定されていることを確認します。

番号または範囲が使用中であるため削除できない

ダイレクトコールパーク番号または範囲を削除しようとすると、番号または範囲が使用中で

あるため削除できないというメッセージが表示される。

デバイスが監視するように設定されている（[BLF]ボタンを使用）ダイレクトコールパーク番
号は削除できません。どのデバイスが番号を使用しているかを特定するには、[ダイレクトコー
ルパークの設定（Directed Call Park Configuration）]ウィンドウの [依存関係レコード（Dependency
Records）]リンクをクリックします。
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第 31 章

エクステンションモビリティ

•エクステンションモビリティの概要（487ページ）
• Extension Mobilityの前提条件（487ページ）
•エクステンションモビリティの設定タスクフロー（488ページ）
• Cisco Extension Mobilityの連携動作（499ページ）
• Cisco Extension Mobilityの制限（502ページ）
•エクステンションモビリティのトラブルシューティング（503ページ）

エクステンションモビリティの概要
Cisco Extension Mobilityにより、ユーザは、お持ちのシステムのその他の電話機から一時的に
ラインアピアランス、サービス、スピードダイヤルなどの電話機の設定にアクセスできるよう

になります。例えば、複数の従業員で単一の電話を使用しているような場合、個々のユーザが

電話機にログインし、他のユーザアカウントの設定に影響を及ぼさずに自分の設定にアクセス

できるよう、エクステンションモビリティを設定できます。

ユーザがエクステンションモビリティを使用してログインした後、エクステンションモビリ

ティプロファイルがすでにアプリケーションユーザに関連付けられている場合、CTIアプリ
ケーションはデバイス関連の情報を送信します。

CTIアプリケーションは、デバイスを直接制御しなくても、ユーザが（そのエクステンション
モビリティプロファイルを使用して）ログインしているデバイスを制御できます。したがっ

て、アプリケーションユーザへのデバイスプロファイルの関連付けによる記録は、デバイス

に直接関連付けられていなくても機能するはずです。

Extension Mobilityの前提条件
•到達可能な TFTPサーバ。

• Extension Mobility機能がほとんどの Cisco Unified IP Phoneに拡張されている。電話のマ
ニュアルを参照して、Cisco Extension Mobilityがサポートされていることを確認する。
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エクステンションモビリティの設定タスクフロー

始める前に

手順

目的コマンドまたはアクション

Extension Mobility機能をサポートするデ
バイスを特定するためにレポートを生成

します。

電話機能一覧の生成（1ページ）ステップ 1

エクステンションモビリティサービス

の有効化（489ページ）
ステップ 2

ユーザが後でExtension Mobilityにアクセ
スするために登録できる、Extension
Mobility IP電話サービスを設定します。

Cisco Extension Mobility電話サービスの
設定（489ページ）

ステップ 3

Extension Mobilityデバイスプロファイ
ルを設定します。このプロファイルは、

ユーザのエクステンションモビリティ

デバイスプロファイルの作成（490ペー
ジ）

ステップ 4

ユーザがExtension Mobilityにログインす
るときに物理デバイスにマッピングする

バーチャルデバイスとして機能します。

この物理デバイスは、このプロファイル

の特性を引き継ぎます。

ユーザが別の電話機から設定にアクセス

できるように、デバイスプロファイル

ユーザへのデバイスプロファイルの関

連付け（491ページ）
ステップ 5

をユーザに関連付けます。物理デバイス

を関連付けるのと同じ方法で、ユーザに

ユーザデバイスプロファイルを関連付

けます。

Extension Mobilityサービスに IP電話と
デバイスプロファイルを登録して、ユー

エクステンションモビリティへの登録

（492ページ）
ステップ 6

ザがExtension Mobilityにログインし、使
用し、ログアウトできるようにします。

ユーザが自身の電話機で PINを変更で
きるようにするには、変更クレデンシャ

クレデンシャル変更 IP電話サービスの
設定（492ページ）

ステップ 7

ルCisco Unified IP Phoneサービスを設定
し、ユーザ、デバイスプロファイル、

または IP電話を、変更クレデンシャル
電話サービスに関連付ける必要がありま

す。
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目的コマンドまたはアクション

Extension Mobilityの動作を変更するに
は、サービスパラメータを設定します。

（任意）Extension Mobility（EM;エクス
テンションモビリティ）のサービスパ

ラメータの設定（493ページ）

ステップ 8

エクステンションモビリティサービスの有効化

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Serviceability]から選択します。 [ツール（Tools）] > [サービスアクティベーショ
ン（Service Activation）]を選択します。

ステップ 2 [サーバー（Server）]ドロップダウンリスト必要なノードを選択します。

ステップ 3 、次のサービスを有効化します。
a) Cisco CallManager
b) Cisco Tftp
c) Cisco Extension Mobility
d) ILSサービス

ILSサービスをアクティブ化するには、パブリッシャノードを選択する必要が
あります。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

Cisco Extension Mobility電話サービスの設定
ユーザが後でExtension Mobilityにアクセスするために登録できる、Extension Mobility IP電話
サービスを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話サービス（Phone Services）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [サービス名（Service Name）]フィールドに、サービスの名前を入力します。

ステップ 4 [サービス URL（Service URL）]フィールドにサービス URLを入力します。

形式は http://&lt;IP

Address&gt;:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#です。IP アドレス
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は、Cisco Extension Mobilityが有効化され、実行しているUnified Communications Managerの IP
アドレスです。

これは IPv4または IPv6アドレスのいずれかです。

例：

http://123.45.67.89:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#

例：

http://[2001:0001:0001:0067:0000:0000:0000:0134]:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#

この形式により、ユーザーはユーザー IDと PINを使用してログインすることができます。
Extension Mobilityサービスに登録した IP Phoneユーザーのサインインオプションをさらに多
く設定できます。さらに多くのサインインオプションを設定するには、loginTypeパラメータ

を以下の形式でサービス URLに追加します。

• loginType=DNにより、ユーザーはプライマリ内線番号と PINを使用してログインできま
す。

サービス URLの形式は http://&lt;IP アドレス
&gt;:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&amp;loginType=DNで
す。

• loginType=SPにより、ユーザーはセルフサービスユーザー IDと PINを使用してログイン
できます。

サービス URLの形式は http://&lt;IP アドレス
&gt;:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&amp;loginType=SPで
す。

• loginType=UIDにより、ユーザーはユーザー IDと PINを使用してログインできます。

サービス URLの形式は http://&lt;IP アドレス
&gt;:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&amp;loginType=UID
です。

URLの最後に loginTypeを付加しなかった場合は、デフォルトのサインインオプションとし

て [ユーザー ID（User ID）]と [PIN]が表示されます。

ステップ 5 [サービスタイプ（Service Type）]フィールドで、サービスが [サービス（Services）]、[ディレ
クトリ（Directories）]、または [メッセージ（Messages）]ボタンにプロビジョニングされるか
どうかを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ユーザのエクステンションモビリティデバイスプロファイルの作成

ExtensionMobilityデバイスプロファイルを設定します。このプロファイルは、ユーザがExtension
Mobilityにログインするときに物理デバイスにマッピングするバーチャルデバイスとして機能
します。この物理デバイスは、このプロファイルの特性を引き継ぎます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] > [デバイスプロファイル（Device Profile）]。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

• [検索（Find）]をクリックして設定を変更し、結果一覧から既存のデバイスプロファイル
を選択します。

•新しいデバイスプロファイルを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックして、
[デバイスプロファイルのタイプ（Device Profile Type）] からオプションを選択します。
[次へ（Next）]をクリックします。

• [デバイスプロトコル（Device Protocol）] ドロップダウンリストからデバイスプロトコ
ルを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 3 フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライン
ヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [割り当て情報（Association Information）]領域で、[新規 DNを追加（Add a New DN）]をク
リックします。

ステップ 6 [電話番号（Directory Number）]フィールドに電話番号を入力して、[保存（Save）]をクリック
します。

ステップ 7 [リセット（Reset）]をクリックし、プロンプトに従います。

ユーザへのデバイスプロファイルの関連付け

ユーザが別の電話機から設定にアクセスできるように、デバイスプロファイルをユーザに関連

付けます。物理デバイスを関連付けるのと同じ方法で、ユーザにユーザデバイスプロファイ

ルを関連付けます。

一括管理ツール（BAT）を使用して、Cisco Extension Mobilityの複数のユーザデバイスプロ
ファイルを一度に追加および削除できます。Cisco Unified Communications Manager一括管理ガ
イドを参照してください。

ヒント

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。
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•既存のユーザの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックし、
結果のリストから既存のユーザを選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいユーザを追加します。

ステップ 3 [Extension Mobility]で、作成したデバイスプロファイルを探して、それを [使用可能なプロファ
イル（Available Profiles）]から [制御するプロファイル（Controlled Profiles）]に移動します。

ステップ 4 [ホームクラスタ（Home Cluster）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

エクステンションモビリティへの登録

Extension Mobilityサービスに IP電話とデバイスプロファイルを登録して、ユーザがExtension
Mobilityにログインし、使用し、ログアウトできるようにします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで次のいずれかのタスクを実行します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択し、検索条件を指定してから [検索（Find）]
をクリックし、Extension Mobilityに使用する電話機を選択します。

• [デバイス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] > [デバイスプロファイル（Device
Profile）]を選択し、検索条件を指定してから [検索（Find）]をクリックし、作成したデ
バイスプロファイルを選択します。

ステップ 2 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから、[サービスの登録/登録解除
（Subscribe/Unsubscribe Services）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 3 [サービスを選択（Select a Service）]ドロップダウンリストから、[Extension Mobility（Extension
Mobility）]サービスを選択します。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [登録（Subscribe）]をクリックします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックし、ポップアップウィンドウを閉じます。

クレデンシャル変更 IP電話サービスの設定
ユーザが自身の電話機で PINを変更できるようにするには、変更クレデンシャル Cisco Unified
IP Phoneサービスを設定し、ユーザ、デバイスプロファイル、または IP電話を、変更クレデ
ンシャル電話サービスに関連付ける必要があります。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話サービス（Phone Services）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [サービス名（Service Name）]フィールドに、Change Credentialと入力します。

ステップ 4 [サービス URL（Service URL）]フィールドに、次の値を入力すると、サーバがクレデンシャ
ル変更 IP電話サービスが稼働するサーバとなります。

http://server:8080/changecredential/ChangeCredentialServlet?device=#DEVICENAME#

ステップ 5 （任意） [セキュアサービス URL（Secure-Service URL）]フィールドに、次の値を入力する
と、サーバがクレデンシャル変更 IP電話サービスが稼働するサーバとなります。

https://server:8443/changecredential/ChangeCredentialServlet?device=#DEVICENAME#

ステップ 6 [IP電話サービス設定（IP Phone Services Configuration）]の残りのフィールドを設定し、[保
存（Save）]を選択します。

ステップ 7 Cisco Unified IP Phoneをクレデンシャル変更 IP電話サービスに登録するには、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 8 [電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、[関連リンク（Related Links）]ドロッ
プダウンリストから、[サービスの登録 /登録解除（Subscribe/Unsubscribe Services）]を選択し
ます。

ステップ 9 [移動（Go）]をクリックします。

ステップ 10 [サービスの選択（Select a Service）]ドロップダウンリストから[クレデンシャル変更 IP電話
サービス（Change Credential IP phone service）]を選択します。

ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 [登録（Subscribe）]をクリックします。

ステップ 13 [保存（Save）]をクリックします。

Extension Mobility（EM;エクステンションモビリティ）のサービスパ
ラメータの設定

（任意）

Extension Mobilityの動作を変更するには、サービスパラメータを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。
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ステップ 2 [サーバ（Server）] フィールドで、Cisco Extension Mobilityサービスを実行しているノードを
選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] フィールドで、[Cisco Extension Mobility] を選択します。

ステップ 4 [詳細設定（Advanced）]をクリックして、すべてのサービスパラメータを表示します。

これらのサービスパラメータとその設定オプションの詳細については、Extension Mobilityサー
ビスパラメータ（494ページ）を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

Extension Mobilityサービスパラメータ

表 31 : Extension Mobilityサービスパラメータ

説明サービスパラメータ

ローカルログインの最大時間を指定するには、[True]を選択します。
この時間の経過後に、システムは自動的にデバイスをログアウトさせ

ます。デフォルト設定の [False]は、ログインの最大時間が存在しな
いことを意味します。

自動ログアウトを設定するには、このサービスパラメータに [True]
を選択し、[クラスタ内最大ログイン時間（Intra-cluster Maximum Login
Time）]サービスパラメータにシステムの最大ログイン時間を指定す
る必要もあります。その後、Cisco Unified Communications Managerは、
すべてのログインに対して自動ログアウトサービスを使用します。

[クラスタ間最大ログイン時間を実施（Enforce Intra-cluster Maximum
Login Time）]の値が [False]に設定されており、[クラスタ間最大ログ
イン時間（Intra-cluster Maximum Login Time）]サービスパラメータに
有効な最大ログイン時間を指定すると、[クラスタ間最大ログイン時
間を実施（Enforce Intra-cluster Maximum Login Time）]は自動的に
[True]に変更されます。

クラスタ内最大ログイ

ン時間の強制（Enforce
Intra-cluster Maximum
Login Time）

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
494

コールの受信

Extension Mobilityサービスパラメータ



説明サービスパラメータ

このパラメータは、ユーザがローカルにデバイスにログイン可能な最

大時間（8:00（8時間）や :30（30分）など）を設定します。

[クラスタ内最大ログイン時間の強制（Enforce Intra-cluster Maximum
Login Time）]パラメータが [False]に設定されている場合、システム
はこのパラメータを無視し、最大ログイン時刻を0:00に設定します。

有効な値は HHH:MMの形式で 0:00～ 168:00です。ここで、HHHは
時間数を、MMは分数を表します。

内線モビリティを設定するためにユーザアクセスを許可

する場合は、[ユーザプロファイル設定]の [エンドユーザ
が内線モビリティの最大ログイン時間を設定できるよう

にする]チェックボックスを使用して設定します。ユーザ
のセルフケアポータル内の設定は、クラスタ内の最大ロ

グイン時間サービスパラメータの値を上書きします。

（注）

クラスタ内最大ログイ

ン時間（Intra-cluster
Maximum Login Time）

同時に実行可能なログイン操作またはログアウト操作の最大数を指定

します。この数値により、Cisco Extension Mobilityサービスがシステ
ムリソースを過剰に消費するのを防止します。デフォルト値の5は、
ほとんどのケースで適切な値です。

同時要求の最大数

（Maximum Concurrent
Requests）
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説明サービスパラメータ

ユーザが1つの電話機にログインし、その後同じクラスタまたは別の
クラスタにある 2台目の電話機にログインすると、ユーザは、[サー
ビスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ページで定義
されている [複数ログイン動作（Multiple Login Behavior）]設定に基づ
いて、2台目の電話機でログイン動作を表示できます。

ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択しま

す。

• [複数のログインを許可する（Multiple Logins Allowed）]：同時に
複数のデバイスにログインできます。

• [複数のログインを許可しない（Multiple Logins Not Allowed）]：
1つのデバイスにしかログインできません。2台目のデバイスへ
のログインに失敗すると、電話にはエラーコード「25」（[複数
のログインを許可しない（Multiple Logins Not Allowed）]）が表
示されます。最初のデバイスからログアウトした場合にのみ、正

常にログインできます。これがデフォルト値です。

• [自動ログアウト（Auto Logout）]：ユーザーが 2台目のデバイス
（Extension Mobilityまたは Extension Mobility Cross Clusterのいず
れか）へのログインを試行すると、Cisco Unified Communications
Managerが自動的に 1台目のデバイスからユーザーをログアウト
させます。

必須フィールドです。

複数ログイン動作は、2つのExtension Mobility Cross Cluster
ログイン間でも適用されます。

（注）

複数ログイン動作

（Multiple Login
Behavior）

ユーザ IDに英数字を含めることを許可するには、[True]を選択しま
す。[False]を選択すると、ユーザ IDには数字しか含めることができ
なくなります。

[英数字ユーザー ID（Alphanumeric User ID）]パラメータ
は、システム全体に適用されます。英数字ユーザー IDと
数字ユーザー IDを混在させることができます。システム
は、英数字キーパッドを使用して入力可能なユーザー ID
しかサポートしません。大文字と小文字が区別されるユー

ザー IDフィールドでは、小文字を使用する必要がありま
す。

（注）

英数字のユーザー ID
（Alphanumeric User
ID）
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説明サービスパラメータ

[いいえ（False）]を選択した場合、システムは電話機にログインした
最後のユーザーを記憶しません。ユーザが一時的にしか電話機にアク

セスしない場合に、このオプションを使用します。電話機にログイン

した最後のユーザーを記憶するには、[はい（True）]を選択します。
電話機に1人のユーザーしかアクセスしない場合に、このオプション
を使用します。

たとえば、Cisco Extension Mobilityを使用して、電話機から許可され
たコールのタイプを有効化します。ログインしていない、オフィス電

話を使用しているユーザーは、内線または緊急コールしか発信できま

せん。ただし、Cisco Extension Mobilityを使用してログインすると、
市内、長距離、および国際コールを発信できます。このシナリオで

は、電話機に定期的にログインするのはこのユーザーだけです。この

場合は、ログインした最後のユーザー IDを記憶するように Cisco
Extension Mobilityを設定することには意味があります。

ログインした最後の

ユーザーを記憶する

（Remember the Last
User Logged In）

Cisco Extension Mobilityの手動ログインまたは手動ログアウト中に通
話履歴を消去するように指定するには、[True]を選択します。

ユーザーが IPフォンでCisco Extension Mobilityサービスを利用してい
る間は、すべてのコール（発信、着信、不在）が通話履歴に記録さ

れ、IPフォンのディスプレイに表示して確認できます。プライバシー
を保護するには、[通話履歴を全件消去（Clear Call Log）]サービスパ
ラメータを [True]に設定します。これにより、あるユーザーがログア
ウトして、別のユーザーがログインしたときに通話履歴が消去される

ことが保証されます。

Extension Mobility Cross Cluster（EMCC）では、ユーザーが電話機に
ログインまたは電話機からログアウトするたびに通話履歴が消去され

ます。

通話履歴は、手動ログイン/ログアウト時にのみ消去され
ます。Cisco Extension Mobilityのログアウトが自動的にま
たは手動ログアウト以外の方法で発生した場合、通話履

歴は消去されません。

（注）

クラスタ内EM上の通
話履歴の消去（Clear
Call Logs on Intra-cluster
EM）
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説明サービスパラメータ

このパラメータは、ログインまたはログアウトを要求している送信元

の IPアドレスを検証するかどうかを設定します。

このパラメータが [はい（True）]に設定された場合は、Cisco Extension
Mobilityのログイン要求またはログアウト要求が発生した IPアドレス
が検証され、信頼できるかどうかが確認されます。

検証は、最初に、ログインまたはログアウトするデバイスのキャッ

シュに対して実行されます。

IPアドレスがキャッシュ内または信頼された IPアドレスのリスト内
で見つかった場合や IPアドレスが登録済みデバイスの場合、デバイ
スはログインまたはログアウトできます。IPアドレスが見つからな
かった場合は、ログインまたはログアウトの試みがブロックされま

す。

このパラメータが [False]に設定されている場合は、Cisco Extension
Mobilityのログイン要求またはログアウト要求が検証されません。

IPアドレスの検証は、デバイスへのログインまたはデバイスからのロ
グアウトに必要な時間に影響する可能性がありますが、無許可のログ

インまたはログアウトの試みを阻止してセキュリティを強化できま

す。この機能は、特に、リモートデバイスの別の信頼されたプロキ

シサーバからのログインとともに使用することをお勧めします。

IPアドレスの検証
（Validate IP Address）

このパラメータは、テキストボックスとして表示されます（最大長

は 1024文字です）。テキストボックスには、信頼された IPアドレス
またはホスト名の文字列をセミコロンで区切って入力できます。IPア
ドレス範囲と正規表現はサポートされません。

信頼された IPのリス
ト（Trusted List of
IPs）

このパラメータが [True]の場合は、ウェブプロキシを使用する Cisco
Extension Mobilityのログイン操作とログアウト操作が許可されます。

このパラメータが [False]の場合は、プロキシ経由で受信された Cisco
Extension Mobilityのログイン要求とログアウト要求が拒否されます。

選択した設定は、[IPアドレスの検証（Validate IP Address）]パラメー
タが [はい（True）]に指定されている場合にのみ適用されます。

プロキシを許可する

（Allow Proxy）

このフィールドには、Cisco Extension Mobilityによって維持されるデ
バイスキャッシュのサイズを入力します。このフィールドの最小値

は 1000で、最大値は 20000です。デフォルト値は 10000です。

入力した値は、[IPアドレスの検証（Validate IP Address）]パラメータ
が [はい（True）]に指定されている場合にのみ適用されます。

Extension Mobilityの
キャッシュサイズ

（Extension Mobility
Cache Size）
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Cisco Extension Mobilityの連携動作
表 32 : Cisco Extension Mobilityの連携動作

連携動作機能

Cisco Extension Mobilityを使用するマネージャは同時に Cisco Unified
Communications Manager Assistantを使用できます。マネージャは Cisco
Extension Mobilityを使用して Cisco Unified IP電話にログインし、次に
Cisco IP Manager Assistantサービスを選択します。Cisco IP Manager Assistant
サービスが開始すると、マネージャはアシスタントと Cisco Unified
Communications Manager Assistantのすべての機能（コールフィルタリン
グやサイレントなど）にアクセスできます。

アシスタント

（Assistant）

ユーザデバイスプロファイルで BLF/スピードダイヤルボタンを設定す
ると、デバイスにログイン後、Cisco Extension Mobilityをサポートする電
話は、BLF/スピードダイヤルボタンに BLFプレゼンスステータスを表
示します。

Extension Mobilityユーザがログアウトすると、Cisco Extension Mobilityを
サポートする電話は、設定されているログアウトプロファイルのBLF/ス
ピードダイヤルボタンに BLFプレゼンスステータスを表示します。

BLFプレゼンス

コール表示の制限を有効にした場合、Cisco Extension Mobilityは通常どお
り機能します。ユーザがデバイスにログインするときの通話情報の表示

または制限はそのユーザが関連付けられているデバイスプロファイルに

より異なります。ユーザがログアウトするときの通話情報の表示または

制限は、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウでその電話に対
して定義される設定により異なります。

Cisco Extension Mobilityでコール表示の制限を使用するには、[デバイス
プロファイルの設定（Device Profile Configuration）]ウィンドウと [電話の
設定（Phone Configuration）]ウィンドウの両方で、[プレゼンテーション
インジケータを無視（内線コールのみ）（Ignore Presentation Indicators
(internal calls only)）]チェックボックスをオンにします。

コール表示の制限
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連携動作機能

不在転送コーリングサーチスペース（CSS）の機能強化により、機能性
を失わずにCisco Unified Communications Managerの新しいリリースにアッ
プグレードできます。

[CFA CSSアクティベーションポリシー（CFA CSS Activation Policy）]
サービスパラメータがこの機能強化をサポートします。[サービスパラ
メータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、このパラ
メータは次の 2つのオプションとともに [クラスタ全体パラメータ（機能
-転送）（Clusterwide Parameters (Feature - Forward)）]セクションに表示さ
れます。

• [設定済み CSSを使用（With Configured CSS）]（デフォルト）
• [アクティブなデバイス/回線 CSSを使用（With Activating Device/Line

CSS）]

不在転送コーリン

グサーチスペース

Extension Mobilityの場合、デバイスプロファイル設定にサイレント
（DND）着信コールアラートとサイレントステータスが含まれます。
ユーザがログインしてサイレントを有効にすると、DND着信コールア
ラートとサイレントステータスの設定が保存され、ユーザが再度ログイ

ンするとこれらの設定が使用されます。

Extension MobilityにログインしているユーザがDND着信コー
ルアラートまたはサイレントステータスの設定を変更して

も、このアクションは実際のデバイス設定に影響しません。

（注）

サイレント
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連携動作機能

Cisco Extension Mobilityはインターコム機能をサポートします。インター
コムをサポートするために、Cisco Extension Mobilityはインターコム回線
用に設定されるデフォルトのデバイスを使用します。インターコム回線

はデフォルトのデバイスでのみ表示されます。

インターコム回線は、デバイスプロファイルに割り当てることができま

す。ユーザがデフォルトのデバイス以外のデバイスにログインしたとき

は、インターコム回線は表示されません。

Cisco Extension Mobilityのインターコムには次の追加の考慮事項が適用さ
れます。

• Unified Communications Managerがインターコム回線をデバイスに割
り当て、デフォルトのデバイス値が空の場合、現在のデバイスがデ

フォルトのデバイスとして選択されます。

• AXLがプログラムでインターコムDNを割り当てる場合、CiscoUnified
Communications Managerの管理を使用してデフォルトのデバイスを設
定することにより、インターコム DNを個別に更新する必要があり
ます。

•インターコム回線のインターコムデフォルトデバイスとして設定さ
れているデバイスを削除すると、インターコムデフォルトデバイス

は削除されたデバイスに設定されなくなります。

インターコム

Cisco Extension Mobilityは IPv6をサポートします。IPアドレッシングモー
ドが IPv6またはデュアルスタック（IPv4および IPv6）の電話を使用でき
ます。

Internet Protocol
Version 6（IPv6）

[デバイスプロファイル（Device Profile）]または [デフォルトのデバイス
プロファイル設定（Default Device Profile Configuration）]ウィンドウの
[常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line）]パラメータで
[オン（On）]を選択した場合、Cisco Extension Mobilityユーザは、Cisco
Extension Mobilityをサポートするデバイスにログイン後にこの機能を使
用できます。

プライム回線
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Cisco Extension Mobilityの制限
表 33 : Cisco Extension Mobilityの制限事項

制限事項機能

Cisco Extension Mobilityはすべてのログイン中のユーザ情報のキャッシュ
を 2分間保持します。キャッシュに存在するユーザに関する要求が
Extension Mobilityに届いた場合、ユーザはキャッシュからの情報で認証
されます。たとえば、ユーザがパスワードを変更してログアウトし、2分
以内に再度ログインした場合、古いパスワードと新しいパスワードの両

方が認識されます。

キャッシュ

Cisco Extension Mobilityのユーザがデバイスからログアウトすると、その
Cisco Extension Mobilityユーザ用に有効になっているすべてのコールバッ
クサービスは自動的にキャンセルされます。

コールバック

ユーザがログインするときに表示される文字は、現在の電話機のロケー

ルによって異なります。たとえば、電話機が現在英語のロケール（電話

機のログアウトプロファイルに基づく）の場合、[ユーザ ID（UserID）]
には英語の文字しか入力できません。

文字表示

Cisco Extension Mobilityは保留復帰機能をサポートしていません。保留復帰

Cisco Extension Mobilityには、ログインに物理 Cisco Unified IP電話が必
要です。Cisco Extension Mobilityで設定されているオフィス電話のユーザ
は電話機にリモートログインすることはできません。

IPフォン

ユーザまたはプロファイルに関連付けられているユーザロケールがロケー

ルまたはデバイスと異なる場合、ログインが正常に完了すると、電話機

は再起動してからリセットします。この動作は、電話機設定ファイルが

再作成されるために発生します。プロファイルとデバイス間のアドオン

モジュールの不一致でも同じ動作が発生します。

ロケール

Cisco Extension Mobilityが停止または再起動した場合、システムはログイ
ン間隔の時間が経過したすでにログイン中のユーザを自動的にログアウ

トしません。つまりユーザの自動ログアウトは1日1回のみ行われます。
電話機または Cisco Unified CMの管理から手動でこのようなユーザをロ
グアウトさせることができます。

ログアウト

Cisco Extension Mobilityおよび複数ライン同時通話機能サービスは、保護
対象の電話では無効です。

セキュアトーン

標準EM認証プロキシ権限のユーザグループにユーザを追加できますが、
追加されたユーザはプロキシによって認証する権限を持っていません。

ユーザグループ
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制限事項機能

[ログインした最後のユーザを記憶する（Remember the Last User Logged
In）]サービスパラメータが適用されるのは、デフォルトの Extension
Mobilityサービス URL、または loginTypeが UIDに設定されている

Extension Mobilityサービス URLのみです。

ログインした最後

のユーザを記憶す

る（Remember the
Last User Logged
In）

エクステンションモビリティのトラブルシューティング

エクステンションモビリティのトラブルシューティング

手順

• Cisco Extension Mobilityトレースディレクトリを設定し、次の手順を実行してデバッグト
レースを有効にします。

a) [Cisco Unified Serviceability]から選択します。 [トレース（Trace）] > [トレース構成
（Trace Configuration）]。

b) [Server（サーバ）]ドロップダウンリストからサーバを選択します。
c) [設定されたサービス（Configured Services）]ドロップダウンリストから、[Cisco

Extension Mobility]を選択します。

• Cisco Extension MobilityサービスのURLを正しく入力したことを確認します。URLでは、
小文字と大文字が区別されます。

•設定手順をすべて適切に実行したことを確認します。
• Cisco Extension Mobilityユーザの認証で問題が発生する場合は、ユーザページに移動して

PINを確認します。

認証エラー

問題 「エラー 201認証エラー（Error 201 Authentication Error）」が電話機に表示されます。

解決法 正しいユーザ IDと PINが入力されていることを確認する必要があります。また、ユー
ザ IDと PINが正しいことをシステム管理者と一緒に確認する必要があります。

ユーザ IDまたは PINが空です
問題 「エラー 202ユーザ IDまたは PINが空です（Error 202 Blank User ID or PIN）」が電話機
に表示されます。

解決法 有効なユーザ IDと PINを入力してください。
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ビジー。再実行してください（Busy Please Try Again）
問題 「エラー 26ビジー。再実行してください（Error 26 Busy Please Try Again）」が電話機に
表示されます。

解決法 同時ログイン/ログアウト要求の数が [同時要求の最大数（Maximum Concurrent requests）]
サービスパラメータより多いかどうかを確認します。大きい場合は同時要求の数を小さくしま

す。

同時ログイン/ログアウト要求の数を確認するには、Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolを
使用して Extension Mobilityオブジェクト内のRequests In Progressカウンタを表示します。詳細
については、以下で『Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照して
ください。 http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html

（注）

データベースエラー（Database Error）
問題 「エラー 6データベースエラー」が電話機に表示されます。

解決法 大量の要求が存在するどうかを確認してください。大量の要求が存在する場合は、

Extension MobilityオブジェクトカウンタのRequests In Progressカウンタに高い値が表示されま
す。大量の同時要求が原因で要求が拒否された場合は、Requests Throttledカウンタにも高い値
が表示されます。詳細なデータベースログを収集します。

デバイスのログオンが無効（Dev Logon Disabled）
問題 「エラー 22デバイスのログオンが無効（Error 22 Dev Logon Disabled）」が電話機に表示
されます。

解決法 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウ（[デバイス（Device）] > [電話機
（Phone）]）で、[エクステンションモビリティの有効化（Enable Extension Mobility）]チェッ
クボックスがオンになっていることを確認してください。

デバイス名が空白です

問題 「エラー 207デバイス名が空白です（Error 207 Device Name Empty）」「」が電話に表示
されます。

解決法 Cisco Extension Mobilityに設定されている URLが正しいことを確認してください。詳
細については、「関連項目」を参照してください。

関連トピック

Cisco Extension Mobility電話サービスの設定（489ページ）

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
504

コールの受信

ビジー。再実行してください（Busy Please Try Again）

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html


EMサービス接続エラー
問題 「エラー 207 EMサービス接続エラー（Error 207 EM Service Connection Error）」が電話
機に表示されます。

解決法 Cisco Unified Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -機能（Control
Center—Feature）]を選択することにより、Cisco Extension Mobilityサービスが実行されてい
ることを確認してください。

アップグレード中の Extension Mobilityのパフォーマンス
Problemアップグレード後のパブリッシャースイッチバージョン中のエクステンションモビリ
ティ（EM）のログインパフォーマンス。

Solution Unified Communications Managerパブリッシャのバージョン切り替え中にエクステンショ
ンモビリティ（EM）ユーザーがログインしていて、パブリッシャーが非アクティブであると、
バージョン切り替え中に EMログインデータが失われ、EMプロファイルがログアウトされま
す。

EMログインプロファイルがログアウトされている場合、ユーザーは再度ログインするか、バー
ジョンの切り替え後に Unified Communications Managerがアクティブな場合にのみログインで
きます。

Note

ホストを検出できません

問題 「ホストを検出できません（Host Not Found）」というエラーメッセージが電話機に表示
されます。

解決法 Cisco Unified Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンターのネットワー
クサービス（Control Center—Network Services）]を選択することにより、Cisco Tomcatサー
ビスが実行していることを確認してください。

HTTPエラー（HTTP Error）
問題 HTTPエラー（503）が電話機に表示されます。

解決法

• [サービス（Services）]ボタンを押したときにこのエラーが表示された場合は、CiscoUnified
Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンターのネットワークサービス
（Control Center—Network Services）]を選択することにより、Cisco IP電話サービスが実
行していることを確認してください。

• Extension Mobilityサービスを選択したときにこのエラーが表示された場合は、Cisco Unified
Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンターのネットワークサービス

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
505

コールの受信

EMサービス接続エラー



（Control Center—Network Services）]を選択することにより、Cisco Extension Mobility
Applicationサービスが実行していることを確認してください。

電話機のリセット

問題 ユーザのログインまたはログアウト後、再起動する代わりに電話機がリセットされます。

考えられる原因 このリセットは、ロケールの変更が原因だと考えられます。

解決法 特に対処の必要はありません。ログインするユーザまたはプロファイルに関連付けら

れているユーザロケールがロケールまたはデバイスと異なる場合、ログインが正常に完了する

と、電話機は再起動し、次にリセットします。このパターンは、電話機設定ファイルが再作成

されるために発生します。

ログイン後に電話サービスが使用できない

問題 ログイン後、電話サービスが使用できません。

考えられる原因 この問題は、電話機にユーザプロファイルがロードされたときに、ユー

ザプロファイルに関連付けられたサービスがないために発生します。

解決法

•ユーザプロファイルに Cisco Extension Mobilityサービスが含まれていることを確認しま
す。

• Cisco Extension Mobilityが含まれるように、ユーザがログインする電話機の設定を変更し
ます。電話機が更新されたあと、ユーザは電話サービスにアクセスできるようになりま

す。

ログアウト後に電話サービスが使用できない

問題 ユーザがログアウトし、電話機がデフォルトデバイスプロファイルに戻った後、電話

サービスが使用できなくなります。

解決法

• [自動デバイスプロファイルと電話の設定間の同期（Synchronization Between Auto Device
Profile and Phone Configuration）]エンタープライズパラメータが [はい（True）]に設定
されていることを確認します。

•電話機を Cisco Extension Mobilityサービスに登録します。

ユーザは既にログイン済み（User Logged in Elsewhere）
問題 「エラー 25ユーザは既にログイン済み（Error 25 User Logged in Elsewhere）」が電話機に
表示されます。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
506

コールの受信

電話機のリセット



解決法 ユーザが別の電話機にログインしているかどうかを確認します。複数のログインを許

可する必要がある場合は、[複数のログイン動作（Multiple Login Behavior）]サービスパラメー
タが [複数のログインを許可（Multiple Logins Allowed）]に設定されていることを確認します。

ユーザプロファイルなし

問題 「エラー 205ユーザプロファイルなし（Error 205 User Profile Absent）」が電話機に表示
されます。

解決法 デバイスプロファイルをユーザに関連付けます。
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第 32 章

クラスタ間のExtension Mobility（Extension
Mobility Cross Cluster）

• Extension Mobility Cross Clusterの概要（509ページ）
• Extension Mobility Cross Clusterの前提条件（509ページ）
• Extension Mobility Cross Clusterの設定タスクフロー（510ページ）
• Extension Mobility Cross Clusterの連携動作（538ページ）
• Extension Mobility Cross Clusterの制限事項（539ページ）
• Extension Mobility Cross Clusterのトラブルシューティング（544ページ）

Extension Mobility Cross Clusterの概要
Extension Mobility Cross Cluster（EMCC）機能は、Extension Mobilityと同じ機能をユーザに提供
しますが、あるクラスタ（ホームクラスタ）から移動して、別のリモートクラスタ（訪問先

クラスタ）上の一時的な電話機にログインできるようにもします。そこから、ホームオフィス

で IPフォンを使用している場合のように、任意の場所から自分の電話機設定にアクセスでき
ます。

Extension Mobility Cross Clusterの前提条件
• Extension Mobility Cross Cluster（EMCC）の設定をサポートし、使用しているその他のコー
ル制御エンティティ（その他の Cisco Unified Communications Managerクラスタ、EMCCク
ラスタ間サービスプロファイル、EMCCリモートクラスタサービスなど）

•非セキュアまたは混合モードに設定されたクラスタ。詳細については、Extension Mobility
Cross Clusterとさまざまなクラスタバージョンのセキュリティモード（542ページ）を参
照してください。

•セキュアモードまたは非セキュアモードでサポートされる電話機
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Extension Mobility Cross Clusterの設定タスクフロー

始める前に

• Extension Mobility Cross Clusterの前提条件（509ページ）を確認してください。

• Extension Mobility Cross Clusterの連携動作と制限事項のレビュー

手順

目的コマンドまたはアクション

Extension Mobility Cross Cluster機能をサ
ポートするデバイスを特定するために、

レポートを生成します。

電話機能一覧の生成（1ページ）ステップ 1

ユーザーがクラスタ内の他の電話機から

自分の電話機の設定（ラインアピアラ

エクステンションモビリティの設定

（512ページ）を行うには、次のサブタ
スクを実行します。

ステップ 2

ンス、サービス、短縮ダイヤルなど）に

一時的にアクセスできるようにExtension• Extension Mobility Cross Clusterの
サービスの有効化（512ページ） Mobilityを設定します。ユーザーがホー

ムクラスタと訪問先クラスタのどちら
• Extension Mobility電話サービスの設
定（513ページ）

からでも設定にアクセスできるように、

ホームクラスタとリモートクラスタの

両方でこのタスクフローを実行します。• Extension Mobility Cross Clusterのデ
バイスプロファイルの設定（514
ページ）

•ユーザに対する Extension Mobility
Cross Clusterの有効化（523ペー
ジ）

•エクステンションモビリティへの
デバイスの登録（524ページ）

ホームクラスタおよびリモートクラス

タを適切に設定するには、各クラスタの

Extension Mobility Cross Clusterの証明書
の有効化（524ページ）を行うには、次
のサブタスクを実行します。

ステップ 3

証明書を同じ SFTPサーバーと SFTP
ディレクトリにエクスポートし、参加ク•一括プロビジョニングサービスの

有効化（525ページ） ラスタのいずれか1つでそれらを統合す
る必要があります。この手順により、2

•一括証明書管理の設定および証明書
のエクスポート（526ページ）

つのクラスタ間で信頼が確立されている

ことを確認できます。
•証明書の統合（527ページ）
•クラスタへの証明書のインポート
（527ページ）
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目的コマンドまたはアクション

Extension Mobility Cross Clusterのデバイ
スおよびテンプレートの設定（528ペー

ステップ 4

ジ）を行うには、次のサブタスクを実行

します。

•共通デバイス設定の作成（529ペー
ジ）

• Extension Mobility Cross Clusterテン
プレートの設定（529ページ）

•デフォルトテンプレートの設定
（530ページ）

• Extension Mobility Cross Clusterデバ
イスの追加（530ページ）

国、州、市の値などのデバイスロケー

ションに合った基準を指定する地理位置

Extension Mobility Cross Clusterの位置情
報フィルタの設定（531ページ）

ステップ 5

情報フィルタを設定します。地理位置情

報はデバイスの場所を特定するために使

用され、フィルタは地理位置情報のどの

部分が重要であるかを示します。

地理位置情報フィルタなどの設定した機

能パラメータの値を選択します。

Extension Mobility Cross Clusterの機能パ
ラメータの設定（531ページ）

ステップ 6

クラスタ間 PSTNアクセスおよび RSVP
エージェントサービスの着信/発信トラ

Extension Mobility Cross Clusterのクラス
タ間SIPトランクの設定（536ページ）

ステップ 7

フィックを処理するトランクを設定しま

す。1つのトランクで PSTNアクセスと
RSVPエージェントサービスの両方を処
理するよう設定できます。または、サー

ビスごとに1つずつトランクを設定する
こともできます。Extension Mobility Cross
Clusterに必要な SIPトランクは最大 2
つです。

クラスタ間サービスプロファイルを設

定して、Extension Mobility Cross Cluster
Extension Mobility Cross Clusterのクラス
タ間サービスプロファイルの設定（537
ページ）

ステップ 8

を有効化します。このプロファイルは、

結果レポートより上位の設定および結果

レポートを提供するすべての設定を収集

します。

Extension Mobility Cross Clusterのリモー
トクラスタを設定します。この手順に

リモートクラスタサービスの設定（537
ページ）

ステップ 9

より、ホームクラスタとリモート（訪

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
511

コールの受信

Extension Mobility Cross Clusterの設定タスクフロー



目的コマンドまたはアクション

問先）クラスタを接続するリンクが確立

します。

エクステンションモビリティの設定

ユーザーがクラスタ内の他の電話機から自分の電話機の設定（ラインアピアランス、サービ

ス、短縮ダイヤルなど）に一時的にアクセスできるように Extension Mobilityを設定します。
ユーザーがホームクラスタと訪問先クラスタのどちらからでも設定にアクセスできるように、

ホームクラスタとリモートクラスタの両方でこのタスクフローを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

Extension Mobility Cross Clusterのサービ
スの有効化（512ページ）

ステップ 1

ユーザを登録できるExtension Mobilityの
電話サービスを作成します。

Extension Mobility電話サービスの設定
（513ページ）

ステップ 2

デバイスプロファイルを作成して、ユー

ザがExtension Mobility Cross Clusterにロ
Extension Mobility Cross Clusterのデバイ
スプロファイルの設定（514ページ）

ステップ 3

グインする際に実際のデバイスに設定を

マッピングします。

ユーザに対する Extension Mobility Cross
Clusterの有効化（523ページ）

ステップ 4

すべてのデバイスに対してエンタープラ

イズサブスクリプションを設定してい

エクステンションモビリティへのデバ

イスの登録（524ページ）
ステップ 5

ない場合には、エクステンションモビ

リティをデバイスで有効にし、サービス

に登録します。

Extension Mobility Cross Clusterのサービスの有効化

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Serviceability]から選択します。 [ツール（Tools）] > [サービスアクティベーショ
ン（Service Activation）]を選択します。

ステップ 2 [サーバー（Server）]ドロップダウンリスト必要なノードを選択します。

ステップ 3 、次のサービスを有効化します。
a) Cisco CallManager
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b) Cisco Tftp
c) Cisco Extension Mobility
d) ILSサービス

ILSサービスをアクティブ化するには、パブリッシャノードを選択する必要が
あります。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

Extension Mobility電話サービスの設定

ユーザを登録できるExtension Mobilityの電話サービスを作成します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話サービス（Phone Services）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [サービス名（Service Name）]フィールドに、サービスの名前を入力します。

たとえば、Extension Mobilityまたは EMなどの名前を入力します。Java MIDletサービスの場
合、サービス名は、Java Application Descriptor（JAD）ファイルで定義されている名前と正確に
一致している必要があります。

ステップ 4 [サービス URL（Service URL）]フィールドに、次の形式でサービス URLを入力します。

http://&lt;IP
Address&gt;:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&amp;EMCC=#EMCC#。

ステップ 5 （任意）HTTPSを使用して安全なURLを作成するには、次の形式でセキュアなサービスURL
を入力します。

https://&lt;IP
Address&gt;:8443/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&amp;EMCC=#EMCC#

ステップ 6 （任意）さらに多くのサインインオプションを設定するには、loginTypeパラメータを以下の

形式で [サービス URL（Service URL）]に追加します。

• loginType=DNは、ユーザがプライマリ内線番号とPINを使用してサインインできるように
します。サービス URLの形式は、http://&lt;IP

Address&gt;:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&amp;EMCC=#EMCC#&amp;loginType=DN

です。

• loginType=SPにより、ユーザはセルフサービスユーザ IDと PINを使用してログインでき
ます。
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サービス URLの形式は http://&lt;IP

Address&gt;:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&amp;EMCC=EMCC#&amp;loginType=SP

です。

• loginType=UIDにより、ユーザはユーザ IDと PINを使用してログインできます。

サービス URLの形式は http://&lt;IP

Address&gt;:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&amp;EMCC=EMCC#&amp;loginType=UID

です。

loginTypeパラメータは、セキュアなURLに付加することもできます。URLの最後にloginType

を付加しなかった場合は、表示されるデフォルトのサインインオプションとして [ユーザ ID
（User ID）]と [PIN]が表示されます。

ステップ 7 [サービスカテゴリ（Service Category）]フィールドと [サービスの種類（Service Type）]フィー
ルドのデフォルト値を使用します。

ステップ 8 [有効（Enable）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 9 （任意） [エンタープライズ登録（Enterprise Subscription）]チェックボックスをオンにして、
すべての電話およびデバイスプロファイルをこの電話サービスに登録します。

サービスを初めて設定する際にこのチェックボックスをオンにすると、この IPフォ
ンのサービスをエンタープライズサブスクリプションサービスとして設定するこ

とになります。社内のすべての電話およびデバイスプロファイルは、この IPPhone
サービスに自動的に登録されるため、個別に登録する必要はありません。

（注）

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

Extension Mobility Cross Clusterのデバイスプロファイルの設定

デバイスプロファイルを作成して、ユーザが Extension Mobility Cross Clusterにログインする際
に実際のデバイスに設定をマッピングします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] > [デバイスプロファイル（Device Profile）]。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

• [検索 (Find )]をクリックして既存のデバイスプロファイルを変更し、検索条件を入力しま
す。結果のリストでデバイスプロファイル名をクリックします。

•新しいデバイスプロファイルを追加するには、[新規追加（AddNew）]をクリックして、
[次へ（Next）]をクリックし、デバイスプロファイルのタイプを選択します。[ Next ]を
クリックしてプロトコルを選択し、[ next]をクリックします。
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ステップ 3 [デバイスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設
定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、Extension Mobility Cross Cluster
のデバイスプロファイルフィールド（515ページ）を参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 新しいデバイスプロファイルに電話番号（DN）を追加します。

Extension Mobility Cross Clusterのデバイスプロファイルフィールド

表 34 :デバイスプロファイルの設定項目

説明フィールド

このデバイスプロファイルが適用される製品タイプを表示します。製品タイプ（Product
Type）

このデバイスプロファイルが適用されるデバイスプロトコルを表示

します。

デバイスプロトコル

（Device Protocol）

一意の名前を入力します。名前は最大 50文字です。デバイスプロファイル

名（Device Profile
Name）

デバイスプロファイルの説明を入力します。この特定のユーザデバ

イスプロファイルを説明するテキストを使用します。

説明

ユーザが保留操作を開始したときに再生する音源を指定するには、

[ユーザ保留MOH音源（User Hold MOH Audio Source）]ドロップダ
ウンリストから音源を選択します。

音源を選択しなかった場合、Unified Communications Managerはデバイ
スプールで定義されている音源を使用します。または、デバイスプー

ルで音源 IDが指定されていない場合は、システムデフォルトが使用
されます。

[保留音オーディオソースの設定（Music On Hold Audio
Source Configuration）]ウィンドウで、音源を定義します。
アクセスするには、[メディアリソース（Media
Resources）] > [保留音音源（Music On Hold Audio
Source）]を選択します。

（注）

ユーザ保留MOH音源
（User Hold MOH
Audio Source）
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、電話機ユーザインターフェイスに関連

付けるロケールを選択します。ユーザロケールは、言語やフォント

など、ユーザをサポートするための一連の詳細情報を特定します。

Unified Communications Managerローカリゼーションをサポートする電
話機モデルについてのみ、このフィールドを有効にします。

ユーザロケールが指定されなかった場合、Unified
Communications Managerはデバイスプールに関連付けら
れているユーザロケールを使用します。

情報を英語以外の言語で（電話機に）表示する必要があ

る場合、ユーザロケールの設定前に、ロケールインス

トーラがインストールされていることを確認してくださ

い。Unified Communications Managerロケールインストー
ラのドキュメントを参照してください。

（注）

ユーザロケール（User
Locale）

[電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウン
リストから、電話ボタンテンプレートを選択します。

プレゼンスモニタリングの目的でプロファイルにBLF/ス
ピードダイヤルを設定する場合は、BLF/スピードダイヤ
ルに対して設定した電話ボタンテンプレートを選択して

ください。設定を保存したら、[新規BLF SDを追加（Add
a New BLF SD）]リンクが [関連付け情報（Association
Information）]ペインに表示されます。BLF/スピードダイ
ヤルの詳細については、 Cisco Unified Communications
Manager機能設定ガイドを参照してください。

ヒント

電話ボタンテンプレー

ト（Phone Button
Template）

[ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリス
トから、ソフトキーテンプレートを選択します。

ソフトキーテンプレー

ト（Softkey Template）

[プライバシー（Privacy）]ドロップダウンリストから、プライバシー
が必要な電話機ごとに [オン（On）]を選択します。詳細については、
Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイドを参照してくだ
さい。

プライバシー
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のオプションを選択します。

• [オフ（Off）]：このデバイスでは、ユーザはワンボタン割り込
み/C割り込み機能を使用できません。

• [割り込み（Barge）]：このオプションを選択すると、ユーザは電
話機の [ワンボタン割り込み（Single Button Barge）]共有回線ボ
タンを押すことで、割り込み機能を使用して通話に割り込むこと

ができます。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスは、サービスパラメータ
とデバイスプールの設定から、ワンボタン割り込み/C割り込み
機能の設定を継承します。

サービスパラメータとデバイスプールの設定が異な

る場合、デバイスはサービスパラメータの設定から

割り込み機能の設定を継承します。

（注）

詳細については、Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイ
ドを参照してください。

ワンボタン割り込み

（Single Button Barge）

ドロップダウンリストから、次のオプションを選択します。

• [オフ（Off）]：ユーザは複数ライン同時通話機能を使用できませ
ん。

• [オン（On）]：ユーザは複数ライン同時通話機能を使用できま
す。

• [デフォルト（Default）]：サービスパラメータとデバイスプール
の設定から複数ライン同時通話機能の設定を継承します。

サービスパラメータとデバイスプールの設定が異な

る場合、デバイスはサービスパラメータの設定から

割り込み機能の設定を継承します。

（注）

詳細については、Cisco Unified Communications Managerシステム設定
ガイドを参照してください。

回線をまたいで参加

（Join Across Lines）
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択しま

す。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態になっているときにいずれか
の回線でコールを受信すると、電話のユーザは、コールを受信し

た回線からコールに応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オフフック）になってい
るときにいずれかの回線でコールを受信すると、このコールには

プライマリ回線が選択されます。他の回線のコールは鳴り続け、

電話機ユーザはそれらの他の回線を選択して、これらのコールに

応答する必要があります。

•デフォルト：Unified Communications Managerは、[常にプライム
回線を使用する（Always Use Prime）]サービスパラメータから、
Cisco CallManagerサービスをサポートする設定を使用します。

常にプライム回線を使

用する（Always Use
Prime Line）

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択しま

す。

• [オン（On）]：電話がアイドル状態の場合に電話のメッセージボ
タンを押すと、ボイスメッセージを受信するアクティブ回線と

して電話のプライマリ回線が使用されます。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態の場合、電話の [メッセージ
（Messages）]ボタンを押すと、電話は、ボイスメッセージがあ
る回線のボイスメッセージシステムに自動的にダイヤルします。

Unified Communications Managerは、ボイスメッセージがある最
初の回線を常に選択します。電話機のユーザが [Messages]ボタン
を押したときに、ボイスメッセージがある回線がない場合、プ

ライマリ回線が使われます。

•デフォルト：Unified Communications Managerは、[ボイスメッ
セージに常にプライム回線を使用する（Always Use Prime for Voice
Message）]サービスパラメータから、Cisco CallManagerサービ
スをサポートする設定を使用します。

ボイスメッセージには

常にプライム回線を使

用する（Always Use
Prime Line for Voice
Message）
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説明フィールド

コール表示制限を設定し、内線コールで受信する表示制限をすべて無

視するには、[プレゼンテーションインジケータを無視（内線コール
のみ）（Ignore Presentation Indicators (internal calls only)）]「」チェッ
クボックスをオンにします。

この設定と、トランスレーションパターンレベルでの発

信者回線 IDの表示および接続回線 IDの表示の設定を組
み合わせて使用します。これらの設定を組み合わせて使

用すれば、コールごとに発信側または接続先の回線表示

情報を選択的に表示またはブロックするようにコール表

示制限を設定できます。コール表示制限の詳細について

は、 Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイ
ドを参照してください。

ヒント

プレゼンテーションイ

ンジケータを無視（内

線コールのみ）

（Ignore Presentation
Indicators (internal calls
only)）

[応答不可（Do Not Disturb）]を有効にするには、このチェックボック
スをオンにします。

サイレント

電話機のDNDを有効にすると、このパラメータを使用して、DND機
能が着信コールを処理する方法を指定できます。

• [コール拒否（Call Reject）]：このオプションは、着信コール情報
をユーザーに提示しないようにします。[DND着信呼警告（DND
Incoming Call Alert）]パラメータの設定に応じて、電話はビープ
を再生するか、コールの点滅通知を表示します。

• [呼出音オフ（Ringer Off）]：このオプションは、呼び出し音をオ
フにしますが、着信コール情報はデバイスに表示されます。この

ため、ユーザがコールを受け付けることができます。

• [共通の電話プロファイル設定を使用（Use Common Phone Profile
Setting）]：このオプションは [共通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）]ウィンドウの [DNDオプション（DND Option）]
設定をこのデバイスに使用することを指定します。

SCCPを実行している 7940/7960電話の場合、選択できる
のは [呼出音オフ（Ringer Off）]オプションだけです。携
帯デバイスとデュアルモード電話の場合、[コール拒否
（Call Reject）]オプションのみを選択できます。携帯デ
バイスまたはデュアルモード電話機で [DNDコール拒否
（DND Call Reject）]をアクティブにすると、デバイスに
コール情報が表示されません。

（注）

DNDオプション
（DND Option）
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説明フィールド

DNDの [呼出音オフ（Ringer Off）]オプションまたは [コール拒否
（Call Reject）]オプションを有効にした場合、このパラメータは電話
でコールを表示する方法を指定します。

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択しま

す。

• [なし（None）]：このオプションは、[共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]ウィンドウの [DND着信呼警告（DND
Incoming Call Alert）]設定をこのデバイスに使用することを指定
します。

• [無効（Disable）]：このオプションは、コールを通知するビープ
音とフラッシュの両方を無効にしますが、DNDの [呼出音オフ
（Ringer Off）]オプションの場合、着信コール情報が表示されま
す。DNDの [コール拒否（Call Reject）]オプションの場合、コー
ルアラートが表示されず、デバイスに情報が送信されません。

• [ビープ音のみ（Beep Only）]：このオプションを選択した場合、
着信コールがあると、電話のビープ音だけが再生されます。

• [フラッシュのみ（Flash Only）]：このオプションを選択した場
合、着信コールがあると、電話のフラッシュアラートだけが表

示されます。

DND着信呼警告
（DND Incoming Call
Alert）

ドロップダウンリストから、Extension Mobility Cross Cluster機能につ
いて、このデバイスプロファイルに使用する既存のコーリングサー

チスペース（CSS）を選択します。（新しい CSSを設定するか、既
存の CSSを変更するには、Unified Communications Managerで、[コー
ルルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of
Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]を
選択します）。

デフォルト値は [なし（None）]です。

ホーム管理者がこの CSSを指定します。この CSSは、ユーザがこの
リモート電話機にログインしたときに電話機に割り当てられるデバイ

ス CSSとして使用されます。詳細については、Cisco Unified
Communications Manager機能設定ガイドを参照してください。

クラスタ間エクステン

ションモビリティの

CSS（Extension
Mobility Cross Cluster
CSS）
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説明フィールド

拡張モジュールフィールド内の拡張モジュールドロップダウンリス

トから電話テンプレートを選択することにより、1つか 2つの拡張モ
ジュールをこのデバイスプロファイル用に設定できます。

電話ボタンリストはいつでも表示できます。表示するに

は、電話ボタンテンプレートのフィールドの横にある [表
示（View）]ボタンリストリンクを選択します。特定の
拡張モジュールの電話ボタンを示すダイアログボックス

が表示されます。

（注）

適切な拡張モジュールを選択するか、または [なし（None）]を選択
します。

モジュール 1（Module
1）

該当する拡張モジュールまたは [なし（None）]を選択します。[モジュール2（Module
2）]

このユーザデバイスプロファイルがMLPP優先コールに使用される
場合は、ドロップダウンリストから [MLPPドメイン（MLPPDomain）]
を選択します。

[MLPPドメインの設定（MLPP Domain Configuration）]
ウィンドウで、MLPPドメインを定義します。アクセスす
るには、[システム（System）] > [MLPPドメイン（MLPP
Domain）]を選択します。

（注）

MLPPドメイン
（MLPP Domain）
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説明フィールド

このユーザデバイスプロファイルをMLPP優先コールに使用する場
合は、[MLPP通知設定（MLPP Indication）]をデバイスプロファイル
に割り当てます。この設定は、優先トーンを再生できるデバイスで、

MLPP優先コールを発信するときにその機能を使用するかどうかを指
定します。

ドロップダウンリストから、このデバイスに割り当てる設定を次の

オプションから選択します。

1. [デフォルト（Default）]：このデバイスプロファイルは、関連付
けられているデバイスのデバイスプールからMLPP通知設定を継
承します。

2. [オフ（Off）]：このデバイスではMLPP優先コールの表示は処理
されません。

3. [オン（On）]：このデバイスプロファイルではMLPP優先コール
の表示を処理します。

デバイスプロファイルを設定するときには、[MLPPプリ
エンプション（MLPP Preemption）]を [強制（Forceful）]
に設定し、かつ [MLPP通知（MLPP Indication）]は [オフ
（Off）]または [デフォルト（Default）]（デフォルトが
[オフ（Off）]の場合）に設定するという組み合わせは使
用しないでください。

（注）

MLPP通知（MLPP
Indication）
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説明フィールド

このユーザーデバイスプロファイルをMLPP優先コールに使用する
場合は、[MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）]設定をデバ
イスプロファイルに割り当てます。この設定は、進行中のコールを

プリエンプションできるデバイスで、MLPP優先コールを発信すると
きにプリエンプション機能を使用するかどうかを指定します。

ドロップダウンリストから、このデバイスに割り当てる設定を次の

オプションから選択します。

1. [デフォルト（Default）]：このデバイスプロファイルは、関連付
けられているデバイスのデバイスプールからMLPPプリエンプ
ション設定を継承します。

2. [無効（Disabled）]：このデバイスは、優先順位の高いコールを完
了する必要がある場合に、優先順位の低いコールのプリエンプ

ションを許可しません。

3. [強制（Forceful）]：このデバイスは、優先順位の高いコールを完
了する必要がある場合に、優先順位の低いコールのプリエンプ

ションを許可します。

次の設定の組み合わせを使ってデバイスプロファイルを

設定しないでください。[MLPP通知（MLPP Indication）]
を [オフ（Off）]または [デフォルト（Default）]（デフォ
ルトがオフの場合）に設定し、[MLPPプリエンプション
（MLPP Preemption）]を [強制（Forceful）]に設定。

（注）

MLPPプリエンプショ
ン（MLPP
Preemption）

[ログインユーザ ID（Login User ID）]ドロップダウンリストから、
有効なログインユーザ IDを選択します。

デバイスプロファイルがログアウトデバイスプロファイ

ルとして使用されている場合、電話機に関連付けるログ

インユーザ IDを指定します。ユーザがこのユーザデバ
イスプロファイルからログアウトした後で、電話機がこ

のログインユーザ IDに自動的にログインします。

（注）

ログインユーザ ID
（Login User Id）

ユーザに対する Extension Mobility Cross Clusterの有効化

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。
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•既存のユーザの設定を変更するには、[検索（Find）]をクリックして、結果のリストから
既存のユーザを選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいユーザを追加します。

ステップ 3 [Extension Mobility]ペインで、[クラスタ間の Extension Mobilityの有効化（Enable Extension
Mobility Cross Cluster）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [Extension Mobility]ペインの [使用可能なプロファイル（Available Profiles）]リストペインか
らデバイスプロファイルを選択します。

ステップ 5 デバイスプロファイルを [制御するプロファイル（Controlled Profiles）]リストペインに移動
します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

エクステンションモビリティへのデバイスの登録

すべてのデバイスに対してエンタープライズサブスクリプションを設定していない場合には、

エクステンションモビリティをデバイスで有効にし、サービスに登録します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]から。

ステップ 2 ユーザが Extension Mobility Cross Clusterを使用できる電話を検索します。

ステップ 3 このデバイスでは、[内線番号情報（Extension Information）]ペインの [Extension Mobilityの有
効化（Enable Extension Mobility）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、[関連事項（Related Links）]ドロップダウ
ンリストの [サービスの登録/登録解除（Subscribe/Unsubscribe Services）]を選択します。

ステップ 5 [移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 ポップアップウィンドウが開いたら、[サービスの選択（Select a Service）]ドロップダウンリ
ストの [Extension Mobility]サービスを選択します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [登録（Subscribe）]をクリックします。

ステップ 9 ポップアップウィンドウで [保存（Save）]をクリックしてから、ウィンドウを閉じます。

ステップ 10 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 11 表示された場合は、[OK]をクリックします。

Extension Mobility Cross Clusterの証明書の有効化
ホームクラスタおよびリモートクラスタを適切に設定するには、各クラスタの証明書を同じ

SFTPサーバーと SFTPディレクトリにエクスポートし、参加クラスタのいずれか 1つでそれ
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らを統合する必要があります。この手順により、2つのクラスタ間で信頼が確立されているこ
とを確認できます。

始める前に

エクステンションモビリティの設定（512ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

一括プロビジョニングサービスの有効

化（525ページ）
ステップ 1

ホームクラスタおよびリモートクラス

タの両方から証明書をエクスポートする

一括証明書管理の設定および証明書のエ

クスポート（526ページ）
ステップ 2

には、[Cisco Unified CMの管理（Cisco
Unified CM Administration）]で証明書の
一括管理を設定します。

すべての参加クラスタが証明書をエクス

ポートしている場合には、証明書を統合

証明書の統合（527ページ）ステップ 3

します。このオプションは、複数のクラ

スタが証明書を SFTPサーバにエクス
ポートする場合にのみ使用できます。

ホームクラスタとリモート（訪問先）

クラスタに証明書をインポートします。

クラスタへの証明書のインポート（527
ページ）

ステップ 4

一括プロビジョニングサービスの有効化

始める前に

エクステンションモビリティの設定（512ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Serviceability]から選択します。 [ツール（Tools）] > [サービスアクティベーショ
ン（Service Activation）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。

ステップ 3 [Cisco Bulk Provisioning Service]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。
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一括証明書管理の設定および証明書のエクスポート

ホームクラスタおよびリモートクラスタの両方から証明書をエクスポートするには、[Cisco
Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で証明書の一括管理を設定します。

この手順では、クラスタ内の全ノードの証明書を含む PKCS12ファイルを作成します。

•すべての参加クラスタは、同じ SFTPサーバと SFTPディレクトリに証明書をエクスポー
トする必要があります。

• Tomcat、Tomcat-ECDSA、TFTP、CAPFの各証明書がいずれかのクラスタノードで再生成
されるたびに、クラスタで証明書をエクスポートする必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified OS Administration）]から、[セキュリティ（Security）] >
[証明書の一括管理（Bulk Certificate Management）]を選択します。

ステップ 2 ホームクラスタとリモートクラスタの両方で到達可能な TFTPサーバを設定します。フィー
ルドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 [エクスポート（Export）]をクリックします。

ステップ 5 [証明書の一括エクスポート（Bulk Certificate Export）]ウィンドウの [証明書のタイプ（Certificate
Type）]フィールドで、[すべて（All）]を選択します。

ステップ 6 [エクスポート（Export）]をクリックします。

ステップ 7 [Close]をクリックします。

一括証明書エクスポートを実行すると、証明書は次のようにリモートクラスタに

アップロードされます。

• CAPF証明書は Callmanager-trustとしてアップロードされます。

• Tomcat証明書は Tomcat-trustとしてアップロードされます

• CallManager証明書は Callmanager-trustとしてアップロードされます

• CallManager証明書は Phone-SAST-trustとしてアップロードされます

• ITLRecovery証明書は、PhoneSast-trustおよび CallManager-trustとしてアップ
ロードされます。

上記の手順は、証明書が自己署名され、別のクラスタに共通の信頼がない場合に実

行されます。共通の信頼関係または同じ署名者がいる場合は、すべての証明書のエ

クスポートは必要ありません。

（注）
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証明書の統合

すべての参加クラスタが証明書をエクスポートしている場合には、証明書を統合します。この

オプションは、複数のクラスタが証明書を SFTPサーバにエクスポートする場合にのみ使用で
きます。

単一ファイルにするには、この手順で、SFTPサーバのすべての PKCS12ファイルを統合しま
す。

統合後に新しい証明書をエクスポートする場合には、新たにエクスポートされた証明書を含め

るため、この手順を再度実行する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified OS Administration）]から、以下を選択します。 [セキュ
リティ（Security）] > [証明書の一括管理（Bulk Certificate Management）] > [統合
（Consolidate）] > [証明書の一括統合（Bulk Certificate Consolidate）]を選択します。

ステップ 2 [証明書タイプ（Certificate Type）]フィールドで、[すべて（All）]を選択します。

ステップ 3 [統合（Consolidate）]をクリックします。

一括証明書統合を実行すると、証明書は次のようにリモートクラスタにアップロー

ドされます。

• CAPF証明書は Callmanager-trustとしてアップロードされます。

• Tomcat証明書は Tomcat-trustとしてアップロードされます

• CallManager証明書は Callmanager-trustとしてアップロードされます

• CallManager証明書は Phone-SAST-trustとしてアップロードされます

• ITLRecovery証明書は、PhoneSast-trustおよび CallManager-trustとしてアップ
ロードされます。

（注）

クラスタへの証明書のインポート

ホームクラスタとリモート（訪問先）クラスタに証明書をインポートします。

アップグレード後、これらの証明書が維持されます。証明書の再インポートや再統合をする必

要はありません。

（注）

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
527

コールの受信

証明書の統合



証明書をインポートした後、クラスタの電話は自動的に再起動します。注意

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified OS Administration）]から、以下を選択します。 [セキュ
リティ（Security）] > [証明書の一括管理（Bulk Certificate Management）] > [インポート
（Import）] > [証明書の一括インポート（Bulk Certificate Import）]を選択します。

ステップ 2 [証明書タイプ（Certificate Type）]ドロップダウンリストから、[すべて（All）]を選択しま
す。

ステップ 3 [Import]を選択します。

一括証明書インポートを実行すると、証明書は次のようにリモートクラスタにアッ

プロードされます。

• CAPF証明書は Callmanager-trustとしてアップロードされます。

• Tomcat証明書は Tomcat-trustとしてアップロードされます

• CallManager証明書は Callmanager-trustとしてアップロードされます

• CallManager証明書は Phone-SAST-trustとしてアップロードされます

• ITLRecovery証明書は、PhoneSast-trustおよび CallManager-trustとしてアップ
ロードされます。

（注）

次のタイプの証明書により、再起動する電話が決定されます。

• Callmanager：TFTPサービスが、証明書が属するノード上でアクティブになっ
ている場合にのみ、すべての電話。

• TV：Callmanagerグループメンバーシップに基づいて、一部の電話。

• CAPF：CAPFがアクティブになっている場合にのみ、すべての電話。

（注）

Extension Mobility Cross Clusterのデバイスおよびテンプレートの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定を行い、特定のユーザ

と関連付けられるサービスまたは機能を

指定します。

共通デバイス設定の作成（529ページ）ステップ 1

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
528

コールの受信

Extension Mobility Cross Clusterのデバイスおよびテンプレートの設定



目的コマンドまたはアクション

Extension Mobility Cross Clusterテンプ
レートを作成して、共通デバイス設定を

この機能と関連付けます。

Extension Mobility Cross Clusterテンプ
レートの設定（529ページ）

ステップ 2

デフォルトテンプレートとして作成し

たExtension Mobility Cross Clusterテンプ
レートを設定します。

デフォルトテンプレートの設定（530
ページ）

ステップ 3

Extension Mobility Cross Clusterデバイス
のエントリをシステムデータベースに

Extension Mobility Cross Clusterデバイス
の追加（530ページ）

ステップ 4

挿入します。各デバイスは、EMCC1、
EMCC2のような形式の一意の名前で識
別されます。一括管理ツールは、最後に

使用した番号を取得してデバイス番号を

割り当てます。

共通デバイス設定の作成

共通デバイス設定を行い、特定のユーザと関連付けられるサービスまたは機能を指定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

•既存の共通デバイス設定を変更するには、[検索（Find）]をクリックし、検索結果のリス
トから共通デバイス設定を選択します。

•新しい共通デバイス設定を追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

Extension Mobility Cross Clusterテンプレートの設定

Extension Mobility Cross Clusterテンプレートを作成して、共通デバイス設定をこの機能と関連
付けます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [一括管
理（Bulk Administration）] > [EMCC] > [EMCCテンプレート（EMCC Template）]を選択し
ます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [EMCCテンプレートの設定（EMCC Template Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設
定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照し

てください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

デフォルトテンプレートの設定

デフォルトテンプレートとして作成した Extension Mobility Cross Clusterテンプレートを設定し
ます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [一括管
理（Bulk Administration）] > [EMCC] > [EMCCの挿入/更新（Insert/Update EMCC）]を選択
します。

ステップ 2 [EMCCデバイスの更新（Update EMCC Devices）]をクリックします。

ステップ 3 [デフォルト EMCCテンプレート（Default EMCC Template）]ドロップダウンリストから、設
定した Extension Mobility Cross Clusterデバイステンプレートを選択します。

ステップ 4 [今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックします。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 6 ジョブの成功を確認します。

a) [一括管理（Bulk Administration）] > [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]を選択しま
す。

b) ジョブのジョブ IDを検索します。

Extension Mobility Cross Clusterデバイスの追加

Extension Mobility Cross Clusterデバイスのエントリをシステムデータベースに挿入します。各
デバイスは、EMCC1、EMCC2のような形式の一意の名前で識別されます。一括管理ツール
は、最後に使用した番号を取得してデバイス番号を割り当てます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。から、
[一括管理（Bulk Administration）] > [EMCC] > [EMCCの挿入/更新（Insert/Update EMCC）]
を選択します。

ステップ 2 [挿入/更新 EMCC（Insert/Update EMCC）]をクリックします。

ステップ 3 [追加する EMCCデバイスの数（Number of EMCC Devices to be added）]フィールドに、追加す
るデバイスの数を入力します。

ステップ 4 [今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックして、[送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 5 ウィンドウを更新し、データベースの[すでにデータベースにあるEMCCデバイスの数（Number
of EMCC Devices already in database）]の値が追加したデバイスの数を示していることを確認し
ます。

Extension Mobility Cross Clusterの位置情報フィルタの設定
国、州、市の値などのデバイスロケーションに合った基準を指定する地理位置情報フィルタを

設定します。地理位置情報はデバイスの場所を特定するために使用され、フィルタは地理位置

情報のどの部分が重要であるかを示します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [位置情報フィルタ（Geolocation Filter）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [地理位置情報フィルタの設定（Geolocation Filter Configuration）]ウィンドウで各フィールドを
設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照

してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

Extension Mobility Cross Clusterの機能パラメータの設定
地理位置情報フィルタなどの設定した機能パラメータの値を選択します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。拡張機
能 > emcc > emcc機能の設定。
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ステップ 2 [EMCC機能設定（EMCC Feature Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、 Extension Mobility Cross Clusterの機能パ
ラメータフィールド（532ページ）を参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

Extension Mobility Cross Clusterの機能パラメータフィールド

表 35 : Extension Mobility Cross Clusterの機能パラメータフィールド

説明EMCCパラメータ

リモートクラスタから Extension Mobility Cross Cluster（EMCC）にロ
グインしているデバイスが使用する必要のあるデフォルト TFTPサー
バーのコンピュータ名または IPアドレスを選択します。

EMCCログインデバ
イス用のデフォルトの

TFTPサーバー
（Default TFTP Server
for EMCC Login
Device）

リモートクラスタから EMCCにログインするデバイスが使用する必
要があるバックアップ TFTPサーバのコンピュータ名または IPアド
レスを選択します。

EMCCログインデバ
イス用のバックアップ

TFTPサーバー
（Backup TFTP Server
for EMCC Login
Device）

期限切れの EMCCデバイスのシステムチェックを行う間隔を分数で
指定します。

期限切れの EMCCデバイスは、リモートクラスタから EMCCにログ
インしていたものの、WAN障害や接続の問題が原因で、電話機が訪
問先クラスタからログアウトしたデバイスです。接続が復旧すると、

デバイスは、訪問先クラスタにログインし直しました。

このメンテナンスジョブ中に、Cisco Extension Mobilityサービスは
Unified Communications Managerデータベースに期限切れの EMCCデ
バイスがないかチェックし、それらを自動的にログアウトさせます。

デフォルト値は 1440分です。有効な値の範囲は 10～ 1440分です。

期限切れの EMCCデ
バイスメンテナンスの

デフォルト間隔

（Default Interval for
Expired EMCC Device
Maintenance）

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
532

コールの受信

Extension Mobility Cross Clusterの機能パラメータフィールド



説明EMCCパラメータ

新しいリモートクラスタを追加したときに、そのクラスタ上のすべ

てのサービスを自動的に有効にするかどうかを選択します。

有効な値は、[はい（True）]（リモートクラスタ上のすべてのサービ
スが自動的に有効）または [いいえ（False）]（Unified Communications
Managerの [リモートクラスタの設定（Remote Cluster Configuration）]
ウィンドウを介して、リモートクラスタ上のサービスを手動で有効）

です。リモートサービスを有効にする前に EMCC機能のすべてを設
定する時間が取れるように、サービスを手動で有効化できます。

デフォルト値は [いいえ（False）]です。

[新規リモートクラス
タの追加時にすべての

リモートクラスタ

サービスを有効にする

（Enable All Remote
Cluster Services When
Adding A New Remote
Cluster）]

EMCCコールを処理するための PSTNアクセス SIPトランクで使用さ
れるコーリングサーチスペース（CSS）を選択します。

PSTNアクセス SIPトランクは、[クラスタ間サービスプロファイル
（Intercluster Service Profile）]ウィンドウで、PSTNアクセスに対して
設定されたSIPトランクです。このトランク経由のコールは、コール
を開始した EMCCログイン電話機と同じ場所に設置されたローカル
PSTN向けで、それにのみルーティングされます。

有効な値は次のとおりです。

• [トランク CSSを使用する（Use Trunk CSS）]（PSTNコールは、
緊急サービス通報を正しくルーティングするのに有用であること

がわかっているローカルルートグループを使用します）

• [電話機の元のデバイスの CSSを使用する（Use phone's original
deviceCSS）]（PSTNコールは、リモート電話機で設定されたコー
ルコーリングサーチスペース、つまり、電話機がEMCCにログ
インしていないときに使用される CSSを使用してルーティング
されます）。

デフォルト値は [トランク CSSを使用する（Use Trunk CSS）]です。

PSTNアクセス SIPト
ランク用の CSS（CSS
for PSTN Access SIP
Trunk）

EMCCを使用するために設定した地理位置情報フィルタを選択しま
す。

別のクラスタから Extension Mobility経由でログインした電話機に関
連付けられた地理位置情報内の情報と、選択された EMCC地理位置
情報フィルタに基づいて、Cisco Unified Communications Managerが電
話機をローミングデバイスプールに配置します。

Cisco Unified Communications Managerは、EMCC地理位置情報フィル
タの適用後に電話機の地理位置情報と最も一致するデバイスプール

を特定することにより、使用するローミングデバイスプールを決定

します。

EMCC地理位置情報
フィルタ（EMCC
Geolocation Filter）
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説明EMCCパラメータ

このパラメータは、通話相手に関連付けられたリージョンに関係な

く、すべての EMCCコールの最大オーディオビットレートを指定し
ます。

デフォルト値は 8 kbps（G.729）です。

すべての参加 EMCCクラスタが EMCCリージョンの最大
オーディオビットレートに対して同じ値を指定する必要

があります。

（注）

EMCCリージョン最大
オーディオビット

レート（EMCC Region
Max Audio Bit Rate）

このパラメータは、通話相手に関連付けられたリージョンの最大ビデ

オコールビットレートに関係なく、すべての EMCCビデオコール
の最大ビデオコールビットレートを指定します。

デフォルト値は 384です。有効な値の範囲は 0～ 8128です。

すべての参加 EMCCクラスタが EMCCリージョンの最大
ビデオビットレートに対して同じ値を指定する必要があ

ります。

（注）

EMCCリージョン最大
ビデオコールビット

レート（オーディオ含

む）（EMCC Region
Max Video Call Bit Rate
（Includes Audio））
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説明EMCCパラメータ

このパラメータは、任意のリモートクラスタ内の任意の EMCC電話
機とデバイス間のリンク損失タイプを指定します。

EMCCコールでの双方向オーディオを許可するには、す
べての参加EMCCクラスタが同じEMCCリージョンリン
ク損失タイプを使用する必要があります。

（注）

選択されたオプションに基づいて、Cisco Unified Communications
Managerは、設定されたEMCCリージョン最大オーディオビットレー
トを順守しながら、EMCCコールに最適な音声コーデックを使用しよ
うとします。

有効な値は次のとおりです。

• [高損失（Lossy）]：DSLなどの何らかのパケット損失が発生する
可能性があるリンク。

• [低損失（LowLoss）]：T1などの低パケット損失が発生するリン
ク。

このパラメータを [高損失（Lossy）]に設定した場合は、Cisco Unified
Communications Managerは音声品質に基づいて、[EMCCリージョン
最大オーディオビットレート（EMCC Region Max Audio Bit Rate）]
で設定された制限内で最適なコーデックを選択します。何らかのパ

ケット損失が発生します。

このパラメータを [低損失（Low Loss）]に設定した場合は、Cisco
Unified Communications Managerは音声品質に基づいて、[EMCCリー
ジョン最大オーディオビットレート（EMCC Region Max Audio Bit
Rate）]で設定された制限内で最適なコーデックを選択します。パケッ
ト損失は、ほとんど発生しません。

[低損失（Low Loss）]オプションと [高損失（Lossy）]オプション間
の音声コーデック優先順位の違いは、リンク損失タイプが [低損失
（Low Loss）]に設定された場合はG.722が Internet Speech Audio Codec
（iSAC）より優先され、リンク損失タイプが [高損失（Lossy）]に設
定された場合は iSACが G.722より優先される点だけです。

デフォルト値は [低損失（Low Loss）]です。

EMCCリージョンリ
ンク損失タイプ

（EMCC Region Link
Loss Type）
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説明EMCCパラメータ

Unified Communications Managerが EMCC RSVP SIPトランク経由の 2
つのクラスタ間のキープアライブメッセージまたは確認応答の送受

信間で待機する秒数を指定します。

EMCC RSVP SIPトランクは、Cisco Extension Mobility Cross Clusterで
[トランクサービスタイプ（Trunk Service Type）]として設定され、
[クラスタ間サービスプロファイル（Intercluster Service Profile）]ウィ
ンドウで RSVPエージェント用の SIPトランクとして選択された SIP
トランクです。これらのインターバルの 2つがキープアライブメッ
セージまたは確認応答を受信せずに経過した場合、Unified
Communications Managerはリモートクラスタを含むRSVPリソースを
解放します。

デフォルト値は 15秒です。有効な値の範囲は 1～ 600秒です。

RSVP SIPトランク
キープアライブタイ

マー（RSVP SIP Trunk
KeepAlive Timer）

Cisco Extension Mobilityサービスがアクティブになっているこのロー
カルクラスタ内のプライマリノードのデフォルトサーバー名または

IPアドレスを選択します。リモートクラスタは、このノードにアク
セスして、このローカルクラスタに関する情報を入手します。

リモートクラスタの更

新用のデフォルトサー

バ（Default Server For
Remote Cluster
Update）

Cisco Extension Mobilityサービスがアクティブになっているこのロー
カルクラスタ内のセカンダリノードのデフォルトサーバー名または

IPアドレスを選択します。リモートクラスタは、プライマリノード
がダウンしたときに、このノードにアクセスして、このローカルク

ラスタに関する情報を入手します。

リモートクラスタの更

新用のバックアップ

サーバー（Backup
Server for Remote
Cluster Update）

ローカルノード上のCisco Extension MobilityサービスがリモートEMCC
クラスタに関する情報を収集するインターバルを分単位で指定しま

す。収集される情報には、リモートクラスタ Unified Communications
Managerのバージョンとサービス情報などの詳細が含まれます。

デフォルト値は 30です。有効な値の範囲は 15～ 10,080分です。

リモートクラスタの更

新間隔（Remote Cluster
Update Interval）

Extension Mobility Cross Clusterのクラスタ間 SIPトランクの設定
クラスタ間 PSTNアクセスおよび RSVPエージェントサービスの着信/発信トラフィックを処
理するトランクを設定します。1つのトランクで PSTNアクセスと RSVPエージェントサービ
スの両方を処理するよう設定できます。または、サービスごとに1つずつトランクを設定する
こともできます。Extension Mobility Cross Clusterに必要な SIPトランクは最大 2つです。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス(Device)] > [トランク(Trunk)]。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [トランクタイプ（Trunk Type）]ドロップダウンリストから [SIPトランク（SIP Trunk）]を選
択します。

ステップ 4 [トランクのサービスの種類（Trunk Service Type）]ドロップダウンリストから、[Extension
Mobility Cross Clusters]を選択します。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールド
とその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

Extension Mobility Cross Clusterのクラスタ間サービスプロファイルの
設定

クラスタ間サービスプロファイルを設定して、Extension Mobility Cross Clusterを有効化しま
す。このプロファイルは、結果レポートより上位の設定および結果レポートを提供するすべて

の設定を収集します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [高度機
能（Advance Features）] > [EMCC] > [EMCCクラスタ間サービスプロファイル（EMCC
Intercluster Service Profile））]。

ステップ 2 [EMCCクラスタ間サービスプロファイルの設定（EMCC Intercluster Service Profile Configuration）]
ウィンドウで各フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細について

は、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 ポップアップウィンドウに失敗のメッセージが表示されていない場合は、[保存（Save）]をク
リックします。

リモートクラスタサービスの設定

Extension Mobility Cross Clusterのリモートクラスタを設定します。この手順により、ホームク
ラスタとリモート（訪問先）クラスタを接続するリンクが確立します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。から [高
度な機能（Advanced Features）] > [クラスタビュー（Cluster View）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、既存のリモートクラスタの一覧を表示します。

ステップ 3 次のいずれかの手順を実行します。

•リモートクラスタ名をクリックして、設定するリモートクラスタが表示されたら、フィー
ルドを確認します。

•設定するリモートクラスタが表示されない場合は、[新規追加（AddNew）]をクリックし
て、次のフィールドを設定します。

1. [クラスタ ID（Cluster Id）]フィールドで、IDが他のクラスタのクラスタ IDのエン
タープライズパラメータ値と一致することを確認します。

2. [完全修飾名（Fully Qualified Name）]フィールドに、リモートクラスタの IPアドレ
スまたはリモートクラスタ上のノードに解決できるドメイン名を入力します。

3. [保存（Save）]をクリックします。

Extension Mobility Cross Clusterでは、[TFTP]チェックボックスが常に無効であ
る必要があります。

（注）

Extension Mobility Cross Clusterの連携動作
表 36 : Extension Mobility Cross Clusterの連携動作

連携動作機能

EMCCログインデバイスのデフォルトのオーディオビットレートは最大
8 kbpsに設定されます（G.729）。

[音声（Audio）]

•ホームクラスタは、訪問先クラスタの場所と領域を認識しません。

•システムは、クラスタの境界を越えて Cisco Unified Communications
Managerの場所とリージョンを適用できません。

• RSVPエージェントベースの CACは、訪問先クラスタで RSVPの
エージェントを使用します。

コールアドミッ

ション制御

（CAC）

EMCCは不在転送をサポートしています。不在転送
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連携動作機能

ユーザ認証は、クラスタ間で行われます。Cisco Extension
Mobilityのログイ
ンおよびログアウ

ト

例としては、RSVPエージェント、TRP、保留音（MoH）、MTP、トラン
スコーダと会議ブリッジがあります。

メディアリソースは、訪問先電話に対してローカルです（RSVPエージェ
ント以外）。

訪問先電話機での

メディアリソース

• E911コールは PSTNのローカルゲートウェイにルーティングされま
す。

•市内コールは PSTNのローカルゲートウェイにルーティングされま
す。

•ローカルルートグループへのコール切断は、訪問先クラスタのロー
カルゲートウェイにルーティングされます。

訪問先電話機に対

する PSTNアクセ
ス

制限事項の例：インターコム設定が静的デバイスに対する構成を指定す

るため、EMCCはインターコム機能をサポートしません。
その他のコール機

能とサービス

• Cross-clusterセキュリティはデフォルトで提供されています。

•セキュアな Cisco Unified IP Phonesと非セキュアな電話セキュリティ
プロファイルがサポートされています。

セキュリティ

Cisco Extension Mobility Cross Clusterは IPv6をサポートします。IPアド
レッシングモードが IPv6またはデュアルスタック（IPv4および IPv6）
の電話を使用できます。

Internet Protocol
Version 6（IPv6）

Extension Mobility Cross Clusterの制限事項
表 37 : Extension Mobility Cross Clusterの制限事項

説明制限事項

•インターコムの設定にはスタティックデバイスが必要になるため、
EMCCはインターコム機能をサポートしていません。

•ロケーションCACはサポートされませんが、RSVPベースのCACが
サポートされます。

サポートされない

機能
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説明制限事項

EMCCを正しく機能させる場合、2つのクラスタに同じ電話（デバイス
名）は設定できません。同じ電話を設定すると、ログインが重複デバイ

スエラー（37）で失敗します。そのため、EMCCを導入したクラスタの
場合、すべてのUnified Communications ManagerノードのAuto Registration
を無効にして、EMCCからログアウト後に、ホームクラスタに新しいデ
バイスが作成されるのを防ぐ必要があります。

EMCCデバイスは
複数のクラスタで

プロビジョニング

できません

Cisco Unified Communications Managerでは、電話機の最大数の値として
60,000をサポートすることができます。

次の計算式を使用して、クラスタでサポートされるデバイスの合計数に

EMCCを含めます。

電話 +（2 X EMCCデバイス）= MaxPhones

EMCCログインはホームクラスタで使用されるライセンスの
数に影響を及ぼしません。

（注）

EMCCデバイスの
数

•ユーザーが EMCCを使用してログインしている間に、ホームクラス
タの管理者がそのユーザーのEMCCを無効にした場合、そのユーザー
は自動的にはログアウトされませんが、そのユーザーによるその後

のEMCCの使用の試みは許可されません。現在のEMCCセッション
はユーザーがログアウトするまで続行されます。

•訪問先クラスタの [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウに
は、Extension Mobilityの [ログアウト（Log Out）]ボタンがあります。
このボタンは、訪問先クラスタの管理者が EMCC電話からログアウ
トするためにも使用されます。現時点では、EMCC電話は訪問先の
Cisco Unified Communications Managerには登録されていないため、こ
の操作は訪問先クラスタでのデータベースクリーンアップに似てい

ます。EMCC電話は、ホームクラスタのリセットやホームクラスタ
からのログアウトによりその電話が訪問先クラスタに戻るまで、ホー

ムの Cisco Unified Communications Managerに登録されたままになり
ます。

訪問先デバイスか

らのログアウトの

制限
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説明制限事項

参加クラスタのExtension Mobilityサービスでは、リモートクラスタの定
期的な更新が行われます。[リモートクラスタ更新間隔（Remote Cluster
Update Interval）]機能パラメータで更新間隔を制御します。デフォルトの
間隔は 30分です。

クラスタ AのExtension Mobilityサービスが、この更新に関するリモート
クラスタ（クラスタ Bなど）からの応答を受信しない場合、クラスタ A
の [リモートクラスタ（Remote Cluster）]ウィンドウに「クラスタ Bのリ
モート起動サービスが [False]に設定されている」ことが表示されます。

この場合、訪問先クラスタはホームクラスタから応答を受信しないため、

ホームクラスタのリモート起動サービスの値が [False]に設定されます。

この間、訪問先電話は EMCCを使用してログインできない場合がありま
す。訪問先電話に「「ログイン不可（Login is unavailable）」」エラー
メッセージが表示されます。

この時点で、訪問先電話から EMCCへのログインの試みは失敗する可能
性があり、「「ログイン不可（Login is unavailable）」」エラーメッセー
ジが電話に表示されます。このエラーは、ホームクラスタがアウトオブ

サービスからインサービスに変わったことを、訪問先クラスタが検出で

きなかったために発生します。

リモートクラスタのステータスの変更は、EMCCの [リモートクラスタ
更新間隔（Remote Cluster Update Interval）]機能パラメータの値に基づい
ており、訪問先のExtension Mobilityサービスで最後のクエリや更新が実
行されると行われます。

[リモートクラスタサービスの設定（Remote Cluster Service Configuration）]
ウィンドウ（[詳細機能（Advanced Features）] > [EMCC] > [EMCCリ
モートクラスタ（EMCC Remote Cluster）]）の [リモートクラスタを今
すぐ更新（Update Remote Cluster Now）]を選択すると、リモート起動サー
ビスの値を [True]に変更でき、EMCCログインが可能になります。それ
以外の場合、次の定期的な更新サイクルの後、訪問先電話による EMCC
ログインは正常に戻ります。

訪問先デバイスの

ログインの制限

loginTypeを使用した異なるクラスタバージョンの EMCCログイン結果

次の表に、loginTypeパラメータをサービス URLで使用する場合の各クラスタバージョンの
Extension Mobility Cross Cluster機能のログイン結果を示します。

表 38 : loginTypeを使用した異なるクラスタバージョンの EMCCログイン結果

EMCCログイン結果訪問先クラスタ EM
URLの loginType

ホームクラスタのバー

ジョン

訪問先クラスタのバー

ジョン

成功（Success）指定なし（デフォルト

URL）
12.012.0
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EMCCログイン結果訪問先クラスタ EM
URLの loginType

ホームクラスタのバー

ジョン

訪問先クラスタのバー

ジョン

成功（Success）UID、SP、または DN12.012.0

成功（Success）指定なし（デフォルト

URL）
11.5以下12.0

失敗（Fail）

失敗、エラーコード -
1 **

UID、SP、または DN11.5以下12.0

成功（Success）指定なし（デフォルト

URL）
12.011.5以下

成功（Success）UID、SP、または DN
***

12.011.5以下

• * loginTypeパラメータオプションは次のとおりです。

• UID：ユーザー IDおよび PINを使用したユーザーログイン

• SP：セルフサービスユーザー IDおよび PINを使用したユーザーログイン

• DN：プライマリエクステンションおよび PINを使用したユーザーログイン

• **失敗、エラーコード - 1：（EMAerviceが EMAppまたは EMServiceからの XML要求を
解析できなかった場合）

• *** loginTypeは無視され、ユーザ IDまたは PINのログインプロンプトが電話機に読み込
まれます

（注）

Extension Mobility Cross Clusterとさまざまなクラスタバージョンのセ
キュリティモード

電話コンフィギュレーションファイルは、ホームクラスタと訪問先クラスタの両方のバージョ

ンが 9.x以降で、TFTP暗号化設定フラグが有効になっている場合にのみ、暗号化できます。
（注）

EMCCのログイン中は、訪問先クラスタとホームクラスタの両方のバージョンが 9.x以降の場
合に、電話機が次の表に示すさまざまなモードで動作します。
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表 39 :訪問先クラスタとホームクラスタの両方が 9.x以降のバージョンの場合にサポートされるセキュリティモード

EMCCのステー
タス

訪問先電話機の

モード

訪問先クラスタ

のモード

訪問先クラスタ

のバージョン

ホームクラスタ

のモード

ホーム

クラス

タの

バー

ジョン

セキュアEMCCセキュア混合9.x以降混合9.x以
降

非セキュア
EMCC

非セキュア混合9.x以降混合9.x以
降

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア9.x以降混合9.x以
降

ログインに失敗

する

セキュア混合9.x以降非セキュア9.x以
降

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア9.x以降非セキュア9.x以
降

EMCCのログイン中は、訪問先クラスタのバージョンが 8.xでホームクラスタのバージョンが
9.x以降の場合に、電話機が次の表に示すさまざまなモードで動作します。

表 40 :訪問先クラスタが 8.xでホームクラスタが 9.x以降のバージョンの場合にサポートされるセキュリティモード

EMCCのステー
タス

訪問先電話機の

モード

訪問先クラスタ

のモード

訪問先クラスタ

のバージョン

ホームクラスタ

のモード

ホーム

クラス

タの

バー

ジョン

サポート対象外セキュア混合8.x混合9.x以
降

非セキュア
EMCC

非セキュア混合8.x混合9.x以
降

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア8.x混合9.x以
降

サポート対象外セキュア混合8.x非セキュア9.x以
降

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア8.x非セキュア9.x以
降
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EMCCのログイン中は、訪問先クラスタのバージョンが 9.x以降でホームクラスタのバージョ
ンが 8.xの場合に、電話機が次の表に示すさまざまなモードで動作します。

表 41 :訪問先クラスタが 9.x以降でホームクラスタが 8.xのバージョンの場合にサポートされるセキュリティモード

EMCCのステー
タス

訪問先電話機の

モード

訪問先クラスタ

のモード

訪問先クラスタ

のバージョン

ホームクラスタ

のモード

ホーム

クラス

タの

バー

ジョン

ログインに失敗

する

セキュア混合9.x以降混合8.x

非セキュア
EMCC

非セキュア混合9.x以降混合8.x

非セキュア
EMCC

非セキュア非セキュア9.x以降混合8.x

ログインに失敗

する

セキュア混合9.x以降非セキュア8.x

非セキュア
EMCC

セキュア非セキュア9.x以降非セキュア8.x

Extension Mobility Cross Clusterのトラブルシューティング

エクステンションモビリティアプリケーションのエラーコード

表 42 :エクステンションモビリティアプリケーションのエラーコード

理由短い説明電話機のディスプレイエラー

コード

EMCCユーザの場合は、[クラスタ間サー
ビスプロファイル（Intercluster Service
Profile）]ウィンドウで「EMCC」がア
クティブになっていないときに、このエ

ラーが発生する可能性があります。

認証エラー再度ログインしてください

（201）（Please try to login
again（201））

201

ユーザーが空白のユーザー IDまたはPIN
を入力しました。

ユーザー IDまたは PINが空で
す（Blank userid or pin）

再度ログインしてください

（202）（Please try to login
again（202））

202
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理由短い説明電話機のディスプレイエラー

コード

EMAppは、IMSで指定されたPINを持つ
ユーザーを認証できなかったときに、こ

のエラーを電話機に送信します。

ディレクトリサーバーエラーログインできません（204）
（Login is unavailable
（204））

204

キャッシュまたはデータベースからユー

ザープロファイル情報を受信できない場

合に発生します。

ユーザープロファイルなしログインできません（205）
（Login is unavailable
（204））

ログアウトできません（205）
（Logout is unavailable
（205））

205

デバイスタグまたは名前タグが要求URI
内に存在しない場合に発生します。これ

は、実際のデバイスでは発生せず、要求

がサードパーティアプリケーションから

送信された場合にのみ発生する可能性が

あります。

デバイス名が空白ですログインできません（207）
（Login is unavailable
（207））

ログアウトできません（207）
（Logout is unavailable
（207））

207

訪問先 EMAppが訪問先 EMServiceに接
続できません。（サービスがダウンして

いるか、アクティブになっていません）。

訪問先 EMServiceがホーム EMServiceに
接続できません（WANがダウンしてい
るか、証明書が信頼されていません）。

EMService接続エラーログインできません（208）
（Login is unavailable
（208））

ログアウトできません（208）
（Logout is unavailable
（208））

208

EMAppの初期化中にエラー（データベー
ス接続障害など）が発生しました。エラー

は、起動時にデータベースに接続できな

かったことで発生する可能性があります。

初期化失敗-管理者に確認ログインできません（210）
（Login is unavailable
（210））

ログアウトできません（210）
（Logout is unavailable
（210））

210

訪問先クラスタの [クラスタ間サービス
プロファイル（Intercluster Service
Profile）]ウィンドウで、PSTNがアクティ
ブになっていない場合に発生します。

EMCCがアクティブになってい
ない

ログインできません（211）
（Login is unavailable
（211））

ログアウトできません（211）
（Logout is unavailable
（211））

211

不正なクラスタ IDをリモートクラスタ
に送信することにより、リモートクラス

タの更新に失敗した場合に発生します。

クラスタ IDが無効ログインできません（212）
（Login is unavailable
（212））

212
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理由短い説明電話機のディスプレイエラー

コード

デバイスがEMCCをサポートしていない
場合に発生します。

デバイスは EMCCをサポート
していません（Device does not
support EMCC）

ログインできません（213）
（Login is unavailable
（213））

ログアウトできません（213）
（Logout is unavailable
（213））

213

loginTypeが無効な場合に発生します。使

用できる値は次のとおりです。

• SP（セルフサービスユーザー IDの
場合）

• DN（プライマリエクステンションの
場合）

• UID（ユーザー IDの場合）

無効なログインタイプです。loginTypeが無効です（215）
（loginType invalid (215)）

215

EMログインに使用される内線番号に複
数のユーザがプライマリとして関連付け

られている場合に発生します。

DNに複数のユーザーが存在し
ます（DN has multiple users）

DNに複数のユーザーが存在
します（216）（DN has
multiple users（216））

216

エクステンションモビリティサービスのエラーコード

表 43 : Extension Mobilityサービスのエラーコード

理由短い説明電話機のディスプレイエラー

コード

理由は不明ですが EMServiceが失敗しまし
た。

未知のエラー（Unknown Error）ログインできません（0）
（Login is unavailable
（0））

ログアウトできません

（0）（Logout is unavailable
（0））

0
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理由短い説明電話機のディスプレイエラー

コード

EMServiceが EMAppまたは EMServiceから
の XML要求を解析できない場合。このエ
ラーは、サードパーティアプリケーション

がログインXML（EMAPI）に間違ったクエ
リを送信した場合に発生します。また、ホー

ムクラスタと訪問先クラスタでバージョン

が一致しない場合にも発生する可能性があり

ます。

解析エラーログインできません（1）
（Login is unavailable
（1））

ログアウトできません

（1）（Logout is unavailable
（1））

1

ユーザーが間違ったPINを入力したために、
EMCCユーザーログイン情報を認証できま
せん。

EMCC認証エラーログインできません（2）
（Login is unavailable
（2））

2

無効なアプリケーションユーザー。このエ

ラーは、主に、EM APIが原因で発生しま
す。

無効なアプリケーションユー

ザー（Invalid App User））
ログインできません（3）
（Login is unavailable
（3））

ログアウトできません

（3）（Logout is unavailable
（3））

3

EMサービスは、不明な理由、データベース
照会中のエラー、キャッシュからの情報取得

中のエラーにより、ログイン要求またはログ

アウト要求を検証できなかった場合に、この

エラーを送信します。

ポリシー検証エラー（Policy
Validation error）

ログインできません（4）
（Login is unavailable
（4））

ログアウトできません

（4）（Logout is unavailable
（4））

4

ユーザが、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウで [Extension
Mobilityの有効化（Enable Extension
Mobility）]がオフになっているデバイスに
ログインしています。

デバイスのログオンが無効ログインできません（5）
（Login is unavailable
（5））

ログアウトできません

（5）（Logout is unavailable
（5））

5

EMサービスが要求したクエリまたはストア
ドプロシージャ（ログイン/ログアウトまた
はデバイス/ユーザークエリ）を実行中にデー
タベースが例外を返すたびに、EMサービス
がこのエラーコードを EMAppに送信しま
す。

データベースエラー（Database
Error）

ログインできません（6）
（Login is unavailable
（6））

ログアウトできません

（6）（Logout is unavailable
（6））

6
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理由短い説明電話機のディスプレイエラー

コード

有効なクエリがEMServiceに送信されません
でした（DeviceUserQueryとUserDeviceQuery
が有効なクエリです）。このエラーは、EM
APIまたは間違った XML入力が原因で発生
します。

クエリタイプ不定（Query type
undetermined）

ログインできません（8）
（Login is unavailable
（8））

ログアウトできません

（8）（Logout is unavailable
（8））

8

このエラーは、次の2つのケースで発生しま
す。

1. IMSがユーザーを認証しようとして例外
を返しました。

2. ユーザーに関する情報がキャッシュから
もデータベースからも取得できません。

Dir.ユーザー情報エラー（User
Info Error））

ログインできません（9）
（Login is unavailable
（9））

ログアウトできません

（9）（Logout is unavailable
（9））

9

ユーザーが別のユーザーの代わりにログイン

しようとしています。デフォルトでは、

CCMSysUserは管理権限を持っています。

ユーザーにアプリケーション代

理権がありません（User lacks
app proxy rights）

ログインできません（10）
（Login is unavailable
（10））

ログアウトできません

（10）（Logout is
unavailable（10））

10

電話機レコードのエントリがデバイステー

ブルに含まれていません。

デバイスがありませんログインできません（11）
（Login is unavailable
（11））

ログアウトできません

（11）（Logout is
unavailable（11））

11

デバイスプロファイルがリモートユーザー

に関連付けられていません。

Dev.プロファイルが見つかりま
せん（Profile not found）

電話機レコードのエントリ

がデバイステーブルに含

まれていません。

12

別のユーザーがすでに電話機にログインして

います。

別のユーザーがログインしてい

ます（Another user logged in）
ログインできません（18）
（Login is unavailable
（18））

18

システムが、ログインしていないユーザーを

ログアウトしようとしました。このエラー

は、サードパーティアプリケーションから

ログアウト要求を送信中に発生します（EM
API）。

ユーザーはログインしていませ

ん（No user logged in）
ログアウトできません

（19）（Logout is
unavailable（19））

19
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理由短い説明電話機のディスプレイエラー

コード

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィン
ドウで、[Extension Mobilityの有効化（Enable
Extension Mobility）]がオフになっています。

ホテリングフラグエラー

（Hoteling flag error）
ログインできません（20）
（Login is unavailable
（20））

ログアウトできません

（20）（Logout is
unavailable（20））

20

現在のユーザーステータスがローカルキャッ

シュまたはデータベースから取得されません

でした。

ホテリングステータスエラー

（Hoteling Status error）
ログインできません（21）
（Login is unavailable
（21））

ログアウトできません

（21）（Logout is
unavailable（21））

21

デバイスでEMが有効になっていないのに要
求がEM API経由で送信された場合や、電話
機で [サービス（Services）]ボタンが押され
た場合に発生します。

Dev. logon disabledログインできません（22）
（Login is unavailable
（22））

22

特定のユーザー IDが見つからなかった（リ
モートクラスタのいずれかで）場合に発生

します。

ユーザーが存在しませんログインできません（23）
（Login is unavailable
（23））

ログアウトできません

（23）（Logout is
unavailable（23））

23

ユーザーは現在、ローカルクラスタまたは

リモートクラスタのいずれかの他の電話機

にログインしています。

ユーザーは既にログイン済み

（User logged in elsewhere）
マルチログインは許可され

ていません（25）
（Multi-Login Not Allowed
（25））

25

EMServiceが [同時要求の最大数（Maximum
Concurrent Requests）]サービスパラメータ
のしきい値レベルに到達している場合に発生

します。

ビジー。再実行してください

（Busy, please try again）
ログインできません（26）
（Login is unavailable
（26））

ログアウトできません

（26）（Logout is
unavailable（26））

26
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理由短い説明電話機のディスプレイエラー

コード

[IPアドレスの検証（Validate IP Address）]
サービスパラメータが [True]に設定されて
おり、ユーザが、IPアドレスが信頼されて
いないマシンでログインまたはログアウトし

ようとしたときに発生します。たとえば、

サードパーティアプリケーションやマシン

からのEM APIは、[信頼された Ipsのリスト
（Trusted List of Ips）]サービスパラメータ
にリストされません。

信頼されない IPエラー
（Untrusted IP Error）

ログインできません（28）
（Login is unavailable
（28））

ログアウトできません

（28）（Logout is
unavailable（28））

36

Real-Time Information Server Data Collector
（RISDC）キャッシュが作成または初期化さ
れておらず、EMServiceが RISDCに接続で
きません。

RISがダウンしています。管理
者に連絡してください（ris
down-contact admin）

ログインできません（29）
（Login is unavailable
（29））

ログアウトできません

（29）（Logout is
unavailable（29））

29

ログインとログアウトがプロキシ経由で発生

し（「Via」が HTTPヘッダーで設定されて
おり）、[プロキシを許可する（Allow
Proxy）]サービスパラメータが [False]に設
定されている場合。

プロキシは許可されません

（Proxy not allowed）
ログインできません（30）
（Login is unavailable
（30））

ログアウトできません

（30）（Logout is
unavailable（30））

30

ホームクラスタの [エンドユーザの設定
（End User Configuration）]ウィンドウで [ク
ラスタ間の Extension Mobilityの有効化
（Enable Extension Mobility Cross Cluster）]
チェックボックスがオンになっていない場合

に発生します。

ユーザーに対して EMCCがア
クティブになっていない

ログインできません（31）
（Login is unavailable
（31））

ログアウトできません

（31）（Logout is
unavailable（31））

31

デバイスモデルが EMCC機能を備えていな
い場合に発生します。

デバイスは EMCCをサポート
していません

ログインできません（32）
（Login is unavailable
（32））

ログアウトできません

（32）（Logout is
unavailable（32））

32
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理由短い説明電話機のディスプレイエラー

コード

すべての EMCCダミーデバイスが他の
EMCCログインに使用されている場合に発
生します。

空き EMCCダミーデバイスな
し

ログインできません（33）
（Login is unavailable
（33））

ログアウトできません

（33）（Logout is
unavailable（33））

33

ホームクラスタにこの訪問先クラスタのエ

ントリが存在しない場合に発生します。

訪問先クラスタ情報がホームク

ラスタ内に存在しない

ログインできません（35）
（Login is unavailable
（35））

ログアウトできません

（35）（Logout is
unavailable（35））

35

管理者がリモートクラスタを追加しなかっ

た場合に発生します。

リモートクラスタなしログインできません（36）
（Login is unavailable
（36））

ログアウトできません

（36）（Logout is
unavailable（36））

36

ホームクラスタと訪問先クラスタの両方に

同じデバイス名が存在する場合に発生しま

す。

重複するデバイス名ログインできません（37）
（Login is unavailable
（37））

ログアウトできません

（37）（Logout is
unavailable（37））

37

ホームクラスタで EMCCログインが許可さ
れていない場合に発生します（ホームクラ

スタで [クラスタ間の Extension Mobilityの有
効化（Enable Extension Mobility Cross
Cluster）]チェックボックスがオンになって
いません）。

EMCCが許可されていないログインできません（38）
（Login is unavailable
（38））

ログアウトできません

（38）（Logout is
unavailable（38））

38
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理由短い説明電話機のディスプレイエラー

コード

[EMCC機能設定（EMCC Feature
Configuration）]ページで EMCCログインデ
バイスの [デフォルト TFTPサーバ（Default
TFTP Server）]および [バックアップ TFTP
サーバ（Backup TFTP Server）]が適切に設
定されていない場合に発生します。

これは内部エラーコードです。（注）

設定の問題再度ログインしてください

（201）（Please try to login
again（201））

39

リモートホストからの応答がない場合に発

生します。

これは内部エラーコードです。（注）

リモートホストからの応答があ

りません

再度ログインしてください

（23）（Please try to login
again（202））

40

管理者が PINに対して [次回ログイン時に変
更必要（User Must Change at Next Login）]を
有効にした場合に発生します。この場合、

ユーザーは [ログイン情報の変更（Change
credentials）]ページにリダイレクトされま
す。

これは内部エラーコードです。（注）

PIN変更が必要です（PIN
change is required）

PIN変更が必要です（PIN
change is required）

41

リモートクラスタ IDが有効でない場合に発
生します。このエラーは、リモートクラス

タの更新中に発生する可能性があります。

無効なクラスタ IDログインできません（42）
（Login is unavailable
（42））

ログアウトできません

（42）（Logout is
unavailable（42））

54

EMCCデバイスに関連付けるデバイスセキュ
リティプロファイルは、そのデバイスセキュ

リティモードを非セキュアに設定する必要

があります。

デバイスセキュリティモード

エラー

ログインできません（43）
（Login is unavailable
（43））

43

クラスタ IDが有効でない場合に発生しま
す。

これは内部エラーコードです。（注）

設定の問題再度ログインしてください

（201）（Please try to login
again（201））

44

訪問先クラスタのバージョンが 9.xで混合
モードになっており、電話機がセキュアモー

ドで、ホームクラスタのバージョンが8.xの
場合の EMCCログイン中に発生します。

リモートクラスタバージョン

がサポートされていない

ログインに失敗しました

（45）（Login is
unsuccessful（45））

45
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理由短い説明電話機のディスプレイエラー

コード

訪問先クラスタのセキュリティモードが混

合モードになっており、電話機がセキュア

モードで、ホームクラスタが非セキュアモー

ドになっている場合の EMCCログイン中に
発生します。

リモートクラスタセキュリ

ティモードがサポートされてい

ない

ログインに失敗しました

（46）（Login is
unsuccessful（46））

46

ログインに使用される内線番号に複数のユー

ザがプライマリとして関連付けられている

と、EMCCへのログイン時にこのエラーが
発生します。

DNに複数のユーザーが存在し
ます（DN has multiple users）

DNに複数のユーザーが存
在します（47）（DN has
multiple users（47））

47
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第 33 章

クラスタ間のエクステンションモビリティ

ローミング

クラスタ間のエクステンションモビリティローミングを展開するには、Cisco Unified
Communications Managerリリース 12.0(1)SU1以上を実行している必要があります。

（注）

•クラスタ間のエクステンションモビリティローミングの概要（555ページ）
•クラスタ間のエクステンションモビリティローミング用のシステム要件（556ページ）
•クラスタ間のエクステンションモビリティローミングのログイン（556ページ）
• ILSの連携動作（560ページ）
•クラスタ間のエクステンションモビリティローミングのタスクフロー（560ページ）
•クラスタ間のエクステンションモビリティローミングの連携動作と制限事項（566ペー
ジ）

•さまざまなタイプの Extension Mobility（566ページ）
•クラスタ間のエクステンションモビリティローミングのトラブルシューティング（567
ページ）

クラスタ間のエクステンションモビリティローミングの

概要
クラスタ間のエクステンションモビリティローミングでは、ユーザが複数のクラスタ間をロー

ミングし、ユーザのホームクラスタがダウンしている場合でもコールを発信または受信できま

す。この機能は、クラスタ間検索サービス（ILS）を使用してすべてのクラスタで Extension
Mobilityユーザの電話番号を複製します。

ユーザがローミングクラスタにログインすると、電話番号を使用して電話機がローミングク

ラスタに登録されます。訪問先クラスタからホームクラスタに電話機が登録されるクラスタ間

のエクステンションモビリティ（EMCC）とは異なり、このローミング機能の場合、ユーザは
訪問先クラスタに関係なく自分の登録を維持できます。
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コンフィギュレーションの概要

この機能を展開するには、次の操作を行う必要があります。

• ILSネットワークの設定：ILSは、クラスタ間での電話番号の同期に使用されます。

ILSの設定の詳細については、『System Configuration Guide for Cisco Unified communications
Manager』（https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）の「Configure Intercluster Lookup Service」
の章を参照してください。

•均一のダイヤルプランの設定：ILSネットワーク上で均一のダイヤルプランが必要です。

ダイヤルプランを設定するには、『System Configuration Guide for Cisco Unified
Communications Manager』（https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html）の「Configure the Dial Plan」の章を参
照してください。

•デバイスプロファイルとユーザ情報は、すべてのクラスタで同期する必要があります。

• Extension Mobilityを設定します。

• Extension Mobilityユーザのローミングアクセスを設定します。

• Super User Synchronization Tool：クラスタ間でスーパーユーザ情報を同期します。

クラスタ間のエクステンションモビリティローミング用

のシステム要件
Cisco Unified Communications Managerのシステム要件は次のとおりです。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 12.0(1)SU1以上

• Cisco Extension Mobilityサービスが実行されている必要があります。

•クラスタ間検索サービスが実行されている必要があります。

クラスタ間のエクステンションモビリティローミングの

ログイン

ログインに関する用語

次の図は、クラスタ間のエクステンションモビリティローミングでのホームクラスタとロー

ミングクラスタを示しています。
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図 7 :ホームクラスタとローミングクラスタ

ホームクラスタ

ホームクラスタとは、ユーザデバイスプロファイル、ダイヤルプランなどのユーザ設定

が保管されているクラスタです。

ローミングクラスタ

ローミングクラスタとは、ユーザ自身のホームクラスタの場合と同様に、ExtensionMobility
に対応する電話機へのエクステンションモビリティログインを実行できるクラスタです。

スーパーユーザ

スーパーユーザとは、[クラスタ間標準 EMローミングスーパーユーザ（Standard EM
Roaming Across Clusters Super Users）]アクセスコントロールグループに関連付けられて
いるユーザです。このユーザには、ローミングクラスタから Extension Mobilityログイン
を実行する権限があり、コールを発信/受信できます。

•スーパーユーザ情報は、ユーザがログインしているクラスタに関係なく、すべてのク
ラスタで共有される必要があります。

•スーパーユーザ情報をクラスタ間で同期するためのWebベースアプリケーション
Super User Synchronization Toolが提供されています。この同期は、スケジュールさ
れた同期時間に実行され、管理者はツールでこの同期時間を設定できます。Super
User Synchronization Toolは https://software.cisco.comからダウンロードできます。

（注）

ログインプロセス

Cisco Unified Communications Managerでは、複数クラスタ間で作成されたスーパーユーザの
Extension Mobilityログインがサポートされています。Extension Mobilityログインにより、スー
パーユーザはローミングクラスタで各自の電話機設定（ラインアピアランス、サービス、ダ

イヤルプランなど）にアクセスできます。スーパーユーザは、ホームクラスタの場合と同様に

ローミングクラスタからコールを発信または受信できます。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
557

コールの受信

クラスタ間のエクステンションモビリティローミングのログイン

https://software.cisco.com


図 8 :ユーザがホームクラスタにいる場合のコールフロー

上記の図では、BobのDNが1000-001でクラスタ 1に登録されており、AliceのDNが 2000-001
でクラスタ 2に登録されており、Kallyの DNが 3000-001でクラスタ 3に登録されているもの
とします。Kallyが BobのDN 1000-001をダイヤルすると、クラスタ ３ からクラスタ 1にコー
ルがルーティングされ、Bobと Kallyが接続されます。
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図 9 :ユーザがローミングクラスタにいる場合のコールフロー

Bobのホームクラスタがダウンし、Bobはクラスタ間をローミングできるスーパーユーザとし
て設定されているとします。Bobがクラスタ 2に移動して Extension Mobilityログインを実行す
ると、ホストの電話機がBobの設定を使用して再登録されます。ログインが成功すると、その
他のすべてのクラスタが更新され、Bobの新しいロケーションが反映されます。これで、Kally
が Bobの DN 1000-01をダイヤルすると、クラスタ 3からクラスタ 2にコールがルーティング
され、Bobと Kallyが接続されます。同様に、Bobが Kallyを呼び出すには DN 3000-001をダ
イヤルします。

•スーパーユーザは、別のクラスタへの Extension Mobilityログインを実行すると、ホーム
クラスタから自動的にログアウトします。クラスタがダウンしている場合、そのクラスタ

が稼働するまで待って、ユーザの以前のログインからログアウトします。

•クラスタ間のエクステンションモビリティローミングではマルチログイン動作がサポー
トされています。したがって、スーパーユーザは同じクラスタ内の複数デバイスからログ

インできますが、クラスタをまたぐことはできません。

（注）
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ILSの連携動作
Cisco Unified CMの管理では、一対のクラスタで ILSを設定し、それらのクラスタを結合して
ILSネットワークを形成できます。ILSネットワークが確立したら、各クラスタ間の接続を設
定することなく、ネットワークに追加クラスタを参加させることができます。

Extension Mobilityのログインまたはログアウトが行われるたびに、ILS同期により、使用可能
な情報が他のクラスタで更新され始めます。

ユーザをスーパーユーザとして設定すると、ILSの電話番号の設定に関係なく、ILS同期が自
動的に開始されます。

（注）

詳細については、『System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』
（https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html）
の「Configure Intercluster Lookup Service」の章を参照してください。

クラスタ間のエクステンションモビリティローミングの

タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Extension Mobility機能をサポートするデ
バイスを特定するためのレポートを生成

します。

電話機能一覧の生成（1ページ）ステップ 1

ユーザがリモートクラスタからログイ

ンするときに他の電話機から自分の電話

Extension Mobilityを設定するには、次の
サブタスクを示されている順に実行しま

す。

ステップ 2

機の設定（ラインアピアランス、サー

ビス、短縮ダイヤルなど）に一時的にア•エクステンションモビリティサー
ビスの有効化（489ページ） クセスできるように、Extension Mobility

を設定します。ユーザがホームクラス
• Cisco Extension Mobility電話サービ
スの設定（489ページ）

タとリモートクラスタのどちらからで

も設定にアクセスできるように、ホーム
•ユーザのエクステンションモビリ
ティデバイスプロファイルの作成

（490ページ）

クラスタとリモートクラスタの両方で

このタスクフローを実行します。

•ユーザへのデバイスプロファイル
の関連付け（491ページ）
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目的コマンドまたはアクション

•エクステンションモビリティへの
登録（492ページ）

Extension Mobilityユーザが、同一ログイ
ンクレデンシャルを使用して ILSネッ

Extension Mobilityユーザのローミングの
設定（565ページ）

ステップ 3

トワーク内の異なるクラスタ間をローミ

ングするには、次の手順を使用します。

電話機能一覧の生成

電話機能一覧のレポートを生成し、設定したい機能をどのデバイスがサポートしているのか判

別します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Reportingから [System Reports]をクリックします。

ステップ 2 レポートのリストから、[Unified CM電話機能一覧（Unified CM Phone Feature List）]をクリッ
クします。

ステップ 3 次のいずれかの手順を実行します。

• [レポートの新規生成（Generate New Report）]（棒グラフのアイコン）を選択し、新しい
レポートを生成します。

•レポートが存在する場合は、Unified CM電話機能一覧を選択します。

ステップ 4 [製品（Product）]ドロップダウンリストから、[All]を選択します。

ステップ 5 設定の対象となる機能の名前をクリックします。

ステップ 6 レポートを生成するには、[送信（Submit）]をクリックします。

エクステンションモビリティサービスの有効化

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Serviceability]から選択します。 [ツール（Tools）] > [サービスアクティベーショ
ン（Service Activation）]を選択します。

ステップ 2 [サーバー（Server）]ドロップダウンリスト必要なノードを選択します。

ステップ 3 、次のサービスを有効化します。
a) Cisco CallManager
b) Cisco Tftp
c) Cisco Extension Mobility

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
561

コールの受信

電話機能一覧の生成



d) ILSサービス

ILSサービスをアクティブ化するには、パブリッシャノードを選択する必要が
あります。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

Cisco Extension Mobility電話サービスの設定
ユーザが後でExtension Mobilityにアクセスするために登録できる、Extension Mobility IP電話
サービスを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話サービス（Phone Services）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [サービス名（Service Name）]フィールドに、サービスの名前を入力します。

ステップ 4 [サービス URL（Service URL）]フィールドにサービス URLを入力します。

形式は http://&lt;IP

Address&gt;:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#です。IP アドレス
は、Cisco Extension Mobilityが有効化され、実行しているUnified Communications Managerの IP
アドレスです。

これは IPv4または IPv6アドレスのいずれかです。

例：

http://123.45.67.89:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#

例：

http://[2001:0001:0001:0067:0000:0000:0000:0134]:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#

この形式により、ユーザーはユーザー IDと PINを使用してログインすることができます。
Extension Mobilityサービスに登録した IP Phoneユーザーのサインインオプションをさらに多
く設定できます。さらに多くのサインインオプションを設定するには、loginTypeパラメータ

を以下の形式でサービス URLに追加します。

• loginType=DNにより、ユーザーはプライマリ内線番号と PINを使用してログインできま
す。

サービス URLの形式は http://&lt;IP アドレス
&gt;:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&amp;loginType=DNで
す。
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• loginType=SPにより、ユーザーはセルフサービスユーザー IDと PINを使用してログイン
できます。

サービス URLの形式は http://&lt;IP アドレス
&gt;:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&amp;loginType=SPで
す。

• loginType=UIDにより、ユーザーはユーザー IDと PINを使用してログインできます。

サービス URLの形式は http://&lt;IP アドレス
&gt;:8080/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#&amp;loginType=UID
です。

URLの最後に loginTypeを付加しなかった場合は、デフォルトのサインインオプションとし

て [ユーザー ID（User ID）]と [PIN]が表示されます。

ステップ 5 [サービスタイプ（Service Type）]フィールドで、サービスが [サービス（Services）]、[ディレ
クトリ（Directories）]、または [メッセージ（Messages）]ボタンにプロビジョニングされるか
どうかを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ユーザのエクステンションモビリティデバイスプロファイルの作成

ExtensionMobilityデバイスプロファイルを設定します。このプロファイルは、ユーザがExtension
Mobilityにログインするときに物理デバイスにマッピングするバーチャルデバイスとして機能
します。この物理デバイスは、このプロファイルの特性を引き継ぎます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] > [デバイスプロファイル（Device Profile）]。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

• [検索（Find）]をクリックして設定を変更し、結果一覧から既存のデバイスプロファイル
を選択します。

•新しいデバイスプロファイルを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックして、
[デバイスプロファイルのタイプ（Device Profile Type）] からオプションを選択します。
[次へ（Next）]をクリックします。

• [デバイスプロトコル（Device Protocol）] ドロップダウンリストからデバイスプロトコ
ルを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

ステップ 3 フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライン
ヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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ステップ 5 [割り当て情報（Association Information）]領域で、[新規 DNを追加（Add a New DN）]をク
リックします。

ステップ 6 [電話番号（Directory Number）]フィールドに電話番号を入力して、[保存（Save）]をクリック
します。

ステップ 7 [リセット（Reset）]をクリックし、プロンプトに従います。

ユーザへのデバイスプロファイルの関連付け

ユーザが別の電話機から設定にアクセスできるように、デバイスプロファイルをユーザに関連

付けます。物理デバイスを関連付けるのと同じ方法で、ユーザにユーザデバイスプロファイ

ルを関連付けます。

一括管理ツール（BAT）を使用して、Cisco Extension Mobilityの複数のユーザデバイスプロ
ファイルを一度に追加および削除できます。Cisco Unified Communications Manager一括管理ガ
イドを参照してください。

ヒント

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

•既存のユーザの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックし、
結果のリストから既存のユーザを選択します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいユーザを追加します。

ステップ 3 [Extension Mobility]で、作成したデバイスプロファイルを探して、それを [使用可能なプロファ
イル（Available Profiles）]から [制御するプロファイル（Controlled Profiles）]に移動します。

ステップ 4 [ホームクラスタ（Home Cluster）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

エクステンションモビリティへの登録

Extension Mobilityサービスに IP電話とデバイスプロファイルを登録して、ユーザがExtension
Mobilityにログインし、使用し、ログアウトできるようにします。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで次のいずれかのタスクを実行します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択し、検索条件を指定してから [検索（Find）]
をクリックし、Extension Mobilityに使用する電話機を選択します。

• [デバイス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] > [デバイスプロファイル（Device
Profile）]を選択し、検索条件を指定してから [検索（Find）]をクリックし、作成したデ
バイスプロファイルを選択します。

ステップ 2 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから、[サービスの登録/登録解除
（Subscribe/Unsubscribe Services）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 3 [サービスを選択（Select a Service）]ドロップダウンリストから、[Extension Mobility（Extension
Mobility）]サービスを選択します。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [登録（Subscribe）]をクリックします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックし、ポップアップウィンドウを閉じます。

Extension Mobilityユーザのローミングの設定
Extension Mobilityユーザが、同一ログインクレデンシャルを使用して ILSネットワーク内の異
なるクラスタ間をローミングするには、次の手順を使用します。これを行うには、選択した

ユーザを [クラスタ間標準EMローミングスーパーユーザ（Standard EM Roaming Across Clusters
Super Users）]アクセスコントロールグループに割り当てる必要があります。

始める前に

ILSを使用してクラスタ間でユーザとログインの情報が複製されるので、ILSネットワークが
設定済みである必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[ユーザ管理（User
Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [アクセスコントロールグループ（Access
Control Group）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、[クラスタ間標準 EMローミングスーパーユーザ（Standard EM
Roaming Across Clusters Super Users）]グループを選択します。

ステップ 3 [グループにエンドユーザを追加（Add End Users to Group）]ボタンをクリックします。[ユーザ
の検索と一覧表示（Find and List Users）]ポップアップウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [検索（Find）]をクリックし、ローミング機能を提供するすべてのユーザを選択します。
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ステップ 5 [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。

クラスタ間のエクステンションモビリティローミングの

連携動作と制限事項

クラスタ間のエクステンションモビリティローミングの連携動作

ここでは、クラスタ間のエクステンションモビリティローミングとその他の Cisco Unified
Communications Manager管理コンポーネントの連携動作について説明します。

•エクステンションモビリティ

•クラスタ間検索サービス（ILS）

クラスタ間のエクステンションモビリティローミングの制限事項

ここでは、クラスタ間のエクステンションモビリティローミングとその他の Cisco Unified
Communications Manager管理コンポーネントの制限事項について説明します。

•ハブ ILSがダウンしている場合、このハブ ILSに接続しているスポークは、ハブが復旧す
るまで同期されません。

さまざまなタイプの Extension Mobility
次の表に、Cisco Unified Communications Managerで使用可能な各種 Extension Mobility機能と、
それぞれの機能の違いを説明します。

表 44 : EM、EMCC、およびクラスタ間のエクステンションモビリティローミングの相違点

クラスタ間のエクステ

ンションモビリティ

ローミング

クラスタ間のエクステ

ンションモビリティ

（EMCC）

エクステンションモビ

リティ（EM）

ユーザが各自のログイ

ンクレデンシャルを使

用してクラスタ間で

ローミングできるよう

にします。

ユーザが別のクラスタ

内の電話機から各自の

電話設定にアクセスで

きるようにします。

ユーザが同じクラスタ

内の他の電話機から各

自の電話設定に一時的

にアクセスできるよう

にします。

説明
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クラスタ間のエクステ

ンションモビリティ

ローミング

クラスタ間のエクステ

ンションモビリティ

（EMCC）

エクステンションモビ

リティ（EM）

ローミングクラスタの

電話機は、ローミング

クラスタだけに登録さ

れます。

リモートクラスタの電

話機はユーザのホーム

クラスタに登録され、

ホームクラスタの設定

にアクセスします。

該当なしユーザが別のクラスタ

で電話機にログインす

る場合

マルチクラスタマルチクラスタ単一クラスタのみクラスタ間

（Intercluster）

すべてのクラスタでエ

クステンションモビ

リティローミングが設

定される必要がありま

す。

ホームクラスタと、

ユーザが訪問する各ク

ラスタで EMCCが設
定される必要がありま

す。

単一クラスタのみ設定

すべてのクラスタで保

持されるスーパーユー

ザ情報。

すべてのクラスタで保

持する必要がありま

す。

単一クラスタのみユーザ情報

クラスタ間のエクステンションモビリティローミングの

トラブルシューティング
ここでは、EMAppと EMServiceのエラーコードについて説明します。

認証エラー

問題 「エラー 201認証エラー（Error 201 Authentication Error）」が電話機に表示されます。

解決法 正しいユーザ IDと PINが入力されていることを確認する必要があります。また、ユー
ザ IDと PINが正しいことをシステム管理者と一緒に確認する必要があります。

ユーザ IDまたは PINが空です
問題 「エラー 202ユーザ IDまたは PINが空です（Error 202 Blank User ID or PIN）」が電話機
に表示されます。

解決法 有効なユーザ IDと PINを入力してください。
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ビジー。再実行してください（Busy Please Try Again）
問題 「エラー 26ビジー。再実行してください（Error 26 Busy Please Try Again）」が電話機に
表示されます。

解決法 同時ログイン/ログアウト要求の数が [同時要求の最大数（Maximum Concurrent requests）]
サービスパラメータより多いかどうかを確認します。大きい場合は同時要求の数を小さくしま

す。

同時ログイン/ログアウト要求の数を確認するには、Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolを
使用して Extension Mobilityオブジェクト内のRequests In Progressカウンタを表示します。詳細
については、以下で『Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照して
ください。 http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html

（注）

データベースエラー（Database Error）
問題 「エラー 6データベースエラー」が電話機に表示されます。

解決法 大量の要求が存在するどうかを確認してください。大量の要求が存在する場合は、

Extension MobilityオブジェクトカウンタのRequests In Progressカウンタに高い値が表示されま
す。大量の同時要求が原因で要求が拒否された場合は、Requests Throttledカウンタにも高い値
が表示されます。詳細なデータベースログを収集します。

デバイスのログオンが無効（Dev Logon Disabled）
問題 「エラー 22デバイスのログオンが無効（Error 22 Dev Logon Disabled）」が電話機に表示
されます。

解決法 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウ（[デバイス（Device）] > [電話機
（Phone）]）で、[エクステンションモビリティの有効化（Enable Extension Mobility）]チェッ
クボックスがオンになっていることを確認してください。

デバイス名が空白です

問題 「エラー 207デバイス名が空白です（Error 207 Device Name Empty）」「」が電話に表示
されます。

解決法 Cisco Extension Mobilityに設定されている URLが正しいことを確認してください。詳
細については、「関連項目」を参照してください。

関連トピック

Cisco Extension Mobility電話サービスの設定（489ページ）
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EMサービス接続エラー
問題 「エラー 207 EMサービス接続エラー（Error 207 EM Service Connection Error）」が電話
機に表示されます。

解決法 Cisco Unified Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -機能（Control
Center—Feature）]を選択することにより、Cisco Extension Mobilityサービスが実行されてい
ることを確認してください。

ホストを検出できません

問題 「ホストを検出できません（Host Not Found）」というエラーメッセージが電話機に表示
されます。

解決法 Cisco Unified Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンターのネットワー
クサービス（Control Center—Network Services）]を選択することにより、Cisco Tomcatサー
ビスが実行していることを確認してください。

HTTPエラー（HTTP Error）
問題 HTTPエラー（503）が電話機に表示されます。

解決法

• [サービス（Services）]ボタンを押したときにこのエラーが表示された場合は、CiscoUnified
Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンターのネットワークサービス
（Control Center—Network Services）]を選択することにより、Cisco IP電話サービスが実
行していることを確認してください。

• Extension Mobilityサービスを選択したときにこのエラーが表示された場合は、Cisco Unified
Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンターのネットワークサービス
（Control Center—Network Services）]を選択することにより、Cisco Extension Mobility
Applicationサービスが実行していることを確認してください。

電話機のリセット

問題 ユーザのログインまたはログアウト後、再起動する代わりに電話機がリセットされます。

考えられる原因 このリセットは、ロケールの変更が原因だと考えられます。

解決法 特に対処の必要はありません。ログインするユーザまたはプロファイルに関連付けら

れているユーザロケールがロケールまたはデバイスと異なる場合、ログインが正常に完了する

と、電話機は再起動し、次にリセットします。このパターンは、電話機設定ファイルが再作成

されるために発生します。

ログイン後に電話サービスが使用できない

問題 ログイン後、電話サービスが使用できません。
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考えられる原因 この問題は、電話機にユーザプロファイルがロードされたときに、ユー

ザプロファイルに関連付けられたサービスがないために発生します。

解決法

•ユーザプロファイルに Cisco Extension Mobilityサービスが含まれていることを確認しま
す。

• Cisco Extension Mobilityが含まれるように、ユーザがログインする電話機の設定を変更し
ます。電話機が更新されたあと、ユーザは電話サービスにアクセスできるようになりま

す。

ログアウト後に電話サービスが使用できない

問題 ユーザがログアウトし、電話機がデフォルトデバイスプロファイルに戻った後、電話

サービスが使用できなくなります。

解決法

• [自動デバイスプロファイルと電話の設定間の同期（Synchronization Between Auto Device
Profile and Phone Configuration）]エンタープライズパラメータが [はい（True）]に設定
されていることを確認します。

•電話機を Cisco Extension Mobilityサービスに登録します。

ユーザは既にログイン済み（User Logged in Elsewhere）
問題 「エラー 25ユーザは既にログイン済み（Error 25 User Logged in Elsewhere）」が電話機に
表示されます。

解決法 ユーザが別の電話機にログインしているかどうかを確認します。複数のログインを許

可する必要がある場合は、[複数のログイン動作（Multiple Login Behavior）]サービスパラメー
タが [複数のログインを許可（Multiple Logins Allowed）]に設定されていることを確認します。

ユーザプロファイルなし

問題 「エラー 205ユーザプロファイルなし（Error 205 User Profile Absent）」が電話機に表示
されます。

解決法 デバイスプロファイルをユーザに関連付けます。
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第 34 章

保留復帰

•保留復帰の概要（571ページ）
•保留復帰の前提条件（572ページ）
•保留復帰の設定タスクフロー（572ページ）
•保留復帰の連携動作（575ページ）
•保留復帰の制限事項（577ページ）

保留復帰の概要
コールを保留にすると、保留されたコールが設定された時間制限を超えたときに、保留復帰機

能がアラートを発行します。設定された時間制限が期限切れになると、電話機でアラートが生

成され、コールを処理するように通知されます。

以下のアラートを使用できます。

•一度だけ電話機の呼出音が鳴る、または、ビープ音が鳴る
•ステータス行に「保留復帰（Hold Reversion）」と表示される
•回線ボタンの横にある LEDが連続的に点滅する
•振動するハンドセットアイコンが表示される

受信されるアラートのタイプは、電話機の機能によって異なります。（注）

復帰されたコールを取得するには、次の操作を実行できます。

•ハンドセットを取り上げる
•電話機のスピーカーボタンを押す
•ヘッドセットボタンを押す
•再開されたコールに関連付けられた回線を選択する
• [再開]ソフトキーを押す

詳細については、特定の電話機モデルのユーザガイドを参照してください。
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保留復帰の前提条件
• Cisco CallManagerサービスを、クラスタの少なくとも 1つのノードで実行しておく必要が
あります

• Cisco CTIManagerサービスを、クラスタの少なくとも 1つのノードで実行しておく必要が
あります

• Cisco Database Layer Monitorサービスを、Cisco CallManagerサービスと同じノードで実行
しておく必要があります

• Cisco RIS Data Collectorサービスを、Cisco CallManagerサービスと同じノードで実行して
おく必要があります

• Cisco Tftpサービスを、クラスタの少なくとも 1つのノードで実行しておく必要がありま
す

•英語以外の電話ロケールまたは国独自のトーンを使用する場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerのロケールインストーラをインストールしておく必要があります

保留復帰の設定タスクフロー
電話機の保留復帰を設定するには、次の手順を実行します。この手順は、電話機に電話番号を

設定していること、または自動登録を使用していることを前提としています。

始める前に

•電話機ユーザに英語以外の言語で保留復帰メッセージを表示する場合、または国に固有の
トーンがユーザに聞こえるようにする場合は、ロケールインストーラがインストールされ

ていることを確認します。

•保留復帰の前提条件（572ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

保留復帰機能をサポートする電話機を特

定するには、電話機能リストレポート

を実行します。

電話機能一覧の生成（1ページ）ステップ 1

電話機のデバイスプールに対して、コー

ルのフォーカス優先順位を設定します。

保留復帰時のコールフォーカス優先度

の設定（573ページ）
ステップ 2

保留復帰タイマーを設定します。クラス

タ全体のサービスパラメータを使用し

次のいずれかの手順を実行します。ステップ 3

•クラスタの保留復帰タイマーのデ
フォルトの設定（574ページ） てタイマを設定するか、個々の電話回線

で設定できます。
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目的コマンドまたはアクション

• 個々の電話回線での設定

は、クラスタ全体のサービ

スパラメータの設定より優

先されます。

（注）電話の保留復帰タイマーの設定

（574ページ）

保留復帰時のコールフォーカス優先度の設定

管理者は、着信コールと復帰コールに優先度順位をつけることができます。デフォルトでは、

すべての着信コールが復帰コールより優先的に取り扱われるようになっていますが、コール

フォーカス優先度を設定すると復帰コールの優先度を上げられます。

始める前に

電話機能一覧の生成（1ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] > [デ
バイスプール（Device Pool）]を選択し、電話に適用するデバイスプールを開きます。

ステップ 2 [復帰コールフォーカス優先度（Reverted Call Focus Priority）]フィールドで、次のいずれかの
オプションを選択し、[保存（Save）]をクリックします。

•デフォルト—着信コールの方が復帰コールよりも優先度が高い
•最高—復帰コールの方が釈伸コールよりも優先度が高い

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 デバイスプールのデバイスをリセットするには、次の手順を実行します。

a) [リセット（Reset）]をクリックします。[デバイスリセット（Device Reset）]ウィンドウ
が表示されます。

b) [デバイスリセット（Device Reset）]ウィンドウで [リセット（Reset）]をクリックしま
す。

次のタスク

保留復帰タイマー設定を設定するには、次の手順のいずれかを実行します。

•クラスタの保留復帰タイマーのデフォルトの設定（574ページ）

•電話の保留復帰タイマーの設定（574ページ）
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クラスタの保留復帰タイマーのデフォルトの設定

クラスタ内のすべての電話機に、保留復帰タイマーのデフォルト設定を適用するクラスタ全体

のサービスパラメータを設定するには、次の手順を実行します。

クラスタ全体のサービスパラメータを設定すると、その設定はクラスタ内のすべての電話機の

保留復帰タイマーのデフォルト設定として適用されます。ただし、個々の電話回線の設定は、

クラスタ全体のデフォルトをオーバーライドできます。

（注）

始める前に

保留復帰時のコールフォーカス優先度の設定（573ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco CallManagerサービスを実行している
サーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 次のクラスタ全体のサービスパラメータの値を設定します。

• [保留復帰時間（Hold Reversion Duration）]：Cisco Unified Communications Managerが保留
中の電話機に保留復帰アラートを送信するまでの待機時間を 0～ 1200秒（これを含む）
で指定します。0を入力すると、Cisco Unified Communications Managerは、電話回線で設
定されていない限り、保留復帰アラートを送信しません。

• [保留復帰通知間隔（Hold Reversion Interval Notification）]：Cisco Unified Communications
Managerが保留中の電話機に保留復帰アラートのリマインダを定期的に送信するまでの待
機時間を 0～ 1200秒（これを含む）で指定します。0を入力すると、Cisco Unified
Communications Managerは、タイマーが電話回線で設定されていない限り、保留復帰ア
ラートのリマインダを定期的に送信しません。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

電話の保留復帰タイマーの設定

電話および電話回線の保留復帰タイマーを設定するには、次の手順を実行します。

クラスタ全体のサービスパラメータを使用しても保留復帰タイマーを設定できます。ただし、

個々の電話回線の設定はクラスタ全体のサービスパラメータ設定を上書きします。

（注）
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始める前に

保留復帰のクラスタ全体のデフォルトを設定するには、クラスタの保留復帰タイマーのデフォ

ルトの設定（574ページ）を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、保留復帰を設定する電話を選択します。

ステップ 3 左側の [関連付け（Association）]ペインで、保留復帰を設定する電話回線をクリックします。

ステップ 4 以下のフィールドに値を設定します。

• [保留復帰の呼び出しの時間（Hold Reversion Ring Duration）]：Cisco Unified Communications
Managerが復帰コールのアラートを通知するまでの待機時間を秒単位で指定するには、0
～ 1200の数値（包括的）を入力します。0を入力すると、Cisco Unified Communications
Managerはこの DNに復帰コールのアラートを通知しません。フィールドを空（デフォル
ト設定）にすると、Cisco Unified Communications Managerが保留復帰時間のサービスパラ
メータの設定を適用します。

• [保留復帰の呼び出し間隔通知（Hold Reversion Ring Interval Notification）]：Cisco Unified
Communications Managerが定期的リマインダのアラートを送信するまでの待機時間を秒単
位で指定するには、0～ 1200の数値（包括的）を入力します。0を入力すると、Cisco
Unified Communications Managerはこの DNに定期的リマインダのアラートを送信しませ
ん。フィールドを空（デフォルト設定）にすると、Cisco Unified Communications Manager
が保留復帰間隔通知のサービスパラメータの設定を適用します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 次の手順を実行して電話をリセットします。

a) [リセット（Reset）]をクリックします。[リセットデバイス（Reset Device）]ウィンドウ
が表示されます。

b) [リセット（Reset）]をクリックします。

保留復帰の連携動作
表 45 :保留復帰機能の連携動作

連携動作機能

MOHが通常の保留コール用に設定されている場合は、復帰したコールに
対してMOHがサポートされます。

保留音（Music On
Hold）
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連携動作機能

保留復帰が呼び出され保留された通話相手が [パーク（Park）]ソフトキー
を押した場合、保留した側は依然として保留復帰アラートを受信しコール

を取得できます。保留した側がコールを取得すると、設定されていれば、

MOHが流れます。

保留された通話相手が、設定された時間制限を保留期間が超える前にパー

クした場合、コールがピックアップまたはリダイレクトされるまでシステ

ムはすべての保留復帰アラートを抑制します。

コールパーク

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）コールが保留されてから復
帰した場合、MLPPコールはそのプリエンプションステータスを失い、
復帰したコールはルーチンコールとして処理されます。

コールが復帰した後、システムはプリエンプション呼出音を再生しませ

ん。高優先コールが復帰対象コールになった場合、システムは優先トーン

を再生しません。

MLPP

CTIアプリケーションは、保留復帰機能が回線またはシステムに対して有
効になっている場合に、保留復帰機能にアクセスできます。Cisco Unified
Communications Manager Assistantやアテンダントコンソールなどの Cisco
提供のアプリケーションは、CTIインターフェイスを使用した保留復帰機
能を備えています。

保留復帰が呼び出されると、CTIポートは、Cisco Unified IP Phoneで再生
される可聴音ではなく、イベント通知を受信します。CTIポートとルート
ポイントはイベント通知を一度しか受信しませんが、Cisco Unified IP Phone
は一定の間隔でアラートを受信します。

保留復帰に伴うCTI要件と連携動作に関する情報については、以下のAPI
ドキュメントを参照してください。

•『Cisco Unified Communications JTAPI Developer Guide』

•『Cisco Unified Communications TAPI Developer Guide』

CTIアプリケー
ション

SCCP電話は 5秒の最小保留復帰間隔（HRNI）をサポートするのに対し
て、SIP電話でサポートされるのは 10秒です。5秒の最小HRNI用に設定
された SCCP電話では、SIP電話とのコールを処理するときに、保留復帰
通知呼出音が 10秒遅れる可能性があります。

SIP電話と通話し
ている SCCP電話
の保留復帰間隔

保留復帰をサポートしているCisco Unified IP Phoneが保留復帰をサポート
していない電話デバイスと回線を共有している場合は、サポートしている

デバイス上の回線に対してのみ保留復帰設定が表示されます。

共有回線デバイスがこの機能を無効にすると、その回線を共有している他

のすべてのデバイスで保留復帰が無効になります。

共用回線
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連携動作機能

電話機に対して指定された呼出音設定が無効になっている場合、その電話

機では保留復帰機能に対して呼出音が鳴ったり、点滅したり、ビープ音が

鳴ったりしません。

呼出音設定

保留復帰の制限事項

制限事項機能

Cisco Extension Mobility機能とCisco Web Dialer機能は、保留復帰機能
をサポートしていません。

Cisco Extension Mobility
と Cisco Web Dialer

電話番号が保留復帰をサポートしていない電話機に関連付けられてい

る場合は、[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィ
ンドウにその電話番号に関する機能設定が表示されません。

電話番号

保留復帰をサポートしている Cisco Unified IP Phoneが保留復帰をサ
ポートしていない電話デバイスと回線を共有している場合は、サポー

トしているデバイス上の回線に対してのみ保留復帰設定が表示されま

す。

共有回線デバイスがこの機能を無効にすると、その回線を共有してい

る他のすべてのデバイスで保留復帰が無効になります。

共有回線

保留復帰呼出音では、 Cisco Unified Communications Manager
Administrationでそのユーザに対して定義された呼出音設定（無効、
点滅のみ、一度鳴らす、鳴らす、ビープ音のみ）が使用されますが、

点滅は一回点滅に変換され、「鳴らす」が「一度鳴らす」に変換さ

れます。

IP Phoneコールが通常の保留中の場合、コールマネージャ
からの呼出音設定 (電話機のアイドル)が適用されます。

（注）

呼出音設定

回線上で復帰するコールの最大数は、システム上のコールの最大数と

同じです。

復帰するコールの最大

数
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制限事項機能

この機能をサポートしていない電話機に関連付けられたDNの保留復
帰設定を構成することはできません。保留復帰機能をサポートしてい

る Cisco Unified IP Phoneの [電話番号の設定（Directory Number
Configuration）]ウィンドウにだけ、保留復帰タイマー設定が表示され
ます。

保留復帰がシステムに対して設定されていても、電話機がその機能を

サポートしていなければ機能はアクティブになりません。

保留復帰をサポートしている Cisco Unified IP Phoneモデルについては
Cisco Unified IP Phoneのアドミニストレーションガイドを、保留復帰
に伴う電話機の制限事項についてはこのバージョンの Unified
Communications Managerを参照してください。

Cisco Unified IP Phone

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
578

コールの受信

保留復帰の制限事項



第 35 章

ハントグループのアクセス

•ハントグループの概要（579ページ）
•ハントグループの前提条件（580ページ）
•ハントグループの設定タスクフロー（580ページ）
•ハントグループの連携動作（586ページ）
•ハントグループの制限（587ページ）

ハントグループの概要
ハントグループは階層的に編成された回線のグループで、ハントグループリストの最初の番

号が話中の場合は 2番目の番号にダイヤルされます。2番目の番号が話中の場合は次の番号が
ダイヤルされるという具合に続きます。

電話ユーザは、ハントグループへのログインまたはハントグループからのログアウトに IP
フォンの [ハント（Hlog）]ソフトキーまたは [ハントグループ（Hunt Group）]回線ボタンを
使用します。電話にはログイン状態が視覚的に表示されるので、ユーザは各自が1つ以上の回
線グループにログインしているかどうかを確認できます。

ハントグループ機能には次の機能があります。

•ユーザは IPフォンの [ハント（Hlog）]ソフトキーを使用して電話へのログインと電話か
らのログアウトを切り替えます。

•ハントグループにより、発信者が内線番号グループから使用可能な回線を自動的に検出で
きます。

•ハントグループログオフ機能により、電話ユーザは、電話番号にルーティングされた着
信コールを電話機で受信しないように設定できます。電話に関連付けられている1つ以上
の回線グループへのコール以外の着信コールの場合、電話のステータスに関係なく電話の

呼び出し音が鳴ります。

電話番号（DN）は、電話に関連付けられている回線グループに属
します。

（注）
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•システム管理者は、ハントグループに自動でログインした電話へのユーザのログインまた
はログアウトを実行できます。

•電話ユーザは [ハント（Hlog）]ソフトキーを使用して、電話の電話番号が属するすべての
回線グループから、その電話をログアウトできます。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 9.0以降では、ハントグループログオフ機
能により、モバイルデバイスをデスクフォンとして使用できるようになりました。モバ

イルクライアントから [ハント（Hlog）]ソフトキーを使用する場合、ハントパイロット
に対して発信されたコールを受信しません。

ハントグループの前提条件
•電話機は Skinny Client Control Protocol（SCCP）または Session Initiation Protocol（SIP）を
実行中である必要があります。

•電話機の呼出音ファイルは TFTPディレクトリ（/usr/local/cm/tftp）に存在する必要があり
ます。

ハントグループの設定タスクフロー

始める前に

•ハントグループの前提条件（580ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

[ハント（HLog）]ソフトキーのソフト
キーテンプレートを設定します。

ハントグループのソフトキーテンプ

レートの設定（581ページ）
ステップ 1

これはオプションです。ソフトキーテ

ンプレートを電話で使用できるようにす

共通デバイス設定とソフトキーテンプ

レートの関連付け（582ページ）を行う
には、次のサブタスクを実行します。

ステップ 2

るには、この手順か次の手順のいずれか

を実行する必要があります。システムが•共通デバイス設定へのソフトキー
テンプレートの追加（583ページ） 共通デバイス設定を使用して設定オプ

ションを電話機に適用する場合は、この
•電話機と共通デバイス設定の関連付
け（584ページ）

手順に従ってください。これは、電話機

でソフトキーテンプレートを使用でき

るようにする際に、最も一般的に使用さ

れている方法です。
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目的コマンドまたはアクション

これはオプションです。次の手順は、ソ

フトキーテンプレートと共通デバイス

電話機とソフトキーテンプレートの関

連付け（584ページ）
ステップ 3

設定を関連付けるための代替手段とし

て、または共通デバイス設定と共に使用

します。ソフトキーテンプレートを適

用して、共通デバイス設定での割り当て

や、他のデフォルトのソフトキーの割り

当てを上書きする必要がある場合は、次

の手順を共通デバイス設定と共に使用し

ます。

ハントグループおよびハントリストの

ログインおよびログアウトが自動的に行

われるように電話を設定します。

電話でのハントグループ対応設定（585
ページ）

ステップ 4

ハントグループのソフトキーテンプレートの設定

[HLog]ソフトキーは電話が次のコール状態のときに電話に表示されます。

•接続されている状態

•オンフック（On Hook）

•オフフック（Off Hook）

[HLog]ソフトキーを設定するには新しいソフトキーテンプレートを作成する必要があります。
標準ソフトキーテンプレートに [HLog]ソフトキーを設定することはできません。

（注）

以下の手順を使用して、[HLog]ソフトキーを使用できるようにします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]を選択します。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、

次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新
しい名前を入力します。
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d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 必要な既存のテンプレートを選択します。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックスをオンに
し、このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定

した場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削

除することができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウ
トの設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソ
フトキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択
し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフト
キーを移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態でのソフトキーを表示するには、前述のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 10 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。詳細については、「共通デバイス設定へのソフトキー

テンプレートの追加」と「電話機のセクションとソフトキーテンプレートの関連付け」を

参照してください。

次のタスク

次のいずれかの手順を実行します。

•共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加（583ページ）

•電話機とソフトキーテンプレートの関連付け（584ページ）

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

（オプション）ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを電話機設定に追加します。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。
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ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について

説明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合

は、この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるよう

にする際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、「電話機とソフトキーテンプレートの関連付け（584ページ）」を
参照してください。

始める前に

ハントグループのソフトキーテンプレートの設定（581ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定へのソフトキーテン

プレートの追加（583ページ）
ステップ 1

電話機と共通デバイス設定の関連付け

（584ページ）
ステップ 2

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、この手
順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存の共通デバイス設定をクリックします。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソ
フトキーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。
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•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再
起動します。

電話機と共通デバイス設定の関連付け

始める前に

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加（583ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックし、ソフトキーテンプレートを追加する電話デバイスを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフ
トキーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

この手順は省略可能です。この手順を代わりに使用して、ソフトキーテンプレートを共通デバ

イス設定と関連付けることができます。また、この手順は共通デバイス設定とも連動していま

す。ソフトキーテンプレートを適用して、共通デバイス設定での割り当てや、他のデフォルト

のソフトキーの割り当てを上書きする必要がある場合に使用します。

始める前に

ハントグループのソフトキーテンプレートの設定（581ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を選択します。
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキー
が含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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電話の設定を更新するには [（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボックスが
表示されます。

電話でのハントグループ対応設定

ハントグループとハントリストに自動でログインまたはログアウトするよう電話を設定する

には、この手順を使用します。

始める前に

電話の電話番号が 1つ以上のハントグループに属することを確認します。

ハントグループCisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイドとハント
リストの詳細については、を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

a) 既存の電話機についてのフィールドを変更するには、検索条件を入力し、検索結果の一覧

から電話機を選択します。[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

b) 新しい電話機を追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

[新規電話を追加（Add a New Phone）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、次のタスクのいずれかを実行します。

a) ハントグループから電話をログアウトさせるには、[ハントグループにログインする（Logged
Into Hunt Group）]チェックボックスをオフにします。

b) ハントグループに電話をログインさせるには、[ハントグループにログインする（Logged
Into Hunt Group）]チェックボックスをオンにします。

すべての電話ではデフォルトで [ハントグループにログイン（Logged Into Hunt
Group）]チェックボックスがオンになっています。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ハントグループのサービスパラメータの設定

[ハントグループログオフ通知（Hunt Group Logoff Notification）]サービスパラメータは、回
線グループへの着信コールが電話に到達したものの、その電話がログアウトしている場合に、

着信音をオンまたはオフにするオプションを提供します。この着信音は、ログアウト中のユー
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ザに、自分の回線がメンバーになっているハントリストに着信コールがあることを知らせます

が、回線グループのメンバーの電話は、ログアウトしているため、呼出音が鳴りません。

[ハントグループログオフ通知（Hunt Group Logoff Notification）]サービスパラメータを設定
するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] >
[サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサー
バを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（Clusterwide Parameters）]（[デバイス -電話（Device - Phone）]）
セクションで、次の [ハントグループログオフ通知（Hunt Group Logoff Notification）]サービ
スパラメータの値を設定します。

回線グループ（ハントグループ）のメンバーがログアウト中の場合に、Cisco IP Phoneが再生
する着信音ファイルの名前を入力します。このサービスパラメータのデフォルト値は [なし
（None）]で、これは着信音がないことを意味します。255文字まで入力できます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ウィンドウが更新され、Cisco Unified Communications Managerは、変更内容でサービスパラ
メータを更新します。

ハントグループの連携動作

連携動作機能

電話機が回線グループからログアウトして、その電話機の内線番号が

共有されていない場合は、その回線グループ内のその電話番号（DN）
で呼出音が鳴りません。主に回線グループがDNへのコールを提供し
ている場合は、コール処理でそのDNがスキップされ、そのDNが回
線グループに属していないかのように処理されます。

非共有回線電話番号
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連携動作機能

ハントグループからのログアウト機能はデバイスベースであるため、

ユーザが電話機からログアウトすると、その機能はログアウトされた

電話機にのみ影響を与えます。共有回線電話番号を含む回線グループ

へのコールは次のように動作します。

• DNを共有しているすべての電話機がログアウトされた場合は、
その DNで呼出音が鳴りません。

• DNを共有している1つ以上の電話機がログアウトされた場合は、
その DNで呼出音が鳴ります。

•ログアウトされた電話機の可聴呼出音は、デフォルトでオフに
なっています。Cisco Unified Communications Managerは、コール
がログアウトしたハントグループメンバーに到達したときに別

の呼出音が鳴るように設定可能なシステムパラメータを提供し

ています。

共有回線電話番号

ハントグループの制限

説明制限事項

ユーザが [ハント（HLog）]ソフトキーを押してハントグループのロ
グオフ機能を有効にすると、電話は関連付けられたすべての回線グ

ループからログアウトします。これはハントグループのログオフが

デバイスベースの機能であるためです。電話に複数のグループに属す

る DNがある場合に [ハント（HLog）]ソフトキーを押すと、電話は
関連付けられたすべての回線グループからログアウトします。

複数の回線グループ
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説明制限事項

• SIPを実行している電話（7906、7911、7941、7961、）がハント
グループにログインしていて [不在転送（Call Forward All）]がア
クティブになっている場合、コールはSIPを実行している電話に
表示されます。

• SIPを実行している 7940と 7960電話がハントグループにログイ
ンしていて [不在転送（Call Forward All）]がアクティブになって
いる場合、その電話はスキップされて回線グループの次の電話が

鳴ります。

• SIPを実行している 7940と 7960電話および SIPを実行している
サードパーティの電話は、[電話の設定（Phone Configuration）]
ウィンドウを使用してハントグループにログインまたはログア

ウトできますが、ソフトキーのサポートはありません。

• SIPを実行している 7940と 7960電話および SIPを実行している
サードパーティの電話のステータス行に [ハントグループのログ
アウト（Logged out of hunt groups）]「」は表示されません。

• SIPを実行している 7940と 7960電話および SIPを実行している
サードパーティの電話は、電話でトーンが設定されているかどう

かに関係なく [ハントグループのログオフの通知（Hunt Group
Logoff Notification）]トーンは再生されません。

7940、7960、および
サードパーティ SIP電
話機
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第 36 章

迷惑コール ID

•迷惑コール IDの概要（589ページ）
•迷惑コール IDの前提条件（590ページ）
•迷惑コール IDの設定タスクフロー（590ページ）
•迷惑コール IDの連携動作（598ページ）
•迷惑呼 IDの制限事項（600ページ）
•迷惑コール IDトラブルシューティング（600ページ）

迷惑コール IDの概要
迷惑なコールや危険なコールをトラックするために、迷惑コール ID（MCID）機能を設定でき
ます。ユーザは、Cisco Unified Communications Managerがネットワーク上の着信コールの発信
元を特定して登録するようにリクエストすることで、このようなコールをレポートできます。

MCID機能を設定すると、次のアクションが実行されます。

1. ユーザが危険なコールを受信し、[迷惑コール]を押します（または、SCCPゲートウェイ
に接続されている POTS電話機を使用している場合は機能コード *39を入力します）。

2. Cisco Unified Communications Managerはユーザに確認トーンとテキストメッセージを送信
し（電話機にディスプレイがある場合）、MCID通知の受信を確認します。

3. Cisco Unified Communications Managerは、迷惑コールとして登録されていることが示され
ているコールに対して、呼詳細レコード（CDR）を更新します。

4. Cisco Unified Communications Managerは、イベント情報を含むアラームおよびローカルの
syslogエントリを生成します。

5. Cisco Unified Communications Managerは、MCID呼び出しを、ファシリティメッセージを
介して接続されたネットワークに送信します。ファシリティ情報要素（IE）は、MCID呼
び出しを暗号化します。

6. この通知を受信すると、PSTNまたは他の接続されたネットワークは、法的機関にコール
情報を提供するなどのアクションを実行します。
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迷惑コール IDの前提条件
• MCIDをサポートするゲートウェイおよび接続：

• T1（NI2）と E1（ETSI）接続にMGCP PRIバックホールインターフェイスを使用す
る PRIゲートウェイ

• H.323トランクおよびゲートウェイ

• MCIDをサポートする IPフォン

迷惑コール IDの設定タスクフロー

始める前に

•迷惑コール IDの前提条件（590ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

MCID機能をサポートするデバイスを特
定するためのレポートを生成します。

電話機能一覧の生成（1ページ）ステップ 1

Cisco Unified Communications Managerが
MCIDインジケータで呼詳細レコード

迷惑呼 IDサービスパラメータの設定
（591ページ）

ステップ 2

（CDR）にフラグを設定できるようにし
ます。

システムログにアラーム情報が表示さ

れるようにアラームを設定します。

迷惑呼 IDアラームの設定（592ページ）ステップ 3

MCIDでソフトキーテンプレートを設
定します。

迷惑コール IDのソフトキーテンプレー
トの設定（592ページ）

ステップ 4

Cisco Unified IP Phones 8900
および9900シリーズは、機
能ボタンを使用するMCID
のみをサポートします。

（注）

これはオプションです。ソフトキーテ

ンプレートを電話で使用できるようにす

共通デバイス設定とソフトキーテンプ

レートの関連付け（594ページ）を行う
には、次のサブタスクを実行します。

ステップ 5

るには、この手順か次の手順のいずれか

を実行する必要があります。システムが•共通デバイス設定へのソフトキー
テンプレートの追加（594ページ） [共通デバイス設定（Common Device

Configuration）]を使用して設定オプショ
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目的コマンドまたはアクション

ンを電話機に適用する場合は、この手順

に従います。これは、電話機でソフト

•電話機と共通デバイス設定の関連付
け（595ページ）

キーテンプレートを使用できるように

する際に、最も一般的に使用されている

方法です。

これはオプションです。次の手順は、ソ

フトキーテンプレートと共通デバイス

電話機とソフトキーテンプレートの関

連付け（595ページ）
ステップ 6

設定を関連付けるための代替手段とし

て、または共通デバイス設定と共に使用

します。ソフトキーテンプレートを適

用して、共通デバイス設定での割り当て

や、他のデフォルトのソフトキーの割り

当てを上書きする必要がある場合は、次

の手順を共通デバイス設定と共に使用し

ます。

MCIDボタンを電話機に追加および設定
するには、この手順を実行します。

[迷惑コール ID（Malicious Call
Identification）]ボタンの設定（596ペー
ジ）を行うには、次のサブタスクを実行

します。

ステップ 7

•迷惑コール ID電話ボタンテンプ
レートの設定（596ページ）

•電話機とボタンテンプレートの関
連付け （597ページ）

迷惑呼 IDサービスパラメータの設定
Unified Communications Managerが CDRにMCIDインジケータのフラグを付けられるようにす
るには、CDRフラグを有効にする必要があります。

始める前に

迷惑呼 IDアラームの設定（592ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから Unified Communications Managerサーバ名を選
択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
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[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [システム（System）]エリアで、[CDR対応フラグ（CDR Enabled Flag）]フィールドを [True]
に設定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

迷惑呼 IDアラームの設定
[ローカル Syslog（Local Syslogs）]で、アラームイベントレベルを設定し、MCIDのアラーム
をアクティブにする必要があります。

始める前に

迷惑呼 IDサービスパラメータの設定（591ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Serviceability]から選択します。 [アラーム（Alarm）] > [設定（Configuration）]。
[アラーム設定（Alarm Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから Unified Communications Managerサーバを選択
し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 3 [サービスグループ（Service Group）]ドロップダウンリストから、[CMサービス（CM
Services）]を選択します。[アラーム設定（Alarm Configuration）]ウィンドウが設定フィール
ドによって更新されます。

ステップ 4 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 5 [ローカル Syslog（Local Syslogs）]で、[アラームイベントレベル（Alarm Event Level）]ドロッ
プダウンリストから [情報（Informational）]を選択します。
[アラーム設定（Alarm Configuration）]ウィンドウが設定フィールドによって更新されます。

ステップ 6 [ローカル Syslog（Local Syslogs）]で、[アラームを有効にする（Enable Alarm）]チェックボッ
クスをオンにします。

ステップ 7 すべてのノードについてアラームを有効にする場合は、[すべてのノードに適用（Apply to All
Nodes）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 情報アラームをオンにするには、[更新（Update）]をクリックします。

迷惑コール IDのソフトキーテンプレートの設定

Skinny Client Control Protocol（SCCP）IP PhoneはMCID機能を呼び出すためにソフトキーを使
用します。

（注）
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始める前に

迷惑呼 IDアラームの設定（592ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]を選択します。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、
次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新
しい名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 必要な既存のテンプレートを選択します。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックスをオンに
し、このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定

した場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削

除することができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウ
トの設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [コールステートの選択（Select a call state to configure）]フィールドで、[接続済み（Connected）]
を選択します。

[選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]のリストによって、このコールステー
トで利用可能なソフトキーの表示が変わります。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]ドロップダウンリストで、[悪意のある
コールのトレース（MCID）の切り替え]を選択します。

ステップ 8 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択
し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフト
キーを移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
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共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

（オプション）ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを [電話の設定（Phone Configuration）]に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について

説明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合

は、この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるよう

にする際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、「電話機とソフトキーテンプレートの関連付け（595ページ）」を
参照してください。

始める前に

迷惑コール IDのソフトキーテンプレートの設定（592ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定へのソフトキーテン

プレートの追加（594ページ）
ステップ 1

電話機と共通デバイス設定の関連付け

（595ページ）
ステップ 2

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

始める前に

迷惑コール IDのソフトキーテンプレートの設定（592ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、この手
順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、次の手順を実行します。
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a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存の共通デバイス設定をクリックします。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソ
フトキーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再
起動します。

電話機と共通デバイス設定の関連付け

始める前に

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加（594ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックし、ソフトキーテンプレートを追加する電話デバイスを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフ
トキーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

（省略可）ソフトキーテンプレートを共有デバイス設定に関連付ける代わりに、この手順を使

用します。この手順は、共通デバイス設定とともにも機能します。共有デバイス設定での割り

当て、またはその他のデフォルトのソフトキー割り当てをオーバーライドするソフトキーテン

プレートを割り当てる場合に、この手順を使用できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。
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ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ソフトキーテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキー
が含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。

[迷惑コール ID（Malicious Call Identification）]ボタンの設定
このセクションの手順では、迷惑コール IDボタンを設定する方法を説明します。

始める前に

迷惑呼 IDアラームの設定（592ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

迷惑コール IDボタン機能を回線または
短縮ダイヤルキーに割り当てるには、こ

の手順を実行します。

迷惑コール ID電話ボタンテンプレート
の設定（596ページ）。

ステップ 1

電話機の迷惑コール IDボタンを設定す
るには、この手順を実行します。

電話機とボタンテンプレートの関連付

け （597ページ）
ステップ 2

迷惑コール ID電話ボタンテンプレートの設定

始める前に

迷惑呼 IDアラームの設定（592ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックして、サポートされる電話テンプレートのリストを表示します。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成する場合は、この手順を実行します。それ以外の場合
は、次のステップに進みます。

a) 電話機モデルのデフォルトのテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックしま
す。

b) [電話ボタンテンプレート情報（Phone Button Templates Information）]フィールドに、テン
プレートの新しい名前を入力します。
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c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存のテンプレートを選択します。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。

電話機とボタンテンプレートの関連付け

始める前に

迷惑コール ID電話ボタンテンプレートの設定（596ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、設定済みの電話のリストを表示します。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボ
タンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボッ
クスが表示されます。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
597

コールの受信

電話機とボタンテンプレートの関連付け



迷惑コール IDの連携動作
表 46 :迷惑コール IDの連携動作

連携動作機能

ユーザが電話会議に接続されている場合、ユーザはMCID機能を使用
してコールに迷惑コールとしてフラグを付けることができます。Cisco
Unified Communications Managerは、MCID通知をユーザに送信した
り、アラームを生成したり、CDRを更新したりできます。ただし、
Cisco Unified Communications Managerは、電話会議に関連している可
能性のある接続されたネットワークには、MCID呼び出しメッセージ
を送信しません。

会議コール

エクステンションモビリティのユーザは、[迷惑コール（MCID）]ソ
フトキーをユーザデバイスプロファイルの一部として持つことがで

き、電話機にログインする際にこの機能を使用できます。

エクステンションモビ

リティ（Extension
Mobility）

CDRを使用して迷惑コールをトラックするには、Cisco CallManager
サービスパラメータで、[CDR有効フラグ（CDR Enabled Flag）]を
[はい（True）]に設定する必要があります。コール中にMCID機能が
使用されると、コールの CDRの [コメント（Comment）]フィールド
に [CallFlag=MALICIOUS]が書き込まれます。

コール詳細レコード
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連携動作機能

[ローカル Syslog（Local Syslogs）]内のMCID機能のアラームを記録
するには、Cisco Unified Serviceabilityでアラームを設定する必要があ
ります。[ローカルSyslog（Local Syslogs）]で、[情報（Informational）]
アラームイベントレベルのアラームを有効にします。

コール中にMCID機能が使用されると、システムはアラーム内のSDL
トレースと Cisco Unified Communications Managerトレースのログを取
ります。Cisco Unified Serviceabilityを使用して、[アラームイベント
ログ（Alarm Event Log）]を参照できます。トレースには、次の情報
が含まれます。

• Date and time
•イベントのタイプ：情報
•情報:迷惑コール ID機能は、Cisco Unified Communications Manager
で呼び出されます。

•着信側番号
•着信側デバイス名
•着信側の表示名
•発信側番号
•発信側デバイス名
•発信側の表示名
•アプリケーション ID（Application ID）
• [クラスタ ID（Cluster ID）]
•ノード ID（Node ID）

アラームとトレースの詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/
support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Unified Serviceability

Administration Guide』を参照してください。

アラーム

Cisco ATA 186アナログ電話ポートは、機能コード（*39）を使用して
MCIDをサポートします。

Cisco ATA 186アナロ
グ電話ポート
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迷惑呼 IDの制限事項
表 47 :迷惑呼 IDの制限事項

制限事項機能

Cisco Unified Communications Managerは、迷惑
呼 IDの発信機能（MCID-O）のみをサポート
します。Cisco Unified Communications Manager
は、迷惑呼 IDの着信機能（MCID-T）はサポー
トしません。Cisco Unified Communications
Managerが迷惑呼 IDのネットワークから通知
を受信しても、Cisco Unified Communications
Managerは通知を無視します。

迷惑呼 IDの着信（MCID-T）機能

Cisco Unified Communications Managerは
MCID-T機能をサポートしないので、MCIDは
クラスタ間トランクでは機能しません。

クラスタ間トランク

Cisco MGCP FXSゲートウェイはMCIDをサ
ポートしません。フックフラッシュを受け入

れてMGCPで機能コードを収集するメカニズ
ムはありません。

Cisco MGCP FXSゲートウェイ

MCIDは QSIG標準規格ではないため、QSIG
トランクでは機能しません。

QSIGトランク

Cisco VG248 Analog Phone GatewayはMCIDを
サポートしません。

Cisco VG248 Analog Phone Gateway

MCIDは SIPトランクをサポートしません。SIPトランク

システムはMCIDと即時転送機能の同時使用
をサポートしません。

即時転送

迷惑コール IDトラブルシューティング
迷惑コール IDをトラックし、トラブルシュートするために、Cisco Unified Communications
Manager SDLトレースとアラームを使用できます。MCIDのトラップ設定とトレースについて
は、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください。MCIDのレポート
を作成する方法については、『Cisco Unified CDR Analysis and Reporting "アドミニストレーショ

ンガイド』を参照してください。
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第 37 章

Call Transfer

•コール転送の概要（601ページ）
•コール転送の設定タスクフロー（602ページ）
•コール転送の連携動作（615ページ）
•コール転送の制限事項（617ページ）

コール転送の概要
転送機能を使用すると、接続されているコールを自分の電話機から別の番号へリダイレクトで

きます。コール転送後にコールは切断され、転送されたコールが新しいコール接続として確立

されます。

次に各種コール転送について説明します。

•打診転送とブラインド転送：打診転送では、コールに応答した転送先電話のユーザに打診
した後で、転送元電話のユーザが発信者を転送先アドレスにリダイレクトできます。つま

り、転送元電話のユーザは、転送先電話のユーザがコールに応答するまで、そのコールに

接続した状態になります。ブラインド転送では、転送元電話のユーザが発信者を接続先回

線に接続してから、転送先がコールに応答します。

ほとんどの電話機では、転送にハードキーまたはソフトキーを使用します。打診転送とブ

ラインド転送のいずれでも、個別の設定は不要です。この2種類の転送の違いは、転送元
のユーザが[転送（Transfer）]ボタンを 2回目に押す時点です。打診転送では、転送先が
応答した後で転送元のユーザが [転送（Transfer）]ボタンを押しますが、ブラインド転送
では、転送先が応答する前に転送元のユーザが [転送（Transfer）]ボタンを押します。

SCCPが開始したブラインド転送の場合、Cisco Unified Communications Managerでは、転
送されたユーザに対する呼出音の形でコールの進行状況が示されます。

•オンフック転送：このタイプのコール転送では、ユーザが [転送（Trnsfer）]ソフトキー
を押し、コール転送先の番号をダイヤルし、[転送（Trnsfer）]ソフトキーを再度押すか、
またはオンフック状態にすると、転送操作が完了します。[オンフック転送（Transfer
On-Hook）]サービスパラメータを [はい（True）]に設定する必要があります。このサー
ビスパラメータは、ユーザが転送操作の開始後にオンフックにした場合にコール転送が完

了するかどうかを決定します。
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オンフック転送オプションは打診転送とブラインド転送の両方で使用されます。

•直接転送：このタイプの転送では、ユーザが確立されている2つのコール（保留中のコー
ルまたは接続状態のコール）を結合して1つのコールにし、開始者を転送から削除できま
す。直接転送では、打診コールが開始されたり、アクティブなコールが保留になったりす

ることはありません。ユーザは、確立されている2つのコールを結合して開始者を削除す
るときには DirTrfrソフトキーを使用します。

コール転送の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

転送を使用すると、転送受信者に打診し

ているかどうかにかかわらず1つのコー
打診転送およびブラインド転送の設定

（602ページ）
ステップ 1

ルを新しい番号にリダイレクトできま

す。転送をソフトキーまたはボタンとし

て設定するには、この手順を実行しま

す。

（オプション）オンフック転送は、コー

ル転送を完了するためのオプションで

オンフック転送の設定（608ページ）ステップ 2

す。[転送（Trnsfer）]を押して、コール
を転送する番号をダイヤルし、オンフッ

クにして転送を完了します。サービス

パラメータを設定するには、この手順を

実行します。

（オプション）直接転送を使用すると、

2つのコールを相互に転送できます（通
直接転送の設定（609ページ）ステップ 3

信は継続されません）。DirTrfrをソフ
トキーまたはボタンとして設定するに

は、この手順を実行します。

打診転送およびブラインド転送の設定

電話でソフトキーとボタンのどちらがサポートされているかに応じて、いずれかのタスクフ

ローを完了します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

転送用のソフトキーテンプレートの設

定（603ページ）
ステップ 1

[転送（Transfer）]ボタンの設定（607
ページ）

ステップ 2

転送用のソフトキーテンプレートの設定

[転送（Trnsfer）]ソフトキーは、コールの打診転送およびブラインド転送に使用します。[転送
（Trnsfer）]ソフトキーには次のコール状態があります。

•接続

•保留

[転送（Trnsfer）]ソフトキーを使用可能にするには、以下の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]を選択します。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、

次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新
しい名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 必要な既存のテンプレートを選択します。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックスをオンに
し、このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定

した場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削

除することができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウ
トの設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。
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ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソ
フトキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択
し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフト
キーを移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態でのソフトキーを表示するには、前述のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 10 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。詳細については、「共通デバイス設定へのソフトキー

テンプレートの追加」と「電話機のセクションとソフトキーテンプレートの関連付け」を

参照してください。

次のタスク

次のいずれかの手順を実行します。

•共通デバイス設定と転送ソフトキーテンプレートの関連付け（604ページ）

•電話と転送ソフトキーテンプレートの関連付け（606ページ）

共通デバイス設定と転送ソフトキーテンプレートの関連付け

（省略可）ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを [電話の設定（Phone Configuration）]に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について

説明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合

は、この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるよう

にする際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、電話と転送ソフトキーテンプレートの関連付け（606ページ）を参
照してください。

始める前に

転送用のソフトキーテンプレートの設定（603ページ）
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手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定に転送ソフトキーテ

ンプレートを追加するには、次の手順を

実行します。

転送共通デバイス設定へのソフトキー

テンプレートの追加（605ページ）
ステップ 1

転送ソフトキーの共通デバイス設定を電

話にリンクするには、次の手順を実行し

ます。

電話機と共通デバイス設定の関連付け

（606ページ）
ステップ 2

次のタスク

[転送（Transfer）]ボタンの設定（607ページ）

転送共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

始める前に

転送用のソフトキーテンプレートの設定（603ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、この手
順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存の共通デバイス設定をクリックします。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソ
フトキーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。
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•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再
起動します。

電話機と共通デバイス設定の関連付け

始める前に

転送共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加（605ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックし、ソフトキーテンプレートを追加する電話デバイスを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフ
トキーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話と転送ソフトキーテンプレートの関連付け

（省略可）ソフトキーテンプレートを共有デバイス設定に関連付ける代わりに、この手順を使

用します。この手順は、共通デバイス設定とともにも機能します。共有デバイス設定での割り

当て、またはその他のデフォルトのソフトキー割り当てをオーバーライドするソフトキーテン

プレートを割り当てる場合に、この手順を使用できます。

始める前に

転送用のソフトキーテンプレートの設定（603ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ソフトキーテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキー
が含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。
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[転送（Transfer）]ボタンの設定

この項の手順では、[転送（Transfer）]ボタンの設定方法について説明します。

手順

目的コマンドまたはアクション

[転送（Transfer）]ボタン機能を回線キー
または短縮ダイヤルキーに割り当てる

には、次の手順を実行します。

転送用の電話ボタンテンプレートの設

定（607ページ）
ステップ 1

電話の [転送（Transfer）]ボタンを設定
するには、次の手順を実行します。

電話と転送ボタンテンプレートの関連

付け（608ページ）
ステップ 2

転送用の電話ボタンテンプレートの設定

（省略可）回線または短縮ダイヤルキーに機能を割り当てるには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックして、サポートされる電話テンプレートのリストを表示します。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成する場合は、この手順を実行します。それ以外の場合
は、次のステップに進みます。

a) 電話機モデルのデフォルトのテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックしま
す。

b) [電話ボタンテンプレート情報（Phone Button Templates Information）]フィールドに、テン
プレートの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存のテンプレートを選択します。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。
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•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。

電話と転送ボタンテンプレートの関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、設定済みの電話のリストを表示します。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボ
タンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボッ
クスが表示されます。

オンフック転送の設定

始める前に

打診転送およびブラインド転送の設定（602ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。
[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、パラメータを設定するサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストで、[Cisco CallManager（アクティブ）（Cisco
CallManager (Active)）]サービスを選択します。

ステップ 4 [クラスタ全体パラメータ（デバイス：電話）（Clusterwide Parameters (Device - Phone)）]の、
[オンフック転送有効化（Transfer On-Hook Enabled）]サービスパラメータで [True]を選択しま
す。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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直接転送の設定

電話でソフトキーとボタンのどちらがサポートされているかに応じて、いずれかのタスクフ

ローを完了します。

手順

目的コマンドまたはアクション

[直接転送（Direct Transfer）]ソフトキー
をテンプレートに追加し、共通デバイス

直接転送のソフトキーテンプレートの

設定（609ページ）
ステップ 1

設定または電話を使用してソフトキーを

設定するには、次の手順を実行します。

電話機に [直接転送（Direct Transfer）]
ボタンを追加して設定するには、この手

順を実行します。

[直接転送（Direct Transfer）]ボタンの
設定（613ページ）

ステップ 2

直接転送のソフトキーテンプレートの設定

直接転送ソフトキーには次のコール状態があります。

•接続されている状態

•保留中

次の手順を使用して、直接転送ソフトキーを使用できるようにします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]を選択します。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、

次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新
しい名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 必要な既存のテンプレートを選択します。
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ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックスをオンに
し、このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定

した場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削

除することができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウ
トの設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソ
フトキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択
し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフト
キーを移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態でのソフトキーを表示するには、前述のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 10 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。詳細については、「共通デバイス設定へのソフトキー

テンプレートの追加」と「電話機のセクションとソフトキーテンプレートの関連付け」を

参照してください。

次のタスク

次のいずれかの手順を実行します。

•共通デバイス設定と直接転送ソフトキーテンプレートの関連付け（610ページ）

•電話と直接転送ソフトキーテンプレートの関連付け（612ページ）

共通デバイス設定と直接転送ソフトキーテンプレートの関連付け

（省略可）ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを [電話の設定（Phone Configuration）]に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について

説明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合

は、この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるよう

にする際に、最も一般的に使用されている方法です。
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別の方法を使用するには、次を参照してください。電話と直接転送ソフトキーテンプレート

の関連付け（612ページ）

始める前に

直接転送のソフトキーテンプレートの設定（609ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定に直接転送ソフトキー

テンプレートを追加するには、次の手順

を実行します。

直接転送共通デバイス設定へのソフト

キーテンプレートの追加（611ページ）
ステップ 1

共通デバイス設定に直接転送ソフトキー

テンプレートを追加するには、次の手順

を実行します。

電話機と共通デバイス設定の関連付け

（612ページ）
ステップ 2

直接転送共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、この手
順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存の共通デバイス設定をクリックします。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソ
フトキーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。
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•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再
起動します。

電話機と共通デバイス設定の関連付け

始める前に

直接転送共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加（611ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックし、ソフトキーテンプレートを追加する電話デバイスを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフ
トキーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話と直接転送ソフトキーテンプレートの関連付け

（省略可）ソフトキーテンプレートを共有デバイス設定に関連付ける代わりに、この手順を使

用します。この手順は、共通デバイス設定とともにも機能します。共有デバイス設定での割り

当て、またはその他のデフォルトのソフトキー割り当てをオーバーライドするソフトキーテン

プレートを割り当てる場合に、この手順を使用できます。

始める前に

直接転送のソフトキーテンプレートの設定（609ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ソフトキーテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキー
が含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。
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[直接転送（Direct Transfer）]ボタンの設定

このセクションの手順では、[直接転送（DirectTransfer）]ボタンの設定方法について説明しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

[直接転送（Direct Transfer）]ボタン機能
を回線または短縮ダイヤルキーに割り

当てるには、次の手順を実行します。

直接転送の電話ボタンテンプレートの

設定（613ページ）
ステップ 1

電話で [直接転送（Direct Transfer）]ボ
タンを設定するには、次の手順を実行し

ます。

電話と直接転送ボタンテンプレートの

関連付け（614ページ）
ステップ 2

直接転送の電話ボタンテンプレートの設定

（省略可）回線または短縮ダイヤルキーに機能を割り当てるには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックして、サポートされる電話テンプレートのリストを表示します。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成する場合は、この手順を実行します。それ以外の場合
は、次のステップに進みます。

a) 電話機モデルのデフォルトのテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックしま
す。

b) [電話ボタンテンプレート情報（Phone Button Templates Information）]フィールドに、テン
プレートの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存のテンプレートを選択します。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。
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•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。

電話と直接転送ボタンテンプレートの関連付け

始める前に

直接転送の電話ボタンテンプレートの設定（613ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、設定済みの電話のリストを表示します。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボ
タンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボッ
クスが表示されます。
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コール転送の連携動作

連携動作機能

論理パーティション設定

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
615

コールの受信

コール転送の連携動作



連携動作機能

転送元となるデバイスの地理位置 IDと、転送宛先となるデバ
イスの地理位置 IDの間で、論理パーティションポリシー
チェックが実行されます。

論理パーティション処理は、次の状況で実行されます。

•電話ユーザが [転送（Transfer）]ソフトキーを使用して
コールを転送する際に、このソフトキーを2回押してコー
ル転送機能を起動し、処理する場合。

•他の転送メカニズム（直接転送、オンフック転送、フッ
クフラッシュ転送、および CTIアプリケーション開始転
送など）により、コール転送機能が呼び出される場合。

•転送元および転送宛先が PSTN参加者を指定している場
合。

• Cisco Unified Communications Managerが、転送元および転
送宛先デバイスに関連付けられている地理位置 ID情報を
使用して、論理パーティションポリシーチェックを実行

する場合。

•プライマリコールとセカンダリコールの分割前および結
合前。

論理パーティション設定では拒否コールが次のように処理さ

れます。

•「外線転送を制限中（External Transfer Restricted）」メッ
セージが VoIPフォンに送信されます。

•通常の転送：SCCPを実行する電話の場合、プライマリ
コールは保留中のまま、打診コールはアクティブのまま

になります。SIPを実行する電話の場合、プライマリコー
ルと打診コールの両方が保留中のままになるため、障害

発生後にこれらのコールを手動で再開する必要がありま

す。

•オンフック、フックフラッシュ、およびアナログ電話開
始転送：原因コード 63（「サービスまたはオプションが
使用できません（Service or option not available）」）と
「」Cisco Unified Communications Managerからのリオー
ダー音を使用して、プライマリコールとセカンダリコー

ルの両方がクリアされます。

• [転送失敗回数（Number of Transfer Failures）] perfmonカ
ウンタが増加します。
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連携動作機能

優先レベルが同一の 2つのセグメント間でのコール転送をス
イッチが開始すると、これらのセグメントでは、転送時に優

先レベルが維持されます。優先レベルが異なるコールセグメ

ント間でコール転送が実行されると、転送を開始したスイッ

チは、優先レベルが高いセグメントで接続をマークします。

Cisco Unified Communications Managerでは、この要件に対応す
るため、コール転送操作に使用されるコールレッグの優先レ

ベルをアップグレードします。たとえば、[プライオリティ
（Priority）]優先レベルが設定されている参加者 Bに参加者
Aがコールするとします。参加者 Bがその後参加者 Cへの転
送を開始し、ダイヤル時に [フラッシュ（Flash）]優先番号を
ダイヤルします。転送が完了すると、参加者 Aの優先レベル
が [プライオリティ（Priority）]から [フラッシュ（Flash）]に
アップグレードされます。

MLPPが有効になるとコール転送機能が自動的に有効になりま
す。電話では [転送（Transfer）]ソフトキーがサポートされま
す。

クラスタ間トランク（ICT）や PRIトランクなど
のトランクデバイスでは、優先レベルのアップグ

レードは機能しません。

（注）

Multilevel Precedence and
Preemption（MLPP）

コール転送の制限事項

制限事項機能

転送元デバイスと転送宛先デバイスの両方がVoIP電話の場合、
論理パーティション設定処理は行われません。

地理位置情報または地理位置情報フィルタがどのデバイスにも

関連付けられていない場合、論理パーティション設定処理は行

われません。

論理パーティション設定

外線コールの転送を制限するには、「外線コール転送の制限事

項」の章を参照してください。

外線コール転送の制限事項

アナウンス中にハントパイロットへのコール転送が開始され

た場合、コールはアナウンスが完了するまでリダイレクトされ

ません。

ハントパイロット
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第 38 章

外線コール転送の制限事項

•外線コール転送の制限事項の概要（619ページ）
•外部コール転送の制限事項の設定タスクフロー（620ページ）
•外線コール転送の制限事項の連携動作（625ページ）
•外線コール転送の制限事項（626ページ）

外線コール転送の制限事項の概要
外線コール転送の制限事項は、ゲートウェイ、トランク、およびルートパターンを、システム

レベルでオンネット（内部）デバイスまたはオフネット（外部）デバイスとして設定するため

に使用できる機能です。デバイスをオフネットとして設定すると、外部デバイスへの外線コー

ルの転送を制限できるため、電話料金の詐欺行為の防止に役立ちます。

[オフネット間転送のブロック（Block OffNet to OffNet Transfer）]サービスパラメータが [はい
（True）]に設定されている場合に、オフネットゲートウェイまたはトランクでコールを転送
しようとすると、コールを転送できないことを通知するメッセージがユーザの電話に表示され

ます。

この章では、次の用語を使用します。

説明用語

オンネットとして設定されており、ネットワー

ク内部にあるものと見なされるデバイス。

オンネットデバイス

オフネットであると見なされ、ルーティング

時にネットワーク外部にあるものと見なされ

るデバイス。

オフネットデバイス

ネットワークを基準にしたデバイスの場所（オ

ンネットまたはオフネット）。

ネットワークの場所

転送されるデバイス。システムはこのデバイ

スをオンネットまたはオフネットと見なしま

す。

発信側
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説明用語

転送されたコールを受信するデバイス。シス

テムはこのデバイスをオンネットまたはオフ

ネットと見なします。

着信側

オンネットまたはオフネットとして分類する

ために、ゲートウェイまたはトランクコール

分類設定だけが使用されるコール。ルートパ

ターンコール分類設定は適用されません。

DNへの着信コール

トランク、ゲートウェイ、およびルートパター

ンのコール分類設定が考慮されるコール。ルー

トパターンの [デバイスの上書きを許可
（Allow Device Override）]設定により、ルー
トパターンコール分類設定の代わりに、トラ

ンクまたはゲートウェイコール分類設定が使

用されるかどうかが決まります。

発信コール

外部コール転送の制限事項の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

外部コールが別の外部デバイスや番号に

転送されるのをブロックします。

コール転送制限のサービスパラメータ

の設定（620ページ）
ステップ 1

ゲートウェイ設定またはトランク設定を

使用するか、クラスタ全体のサービス

着信コールを設定するには、次の手順を

実行します。

ステップ 2

パラメータを設定して、オンネット（内•クラスタ全体のサービスパラメー
タの設定（622ページ） 部）またはオフネット（外部）として

ゲートウェイとトランクを設定します。
•ゲートウェイでのコール転送制限の
設定（623ページ）

•トランクでのコール転送制限の設定
（623ページ）

ルートパターンの設定を指定して、転

送機能を設定します。

発信コールの設定（624ページ）ステップ 3

コール転送制限のサービスパラメータの設定

別の外部デバイスまたは番号への外部コールの転送をブロックするには、以下の手順を実行し

ます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理のユーザインターフェイスから、[システム（System）] > [サービスパ
ラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、[サーバ（Server）]
ドロップダウンリストから、設定する Cisco Unified CMサーバを選択します。

ステップ 3 [Service]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager（Active）]を選択します。

ステップ 4 [オフネット間の転送をブロックする（Block OffNet to OffNet Transfer）]ドロップダウンリス
トから [はい（True）]を選択します。デフォルト値は Falseです。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

着信コールの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Managerク
ラスタですべてのゲートウェイまたはト

（任意）クラスタ全体のサービスパラ

メータの設定（622ページ）
ステップ 1

ランクを [オフネット（OffNet）]（外
部）または [オンネット（OnNet）]（内
部）として設定します。

[ゲートウェイの設定（Gateway
Configuration）]を使用して、ゲートウェ

ゲートウェイでのコール転送制限の設定

（623ページ）
ステップ 2

イを [オンネット（OnNet）]（内部）ま
たは [オフネット（OffNet）]（外部）と
して設定します。この機能を、クラスタ

全体のサービスパラメータ [オフネット
間転送のブロック（Block OffNet to
OffNet Transfer）]と共に使用する場合、
設定によってコールをゲートウェイ経由

で転送できるかどうかが決まります。

次のデバイスを内部デバイスおよび外部

デバイスとして Cisco Unified
Communications Managerに設定できま
す。

• H.323ゲートウェイ

• MGCP FXOトランク

• MGCP T1/E1トランク
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目的コマンドまたはアクション

[トランクの設定（Trunk Configuration）]
を使用して、トランクを [オンネット

トランクでのコール転送制限の設定

（623ページ）
ステップ 3

（OnNet）]（内部）または [オフネット
（OffNet）]（外部）として設定します。
この機能を、クラスタ全体のサービス

パラメータ [オフネット間転送のブロッ
ク（Block OffNet to OffNet Transfer）]と
共に使用する場合、設定によってコール

をトランク経由で転送できるかどうかが

決まります。

次のデバイスを内部デバイスおよび外部

デバイスとして Cisco Unified
Communications Managerに設定できま
す。

• InterCluster Trunk;クラスタ間トラン
ク

• SIPトランク

クラスタ全体のサービスパラメータの設定

Cisco Unified Communications Managerクラスタで、すべてのゲートウェイまたはトランクを [オ
フネット（OffNet）]（外部）または [オンネット（OnNet）]（内部）と設定するには、次の手
順を実行します。

始める前に

コール転送制限のサービスパラメータの設定（620ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理のユーザインターフェイスから、[システム（System）] > [サービスパ
ラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、[サーバ（Server）]
ドロップダウンリストから、設定する Cisco Unified CMサーバを選択します。

ステップ 3 [Service]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager（Active）]を選択します。

ステップ 4 Choose either OffNet or OnNet（the default specifies OffNet） from the Call Classification drop-down
list.
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ゲートウェイでのコール転送制限の設定

オフネット、オンネットまたはシステムデフォルトの使用としてゲートウェイを設定するに

は、次の手順を実行します。システムはそれぞれオフネットまたはオンネットとしてのゲート

ウェイを通ってネットワークに到達するコールと見なします。

始める前に

クラスタ全体のサービスパラメータの設定（622ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス(Device)] > [ゲートウェイ(Gateway)]。

[ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 設定されているゲートウェイを一覧表示するには、[検索（Find）]をクリックします。

ディスプレイにUnified Communications Manager設定されているゲートウェイ。

ステップ 3 オフネットまたはオンネットとして設定するゲートウェイを選択します。

ステップ 4 [コールの分類（Call Classification）]フィールドでオフネットまたはオンネットを選択します。
クラスタ全体の制限をすべてのゲートウェイで有効にしている場合、各ゲートウェイを [シス
テムデフォルトの使用（Use System Default）]に設定します（つまり、コールの分類サービス
パラメータをゲートウェイの設定として使用します）。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

トランクでのコール転送制限の設定

トランクを [オフネット（OffNet）]、[オンネット（OnNet）]、または [システムのデフォルト
を使用（Use System Default）]として設定するには、次の手順を実行します。[オフネット
（OffNet）]または [オンネット（OnNet）]として設定されているトランクを通じてネットワー
クに届くコールは個々に考慮されます。

始める前に

ゲートウェイでのコール転送制限の設定（623ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス(Device)] > [トランク(Trunk)]。

[トランクの検索と一覧表示（Find and List Trunk）]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 設定済みのトランクを一覧表示するには、[検索（Find）]をクリックします。

表示でUnified Communications Manager設定されているトランク。

ステップ 3 [オフネット（OffNet）]または [オンネット（OnNet）]として設定するトランクを選択します。

ステップ 4 [コール分類（Call Classification）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのフィールドを
選択します。

• [オフネット（OffNet）]：このフィールドを選択すると、ゲートウェイは外部ゲートウェ
イとして識別されます。 [オフネット（OffNet）]として設定されているゲートウェイから
コールが届くと、接続先デバイスに外部リングが送信されます。

• [オンネット（OnNet）]：このフィールドを選択すると、ゲートウェイは内部ゲートウェ
イとして識別されます。 [オンネット（OnNet）]として設定されているゲートウェイから
コールが届くと、接続先デバイスに内部リングが送信されます。

• [システムデフォルトの使用（UseSystemDefault）]：このフィールドを選択すると、Unified
Communications Managerのクラスタ全体に対するサービスパラメータである [コールの分
類（Call Classification）]が使用されます。

すべてのトランクでクラスタ全体の制限を有効にした場合は、各トランクを [シス
テムのデフォルトを使用（Use System Default）]に設定します（つまり、[コール分
類（Call Classification）]サービスパラメータの設定が読み込まれ、その設定がトラ
ンクに使用されます）。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

発信コールの設定

コールをオンネットまたはオフネットとして分類するには、[ルートパターン設定（Route
Pattern Configuration）]ウィンドウの [コール分類（Call Classification）]フィールドをそれぞ
れオンネットまたはオフネットに管理者が設定します。管理者がルートパターン設定の上書き

とトランクまたはゲートウェイ設定を使用ができるようにするには、[ルートパターン設定
（Route Pattern Configuration）]ウィンドウの [デバイス上書き許可（Allow Device Override）]
チェックボックスをオンにします。

始める前に

トランクでのコール転送制限の設定（623ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]を選択し、[検索（Find）]をクリックし
てすべてのルートパターンを一覧にします。
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ステップ 2 設定したいルートパターンを選択するか、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [ルートパターン設定（Route Pattern Configuration）]ウィンドウで、ルートパターンの設定
と転送機能を設定するには、次のフィールドを使用します。

a) [コール分類（Call Classification）] —オフネットまたはオンネットのルートパターンを使
用してコールを分類するためにこのドロップダウンリストを使用します。

b) [外部のダイヤルトーン入力（Provide Outside Dial Tone）] —コールの分類がオフネットに
設定されると、このチェックボックスがチェックされます。

c) [デバイス上書き許可（Allow Device Override）] —このチェックボックスをオンにすると、
システムは、[ルートパターン設定（Route Pattern Configuration）]ウィンドウの [コール分
類（Call Classification）]ではなく、ルートパターンに関連付けられたトランクまたはゲー
トウェイのコール分類を使用します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

外線コール転送の制限事項の連携動作

連携動作機能

会議の破棄機能は、会議の参加者がオフネッ

トとオンネットのどちらに設定されているか

をチェックすることにより、既存のアドホッ

ク会議を破棄する必要があるかどうかを決定

します。この機能を設定するには、サービス

パラメータの [アドホック会議の破棄（Drop
Ad Hoc Conference）]を使用して、オプション
の [オンネット参加者が会議に残っていない場
合（When No OnNet Parties Remain in the
Conference）]を選択します。参加者が使用し
ているデバイスまたはルートパターンをチェッ

クすることにより、各参加者のオンネットス

テータスを判断します。詳細については、「ア

ドホック会議」の章からリンクしているアド

ホック会議に関するトピックを参照してくだ

さい。

会議の破棄

一括管理は、ゲートウェイテンプレートにゲー

トウェイ設定（オフネットまたはオンネット）

を挿入します。詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Bulk
Administration Guide』を参照してください。

一括管理

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
625

コールの受信

外線コール転送の制限事項の連携動作



連携動作機能

ゲートウェイの番号分析に使用されている場

合は、DNAにゲートウェイとルートパターン
用に設定されたコール分類が表示されます。

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Dialed Number Analyzer
Guide』を参照してください。

Dialed Number Analyzer（DNA）

外線コール転送の制限事項

説明制限事項

Cisco Catalyst 6000 24ポートのような FXSゲー
トウェイには [ゲートウェイの設定（Gateway
Configuration）]ウィンドウの [コールの分類
（Call Classification）]フィールドはありませ
ん。したがって、システムは常にそれらをオ

ンネットと見なします。

FXSゲートウェイ

システムは [コールの分類（Call
Classification）]フィールドがないCisco VG248
ゲートウェイをサポートしていません。

Cisco VG248ゲートウェイ

Cisco Unified Communications Managerはすべて
の Cisco Unified IP Phoneと FXSポートをオフ
ネット（外部）として設定できないオンネッ

ト（内部）と見なします。

FXSポート
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第 XI 部

プレゼンスおよびプライバシー機能
•割込み （629ページ）
• BLFプレゼンス （643ページ）
•コール表示の制限 （663ページ）
•サイレント （679ページ）
•プライバシー （695ページ）
• Private Line Automatic Ringdown （701ページ）
•セキュアトーン （709ページ）





第 39 章

割込み

•割り込みの概要（629ページ）
•割り込みの設定タスクフロー（632ページ）
•割り込みの連携動作（640ページ）
•割り込みの制限（641ページ）
•割り込みのトラブルシューティング（642ページ）

割り込みの概要
割り込みを使用すると、共有回線上のリモートでアクティブなコールにユーザを追加できま

す。回線のリモートでアクティブなコールとは、その回線で電話番号を共有する別のデバイス

との間のアクティブな（接続された）コールのことです。

パーティ参加トーンを設定すると、基本コールが割り込みコールまたはC割り込みコールに変
更されたときに電話機でトーンが再生されます。また、参加者がマルチパーティコールから退

出したときも別のトーンが再生されます。

電話機は、次の会議モードで割り込みをサポートします。

•割り込まれる電話機でのビルトイン会議ブリッジ：このモードでは、[割り込み（Barge）]
ソフトキーを使用します。ほとんどの Cisco Unified IP Phoneに、ビルトイン会議ブリッジ
機能があります。

•共有会議ブリッジ：このモードでは、[C割り込み（cBarge）]ソフトキーを使用します。

リモートで使用中のコール状態で [割り込み（Barge）]ソフトキーまたは [C割り込み（cBarge）]
ソフトキーを押すと、ユーザがすべての参加者とのコールに追加され、参加者全員が割り込み

ビープ音を受信します（設定されている場合）。割り込みに失敗した場合は、元のコールがア

クティブなままになります。使用可能な会議ブリッジ（ビルトインまたは共有）がない場合、

割り込み要求は拒否され、割り込み発信側のデバイスにメッセージが表示されます。ネット

ワークまたは Unified Communications Managerで障害が発生した場合、割り込みコールは保持
されます。
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[割り込み（Barge）]と [C割り込み（CBarge）]の両方のソフトキーオプションを表示するに
は、共有回線アピアランスを備えたデバイスのUnified Communications Managerユーザインター
フェイスで [プライバシー（Privacy）]オプションを無効にします。

（注）

割り込みをサポートする Cisco Unified IP Phoneのリストについては、Cisco Unified Reportingに
ログインして、[Unified CM Phone機能リスト（Unified CM Phone Feature List）]レポートを実
行します。必ず、機能として [ビルトインブリッジ（Built In Bridge）]選択してください。詳
細は、電話機能一覧の生成（1ページ）を参照してください。

ワンボタン割り込みおよびワンボタン C割り込み

ワンボタン割り込み機能およびワンボタンC割り込み機能を使用すると、ユーザはリモートで
アクティブなコールの共有回線ボタンを押してコールに参加できます。参加者全員が、割り込

みビープ音を受信します（設定されている場合）。割り込みに障害が発生した場合、元のコー

ルはアクティブなままとなります。

電話機は、次の2つの会議モードでワンボタン割り込みとワンボタンC割り込みをサポートし
ます。

•割り込まれる電話機でのビルトイン会議ブリッジ：このモードでは、ワンボタン割り込み
機能を使用します。

•共有会議ブリッジ：このモードでは、ワンボタン C割り込み機能を使用します。

リモートで使用中のコールで共有回線ボタンを押すと、ユーザがすべての参加者とのコールに

追加され、参加者全員が割り込みビープ音を受信します（設定されている場合）。割り込みに

障害が発生した場合、元のコールはアクティブなままとなります。使用可能な会議ブリッジ

（ビルトインまたは共有）がない場合、割り込み要求は拒否され、割り込み発信側のデバイス

にメッセージが表示されます。

組み込み会議

ユーザが [割り込み（Barge）]ソフトキーまたは共有回線ボタンを押すと、組み込み会議ブリッ
ジが使用可能な場合にこのブリッジを使用して割り込みコールが設定されます。組み込み会議

ブリッジは、割り込みが設定されていると元のコールへのメディアの中断および表示変更が行

われないため、便利です。

共有会議

ユーザが [C割り込み（cBarge）]ソフトキーまたは共有回線ボタンを押すと、共有会議ブリッ
ジが使用可能な場合にこのブリッジを使用して割り込みコールが設定されます。元のコールが

分割され、会議ブリッジに参加します。これにより、短いメディア割り込みが発生します。参

加者全員のコール情報が [割り込み（Barge）]に変わります。「」割り込み先コールが会議コー
ルになり、割り込み対象デバイスが会議の開催者になります。会議の開催者は、会議にさらに

参加者を追加するか、または参加者を削除できます。いずれかの参加者がコールを解放する
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と、残り2人の参加者に対し短い中断が発生し、これらの参加者はポイントツーポイントコー
ルとして再接続されます。これにより、共有会議リソースが解放されます。

組み込み会議と共有会議の相違点

組み込み会議ブリッジと共有会議での割り込みの相違点を次の表に示します。

共有会議への割り込み組み込み会議への割り込み機能

いいえはい標準ソフトキーテンプレート

に [割り込み（Barge）]/[C割
り込み（cBarge）]ソフトキー
が含まれている。

ワンボタン割り込

み/C割り込み機能
が有効な場合、こ

のソフトキーは使

用されません。

（注）

はいいいえ割り込みのセットアップ中に

メディアの切断が発生する。

はいはい設定されている場合、ユーザ

が割り込み設定トーンを受信

する。

[会議（To Conference）][割り込み XXX（To barge
XXX）]

割り込み元の電話にテキスト

を表示する。

[会議（To Conference）]他の参加者へ/他の参加者から相手側の電話にテキストを表

示する。

[会議（To Conference）]着信側へ/着信側からその他の電話にテキストが表

示される。

はいいいえブリッジで、すでに割り込ま

れたコールへの 2回目の割り
込みの設定がサポートされて

いる。

2人の参加者のみが残ってお
り、残りの参加者をポイント

ツーポイントのコールとして

再接続するときに、共有会議

ブリッジ解放のためメディア

の中断が発生します。

元の 2人の参加者で、メディ
アの中断は発生しません。

割り込み元がコールを解放す

る。
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共有会議への割り込み組み込み会議への割り込み機能

2人の参加者のみが残ってお
り、残りの参加者をポイント

ツーポイントのコールとして

再接続するときに、共有会議

ブリッジ解放のためメディア

の中断が発生します。

発信側を他の参加者とポイン

トツーポイントコールとして

接続するために、メディアの

中断が発生します。

相手側がコールを解放する。

2人の参加者のみが残ってお
り、残りの参加者をポイント

ツーポイントのコールとして

再接続するときに、共有会議

ブリッジ解放のためメディア

の中断が発生します。

3人の参加者すべてが解放され
ます。

他の参加者がコールを解放す

る。

発信側および他の参加者は接

続されたままになります。

割り込み元が解放されます。相手側はコールを保留にし

て、直接転送、参加、または

コールパークを実行します。

割り込みの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

ソフトキーテンプレートに [割り込み
（Barge）]ソフトキーを追加します。組

組み込み会議用のソフトキーテンプレー

トの設定（633ページ）
ステップ 1

み込みの会議ブリッジの割り込みを設定

するには、次の手順に従います。

ソフトキーテンプレートに [会議ブリッ
ジの割り込み（cBarge）]ソフトキーを

共有会議用ソフトキーテンプレートの

設定（634ページ）
ステップ 2

追加します。共有会議ブリッジの割り込

みを設定するには、次の手順に従いま

す。

これはオプションです。ソフトキーテ

ンプレートを電話で使用できるようにす

共通デバイス設定とソフトキーテンプ

レートの関連付け（636ページ）を行う
には、次のサブタスクを実行します。

ステップ 3

るには、この手順か次の手順のいずれか

を実行する必要があります。システムが•共通デバイス設定へのソフトキー
テンプレートの追加（637ページ） 共通デバイス設定を使用して設定オプ

ションを電話機に適用する場合は、この
•電話機と共通デバイス設定の関連付
け（637ページ）

手順に従ってください。これは、電話機

でソフトキーテンプレートを使用でき
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目的コマンドまたはアクション

るようにする際に、最も一般的に使用さ

れている方法です。

これはオプションです。次の手順は、ソ

フトキーテンプレートと共通デバイス

電話機とソフトキーテンプレートの関

連付け（636ページ）
ステップ 4

設定を関連付けるための代替手段とし

て、または共通デバイス設定と共に使用

します。ソフトキーテンプレートを適

用して、共通デバイス設定での割り当て

や、他のデフォルトのソフトキーを上書

きする必要がある場合は、次の手順を共

通デバイス設定と共に使用します。

組み込みの会議ブリッジの割り込みを設

定します。

組み込み会議の割り込みの設定（638
ページ）

ステップ 5

共有会議ブリッジの割り込みを設定しま

す。

共有会議の割り込みの設定（639ペー
ジ）

ステップ 6

ユーザとデバイスを関連付けます。ユーザとデバイスの関連付け（74ペー
ジ）

ステップ 7

組み込み会議用のソフトキーテンプレートの設定

割り込みのためのソフトキーテンプレートを設定し、そのテンプレートに [割り込み（Barge）]
ソフトキーを割り当てます。[割り込み（Barge）]ソフトキーは [リモートで使用中（Remote In
Use）]のコールの状態で設定できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]を選択します。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、

次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新
しい名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 必要な既存のテンプレートを選択します。
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ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックスをオンに
し、このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定

した場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削

除することができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウ
トの設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソ
フトキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択
し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフト
キーを移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態でのソフトキーを表示するには、前述のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 10 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。詳細については、「共通デバイス設定へのソフトキー

テンプレートの追加」と「電話機のセクションとソフトキーテンプレートの関連付け」を

参照してください。

次のタスク

次のいずれかの手順を実行します。

•共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加（637ページ）
•電話機と共通デバイス設定の関連付け（637ページ）

共有会議用ソフトキーテンプレートの設定

共有会議用ソフトキーテンプレートを設定し、C割り込みソフトキーをそのテンプレートに割
り当てます。[リモート使用中（Remote In Use）]発信状態でC割り込みソフトキーを設定でき
ます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]を選択します。
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ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、

次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新
しい名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 必要な既存のテンプレートを選択します。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックスをオンに
し、このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定

した場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削

除することができません。

（注）

ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウ
トの設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソ
フトキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択
し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフト
キーを移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態でのソフトキーを表示するには、前述のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 10 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。詳細については、「共通デバイス設定へのソフトキー

テンプレートの追加」と「電話機のセクションとソフトキーテンプレートの関連付け」を

参照してください。
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電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）]を選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ソフトキーテンプレートを追加する電話機を検索します。

ステップ 3 次のいずれかの作業を実行します。

• [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、必要な
ソフトキーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

• [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、[割り込み
（Barge）]または [C割り込み（cBarge）]ソフトキーが含まれているテンプレートを選択
します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボッ
クスが表示されます。

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

（省略可）ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを [電話の設定（Phone Configuration）]に追加する。

•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について

説明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合

は、この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるよう

にする際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、「電話機とソフトキーテンプレートの関連付け（636ページ）」を
参照してください。

手順

ステップ 1 共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加（448ページ）

ステップ 2 電話機と共通デバイス設定の関連付け（448ページ）
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共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

始める前に

必要に応じて、次のいずれかまたは両方を実行します。

•組み込み会議用のソフトキーテンプレートの設定（633ページ）

•共有会議用ソフトキーテンプレートの設定（634ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、この手
順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存の共通デバイス設定をクリックします。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソ
フトキーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再
起動します。

電話機と共通デバイス設定の関連付け

始める前に

必要に応じて、次のいずれかまたは両方を実行します。

•組み込み会議用のソフトキーテンプレートの設定（633ページ）

•共有会議用ソフトキーテンプレートの設定（634ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックし、ソフトキーテンプレートを追加する電話デバイスを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフ
トキーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

次のタスク

次のいずれかまたは両方を実行します。

•組み込み会議の割り込みの設定（638ページ）

•共有会議の割り込みの設定（639ページ）

組み込み会議の割り込みの設定

ほとんどの Cisco Unified IP Phoneには会議ブリッジ機能が組み込まれています。つまり、これ
らの Cisco IP Phoneには、割り込み機能をサポートするための小型の会議ブリッジとして動作
する内部 DSPが搭載されています。サポートされる通話者は、電話機自体を含め 3つまでで
す。ファームウェアバージョン 11.x以降、Cisco IP Phone 8800シリーズにはビルトインブリッ
ジ（BIB）機能をデイジーチェーン接続する機能があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [サービスパラメータ（ServiceParameters）]
の順に選択し、[組み込みブリッジの有効化（Built In Bridge Enable）]クラスタ全体サービスパ
ラメータを [オン（On）]に設定します。

このパラメータが [オフ（Off）]に設定されている場合は、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウの [組み込みブリッジ（Built in Bridge）]フィールドを
設定することにより、各電話機の割り込みを設定してください。

（注）

ステップ 2 クラスタ全体のサービスパラメータの [パーティエントランストーン（Party Entrance Tone）]
を [はい（True）]に設定するか（トーンを使用する場合に必要）、[電話番号の設定（Directory
Number Configuration）]ウィンドウの [パーティエントランストーン（Party Entrance Tone）]
フィールドを設定します。

ステップ 3 [ワンボタン割り込み/C割り込みポリシー（Single Button Barge/CBarge Policy）]を [割り込み
（Barge）]に設定します。
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このパラメータが [オフ（Off）]に設定されている場合は、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウの [ワンボタン割り込み（Single Button Barge）]フィー
ルドを設定することにより、各電話機のワンボタン割り込み機能を設定してくださ

い。

（注）

ステップ 4 [呼び出し時の割り込みを許可（Allow Barge When Ringing）]サービスパラメータを [はい
（True）]に設定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

共有会議の割り込みの設定

シスコは割り込みを設定しているユーザに対して共有会議の割り込み（C割り込み）を設定し
ないことをお勧めします。各ユーザに対して 1つの割り込みメソッドを選択します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [サービスパラメータ（ServiceParameters）]
の順に選択し、[組み込みブリッジの有効化（Built In Bridge Enable）]クラスタ全体サービスパ
ラメータを [オン（On）]に設定します。

このパラメータを [Off]に設定する場合、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィ
ンドウの [組み込みブリッジ（Built in Bridge）]フィールドを設定することで、電話
ごとの C割り込みを設定します。

（注）

ステップ 2 [パーティ参加トーン（Party Entrance Tone）]クラスタ全体サービスパラメータを [True]（トー
ンに対する要件）に設定するか、[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンド
ウの [パーティ参加トーン（Party Entrance Tone）]フィールドを設定します。

ステップ 3 [ワンボタン割り込み機能/C割り込みポリシー（Single Button Barge/CBarge Policy）]に [C割り
込み（cBarge）]を設定します。

このパラメータを [Off]に設定する場合、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィ
ンドウの [ワンボタン C割り込み（Single Button cBarge）]フィールドを設定するこ
とで、電話ごとのワンボタン C割り込みを設定します。

（注）

ステップ 4 [呼び出し時の割り込みを許可（Allow Barge When Ringing）]サービスパラメータを [はい
（True）]に設定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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ユーザとデバイスの関連付け

始める前に

次のいずれかまたは両方を実行します。

•組み込み会議の割り込みの設定（638ページ）

•共有会議の割り込みの設定（639ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ（End
User）]を選択します。

ステップ 2 [ユーザを次の条件で検索（Find Users Where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、
[検索（Find）]をクリックしてユーザのリストを取得します。

ステップ 3 ユーザを一覧から選択します。
[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [デバイス情報（Device Information）]セクションを探します。

ステップ 5 [デバイスの割り当て（Device Association）]をクリックします。
[ユーザデバイス割り当て（User Device Association）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 適切な CTIリモートデバイスを探して選択します。

ステップ 7 関連付けを完了するには、[選択/変更の保存（Save Selected/Changes）]をクリックします。

ステップ 8 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ユーザの設定に戻る（Back to
User）]を選択し、[検索（Go）]をクリックします。
[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示され、選択し、割り当てた
デバイスが、[制御するデバイス（Controlled Devices）]ペインに表示されます。

割り込みの連携動作

連携動作機能

[割り込み（Barge）]ソフトキーと [C割り込み（cBarge）]ソフトキー
のどちらかをソフトキーテンプレートに割り当てることをお勧めし

ます。各デバイスにこれらのソフトキーのどちらかだけを設定するこ

とにより、ユーザの混乱を防ぎ、潜在的なパフォーマンスの問題を避

けることができます。

デバイスに対してワンボタン割り込み機能またはワンボ

タン C割り込み機能を有効にすることはできますが、両
方を有効にすることはできません。

（注）

C割り込み
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連携動作機能

着信側がコールをパークすると、割り込み発信者が解放される（組み

込みブリッジを使用している場合）か、割り込み発信者と他の通話相

手が接続されたままになります（共有会議を使用している場合）。

コールパーク

着信側が別のコールを使用してコールに参加すると、割り込み発信者

が解放される（組み込みブリッジを使用している場合）か、割り込み

発信者と他の通話相手が接続されたままになります（共有会議を使用

している場合）。

参加

割り込み、C割り込み、ワンボタン割り込み機能の発信者は、割り込
みと Private Line Automatic Ringdown（PLAR）用に設定された共有回
線経由でコールに割り込むことができます。割り込み着信側がコール

中にPLAR回線に関連付けられた事前に設定された番号を使用してい
る場合は、発信者がそのコールに割り込むことができます。Cisco
Unified Communications Managerは、割り込みコールを接続する前に
PLAR回線に割り込み呼び出しを送信しないため、PLAR接続先の状
態に関係なく割り込みが発生します。

割り込み、C割り込み、ワンボタン割り込み機能をPLARと一緒に使
用するには、割り込み、C割り込み、ワンボタン割り込み機能を設定
する必要があります。加えて、PLAR接続先、つまり、PLAR専用に
使用される電話番号を設定する必要があります。

PLAR（Private Line
Automatic Ringdown）

割り込みの制限

説明制限事項

割り込み発信側が別の通話相手を会議に参加させることはできませ

ん。

追加の発信者

CTIは TAPIと JTAPIアプリケーションが起動する APIによって割り
込みをサポートしていません。CTIは [割り込み（Barge）]または [C
割り込み（cBarge）]ソフトキーを使用して IP Phoneから手動で呼び
出される割り込みのイベントを生成します。

コンピュータテレフォ

ニーインテグレーショ

ン（CTI）

元のコールには G.711コーデックが必要です。G.711を使用できない
場合、代わりに C割り込みを使用します。

G.711コーデック

[割り込み（Barge）]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートをソ
フトキーを使用するすべての IP Phoneに割り当てることができます。
ただし、一部の IP Phoneでは割り込み機能をサポートしていません。

Cisco Unified IP Phone
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説明制限事項

Cisco Unified IP Phone 7960および 7940に暗号化を設定する場合、暗
号化されたコールに参加している間、それらの暗号化されたデバイス

は割り込みリクエストを受け付けることができません。コールが暗号

化されていると、割り込みの試行は失敗します。電話機では、割り込

みが失敗したことを示すトーンが再生されます。

暗号化（Encryption）

会議の共有回線のユーザ数が割り込みを試行しているデバイスの[コー
ル最大数（Maximum Number of Calls）]設定と同じか大きい場合、電
話機にメッセージ [エラー：過去の制限（Error: Past Limit）]が表示さ
れます。

コールの最大数

割り込みのトラブルシューティング

使用可能な会議ブリッジがない

[割り込み（Barge）]ソフトキーを押すと、IP Phoneに「使用可能な会議ブリッジがありません
（No Conference Bridge Available）」というメッセージが表示されます。

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [ビルトインブリッジ（Built In Bridge）]
フィールドで対象の電話機が正しく設定されていません。

問題を解決するには、次の手順を実行します。

1. Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択して [電話の
検索（Find the phone）]をクリックし、問題がある電話機の電話機設定を見つけます。

2. [ビルトインブリッジ（Built In Bridge）]フィールドを [オン（On）]に設定します。
3. [更新（Update）]をクリックします。
4. 電話機をリセットします。

[エラー：過去の制限（Error: Past Limit）]
電話に、メッセージ [エラー：過去の制限（Error: Past Limit）]が表示されます。

会議の共有回線のユーザ数が割り込みを試行しているデバイスの [コール最大数（Maximum
Number of Calls）]フィールドと同じか大きい。

• [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウに移動して、[ク
ラスタ全体のパラメータ（機能 -会議）（Clusterwide Parameters (Feature - Conference)）]
を探します。必要に応じて、[最大アドホック会議（Maximum Ad Hoc Conference）]パラ
メータの値を増加させます。

•割り込みを試行しているデバイスの共有回線の [コール最大数（MaximumNumberof Calls）]
の値を確認して、必要に応じて値を増加させます。
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第 40 章

BLFプレゼンス

• BLFプレゼンスの概要（643ページ）
• BLFプレゼンスの前提条件（644ページ）
• BLFプレゼンスの設定タスクフロー（644ページ）
• BLFプレゼンスの連携動作（659ページ）
• BLFプレゼンスの制限事項（659ページ）

BLFプレゼンスの概要
他のユーザの電話番号上でのリアルアイムステータスまたはUniform Resource Identifier（URI）
の Session Initiation Protocol（SIP）を、ウォッチャであるユーザがウォッチャのデバイスから
モニタするには、話中ランプフィールド（BLF）機能を使用します。

ユーザのステータスまたはBLFプレゼンスエンティティ（プレゼンティティとも呼ばれます）
をウォッチャがモニタできるようにするには、次のオプションを使用します。

• BLFと短縮ダイヤルボタン
•ディレクトリウィンドウの不在着信、発信履歴、または着信履歴のリスト
•共有ディレクトリ（社内ディレクトリなど）

既存エントリの BLFステータスがコールリストとディレクトリに表示されます。BLFと短縮
ダイヤルボタンを設定すると、BLFプレゼンスエンティティがウォッチャのデバイス上に短
縮ダイヤルとして表示されます。

ウォッチャが Cisco Unified Communications Managerに BLFプレゼンスリクエストを送信する
と、BLFプレゼンスエンティティのステータスを表示できます。管理者が BLFプレゼンス機
能を設定すると、ウォッチャのデバイスにリアルタイムステータスアイコンが現れ、BLFプ
レゼンスエンティティが電話上にあるか、電話上にないか、ステータス不明か、などが表示さ

れます。

エクステンションモビリティユーザは、エクステンションモビリティサポートを使用すると

電話の BLFプレゼンス機能を利用できます。

BLFプレゼンスグループの認証により、認証されたウォッチャのみが接続先の BLFプレゼン
スステータスにアクセスできるようになります。BLFまたは短縮ダイヤルの設定がある場合に

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
643



ウォッチャが接続先をモニタできるように管理者が認証するため、BLFプレゼンスグループ
の認証は BLFまたは短縮ダイヤルには適用されません。

BLFプレゼンスの前提条件
• BLFプレゼンス機能で使用する電話を設定します。
• BLFプレゼンス機能で使用する SIPトランクを設定します。

BLFプレゼンスの設定タスクフロー

始める前に

• BLFプレゼンスの前提条件（644ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

同一クラスタに存在するすべてのデバイ

スとサービスに適用されるBLFオプショ
話中ランプフィールド（BLF）のクラ
スタ全体のエンタープライズパラメー

ステップ 1

ンを設定します。エンタープライズパタを設定し、同期します。BLFのクラ
ラメータの設定変更は、最も干渉の少なスタ全体のエンタープライズパラメー

い方法で、設定されたデバイスと同期でタの設定および同期（646ページ）を参
照してください。 きます。たとえば、影響を受けるデバイ

スでのリセットや再起動が不要です。

Unified Communications Manager
Administrationで選択されたサーバ上で

BLFのクラスタ全体のサービスパラメー
タを設定します。BLFのクラスタ全体

ステップ 2

さまざまなサービスを設定するためにプのサービスパラメータの設定（647ペー
ジ）を参照してください。 レゼンスサービスパラメータを設定し

ます。

BLFプレゼンスグループを、監視者が
モニタする接続先を制御できるように設

定します。

BLFプレゼンスグループを設定します。
BLFプレゼンスグループの設定（647
ページ）を参照してください。

ステップ 3

電話番号、SIPトランク、SIPを実行す
る電話、SCCPを実行する電話、アプリ

BLFプレゼンスグループをデバイスお
よびユーザと関連付けるには、次のサブ

タスクを実行します。

ステップ 4

ケーションユーザ（プレゼンス要求を

SIPトランク経由で送信するアプリケー• BLFプレゼンスグループと電話を
関連付けます。BLFプレゼンスグ ションユーザの場合）、またはエンド

ユーザに BLFプレゼンスグループを適
用します。

ループと電話の関連付け（650ペー
ジ）を参照してください。
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目的コマンドまたはアクション

• SIPトランクと BLFプレゼンスグ
ループを関連付けます。SIPトラン
クと BLFプレゼンスグループの関
連付け（651ページ）を参照してく
ださい。

• BLFプレゼンスグループとエンド
ユーザを関連付けます。BLFプレ
ゼンスグループとエンドユーザの

関連付け（652ページ）を参照して
ください。

• BLFプレゼンスグループとアプリ
ケーションユーザを関連付けます。

BLFプレゼンスグループとアプリ
ケーションユーザの関連付け（653
ページ）を参照してください。

トランクレベルの認証に加えて、SIPト
ランクのアプリケーションにアプリケー

ションレベルの認証を有効にします。

外部トランクとアプリケーションからの

BLFプレゼンス要求を承認します。外
部トランクとアプリケーションからの

BLFプレゼンス要求の承認（654ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 5

SUBSCRIBEコーリングサーチスペー
スをSIPトランク、電話、またはエンド

コーリングサーチスペースを設定しま

す。プレゼンス要求のコーリングサー

ステップ 6

ユーザに適用します。SUBSCRIBEコーチスペースの設定（655ページ）を参照
してください。 リングサーチスペースは、Cisco Unified

Communications Managerがトランクまた
は電話から来るプレゼンス要求をどのよ

うにルーティングするかを決定します。

コーリングサーチスペースでは、発信

側デバイスが電話を終了しようとする際

に検索するパーティションが決定されま

す。プレゼンス要求に異なるコーリング

サーチスペースを選択しない場合、

SUBSCRIBEコーリングサーチスペー
スは、デフォルトオプションである [な
し（None）]を選択します。

電話機またはユーザデバイスプロファ

イル向けに BLFと短縮ダイヤルボタン
BLF/短縮ダイヤルボタンの電話ボタン
テンプレートを設定します。BLF/短縮

ステップ 7

の電話ボタンテンプレートを設定しま

す。
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目的コマンドまたはアクション

ダイヤルボタンの電話ボタンテンプ

レートの設定（656ページ）を参照して
ください。

テンプレートが BLFと短縮
ダイヤルをサポートしない

場合、[未指定の関連付けら
れた項目（Unassigned
Associated Items）]ペインに
[BLF SDの新規追加（Add a
new BLF SD）]リンクが表
示されます。

（注）

BLFプレゼンス向けに設定したデバイ
スと一緒にボタンテンプレートを使用

します。

ボタンテンプレートをデバイスに関連

付けます。ボタンテンプレートとデバ

イスの関連付け（657ページ）を参照し
てください。

ステップ 8

BLFプレゼンス向けにユーザデバイス
プロファイルを設定します。

ユーザデバイスプロファイルを設定し

ます。ユーザデバイスプロファイルの

設定（658ページ）を参照してくださ
い。

ステップ 9

BLFのクラスタ全体のエンタープライズパラメータの設定および同期
エンタープライズパラメータは、同一クラスタに存在するすべてのデバイスやサービスに適用

されるデフォルトを設定するために使用します。クラスタは、同じデータベースを共有する一

連の Cisco Unified Communications Managerで構成されています。Cisco Unified Communications
Managerの新規インストール時には、エンタープライズパラメータを使用して、デバイスのデ
フォルトの初期値が設定されます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise parameters）]。

ステップ 2 [エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウで各フィー
ルドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプ

を参照してください。

エンタープライズパラメータについての詳細は、パラメータ名または [エンタープ
ライズパラメータの設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウに表示
される疑問符をクリックします。

ヒント

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 （任意） [設定の適用（Apply Config）]をクリックして、クラスタ全体のパラメータを同期し
ます。

[設定情報の適用（Apply Configuration Information）]ダイアログボックスが表示されます。
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ステップ 5 [OK]をクリックします。

BLFのクラスタ全体のサービスパラメータの設定
BLFに関して [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで使用
可能な 1つまたは複数のサービスを設定できます。

始める前に

BLFのクラスタ全体のエンタープライズパラメータの設定および同期（646ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Serve）]ドロップダウンリストから、パラメータを設定するサーバを選択します。

ステップ 3 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定
します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照して

ください。

サービスパラメータの詳細については、[サービスパラメータ設定（ServiceParameter
Configuration）]ウィンドウに表示されるパラメータ名または疑問符をクリックして
ください。

ヒント

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

[デフォルトのプレゼンス間グループ登録（Default Inter-Presence Group Subscription）]
パラメータは BLFおよびスピードダイヤルには適用されません。

（注）

BLFプレゼンスグループの設定
BLFプレゼンスグループを使用して、モニタできる接続先を制御できます。BLFプレゼンス
グループを設定するには、Cisco Unified Communications Manager Administrationにグループを作
成し、1つ以上の接続先と監視者を割り当てます。

新しい BLFプレゼンスグループを追加すると、Unified Communications Managerは初期権限
フィールドとしてデフォルトクラスタフィールドに新しいグループのすべてのグループ関係

を定義します。別々のアクセス許可を適用するには、変更する各権限を持つ新しいグループと

既存のグループに新しい権限を設定します。
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システムは同じ BLFプレゼンスグループ内で BLFプレゼンス要求を常に許可にします。（注）

プレゼンスエンティティのステータスを表示するには、監視者はプレゼンス要求を Unified
CommunicationsManagerに送信します。システムでは、監視者は、プレゼンスエンティティの
ステータス要求を開始するために、次の要件で承認されている必要があります。

•監視者の BLFプレゼンスグループは、クラスタの内部または外部に関わらず、プレゼン
スエンティティプレゼンスグループのステータスを得るために承認されている必要があ

ります。

• Unified CMは、外部プレゼンスサーバやアプリケーションからの BLFプレゼンス要求を
受信するために承認されている必要があります。

始める前に

BLFのクラスタ全体のサービスパラメータの設定（647ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [BLFプレゼンスグループ（BLF Presence Group）]。

ステップ 2 [BLFプレゼンスグループの設定（BLF Presence Group Configuration）]ウィンドウの各フィール
ドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、BLFの BLFプレゼン
スグループフィールド（649ページ）を参照してください。

Cisco CallManagerサービスの [デフォルトのプレゼンスグループ間サブスクリプ
ション（Default Inter-Presence Group Subscription）]サービスパラメータを使用しま
す。サブスクリプションの許可または拒否をする BLFプレゼンスグループのクラ
スタ全体のアクセス許可パラメータを設定します。このフィールドは、システムデ

フォルトの設定、およびクラスタにデフォルトフィールドを使用して、BLFプレ
ゼンスグループ関係を設定できます。

（注）

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

BLFプレゼンスグループに設定する権限は、[BLFプレゼンスグループ関係（BLF
Presence Group Relationship）]ペインに表示されます。グループツーグループ関係の
システムデフォルト権限フィールドを使用するアクセス許可は表示されません。

（注）

次のタスク

次のサブタスクを実行して、BLFプレゼンスグループをデバイスおよびユーザと関連付けま
す。
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• BLFプレゼンスグループと電話の関連付け（650ページ）

• SIPトランクと BLFプレゼンスグループの関連付け（651ページ）

• BLFプレゼンスグループとエンドユーザの関連付け（652ページ）

• BLFプレゼンスグループとアプリケーションユーザの関連付け（653ページ）

BLFの BLFプレゼンスグループフィールド

プレゼンス認証はBLFプレゼンスグループで機能します。BLFプレゼンスグループ設定フィー
ルドを次の表に示します。

説明フィールド

設定する BLFプレゼンスグループの名前を入力します。たとえば
Executive_Groupなどです。

名前

設定する BLFプレゼンスグループの説明を入力します。説明

1つ以上のBLFプレゼンスグループを選択し、指定したグループの許
可フィールドを選択したグループに設定します。

他のプレゼンスグループ

への関係を変更（Modify
Relationship to Other
Presence Groups）

選択されている BLFプレゼンスグループに対し、ドロップダウンリ
ストから次のいずれかのオプションを選択します。

• [システムデフォルトの使用（Use System Default）]：許可フィー
ルドに、クラスタ全体のサービスパラメータフィールド [デフォ
ルトのプレゼンス間グループ登録（Default Inter-Presence Group
Subscription）]（[登録の許可（Allow Subscription）]または [登録
の拒否（ Disallow Subscription）]）を設定します。

• [登録の許可（Allow Subscription）]：指定されたグループのメン
バーが、選択されているグループのメンバーのリアルタイムス

テータスを確認できるようにします。

• [登録の拒否（Disallow Subscription）]：指定されたグループのメ
ンバーが、選択されているグループのメンバーのリアルタイムス

テータスを確認できないようにします。

[保存（Save）]をクリックすると、設定する許可が [BLFプレゼンス
グループ（BLF Presence Group）]関係ペインに表示されます。システ
ムのデフォルト許可フィールドを使用するグループはすべて表示され

ません。

登録許可(Subscription
Permission)
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デバイスとユーザとの BLFプレゼンスグループの関連付け
次の手順を実行して、電話、SIPトランク、SIPを実行する電話、SCCPを実行する電話、電話
番号、アプリケーションユーザ（プレゼンス要求を SIPトランク経由で送信するアプリケー
ションユーザの場合）、およびエンドユーザに BLFプレゼンスグループを適用します。

同じ BLFプレゼンスグループ内のメンバー間のプレゼンス要求はシステムで許可されます。（注）

BLFプレゼンスグループと電話の関連付け

電話とトランクにプレゼンス要求を送受信する権限がある場合、電話とトランクの BLFプレ
ゼンスを使用できます。

Cisco Unified Communications Managerはクラスタの内部または外部のCisco Unified Communications
ManagerユーザのBLFプレゼンス要求を処理します。BLFプレゼンス要求を電話を介して送信
する Cisco Unified Communications Managerウォッチャについては、電話と BLFプレゼンスエ
ンティティがコロケーションを行う場合、Cisco Unified Communications Managerは BLFプレゼ
ンスステータスで応答します。

始める前に

BLFプレゼンスグループの設定（647ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択して [新規追加（Add New）]を選択します。
[新規電話を追加（Add a New Phone）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから、BLFプレゼンスグループを関連
付ける電話のタイプを選択します。

ステップ 3 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとそ
の設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。
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[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（SUBSCRIBE Calling Search Space）]ド
ロップダウンリストから、電話のプレゼンス要求に使用するSUBSCRIBEコーリン
グサーチスペースを選択します。Cisco Unified Communications Manager Administration
で設定されたすべてのコーリングサーチスペースが、[SUBSCRIBEコーリング
サーチスペース（SUBSCRIBE Calling Search Space）]ドロップダウンリストボッ
クスに表示されます。ドロップダウンリストから、エンドユーザに別のコーリン

グサーチスペースを選択しない場合、このフィールドの値によってデフォルト値

が [None]に設定されます。この目的で明示的に SUBSCRIBEコーリングサーチス
ペースを設定するには、すべてのコーリングサーチスペースを設定する場合と同

じようにコーリングサーチスペースを設定します。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

次のサブタスクを実行して、BLFプレゼンスグループをデバイスおよびユーザと関連付けま
す。

• SIPトランクと BLFプレゼンスグループの関連付け（651ページ）

• BLFプレゼンスグループとエンドユーザの関連付け（652ページ）

• BLFプレゼンスグループとアプリケーションユーザの関連付け（653ページ）

SIPトランクと BLFプレゼンスグループの関連付け

ダイジェスト認証がSIPトランクで設定されていない場合、トランクが着信サブスクリプショ
ンを受け入れるようにトランクを設定できますが、アプリケーションレベルの認証は開始でき

ません。また、Unified CMはグループ認証を実行する前に、すべての着信要求を受け入れま
す。ダイジェスト認証をアプリケーションレベルの認証と共に使用すると、Unified CMはBLF
プレゼンス要求を送信しているアプリケーションのクレデンシャルの認証も行います。

クラスタの外部にあるデバイスに対する BLFプレゼンス要求が存在する場合、Unified
Communications Managerは SIPトランクを介して外部デバイスに照会します。ウォッチャに外
部デバイスをモニタする権限がある場合、SIPトランクは外部デバイスにBLFプレゼンス要求
を送信し、BLFプレゼンスステータスをウォッチャに返します。

SIPトランクで BLFプレゼンスグループ認証を着信プレゼンス要求と共に使用するには、ト
ランクのプレゼンスグループ（たとえば、External_Presence_Serv_Group1）を設定して、適切
な権限をクラスタ内部のその他のグループに設定します。

ヒント

SIPトランクのプレゼンス要求の両方のレベルの認証を設定する場合、SIPトランクの BLFプ
レゼンスグループが使用されるのは、BLFプレゼンスグループがアプリケーションの着信要
求で特定されない場合のみです。
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始める前に

BLFプレゼンスグループの設定（647ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択し、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 2 [トランクタイプ（Trunk Type）]ドロップダウンリストから、BLFプレゼンスグループを関
連付ける電話のタイプを選択します。

[デバイスプロトコル（Device Protocol）]ドロップダウンリストの値が自動的に入力されま
す。

ステップ 3 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドと
その設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

Unified CMシステムによる SIPトランクからの着信 BLFプレゼンス要求の受け入
れを承認するには、[SIPトランクセキュリティプロファイルの設定（SIP Trunk
Security Profile Configuration）]ウィンドウの [プレゼンスのサブスクリプションの
許可（Accept Presence Subscription）]チェックボックスをオンにします。SIPトラ
ンクで着信プレゼンス要求をブロックするには、このチェックボックスをオフにし

ます。SIPトランクのBLFプレゼンス要求を許可すると、Unified CMはトランクに
接続する SIPユーザエージェント（SIPプロキシサーバまたは外部 BLFプレゼン
スサーバ）からの要求を承認します。Unified CMが SIPトランクからの BLFプレ
ゼンス要求を承認するように設定する場合、ダイジェスト認証をオプションと見な

します。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

次のサブタスクを実行して、BLFプレゼンスグループをデバイスおよびユーザと関連付けま
す。

• BLFプレゼンスグループと電話の関連付け（650ページ）

• BLFプレゼンスグループとエンドユーザの関連付け（652ページ）

• BLFプレゼンスグループとアプリケーションユーザの関連付け（653ページ）

BLFプレゼンスグループとエンドユーザの関連付け

管理者は、エクステンションモビリティを設定するために BLFプレゼンスグループとユーザ
ディレクトリおよびコールリストのエンドユーザを関連付けます。
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始める前に

BLFプレゼンスグループの設定（647ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[ユーザ管理（User
Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択して [新規追加（Add New）]を選択しま
す。

[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィー
ルドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

次のサブタスクを実行して、BLFプレゼンスグループをデバイスおよびユーザと関連付けま
す。

• BLFプレゼンスグループと電話の関連付け（650ページ）

• SIPトランクと BLFプレゼンスグループの関連付け（651ページ）

• BLFプレゼンスグループとアプリケーションユーザの関連付け（653ページ）

BLFプレゼンスグループとアプリケーションユーザの関連付け

管理者は BLFプレゼンスグループと外部アプリケーションのアプリケーションユーザを関連
付けます。これらの外部アプリケーションは、SIPトランクまたは SIPトランク上で接続され
ているプロキシサーバ上のホームである BLFプレゼンス要求を送信します。たとえば、Web
ダイヤル、Meeting Place、会議サーバ、およびプレゼンスサーバです。

始める前に

BLFプレゼンスグループの設定（647ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[ユーザ管理（User
Management）] > [アプリケーションユーザ（Application User）]を選択して [新規追加（Add
New）]をクリックします。
[アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。
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ステップ 2 [アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]ウィンドウのフィールドを
設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照し

てください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

次のサブタスクを実行して、BLFプレゼンスグループをデバイスおよびユーザと関連付けま
す。

• BLFプレゼンスグループと電話の関連付け（650ページ）

• SIPトランクと BLFプレゼンスグループの関連付け（651ページ）

• BLFプレゼンスグループとエンドユーザの関連付け（652ページ）

外部トランクとアプリケーションからの BLFプレゼンス要求の承認
クラスタ外部からのBLFプレゼンス要求を承認するには、外部トランクまたはアプリケーショ
ンの BLFプレゼンス要求を承認するようにシステムを設定します。クラスタ外部のトランク
およびアプリケーションに BLFプレゼンスグループを割り当てて、BLFプレゼンスグループ
認証を呼び出すことができます。

始める前に

次のサブタスクを実行して、BLFプレゼンスグループをデバイスおよびユーザと関連付けま
す。

• BLFプレゼンスグループと電話の関連付け（650ページ）

• SIPトランクと BLFプレゼンスグループの関連付け（651ページ）

• BLFプレゼンスグループとエンドユーザの関連付け（652ページ）

• BLFプレゼンスグループとアプリケーションユーザの関連付け（653ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択し、[新規追加（Add New）]をクリックします。
[トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 SIPトランクからBLFプレゼンス要求を可能にするには、[SIPトランクセキュリティプロファ
イルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）]ウィンドウの [プレゼンスのSUBSCRIBE
の許可（Accept Presence Subscription）]チェックボックスをオンにします。
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ステップ 3 トランクレベルの認証に加えて SIPトランクアプリケーションのアプリケーションレベルの
認証を有効にするには、[SIPトランクセキュリティプロファイルの設定（SIP Trunk Security
Profile Configuration）]ウィンドウで次のチェックボックスをオンにします。

• [ダイジェスト認証を有効化（Enable Digest Authentication）]

•アプリケーションレベル認証を有効化（Enable Application Level Authorization）

[ダイジェスト認証を有効化（Enable Digest Authentication）]をオンにしないと、[ア
プリケーションレベル認証を有効化（Enable Application Level Authorization）]をオ
ンにすることはできません。

（注）

ステップ 4 トランクにプロファイルを適用します。トランクへの変更が有効になるように、[リセット
（Reset）]をクリックします。

[アプリケーションレベル認証を有効化（Enable Application Level Authorization）]を
オンにする場合、アプリケーションの [アプリケーションユーザの設定（Application
User Configuration）]ウィンドウの [プレゼンスのSUBSCRIBEの許可（Accept Presence
Subscription）]チェックボックスをオンにします。

（注）

プレゼンス要求のコーリングサーチスペースの設定

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（SUBSCRIBE Calling Search space）]オプションを使
用すると、BLFプレゼンス要求のコール処理コーリングサーチスペースとは別にコーリング
サーチスペースを適用できます。プレゼンス要求用に別のコーリングサーチスペースを選択

します。選択しない場合は、SUBSCRIBEコーリングサーチスペースによってデフォルトオ
プションの [なし（None）]が選択されます。エンドユーザに関連付けられているSUBSCRIBE
コーリングサーチスペースがエクステンションモビリティコールに使用されます。

SUBSCRIBEコーリングサーチスペースは SIPトランク、電話機、またはエンドユーザに適用
してください。エンドユーザに関連付けられている SUBSCRIBEコーリングサーチスペース
がエクステンションモビリティコールに使用されます。

始める前に

外部トランクとアプリケーションからの BLFプレゼンス要求の承認（654ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コールサーチ
スペース（Calling Search Space）]。
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ステップ 2 [コーリングサーチスペースの設定（Calling Search Space configuration）]ウィンドウで、
[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（SUBSCRIBE Calling Search Space）]ドロップダウ
ンリストからコーリングサーチスペースを選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 4 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

ステップ 5 （任意） [説明（Description）] フィールドに、コーリングサーチスペースを識別するための
説明を入力します。

ステップ 6 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]リストから、1つまたは複数のパーティショ
ンを選択し、矢印キーをクリックします。

選択したパーティションは [選択済みのパーティション（Selected Partitions）]リストに表示さ
れます。

ステップ 7 （任意） [選択済みのパーティション（SelectedPartitions）]リストにパーティションを追加ま
たは削除するには、リストボックスの横にある矢印キーをクリックします。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Manager Administrationで設定したすべてのコーリングサーチス
ペースは、[トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィンドウまたは [電話機の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウの [SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（SUBSCRIBE Calling
Search Space）]ドロップダウンリストに表示されます。

BLF/短縮ダイヤルボタンの電話ボタンテンプレートの設定
電話機またはユーザのデバイスプロファイルの BLFと短縮ダイヤルボタンを設定できます。
電話機またはデバイスプロファイルにテンプレートを適用（電話機またはデバイスプロファ

イルの設定を保存）すると、Cisco Unified Communicationsの [関連情報（Association Information）]
ペインに BLF SDの新規追加へのリンクが表示されます。

テンプレートが BLFと短縮ダイヤルをサポートしていない場合は、[未使用の関連アイテム
（Unassigned Associated Items）]ペインに BLF SDの新規追加へのリンクが表示されます。

（注）

管理者が SIP URIの BLFと短縮ダイヤルボタンを追加または変更する際には、ウォッチャが
接続先のモニタに許可されていることを確認してください。システムがSIPトランクを使用し
て SIP URI BLFのターゲットに到達するようにするには、BLFプレゼンスグループが SIPト
ランクの適用と関連付けられている必要があります。

BLFと短縮ダイヤルの BLFプレゼンスグループまたはデフォルト内部プレゼンスグループ
サブスクリプションのパラメータを設定する必要はありません。

（注）
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始める前に

プレゼンス要求のコーリングサーチスペースの設定（655ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone button
template）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]ボタンをクリックします。
[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ボタンテンプレート名（Button Template Name）]フィールドに、テンプレートの名前を入力
します。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストから、電話ボタン
のテンプレートを選択します。

ステップ 5 選択されたボタンテンプレートのレイアウトから新しいボタンテンプレートを作成するには、
[コピー（Copy）]をクリックします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ボタンテンプレートとデバイスの関連付け

電話機またはユーザデバイスプロファイルに対してBLFおよび短縮ダイヤルボタンを設定し
ます。BLF値は、クラスタ上にある必要はありません。電話機に表示される話中ランプフィー
ルド（BLF）ステータスアイコンについては、ご使用の電話機をサポートするCisco Unified IP
Phoneのドキュメンテーションを参照してください。電話でBLFプレゼンスがサポートされて
いるかどうかを確認するには、ご使用の電話とこのバージョンのUnifiedCommunicationsManager
に対応する Cisco Unified IP Phoneのマニュアルを参照してください。

始める前に

BLF/短縮ダイヤルボタンの電話ボタンテンプレートの設定（656ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] > [デバイスプロファイル（Device Profile）]。

ステップ 2 設定済みの電話ボタンテンプレートを検索するには、検索パラメータを入力し、[検索（Find）]
をクリックします。

すべての検索条件に一致するレコードが表示されます。

ステップ 3 レコードのいずれかをクリックします。
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[デバイスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]で、設定済み電話ボタンテンプレートを
選択します。

ステップ 5 （任意）設定されたデバイスの値を変更します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ユーザデバイスプロファイルの設定

詳細については、BLFプレゼンスの連携動作（659ページ）の「「BLF Presence with Extension
Mobility（エクステンションモビリティによる BLFプレゼンス）」」の項を参照してくださ
い。

始める前に

ボタンテンプレートとデバイスの関連付け（657ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [デ
バイスプロファイル（Device Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。
[デバイスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [デバイスプロファイルの設定（Device Profile Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定
します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してく

ださい。

電話機またはデバイスプロファイルに適用した電話ボタンテンプレートが BLFお
よびスピードダイヤルをサポートしていない場合、このリンクは [割り当て情報
（Association Information）] ぺインに表示されず、[割り当てられていない関連項目
（Unassigned Associated Items）]ペインに表示されます。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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BLFプレゼンスの連携動作
連携動作機能

H.323電話の状態が [RING IN]の場合、BLFステータスは [ビジー（Busy）]
として報告されます。SCCPまたはSIPのいずれかを実行しており、状態
が [RING IN]の電話のプレゼンスエンティティの場合、BLFステータス
は [アイドル（Idle）]として報告されます。

H.323電話デバイ
スがプレゼンスエ

ンティティとして

動作する場合の

H.323電話の DN
のプレゼンス BLF

イーサネットケーブルが電話から抜かれているなどの何らかの理由で

H.323電話がCisco Unified Communications Managerに接続されていない場
合、BLFステータスは常に [アイドル（Idle）]として報告されます。SCCP
または SIPのいずれかを実行しており、Cisco Unified Communications
Managerに接続していない電話のプレゼンスエンティティの場合、BLF
ステータスが [不明（Unknown）]として報告されます。

H.323電話デバイ
スがプレゼンスエ

ンティティとして

動作する場合の

H.323電話の DN
のプレゼンス BLF

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]でユーザデバイスプロファイルの [BLF]ボタンと [短縮
ダイヤル（SpeedDial）]ボタンを設定している場合、Cisco Extension
Mobilityをサポートしている電話にログインすると、この電話の [BLF]ボ
タンと [短縮ダイヤル（SpeedDial）]ボタンに BLFプレゼンスステータ
スが表示されます。

エクステンションモビリティユーザがログアウトすると、Cisco Extension
Mobilityをサポートしている電話に、設定したログアウトプロファイル
の [BLF]ボタンと [短縮ダイヤル（SpeedDial）]ボタンに BLFプレゼンス
ステータスが表示されます。

エクステンション

モビリティでの

BLFプレゼンス

BLFプレゼンスの制限事項
説明制限事項

Cisco Unified Communications Manager AssistantSIPプレゼンスをサポー
トしていません。

SIPプレゼンス

Cisco Unified Communications Manager Administrationハントパイロッ
トに関連付けられている電話番号への BLFプレゼンス要求を拒否し
ます。

BLFプレゼンス要求

Cisco Unified IP Phone 7940と Cisco Unified IP Phone 7960では、コール
リスト BLF機能はサポートされていません。

コールのリスト機能の
BLF
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説明制限事項

BLFと短縮ダイヤルの設定時、管理者はウォッチャに接続先のモニタ
が許可されていることを確認します。Blfプレゼンスグループの認証
は BLFおよびスピードダイヤルには適用されません。

SIPを実行している電話では、BLFプレゼンスグループ
の認証は、コールリストに表示される短縮ダイヤルおよ

び BLFとして設定されている SIP URIまたは電話番号に
も適用されません。

（注）

異なるパーティションに同じ内線番号がある、重複するDNがある場
合は、デバイスに割り当てられている SUBSCRIBE CSS内で設定され
たパーティションの順序に基づいてプレゼンス通知が選択されます。

たとえば、2つのBLFスピードダイヤルが電話機に設定されていると
します。

•「内部」パーティションの拡張1234

•「外部」パーティションの拡張1234

SUBSCRIBE CSS内で最初にリストされているパーティションは、登
録されたデバイスに BLFプレゼンスを提供するものです。

BLFと短縮ダイヤル

複数回線に接続している Cisco Unified IP Phoneは、不在履歴と発信履
歴の回線電話番号に関連付けられているキャッシュされた情報を使用

して、BLFプレゼンス承認を判別します。このコール情報がない場
合、電話はプライマリ回線を BLFプレゼンス認証のサブスクライバ
として使用します。複数回線が接続するCisco Unified IP Phoneの [BLF]
ボタンと [短縮ダイヤル（SpeedDial）]ボタンの場合、使用可能な最
初の回線がサブスクライバとして使用されます。

BLFプレゼンス認証

SIPを実行している Cisco Unified IP Phone 7960および 7940に設定さ
れている電話番号をユーザがモニタするときには、プレゼンスエン

ティティがオフフックである（ただしコール接続状態ではない）場

合、ウォッチャデバイスに「not on the phone」のステータスアイコン
が表示されます。これらの電話はオフフックステータスを検出しま

せん。その他のすべての電話タイプでは、プレゼンスエンティティ

でオフフック状態の場合、ウォッチャデバイスに「on the phone」ス
テータスアイコンが表示されます。

Cisco Unified IP Phone

BLFプレゼンス要求と応答は、SIPトランク、または SIPトランクに
関連付けられているルートにルーティングされる必要があります。

MGCPおよび H323トランクデバイスにルーティングされる BLFプ
レゼンス要求は拒否されます。

SIPトランク（SIP
Trunks）
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説明制限事項

SIPを実行している BLFプレゼンス対応電話では、電話番号または
SIP URIを [BLF]ボタンまたは [短縮ダイヤル（SpeedDial）]ボタンに
設定できます。SCCPを実行しているBLFプレゼンス対応電話では、
電話番号だけを [BLF]ボタンおよび [短縮ダイヤル（SpeedDial）]ボ
タンに設定できます。

SIPを実行している
BLFプレゼンス対応電
話

SIPを実行している電話では、BLFプレゼンスグループの認証は、
コールリストに表示される短縮ダイヤルおよび BLFとして設定され
ている SIP URIまたは電話番号にも適用されません。

SIPを実行している電
話
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第 41 章

コール表示の制限

•コール表示制限の概要（663ページ）
•コール表示制限の設定タスクフロー（663ページ）
•コール表示制限の連携動作（675ページ）
•コール表示制限機能の制限事項（677ページ）

コール表示制限の概要
Cisco Unified Communications Managerには、発信側ユーザと接続側ユーザの両方の番号と名前
の情報の表示を許可または制限する柔軟な設定オプションがあります。接続側の番号と名前

は、それぞれ個別に制限できます。

接続側の番号と名前の制限は、SIPトランクレベルまたはコール単位で設定できます。SIPト
ランクレベルでの設定は、コール単位の設定をオーバーライドします。

たとえばホテル環境では、客室とフロントデスクの間で行われたコールの情報を表示する必要

がある場合があります。一方、客室間のコールについては、いずれの電話に表示されるコール

情報も制限できます。

コール表示制限の設定タスクフロー

始める前に

•コール表示制限の連携動作（675ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

コール表示制限機能をサポートするエン

ドポイントを特定するためにレポートを

生成します。

電話機能一覧の生成（1ページ）ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

パーティションを設定して、電話番号

（DN）の論理グループと、到達可能性
コール表示制限のパーティションの設定

（664ページ）
ステップ 2

の特徴が類似したルートパターンを作

成します。たとえば、ホテル環境では、

ルーム同士でダイヤルするためのパー

ティションや、公衆電話交換網

（PSTN）にダイヤルするためのパー
ティションを設定できます。

コーリングサーチスペースを設定し、

発信側デバイスがコールを終了しようと

コール表示制限のコーリングサーチス

ペースの設定（666ページ）。
ステップ 3

する際に検索できるパーティションを指

定します。ルームやフロントデスク、ホ

テルのその他の内線番号、PSTN、およ
びルームのパーク範囲（コールパーク

の場合）に対してコーリングサーチス

ペースを作成します。

接続側の回線 IDをダイヤル番号として
のみ表示するサービスパラメータを設

定します。

接続先番号表示制限のサービスパラメー

タの設定（667ページ）。
ステップ 4

異なるレベルの表示制限のトランスレー

ションパターンを設定します。

変換パターンの設定（668ページ）。ステップ 5

エンドポイントと、コール表示制限に使

用するパーティションおよびコーリング

サーチスペースを関連付けます。

電話機のコール表示制限の設定（670
ページ）

ステップ 6

PSTNゲートウェイと、コール表示制限
に使用するパーティションおよびコーリ

ングサーチスペースを関連付けます。

コール表示制限のPSTNゲートウェイの
設定（672ページ）

ステップ 7

この手順を使用して、SIPトランクレベ
ルで接続側の番号と名前の制限を設定で

これはオプションです。SIPトランクで
のコール表示制限の設定（672ページ）

ステップ 8

きます。SIPトランクレベルの設定は、
コール単位の設定を上書きします。

コール表示制限のパーティションの設定

パーティションを設定して、ディレクトリ番号（DN）の論理グループと、到達可能性の特徴
が類似したルートパターンを作成します。パーティションを作成することで、ルートプラン

が組織、場所、コールタイプに基づいた論理サブセットに分割されることになり、コールルー

ティングが容易になります。複数のパーティションを設定できます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティショ
ン（Partition）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。

ステップ 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有
のパーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用
できます。パーティション名に関するガイドラインについては、オンラインヘルプを参照して

ください。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。

説明には、任意の言語で最大 50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用
できません。

説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自
動的にパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。

ステップ 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付け
るスケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。

[なし（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デ
バイスのタイムゾーンと [スケジュール（TimeSchedule）]が比較され、パーティションが
着信コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ド
ロップダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケ
ジュール（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用でき
るかどうかが判断されます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

パーティション名のガイドライン

コーリングサーチスペースのパーティションのリストは最大 1024文字に制限されています。
つまり、CSS内のパーティションの最大数は、パーティション名の長さによって異なります。
次の表を使用して、パーティション名が固定長である場合のコーリングサーチスペースに追加

できるパーティションの最大数を決定します。
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表 48 :パーティション名のガイドライン

パーティションの最大数パーティション名の長さ

3402文字

2563文字

2044文字

1725文字

......

9210文字

6415文字

コール表示制限のコーリングサーチスペースの設定

コーリングサーチスペースを設定し、発信側デバイスがコールを終了しようとする際に検索

できるパーティションを指定します。ルームやフロントデスク、ホテルのその他の内線番号、

PSTN、およびルームのパーク範囲（コールパークの場合）に対してコーリングサーチスペー
スを作成します。

始める前に

コール表示制限のパーティションの設定（664ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリング
サーチスペース（Calling Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前

には、最長50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、
およびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します。

説明には、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のい
ずれかを実施します。
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•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。
•パーティションが複数ある場合は、Ctrlキーを押した状態で適切なパーティションを選択
します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィー
ルドにパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを
使用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

接続先番号表示制限のサービスパラメータの設定

接続先番号表示制限は、接続先の回線 IDの表示をダイヤルした番号のみに制限します。この
オプションにより、顧客のプライバシーに関する問題と、電話機のユーザに不要な接続先番号

が表示されるという問題が解消されます。

始める前に

コール表示制限のコーリングサーチスペースの設定（666ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 Cisco CallManagerサービスが実行されているサーバを選択し、Cisco CallManagerサービスを選
択します。

ステップ 3 [元の着信番号を常に表示（Always Display Original Dialed Number）]サービスのパラメータを
[True]に設定してこの機能を有効にします。

デフォルト値は [いいえ（False）]です。

ステップ 4 （任意） [トランスレーション時の元の着信番号の名前の表示（Name Display for Original Dialed
Number When Translated）]サービスのパラメータを設定します。

デフォルトのフィールドには、トランスレーション前の元の着信番号の呼び出し表示が示され

ています。このパラメータを変更して、トランスレーション後の着信番号の呼び出し表示を示

すことができます。このパラメータは、[元の番号を常に表示（AlwaysDisplayOriginalNumber）]
サービスのパラメータが [False]に設定されている場合は、適用されません。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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変換パターンの設定

Unified Communications Managerトランスレーションパターンを使用して、発信をルーティン
グする前に着信番号を操作します。場合によっては、システムが着信番号を使用しないことが

あります。また、公衆電話交換網（PSTN）が着信番号を認識しない場合もあります。コール
表示制限機能では、さまざまなトランスレーションパターンを通じてコールがルーティングさ

れた後に、コールが実際のデバイスに接続されます。

始める前に

接続先番号表示制限のサービスパラメータの設定（667ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [トランスレーションパターン（Translation Pattern）]。

ステップ 2 [トランスレーションパターンの設定（Translation Pattern Configuration）]ウィンドウ内の各
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、コール表示制

限のトランスレーションパターンのフィールド（668ページ）を参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

コール表示制限のトランスレーションパターンのフィールド

説明フィールド

数字とワイルドカードを含む、トランスレーショ

ンパターンを入力します。スペースは使用しない

でください。たとえば、NANPの場合、一般的な
ローカルアクセスには 9.@、一般的なプライベー
トネットワークの番号計画には8XXXを入力しま
す。

有効な文字には、大文字のA、B、C、Dと、国際
的なエスケープ文字 +を表す \+などがあります。

[トランスレーションパターン
（Translation Pattern）]

トランスレーションパターンの説明を入力しま

す。説明には、任意の言語で最大50文字を指定で
きますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&amp;）、山カッコ
（&lt;&gt;）は使用できません。

説明

ドロップダウンリストから、このトランスレー

ションパターンに関連付けるパーティションを選

択します。

パーティション（Partition）
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、このトランスレー

ションパターンに関連付けるコーリングサーチ

スペースを選択します。

コーリングサーチスペース

ドロップダウンリストから、次のオプションのい

ずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：発信側回線 IDの表
現を変更しない場合は、このオプションを選

択します。

• [許可（Allowed）]：発信側電話番号を表示す
る場合は、このオプションを選択します。

• [制限あり（Restricted）]：Cisco Unified
Communications Managerで発信側電話番号の
表示をブロックする場合は、このオプション

を選択します。

発信側回線 IDの表示（Calling Line ID
Presentation）

ドロップダウンリストから、次のオプションのい

ずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：発信者名の表現を
変更しない場合は、このオプションを選択し

ます。

• [許可（Allowed）]：発信側の名前を表示する
場合は、このオプションを選択します。

• [制限あり（Restricted）]：Cisco Unified
Communications Managerで発信者名の表示を
ブロックする場合は、このオプションを選択

します。

発信者名の表示（Calling Name
Presentation）

ドロップダウンリストから、次のオプションのい

ずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：接続側回線 IDの表
現を変更しない場合は、このオプションを選

択します。

• [許可（Allowed）]：接続側電話番号を表示す
る場合は、このオプションを選択します。

• [制限あり（Restricted）]：Cisco Unified
Communications Managerで接続側電話番号の
表示をブロックする場合は、このオプション

を選択します。

接続側回線 IDの表示（Connected Line ID
Presentation）
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のオプションのい

ずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：接続先名の表現を
変更しない場合は、このオプションを選択し

ます。

• [許可（Allowed）]：接続側の名前を表示する
場合は、このオプションを選択します。

• [制限あり（Restricted）]：Cisco Unified
Communications Managerで接続側名の表示を
ブロックする場合は、このオプションを選択

します。

接続先名の表示（Connected Name
Presentation）

電話機のコール表示制限の設定

この手順を使用して、コール表示制限に使用するコーリングサーチスペースやパーティショ

ンを電話機に関連付けます。

始める前に

変換パターンの設定（668ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

a) 既存の電話機についてのフィールドを変更するには、検索条件を入力し、検索結果の一覧

から電話機を選択します。[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

b) 新しい電話機を追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

[新規電話を追加（Add a New Phone）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストから、着信番号の
ルーティング方法を決定する際に、システムが使用するコーリングサーチスペースを選択し

ます。

ステップ 4 [表示インジケータを無視（内線コールのみ）（Ignore presentation indicators（internal calls
only））]チェックボックスをオンにして、内線コールの表示制限を無視します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話機がデータベースに追加されます。
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ステップ 6 追加した電話機を電話番号に関連付けるには、[デバイス（Device）]> [電話（Phone）]を選択
し、追加した電話機を検索するための検索パラメータを入力します。

ステップ 7 [電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウで、電話機の名前をクリックしま
す。

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 [関連付け（Association）]ペインから、電話機の名前をクリックして電話番号を追加または変
更します。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウの [電話番号（Directory Number）]
テキストボックスで、電話番号の値を追加または変更し、[ルートパーティション（Route
Partition）]ドロップダウンリストの値を選択します。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

電話設定の例

電話機 A（Room-1）をパーティション P_Roomとデバイス/回線コーリングサーチス
ペース CSS_FromRoomで設定

{ P_Phones, CSS_FromRoom} : 221/Room-1

電話機 B（Room-2）をパーティション P_Roomとデバイス/回線コーリングサーチス
ペース CSS_FromRoomで設定

{ P_Phones, CSS_FromRoom} : 222/Room-2

電話機 C（Front Desk-1）をパーティション P_FrontDeskとデバイス/回線コーリング
サーチスペース

CSS_FromFrontDeskを使用し、[表示インジケータを無視（Ignore Presentation Indicators）]
チェックボックスをオンにして設定

{ P_FrontDesk, CSS_FromFrontDesk, IgnorePresentationIndicators set} : 100/Reception

電話機 D（Front Desk-2）をパーティション P_FrontDeskとデバイス/回線コーリング
サーチスペース

CSS_FromFrontDeskを使用し、[表示インジケータを無視（Ignore Presentation Indicators）]
チェックボックスをオンにして設定

{ P_FrontDesk, CSS_FromFrontDesk, IgnorePresentationIndicators set} : 200/Reception

電話機 E（Club）をパーティション P_Clubとデバイス/回線コーリングサーチスペー
ス CSS_FromClubで設定

{ P_Club, CSS_FromClub) : 300/Club
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コール表示制限の PSTNゲートウェイの設定
PSTNゲートウェイと、コール表示制限に使用するパーティションおよびコーリングサーチス
ペースを関連付けます。

始める前に

電話機のコール表示制限の設定（670ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] >
[ゲートウェイ（Gateway）]を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力し、結果のリストから PSTNゲートウェイを選択します。
[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストから、PSTNか
らの着信コールのルーティング方法を決定する際に、システムが使用するコーリングサーチ

スペースを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]と [リセット（Reset）]をクリックして設定の変更を適用します。

ステップ 5 （オプション）使用可能なトランクまたはゲートウェイを関連づけるには、[Cisco Unified CM
の管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[SIPルートパターン（SIP
Route Pattern）]を選択し、[SIPトランク/ルートリスト（SIP Trunk/Route List）]ドロップダ
ウンリストから SIPトランクまたはルートを選択します。

ゲートウェイ設定の例

ルートパターン P_PSTNとコーリングサーチスペース CSS_FromPSTNを使用して
PSTNゲートウェイ Eを設定します。

{CSS_FromPSTN}, RoutePattern {P_PSTN}

SIPトランクでのコール表示制限の設定
SIPトランクレベルで接続側の番号と名前の制限を設定できます。SIPトランクレベルの設定
は、コール単位の設定を上書きします。

始める前に

（オプション） コール表示制限の PSTNゲートウェイの設定（672ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス(Device)] &gt; [トランク(Trunk)]
[トランクの検索と一覧表示（Find and List Trunks）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 更新するトランクの名前を選択します。

ステップ 4 [SIPトランク設定（SIP Trunk Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定します。フィー
ルドとその設定オプションの詳細については、コール表示制限の SIPトランクのフィールド
（673ページ）を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

コール表示制限の SIPトランクのフィールド

表 49 :着信コール

説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のオプションのい

ずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：発信側回線 IDの表
現を変更しない場合は、このオプションを選

択します。

• [許可（Allowed）]：発信側電話番号を表示す
る場合は、このオプションを選択します。

• [制限あり（Restricted）]：Cisco Unified
Communications Managerで発信側電話番号の
表示をブロックする場合は、このオプション

を選択します。

発信側回線 IDの表示（Calling Line ID
Presentation）
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のオプションのい

ずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：発信者名の表現を
変更しない場合は、このオプションを選択し

ます。

• [許可（Allowed）]：発信側の名前を表示する
場合は、このオプションを選択します。

• [制限あり（Restricted）]：Cisco Unified
Communications Managerで発信者名の表示を
ブロックする場合は、このオプションを選択

します。

発信者名の表示（Calling Name
Presentation）

ドロップダウンリストから、このトランスレー

ションパターンに関連付けるコーリングサーチ

スペースを選択します。

コーリングサーチスペース

表 50 :発信コール

説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のオプションのい

ずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：接続側回線 IDの表
現を変更しない場合は、このオプションを選

択します。

• [許可（Allowed）]：接続側電話番号を表示す
る場合は、このオプションを選択します。

• [制限あり（Restricted）]：Cisco Unified
Communications Managerで接続側電話番号の
表示をブロックする場合は、このオプション

を選択します。

接続側回線 IDの表示（Connected Line ID
Presentation）
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、次のオプションのい

ずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：接続先名の表現を
変更しない場合は、このオプションを選択し

ます。

• [許可（Allowed）]：接続側の名前を表示する
場合は、このオプションを選択します。

• [制限あり（Restricted）]：Cisco Unified
Communications Managerで接続側名の表示を
ブロックする場合は、このオプションを選択

します。

接続先名の表示（Connected Name
Presentation）

コール表示制限の連携動作
ここでは、コール表示制限機能と Cisco Unified Communications Managerアプリケーションおよ
びコール処理機能との連携動作について説明します。
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連携動作機能

コールパークとコール表示制限機能を使用する場合には、コール表

示制限機能を保持するため、個々のコールパーク番号に対して関連

トランスレーションパターンを設定する必要があります。1つのトラ
ンスレーションパターンでコールパーク番号の範囲をカバーするよ

うに設定することはできません。

次のようなシナリオを例として考えます。

1. システム管理者は、77xのコールパーク範囲を作成し、
P_ParkRangeという名前のパーティションに配置します。
（P_ParkRangeパーティションを客室の電話のコーリングサーチ
スペース [CSS_FromRoom]に含めることで、P_ParkRangeパーティ
ションが客室の電話に認識されます）。

2. 管理者はコールパーク電話番号ごとに個別のトランスレーション
パターンを設定し、表示フィールドを [制限あり（Restricted）]に
設定します。（このシナリオでは、管理者は 770、771、772...779
のトランスレーションパターンを作成します）。

コール表示制限機能が正しく機能するためには、管理

者が番号範囲（77xまたは 77[0-9]など）に対して 1
つのトランスレーションパターンを設定するのでは

なく、番号ごとに個別のトランスレーションパター

ンを設定する必要があります。

（注）

3. Room-1が Room-2にコールを発信します。

4. Room-2がコールに応答すると、Room-1がコールをパークしま
す。

5. Room-1がコールを取得すると、Room-2には Room-1のコール情
報は表示されません。

「コールパークの概要」を参照してください。

コールパーク

コール表示制限を使用すると、会議参加者のリストの表示情報が制限

されます。

「アドホック会議の概要」を参照してください。

会議リスト

コール表示制限機能を、会議やボイスメールなどの機能と共に使用

すると、電話のコール情報表示にそのステータスが反映されます。た

とえば、会議機能が呼び出されると、コール情報表示に [会議（To
Conference）]が表示されます。[メッセージ（Messages）]ボタンを選
択してボイスメールにアクセスすると、コール情報表示に [ボイス
メール（To Voicemail）]が表示されます。

会議とボイスメール
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連携動作機能

コール表示制限機能をエクステンションモビリティと共に使用する

には、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]の [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウ
と、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]の [デバイスプロファイルの設定（Device Profile
Configuration）]ウィンドウで、[プレゼンテーションインジケータを
無視（内線コールのみ）（Ignore Presentation Indicators (internal calls
only)）]パラメータを有効にします。

エクステンションモビリティでコール表示制限機能を有効にする場

合、コール情報の表示または制限は、デバイスにログインしている

ユーザに関連付けられている回線プロファイルに応じて異なります。

（ユーザに関連付けられている）ユーザデバイスプロファイルに入

力された設定は、（エクステンションモビリティが有効な電話の）

電話設定に入力された設定を上書きします。

エクステンションモビ

リティ（Extension
Mobility）

接続番号表示制限は、このシステムから発信されるすべてのコールに

適用されます。この値を [はい（True）]に設定すると、このフィール
ドは既存の Cisco Unified Communications Managerのアプリケーショ
ン、機能、およびコール処理と連携します。この値は、システムの内

部または外部で終了するすべてのコールに適用されます。接続番号表

示が更新され、不在転送または話中転送の転送先にコールがルーティ

ングされるか、コール転送またはCTIアプリケーションでリダイレク
トされる場合、変更された番号またはリダイレクトされた番号が表示

されるようになりました。

コール自動転送

コール表示制限機能の制限事項
トランスレーションパターン：トランスレーションパターンではエントリの重複は許可され

ていません。
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第 42 章

サイレント

•サイレントの概要（679ページ）
•サイレントの設定のタスクフロー（680ページ）
•応答不可の連携動作と制限事項（689ページ）
•応答不可のトラブルシューティング（692ページ）

サイレントの概要
サイレント（DND）は、次のオプションを提供します。

• [コール拒否（Call Reject）]：このオプションは、着信コールが拒否されるように指定しま
す。[DND着信呼警告（DND Incoming Call Alert）]パラメータの設定に応じて、電話は
ビープを再生するか、コールの点滅通知を表示します。

• [呼出音オフ（Ringer Off）]：このオプションは、呼出音をオフにしますが、ユーザがコー
ルを受け付けられるように、着信コール情報をデバイスに表示します。

DNDを有効にすると、通常の優先順位の新しい着信コールすべては、デバイスのDND設定を
受け入れます。Cisco Emergency Responder（CER）のコールや、Multilevel Precedence and
Preemption（MLPP）のコールなど、優先順位の高いコールの場合、デバイスの呼出音が鳴りま
す。さらに、DNDを有効にすると、自動応答機能は無効になります。

ユーザは、次の方法により電話でサイレントを有効化できます。

•ソフトキー
•機能ボタン
• Cisco Unified Communicationsセルフケアポータル

Cisco Unified Communications Managerから電話ごとに、この機能を有効または無効にすること
もできます。

（注）
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電話機の動作

サイレントを有効にすると、Cisco Unified IP Phoneに「サイレントが有効になっています（Do
Not Disturb is active）」「」というメッセージが表示されます。一部の Cisco Unified IP Phone
には、DNDステータスアイコンが表示されます。個々の電話モデルがサイレントを使用する
方法の詳細については、特定の電話モデルに関するユーザガイドを参照してください。

DNDを有効にすると、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]の [着信呼警告（Incoming Call Alert）]で指定されているとおりに、電話への
着信コール通知をユーザは受信しますが、優先順位の高いコール（Cisco Emergency Responder
のコールやMLPPのコールなど）の場合を除いて電話が鳴ることはありません。また、電話が
鳴っているときに DNDを有効にすると、電話は呼出音を停止します。

ステータス通知

サイレントは、SIPデバイスと Cisco Skinny Call Control Protocol（SCCP）デバイスの両方でサ
ポートされています。

SIP電話は、SIP PUBLISHメソッドを使用して、DNDステータスの変更を Cisco Unified
Communications Managerに通知します。Cisco Unified Communications Managerは、Remote-cc
REFER要求を使用して、DNDステータスの変更を SIP電話に通知します。

SCCP電話は、SCCPメッセージングを使用して、DNDステータスの変更を Cisco Unified
Communications Managerに通知します。

サイレントの設定のタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

どの電話がサイレント設定をサポートし

ているかを確認するには、[Cisco Unified
電話機能一覧の生成（1ページ）ステップ 1

Reporting]から電話機能レポート一覧を
実行します。

SIPを実行するCisco Unified
IP Phone 7940および 7960
は、サイレント機能の下位

互換性を実装しており、SIP
プロファイルで設定できま

す。

（注）

話中ランプフィールドのステータスの

サービスパラメータを設定します。

話中ランプフィールドステータスの設

定（681ページ）
ステップ 2

これはオプションです。共通の電話プロ

ファイルに対するサイレント設定ネット

共通の電話プロファイルでのサイレント

の設定（682ページ）
ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

ワーク内にある電話機のグループに対し

てサイレント設定を適用するには、プロ

ファイルで設定します。

電話にサイレント設定を適用します。電話へのサイレント設定の適用（683
ページ）。

ステップ 4

電話機にサイレント機能ボタンまたはソ

フトキーを追加します。

ソフトキーまたは機能ボタンのどちらを

使用しているかによって、次のタスクの

いずれかを実行します。

ステップ 5

•サイレント機能ボタンの設定（684
ページ）

• [サイレント（Do Not Disturb）]ソ
フトキーの設定（685ページ）

話中ランプフィールドステータスの設定

[BLFステータスが DNDを示す（BLF Status Depects DND）]サービスパラメータを設定する
ことにより、話中ランプフィールド（BLF）ステータスでサイレント（DND）を示す方法を設
定します。BLFステータスを設定するには、次の手順を実行します。

始める前に

電話機能一覧の生成（1ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 設定するサーバの [Cisco CallManager]サービスを選択します。

ステップ 3 [クラスタ全体のパラメータ（システム -プレゼンス）（Clusterwide Parameters（System -
Presence））]ペインで、[BLFステータスがDNDを示す（BLF Status Depects DND）]サービス
パラメータに次のいずれかの値を指定します。

•はい（True）：デバイスでサイレントが有効になっている場合、そのデバイスまたはライ
ンアピアランスの BLFステータスインジケータにサイレント状態が反映されます。

•いいえ（False）：デバイスでサイレントが有効になっている場合、そのデバイスまたはラ
インアピアランスの BLFステータスインジケータに実際のデバイス状態が反映されま
す。
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次のタスク

次のいずれかの手順を実行します。

共通の電話プロファイルでのサイレントの設定（682ページ）

電話へのサイレント設定の適用（683ページ）

共通の電話プロファイルでのサイレントの設定

共通の電話プロファイルを使用すると、サイレントを設定し、そのプロファイルを使用する

ネットワーク内の電話のグループにこれらの設定を適用できます。

始める前に

話中ランプフィールドステータスの設定（681ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [デバ
イスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]を選択
します。

ステップ 2 [DNDオプション（DND Option）]ドロップダウンリストから、サイレント機能による着信
コールの処理方法を選択します。

• [コール拒否（Call Reject）]：着信コール情報がユーザに表示されません。[DND着信呼警
告（DND Incoming Call Alert）]パラメータの設定に応じて、電話はビープを再生するか、
コールの点滅通知を表示します。

• [呼出音オフ（Ringer Off）]：このオプションは、呼出音をオフにしますが、着信コール情
報がデバイスに表示されるため、ユーザはコールを受け付けることができます。

携帯電話とデュアルモード電話の場合、[コール拒否（Call Reject）]オプションの
みを選択できます。

（注）

ステップ 3 [着信コールアラート（Incoming Call Alert）]ドロップダウンリストから、サイレントがオン
になっている場合に電話ユーザに着信コールを警告する方法を選択します。

• [無効（Disable）]：コールのビープ通知とフラッシュ通知は障がい者向けです。DNDの
[呼出音オフ（Ringer Off）]オプションを設定すると、着信コール情報は引き続き表示され
ます。ただし、[DNDコール拒否（DND Call Reject）]オプションの場合、コールアラー
トが表示されず、デバイスに情報が送信されません。

• [フラッシュのみ（Flash Only）]：電話は着信コールをフラッシュします。
• [ビープ音のみ（Beep Only）]：電話に着信コールのフラッシュアラートが表示されます。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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電話へのサイレント設定の適用

この手順は、Cisco Unified IP Phoneでサイレント設定を適用する方法について説明します。
[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で [電話機の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウから、DND設定を適用できます。または、共通の電話プロファイ
ルに DND設定を適用して、そのプロファイルを電話機に適用できます。

始める前に

共通の電話プロファイルを使用している場合、共通の電話プロファイルでのサイレントの設定

（682ページ）を実行してください。

それ以外の場合は、を実行してください。話中ランプフィールドステータスの設定（681ペー
ジ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、サイレント設定を適用する電話機を選択します。

ステップ 3 共通の電話プロファイルからサイレント設定を適用するには、[共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]ドロップダウンリストから、サイレント設定を適用したプロファ
イルを選択します。

ステップ 4 電話機でサイレント設定を有効にする場合は、[サイレント（DoNotDisturb）]チェックボック
スをオンにします。

ステップ 5 [DNDオプション（DND Option）]ドロップダウンリストで、DND機能を使用した着信コー
ルの処理方法を次のオプションから選択します。

• [コール拒否（Call Reject）]：着信コール情報がユーザに表示されません。設定に応じて、
電話機からビープ音が鳴るか、フラッシュ通知が表示されます。

• [呼出音オフ（Ringer Off）]：ユーザがコールに応答できるよう着信コール情報がデバイス
に表示されますが、呼出音は鳴りません。

• [共通プロファイル設定を使用（Use Common Profile Setting）]：このデバイスに指定された
共通の電話プロファイルのサイレント設定が使用されます。

SCCPを実行している 7940/7960電話の場合、選択できるのは [呼出音オフ（Ringer
Off）]オプションだけです。携帯デバイスとデュアルモード電話の場合、[コール
拒否（Call Reject）]オプションのみを選択できます。携帯デバイスまたはデュアル
モード電話機で [DNDコール拒否（DND Call Reject）]をアクティブにすると、デバ
イスにコール情報が表示されません。

（注）

ステップ 6 [DND着信コールアラート（DND Incoming Call Alert）]ドロップダウンリストで、DNDがオ
ンの場合に電話機で着信コールを表示する方法を次のオプションから選択します。

• [なし（None）]：共通の電話プロファイルの DND着信コールアラートの設定がこのデバ
イスで使用されます。
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• [無効（Disable）]：DND呼出音オフオプションでは、ビープ音およびフラッシュ通知の
両方が無効ですが、着信コール情報は表示されます。コール拒否オプションでは、ビープ

音およびフラッシュ通知が無効になり、着信コール情報はデバイスに送られません。

• [ビープ音のみ（Beep only）]：着信コールの際、ビープ音のみ再生されます。
• [フラッシュのみ（Flash only）]：着信コールの際、フラッシュアラートが表示されます。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

次のいずれかの手順を実行します。

サイレント機能ボタンの設定（684ページ）

[サイレント（Do Not Disturb）]ソフトキーの設定（685ページ）

サイレント機能ボタンの設定

Cisco Unified IP Phoneにサイレント機能ボタンを追加するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

サイレントボタンを含む電話ボタンテ

ンプレートを作成します。

サイレントの電話ボタンテンプレート

の設定（684ページ）
ステップ 1

サイレントボタンテンプレートを電話

に関連付けます。

電話機とボタンテンプレートの関連付

け（302ページ）
ステップ 2

サイレントの電話ボタンテンプレートの設定

[サイレント（Do Not Disturb）]ボタンが含まれている電話ボタンテンプレートを設定するに
は、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックして、サポートされる電話テンプレートのリストを表示します。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成する場合は、この手順を実行します。それ以外の場合
は、次のステップに進みます。

a) 電話機モデルのデフォルトのテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックしま
す。
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b) [電話ボタンテンプレート情報（Phone Button Templates Information）]フィールドに、テン
プレートの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存のテンプレートを選択します。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。

電話機とボタンテンプレートの関連付け

始める前に

サイレントの電話ボタンテンプレートの設定（684ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、設定済みの電話のリストを表示します。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボ
タンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボッ
クスが表示されます。

[サイレント（Do Not Disturb）]ソフトキーの設定
（オプション）電話機でソフトキーを使用する場合、次のタスクを実行して、電話にサイレン

トソフトキーを追加します。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
685

プレゼンスおよびプライバシー機能

電話機とボタンテンプレートの関連付け



手順

目的コマンドまたはアクション

[サイレント（Do Not Disturb）]ソフト
キーを含むソフトキーテンプレートを

作成します。

サイレントのソフトキーテンプレート

の設定（686ページ）
ステップ 1

[共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]にソフトキーを関連付

次のいずれかの手順を実行します。ステップ 2

•共通デバイス設定とソフトキーテ
ンプレートの関連付け（687ペー
ジ）

けて、電話グループにその設定を関連付

けるか、電話機にソフトキーテンプレー

トを直接関連付けることができます。
•電話とソフトキーテンプレートの
関連付け（689ページ）

サイレントのソフトキーテンプレートの設定

[サイレント（Do Not Disturb）]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートを設定するには、
次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]を選択します。

ステップ 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、

次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。
c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新
しい名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 必要な既存のテンプレートを選択します。

ステップ 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default Softkey Template）]チェックボックスをオンに
し、このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定

した場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削

除することができません。

（注）
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ステップ 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウ
トの設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソ
フトキーに表示するコール状態を選択します。

ステップ 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択
し、右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフト
キーを移動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 8 追加のコール状態でのソフトキーを表示するには、前述のステップを繰り返します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 10 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。詳細については、「共通デバイス設定へのソフトキー

テンプレートの追加」と「電話機のセクションとソフトキーテンプレートの関連付け」を

参照してください。

次のタスク

次のいずれかの手順を実行して、ソフトキーテンプレートを電話に追加します。

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け（687ページ）

電話とソフトキーテンプレートの関連付け（689ページ）

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

[サイレント（Do Not Disturb）]（DND）ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連
付けるときに、DNDソフトキーを共通デバイス設定にて使用する Cisco Unified IP Phoneのグ
ループに追加できます。

始める前に

サイレントのソフトキーテンプレートの設定（686ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

共通デバイス設定にDNDソフトキーテ
ンプレートを関連付けます。

共通デバイス設定へのソフトキーテン

プレートの追加（688ページ）
ステップ 1

電話に共通デバイス設定を関連付けるこ

とで、電話にDNDソフトキーを追加し
ます。

電話機と共通デバイス設定の関連付け

（688ページ）
ステップ 2
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共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、この手
順を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存の共通デバイス設定をクリックします。

ステップ 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソ
フトキーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用
（Apply Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再
起動します。

電話機と共通デバイス設定の関連付け

始める前に

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け（687ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックし、ソフトキーテンプレートを追加する電話デバイスを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフ
トキーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話とソフトキーテンプレートの関連付け

[サイレント（Do Not Disturb）]ソフトキーを含むソフトキーテンプレートを設定していて、
そのソフトキーテンプレートを電話に関連付けるには、次の手順を実行します。

始める前に

サイレントのソフトキーテンプレートの設定（686ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、ソフトキーテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキー
が含まれているテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]を押して、電話機の設定を更新します。

応答不可の連携動作と制限事項
このセクションでは、サイレントの連携動作と制限事項に関して説明します。

連携動作

次の表に、サイレント（DND）機能の連携動作を示します。特に指定されていない限り、連係
動作はサイレント呼び出し音オフおよびサイレントコール拒否オプションの両方に適用されま

す。

サイレントとの連携動作機能

Cisco Unified IP Phoneでは、サイレント（DND）機能がアクティブで
あることを示すメッセージがユーザに新しいボイスメッセージが届い

ていることを示すメッセージよりも優先されます。ただし、不在転送

機能がアクティブであることを通知するメッセージがDNDよりも優先
されます。

すべてのコールの転

送
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サイレントとの連携動作機能

ローカルにパークされたコールでは、パークの復帰がサイレントより

も優先されます。電話 Aのサイレントがオンでコールがパークされた
場合、電話Aへのパークの復帰が発生し、電話Aの呼び出し音が鳴り
ます。

リモートにパークされたコールでは、サイレントがパークの復帰より

も優先されます。

•電話 Aがサイレント着信音オフを有効化し、電話 A-primeと回線
を共有する場合、電話 A-primeがコールをパークすると、電話 A
のパークの復帰はサイレント設定に従い、呼び出し音は鳴りませ

ん。

•電話Aがサイレントコール拒否を有効化した場合、パークの復帰
は電話 Aに表示されません。

パークの復帰

ローカルで発行されたピックアップ要求の場合、ピックアップがサイ

レントよりも優先されます。電話 Aのサイレントがオンで、任意のタ
イプのピックアップを開始した場合、ピックアップコールは通常どお

り表示され、電話 Aの呼び出し音が鳴ります。

リモートで発行されたピックアップ要求の場合、サイレントが次のよ

うにピックアップよりも優先されます。

•電話 Aがサイレント着信音オフモードで電話 A-primeと回線を共
有する場合、電話 A-primeがピックアップを開始すると、電話 A
へのピックアップコールはサイレント設定に従い、電話Aの呼び
出し音は鳴りません。

•電話Aがサイレントコール拒否モードの場合、ピックアップコー
ルは電話 Aに表示されません。

ピック

保留復帰とインターコムはサイレントよりも優先され、コールは通常

どおり表示されます。

保留復帰とインター

コム

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）（SCCPを実行している
電話）および Cisco Emergency Responderコールはサイレントよりも優
先されます。MLPPおよび Cisco Emergency Responderコールは通常ど
おり表示され、電話呼出音が鳴ります。

MLPPと CER
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サイレントとの連携動作機能

発信側では折り返しがサイレントよりも優先されます。有効化デバイ

スがサイレントモードの場合、折り返し通知（音声と表示の両方）は

引き続きユーザに表示されます。

着信側では、次のようにサイレントが折り返しよりも優先されます。

•着信側がサイレント着信音オフの場合、着信側がオフフックおよ
びオンフックになった後で、[折り返し使用可能（Callback
Available）]画面が送信されます。

•着信側がサイレントコール拒否で使用可能な場合、有効化デバイ
スが同じクラスタ内にあれば、新しい画面が有効化デバイスに送

信され、「&lt;DirectoryNumber&gt;は応答可能になりましたが、
サイレント -コール拒否状態です（&lt;DirectoryNumber&gt; has
become available but is on DND-R）」と表示されます。折り返し使
用可能通知は着信側がサイレントコール拒否を無効化した後にの

み送信されます。

折り返し

サイレント着信音オフオプションの場合、デバイスに視覚的な通知の

みが表示されます。

サイレントコール拒否オプションの場合、デバイスに通知は表示され

ません。

ピックアップ通知

ハントリスト内のデバイスでサイレント着信音オフが有効化されてい

る場合でも、コールは引き続きユーザに表示されます。ただし、DND
着信呼警告の設定は引き続き適用される場合があります。

ハントリスト内のデバイスでサイレントコール拒否が有効化されてい

る場合、そのハントリストへの任意のコールは次のメンバーへ移り、

このデバイスには送信されません。

ハントリスト

エクステンションモビリティの場合、デバイスプロファイル設定に

DND着信呼警告とサイレントステータスが含まれます。ユーザがログ
インしてサイレントを有効にすると、DND着信呼警告とサイレントス
テータスの設定が保存され、ユーザが再度ログインするとこれらの設

定が使用されます。

エクステンションモビリティにログインしているユーザが

DND着信呼警告またはサイレントステータスの設定を変
更しても、このアクションは実際のデバイス設定に影響し

ません。

（注）

エクステンションモ

ビリティ
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機能制限（Restrictions）
使用中の電話機やデバイスの種類によっては、DNDの使用にいくつかの制限事項が適用され
ます。

• SCCPを実行している次の電話機のモデルやデバイスは、DNDの [呼出音オフ（Ringer
Off）]オプションのみサポートしています。

• Cisco Unified IP Phone 7940

• Cisco Unified IP Phone 7960

• Cisco IP Communicator

SIPを実行する Cisco Unified IP Phone 7940および 7960は、独自の
サイレント機能を実装して使用しており、これには後方互換性が

あります。

（注）

•次の電話機のモデルやデバイスは、DNDの [コール拒否（Call Reject）]オプションのみサ
ポートしています。

•モバイルデバイス（デュアルモード）

•リモート宛先プロファイル

• Cisco Unified Mobile Communicator

応答不可のトラブルシューティング
ここでは、Cisco Unified IP Phone（SCCPおよび SIP）向けのトラブルシューティング情報を提
供します。

SIP電話の場合、次の情報を使用してトラブルシューティングを行います。

•デバッグ：sip-dnd、sip-messages、dnd-settings

•表示：config、dnd-settings

•スニファトレース

SCCP電話の場合、次の情報を使用してトラブルシューティングを行います。

•デバッグ：jvm all info

•スニファトレース
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トラブルシューティングのエラー

次の表に、サイレントのエラーをトラブルシューティングする方法について説明します。

アクション症状

•この電話のソフトキーまたはボタンテンプレートがDNDに含ま
れていることを確認します。

•スニファトレースをキャプチャし、電話に正しいソフトキーま
たはボタンテンプレートが設定されていることを確認します。

•電話ファームウェアのバージョンが 8.3(1)以降であることを確認
します。

DNDソフトキーが表
示されません。

または

DND機能ボタンが表
示されません。

• BLF DNDがエンタープライズパラメータで有効に設定されてい
ることを確認します。

•スニファトレースをキャプチャし、電話に正しい通知メッセー
ジが設定されていることを確認します。

•電話ファームウェアのバージョンが 8.3(1)以降であることを確認
します。

BLF短縮ダイヤルには
DNDステータスは表
示されません。

• BOT/TCTデバイスが、DND状態が OFFに設定されている共有
回線デバイスであるかどうかを確認します。状態がONの場合、
他のシェアドラインの DND状態への変更は反映されません。

•モニタリングする回線の DNDステータスの変更を反映するため
に、BOT/TCTデバイスの DNDステータスが OFFに設定されて
いることを確認します。

DNDの変更は、モニ
タリングデバイスに反

映されません。
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第 43 章

プライバシー

•プライバシーの概要（695ページ）
•プライバシーの設定タスクフロー（696ページ）
•プライバシーの制限（700ページ）

プライバシーの概要
プライバシー機能により、1つの回線（DN）を共有する電話のユーザがコールステータスを
確認し、コールに割り込むことができるかどうかを決定できます。プライバシー機能は、電話

別またはすべての電話に対して有効化または無効化できます。デフォルトでは、クラスタ内の

すべての電話でプライバシーが有効になります。

プライバシーが設定されたデバイスが Cisco Unified Communications Managerに登録されると、
プライバシーが設定されている電話の機能ボタンにラベルが表示され、アイコンによってス

テータスが表示されます。ボタンにランプがついている場合、ランプが点灯します。

電話が着信コールを受信すると、ユーザは [プライバシー（Privacy）]機能ボタンを押してその
コールをプライベートにします。これにより、コール情報が共有回線に表示されなくなりま

す。[プライバシー（Privacy）]機能ボタンにより [オン（On）]と [オフ（Off）]が切り替わり
ます。

ご使用の Cisco Unified IP Phoneでプライバシー機能がサポートされているかどうかを確認する
には、ご使用の電話モデルのユーザマニュアルを参照してください。

Privacy On Hold
Privacy On Hold機能により、同じ回線（DN）を共有する電話を使用するユーザの、コールス
テータスの確認および保留中のコールの取得機能を有効化または無効化できます。

Privacy On Hold機能は、特定の電話またはすべての電話に対して有効化または無効化できま
す。Privacy On Hold機能が有効な場合、すべてのプライベートコールでこの機能が自動的に
アクティブになります。デフォルトでは、クラスタ内のすべての電話で Privacy On Hold機能
が無効になります。
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Privacy On Hold機能をアクティブにするには、プライベートコールの間に [保留（Hold）]ソ
フトキーまたは [保留（Hold）]ボタンを押します。コールに戻るには、[再開]ソフトキーを押
します。コールを保留にしている電話には保留中のコールのステータスインジケータが表示さ

れ、共有回線には保留中のプライベートコールのステータスインジケータが表示されます。

プライバシーの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

プライバシー機能をサポートするデバイ

スを特定するためにレポートを生成しま

す。

電話機能一覧の生成（1ページ）ステップ 1

クラスタ内のすべての電話のプライバ

シーをデフォルトで有効にします。

クラスタ全体のプライバシーの有効化

（696ページ）
ステップ 2

特定のデバイスのプライバシーを有効に

します。

デバイスのプライバシーの有効化（697
ページ）

ステップ 3

デバイスのプライバシー電話ボタンテ

ンプレートを設定します。

プライバシー電話ボタンテンプレート

の設定（697ページ）
ステップ 4

ユーザに電話ボタンテンプレートを関

連付けます。

電話とプライバシー電話ボタンテンプ

レートの関連付け（698ページ）
ステップ 5

共有ラインアピアランスを設定します。共有ラインアピアランスの設定（698
ページ）

ステップ 6

Privacy on Holdを設定します。（任意）Privacy on Holdの設定（699
ページ）

ステップ 7

クラスタ全体のプライバシーの有効化

クラスタ全体のプライバシーをデフォルトで有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]を選択します。
[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサー
バを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
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ステップ 4 [プライバシー設定（Privacy Setting）]ドロップダウンリストから [はい（True）]を選択しま
す。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

デバイスのプライバシーの有効化

始める前に

電話機のモデルがプライバシーをサポートすることを確認します。詳細については、電話機能

一覧の生成（1ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 検索情報を指定し、[検索（Find）]をクリックします。
電話機の検索結果が表示されます。

ステップ 3 電話機を選択します。

ステップ 4 [プライバシー（Privacy）]ドロップダウンリストから [デフォルト（Default）]を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

プライバシー電話ボタンテンプレートの設定

始める前に

デバイスのプライバシーの有効化（697ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）]。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックして、サポートされる電話テンプレートのリストを表示します。

ステップ 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成する場合は、この手順を実行します。それ以外の場合
は、次のステップに進みます。

a) 電話機モデルのデフォルトのテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックしま
す。
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b) [電話ボタンテンプレート情報（Phone Button Templates Information）]フィールドに、テン
プレートの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存のテンプレートを選択します。

ステップ 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付
けた後にデバイスを再起動します。

電話とプライバシー電話ボタンテンプレートの関連付け

始める前に

プライバシー電話ボタンテンプレートの設定（697ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、設定済みの電話のリストを表示します。

ステップ 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

ステップ 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボ
タンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボッ
クスが表示されます。

共有ラインアピアランスの設定

始める前に

電話とプライバシー電話ボタンテンプレートの関連付け（698ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話機を検索するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
検索基準に一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 共有ラインアピアランスを設定する電話機を選択します。
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの左側の [割り当て情報（Association
Information）]領域で、[新規 DNを追加（Add a new DN）]リンクをクリックします。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [電話番号（Directory Number）]を入力して、電話番号が属する [ルートパーティション（Route
Partition）]を選択します。

ステップ 6 [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドを設定しま
す。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 7 共有ラインアピアランスを作成するすべての電話機でステップ 3（699ページ）からステッ
プ 6（699ページ）を繰り返します。

共有ラインアピアランスの一部であるすべての電話機に、同じ電話番号およびルー

トパーティションが割り当てられていることを確認します。

（注）

Privacy on Holdの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]の順に選択します。
[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサー
バを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 [保留中のコールにプライバシー設定を強制適用する（Enforce Privacy Setting on Held Calls）]
サービスパラメータを [True]に設定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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プライバシーの制限

説明制限事項

• CTIは TAPIや JTAPIアプリケーションが
起動する APIを介したプライバシーはサ
ポートしていません。[プライバシー
（Privacy）]機能ボタンを使用して IPフォ
ンでプライバシーが有効または無効になっ

たときに、CTIはイベントを生成します。

• CTIは TAPIや JTAPIアプリケーションが
起動する APIを介した保留中のプライバ
シーはサポートしていません。プライバ

シーが有効になっているコールが保留中

になり、IPフォンで [プライバシー
（Privacy）]機能ボタンを使用して保留中
のコールのプライバシーが有効または無

効になったときに、CTIはイベントを生
成します。

CTI
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第 44 章

Private Line Automatic Ringdown

• Private Line Automatic Ringdownの概要（701ページ）
• SCCP電話での Private Line Automatic Ringdownの設定タスクフロー（701ページ）
• SIP電話での Private Line Automatic Ringdownの設定タスクフロー（704ページ）
• Private Line Automatic Ringdownのトラブルシューティング（706ページ）

Private Line Automatic Ringdownの概要
Private Line Automatic Ringdown（PLAR）機能は、ユーザがオフフック状態（または [新規コー
ル（NewCall）]ソフトキーまたは回線キーが押された場合）になると、すぐに電話機が事前に
設定された番号にダイヤルするように電話機を設定します。ユーザはPLARを設定された電話
回線で他の番号をダイヤルすることはできません。

PLARは、割り込み、C割り込み、ワンボタン割り込み機能のような機能にも対応しています。
PLARとそのような機能を使用する場合、機能のドキュメンテーションで説明されているよう
に機能を設定し、PLARの接続先を設定する必要があります。これは、PLAR専用で使用され
る電話番号です。

SCCP電話でのPrivate Line Automatic Ringdownの設定タス
クフロー

SCCP電話で Private Line Automatic Ringdown（PLAR）を設定するには、次の作業を実行しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

PLARの接続先のパーティションを作成
します。このパーティションに割り当て

パーティションの作成（702ページ）ステップ 1

られる唯一の電話番号は、PLARの接続
先です。
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目的コマンドまたはアクション

このパーティションを一意のCSS、およ
び PLARの接続先デバイスを含む CSS
に割り当てます。

コーリングサーチスペースへのパー

ティションの割り当て（702ページ）
ステップ 2

PLARの接続先電話番号に NULLパー
ティションと CSSを割り当てます。

Private Line Automatic Ringdown接続先
へのパーティションの割り当て（703
ページ）

ステップ 3

NULLのトランスレーションパターン
を作成し、それをPLARの接続先電話番
号に割り当てます。

電話機での Private Line Automatic
Ringdownのトランスレーションパター
ンの設定（704ページ）

ステップ 4

パーティションの作成

Private Line Automatic Ringdown（PLAR）の接続先の新しいパーティションを作成します。こ
の機能を有効にするため、PLARに設定し、このパーティションに割り当てられるのは、ヌル
のトランスレーションパターンのみです。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティショ
ン（Partition）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、パーティション名と説明をカンマで区切って入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

コーリングサーチスペースへのパーティションの割り当て

SCCP電話のPrivate Line Automatic Ringdown（PLAR）については、次の 2つのコーリングサー
チスペース（CSS）を設定する必要があります。

•最初の CSSには、ヌルのトランスレーションパターンの新しいパーティションと接続先
の電話にルーティングするパーティションを含める必要があります。

• 2番目の CSSには、ヌルのトランスレーションパターンの新しいパーティションのみ含
める必要があります。

始める前に

パーティションの作成（702ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コールサーチ
スペース（Calling Search Space）]）。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、PLAR接続先デバイスのコーリングサーチスペースを選択し
ます。

ステップ 3 矢印を使用して、ヌルのトランスレーションパターン向けに作成された新しいパーティション
と接続先デバイスにルーティングするパーティションの両方を [選択されたパーティション
（Selected Partitions）]リストボックスに移動します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 6 コーリングサーチスペースの名前と説明を入力します。

ステップ 7 矢印を使用して、新しいパーティションを [選択されたパーティション（Selected Partitions）]
リストボックスに移動します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

Private Line Automatic Ringdown接続先へのパーティションの割り当て
SCCP電話機でPrivate Line Automatic Ringdown（PLAR）を設定するには、ヌルのパーティショ
ンを PLAR接続先として使用する電話番号に割り当てます。

PLAR接続先の電話番号にはそれぞれ一意のパーティションが必要です。ヌルのパーティショ
ンには PLAR接続先として作成した電話番号以外の電話番号を追加しないでください。

（注）

始める前に

コーリングサーチスペースへのパーティションの割り当て（702ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[コールルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory
Number）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、PLAR接続先として使用する電話番号を選択します。

ステップ 3 [ルートパーティション（Route Partition）]フィールドで、PLAR接続先用に作成したパーティ
ションを選択します。

ステップ 4 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストで、ヌルのパー
ティションおよび宛先デバイスの両方を含む CSSを選択します。
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ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

電話機での Private Line Automatic Ringdownのトランスレーションパ
ターンの設定

電話機で Private Line Automatic Ringdown（PLAR）を設定するには、ヌルのトランスレーショ
ンパターンを設定し、そのトランスレーションパターンにPLAR接続先番号を割り当てます。

始める前に

Private Line Automatic Ringdown接続先へのパーティションの割り当て（703ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing） > [トランスレーションパターン（Translation Pattern）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいトランスレーションパターンを作成します。

ステップ 3 [トランスレーションパターン（Translation Pattern）]フィールドを空にしておきます。

ステップ 4 [パーティション（Partition）]ドロップダウンリストから、ヌルのトランスレーションパター
ン用に作成した新しいパーティションを選択します。

ステップ 5 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストから、新しいパー
ティションと PLAR接続先デバイスのパーティションの両方を含むコーリングサーチスペー
スを選択します。

ステップ 6 [着信側トランスフォーメーションマスク（Called Party Transformation Mask）]フィールドで、
PLAR接続先電話番号を入力します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

SIP電話での Private Line Automatic Ringdownの設定タス
クフロー

SIP電話の Private Line Automatic Ringdown（PLAR）を設定するには、これらのタスクを実行
します。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
704

プレゼンスおよびプライバシー機能

電話機での Private Line Automatic Ringdownのトランスレーションパターンの設定



手順

目的コマンドまたはアクション

PLAR向けのSIPダイヤルルールを作成
します。

Private Line Automatic Ringdownの SIPダ
イヤルルールの作成（705ページ）

ステップ 1

電話機に PLARのダイヤルルールを割
り当てます。

SIP電話への Private Line Automatic
Ringdownダイヤルルールの割り当て
（706ページ）

ステップ 2

Private Line Automatic Ringdownの SIPダイヤルルールの作成
SIP電話の Private Line Automatic Ringdown（PLAR）を設定するには、PLARの接続先番号の
SIPダイヤルルールを設定する必要があります。

始める前に

パーティションの作成（702ページ）

コーリングサーチスペースへのパーティションの割り当て（702ページ）

Private Line Automatic Ringdown接続先へのパーティションの割り当て（703ページ）

電話機での Private Line Automatic Ringdownのトランスレーションパターンの設定（704ペー
ジ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [SIPダイヤルルール（SIP Dial
Rules）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [ダイヤルパターン（Dial Pattern）]ドロップダウンリストから、[7940_7960_その他
（7940_7960_OTHER）]を選択します。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 ダイヤルルールの名前と説明を入力します。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [パターン（Pattern）]フィールドに、PLARの接続先番号に一致するパターンを入力して、
[PLARを追加（Add PLAR）]をクリックします。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
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SIP電話への Private Line Automatic Ringdownダイヤルルールの割り当
て

PLAR対応 SIPダイヤルルールを電話機に割り当てることにより、SIP電話機で Private Line
Automatic Ringdown（PLAR）を設定できます。

始める前に

Private Line Automatic Ringdownの SIPダイヤルルールの作成（705ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、PLARを設定する電話機を選択します。

ステップ 3 [SIPダイヤルルール（SIP Dial Rules）]ドロップダウンリストから、PLAR用に作成したダイ
ヤルルールを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

Private Line Automatic Ringdownのトラブルシューティン
グ

SCCP電話での Private Line Automatic Ringdownトラブルシューティング

解決方法症状

PLARのトランスレーションパターンに割り当てられているCSSに
PLAR接続先のパーティションが含まれていることを確認します。

電話がオフフックにな

り、ユーザにはファス

トビジー（リオー

ダー）音が聞こえる。

電話に割り当てられた CSSにヌルの PLARトランスレーションパ
ターンのパーティションが含まれていることを確認します。

電話がオフフックにな

り、ダイヤルトーンが

聞こえる。
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SIP電話での Private Line Automatic Ringdownトラブルシューティング

解決方法症状

SIP電話の CSSが PLAR接続先に到達できることを確認します。電話がオフフックにな

り、ユーザにはファス

トビジー（リオー

ダー）音が聞こえる。

SIPダイヤルルールが電話で作成され、その電話に割り当てられて
いることを確認します。

電話がオフフックにな

り、ダイヤルトーンが

聞こえる。
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第 45 章

セキュアトーン

•セキュアトーンの概要（709ページ）
•セキュアトーンの前提条件（710ページ）
•セキュアトーン設定のタスクフロー（710ページ）
•セキュアトーンの連携動作（713ページ）
•セキュアトーンの制限事項（714ページ）

セキュアトーンの概要
セキュアトーン機能では、暗号化されているコールの場合にセキュア通知トーンを再生するよ

うに電話を設定できます。このトーンは、コールが保護されており、機密情報が交換可能であ

ることを示します。2秒間のトーンでは、長いビープ音が 3回鳴ります。コールが保護されて
いる場合、着信側が応答するとすぐに保護対象の電話でトーンの再生が始まります。

コールが保護されていない場合、システムは、保護対象の電話で非セキュア通知トーンを再生

します。非セキュア通知トーンでは、短いビープ音が 6回鳴ります。

保護対象の電話機の発信者にのみ、セキュア通知トーンと非セキュア通知トーンが聞こえま

す。保護されていない電話機の発信者には、これらのトーンは聞こえません。

（注）

セキュア通知トーンと非セキュア通知トーンに対応しているコールのタイプを次に示します。

•クラスタ間の IP-to-IPコール
•クラスタ間の保護されたコール
•保護されたMGCP E1 PRIゲートウェイ経由の IPと時分割多重化（TDM）コール

ビデオコールの場合、システムにより保護対象デバイスでセキュア通知トーンと非セキュア通

知トーンが再生されます。

ビデオコールの場合、ユーザには、最初にコールの音声部分に対するセキュア通知トーンが聞

こえ、次に非セキュアメディア全体に対する非セキュア通知トーンが聞こえます。

（注）
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Cisco Unified IP Phoneに表示されるロックアイコンは、メディアが暗号化されていることを示
しますが、その電話が保護対象デバイスとして設定されていることを意味するわけではありま

せん。ただし、保護された発信にはロックアイコンが表示されている必要があります。

保護対象デバイスのゲートウェイ

Cisco Unified Communications Managerでは、サポートされているCisco Unified IP PhoneとMGCP
E1 PRIゲートウェイだけを保護対象デバイスとして設定できます。

Cisco Unified Communications Managerは、システムがコールの保護ステータスを判別すると、
セキュア通知トーンと非セキュア通知トーンを再生するようにMGCP Cisco IOSゲートウェイ
に指示することもできます。

保護対象デバイスでは次の機能が提供されます。

• SCCPまたは SIPを実行する電話機を保護対象デバイスとして設定できます。
•保護対象デバイスは接続先が暗号化されていてもいなくても、保護されていないデバイス
に発信できます。このような場合、コールは保護されていないものとして指定され、シス

テムはコールに関係している電話機で非セキュア通知トーンを再生します。

•保護されている電話機が保護されている他の電話機に発信し、メディアが暗号化されてい
ない場合、システムはコールに関係している電話機で非セキュア通知トーンを再生しま

す。

セキュアトーンの前提条件
• SRTP暗号化のMGCPゲートウェイを設定する必要があります。以下のコマンドでゲート
ウェイを設定します。mgcp package-capability srtp-package。

• MGCPゲートウェイでは、[高度な IPサービス（Advanced IP Services）]または [高度な企
業サービス（Advanced Enterprise Services）]イメージ（たとえば
c3745-adventerprisek9-mz.124-6.T.bin）を指定する必要があります。

セキュアトーン設定のタスクフロー

始める前に

•セキュアトーンの前提条件（710ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

セキュアトーン機能をサポートするデ

バイスを特定するためにレポートを生成

します。

電話機能一覧の生成（1ページ）ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

電話機を保護デバイスとして設定しま

す。

電話機の保護デバイスとしての設定

（711ページ）
ステップ 2

保護されたデバイスの複数のコールと

コールウェイティングを設定します。

セキュアトーンの電話番号の設定（712
ページ）

ステップ 3

サービスパラメータを設定します。セキュアトーンサービスパラメータの

設定（712ページ）
ステップ 4

この設定により、 Cisco Unified IP Phone
エンドポイントと、MGCPゲートウェ

（任意）MGCP E1 PRIゲートウェイの
設定（713ページ）

ステップ 5

イに接続している保護対象 PBX電話機
との間でコールの保護ステータスを渡す

ことができます。

電話機の保護デバイスとしての設定

始める前に

電話機能一覧の生成（1ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 セキュアトーンパラメータを設定する電話をクリックします。
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ウィンドウの [デバイス情報（Device Information）]部分の [ソフトキーテンプレート（Softkey
Template）]ドロップダウンリストから、[標準保護電話（Standard Protected Phone）]を選択し
ます。

保護された電話機用の補足サービスソフトキーのないソフトキーテンプレートを

使用する必要があります。

（注）

ステップ 4 [複数ライン同時通話機能（Join Across Lines）]オプションをオフに設定します。

ステップ 5 [保護デバイス（Protected Device）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [デバイスのセキュリティプロファイル（Device Security Profile）]ドロップダウンリスト（ウィ
ンドウの [プロトコル指定情報（Protocol Specific Information）]部分内）から、[電話セキュリ
ティプロファイル設定（Phone Security Profile Configuration）]ウィンドウで設定済みのセキュ
ア電話プロファイルを選択します（[システム（System）] > [セキュリティプロファイル
（Security Profile）] > [電話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]）。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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次のタスク

次のいずれかの手順を実行します。

•セキュアトーンの電話番号の設定（712ページ）

• MGCP E1 PRIゲートウェイの設定（713ページ）

セキュアトーンの電話番号の設定

始める前に

電話機の保護デバイスとしての設定（711ページ）

手順

ステップ 1 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、[関連付け（Association）]セクションに移
動します。

ステップ 2 [新規 DNを追加（Add a new DN）]を選択します。
[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [電話番号（Directory Number）]フィールドで、電話番号を指定します。

ステップ 4 [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウの [Multiple Call/Call Waiting
Settings on Device [device name]（デバイス [デバイス名]での複数コール/コール待機設定）]領
域で、[コールの最大数（Maximum Number of Calls）]オプションと [話中トリガー（Busy
Trigger）] オプションを 1に設定します。

ステップ 5 [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドを設定しま
す。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

セキュアトーンサービスパラメータの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
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ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（機能 -セキュアトーン）（Clusterwide Parameters（Feature - Secure
Tone））]エリアで、[セキュア/非セキュアコールのステータスを示すトーンの再生（Play Tone
to Indicate Secure/Non-Secure Call Status）]を [True]に設定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

MGCP E1 PRIゲートウェイの設定
Cisco Unified IP Phoneエンドポイントと、MGCPゲートウェイに接続している保護対象 PBX電
話機との間でコールの保護ステータスを渡す場合は、次の手順を実行します。

始める前に

電話機の保護デバイスとしての設定（711ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[デバイス（Device）] > [ゲー
トウェイ（Gateway）]を選択します。

ステップ 2 適切な検索条件を指定し、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 MGCPゲートウェイを選択します。
[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [グローバル ISDNスイッチタイプ（Global ISDN Switch Type）]を [ユーロ（Euro）]に設定し
ます。

ステップ 5 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィー
ルドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 ウィンドウのサブユニット 0の右側に表示されている [エンドポイント（Endpoint）]アイコン
をクリックします。[保護されたファシリティ IEの有効化（Enable Protected Facility IE）]チェッ
クボックスが表示されます。このチェックボックスをオンにします。

セキュアトーンの連携動作

連携動作機能

ユーザが保護されている電話でこれらの機能

を呼び出すと、コールの最新のステータスを

示すためにセキュア通知トーンまたは非セキュ

ア通知トーンが再生されます。

コール転送、電話会議、およびコールウェイ

ティング
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連携動作機能

これらの機能は、保護されているコールでサ

ポートされています。

保留と再開および不在転送

セキュアトーンの制限事項

説明制限事項

Cisco Extension Mobilityおよび複数ライン同時
通話機能（Join Across Lines）サービスは、保
護対象の電話では無効です。

Cisco Extension Mobilityおよび複数ライン同時
通話機能（Join Across Lines）サービス

共有回線の設定は、保護対象の電話機では使

用できません。

共有回線の設定

Cisco Unified IP PhoneとMGCP E1 PRIゲート
ウェイの間のメディアが暗号化されていない

と、コールはドロップされます。

非暗号化メディア
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第 XII 部

カスタム機能
•ブランディングのカスタマイズ （717ページ）
•クライアント識別コードと強制承認コード（727ページ）
•カスタム電話呼出音とバックグラウンド（735ページ）
•保留音 （745ページ）
•セルフケアポータル （769ページ）
•緊急コールハンドラ （773ページ）
•エンタープライズグループ （789ページ）





第 46 章

ブランディングのカスタマイズ

•ブランディングの概要（717ページ）
•ブランディングの前提条件（717ページ）
•ブランディングのタスクフロー（718ページ）
•ブランディングファイルの要件（720ページ）

ブランディングの概要
ブランディング機能では、Cisco Unified Communications Managerのカスタマイズされたブラン
ディングをアップロードできます。ブランディングは、Cisco Unified CMの管理のログイン
ウィンドウと設定ウィンドウに適用されます。変更できる項目には次のものがあります。

•企業ロゴ

•背景色

•枠線色

•フォントの色

セルフケアポータルでのロゴの追加

ブランディング機能では、企業ロゴをUnified Communicationsセルフケアポータルのログイン
ページとユーザインターフェイスのヘッダーに追加できます。branding_logo.pngファイ
ルを branding.zipファイルに含め、zipファイルを Cisco Unified Communications Managerに
アップロードする必要があります。Cisco Unified Communications Managerでブランディングを
有効にすると、ロゴがセルフケアポータルに表示されます。

セルフケアポータルの背景色やフォントをカスタマイズするオプションはありません。

ブランディングの前提条件
指定したフォルダ構造とファイルを含むbranding.zipファイルを作成する必要があります。
詳細については、「ブランディングファイルの要件（720ページ）」を参照してください。
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ブランディングのタスクフロー
次のタスクを実行して、Cisco Unified Communications Managerおよび Unified Communications
のセルフケアポータルでブランディングを適用します。

始める前に

•ブランディングの前提条件（717ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Managerク
ラスタ全体でブランディングを適用しま

す。

次のいずれかの手順を使用してブラン

ディング設定を構成します。

ステップ 1

•ブランディングの有効化（718ペー
ジ）

•ブランディングの無効化（719ペー
ジ）

Unified Communicationsのセルフケア
ポータルで新しいブランディング設定を

Tomcatサービスの再起動（720ページ）ステップ 2

取得するには、Cisco Tomcatサービスを
再起動する必要があります。

ブランディングの有効化

この手順を使用して、Unified Communications Managerのブランディングのカスタマイズを有効
にします。システムで SAMLシングルサインオンが有効になっている場合でも、ブランディ
ングアップデートが表示されます。

ブランディングを有効にするには、特権レベル4のアクセス権を持つプライマリ管理者アカウ
ントを使用する必要があります。これは、インストール時に作成されるメインの管理者アカウ

ントです。

（注）

始める前に

branding.zipファイルを準備し、Unified Communications Managerがアクセスできる場所に
保存します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified OSの管理にログインします。

ステップ 2 [ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [ブランディング（Branding）]を選択
します。

ステップ 3 リモートサーバを参照し、branding.zipファイルを選択します。

ステップ 4 [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。

ステップ 5 [ブランディングの有効化（Enable Branding）]をクリックします。

また、utils branding enable CLIコマンドを実行して、ブランディングを有効にする
こともできます。

（注）

ステップ 6 ブラウザを更新します。

ステップ 7 すべてのCisco Unified Communications Managerクラスタノードに対してこの手順を繰り返しま
す。

セルフケアポータルのユーザインターフェイスに企業ロゴを追加する場合は、Tomcatサービ
スの再起動（720ページ）次の手順を参照します。

ブランディングの無効化

この手順を使用して、Cisco Unified Communications Managerクラスタでブランディングを無効
にします。セルフケアポータルから企業ロゴを削除する場合は、ブランディングを無効にする

必要もあります。

ブランディングを無効にするには、特権レベル4のアクセス権を持つプライマリ管理者アカウ
ントを使用する必要があります。これは、インストール時に作成されるメインの管理者アカウ

ントです。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified OSの管理にログインします。

ステップ 2 [ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [ブランディング（Branding）]を選択
します。

ステップ 3 [ブランディングの無効化（Disable Branding）]をクリックします。

また、utils branding disable CLIコマンドを実行して、ブランディングを無効にす
ることもできます。

（注）
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ステップ 4 ブラウザを更新します。

ステップ 5 すべてのCisco Unified Communications Managerクラスタノードに対してこの手順を繰り返しま
す。

セルフケアポータルのユーザインターフェイスから企業ロゴを削除する場合は、次の手順を

実行します。Tomcatサービスの再起動（720ページ）

Tomcatサービスの再起動
セルフケアポータルに反映させるには、Cisco Tomcatサービスを再起動してブランディング
アップデートを行う必要があります。

始める前に

以下を完了していることを確認します。

•セルフケアポータルにロゴを追加するには、まずCisco Unified Communications Managerで
ブランディングを有効にする必要があります。branding.zipアップロードファイルに
は、企業ロゴが入った 44x25ピクセルの branding_logo.pngファイルが含まれている
必要があります。詳細は、ブランディングの有効化（718ページ）を参照してください。

•セルフケアポータルからロゴを削除するには、Cisco Unified Communications Managerでブ
ランディングを無効にする必要があります。詳細は、ブランディングの無効化（719ペー
ジ）を参照してください。

手順

ステップ 1 コマンドラインインターフェイスにログインします。

ステップ 2 utils service restart Cisco Tomcat CLIコマンドを実行します。

ステップ 3 すべてのCisco Unified Communications Managerクラスタノードに対してこの手順を繰り返しま
す。

次のタスク

サービスが再起動したら、ブラウザを更新してセルフケアポータルの変更を確認します。

ブランディングファイルの要件
カスタマイズしたブランディングをシステムに適用する前に、所定の仕様に従って

Branding.zipファイルを作成します。リモートサーバ上で、ブランディングフォルダを作
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成し、指定されたコンテンツをフォルダに入れます。すべてのイメージファイルとサブフォル

ダを追加したら、フォルダ全体を圧縮し、ファイルを branding.zipとして保存します。

ヘッダーに単一のイメージを使用するか、またはヘッダー用のグレーディング効果を得るため

に 6つのイメージの組み合わせを使用するかに応じて、フォルダー構造には 2つのオプション
があります。

表 51 :フォルダ構造オプション

フォルダ構造ブランディングオプ

ション

ヘッダーの背景（吹き出し項目3）に1つのイメージが必要な場合は、
ブランディングフォルダに次のサブフォルダとイメージファイルが

含まれている必要があります。

Branding (folder)
ccmadmin (folder)

BrandingProperties.properties (properties file)
brandingHeader.gif (2048*1 pixel image)
ciscoLogo12pxMargin.gif (44*44 pixel image)

branding_logo.png (44*25 pixel image)

単一ヘッダーオプ

ション

ヘッダーの背景用にグレーディングイメージを作成する場合は、グ

レーディング効果を得るために6つの個別のイメージファイルが必要
です。ブランディングフォルダには、これらのサブフォルダとファイ

ルが含まれている必要があります。

Branding(folder)
ccmadmin (folder)

BrandingProperties.properties (file)
brandingHeaderBegLTR.gif (652*1 pixel image)
brandingHeaderBegRTR.gif (652*1 pixel image)
brandingHeaderEndLTR.gif (652*1 pixel image)
brandingHeaderEndRTR.gif (652*1 pixel image)
brandingHeaderMidLTR.gif (652*1 pixel image)
brandingHeaderMidRTR.gif (652*1 pixel image)
ciscoLogo12pxMargin.gif (44*44 pixel image)

branding_logo.png (44*25 pixel image)

グレーディングヘッ

ダーオプション

ユーザインターフェイスのブランディングオプション

次の画像に、Cisco Unified CMの管理ユーザインターフェイスのカスタマイズオプションを示
します。
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図 10 : Unified CM管理ログイン画面のブランディングオプション

図 11 : Unified CM管理ログイン中画面のブランディングオプション

次の表で、コールアウトオプションについて説明します。
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表 52 :ユーザインターフェイスのブランディングオプション：ログイン画面

ブランディングの編集説明項目

Cisco Unified Communications Managerにロゴを
追加するには、会社のロゴを次のファイル名

で44x44ピクセルイメージとして保存します。

ciscoLogo12pxMargin.gif（44*44ピクセ
ル）

セルフケアポータルのヘッダーと

ログイン画面にロゴを追加する場

合も、ロゴを 44x25ピクセルの
branding_logo.pngファイルと
して保存する必要があります。

（注）

企業ロゴ（Company Logo）1

heading.heading.colorUnified CM管理ヘッダーのフォン
トの色

2

1つの画像を使用するか、または6つの画像の
組み合わせを使用してグレーディング効果を

作成できます。

シングルイメージオプション：単一のイメー

ジとして、ヘッダー背景を保存します。

• brandingHeader.gif（2048*1ピクセル）

グレーディングバックグラウンドオプショ

ン：グレーディング効果を得るために 6つの
イメージとしてヘッダー背景を保存します。

• brandingHeaderBegLTR.gif（652*1ピクセ
ル）

• brandingHeaderBegRTR.gif（652*1ピクセ
ル）

• brandingHeaderEndLTR.gif（652*1ピクセ
ル）

• brandingHeaderEndRTR.gif（652*1ピクセ
ル）

• brandingHeaderMidLTR.gif（652*1ピクセ
ル）

• brandingHeaderMidRTR.gif（652*1ピクセ
ル）

ヘッダーの背景3
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ブランディングの編集説明項目

header.navigation.colorナビゲーションテキスト4

header.go.font.color

header.go.background.color

header.go.border.color

[移動（Go）]ボタン5

splash.username.colorユーザ名テキスト6

splash.password.colorパスワードのテキスト7

splash.login.text.color

splash.login.back.ground.color
[ログイン（Login）]ボタン8

splash.reset.text.color

splash.reset.back.ground.color
リセットボタン9

splash.hex.code.3背景下の色：右側10

splash.hex.code.2背景下の色：左側11

splash.hex.code.1バナー（Banner）12

表 53 :ユーザインターフェイスのブランディングオプション：ログイン中画面

ブランディングの編集説明項目

header.admin.colorユーザテキスト（たとえば、

「admin」）
13

header.hover.link.color検索、バージョン情報、およびロ

グインテキスト

18

splash.header.colorUnified CM管理のテキスト見出し15

splash.reset.text.color

splash.version.color
システムのバージョン、VMware
のインストールテキスト

16

ブランディングプロパティの編集例

ブランディングプロパティは、プロパティファイル（BrandingProperties.properties）
に 16進コードを追加することで編集できます。プロパティファイルは HTMLベースの 16進
コードを使用します。たとえば、ナビゲーションテキスト項目（吹き出し項目 #4）の色を赤
に変更する場合は、プロパティファイルに次のコードを追加します。

header.navigation.color="#FF0000"

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
724

カスタム機能

ブランディングファイルの要件



このコードで、header.navigation.color は編集するブランディングプロパティで、"#FF0000"

は新しい設定（赤）です。
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第 47 章

クライアント識別コードと強制承認コード

•クライアント識別コードと強制承認コードの概要（727ページ）
•クライアント識別コードと強制承認コードの前提条件（727ページ）
•クライアント識別コードと強制承認コードの設定タスクフロー（728ページ）
•クライアント識別コードと強制承認コードの連携動作（731ページ）
•クライアント識別コードと強制承認コードの制限事項（733ページ）

クライアント識別コードと強制承認コードの概要
クライアント識別コード（CMC）と強制承認コード（FAC）により、コールアクセスとアカ
ウンティングを効果的に管理できます。CMCはクライアントのコールアカウンティングおよ
び請求を支援し、FACは特定のユーザが発信できるコールのタイプを規定します。

CMCを使用する場合、ユーザはコードを入力する必要があります。この操作により、コール
が特定のクライアント識別に関連していることが指定されます。コールアカウンティングおよ

び請求を目的として、クライアント識別コードを顧客、学生、またはその他のグループに割り

当てることができます。FACを使用する場合、コールが確立する前に、特定のアクセスレベ
ルで割り当てられた有効な認証コードをユーザが入力する必要があります。

クライアント識別コードと強制承認コードの前提条件
• SCCPと SIPを実行する Cisco Unified IP Phoneは、CMCと FACをサポートしています。

• CMCと FACのトーンは、SCCPまたは SIPを実行している Cisco Unified IP Phone、
TAPI/JTAPIポート、およびMGCP FXSポートでのみ再生されます。
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クライアント識別コードと強制承認コードの設定タスク

フロー
CMCと FACは、別々または一緒に実装できます。たとえば、特定のクラスのコール（市外通
話など）の発信をユーザに許可するとともに、特定のクライアントにコールのクラスを割り当

てるとします。CMCトーンと FACトーンは、ユーザには同じ音に聞こえます。そのため、両
方のコードを設定する場合、この機能では、最初のトーンの後でFACを入力し、2番目のトー
ンの後で CMCを入力するようユーザに指示します。

始める前に

•クライアント識別コードと強制承認コードの前提条件（727ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

使用する予定のCMCリストが完成した
ら、そのコードをデータベースに追加し

クライアント識別コードの設定（728
ページ）を行うには、次のサブタスクを

完了します。

ステップ 1

て、ルートパターンでCMC機能を有効
にします。•クライアント識別コードの追加

（729ページ）
•クライアント識別コードの有効化
（729ページ）

使用する予定の FACリストと認可レベ
ルが決定したら、そのコードをデータ

強制承認コードの設定（730ページ）を
行うには、次のサブタスクを完了しま

す。

ステップ 2

ベースに追加して、ルートパターンで

FAC機能を有効にします。•強制承認コードの追加（730ペー
ジ）

•強制承認コードの有効化（731ペー
ジ）

クライアント識別コードの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

使用する一意のクライアント識別コード

を決定し、システムに追加します。CMC
クライアント識別コードの追加（729
ページ）

ステップ 1

の数は、システムの起動に要する時間の
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目的コマンドまたはアクション

長さに直接影響するので、CMCの数を
60,000までに制限してください。この最
大数を超えるCMCを設定する場合は、
遅延が非常に大きくなることに注意して

ください。

ルートパターンを介してクライアント

識別コードを有効にします。

クライアント識別コードの有効化（729
ページ）

ステップ 2

クライアント識別コードの追加

使用する一意のクライアント識別コードを決定し、システムに追加します。CMCの数は、シ
ステムの起動に要する時間の長さに直接影響するので、CMCの数を 60,000までに制限してく
ださい。この最大数を超える CMCを設定する場合は、遅延が非常に大きくなることに注意し
てください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。コール
ルーティング >クライアントの区別コード。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [クライアント識別コード（Client Matter Code）]フィールドで、通話の発信時にユーザが入力
する一意のコードを 16桁以内で入力します。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、クライアント識別コードを特定する場合のクライアント
名を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

クライアント識別コードの有効化

ルートパターンを介してクライアント識別コードを有効にします。

始める前に

クライアント識別コードの追加（729ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。
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•既存のルートパターンを更新するには、検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックし
て、結果リストからルートパターンを選択します。

•新規ルートパターンを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [ルートパターンの設定（Route Pattern Configuration）]ウィンドウで、[クライアント識別コー
ドの要求（Require Client Matter Code）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

強制承認コードの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

使用する一意の強制承認コードを定義

し、システムに追加します。

強制承認コードの追加（730ページ）ステップ 1

ルートパターンを介して強制承認コー

ドを有効にします。

強制承認コードの有効化（731ページ）ステップ 2

強制承認コードの追加

この手順を使用して、使用する一意の強制承認コードを定義し、システムに追加します。通話

を正常にルーティングするためには、ユーザ認可レベルが通話のルートパターンに指定されて

いる認可レベル以上である必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [強制承認コード（Forced Authorization Codes）]を選択します。

ステップ 2 [承認コード名（Authorization Code Name）]フィールドに、一意の名前を 50文字以内で入力し
ます。

この名前は、認証コードを特定のユーザまたはユーザグループに結び付けます。

ステップ 3 [承認コード（Authorization Code）]フィールドに、一意の承認コードを 16桁以内で入力しま
す。

ユーザは、FAC有効ルートパターンを介してコールを発信するときに、このコードを入力し
ます。

ステップ 4 [承認レベル（Authorization Level）]フィールドに、3桁の承認レベルを 0～ 255の範囲で入力
します。
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ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

強制承認コードの有効化

この手順を使用して、ルートパターンを介して強制承認コードを有効にします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、結果のリストからルートパターンを選択して、既存のルー
トパターンを更新します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいルートパターンを作成します。

ステップ 3 [ルートパターンの設定（Route Pattern Configuration）]ウィンドウで、[強制承認コードが必要
（Require Forced Authorization Code）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [認可レベル（Authorization Level）]フィールドに、0～ 255の間で認可レベルの値を入力しま
す。

ルーティングを成功させるには、ユーザの FACレベルをコールの設定レベルと等しいか、ま
たはそれよりも大きくする必要があります。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

クライアント識別コードと強制承認コードの連携動作
表 54 :クライアント識別コードと強制承認コードの連携動作

連携動作機能

CDR Analysis and Reporting（CAR）を使用すれば、クライアント識別コー
ド（CMC）、強制承認コード（FAC）、承認レベルに関するコール詳細
を提示するレポートを実行できます。

CDR分析とレポー
ト（CAR）

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
731

カスタム機能

強制承認コードの有効化



連携動作機能

ほとんどの場合、システムは、ユーザがコール中にコードを入力する必

要がある CTI、JTAPI、TAPIアプリケーションに警告できます。ユーザ
がコールを発信したり、アドホック会議を作成したり、CMC対応または
FAC対応ルートパターン経由で打診転送を実行したりする場合は、トー
ンの受信後にコードを入力する必要があります。

ユーザが CMC対応または FAC対応ルートパターン経由でコールをリダ
イレクトまたはブラインド転送した場合は、トーンが流れないため、ア

プリケーションでコードを Cisco Unified Communications Managerに送信
する必要があります。システムが適切なコードを受信すると、コールが

意図した通話相手に接続されます。システムが適切なコードを受信しな

かった場合、Cisco Unified Communications Managerは、コードが見つから
ないことを示すエラーをアプリケーションに送信します。

CTI、JTAPI、およ
び TAPIアプリ
ケーション

Web Dialerは、次の方法で CMCと FACをサポートします。

•ユーザは、WD HTMLページまたは SOAP要求のダイヤルテキスト
ボックスに接続先番号を入力してから、電話機に手動でCMCまたは
FACを入力できます。

•ユーザは、WD HTMLページまたは SOAP要求のダイヤルテキスト
ボックスに、接続先番号に続けて、FACまたは CMCを入力できま
す。

たとえば、接続先番号が 5555、FACが 111、CMCが 222の場合は、
5555111#（FAC）、5555222#（CMC）、または 5555111222#（CMCと
FAC）をダイヤルすることにより、コールを発信できます。

（注） • WebDialerは、接続先番号の検証を行いません。電話機
が必要な検証を処理します。

•ユーザがコードを入力しない場合、または誤ったコード
を入力した場合、コールは失敗します。

•ユーザが特殊文字を含む DNを使ってWebAppからコー
ルを発信した場合は、特殊文字を削除するとコールが正

常に動作します。SOAP UIにはこのルールは該当しませ
ん。

Cisco Web Dialer

スピードダイヤルを使用して、FAC、CMC、ダイヤル中のポーズ、追加
の桁（ユーザの内線番号、会議へのアクセスコード、ボイスメールのパ

スワードなど）が必要な接続先に到達できます。ユーザが設定されたス

ピードダイヤルを押すと、電話機が接続先番号へのコールを確立して、

指定された FAC、CMC、ダイヤル中のポーズが挿入された追加の桁を送
信します。

スピードダイヤル

と短縮スピードダ

イヤル

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
732

カスタム機能

クライアント識別コードと強制承認コードの連携動作



クライアント識別コードと強制承認コードの制限事項
表 55 :クライアント識別コードと強制承認コードの制限事項

説明制限事項

H.323アナログゲートウェイではトーンを再生できないため、この種類
のゲートウェイでは CMCや FACはサポートされていません。

アナログゲート

ウェイ

コードを入力するユーザがいないため、CMCや FACが有効になってい
るルートパターンに転送されるコールは失敗します。ユーザが [不在
（CFwdALL）]ソフトキーを押して CMCや FACがルートパターン上で
有効になっている番号を入力すると、コール転送は失敗します。

呼処理の中断を最小限に抑えるには、コール転送を設定する前に番号を

テストします。これを行うには、転送したい番号をダイヤルしてみます。

コードの入力を求められたら、その番号ではコール転送は設定できませ

ん。転送されたコールが意図した接続先に届かないことから生じる苦情

の数を削減するために、ユーザにこの方法を勧めてください。

コール転送

SIPトランク、H.323ゲートウェイ、MGCPゲートウェイから発信されて
いるコールが、CMCまたは FACが必須のルートパターンに遭遇し、発
信者にCisco Unified Mobilityが設定されていない場合、コールは失敗しま
す。

Cisco Unified
Mobility

Cisco Mobilityの CMCおよび FAC機能では、Dial via Office（DVO）コー
ルバック番号としての代替番号はサポートされていません。DVOコール
バック番号は、[モビリティID（Mobility Identity）]ウィンドウで登録され
ている番号である必要があります。

Dial via Officeコー
ルバック番号

CMCおよび FACは、フェールオーバーコールとは連動しません。フェールオーバー

コール

電話番号をダイヤル後、聴覚障がいのあるユーザが認証コードやクライ

アント識別コードを入力するまでに1～2秒間待機する必要があります。
聴覚障がいのある

ユーザ

シスコでは、CMCや FACをローカライズしていません。CMCおよび
FAC機能は、Cisco Unified Communications Managerでサポートされてい
るすべてのロケールで同じデフォルトのトーンを使用します。

Cisco Mobilityでは、CMCと FACはローカライズされていま
す。

（注）

ローカリゼーショ

ン
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説明制限事項

Cisco Unified Communications Managerではユーザにいつコードの入力を求
めればよいかを判断できないため、CMCおよびFAC機能はオーバーラッ
プ送信をサポートしません。[ルートパターン設定（Route Pattern
Configuration）]ウィンドウで [強制承認コードが必須（Require Forced
Authorization Code）]や [クライアント識別コードが必須（Require Client
Matter Code）]のチェックボックスをオンにすると、自動的に [オーバー
ラップ送信を許可（Allow Overlap Sending）]のチェックボックスはオフ
になり、逆もまた同様です。

オーバーラップ送

信

CMCや FACで短縮ダイヤルボタンの設定をすることはできません。シ
ステムに入力を求められた場合、コードを入力する必要があります。

スピードダイヤル

ボタン
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第 48 章

カスタム電話呼出音とバックグラウンド

•カスタム電話呼出音の概要（735ページ）
•カスタム電話呼出音の前提条件（736ページ）
•カスタム電話呼出音の設定タスクフロー（736ページ）
•カスタムバックグラウンド（739ページ）
•カスタムバックグラウンドの設定タスクフロー（739ページ）

カスタム電話呼出音の概要
カスタム電話呼出音機能では、カスタム電話呼出音を作成し、カスタマイズしたファイルを

Cisco Unified Communications Manager TFTPサーバにアップロードできます。このサーバでは、
Cisco Unified IP Phoneがこれらのファイルにアクセスできます。

Cisco Unified IP Phoneには、Chirp1と Chirp2というデフォルト呼び出し音タイプが付属してお
り、これらはハードウェアに内蔵されています。また、Cisco Unified Communications Manager
では次のファイルを電話にアップロードできます。

PCMファイル

Cisco Unified Communications Managerには、一連の追加の電話呼び出し音がデフォルトで
付属しており、これらはパルス符号変調（PCM）オーディオファイルとしてソフトウェ
アに実装されています。各 PCMファイルでは 1つの呼び出し音タイプが指定されます。

Ringlist.xmlファイル

Ringlist.xmlファイルには、電話で使用可能な呼び出し音オプションのリストが記述されて
います。

カスタム着信音やコールバックトーンなどのカスタマイズしたPCMオーディオファイルと、
変更したRinglist.xmlファイルをCisco Unified Communications Managerの TFTPディレクトリに
アップロードできます。
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カスタム電話呼出音の前提条件
カスタム電話呼出音には次の前提条件が適用されます。

•カスタム電話呼出音をアップロードするには、Cisco TFTPサービスを実行しておく必要が
あります。

• Cisco Unified IP Phoneとの互換性を保つには、アップロードする PCMファイルが一連の
ファイル要件を満たす必要があります。詳細については、トピックPCMファイル形式の
要件（738ページ）を参照してください。

• Ringlist.xmlファイルは、一連の書式ガイドラインを満たす必要があります。詳細について
は、トピックRinglist.xmlファイル形式の要件（738ページ）を参照してください。

カスタム電話呼出音の設定タスクフロー

始める前に

•カスタム電話呼出音の前提条件（736ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

カスタマイズされた PCMおよび
Ringlist.xmlファイルを作成します。

カスタム電話呼出音のアップロードの準

備（736ページ）
ステップ 1

カスタマイズされたファイルを Cisco
Unified Communications Manager TFTP
サーバにアップロードします。

TFTPサーバへのカスタム電話呼出音の
アップロード（737ページ）

ステップ 2

アップロードが完了したら、Cisco TFTP
サービスを再起動します。

TFTPサービスの再起動（737ページ）ステップ 3

カスタム電話呼出音のアップロードの準備

手順

ステップ 1 変更する PCMファイルに加えて、既存のRinglist.xmlファイルをダウンロードするには、file

get tftp &lt;tftp path&gt; CLIコマンドを使用します。
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ステップ 2 アップロードする各呼出音タイプのPCMファイルを作成します。PCMファイルのCisco Unified
Communications Managerとの互換性に関するガイドラインについては、PCMファイル形式の要
件（738ページ）を参照してください。

ステップ 3 新しい電話の呼出音で Ringlist.xmlファイルを更新するには、ASCIIエディタを使用します。
Ringlist.xmlファイルの形式要件の詳細については、Ringlist.xmlファイル形式の要件（738ペー
ジ）を参照してください。

TFTPサーバへのカスタム電話呼出音のアップロード

始める前に

カスタム電話呼出音のアップロードの準備（736ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified OSの管理から、[ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [TFTP] >
[ファイル管理（File Management）]を選択します。

ステップ 2 [ファイルのアップロード]をクリックします。

ステップ 3 [検索（Browse）]をクリックして、Ringlist.xmlファイルと、アップロードする PCMファイル
を選択します。

ステップ 4 [ファイルのアップロード]をクリックします。

TFTPサービスの再起動

始める前に

TFTPサーバへのカスタム電話呼出音のアップロード（737ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityにログインして、[ツール（Tools）] > [コントロールセンタ -機能
サービス（Control Center - Feature Services）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco TFTPサービスが実行されているサーバ
を選択します。

ステップ 3 Cisco TFTPサービスに対応するラジオボタンをクリックします。

ステップ 4 [再起動（Restart）]をクリックします。
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PCMファイル形式の要件
電話の呼出音の PCMファイルは、Cisco Unified IP Phoneで正常に再生するには一連の要件を
満たしている必要があります。PCMファイルを作成または変更する際は、次のファイル形式
要件をサポートしている任意の標準音声編集パッケージをご利用ください。

• Raw PCM
•サンプリング回数：8,000回/秒。
• 1サンプルあたり 8ビット。
• μ-law圧縮
•呼出音の最大サイズ：16080サンプル
•呼び出し音のサンプル数が 240で割り切れること
•呼出音がゼロ交差で開始および終了すること

Ringlist.xmlファイル形式の要件
Ringlist.xmlファイルは、電話呼出音タイプのリストを保持したXMLオブジェクトを定義して
います。呼出音タイプごとに、呼出音タイプに使用される PCMファイルへのポインタ、およ
び Cisco Unified IP Phoneの [呼出音タイプ（Ring Type）]メニューに表示されるテキストを記
述します。

CiscoIPPhoneRinglist XMLオブジェクトは、次の簡単なタグセットを使用して情報を記述しま
す。

<CiscoIPPhoneRinglist> <Ring>
<DisplayName/>
<FileName/>

</Ring>
</CiscoIPPhoneRinglist>

定義名については、次の規則があります。

• DisplayNameには、関連付けられたPCMファイルのカスタム呼出音の名前を定義します。
この名前は、Cisco Unified IP Phoneの [呼出音タイプ（Ring Type）]メニューに表示されま
す。

• FileNameには、DisplayNameに関連付けるカスタム呼出音の PCMファイルの名前を指定
します。

DisplayNameフィールドと FileNameフィールドは、25文字以下にする必要があります。ヒント

次に、2つの電話呼出音タイプを定義した Ringlist.xmlファイルの例を示します。
<CiscoIPPhoneRinglist> <Ring>

<DisplayName>Analog Synth 1</DisplayName>
<FileName>Analog1.raw</FileName>

</Ring>
<Ring>

<DisplayName>Analog Synth 2</DisplayName>
<FileName>Analog2.raw</FileName>
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</Ring>
</CiscoIPPhoneRinglist>

それぞれの電話呼出音タイプについて、必須の DisplayNameと FileNameを記述する必要があ
ります。Ringlist.xmlファイルには、呼出音タイプを 50個まで記述できます。

ヒント

カスタムバックグラウンド
また、TFTPサーバを使用して、ネットワーク内の電話機に新しいカスタム背景イメージをアッ
プロードすることもできます。電話機のユーザは、アップロードした画像を電話機の背景とし

て選択できます。電話ユーザがさまざまな画像から選択できるように、またはすべての電話機

に特定の背景イメージを割り当てることができるようにシステムを設定できます。

電話機のユーザが電話機の背景をカスタマイズできるようにするには、新しい画像をアップ

ロードするたびに TFTPサーバに次のファイルを準備してアップロードする必要があります。

•フルサイズの背景イメージ：ご使用の電話機モデルの画像サイズ（ピクセル単位）やカ
ラータイプなど、画像の仕様については、お使いの電話機のマニュアルを参照してくださ

い。

•サムネイル画像：これは、電話機のユーザが独自の背景イメージを選択できるようにする
場合にのみ必要です。サムネイル画像の仕様については、お使いの電話機のマニュアルを

参照してください

•編集済みの List.xmlファイル：このファイルには、背景イメージのリストが含まれて
おり、電話機のユーザはこのリストから選択できます。このファイルに新しい画像を追加

する必要があります。

すべての電話機に特定の画像を割り当てる場合は、メインの背景イメージのみをアップロード

する必要があります。また、共通の電話プロファイルを更新して、割り当てた画像を使用する

ように電話機に指示する必要があります。

カスタムバックグラウンドの設定タスクフロー
これらのタスクを実行して、展開内の電話機のカスタマイズされた背景イメージを設定および

アップロードします。電話機のユーザがさまざまな画像から選択できるように、またはすべて

の電話機に表示される特定の背景イメージを割り当てることができるようにシステムを設定で

きます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

フルサイズの背景イメージと対応するサ

ムネイル画像を作成します（必要な場

電話機の背景イメージの作成（741ペー
ジ）

ステップ 1

合）。ファイルの種類、イメージのサイ

ズ（ピクセル単位）、色の種類など、イ

メージの仕様については、ご使用の電話

機のマニュアルを参照してください。

特定の背景イメージを割り

当てる場合、サムネイルは

必要ありません。

（注）

List.xmlファイルを適切なTFTPディ
レクトリから新しいイメージで更新しま

List.xmlファイルの編集（741ページ）ステップ 2

す。これは、電話機のユーザが電話機の

バックグラウンドオプションのリスト

に新しい画像を表示するために必要で

す。

この手順は、ユーザに自分

の背景を選択するオプショ

ンを与えている場合にのみ

必要です。特定の背景イ

メージを割り当てる場合

は、このファイルを編集す

る必要はありません。

（注）

ファイルをTFTPサーバにアップロード
します。

TFTPサーバへのバックグラウンドの
アップロード（742ページ）

ステップ 3

Cisco TFTPサービスを再起動して、イ
メージを電話機にプッシュします。

TFTPサーバの再起動（743ページ）ステップ 4

これはオプションです。デフォルトで

は、Cisco Unified Communications
電話機ユーザの電話機バックグランドの

割り当て（743ページ）
ステップ 5

Managerは電話機のユーザに自分の電話
機の背景イメージを選択するオプション

を提供します。ただし、共通の電話プロ

ファイルを使用して、この共通の電話プ

ロファイルを使用するすべての電話機に

特定の背景イメージを割り当てることが

できます。
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電話機の背景イメージの作成

背景イメージの仕様およびサムネイル画像の仕様については、お使いの電話機のマニュアルを

参照してください。これには、イメージサイズ（ピクセル単位）、ファイルのタイプ、および

その電話機モデルの適切な宛先TFTPディレクトリが含まれます（TFTPディレクトリはイメー
ジ仕様に基づいています）。

•電話機のユーザがアップロードされた画像を使用するか使用しないかを選択するようにす
るには、その特定の電話機モデルの仕様に従ってフルサイズの画像とサムネイル画像の両

方を準備する必要があります。

•画像を特定の電話機に割り当てる場合は、フルサイズの画像のみが必要です。

次のタスク

電話機のユーザが自分の背景イメージを選択できるようにする場合は、List.xmlファイルの編
集（741ページ）。

特定の背景イメージを割り当てる場合は、List.xmlファイルを更新する必要はありません。
TFTPサーバへのバックグラウンドのアップロード（742ページ）に進みます。

List.xmlファイルの編集
電話ユーザが背景イメージを選択できるようにするには、この手順を使用して、既存の

List.xmlファイルにアップロードする新しい背景イメージを追加します。各 TFTPイメージ
ディレクトリには、そのTFTPディレクトリを使用する電話機で使用されるList.xmlファイ
ルが含まれています。このファイルは、各背景オプションの特定の背景イメージとサムネイル

画像を指し、最大 50の背景イメージを含むことができます。画像は、電話機に表示される順
序でリストされます。各イメージについて、ファイルには次の 2つの属性を含む
&lt;ImageItem&gt;要素が含まれています。

• Image：電話機の [背景イメージ（Background Images）]メニューに表示されるサムネール
画像の取得先を示す Uniform Resource Identifier（URI）。

• URL：フルサイズ画像の取得先を指定する URI。

例:

次の例（Cisco Unified IP Phone 7971G-GEおよび 7970G）に、2つのイメージを定義する
List.xmlファイルを示します。それぞれの画像について、必須の Imageおよび URL属性を
記述する必要があります。この例で表示される TFTP URIは、HTTP URLサポートが提供され
ていないため、フルサイズ画像およびサムネイル画像にリンクするための唯一のサポートされ

ている方法です。

<CiscoIPPhoneImageList>
<ImageItem Image=”TFTP:Desktops/320x212x12/TN-Fountain.png”

URL=”TFTP:Desktops/320x212x12/Fountain.png”/>
<ImageItem Image=”TFTP:Desktops/320x212x12/TN-FullMoon.png”

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
741

カスタム機能

電話機の背景イメージの作成



URL=”TFTP:Desktops/320x212x12/FullMoon.png”/>
</CiscoIPPhoneImageList

手順

ステップ 1 コマンドラインインターフェイスへのログイン

ステップ 2 file get tftp &lt;filename&gt; CLIコマンドを実行します。ここで、&lt;filename&gt;は、適
切なTFTPディレクトリに対するList.xmlファイルのファイルとファイルパスを表します。

それぞれのイメージディレクトリに独自のファイルがあるので、必ず適切な TFTP
ディレクトリから List.xmlファイルをダウンロードしてください。ディレクト
リはイメージの仕様に基づいているため、その電話機モデルの適切な TFTPディレ
クトリについて、ご使用の電話機のマニュアルを参照してください。

（注）

ステップ 3 追加する新しい各背景オプションに対し、新しい &lt;ImageItem&gt;要素で xmlファイルを編
集します。

TFTPサーバへのバックグラウンドのアップロード
この手順を使用して、新しい電話機のバックグラウンドファイルをTFTPサーバにアップロー
ドします。

•電話機のユーザが自分の背景イメージを選択できるようにするには、フルサイズの背景イ
メージ、サムネイル画像、および更新された List.xmlファイルをアップロードする必
要があります。

•特定の背景イメージを割り当てる場合は、フルサイズの背景イメージのみをアップロード
する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified OSの管理で、[ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [TFTPファ
イル管理（TFTP File Management）]を選択します。

ステップ 2 [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックして、次の手順を実行します。

a) [ファイルの選択（Choose File）]をクリックして、アップロードするバックグラウンド
ファイルを選択します。

b) [ディレクトリ（Directory）]フィールドに、その電話機モデルの適切な TFTPディレクト
リを入力します。TFTPディレクトリは、画像のサイズと色のタイプに対応しています。
画像の仕様については、お使いの電話機のマニュアルを参照してください。

c) [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。
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d) これらの手順を繰り返して、サムネイル画像とlist.xmlファイルの両方をアップロード
します。これらのファイルは、メインの背景イメージと同じ TFTPディレクトリにロード
する必要があります。

ステップ 3 [閉じる（Close）]をクリックします。

TFTPサーバの再起動
カスタムファイルをTFTPディレクトリにアップロードしたら、Cisco TFTPサーバを再起動し
てファイルを電話機にプッシュします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityにログインして、[ツール（Tools）] > [コントロールセンタ -機能
サービス（Control Center - Feature Services）] を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco TFTPサービスが実行されているサーバ
を選択します。

ステップ 3 Cisco TFTPサービスに対応するラジオボタンをクリックします。

ステップ 4 [再起動（Restart）]をクリックします。

電話機ユーザの電話機バックグランドの割り当て

デフォルトでは、Cisco Unified Communications Managerを使用すると、電話機のユーザは自分
の電話機の背景イメージをカスタマイズできます。ただし、共通の電話プロファイル設定を使

用して、この共通の電話プロファイルを使用するすべての電話機に特定の背景イメージを割り

当てることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] >
[共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、電話機が使用する共通の電話機プロファイルを選択します。
• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい共通の電話プロファイルを作成します。

ステップ 3 ユーザが自分の背景イメージを選択できるようにするには、[背景イメージ設定へのアクセス
の有効化（Enable End User Access to Phone Background Image Setting）]チェックボックスがオン
になっていることを確認します（これはデフォルト設定です）。
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ステップ 4 このプロファイルを使用する電話機に特定の背景イメージを割り当てる場合は、次の手順を実
行します。

• [背景イメージ設定へのアクセスの有効化（Enable End User Access to Phone Background Image
Setting）]チェックボックスをオフにします。

• [背景イメージ（Background Image）]テキストボックスに、割り当てるイメージファイル
のファイル名を入力します。また、このテキストボックスに対応する [エンタープライズ
設定の上書き（Override Enterprise Settings）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]ウィンドウの残りのフィールドをすべて
入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
特定の背景イメージを割り当てた場合、この共通の電話プロファイルを使用するすべての電話

機が、指定されたイメージを使用します。

次のタスク

新しい共通の電話プロファイルを作成した場合は、このプロファイルを使用するように電話機

を再設定します。Cisco Unified Communications Managerで電話機を設定する方法の詳細につい
ては、『System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』の「Configure
Endpoint Devices」の項を参照してください。

割り当てる電話機が多数ある場合は、一括管理ツールを使用して、1回の操作で多数の電話機
に共通の電話プロファイルを割り当てます。詳細については、『Bulk Administration Guide for
Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

ヒント

設定が完了したら、電話機をリセットします。（注）
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第 49 章

保留音

•保留音の概要（745ページ）
•外部マルチキャストMOHからユニキャストMOHへのインターワーキング（750ページ）
•保留音の前提条件（751ページ）
•保留音設定のタスクフロー（752ページ）
•ユニキャストおよびマルチキャストオーディオソース（760ページ）
•保留音の連携動作（762ページ）
•保留音の制限事項（764ページ）
•保留音のトラブルシューティング（766ページ）

保留音の概要
オンネットとオフネットのユーザを保留にするときに、ストリーミングソースから音楽を流す

には、統合されている保留音（MoH）機能を使用します。このソースは、保留にしたオンネッ
トまたはオフネットデバイスに音楽を流します。オンネットデバイスには、自動音声応答

（IVR）または着呼分配機能により保留、打診転送保留、パーク転送保留にされるステーショ
ンデバイスおよびアプリケーションが含まれます。オフネットユーザには、Media Gateway
Control Protocol（MGCP）ゲートウェイまたは Skinny Call Control Protocol（SCCP）ゲートウェ
イ、Cisco IOS H.323ゲートウェイ、およびCisco IOS Media Gateway Control Protocolゲートウェ
イ経由で接続するユーザが含まれます。Cisco IOS H.323またはMGCPゲートウェイの Foreign
Exchange Station（FXS）ポート経由でCisco IPネットワークに接続しているCisco IP POTSフォ
ンに対して、および Cisco MGCPまたは SCCPゲートウェイに対しても、保留音機能が使用可
能になります。

Cisco Unified Communications Managerを起動し、メディアリソースマネージャを作成します。
保留音サーバが、その保留音リソースでメディアリソースマネージャに登録します。保留音

サーバは、保留音オーディオソースを提供し、複数のストリームに保留音オーディオソース

を接続するソフトウェアアプリケーションです。

エンドデバイスまたは機能がコールを保留にすると、Cisco Unified Communications Manager
は、その保留にされたデバイスを保留音リソースに接続します。保留にされたデバイスが復帰

すると、そのデバイスは保留音リソースから切り離され、通常のアクティビティを再開しま

す。
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発信者固有の保留音

SIPトランク経由で電話に着信する SIPコールの場合、Cisco Unified Communications Manager
はさまざまなMOHオーディオソースを使用できます。

外部アプリケーション（Cisco Unified Customer Voice Portal（CVP）コンタクトセンターソ
リューションなど）は、発信者 ID、着信番号、または公衆電話交換網（PSTN）からコールが
着信する場合は IVR連携動作に基づいて、最も適切なMOHオーディオソースを判別します。

詳細については、Cisco Unified Customer Voice Portalのドキュメント（http://www.cisco.com/c/en/
us/support/customer-collaboration/unified-customer-voice-portal/tsd-products-support-series-home.html）
を参照してください。

IP Voice Media Streaming Applicationのキャパシティの増加とMOHオー
ディオソースの拡張

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationは Cisco Unified Communications Managerのインストー
ル時に自動でインストールされます。このアプリケーションをアクティブ化して、保留音

（MoH）機能を有効にします。

このリリースでは、MOHサーバで保留音サービスが実行中に、固有の同時MOHオーディオ
ソースをサポートするために、Cisco Unified Communications Managerのキャパシティが 51から
501に増やされました。MOHオーディオソースには 1から 501までの番号が振られ、固定
MOHオーディオソースの番号は 51のままです。

Cisco Unified Communications ManagerはVMware上での実行時にUSBをサポートしないため、
固定MoHデバイスはUSB MoHデバイス経由で接続するオーディオソースを使用できません。
VMwareでは固定MoHUSBデバイスの使用はサポートされません。一方、CiscoUnifiedSurvivable
Remote Site Telephony（SRST）マルチキャストMoHを利用する導入向けには、外部のサウン
ドデバイスをプロビジョニングします。

初期グリーティングとしてのカスタムアナウンス、または音楽を聞く発信者に対して定期的に

再生されるアナウンスのいずれかまたは両方を使用するために、各MOHオーディオソースを
設定できます。Cisco Unified Communications Managerには 1つまたは複数のMOHオーディオ
ソースで使用可能なカスタムアナウンスが500個用意されています。これらのアナウンスはク
ラスタ内の Cisco Unified Communications Managerサーバ間での配信はされません。これらのカ
スタムアナウンスファイルはMoHおよびアナウンスサービスを提供する各サーバにアップ
ロードする必要があります。また、MOHオーディオソースの各カスタム音楽ファイルも各
サーバにアップロードする必要があります。

サービス付きメディアデバイスのパフォーマンスへの影響

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationは、アナンシエータ（ANN）、ソフトウェア会議ブ
リッジ、保留音（MOH）、ソフトウェアメディアターミネーションポイントの 4つのメディ
アデバイス向けのサービスとして実行します。Cisco Unified Communications Managerのサーバ
上で呼処理と共存するようにこのサービスを有効にします。このサービスを有効にする際、呼

処理への影響を避けるために必ず限定的な容量でこれらのメディアデバイスを設定します。メ
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ディアデバイスのデフォルト設定はこの共存操作に基づいて定義されます。1つ以上のメディ
アデバイスの使用を減らし、その他の設定を増加させることでこれらの設定を調整できます。

たとえば、ソフトウェアのメディアターミネーションポイントデバイスを使用していない場

合、SW MTP用の [実行フラグ（Run Flag）]設定を [False]にし、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）] > [Cisco IP Voice Media Streaming Appサービス（Cisco
IP Voice Media Streaming App service）] > [MTPパラメータ（MTP Parameters）]の順に選択
します。そして、[MTPコールカウント（MTP Call Count）]設定を [メディアリソース（Media
Resource）] > [MOHサーバ（MOH Server）] > [最大半二重ストリーム（Maximum Half Duplex
Streams）]設定に追加します。コールのトラフィックによって、デフォルト設定を変更できま
す。ただし、サーバパフォーマンスのアクティビティでCPU、メモリ、I/O待機をモニタしま
す。ユーザ数 7500人のOVA設定を使用しているような、容量の大きなクラスタでは、コール
カウントのデフォルトのメディアデバイス設定を 25 %増やすことができます。

保留音のようにメディアデバイスの使用率が高くなることが予期される場合や、コールの数が

多くてより多くのメディア接続数が必要とされる場合のインストールでは、呼処理が有効に

なっていない 1つ以上の Cisco Unified Communications Managerサーバで Cisco IP Voice Media
Streaming Applicationサービスを有効にします。このサービスを有効にすると、メディアデバ
イスの使用によって呼処理などのその他のサービスが受ける影響が限定的なものになります。

次に、メディアデバイスのコールの最大数の構成時の設定を増加させることができます。

Cisco Unified Communications Managerサービスと共存するように Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationを有効にした場合、呼処理のパフォーマンスに影響を与える可能性があります。保
留音やアナンシエータの容量設定をデフォルトの設定から増やす場合は、Cisco Unified
Communications Managerを有効にせずにサーバで Cisco IP Voice Media Streaming Applicationを
有効化することが推奨されています。

アクティブな発信者が保留中になっているときやマルチキャストMOHのオーディオストリー
ムが設定されているときは、CPUのパフォーマンスはMOHに影響されます。

表 56 :一般的なパフォーマンス結果

CPUパフォーマンス設定に関する注意事項

25～ 45%（7500ユーザの OVA設定）専用のMOHサーバ、保留中のコール 1000、
グリーティングと定期アナウンスのMOH音
源 500。

25～ 45%（7500ユーザの OVA設定）専用MOHサーバとアナンシエータサーバで
のネイティブのコールキューイング、キュー

に入ったコール 1000、グリーティングと定期
アナウンスのMOH音源500。アナンシエータ
では、最大 300のグリーティングアナウンス
を同時に再生できます。

15～ 35%（7500ユーザの OVA設定）専用のMOHサーバ、保留中のコール500、グ
リーティングと定期アナウンスのMOH音源
500。
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表 57 :推奨される推定の上限数

推奨される上限数設定

MOH：保留中の発信者 500、MOH音源 100、
アナンシエータの発信者 48～ 64。

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationが
2500 OVA上で Cisco Unified Communications
Managerと共存する場合（中程度の呼処理）。

MOH：保留中の発信者 750、MOH音源 250、
アナンシエータの発信者 250。

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationが
2500 OVA上の専用サーバである場合。

MOH：保留中の発信者 500、MOH音源 250、
アナンシエータの発信者 128。

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationが
7500/10K OVA上で Cisco Unified
Communications Managerと共存する場合（中
程度の呼処理）。

MOH：保留中の発信者1000、MOH音源500、
アナンシエータの発信者 300～ 700（MOHの
コーデックは 1つ）。

MOHコーデックが 2つの場合、
アナンシエータの発信者を 300に
減らします。

（注）

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationが
7500/10K OVA上の専用サーバである場合。

この推奨の上限数はMOHや ANNデバイス固有のものです。これらのデバイスをソフトウェ
アのメディアターミネーションポイント（MTP）や話中転送（CFB）デバイスと組み合わせ
る場合、ストリームを提供するためには上限を減らします。

（注）

キャパシティプランニングに関する設定の制限事項

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationとセルフプロビジョニング IVRサービスは、メディ
アカーネルドライバを使用して Real-Time Transfer Protocol（RTP）ストリームを作成および制
御します。このメディアカーネルドライバのキャパシティは 6000ストリームです。これらの
ストリームにより、メディアデバイスと IVRはリソースを予約できます。

この予約は、次のキャパシティ計算に基づきます。

容量メディアデバイス

（[コールカウント（Call Count）]サービスパラメータ）* 3

3はエンドポイントの受信（RX）コールと送信（TX）コール、お
よび 1（.wavファイル）の合計を示します。

アナンシエータ

（[コールカウント（Call Count）]サービスパラメータ）* 2

2はRXおよびTXエンドポイントの合計ストリーム数を示します。

ソフトウェア会議ブリッ

ジ
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容量メディアデバイス

（[コールカウント（Call Count）]サービスパラメータ）* 2

2はRXおよびTXエンドポイントの合計ストリーム数を示します。

ソフトウェアメディア

ターミネーションポイン

ト

（（最大半二重ストリーム数）* 3）+（501 * 2 * [有効なMOHコー
デックの数]）

ここで、

•（最大半二重ストリーム数）は、MOHデバイス設定管理Web
ページの設定値です。

• 3は、RX、TX、およびグリーティングアナウンスの .wavファ
イルの合計ストリーム数を示します。

• 501は、保留音（MOH）ソースの最大数を示します。

• 2は、ミュージック .wavストリームと発生する可能性のある
マルチキャスト TXストリームを示します。

• [有効なMOHコーデックの数]は、Cisco IP Voice Media
Streaming Applicationのサービスパラメータで有効なMOHコー
デックの数に基づいています。

保留音

(500 * 2)

500は発信者、2は RXおよび TXストリームからの合計ストリー
ム数を示します。

セルフプロビジョニング

IVRサービス

したがって、MOHが最大 1000人の発信者をサポートできるようにする場合の式は、1000 *
3 + 501 * 2 * 1 = 4002ドライバストリーム（有効なコーデックの数は 1）、および
1000 * 3 +501 * 2 * 2 = 5004（有効なコーデックの数は 2）となります。残りのデバ
イスの数を減らし、セルフプロビジョニング IVRサービスを無効にして、合計予約数を 6000
に制限します。これにより、MOHデバイスが予約を実行できるようになります。また、Cisco
IP Voice Media Streaming Applicationと同じサーバでセルフプロビジョニング IVRサービスを
アクティブにできない場合があります。

メディアデバイスの設定がメディアデバイスドライバのキャパシティを超える場合、デバイ

スドライバに登録されているメディアデバイスが、必要なストリームリソースを最初に予約

できるようになります。後で登録されるメディアデバイスに対しては、必要なストリームリ

ソースよりも少ない数に制限されます。メディアデバイスを後から登録すると、一部のアラー

ムメッセージがログに記録され、制限されるメディアデバイスのコール数が自動的に削減さ

れます。

キャパシティが 6000ストリームのメディアカーネルドライバでは、複数の同時メディアデバ
イス接続がサポートされていない可能性があります。

（注）
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外部マルチキャストMOHからユニキャストMOHへのイ
ンターワーキング

このリリースでは、Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony（SRST）ルータをオーディオ
ソースとして設定できます。このルータは、マルチキャスト受信が可能なデバイスに対してマ

ルチキャストMOHオーディオを提供します。この方法では、Cisco Unified Communications
ManagerがマルチキャストMOHオーディオを送信している場合と同様にデバイスが機能しま
す。ただし、ユニキャスト受信だけが可能なデバイスでは、外部MOHソース（Cisco Unified
SRSTルータなど）から送信されるMOHオーディオは聞こえません。ユニキャスト受信のみ
が可能なデバイスの例としては、公衆電話交換網（PSTN）電話機、セッションボーダーコン
トローラ（SBC）の接続先および Session Initiation Protocol（SIP）トランクなどがあります。

Cisco Unified Communications Managerのこのリリースでは、この機能が拡張され、外部オーディ
オソースからのマルチキャストMOHオーディオを受信し、ユニキャストMOHオーディオと
して送信できるようになりました。Cisco Unified Communications Managerはこの機能を使用し
て、ユニキャストMOHの受信のみが可能なデバイスに対し、マルチキャストMOHオーディ
オをユニキャストMOHとして再生します。外部MOHオーディオソースの例としては、Cisco
Unified SRSTルータや、マルチキャストMOHオーディオを送信できるソフトウェアなどがあ
ります。

管理者は [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]の [保留音オーディオ
ソースの設定（Music On Hold Audio Source Configuration）]ウィンドウでこの機能に関する
フィールドを設定できます。

•この機能は、マルチキャスト受信可能なデバイスに対して外部オーディオソースを使用し
てマルチキャストMOHオーディオを再生できる既存の機能には影響しません。

•ユニキャストメディア接続の場合、外部マルチキャストソースを使用したMOHオーディ
オソースを設定していても、Cisco Unified Communications Manager MOHサーバは初回ア
ナウンスと定期的なアナウンスを再生します。

（注）

コーデック固有の着信オーディオストリームに関する設定のヒント

必要なオーディオフィードをストリーミングするため、MOHサーバに対し、外部マルチキャ
ストオーディオソース（Cisco Unified SRSTルータなど）を設定します。

Cisco Unified SRSTルータなどの外部マルチキャストオーディオソースを設定するには、[MOH
オーディオソースの設定（MOH Audio Source Configuration）]ウィンドウで [ソースの IPv4マ
ルチキャストアドレス（Source IPv4 Multicast Address）]フィールドと [ソースのポート番号
（Source Port Number）]フィールドを設定します。

• Cisco Unified Communications Managerは、[MOHオーディオソースの設定（MOH Audio
Source Configuration）]ウィンドウで設定した外部マルチキャスト IPアドレスとポート
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で、マルチキャストG.711 μ-lawストリームをリッスンします。MOHサーバはG.711 μ-law
または A-law、あるいは L16 256KワイドバンドMOHコーデック間の変換を実行できま
す。外部マルチキャストRTPストリームは、G.711 μ-lawまたはA-law、あるいはL16 256K
ワイドバンドMOHコーデックのソースとして、MOHに G.711 μ-lawコーデックを使用し
ます。G.711 A-lawおよびワイドバンドコールの場合、Cisco Unified Communications Manager
MOHサーバは、着信 G.711 μ-lawストリームを発信 G.711 A-lawまたはワイドバンドスト
リームに変換してから、デバイスに送信します。

• Cisco Unified Communications Managerは、[MOHオーディオソースの設定（MOH Audio
Source Configuration）]ウィンドウで設定した外部マルチキャスト IPアドレスおよびポー
トの値に 4を加算したアドレスで、マルチキャスト G.729 μ-lawストリームをリッスンし
ます。たとえば、239.1.1.1:16384を使用してMOHオーディオソースを設定した場合、
Cisco Unified Communications Managerは 239.1.1.1:16384でG.711 μ-lawストリームをリッス
ンし、239.1.1.1:16388（ポート値に 4を加算した値）で G.729をリッスンします。MOH
サーバは、G.729コーデックの変換は実行できません。MOH G.729コーデックを使用する
発信者には、G.729またはG.729aコーデックを使用する外部マルチキャストRTPストリー
ムが必要です。

保留音の前提条件
•マルチキャストを設定する前に、MOHサーバと音声送信元を設定することを確認します。
固定の音声送信元を使用する場合、マルチキャストを設定する前に設定します。

•ユニキャストまたはマルチキャスト保留音を実行するかどうかを必ず決定してください。

•導入および設定されるハードウェアのキャパシティを計画し、予想されるネットワークの
通話量を確実にサポートできるようにすることが非常に重要です。MOHリソースのハー
ドウェアキャパシティを知り、このキャパシティに対してマルチキャストMOHおよびユ
ニキャストMOHの実装を考慮する必要があります。ネットワークの通話量がこの制限を
超えないようにします。MOHセッションがこの制限に達すると、負荷が増加してMOH
品質が低下し、MOHの動作が不規則になり、MOH機能が失われる可能性があります。

•マルチキャストMOHを使用し、マルチキャストMOHストリームをリッスンするデバイ
スが同じ IPネットワーク内にない場合、IPネットワークでマルチキャストルーティング
を有効にする必要があります。マルチキャストルーティングを有効にする場合は、間違っ

て送信されたマルチキャストパケット（特にWANリンク経由で）によってネットワーク
の一部でフラッディングが発生する問題を回避するために注意が必要です。マルチキャス

トMOHパケットが不要なインターフェイスではマルチキャストを無効にし、[最大ホップ
数（Max Hops）]パラメータを使用してください。

•サーバキャパシティを含む保留音の展開の計画の詳細については、『シスココラボレー
ションシステムソリューションリファレンスネットワーク設計』の「保留音容量」のト

ピックを参照してください。
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保留音設定のタスクフロー
システムの保留音 (MOH)を設定するには、次のタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

保留音を有効にするには、 CISCO IP
Voice Media Streaming Serviceアプリ

Cisco IP Voice Media Streamingのアク
ティブ化（753ページ）

ステップ 1

ケーションサービスをアクティブにしま

す。

MOHサーバの基本的なサーバ設定を設
定します。

保留音サーバの設定（753ページ）ステップ 2

オプション。独自のオーディオファイル

をアップロードして、MOHオーディオ
保留音オーディオファイルのアップロー

ド（754ページ）
ステップ 3

ストリームとして使用できるようにしま

す。

保留音オーディオストリームを設定し

ます。また、アップロードされたオー

保留音オーディオソースの設定（755
ページ）

ステップ 4

ディオファイルをMOHオーディオスト
リームに関連付けることもできます。

固定保留音オーディオソースを設定し

ます。システムは、1つの固定MOHオー
固定保留音オーディオソースの設定

（756ページ）
ステップ 5

ディオソース (ストリーム 51)をサポー
トしています。

保留音サービスをメディアリソースグ

ループに割り当てます。このグループ

メディアリソースグループへのMOH
の追加（757ページ）

ステップ 6

は、コールのエンドポイントで使用可能

なメディアリソースをコンパイルしま

す。

メディアリソースグループを、優先さ

れるメディアリソースグループリスト

に割り当てます。

メディアリソースグループリストの設

定（757ページ）
ステップ 7

メディアリソースグループリストをデバ

イスまたはデバイスプールに割り当てる

デバイスプールへのメディアリソース

の追加（758ページ）
ステップ 8

ことによって、エンドポイントで保留音

を使用できるようにします。
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目的コマンドまたはアクション

オプション。保留中のコールのデフォル

トのコーデックやデフォルトのオーディ

MOHサービスパラメータの設定（758
ページ）

ステップ 9

オストリームなどのオプションの保留音

パラメータを設定します。

Cisco IP Voice Media Streamingのアクティブ化
保留音を使用するには、CISCO IP Voice Media Streaming Applicationサービスをアクティブに
する必要があります。

インストール時に、Unified Communications Managerは保留音のデフォルトのオーディオソー
スをインストールし、設定します。保留音機能はデフォルトのオーディオソースを使用して続

行できます。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ツール
（Tools）] > [サービスアクティベーション（Service Activation）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバを選択します。

ステップ 3 [ CM Services ]の下で、 Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスがアクティブになってい
ることを確認します。サービスが非アクティブになっている場合は、サービスを確認し、[保
存 (Save)]をクリックします。

保留音サーバの設定

始める前に

1つまたは複数の保留音（MOH）サーバが使用可能であることを確認します。

Cisco Unified Communications Manager MOHサーバは、Cisco IP Voice Media Streaming Application
サービスを有効にすると自動的に追加されます。

（注）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。メディ
アリソース >の保留音サーバ。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、更新する保留音サーバを選択します。

ステップ 3 [ホストサーバ（Host Server）]を選択します。

ステップ 4 説明とともに、記述された保留音サーバの名前を入力します。

ステップ 5 このサーバに使用するデバイスプールを選択します。

ステップ 6 次のフィールドを設定して、サーバ容量を設定します。

• [最大半二重ストリーム（Maximum Half Duplex Stream）]：任意の時点で、この保留音
サーバからストリーミングされるユニキャスト保留音の対象となるデバイスの最大数に設

定します。次の式を使用して、最大値を計算できます。

（Server and deployment capacity） –（[Number of multicast MOH sources] *

[Number of enabled MOH codecs]）
（注）

• [最大マルチキャスト接続数（Maximum Multi-cast Connections）]：任意の時点でマルチ
キャストMOHに配置される可能性のあるデバイス数以上の値に設定します。

ステップ 7 （任意）マルチキャストを有効にするには、[ Enable multi Cast Audio Sources on this MOH
Server ]チェックボックスをオンにして、マルチキャスト IPアドレスの範囲を設定します。

ステップ 8 [保留音サーバの設定（Music On Hold Server Configuration）]ウィンドウの追加フィールドを
設定します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

保留音オーディオファイルのアップロード

カスタマイズされたオーディオファイルをアップロードして、保留音のオーディオストリーム

として使用できるようにするには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [メディ
アリソース（Media Resources）] > [MOHオーディオファイル管理（MOH Audio File
Management）]。

ステップ 2 [ファイルのアップロード]をクリックします。

ステップ 3 [ファイルの選択（Choose File）]をクリックして、アップロードするファイルを選択します。
ファイルを選択したら、[開く (Open)]をクリックします。

ステップ 4 [アップロード（Upload）]をクリックします。
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[アップロード結果（UploadResult）]ウィンドウにアップロードの結果が表示されます。アッ
プロード手順によって、ファイルがアップロードされ、オーディオ変換が実行されて、MoH
のためのコーデック固有のオーディオファイルが作成されます。元ファイルのサイズによって

は、処理が完了するまでに数分を要することがあります。

ステップ 5 [閉じる（Close）]をクリックして、[アップロード結果（Upload Result）]ウィンドウを閉じま
す。

ステップ 6 追加のオーディオファイルをアップロードする場合は、この手順を繰り返します。

音声ソースファイルをインポートすると、Unified Communications Managerがファイ
ルを処理し、保留音サーバーでの使用に適した形式にファイルを変換します。次に

オーディオソースファイル有効な入力形式の例を挙げます。

• 16ビット PCM .wavファイル

•ステレオまたはモノラル

• 48 kHz、44.1 kHz、32 kHz、16 kHz、8 kHzのサンプルレート

（注）

MOH音源ファイルは、クラスタ内の他のMOHサーバに自動的には伝達されませ
ん。各MOHサーバまたはクラスタ内の各サーバに個別にオーディオソースファイ
ルをアップロードする必要があります。

（注）

保留音オーディオソースの設定

保留音オーディオソースを設定するには、次の手順を使用します。オーディオストリームを設

定し、アップロードされたファイルをオーディオストリームに関連付けることができます。最

大500のオーディオストリームを設定できます。

オーディオソースファイルの新しいバージョンを使用可能にするには、新しいバージョンを

使用できるように更新手順を実行します。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [保留音オーディオソース（Music On Hold Audio Source）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のオーディオストリームを選択します。

•新しいストリームを設定するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 Mohオーディオストリーム番号から、オーディオストリームを選択します。
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ステップ 4 [MOHオーディオソース名（MOH Audio Source Name）]フィールドに、一意の名前を入力し
ます。

ステップ 5 オプション。このファイルをマルチキャストできるようにするには、[ Allow Multi ]チェック
ボックスをオンにします。

ステップ 6 オーディオソースの設定：

• [ MOH WAVファイルソースの使用]オプションボタンをオンにし、Mohオーディオソー
スファイルから、割り当てるファイルを選択します。

• [再ブロードキャスト External Multicast source ]オプションボタンをオンにして、マルチ
キャスト送信元 IPアドレスの詳細を入力します。

ステップ 7 保留中およびハントパイロットコールのアナウンス設定セクションで、このオーディオソース
に使用するアナウンスメントを割り当てます。

ステップ 8 [保留音オーディオソースの設定（Music On Hold Audio Source Configuration）]ウィンドウの
残りのフィールドを設定します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプ

を参照してください。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

固定保留音オーディオソースの設定

For each cluster, you may define one fixed audio source（Source 51）.各MOHサーバのクラスタご
とに設定される固定オーディオソースを設定する必要があります。この固定オーディオソー

スは、ローカルコンピュータのオーディオドライバを使用する固定デバイスから送信されま

す。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。メディ
アリソース >固定 moh音源。

ステップ 2 オプション。この音源のマルチキャストを許可する場合は、[マルチキャストを許可する (allow
multi鋳造) ]チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 固定オーディオソースを有効にするには、[有効 (enable )]チェックボックスをオンにします。
このチェックボックスをオンにすると、名前が必要になります。

ステップ 4 [保留中およびハントパイロットコール]エリアのアナウンスメント設定で、このオーディオ
ソースのアナウンスメントを設定します。

ステップ 5 [固定MOHオーディオソースの設定（Fixed MOH Audio Source Configuration）]ウィンドウの
各フィールドを設定します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参

照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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メディアリソースグループへのMOHの追加
メディアリソースグループは、メディアリソースの論理グループです。必要に応じて、メディ

アリソースグループを地理的な場所またはサイトに関連付けることができます。またメディ

アリソースグループを作成して、サーバの使用状況、またはユニキャストやマルチキャスト

のサービスタイプを制御することもできます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [メディ
アリソース（Media Resources）] > [メディアリソースグループ（Media Resource Group）]。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のグループを選択します。
• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいグループを作成します。

ステップ 3 [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。

ステップ 4 [使用可能なメディアリソース (Available Media resources )]リストで、保留音リソースを選択
し、下矢印を使用して、選択したメディアリソースにリソースを追加します。このグループに

割り当てる他のメディアリソースについて、この手順を繰り返します。

ステップ 5 （任意）保留音のマルチキャストを許可する場合は、[ Use Multi cast FOR MOH Audio ]チェッ
クボックスをオンにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

メディアリソースグループリストの設定

メディアリソースグループリストは、優先されるメディアリソースグループの一覧を表示し

ます。アプリケーションは、メディアリソースグループリストに定義されている優先順位に

従って、使用可能なメディアリソースの中から、必要なメディアリソースを選択できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [メディ
アリソース（Media Resources）] > [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group
List）]。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のメディアリソースグループリストを選択します。
• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいメディアリソースグループリストを作
成します。

ステップ 3 リストの名前を [Name]に入力します。
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ステップ 4 [使用可能効なメディアリソースグループ（Available Media Resource Groups）]リストから、
このリストに追加するグループを選択し、下矢印を使用して、[選択したメディアリソースグ
ループ（Selected Media Resource Groups）]に移動します。

ステップ 5 [ Selected Media Resource groups ]リストで、リストの右側にある上下の矢印を使用して、グ
ループの優先順位を編集します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

デバイスプールへのメディアリソースの追加

MOHリソースを含むメディアリソースグループリストをデバイスまたはデバイスプールに割
り当てることによって、デバイスがMOHを使用できるようにすることができます。

コール中のデバイスは、[電話の設定 (Phone Configuration )]ウィンドウでデバイスに割り当て
られているメディアリソースグループリストを使用します。何も割り当てられていない場合

は、コールに使用されるデバイスプールのメディアリソースグループリストが使用されます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、次のいずれかを実行します。

• [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]を選択します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、既存の電話または既存のデバイスプールを選択します。

ステップ 3 [メディアリソースグループリスト (Media Resource Group list )]ドロップダウンリストから、
保留音リソースが含まれているメディアリソースグループリストを選択します。

ステップ 4 設定ウィンドウの残りのフィールドに入力します。フィールドとその設定オプションの詳細に
ついては、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

MOHサービスパラメータの設定
保留音 (MOH)のオプションサービスパラメータを設定するには、次の手順を使用します。ほ
とんどの導入の場合、デフォルト設定で十分です。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス (Service )]ドロップダウンリストから、[ Cisco IP Voice Media Streaming]を選択しま
す。

ステップ 4 クラスタ全体のパラメータ ([すべてのサーバに適用するパラメータ (parameters of all servers)])
]エリアで、オプションの mohサービスパラメータを設定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [サービス]ドロップダウンリストボックスから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 7 オプションのMOHパラメータを設定します。たとえば、クラスタ全体のパラメータ (サービ
ス)では、保留のデフォルトのオーディオソースを割り当てることができます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

クラスタ全体のグループに含まれるパラメータを除き、すべてのパラメータは現在

のサーバにのみ適用されます。

（注）

保留音オーディオファイルの表示

システムに保存されている既存の保留音のオーディオファイルを表示します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [MOHオーディオファイルの管理（MOH Audio File Management）]を選択し
ます。

[保留音オーディオファイルの管理（Music On Hold Audio File Management）]ウィンドウが表
示されます。

ステップ 2 各レコードの次の情報を確認します。

•チェックボックス：オーディオファイルを削除できる場合は、[ファイル名（File Name）]
列の前にチェックボックスが表示されます。

• [ファイル名（File Name）]：この列には、オーディオファイル名が表示されます。

• [長さ（Length）]：この列には、オーディオファイルの長さが分と秒の単位で表示されま
す。

• [ファイルステータス（File Status）]：この列には、オーディオファイルの次のいずれか
のステータスが表示されます。
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• [変換完了（Translation Complete）]：このステータスは、ファイルが正常にアップロー
ドされ、保留音オーディオソースのオーディオファイルとして使用可能になると表

示されます。

• [使用中（In Use）]：このステータスは、このオーディオファイルをMOHオーディ
オソースファイルとして使用する保留音オーディオソースを追加すると表示されま

す。

ステータスが [使用中（In Use）]のファイルは削除できません。（注）

ユニキャストおよびマルチキャストオーディオソース
ユニキャスト保留音が、システムのデフォルトオプションです。ただし、必要に応じてマルチ

キャストを設定する必要があります。マルチキャストとユニキャストの両方の設定において、

保留された通話相手に対するオーディオソースの動作は同じです。各オーディオソースは一度

使用され、ストリームは内部で分割されて保留された通話相手に送信されます。この状況での

マルチキャストとユニキャストの唯一の違いは、データがネットワーク上でどのように送信さ

れるかだけです。

表 58 :ユニキャストおよびマルチキャストオーディオソースの違い

マルチキャストオーディオソースユニキャストオーディオソース

MOHサーバからマルチキャストグループの
IPアドレスに送信されるストリームで構成さ
れます。MoHオーディオストリームを要求す
るエンドポイントは、必要に応じてマルチキャ

ストMoHに参加できます。

MOHサーバからMoHオーディオストリーム
を要求するエンドポイントに直接送信される

ストリームで構成されます。

マルチキャストMoHストリームは、MOHサー
バとマルチキャストグループ IPアドレス間
の、ポイントツーマルチポイント片通話 RTP
ストリームです。

ユニキャストMoHストリームは、サーバとエ
ンドポイントデバイス間のポイントツーポイ

ント片通話 RTPストリームです。

複数のユーザに対して、MoHを提供するため
に同じオーディオソースストリームを使用で

きます。

ユニキャストMoHは、ユーザまたは接続ごと
に別々のソースストリームを使用します。ユー

ザまたはネットワークイベントを介して保留

になるエンドポイントデバイスが増えるにつ

れて、MoHストリームの本数も増加します。
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マルチキャストオーディオソースユニキャストオーディオソース

マルチキャストユーザの場合、このアナウン

スは流されません。

MOHオーディオソースには、最初のアナウ
ンス（グリーティング）で設定でき、ユニキャ

ストの保留された通話相手に対して送信され

ます。ユニキャストMoHユーザの場合、この
アナウンスは最初から流されます。

マルチキャストMoHでは、システムリソー
スと帯域幅を節約できます。

追加のMoHストリームが生成されると、ネッ
トワークのスループットと帯域幅に対してマ

イナスの影響を与える可能性があります。

ネットワークがマルチキャスト対応になって

いない状況や、エンドポイントデバイスがマ

ルチキャストを処理できない状況では、問題

が生じる可能性があります。

マルチキャストが有効ではないか、デバイス

がマルチキャストに対応していないネットワー

クでは非常に有用です。

管理デバイス、IPアドレスおよびポートを含
みます。

管理デバイスのみを含みます。

マルチキャストを許可するには、管理者は少

なくとも 1つのオーディオソースを定義する
必要があります。マルチキャストの保留音サー

バを定義するには、まずマルチキャストを許

可するようにサーバを定義します。

保留音サーバを定義するための要件はありま

せん。

機能するためには、メディアリソースグルー

プとメディアリソースグループリストの両方

が、マルチキャスト保留音サーバを含むよう

に定義されている必要があります。メディア

リソースグループには、マルチキャスト用に

設定された保留音サーバを含める必要があり

ます。これらのサーバは、（MOH）[multicast]
とラベル付けされます。また、マルチキャス

トのメディアリソースグループを定義する場

合は、[MoHオーディオにマルチキャストを使
用する（Use Multicast for MOH Audio）]チェッ
クボックスをオンにします。

機能するために、MOHオーディオソース、
MOHサーバまたはメディアリソースグルー
プリストを設定する必要はありません。
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SIPサービスパラメータのマルチキャストMoH方向属性により、Cisco Unified Communications
Managerがマルチキャスト保留音（MoH）INVITEメッセージ中の Session Description Protocol
（SDP）の方向属性を、[sendOnly]に設定するか [recvOnly]に設定するかが決まります。

導入において、Cisco Unified IP Phone 7940と 7960に対して SIP電話機がリリース 8.4以前を使
用するか、Cisco Unified IP Phone 7906、7911、7941、および 7961に対して SIP電話機がリリー
ス 8.1(x)以前を使用する場合、このパラメータを [sendOnly]に設定します。それ以外の場合
は、このパラメータをデフォルト値 [recvOnly]のままにします。

（注）

保留音の連携動作

連携動作機能

H.323クラスタ間トランク上のマルチキャストMOH機能を使用する
ことで、MOHをH.323クラスタ間トランク（ICT）上でマルチキャス
トできます。コールがクラスタ間トランク上で接続され、片方が [保
留（Hold）]キーを押すと、MOHがクラスタ間トランク上でストリー
ムされます。マルチキャストMOHをオンにし、保留する側とトラン
クがマルチキャストMOHサーバを使用するように設定してある場
合、MOHはマルチキャストでストリームされます。このトランク上
で保留中のコールの数に関わりなく、1つのマルチキャストMOHス
トリームのみがトランク上でストリームされます。

この機能に関する追加ポイント:

•この機能は、Terminal Capability Set（TCS）および OLCメッセー
ジの新規フィールドが Cisco Unified Communications Manager間に
あるいずれかのミドルボックスを通過しない場合、機能しませ

ん。

•この機能を使用する場合、マルチキャストMOHのフィールドを
追加設定する必要はなく、シングルトランスミッタマルチキャ

ストをサポートする Cisco Unified Communications Manager間にの
み適用されます。

•機能はデフォルトでオンですが、[H.245 OLCメッセージでマル
チキャストMOHを送信（Send Multicast MOH in H.245 OLC
Message）]サービスパラメータを [いいえ（False）]に設定する
ことによってオフにできます。この値を設定することで、この機

能によって生じる可能性がある相互運用性の問題を解決できま

す。

H.323クラスタ間トラ
ンク上のマルチキャス

ト保留音
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連携動作機能

MOHサーバは、ソフトウェア会議ブリッジとメディアターミネー
ションポイントにより実装されている Cisco Unified Communications
Managerのリストとフェールオーバーをサポートします。フェール
オーバーの際、システムは可能な場合、Cisco Unified Communications
Managerをバックアップするために接続を維持します。

保留音セッションがアクティブな間に保留音サーバに障害が発生する

と、保留された側にはこの時点から音楽が聞こえなくなります。ただ

し、この状況は通常のコール機能には影響しません。

保留音のフェールオー

バーとフォールバック

保留音を使用すると、ユーザはコールを保留にして、ストリーミング

ソースから提供される音楽を再生できます。保留音を使用すると、次

の 2種類の保留が可能です。

•ユーザ保留：ユーザが保留ボタンまたは [保留（Hold）]ソフト
キーを押した場合、この種類の保留が起動されます。

•ネットワーク保留：ユーザが転送、電話会議、またはコールパー
ク機能を有効化した場合、この種類の保留が自動的に起動されま

す。ダイレクトコールパークは転送機能なので、ダイレクト

コールパークにはこの種類の保留が適用されます。ただし、ダ

イレクトコールパークは、オーディオソースとして、Cisco Call
Managerサービスパラメータである、デフォルトのネットワーク
保留MOHオーディオソースを使用します。

コールパークとダイレ

クトコールパーク

例としては、RSVPエージェント、TRP、保留音（MOH）、MTP、ト
ランスコーダ、および会議ブリッジがあります。

メディアリソースは、訪問先電話に対してローカルです（RSVPエー
ジェント以外）。

Extension Mobility Cross
Cluster：訪問先電話の
メディアリソース

MOHが通常の保留コールに設定されている場合、Cisco Unified
Communications Managerは復帰したコール上でのMOHをサポートし
ます。

保留復帰

保留中のパーティは、Cisco Unified Communications Managerが保留音
のリソースを割り当てるために使用するメディアリソースグループ

リストを定義します。

メディアリソースの選

択
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連携動作機能

Cisco Unified Communications Managerでは、Cisco IP Voice Media
Streaming Applicationサービスが拡張され、Secure Real-Time Protocol
（SRTP）をサポートするようになりました。そのため、Cisco Unified
Communications Managerクラスタまたはセキュリティシステムが有効
な場合、MOHサーバは、SRTP対応デバイスとして Cisco Unified
Communications Managerに登録されます。また、受信デバイスもSRTP
に対応している場合、音楽メディアは受信デバイスにストリーミング

される前に暗号化されます。

次の点を確認してください。

•クラスタセキュリティは混合モードである必要があります:ユーティ
リティ ctl セットクラスタ混合モードCLIコマンドを実行します。

• [SIPトランク in the path support SRTP]: srtpがトランク上で動作す
るようにするには、[ Trunk Configuration ]ウィンドウで [ srtp
Allowed ]チェックボックスをオンにする必要があります。

•デバイスが SRTPをサポートしている:エンドポイントで使用さ
れる電話セキュリティプロファイルで、デバイスセキュリティ

モードを暗号化する必要があります。

SRTPを使用したセ
キュアな保留音

保留音の制限事項

説明制限事項

コンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）とメディ
アターミネーションポイント（MTP）デバイスは、マルチキャ
スト保留音機能をサポートしません。CTIまたはMTPデバイス
を、CTIデバイスのメディアリソースグループリスト内のマル
チキャストMoHデバイスで設定する場合、コール制御の問題が
起こることがあります。CTIとMTPのデバイスは、ストリーミ
ングメディアのマルチキャストをサポートしません。

マルチキャスト保留音のサ

ポート

マルチキャスト保留音は、IPv4のみをサポートします。保留音
のコンポーネントであるCisco IP Voice Media Streaming Application
は、ユニキャスト保留音の IPv4および IPv6のオーディオメディ
ア接続をサポートします。マルチキャスト保留音は、IPv4のみ
をサポートします。IPv6の IPアドレッシングモードのみを持つ
デバイスは、マルチキャストをサポートできません。

インターネットプロトコル

のサポート

Cisco Unified Communications Managerは、メディアリソースグ
ループ内の保留音サーバに対する固定デバイス（ハードウェア）

オーディオソースの配信をサポートしません。

固定デバイスのオーディオ

ソースの配信
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説明制限事項

G.729aコーデックは人の声を対象としているため、音楽の保留
音に使用すると適切な音質が得られないことがあります。

G.729aコーデックの不適格
音質

Cisco Unified Communications Managerクラスタまたはシステム
は、Cisco Unified Computing System（UCS）サーバまたはその他
のシスコ認定サードパーティサーバの構成上での仮想展開のみ

をサポートします。MoHを外部ソースから提供するノードの場
合、保留音機能を外部ソース（USBオーディオドングル）と共
に使用することはできません。

Cisco Unified Communications
Managerシステムのサポー
ト

管理者は、マルチキャストをサポートするリソースがある場合

は、保留音サーバをユニキャストまたはマルチキャストとして

指定できます。

マルチキャストサポート

コールがQSIGのトンネル有効SIPトランクで受信されるか転送
される場合、発信者に固有のMoHはサポートされません。

発信者に固有のMoHのサ
ポート

保留音機能はMP3形式をサポートしません。MP3形式のサポート

マルチキャストMoHは H.323と SIPプロトコルとの相互運用性
をサポートしません。

H.323と SIPプロトコルと
の相互運用性

マルチキャストMoHオーディオストリームは暗号化されておら
ず、SRTPをサポートしません。

SRTPのサポート

MTPはマルチキャストストリームをサポートしません。マルチキャストストリーム

Cisco Unified Communications Managerは、マルチキャスト保留音
RTPストリームの暗号化をサポートしません。MOHオーディオ
の安全性を高めたい場合、マルチキャストオーディオソースを

設定するべきではありません。

マルチキャスト保留音 RTP
ストリームの暗号化

VMware上で起動している場合、Cisco Unified Communications
Managerは USBをサポートしないため、USB経由で接続される
保留音の固定デバイスはオーディオソースとして指定できませ

ん。ただし、VMwareは内部保留音をサポートします。

保留音の固定デバイス

保留音セッションがアクティブな間は、保留音サーバに障害が

生じても Cisco Unified Communications Managerは何のアクショ
ンも取りません。

MOHサーバの障害

マルチキャストMoHを使用しているサイトでコールレッグ中に
MTPリソースが呼び出されると、Cisco Unified Communications
ManagerはマルチキャストMoHの代わりにユニキャストMoH
にフォールバックされます。

マルチキャストMOH
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説明制限事項

ユーザ識別子とネットワークMOHオーディオソース識別子を
プロビジョニングしない場合や、 1つまたは両方の値が無効で
ある場合、SIPヘッダー内の発信者に固有のMoH情報は無視さ
れます。コールは保留トーンに復帰し、無効なMOHオーディオ
ソースのアラームが発生します。

プロビジョニング

•ユーザとネットワークMOHオーディオソース識別子の両
方がヘッダーに存在する場合、無効な値はすべてデフォル

ト値（0）に置換されます。

•両方の値がゼロであるか、唯一の値がゼロの場合、着信
INVITE内のヘッダーは無視されます。

ヘッダーの値

• SIPヘッダーでMOHオーディオソース識別子を 1つだけ指
定する場合（MOHオーディオソース識別子の値の前か後に
カンマがある場合も含む）、ユーザおよびネットワークMoH
の両方に対して同じMoH IDが使用されます。SIPトランク
は、SIPヘッダーにユーザおよびネットワークMOHオー
ディオソース識別子の両方を入力し、コール制御が両方の

値を必ず受信するようにします。

•ヘッダー内で 3つ以上のMOHオーディオソース識別子の
値がカンマで区切られている場合、最初の 2つの値が使用
されます。後続の値は無視されます。

MOHオーディオソース名

複数の Cisco Unified Communications Managerが関連する場合、
管理者は発信者に固有のMoH設定の一貫性を維持する責任を負
います。

発信者に固有のMoH設定
の一貫性に関する管理者

コールセンターへの元のコール発信者は、コール全体を通じて

変更できません。

元のコール発信者

保留音情報は、SIPトランク間でのみ共有されます。MoH情報

保留音のトラブルシューティング

保留音が電話機で再生されない

電話機のユーザに保留音が聞こえません。

•音楽にはMoHと共にG.729aコーデックが使用されますが、十分な音声品質が提供されな
いことがあります。
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• MTPリソースは、マルチキャストMoHを使用するサイトでのコールレッグで呼び出され
ます。

• MTPリソースがマルチキャストMoHを使用するサイトでのコールレッグで呼び出される
場合、発信者には保留音は聞こえません。このような状況を避けるため、マルチキャスト

MoHではなくユニキャストのMoHまたは保留トーンを設定します。
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第 50 章

セルフケアポータル

•セルフケアポータルの概要（769ページ）
•セルフケアポータルのタスクフロー（770ページ）
•セルフケアポータルの連携動作と制限事項（771ページ）

セルフケアポータルの概要
Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルから、電話の機能や設定をカスタマイズで
きます。管理者は、ポータルへのアクセスを制御します。エンドユーザがポータルにアクセス

できるようにするには、その前に、ユーザをデフォルトの標準 Ccmエンドユーザアクセスコ
ントロールグループに追加するか、または標準ccmエンドユーザロールが割り当てられたアク
セスコントロールグループに追加する必要があります。さらに、ユーザには、ポータルにアク

セスするためのユーザ ID、パスワード、および URLが必要です。ユーザは、次の URL経由
でポータルにアクセスできます。

http(s)://<server_name>:<port_number>/ucmuser/

引数の説明

• <server_name>は、Unified Communications Managerの IPアドレス、ホスト名、または
完全修飾ドメイン名を表します

• &lt;port_number&gt;は、接続するポートを表します。ポートはオプションですが、
ファイアウォールの場合に便利です。

• ucmuserは、セルフケアをポイントする必須サブパスです

オプションで、エンドユーザが設定できる電話設定を割り当てるために、Cisco Unified
Communications Manager内でエンタープライズパラメータを設定することもできます。たとえ
ば、 Show Callフォワーディングエンタープライズパラメータは、ユーザがポータル経由で
コール転送を設定できるかどうかを決定します。
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セルフケアポータルのタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

ポータルにアクセスするには、エンド

ユーザが標準 CCMエンドユーザアク
ユーザに対するセルフケアポータルへ

のアクセス権の付与（770ページ）
ステップ 1

セスコントロールグループまたは標準

CCMエンドユーザロール割り当てを
持つグループに割り当てられている必要

があります。

ポータルにアクセスするユーザが使用で

きる設定オプションを制御するために

セルフケアポータルオプションの設定

（771ページ）
ステップ 2

は、エンタープライズパラメータを設

定します。

ユーザに対するセルフケアポータルへのアクセス権の付与

ポータルにアクセスするには、エンドユーザが標準 Ccmエンドユーザアクセスコントロール
グループまたは標準ccmエンドユーザロール割り当てを持つ任意のグループに割り当てられて
いる必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

ステップ 2 セルフケアへのアクセスを提供する対象となるユーザを検索します。

ステップ 3 [エンドユーザ（End User）]セクションで、ユーザにパスワードと PINが設定されていること
を確認します。

通常、これらのクレデンシャルは、新しいユーザが追加されるときに入力されます。

ステップ 4 [権限情報（Permission Information）]セクションで [アクセスコントロールグループに追加（Add
to Access Control Group）]をクリックします。

ステップ 5 [検索（Find）]をクリックして、[標準 CCMエンドユーザ（Standard CCM End Users）]グルー
プまたは [標準 CCMエンドユーザ（Standard CCM End Users）]ロールが含まれているカスタ
ムグループを選択します。

アクセス制御グループの編集方法、およびアクセス制御グループのロールの割り当

ての詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーショ

ンガイド』の「ユーザアクセスの管理」の章を参照してください。

（注）
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ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

セルフケアポータルオプションの設定

ポータルにアクセスするユーザが使用できる設定オプションを制御するためにセルフケアポー

タルエンタープライズパラメータを設定するには、次の手順に従います。

始める前に

ユーザに対するセルフケアポータルへのアクセス権の付与（770ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communications Managerの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]で、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [セルフケアポータルパラメータ（Self Care Portal Parameters）]で、ドロップダウンリストから
使用可能なサーバのいずれかを選択して、[セルフケアポータルデフォルトサーバ（Self Care
Portal Default Server）]を設定します。

このパラメータは、組み込みのセルフケアのオプションページを表示するのに使用する Cisco
Unified CMサーバの Jabberを決定します。[なし（None）]を選択すると、Jabberはパブリッ
シャをデフォルトとします。

ステップ 3 [セルフケアポータルパラメータ（Self Care Portal Parameters）]のその他のフィールドを設定し
て、ポータルの機能を有効または無効にします。フィールドの詳細については、エンタープラ

イズパラメータのヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

セルフケアポータルの連携動作と制限事項
次の表に、セルフケアポータルの機能の連携動作と制限事項を示します。
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連携動作または制限事項機能

ユーザがセルフケアポータルを使用して電話機をアクティブ

にできるようにする場合は、[アクティベーション可能状態に
なっている電話機を表示]のエンタープライズパラメータを
Trueに設定する必要があります (これはデフォルトの設定で
す)。

この機能を使用すると、ユーザはセルフケアポータルにログ

インしてアクティベーションコードを取得できます。電話機

のビデオカメラを使用してバーコードをスキャンすることも

できますし、電話機をアクティブにして登録するために手動

で電話機にコードを入力することもできます。

アクティベーションコードの詳細については、『CiscoUnified

Communications Managerのシステム設定ガイド』の「アクティ
ベーションコード経由でのデバイスオンボード」の章を参照

してください。

アクティベーションコードに

よるデバイスのオンボーディ

ング

認証されたユーザが
https://{CUCM_address}/ucmuser/hostAlive/{host}
に要求すると、次のようになります。

•要求がhttp:{host}/を取得するのに成功した場合、ま
たは要求が {host}を pingできる場合、Cisco Unified
Communications Managerは文字列「true」を返します。

•要求が失敗した場合、Cisco Unified Communications Manager
は文字列「false」を返します。

認証されたユーザの https要求

エンドユーザがセルフケアポータル内でこの設定を行うこと

ができるようにするには、管理者は、Cisco Unified CM
Administrationの関連ユーザプロファイルで [エンドユーザに
よる Extension Mobilityの最大ログイン時間 (Allow End User
)]オプションの設定をオンにする必要があります。

このオプションがユーザプロファイル内で選択されている場

合、プロファイルを使用するすべてのユーザに対して、セル

フケアポータル設定は、Cisco Unified Communications Manager
内のクラスタ内最大ログイン時間とクラスタ間および最大ロ

グイン時間のサービスパラメータの管理者設定値をオーバー

ライドします。

Extension Mobilityの最大ログ
イン数
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第 51 章

緊急コールハンドラ

•緊急コールハンドラの概要（773ページ）
•緊急コールハンドラの前提条件（774ページ）
•緊急コールハンドラタスクフロー（774ページ）
•連携動作（783ページ）
•緊急コールハンドラのトラブルシューティング（785ページ）

緊急コールハンドラの概要
緊急コールハンドラは、条例および規制への準拠を維持しながらテレフォニーネットワーク

内での緊急コールを管理できるようサポートします。

緊急コールには、次の要件が適用されます。

•発信者のロケーションに基づいて緊急コールをローカル公安応答局（PSAP）にルーティ
ングする必要がある。

•発信者のロケーション情報を緊急オペレータの端末に表示する必要がある。このローケー
ション情報は、自動ロケーション情報（ALI）データベースを照会することによって取得
できます。

発信者のロケーション情報は、緊急ロケーション識別番号（ELIN）によって特定されます。
ELINとは、緊急コールが切断された場合、または PSAPが発信者と再度話す必要がある場合
に、PSAPが緊急コールの発信者に再度連絡を取るためにダイヤルできる、ダイヤルイン方式
（DID）の番号です。緊急コールは、その番号に関連付けられたロケーション情報に基づいて
PSAPにルーティングされます。

オフィスシステムなどのマルチラインの電話システムの場合、複数の電話機をELINと関連付
けるには、それらの電話機を ELINグループに分類します。緊急コールハンドラの ELINグ
ループによりロケーションが特定されます。この ELINグループの ELINを、ALIデータベー
ス内のロケーションにマップする必要があります。

各位置には、同時緊急コールに対応するために必要な数の ELINが作成されている必要があり
ます。たとえば、5つの同時コールをサポートするには、ELINグループ内に 5つの ELINが必
要です。
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緊急コールハンドラでは、クラスタあたり最大 100個の ELINグループがサポートされていま
す。

ELINが同じロケーションからの次の緊急コールに使用されるまで、ELINの元の着信側への
マッピングがアクティブであることを確認します。ELINマッピングを使用しない場合、DNは
最大 3時間だけアクティブになります。

（注）

ELINグループを使用できる電話のタイプは次のとおりです。

• SIPおよび SCCP IPフォン

• CTIポート

• MGCPおよび SCCPアナログ電話

• H.323電話

緊急コールハンドラの前提条件

例

緊急コールハンドラをネットワークに導入する前に、ALI送信プロセスをテストする
ことを推奨します。サービスプロバイダーと協力して、PSAPで ALIデータを使用し
てご使用のネットワークに正常にコールバックできることをテストします。

ローカル PSAPからの ELIN番号を予約します。法令や規則は場所や企業によって異
なるため、この機能を導入する前に、セキュリティに関するニーズと法的なニーズを

調査します。

緊急コールハンドラタスクフロー

始める前に

•緊急コールハンドラの前提条件（774ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Manager の
緊急コールハンドラ機能を有効にしま

緊急コールハンドラの有効化（776ペー
ジ）

ステップ 1

す。緊急コールハンドラは、基本的な

緊急コール機能を提供し、スタティック
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目的コマンドまたはアクション

設定による電話場所割り当てを使用し

て、限られた場所をサポートします。指

定場所の数を増やしたり、ダイナミック

に場所割り当てをしたりといった高度な

緊急コール機能が必要な場合は、Cisco
Emergency Responderをご検討ください。

特定のサイトまたは場所に対し、緊急場

所（ELIN）グループを設定します。
緊急ロケーショングループの設定（777
ページ）

ステップ 2

緊急ロケーション（ELIN）グループを
使用するようにデバイスプールを設定

します。

緊急ロケーショングループへのデバイ

スプールの追加（777ページ）
ステップ 3

特定の緊急ロケーション（ELIN）グルー
プを使用するように、特定のデバイスを

（任意）緊急ロケーショングループへ

のデバイスの追加（778ページ）
ステップ 4

設定します。このデバイスに関連付けら

れたデバイスプール（ELIN）グループ
を使用する場合には、このセクションを

無視できます。

デバイスレベルで作成され

た設定は、デバイスプール

レベルで作成されたいかな

る設定も上書きします。

（注）

ルートパターンまたはトランスレーショ

ンパターンの緊急ロケーション

（ELIN）サービスを有効にします。

ルートパターンとトランスレーション

パターンの有効化（779ページ）
ステップ 5

緊急コールハンドラの設定

により ELINを変換する可
能性があるため、発信元変

換マスクはゲートウェイま

たはトランクに設定されま

せん。

注意

ルートパターンまたはトラ

ンスレーションパターンい

ずれかの有効化が必須です

が、両方の有効化も可能で

す。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

このセクションでは、ELINグループの
情報を更新し、新しいELINグループに

（オプション）ELINグループの情報と
電話の一括管理タスクを実行するには、

次の手順を使用します。

ステップ 6

電話を追加する際に使用できる一括管理

タスクについて説明します。詳細につい•緊急ロケーショングループ情報の
インポート（780ページ） ては、『Cisco Unified Communications

Manager Administration Guide, Release
11.0(1)』を参照してください。•緊急ロケーショングループ情報の

エクスポート（781ページ）
•新しい緊急ロケーショングループ
による電話の更新（782ページ）

緊急コールハンドラの有効化

Cisco Unified Communications Manager の緊急コールハンドラ機能を有効にします。緊急コール
ハンドラは、基本的な緊急コール機能を提供し、スタティック設定による電話場所割り当てを

使用して、限られた場所をサポートします。指定場所の数を増やしたり、ダイナミックに場所

割り当てをしたりといった高度な緊急コール機能が必要な場合は、Cisco Emergency Responder
をご検討ください。

Cisco Emergency Responderなどの外部の緊急コールソリューションを既に使用している場合
は、この機能を有効にしないでください。

この機能を有効にする場合は、必ず外部のこの機能を無効にしてください。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing） > [緊急コールハンドラ（Emergency Call Handler）] > [緊急ロ
ケーション（ELIN）グループ（Emergency Location（ELIN） Group）]。

ステップ 2 [緊急ロケーション設定（Emergency Location Configuration）]ウィンドウから、以下のことを行
います。

•緊急コールハンドラ機能を有効にするには、 [緊急ロケーション（ELIN）サポートの有
効化（Enable Emergency Location (ELIN) Support）]チェックボックスをオンにします。
デフォルト設定は「無効」です。これを有効にすると、この機能に関連する設定が [関連
設定（Related Settings）]ペインに表示されます。この機能を動作させるには、これらの設
定を行う必要があります。これらの関連設定を行う方法の詳細については、次のタスクを

参照してください。

•緊急コールハンドラ機能を無効にするには、 [緊急ロケーション（ELIN）サポートの有
効化（Enable Emergency Location (ELIN) Support）]チェックボックスをオフにします。
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この機能を無効にすると、設定されているすべての関連する設定が削除されま

す。設定されているすべての設定については、[関連設定（Related Settings）]
ペインを参照してください。

（注）

この機能を無効にすることを希望し、ELINグループに関連付けられているデ
バイスが 500を超える場合、機能を無効にする前に、関連付けを 500未満にな
るまで手動で削除する必要があります。

（注）

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

緊急ロケーショングループの設定

特定のサイトまたは場所に対し、緊急場所（ELIN）グループを設定します。

始める前に

緊急コールハンドラの有効化（776ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 Call
Routing > Emergency Call Handler > Emergency Location（ELIN） Group.

ステップ 2 [緊急ロケーション（ELIN）グループの設定（Emergency Location (ELIN) Group Configuration）]
ウィンドウで、[名前（Name）]フィールドにグループの名前を入力します。

ステップ 3 [番号（Number）]フィールドに、公安応答局（PSAP）に登録された DID番号のプールを入力
します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

緊急ロケーショングループへのデバイスプールの追加

緊急ロケーション（ELIN）グループを使用するようにデバイスプールを設定します。

始める前に

緊急ロケーショングループの設定（777ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
777

カスタム機能

緊急ロケーショングループの設定



ステップ 2 [デバイスプールの検索と表示（Find and List Device Pools）]ウィンドウで、既存のデバイス
プールを追加する場合、[検索（Find）]をクリックし、リストからデバイスプールを選択しま
す。新しいデバイスプールを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [デバイスプールの設定（DevicePoolConfiguration）]ウィンドウで、[緊急ロケーション（ELIN）
グループ（Emergency Location (ELIN) Group）]ドロップダウンリストから、デバイスプール
を追加するELINグループを選択します。新しいデバイスプールを追加する場合、そのほかの
必須フィールドを入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

緊急ロケーショングループへのデバイスの追加

特定の緊急ロケーション（ELIN）グループを使用するように、特定のデバイスを設定します。
このデバイスに関連付けられたデバイスプール（ELIN）グループを使用する場合には、この
セクションを無視できます。

デバイスレベルで作成された設定は、デバイスプールレベルで作成されたいかなる設定も上

書きします。

（注）

ELINグループに追加するデバイスは、そのデバイスが配置されている特定の場所を表すELIN
グループに追加する必要があります。

（注）

始める前に

緊急ロケーショングループへのデバイスプールの追加（777ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

IPフォン以外のタイプの電話機を使用している場合は、そのタイプの電話機の関連
設定ページに移動します。

（注）

ステップ 2 [電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウで、既存のデバイスを追加する場
合は、[検索（Find）]をクリックし、設定するデバイスをリストから選択します。新しいデバ
イスを追加する場合は、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 新しい電話機を追加する場合は、[電話機のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから
追加する電話機のタイプを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 4 [電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、デバイスを追加する ELINグループを
[緊急ロケーション（ELIN）グループ（Emergency Location (ELIN) Group）]ドロップダウンリ
ストから選択します。新しいデバイスを追加する場合は、その他の必要なフィールドにも入力

します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ルートパターンとトランスレーションパターンの有効化

ルートパターンまたはトランスレーションパターンの緊急ロケーション（ELIN）サービスを
有効にします。

ルートパターンまたはトランスレーションパターンいずれかの有効化が必須ですが、両方の

有効化も可能です。

（注）

始める前に

緊急ロケーショングループへのデバイスの追加（778ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、次のいずれかのウィンドウ
を選択してください。

•ルートパターンを有効にするには、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハ
ント（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]を選択します。

•トランスレーションパターンを有効にするには、[コールルーティング（Call Routing）] >
[トランスレーションパターン（Translation Pattern）]を選択します。

ステップ 2 [ルートパターンの検索と一覧（Find and List Route Patterns）]または [トランスレーション
パターンの検索と一覧（Find and List Translation Patterns）]のウィンドウで、[検索（Find）]
をクリックし、リストからルートパターンまたはトランスレーションパターンを選択します。

ステップ 3 [ルートパターン設定（Route Pattern Configuration）]または [トランスレーションパターン
設定（Translation Pattern）]ウィンドウで、[緊急サービス番号（Is an Emergency Services
Number）]のチェックボックスをオンにします。

緊急コールハンドラを使用し、Cisco Emergency Responderなどその他外部の緊急
コールのソリューションを使用しない場合のみ、このチェックボックスをチェック

します。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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緊急ロケーショングループと電話の一括管理

•緊急ロケーショングループと電話の一括管理のタスクフロー（780ページ）

緊急ロケーショングループと電話の一括管理のタスクフロー

このセクションでは、ELINグループ情報を更新、または新しい ELINグループを追加するの
に使用できる一括管理タスクについて説明します。一括管理の詳細については、『CiscoUnified
Communications Manager Bulk Administration Guide, Release 11.0(1)』を参照してください。

次の手順を実行する前に、緊急コールハンドラ機能が有効であることを確認します。緊急コー

ルハンドラの有効化（776ページ）を参照してください。
（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

一括管理ツールを使用して緊急ロケー

ション（ELIN）グループ情報をインポー
トします。

緊急ロケーショングループ情報のイン

ポート（780ページ）
ステップ 1

一括管理ツールを使用して緊急ロケー

ション（ELIN）グループ情報をエクス
ポートします。

緊急ロケーショングループ情報のエク

スポート（781ページ）
ステップ 2

複数の電話を検索して、一覧表示し、新

しい緊急ロケーション（ELIN）グルー
プを設定します。

新しい緊急ロケーショングループによ

る電話の更新（782ページ）
ステップ 3

緊急ロケーショングループ情報のインポート

一括管理ツールを使用して緊急ロケーション（ELIN）グループ情報をインポートします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [一括管
理（Bulk Administration）] > [インポート/エクスポート（Import/Export）] > [インポート
（Import）]。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストから、インポートする .tarファイルの名前を
選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [インポートの設定（Import Configuration）]セクションに、.tarファイルのすべてのコンポーネ
ントが一覧表示されます。ユーザがインポートするオプションの ELINグループ関連のチェッ
クボックスをオンにします。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
780

カスタム機能

緊急ロケーショングループと電話の一括管理



ステップ 4 ジョブをすぐに実行するか、後で実行するかを、対応するラジオボタンをクリックして選択し
ます。

ステップ 5 選択したデータをインポートするためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリック
します。[ステータス（Status）]セクションのメッセージは、ジョブが正常に送信されたこと
を通知します。

ステップ 6 このジョブをスケジュール設定したり、アクティブにしたりするには、[一括管理（Bulk
Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用
します。

緊急ロケーショングループ情報のエクスポート

一括管理ツールを使用して緊急ロケーション（ELIN）グループ情報をエクスポートします。

始める前に

緊急ロケーショングループ情報のインポート（780ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [一括管
理（Bulk Administration）] > [インポート/エクスポート（Import/Export）] > [エクスポート
（Export）]。

ステップ 2 [データのエクスポート（Export Data）]ウィンドウの [ジョブ情報（Job Information）]ペイン
で、[Tarファイル名（Tar File Name）]フィールドに拡張子を除いた .tarファイル名を入力し
ます。BPSは、このファイル名を使用して設定の詳細情報をエクスポートします。

同時にエクスポートされるすべてのファイルは、まとめてバンドルされ（.tar）、
サーバからダウンロードできます。

（注）

ステップ 3 ELINグループ情報をエクスポートするには、[エクスポートするアイテムの選択（Select Items
to Export）]ペインで [ELINグループ（Elin Group）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 （任意）次の手順を実行します。

• ELINグループが設定されたデバイスプールをエクスポートするには、[デバイスプール
（Device Pools）]チェックボックスをオンにします。

• ELINグループが設定された電話機をエクスポートするには、[電話機（Phone）]チェック
ボックスをオンにします。

ステップ 5 [ジョブの説明（Job Descripton）]フィールドに、そのジョブに関して優先する説明を入力しま
す。「Export Configuration」がデフォルトの説明です。

ステップ 6 対応するラジオボタンをクリックすることにより、ジョブを今すぐ実行するか後で実行するか
を選択できます。
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ステップ 7 選択したデータをエクスポートするジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。[ステータス（Status）]ペインのメッセージにより、ジョブが正常に送信されたことが通
知されます。

ステップ 8 このジョブをスケジュール設定したり、アクティブにしたりするには、[一括管理（Bulk
Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用
します。

新しい緊急ロケーショングループによる電話の更新

複数の電話を検索して、一覧表示し、新しい緊急ロケーション（ELIN）グループを設定しま
す。

始める前に

緊急ロケーショングループ情報のエクスポート（781ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話の
更新（Update Phone）] > [クエリ（Query）]の順に選択します。

ステップ 2 [更新する電話の検索および一覧表示（Find and List Phones To Update）]ウィンドウで、検索の
パラメータを設定し、[検索（Find）]をクリックします。

すべての電話を更新するには、クエリを指定せずに、[検索（Find）]をクリックし
ます。

（注）

ステップ 3 [更新する電話の検索および一覧表示（Find and List Phones To Update）]ウィンドウに選択した
電話の詳細が表示されます。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [電話の更新（UpdatePhones）]ウィンドウで、[緊急ロケーション（ELIN）グループ（Emergency
Location (ELIN) Group）]のチェックボックスをオンにして、ドロップダウンリストから新規
ELINグループを選択します。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。
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連携動作

連携動作機能

PSAPコールバックからのコールにより、接続先デバイスのサイレン
ト（DND）設定が上書きされます。

DND通話拒否が有効になっている場合、トランスレーションパター
ンを使用して緊急番号がダイヤルされると、ELINがそのアウトバウ
ンド緊急コールに関連付けられます。コールが切断され、ELINが
PSAPコールバックを使用して呼び出された場合は、その電話機の
DND設定に関係なく、コールが電話機にルーティングされます。

サイレントコール拒否

（Do Not Disturb Call
Reject）

PSAPコールバックからのコールにより、接続先デバイスの不在転送
（CFA）設定が上書きされます。

電話機でCFAが有効になっており、トランスフォーメーションパター
ンを使用して緊急番号がダイヤルされると、ELINがそのアウトバウ
ンド緊急コールに関連付けられます。コールが切断され、ELINが
PSAPコールバックを使用して呼び出された場合は、その電話機の
CFA設定に関係なく、コールが電話機にルーティングされます。

すべてのコールの転送

PSAPコールバックは、シングルナンバーリーチ（SNR）設定を無視
します。

電話機で SNRが有効になっており、リモート接続先が携帯電話の番
号を指している場合。トランスレーションパターンを使用して緊急

番号がダイヤルされると、ELINがそのアウトバウンド緊急コールに
関連付けられます。コールが切断され、ELIN番号がPSAPコールバッ
クを使用して呼び出されると、コールはリモート接続先ではなく電話

機にルーティングされます。

シングルナンバー

リーチ（Single Number
Reach）
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連携動作機能

PSAPコールバックコールで Extension Mobility（EM）ステータスが
考慮されます。

EMプロファイルクレデンシャルを使用してログインし、トランス
フォーメーションパターンを使用して緊急番号をダイヤルすると、

ELINがそのアウトバウンド緊急コールに関連付けられます。コール
が切断され、ユーザがログインしている ELINが PSAPコールバック
を使用して呼び出されると、コールはコールを開始したデバイスに

ルーティングされます。

これは、ユーザがまだログインしているデバイスです。（注）

エクステンションモビ

リティ（Extension
Mobility）

PSAPコールバックの実行前にユーザが EMからログアウトすると、
PSAPコールバックが失敗します。

EMプロファイルクレデンシャルを使用してログインし、トランス
フォーメーションパターンを使用して緊急番号をダイヤルすると、

ELINがそのアウトバウンド緊急コールに関連付けられます。コール
が切断されPSAPコールバックを使用して呼び出された場合、ユーザ
がそれ以降にログアウトしていると、コールは開始されたデバイスに

ルーティングされず失敗します。

ユーザが別のデバイスでログインした PSAPコールバック。

ユーザが電話機 Aで EMプロファイルクレデンシャルを使用してロ
グインし、トランスフォーメーションパターンを使用して緊急番号

をダイヤルすると、ELINがそのアウトバウンド緊急コールに関連付
けられます。コールが切断された場合は、ユーザが電話機 Aからロ
グアウトする必要があります。その後で、ユーザが同じプロファイル

を使用して別の電話機（電話機B）にログインし、ELINがPSAPコー
ルバックを使用して呼び出されると、コールは通常の優先順位の電話

機 Bにルーティングされます。これは、CFA設定が無視され、DND
設定が無視されないことを意味します。

複数のログインを使用した PSAPコールバックコール。

ユーザが電話機 Aで EMプロファイルクレデンシャルを使用してロ
グインし、トランスフォーメーションパターンを使用して緊急番号

をダイヤルすると、ELIN番号がそのアウトバウンド緊急コールに関
連付けられます。コールが切断され、ユーザが電話機 Aにログイン
したまま同じプロファイルを使用して別の電話機（電話機B）にログ
インし、ELINがPSAPコールバックを使用して呼び出されると、コー
ルはコールを開始したデバイスである電話機 Aにのみルーティング
されます。
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連携動作機能

ローミングデバイスは、アウトバウンド緊急コールにローミングデ

バイスプールの ELINグループを使用します。

デバイスモビリティが有効になっているデバイスをそのホームの場

所からローミングの場所に移動し、ローミングデバイスプールに関

連付けられるように IPサブネットを変更します。トランスレーショ
ンパターンを使用して緊急番号がダイヤルされると、ELINがそのア
ウトバウンド緊急コールに関連付けられます。ELINは、ローミング
デバイスプールに関連付けられた ELINグループに属しています。

デバイスモビリティ

PSAPコールバックは、回線が複数のデバイスで共有されている場合
でも、緊急コールを発信したデバイスでのみ鳴動します。

電話機 Aと電話機 Bが電話番号（DN）を共有します。トランスレー
ションパターンを使用して緊急番号がダイヤルされると、ELINがそ
のアウトバウンド緊急コールに関連付けられます。コールが切断さ

れ、ELINが PSAPコールバックを使用して呼び出されると、コール
はコールを開始したデバイスである電話機 Aにのみルーティングさ
れます。

共用回線

緊急コールハンドラのトラブルシューティング

緊急コールハンドラのトラブルシューティングシナリオ

このセクションでは、次の分野にある緊急コールハンドラのトラブルシューティングシナリ

オについて説明します。

•設定シナリオ

•発信コールのシナリオ

•着信コールのシナリオ

設定シナリオ

緊急コールがビジー信号を受信し、ルーティングされない

問題：

緊急コールがビジー信号を受信し、ルーティングされません。

解決方法：

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
785

カスタム機能

緊急コールハンドラのトラブルシューティング



緊急コールをダイヤルしているユーザにリオーダー音が流れている場合は、以下のチェックを

実行してください。

•緊急コールのトランスレーションまたはルートパターンが使用されているかどうかを確認
します。これには、CSS上のデバイスまたは電話のチェックが必要な場合があります。

•緊急コールのトランスレーションまたはルートパターンの [緊急サービス番号です（Is an
Emergency Services Number）]チェックボックスがオンになっており、それがゲートウェ
イに正しくルーティングされていることを確認します。

緊急コールをダイヤルしているユーザが正しいゲートウェイまたは Public Service Answering
Point（PSAP）に到達していない場合は、電話またはデバイスの設定またはデバイスプール設
定が正しい Emergency Location（ELIN）グループを使用して設定されていることを確認しま
す。

リオーダー音が流れている最中に緊急場所の番号が外部からダイヤルされる

問題：

リオーダー音が流れている最中に緊急場所（ELIN）の番号が外部からダイヤルされます。

原因：

このケースでは、ELINが発信者の場所を特定するために使用される DIDとして設定されてい
ます。これは、どの電話機でも、他のどの目的にも使用すべきではありません。

解決方法：

ELINの設定情報を確認し、DIDとして設定されている ELINを設定解除してください。

発信コールのシナリオ

発信緊急コールに発信者番号が緊急ロケーション番号として含まれていない

問題：

発信緊急コールに、発信者番号が緊急ロケーション（ELIN）番号として含まれていません。

原因：

この ELINのトランスレーションパターンまたはルートパターンが正しく設定されていませ
んでした。

解決方法：

この ELINのトランスレーションパターンまたはルートパターンが正しく設定されているか
どうかを確認し、該当するトランスレーションパターンまたはルートパターンの設定ページ

で、[緊急サービス番号である（Is an Emergency Services number）]チェックボックスがオンに
なっていることを確認します。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
786

カスタム機能

リオーダー音が流れている最中に緊急場所の番号が外部からダイヤルされる



発信緊急コールに変更された緊急場所の番号が含まれる

問題：

発信緊急コールに変更された緊急場所の番号（ELIN）が含まれています。

原因：

発信トランクまたはルートリストに ELINでは必要のない余分な変換が含まれています。

解決方法：

コールに適用された変換を確認し、発信トランクまたはルートリストにELINに必要な変換の
みが存在していることを確認します。

着信コールのシナリオ

着信 PSAPコールバックコールが失敗する

問題：

着信 PSAPコールバックコールが失敗します。

原因：

元の緊急コールを発信したデバイスが正しく登録されていません。

解決方法：

元の緊急コールを発信したデバイスがまだ登録されているかどうか、すべてのエクステンショ

ンモビリティが機能しているかどうかを確認してください。

着信 PSAP折り返しコールが予測どおりにルーティングされない

問題：

着信 PSAP折り返しコールが予測どおりにルーティングされません。

原因：

緊急ロケーション（ELIN）番号が元の発信者番号と一致しません。

解決方法：

ELINに対応する元の発信者を正常に逆マッピングするには、これら 2つの番号が一致する必
要があります。すでに着信ゲートウェイまたはトランクで変換があり、有意な数字が設定され

ている場合、最終的に変換された着信側が ELIN番号に一致することを確認します。
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第 52 章

エンタープライズグループ

•エンタープライズグループの概要（789ページ）
•エンタープライズグループの前提条件（790ページ）
•エンタープライズグループの設定タスクフロー（791ページ）
•エンタープライスグループの導入モデル（Active Directory）（796ページ）
•エンタープライズグループの制限事項（799ページ）

エンタープライズグループの概要
エンタープライズグループを設定すると、Cisco Unified Communications Managerは、データ
ベースを外部 LDAPディレクトリと同期するときにユーザグループを含めます。Cisco Unified
CMの管理では、[ユーザグループ（User Groups）]ウィンドウで同期されたグループを表示で
きます。

この機能は、管理者が以下を行う場合にも役立ちます。

•機能のコメントセット（たとえば、セールスチームやアカウンティングチーム）と同様
の特性を持つユーザのプロビジョニング。

•特定のグループのすべてのユーザを対象にしたメッセージの送信。

•特定のグループのすべてのメンバーへの統一されたアクセスの設定

この機能は、Cisco Jabberユーザが共通特性を共有するユーザの連絡先リストをすばやく作成
するのにも役立ちます。Cisco Jabberユーザは、外部 LDAPディレクトリでユーザグループを
検索し、それらを連絡先リストに追加できます。たとえば、Jabberユーザは外部LDAPディレ
クトリを検索してセールスグループを連絡先リストに追加することで、すべてのセールスチー

ムメンバーを連絡先リストに追加することができます。グループが外部ディレクトリで更新さ

れると、ユーザの連絡先リストは自動的に更新されます。

エンタープライズグループは、Windows上のMicrosoft Active Directoryで外部 LDAPディレク
トリとしてサポートされています。
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エンタープライズグループ機能を無効にすると、Cisco Jabberユーザは、エンタープライズグ
ループを検索したり、自分の連絡先リストに追加済みのグループを表示したりできません。

ユーザがログイン中にその機能を無効にすると、そのユーザがログアウトするまでグループは

表示されます。ユーザが再度ログインすると、グループは表示されません。

（注）

セキュリティグループ

セキュリティグループは、エンタープライズグループのサブ機能です。Cisco Jabberユーザ
は、セキュリティグループを検索して、自分の連絡先リストに追加できます。この機能を設定

するには、管理者がカスタマイズしたLDAPフィルタを設定し、設定されたLDAPディレクト
リの同期に適用する必要があります。セキュリティグループは、Microsoft Active Directoryで
のみサポートされています。

許可されるエントリの最大数

エンタープライズグループを設定するときは、グループを処理する連絡先リストの最大値を設

定してください。

•連絡先リストで許可されるエントリの最大数は、連絡先リストのエントリ数と連絡先リス
トに追加されているグループのエントリ数の合計です。

•連絡先リスト内の最大エントリ数=連絡先リスト内のエントリ数+グループ内のエントリ
数

•エンタープライズグループ機能が有効になっているときに、連絡先リスト内のエントリ数
が許容最大エントリ数よりも少ない場合、Cisco Jabberユーザはグループを連絡先リスト
に追加できます。この機能が無効になっているときに許容最大エントリ数を超えていた場

合、この機能が有効にされるまでユーザは制限を受けません。この機能が有効にされた後

もユーザがログインし続けた場合、エラーメッセージは表示されません。そのユーザがロ

グアウトした後に再度ログインしたとき、超過したエントリをクリアするようにユーザに

求めるエラーメッセージが表示されます。

エンタープライズグループの前提条件
この機能は、以下の条件でLDAPディレクトリの同期スケジュールを設定していることを前提
としています。LDAPディレクトリ同期を設定する方法の詳細については、『SystemConfiguration
Guide for Cisco Unified Communications Manager』の「Import Users from LDAP Directory」の章を
参照してください。

• Cisco DirSyncサービスが有効になっている必要があります。

• LDAPディレクトリ同期には、ユーザとグループの両方が含まれている必要があります。
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•通常のLDAPディレクトリ同期は、[LDAPディレクトリ同期スケジュール(LDAP Directory
Synchronization Schedule)]で設定されているとおりにスケジュールされている必要があり
ます。

サポートされる LDAPディレクトリ

エンタープライズグループでは、Microsoft Active Directoryのみがサポートされています。

エンタープライズグループの設定タスクフロー
エンタープライズグループ機能を設定するには、次のタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

LDAPディレクトリの同期にユーザとグ
ループの両方が含まれていることを確認

します。

LDAPディレクトリからのグループ同期
の確認（791ページ）

ステップ 1

Cisco JabberユーザがMicrosoft Active
Directoryのエンタープライズグループ

エンタープライズグループの有効化

（792ページ）
ステップ 2

を検索して自分の連絡先リストに追加で

きるようにするには、次のタスクを実行

します。

（任意）Cisco Jabberユーザがセキュリ
ティグループを検索して自分の連絡先

セキュリティグループの有効化（793
ページ）

ステップ 3

リストに追加できるようにするには、次

のタスクフローを完了します。

（オプション）Cisco Unified
Communications Managerデータベースと

ユーザグループの表示（795ページ）ステップ 4

同期するエンタープライズグループお

よびセキュリティグループを表示しま

す。

LDAPディレクトリからのグループ同期の確認
LDAPディレクトリ同期にユーザとグループが含まれていることを確認するには、次の手順を
使用します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [サーバ
（Server）] > [LDAP] > [LDAPディレクトリ（LDAP Directory）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、エンタープライズグループを同期するLDAPディレクトリを選
択します。

ステップ 3 [同期（Synchronize）]フィールドで [ユーザとグループ（Users and Groups）]が選択されている
ことを確認します。

ステップ 4 [LDAPディレクトリの設定（LDAP Directory configuration）]ウィンドウの残りのフィールドに
入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

エンタープライズグループの有効化

LDAPディレクトリ同期にエンタープライズグループを含めるようにシステムを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [ユーザ管理パラメータ（User Management Parameters）]で、[Cisco IM and Presenceでのディレ
クトリグループの操作（Directory Group Operations on Cisco IM and Presence）]パラメータを [有
効（Enabled）]に設定します。

ステップ 3 [プレゼンス情報を許可するためにサイズ設定された最大エンタープライズグループ（Maximum
Enterprise Group Sized to allow Presence Information）]パラメータの値を入力します。許可され
る範囲は 1～ 200ユーザで、デフォルト値は 100ユーザです。

ステップ 4 [エンタープライズグループの同期モード（Syncing Mode for Enterprise Groups）]ドロップダ
ウンリストから、定期的に実行する LDAP同期を [なし（None）]、[差分同期（Differential
Sync）]、[完全同期（Full Sync）]から選択して設定します。

これらのフィールドの構成の詳細については、エンタープライズパラメータのヘル

プを参照してください。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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セキュリティグループの有効化

Cisco Jabberユーザがセキュリティグループを自分の連絡先リストに追加できるようにする場
合は、以下のオプションのタスクを実行して、セキュリティグループを LDAPディレクトリ
同期に追加します。

セキュリティグループの同期は、Microsoft Active Directoryからのみ実行できます。（注）

最初の同期がすでに発生した Cisco Unified Communications Managerでは、LDAPディレクトリ
の既存の構成に新しい設定を追加できません。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

ディレクトリグループとセキュリティ

グループの両方をフィルタ処理する

LDAPフィルタを作成します。

セキュリティグループフィルタの作成

（793ページ）
ステップ 1

新しい LDAPフィルタを LDAPディレ
クトリ同期に追加します。

LDAPディレクトリからのセキュリティ
グループの同期化（794ページ）

ステップ 2

既存のサービスプロファイルを更新し

て、そのサービスプロファイルに関連

Cisco Jabberのセキュリティグループの
構成（795ページ）

ステップ 3

付けられた Cisco Jabberユーザに、セ
キュリティグループを検索および追加

するためのアクセス権が付与されるよう

にします。

セキュリティグループフィルタの作成

セキュリティグループをフィルタリングする LDAPフィルタを作成します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。システ
ム > LDAP > ldapフィルタ。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [Filter name（フィルタ名）]ボックスに一意の名前を入力します（例：
「syncSecurityGroups」）。

ステップ 4 以下を入力します：Filter: (&(objectClass=group)(CN=*))
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ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

LDAPディレクトリからのセキュリティグループの同期化

LDAPディレクトリ同期にセキュリティグループフィルタを追加し、同期を完了します。

最初の LDAP同期がすでに発生している場合、Cisco Unified Communications Managerでは、
LDAPディレクトリの既存の構成に新しい設定を追加できません。

（注）

LDAPディレクトリ同期を新しく設定する方法の詳細については、『System Configuration Guide
for Cisco Unified Communications Manager』の「Configure End Users」の項目を参照してくださ
い。

（注）

始める前に

セキュリティグループフィルタの作成（793ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[System（システム）] > [LDAP（LADP）] > [LDAP Directory
（LDAPディレクトリ)]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい LDAPディレクトリを作成します。
• [検索（Find）]をクリックして、同期されるセキュリティグループからLDAPディレクト
リを選択します。

ステップ 3 [グループの LDAPカスタムフィルタ（LDAP Custom Filter for Groups）]ドロップダウンリ
ストから、作成したセキュリティグループフィルタを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [LDAPディレクトリ設定（LDAP Directory Configuration）]ウィンドウのその他のフィール
ドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを

参照してください。

ステップ 6 [完全同期を今すぐ実施（Perform Full Sync Now）]をクリックして、すぐに同期します。それ
以外の場合、セキュリティグループは、スケジュール設定された次回の LDAP同期が発生し
た時点で同期されます。
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Cisco Jabberのセキュリティグループの構成

既存のサービスプロファイルを更新して、そのサービスプロファイルに関連付けられている

Cisco Jabberユーザが、LDAPディレクトリからセキュリティグループを自分の連絡先リスト
に追加できるようにします。

新しいサービスプロファイルを設定して、Cisco Jabberユーザに割り当てる方法については、
『Cisco Unified Communications Managerシステム構成ガイド』の「サービスプロファイルを構
成する」の章を参照してください。

（注）

始める前に

LDAPディレクトリからのセキュリティグループの同期化（794ページ）

手順

ステップ 1 [サービスプロファイルの構成（Service Profile Configuration）]ウィンドウで、残りのフィール
ドを入力します。フィールドとその設定のヘルプは、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、Jabberユーザが使用するサービスプロファイルを選択しま
す。

ステップ 3 [ディレクトリプロファイル（Directory Profile）]の下で、[Jabberによるセキュリティグルー
プの検索と追加を許可する（Allow Jabber to Search and Add Security Groups）]チェックボック
スをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
これで、このサービスプロファイルに関連付けられている Cisco Jabberユーザが、セキュリ
ティグループを検索および追加できるようになります。

ステップ 5 Cisco Jabberユーザが使用するすべてのサービスプロファイルについて、この手順を繰り返し
ます。

ユーザグループの表示

Cisco Unified Communications Managerデータベースと同期するエンタープライズグループとセ
キュリティグループを表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] >
[ユーザグループ（User Group）]の順に選択します。
[ユーザグループの検索/一覧表示（Find and List User Group）]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
検索条件に一致するユーザグループのリストが表示されます。

ステップ 3 あるユーザグループに属しているユーザのリストを表示するには、そのユーザグループをク
リックします。

[ユーザグループの設定（User Group Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。
検索条件に一致するユーザのリストが表示されます。

リスト内のユーザをクリックすると、[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィン
ドウが表示されます。

エンタープライスグループの導入モデル（Active
Directory）

エンタープライズグループ機能は、Active Directory用に次の 2つの導入オプションを提供しま
す。

Cisco Intercluster Sync Agentサービス経由でデータを同期する前に、クラスタ 1とクラスタ 2
に、UserGroupレコード、UserGroupMemberレコード、UserGroupWatcherListレコードの一意
のセットが含まれていることを確認します。両方のクラスタにレコードの一意のセットが含ま

れている場合、同期後には両方のクラスタにすべてのレコードのスーパーセットが含められて

います。

重要

エンタープライズグループ導入モデル 1

この導入モデルでは、クラスタ 1とクラスタ 2がMicrosoft Active Directoryからの異なるユー
ザとグループのサブセットを同期します。Cisco Intercluster Sync Agentサービスは、データを
クラスタ 2からクラスタ 1に複製して、ユーザとグループの完全なデータベースを作成しま
す。
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図 12 :エンタープライズグループ導入モデル 1

エンタープライズグループ導入モデル 2

この導入モデルでは、クラスタ 1がMicrosoft Active Directoryからのすべてのユーザとグルー
プを同期します。クラスタ 2は、Microsoft Active Directoryからのユーザのみを同期します。
Cisco Intercluster Sync Agentサービスは、グループ情報をクラスタ 1からクラスタ 2に複製し
ます。

この導入モデルを使用する場合は、1つのクラスタ内のグループデータだけが同期されている
ことを確認します。そうでない場合は、エンタープライズグループ機能が想定どおりに機能し

ません。

[Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）] >
[プレゼンス（Presence）] > [クラスタ間設定（Inter-Clustering）]ウィンドウで設定を確認で
きます。

クラスタ間ピアテーブルで [エンタープライズグループ LDAP設定（Enterprise Groups LDAP
Configuration）]パラメータのステータスを確認します。[矛盾は見つかりませんでした（No
conflict found）]は、ピア間に設定ミスがないことを意味します。矛盾が見つかった場合は、
[エンタープライズグループの矛盾（Enterprise GroupConflicts）]リンクをクリックして、表示
された [詳細（details）]ボタンをクリックします。これにより、レポートウィンドウが開い
て、詳細なレポートが表示されます。

注意
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図 13 :エンタープライズグループ導入モデル 2
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エンタープライズグループの制限事項
表 59 :エンタープライズグループの制限事項

説明制限事項

Cisco JabberユーザがCisco Jabberポリシー設定から [全員をブ
ロック（Block everyone）]機能を有効にすると、ブロック機
能により、他の Jabberユーザは IM and Presenceを表示した
り、ブロックするユーザと IM and Presenceを交換したりでき
なくなります。ただしブロックするユーザの連絡先リストに

連絡先として登録されている場合を除きます。

たとえば、Cisco Jabberユーザ（Andy）が Jabberの個人設定で
[全員をブロック（Block everyone）]を有効にしたとします。
Andyの個人用連絡先リストに含まれている Jabberユーザと含
まれていない Jabberユーザに対して Andyのブロックがどの
ように影響するかを以下に説明します。Andyは、ブロックの
他に、次のような個人用連絡先リストを持っています。

• Bobが含まれている：BobはAndyの個人用連絡先リスト
に含まれているので、ブロックに関わらず、IMを送信
し、Andyのプレゼンスを確認できます。

• Carolが除外されている：ブロックに基づきCarolはAndy
のプレゼンスを確認できず、IMを送信できません。

• Deborahは個人連絡先から除外されています。ただし
Deborahは、Andyが連絡先としてリストに含めたエンター
プライズグループのメンバーです。ブロック機能により、

Deborahは Andyのプレゼンスの確認も Andyへの IM送
信も実行できません。

DeborahはAndyの連絡先リストのエンタープライズグループ
のメンバーであるにもかかわらず、Andyのプレゼンスの確認
やAndyへの IMの送信がブロックされる点に注意してくださ
い。エンタープライズグループの連絡先の動作の詳細につい

ては、CSCvg48001を参照してください。

全員をブロック
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説明制限事項

エンタープライズグループは、リリース11.0(1)以降でサポー
トされます。

同期されたグループに 10.xクラスタ間ピアからのグループメ
ンバーが含まれている場合、より高いクラスタ上のユーザは

10.xクラスタからの同期されたメンバーのプレゼンスを確認
できません。これは、エンタープライズグループの同期用に

11.0(1)で導入されたデータベース更新が原因です。この更新
は 10.xリリースの一部ではありません。

より高いクラスタをホームにしているユーザが 10.xクラスタ
をホームにしているグループメンバーのプレゼンスを確認で

きることを保証するには、より高いクラスタ上のユーザが自

分の連絡先リストに 10.xユーザを手動で追加する必要があり
ます。手動で追加されたユーザに関するプレゼンスの問題は

存在しません。

10.xクラスタとのクラスタ間
ピアリング

複数レベルのグループ分けは、グループ同期に対して許可さ

れません。

複数レベルのグループ分け

ユーザグループとユーザが同じ検索ベース内に存在する場

合、グループ専用同期は許容されません。代わりに、ユーザ

グループとユーザが同期されます。

グループ専用同期

Microsoft Active Directoryサーバから Unified Communications
Managerデータベースに最大 15000のユーザグループを同期
できます。各ユーザグループには 1～ 200人のユーザを含め
ることができます。 [Cisco Unified CM IM and Presence
Administration] > [システム（System）] > [サービスパラメー
タ（Service Parameters）]ウィンドウで、正確な数を設定で
きます。

データベース内のユーザアカウントの最大数は 160,000を超
えることはできません。

ユーザグループの最大数

ユーザグループを組織単位間で移動する場合は、元の単位に

対して完全同期を実行してから、新しい単位に対して完全同

期を実行する必要があります。

ユーザグループの移行

ローカルグループはサポートされません。Microsoft Active
Directoryから同期されたグループのみがサポートされます。

ローカルグループ

IM and Presence Serviceノードに割り当てられていないグルー
プメンバーは、プレゼンスバブルが灰色表示されて連絡先リ

ストに表示されます。ただし、これらのメンバーは、連絡先

リストで許可されるユーザの最大数を計算する際に考慮され

ます。

IM and Presence Serviceノード
に割り当てられていないグ

ループメンバー
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説明制限事項

Microsoft Office Communications Serverからの移行中は、ユー
ザが IM and Presence Serviceノードに完全に移行されるまで、
グループエンタープライズ機能がサポートされません。

Microsoft Office Communications
Serverからの移行

同期の進行中に、[LDAPディレクトリの設定（LDAP Directory
Configuration）]ウィンドウで同期オプションを変更しても、
既存の同期は影響を受けません。たとえば、同期の進行中に

同期オプションを [ユーザとグループ（Users and Groups）]か
ら [ユーザのみ（Users Only）]に変更しても、ユーザとグルー
プの同期はそのまま継続されます。

LDAP同期

エッジ経由のグループ検索機能は、このリリースで提供され

ますが、完全にテストされているわけではありません。その

ため、エッジ経由のグループ検索のフルサポートは保証でき

ません。フルサポートは今後のリリースで提供される予定で

す。

エッジ経由のグループ検索機

能

外部 LDAPディレクトリでグループ名またはグループメン
バー名を更新すると、定期Cisco Intercluster Sync Agentサービ
ス同期の後でしか Cisco Jabber連絡先リストが更新されませ
ん。通常、Cisco Intercluster Sync Agentサービスの同期は 30
分ごとに実行されます。

Cisco Intercluster Sync Agent
サービスの定期同期

ユーザとユーザグループが同じ同期アグリーメントの一部と

して Cisco Unified Communications Managerデータベースに同
期されている場合は、同期後に、Cisco Unified Communications
Managerデータベースで、想定されているようにユーザとグ
ループの関連付けが更新されます。ただし、ユーザとユーザ

グループが別々の同期アグリーメントの一部として同期され

ている場合は、最初の同期後、ユーザとグループはデータベー

スで関連付けされないことがあります。データベース内のユー

ザとグループの関連付けは、同期アグリーメントが処理され

る順序によって異なります。ユーザがグループより前に同期

された場合は、データベース内でグループを関連付けに使用

できない可能性があります。その場合は、グループとの同期

アグリーメントがユーザとの同期アグリーメントより前にス

ケジュールされるようにします。そうでない場合は、グルー

プをデータベースに同期した後、ユーザは次の手動同期また

は定期的に同期タイプを設定してユーザとグループとして同

期した後にグループに関連付けられます。契約の同期タイプ

がユーザとグループとして設定されている場合にのみ、ユー

ザおよび対応するグループ情報がマップされます。

。

LDAP設定内の別々の同期ア
グリーメント経由のユーザと

ユーザグループの同期
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説明制限事項

検証シナリオ

2つのクラスタを持つクラスタ間の導入では、クラスタ Aと
クラスタ Bが使用されています。

クラスタ Aは、Active Directoryから同期される 160 kユーザ
の IM and Presence Serviceで 15K OVAおよび 15Kユーザが有
効になっています。15K OVAクラスタでは、ユーザあたりの
エンタープライズグループの検証され、サポートされる平均

数は 13のエンタープライズグループです。

クラスタ Bでは、Active Directoryから同期される 160 kユー
ザの IM and Presence Serviceで 25K OVAおよび 25Kユーザが
有効になっています。25K OVAクラスタでは、ユーザあたり
のエンタープライズグループの検証され、サポートされる平

均数は 8のエンタープライズグループです。

名簿に記載されているユーザの個人連絡先と、ユーザの名簿

に含まれるエンタープライズグループからの連絡先の、検証

済およびサポートされる合計は、200以下です。

2つ以上のクラスタがある環境では、これらの数
量はサポートされていません。

（注）

エンタープライズグループの

検証済 OVA情報

[一括管理（Bulk Administration）] > [連絡先リスト（Contact
List）] > [連絡先リストのエクスポート（Export Contact List）]
を使用してユーザの連絡先リストをエクスポートすると、連

絡先リストの CSVファイルには、Jabberクライアントにある
エンタープライズグループの詳細が含まれません。

連絡先リストのエクスポート
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第 XIII 部

デバイス管理
•ヘッドセット管理（805ページ）
•ヘッドセットサービス（827ページ）
• IVRと電話サービスを使用したネイティブ電話機の移行（837ページ）
•ビデオエンドポイント管理（863ページ）





第 53 章

ヘッドセット管理

•ヘッドセット管理の概要, on page 805
•ヘッドセット管理の機能の互換性（805ページ）
•ワークフロー:ヘッドセットの有用性の設定, on page 808
•ヘッドセットテンプレート管理（813ページ）
•ファームウェア管理（819ページ）
•ヘッドセットインベントリの管理（820ページ）
•ヘッドセットトラブルシューティングと診断 （824ページ）

ヘッドセット管理の概要
ヘッドセット管理によって Ciscoヘッドセットの展開が強化され、管理者は、Cisco Unified
Communications Managerからヘッドセットの保守を管理できるようになります。Cisco Unified
CM Administrationから管理者ができること

•ワイヤレス電源範囲、オーディオ帯域幅、および Bluetoothのオン/オフをリモートで構成
します。

•ヘッドセットのファームウェアを定義および制御します。

•展開内のすべてのヘッドセットの詳細なインベントリを取得します。

• Remote PRT、Call Management Records（CMR）のメトリクスおよびアラームを使用して、
ヘッドセットの診断およびトラブルシューティングを行います。

ヘッドセット管理の機能の互換性
シスコヘッドセットの管理は、次のリリースから Unified Communications Managerでサポート
されています。

• 11.xリリース用リリース 11.5 (1) SU7

• 12.xリリース用リリース 12.5 (1) SU1
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Unified Communications Managerのバージョンと共に、機能サポートはシスコヘッドセット、
Cisco IP電話、およびCisco Jabberのファームウェアバージョンに依存しています。次の表に、
使用するヘッドセット、電話、および Unified Communications Managerの各バージョンに応じ
て使用可能なヘッドセット管理機能を示します。

シスコヘッドセットの管理機能は、12.0 (x)または 12.5 (1)ではサポートされていません。旧
バージョンでは、IP電話用のヘッドセット設定テンプレートを defaultheadsetconfig.
json設定ファイルと TFTPを使用して手動で送信できるように制限されている場合がありま
す。詳細については、「ヘッドセットのアドミニストレーションガイド」を参照してくださ

い。

（注）

表 60 : Cisco IP Phoneのヘッドセットの有用性機能

Unified
CM 12.5
(1)SU1以
降** +電
話機

ファーム

ウェア
12.5
(1)SR3

Unified
CM 12.5
(1)また
はそれ以

前 +電話
ファーム

ウェア
12.5 (1)
SR3

Unified
CM 12.5
(1)SU1以
降** +電
話機

ファーム

ウェア
12.5 (1)

Unified
CM 12.5
(1)以前 +
電話機

ファーム

ウェア
12.5 (1)

Unified
CM 12.5
(1)SU1以
降** +電
話機

ファーム

ウェア

12.1 (1)以
前

Unified
CM 12.5
(1)以前 +
電話機

ファーム

ウェア

12.1 (1)以
前

新しい有用性機能

—XXXXXCOPファイルのインストール
が必要

—XなしX——手動によるリモート設定

X—————Unified CMでのヘッドセット
ファームウェアの管理

X—————Unified CMによるリモート
ヘッドセットの設定

X*—————Unified CMのヘッドセットイ
ンベントリ

XX————電話機のUIでの設定のリセッ
ト

X*—————ヘッドセットコール管理レ

コード（CMR）

• *この機能は、ヘッドセットファームウェア1.5以降を搭載したヘッドセットでのみ使用で
きます。

• **この機能は、12.0. xおよび 12.5 (1)リリースではサポートされていません。
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•以前のバージョンから Unified CM 12.5 (1)にアップグレードすると、ほとんどの Cisco IP
電話は自動的に Phoneファームウェア 11.5 (1)SU7以降にアップグレードされます。

表 61 : Cisco Jabberのヘッドセットの有用性機能

Unified
CM 12.5
(1)SU1 +
Jabber
バージョ

ン 12.6
(1)MR

Unified
CM 12.5
(1)以前
の +
Jabber
バージョ

ン 12.6 (1)
MR

Unified
CM 12.5
(1)SU1 +
Jabber
バージョ

ン 12.6 (1)

Unified
CM 12.5
(1)以前
の +
Jabber
バージョ

ン 12.6 (1)

Unified
CM 12.5
(1)SU1 +
Jabber
バージョ

ン 12.5 (1)
以前

Unified
CM 12.5
(1)以前
のバー

ジョンの

バージョ

ン 12.5 (1)
以前の
Jabber

新しい有用性機能

XXXXXXCOPファイルのインストール
が必要

X—————Unified CMによるヘッドセッ
トファームウェアの管理

X—X———Unified CMによるリモート
ヘッドセットの設定

X*—X*———Unified CMのヘッドセットイ
ンベントリ

XX————ローカル構成リセット

XXXX——ローカル UIの設定

XX————ローカルヘッドセットのバー

ジョンの表示

• *この機能は、ヘッドセットファームウェア1.5以降を搭載したヘッドセットのみを検出で
きます。

• **この機能は、12.0. xおよび 12.5 (1)リリースではサポートされていません。

サードパーティのヘッドセットのサポート

サードパーティヘッドセットを導入している場合、Cisco Unified Communications Managerは、
Cisco Unified CMの管理インターフェイスから、サードパーティヘッドセットに関する制限付
きの情報によって、ヘッドセットインベントリ管理をサポートします。Cisco Unified
Communications Managerは、サードパーティヘッドセット用のヘッドセット設定テンプレー
ト、ファームウェア、診断、およびヘッドセット CMRをサポートしていません。
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ワークフロー:ヘッドセットの有用性の設定
次のワークフローを使用して、Ciscoヘッドセットの有用性機能のセットアップをガイドしま
す。

このワークフローを完了すると、ヘッドセット設定の構成、ヘッドセット最新ファームウェア

ロードの保持、ユーザへのヘッドセットの関連付け、ヘッドセットベースのExtension Mobility
の有効化、およびインベントリの保守を行うことができます。

Procedure

PurposeCommand or Action

シスコの統合された有用性でシスコヘッ

ドセットサービスをオンにします。

シスコヘッドセットサービスを有効化

する, on page 809
ステップ 1

COPファイルを使用して、最新のヘッ
ドセットファームウェアをインストール

ヘッドセットCOPファイルを準備する,
on page 809

ステップ 2

してアップグレードしていることを確認

してください。

ユーザのユーザプロファイルがまだ設定

されていない場合は、次の手順を使用し

ヘッドセットユーザ用のユーザプロファ

イルの設定, on page 810
ステップ 3

てプロファイルを設定します。ユーザプ

ロファイルがすべて設定されている場合

は、このタスクをスキップできます。

ユーザプロファイルをエンドユーザに割

り当てます。すでにユーザプロファイル

エンドユーザにユーザプロファイルを

適用する, on page 812
ステップ 4

が割り当てされている場合は、このタス

クをスキップできます。

Ciscoヘッドセットテンプレートのデ
フォルト設定とファームウェアを設定し

ヘッドセットテンプレートの設定, on
page 818

ステップ 5

ます。そのユーザプロファイルを使用し

ているユーザがこのヘッドセットテンプ

レートに割り当てられるように、ユーザ

プロファイルをテンプレートに関連付け

ます。

Cisco Unified CMインターフェイスを使
用して、展開したヘッドセットインベン

トリを確認できることを確認します。

ヘッドセットインベントリの表示, on
page 822

ステップ 6
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シスコヘッドセットサービスを有効化する

Cisco Unified CM Administrationインターフェイスを使用して Ciscoヘッドセットとアクセサリ
の管理を開始する前に、Cisco Unified Communications Managerの有用性でをオンにします。

Ciscoヘッドセットサービスは、Cisco CallManagerサービスがすでに実行されているすべての
Unified Communications Managerノードでアクティブにする必要があります。Cisco Unified CM
の管理インターフェイスを使用して、ヘッドセットを管理するUnified Communications Manager
で Ciscoヘッドセットのサービスをアクティブにしてください。Ciscoヘッドセットサービス
を有効にすると、Cisco CallManagerサービスは自動的にアクティブになります。不要な場合
は、Cisco CallManagerサービスを非アクティブにします。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、Ciscoユニファイドサービスに移動し、[Go]をクリックします。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [サービスのアクティベーション（Service Activation）]を選択します。

ステップ 3 [CMサービス (CM Services)]セクションからCiscoヘッドセットサービスのチェックボックス
をオンにし、[保存 (Save)]を選択します。

次のタスク

ヘッドセット COPファイルを準備します。

ヘッドセット COPファイルを準備する
COPファイルを使用して、最新のヘッドセットファームウェアをインストールしてアップグ
レードすることができます。ヘッドセット COPファイルには、それぞれの設定データととも
に、さまざまなヘッドセットモデルのすべてのファームウェアバージョンが含まれています。

COPファイルがインストールされる前に、Ciscoヘッドセットサービスが稼働していることを
確認します。

ヘッドセットCOPファイルが、Unified Communications Managerのすべてのノードにインストー
ルされていることを確認します。

（注）

1. Ciscoヘッドセットの使用を開始する前に、COPファイルをUnified Communications Manager
にインストールまたはアップグレードします。
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ヘッドセットをエンドポイントに接続すると、ヘッドセットのテンプレート設定変更が適用さ

れます。Unified Communications Managerのヘッドセットのテンプレート設定を更新すると、エ
ンドポイントは接続されたヘッドセットにこれらの設定更新を適用します。

すべての設定の更新は、COPファイル内のヘッドセットテンプレートのバージョンによって異
なります。ヘッドセットのテンプレートのバージョンが最新の COPファイルよりも大きい場
合は、Unified Communications Managerのコンフィギュレーションファイルが更新されます。
COPファイル内のコンフィギュレーションファイルがアップグレードされると、テンプレート
のバージョンに関係なく、Unified Communications Managerのヘッドセットのテンプレートの
バージョンが更新されます。その逆も同様です。次のリストは、COPファイルのアップグレー
ド後のさまざまなテンプレートバージョンの更新シナリオを示しています。

•現在、Unified Communications Managerがヘッドセットのテンプレートバージョン1-10とと
もにインストールされていて、ヘッドセットのテンプレートバージョン 1-12の Unified
Communications Managerサーバをアップグレードする場合、選択したヘッドセットのテン
プレートのバージョンは1-12になります。Unified Communications Managerは、より高い
ヘッドセットのテンプレートバージョンを選択します。

•現在、Unified Communications Managerがヘッドセットのテンプレートバージョン1-10とと
もにインストールされていて、ヘッドセットのテンプレートバージョン 1-9の Unified
Communications Managerサーバをアップグレードする場合、選択したヘッドセットのテン
プレートのバージョンは 1-10になります。Unified Communications Managerは、より高い
ヘッドセットのテンプレートバージョンを選択します。

•現在、Unified Communications Managerがヘッドセットのテンプレートバージョン1-10でイ
ンストールされており、ヘッドセットのテンプレートバージョン 1-12の COPファイルを
インストールすると、選択したヘッドセットのテンプレートのバージョンは1-12になりま
す。COPファイルと一緒にインストールされるヘッドセットのテンプレートが推奨オプ
ションです。

•現在、Unified Communications Managerがヘッドセットとテンプレートバージョン1-10でイ
ンストールされており、ヘッドセットのテンプレートバージョン 1-9の COPファイルを
インストールすると、選択したヘッドセットのテンプレートのバージョンは 1-9になりま
す。COPファイルと一緒にインストールされるヘッドセットのテンプレートが推奨オプ
ションです。

•ヘッドセットのテンプレートバージョン1-12を搭載した COPファイルがインストールさ
れていて、ヘッドセットのテンプレートバージョン1-10を使用している Unified
Communications Managerサーバをアップグレードした場合、選択したヘッドセットのテン
プレートのバージョンは 1-12になります。Unified Communications Managerは、より高い
ヘッドセットのテンプレートバージョンを選択します。

ヘッドセットユーザ用のユーザプロファイルの設定

ユーザのユーザプロファイルがまだ設定されていない場合は、次の手順を使用してプロファイ

ルを設定します。ヘッドセットテンプレートは、ユーザプロファイルを使用してユーザに割り
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当てられます。すでにユーザプロファイルが設定されている場合は、このタスクをスキップで

きます。

導入要件に応じて異なるユーザのグループに複数のユーザプロファイルを構成します。デフォ

ルトでは、すべてのユーザプロファイルがシステムのデフォルトヘッドセットテンプレートに

割り当てられます。ヘッドセットのテンプレートを設定する場合は、カスタマイズされたテン

プレートに割り当てることができます。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [ユーザプロファイル（User
Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 ユーザプロファイルの [名前（Name）]および [説明（Description）]を入力します。

ステップ 4 [ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）]を、ユーザの [デスクフォ
ン（Desk Phones）]、[モバイルおよびデスクトップデバイス（Mobile and Desktop Devices）]
、および [リモート接続先/デバイスプロファイル（Remote Destination/Device Profiles）]に割り
当てます。

ステップ 5 [ユニバーサル回線テンプレート（Universal Line Template）]をこのユーザプロファイルのユー
ザの電話回線に適用するために割り当てます。

ステップ 6 このユーザプロファイルのユーザに自分の電話をプロビジョニングするセルフプロビジョニン

グ機能の使用を許可するには、次の手順を実行します

a) [エンドユーザに自分の電話のプロビジョニングを許可（Allow End User to Provision their
own phones）]チェックボックスをオンにします。

b) [エンドユーザのプロビジョニングする電話数を制限（Limit Provisioning once End User has
this many phones）]フィールドに、ユーザがプロビジョニングできる電話の最大数を入力
します。最大値は 20です。

ステップ 7 このユーザプロファイルに関連付けられた Cisco Jabberユーザがモバイルおよびリモートアク
セス機能を使用するには、[モバイルおよびリモートアクセスの有効化（Enable Mobile and
Remote Access）]チェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、このチェックボックスはオンです。このチェックボックスをオフ

にすると、[Jabberポリシー（Jabber Policies）]セクションが無効になり、サービス
クライアントポリシーオプションは、デフォルトで選択されません。

（注）

この設定は、Cisco Jabberユーザの場合にのみ必須です。非 Jabberユーザは、この
設定がなくてもモバイルおよびリモートアクセスを使用できます。モバイルおよび

リモートアクセス機能は、Jabberモバイルおよびリモートアクセスユーザにのみ適
用され、他のエンドポイントまたはクライアントには適用されません。

（注）
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ステップ 8 このユーザプロファイルに Jabberポリシーを割り当てます。[Jabberデスクトップクライアン
トポリシー（Jabber Desktop Client Policy）]および [Jabberモバイルクライアントポリシー（Jabber
Mobile Client Policy）]のドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択しま
す。

• [サービスなし（No Service）]：このポリシーでは、すべての Cisco Jabberサービスへのア
クセスが禁止されます。

• [IM & Presenceのみ（IM & Presence only）]：このポリシーは、インスタントメッセージ
とプレゼンス機能だけを有効にします。

• [IM & Presence、音声およびビデオ通話（IM & Presence, Voice and Video calls）]：このポリ
シーは、オーディオまたはビデオデバイスを所有しているすべてのユーザーに対して、イ

ンスタントメッセージング、プレゼンス、ボイスメール、および会議機能を有効にしま

す。これがデフォルトのオプションです。

Jabberデスクトップクライアントには、Windowsユーザ用 Cisco Jabberと、Mac
ユーザ用 Cisco Jabberが含まれています。Jabberモバイルクライアントには、iPad
および iPhoneユーザ用 Cisco Jabberと、Androidユーザ用 Cisco Jabberが含まれてい
ます。

（注）

ステップ 9 このユーザプロファイルのユーザが Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルで
Extension Mobilityまたは Extension Mobility Cross Clusterの最大ログイン時間を設定するには、
[エンドユーザにエクステンションモビリティの最大ログイン時間の設定を許可する（Allow
End User to set their Extension Mobility maximum login time）]チェックボックスをオンにしま
す。

デフォルトでは [エンドユーザにエクステンションモビリティの最大ログイン時間
の設定を許可する（Allow End User to set their Extension Mobility maximum login time）]
チェックボックスはオフになっています。

（注）

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

エンドユーザにユーザプロファイルを適用する

作成したユーザプロファイルにユーザを関連付ける。このユーザプロファイルはエンドユーザ

に関連付けられている必要があり、ヘッドセットとテンプレート構成の変更を適用するには、

デバイスのMACを制御されたデバイスの下に追加する必要があります。

すべてのユーザがすでにユーザプロファイルに割り当てられている場合は、このタスクをス

キップできます。

（注）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerのデータベースに新しいエンドユーザを手動で追加する
には、次の手順を使用します。

a) [Cisco Unified CM Administration]で、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユー
ザ（End User）]の順に選択します。

b) [新規追加（Add New）]をクリックします。
c) ユーザのユーザIDと苗字を入力します。

d) ドロップダウンリストから[ユーザランク（User Rank）]を選択します。

e) [エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。
フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してください。

f) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 2 エンドユーザをデバイスに関連付けるには、次の手順を実行します。

a) [Cisco Unified CM Administration]で、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択
します。

b) Cisco IP電話またはデバイスを選択します。
c) [Device Information]の下で、オーナーとして [ user ]を選択し、[ owner user ID]を選択し
ます。

d) 設定の変更を有効にするには、[ Save And Apply Config ]をクリックします。

ヘッドセットテンプレート管理
Cisco Unified Communications Managerのユーザプロファイルにヘッドセットテンプレートを割
り当てて、ユーザのデフォルトのヘッドセットを設定できます。ヘッドセットテンプレートに

は、ユーザプロファイルを関連付けるオプションがあります。Unified Communications Manager
は、次のタイプのヘッドセットテンプレートをサポートしています。

標準デフォルトヘッドセット構成テンプレート

これは、すべてのヘッドセットモデルシリーズの工場出荷時のデフォルト設定を含むシステム

のデフォルトテンプレートです。このテンプレートには、すべてのヘッドセットモデルシリー

ズについて、システムにインストールされている最新のヘッドセットファームウェアでサポー

トされているヘッドセット設定が含まれています。プロファイル設定を変更することはできま

すが、デフォルト設定は編集できません。

標準のデフォルトのヘッドセット設定テンプレートは、シスコのヘッドセットサービスがシス

コのユニファイドサービスのユーザインターフェイスでアクティブ化されている場合にのみ作

成されます。

（注）
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デフォルトでは、管理者がこれらのユーザプロファイルをカスタム定義されたヘッドセットテ

ンプレートのいずれかに関連付ける場合を除き、すべてのユーザプロファイルが標準のヘッド

セットテンプレートに関連付けられます。標準のデフォルトのヘッドセットテンプレートのコ

ピーを作成して、ヘッドセットファームウェアバージョンを含むパラメータのカスタマイズさ

れた値を使用してカスタムテンプレートを作成できます。

システムによって生成されたカスタムヘッドセットテンプレート

完全なシスコヘッドセットサービスアビリティ機能をサポートしていない一部の以前のリリー

スでは、管理者が defaultheadsetconfig.json設定ファイルと TFTPを使用してヘッド
セットテンプレートを手動で設定および導入することができます。以前のリリースでこの方法

を使用した後でこのリリースにアップグレードした場合、設定ファイルはシステムによって生

成されたカスタムヘッドセットテンプレートに変換され、[ヘッドセットテンプレートの設定
(Headset Template Configuration]ウィンドウに表示されます。このカスタムテンプレートに
は、設定ファイルを使用したユーザとデバイスが、アップグレードの後に関連付けられます。

カスタムヘッドセット構成テンプレート

Cisco Unified CM Administrationから、デバイス（Device） >ヘッドセット（Headset） >ヘッ
ドセットのテンプレート（Headset Template）ウィンドウを使用して、展開のニーズに応じて
ヘッドセットのテンプレートをカスタマイズします。同じテンプレート内の異なるモデルに異

なるヘッドセットパラメータを割り当てることができます。別のヘッドセットモデルに異なる

ファームウェアロードを割り当てることもできます。カスタムヘッドセットの設定は、ユーザ

プロファイルをカスタムヘッドセットテンプレートに関連付けることによって、特定のユーザ

のセットに割り当てることができます。

表 62 :ヘッドセットテンプレート構成の設定

説明フィールド

ヘッドセットテンプレートの設定

一意の名前を入力して、ヘッドセットテンプレートを識別します。名前

テンプレートの使用を識別できる説明を入力します。説明

モデルとファームウェアの設定

デバイスに対して信頼性の高い高品質のサウンドを提供する、サポー

トされているヘッドセットモデルを選択します。

モデルシリーズの選択
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説明フィールド

標準テンプレートの場合、デフォルトの事前定義されたファームウェ

アバージョンとヘッドセットモデルの設定を表示できます。デフォル

ト値は編集できません。

カスタマイズされたテンプレートの場合は、[追加 (add )]をクリック
して新しいヘッドセットモデルと対応する設定を追加します。同じテ

ンプレートに別の既存のヘッドセットモデルを追加することはできま

せん。カスタマイズされたテンプレートには、さまざまなヘッドセッ

トモデルを追加できます。ただし、ヘッドセットモデルごとに使用で

きるファームウェアは1つだけです。ヘッドセットパラメータの詳細
については、次の「ヘッドセットの設定パラメータ」の表を参照して

ください。

標準のデフォルトのヘッドセットテンプレートの設定では、ヘッド

セットCOPファイルをインストールするだけで設定を編集できます。

追加（Add）

必要なファームウェアバージョンを選択します。

• [現在のバージョンのまま (current on current version)]:ヘッドセッ
トを既存のファームウェアバージョンのままにする場合(つまり、
ヘッドセットファームウェアバージョンがシステムの最新のファー

ムウェアバージョンにアップグレードされていない場合)は、こ
のオプションを選択します。

• [最新 (latest)]:ヘッドセットファームウェアバージョンをシステム
の最新のファームウェアバージョンにアップグレードする場合

は、このオプションを選択します。

ファームウェア

カスタマイズされたテンプレートの場合は、[削除 (Delete )]をクリッ
クしてヘッドセットテンプレートからヘッドセットモデルを削除しま

す。

削除

プロファイルの設定

このヘッドセットテンプレートで使用可能な設定済みのユーザプロ

ファイルを一覧表示します。

このテンプレートにユーザプロファイルを関連付けるには、プロファ

イルを選択し、下矢印をクリックして、割り当てられたユーザプロ

ファイルにテンプレートを移動します。

デフォルトでは、すべてのユーザプロファイルが標準の

デフォルトのヘッドセット設定テンプレートに割り当て

られます。別のテンプレートにユーザプロファイルを関

連付けるには、新しいテンプレートを作成し、ユーザプ

ロファイルを新しいテンプレートに割り当てます。

（注）

使用可能なユーザプロ

ファイル
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説明フィールド

このヘッドセット設定テンプレートを使用するユーザプロファイルが

一覧表示されます。このプロファイルに割り当てられているユーザの

場合、このヘッドセット設定テンプレートの設定は、登録時にシスコ

のヘッドセットに適用されます。

矢印をクリックして、[Available User Profiles]リストから新しいユー
ザプロファイルを追加します。

割り当てられたユーザ

プロファイル

次の表で、各ヘッドセットテンプレートのパラメータについて説明します。

オンプレミスおよびマルチプラットフォームヘッドセットの有用性機能は、RJ-9接続では使
用できません。

（注）

表 63 :シスコヘッドセット 500シリーズのパラメータ

注意デフォル

ト

範囲パラメータ

ヘッドセットの音のレベルを制御しま

す。0は非常に低く、15の音量が高くな
ります。

この設定は、オフィス環境の周囲雑音に

基づいて設定します。

70～ 15スピーカーの音量

（Speaker Volume）

[ゲイン (利得)]は、ユーザがコールの他
の人に聞こえる音量を制御します。ソフ

トの場合、ユーザの音が大きくなると、

ユーザの音量が大きくなります。

この設定は、オフィス環境の周囲雑音に

基づいて設定します。

デフォル

ト

ソフト –ラウドマイクゲイン

ヘッドセットを通じて聞こえるユーザの

音声の量を制御します。[オフ (off )]は側
音をオフにしますが、高の場合、ユーザ

はヘッドセットマイクからさらに多くの

フィードバックを受信します。

低消灯:高側音

イコライザーの設定を制御します。高い

設定は、ユーザのヘッドセットでより多

くの低音を聞くことを意味しますが、明

るく設定すると、ユーザがより多くの高

音を聞くことを意味します。

デフォル

ト

ワーム –ブライトイコライザ
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注意デフォル

ト

範囲パラメータ

でデジタル Enhancedコードレス通信
(DECT)コーデックを制御しCiscoヘッド
セット560シリーズます。

高密度DECT環境では、このフィールド
を [ナローバンド（Narrow Band）]に設
定して、Ciscoヘッドセット 560シリー
ズを G.727コーデックに制限します。

広帯域広帯域、狭帯域[オーディオ帯域幅
（Audio
Bandwidth）]

での Bluetoothの使用を制御Ciscoヘッド
セット560シリーズ (マルチベース)しま
す。このパラメータが [オフ ( Off)]に設
定されている場合、ベースはペアリング

されているすべてのデバイスを削除しま

す。

オンオン、オフ[Bluetooth]

での会議機能の使用を制御しCiscoヘッ
ドセット560シリーズます。会議では、
最大3つのゲストヘッドセットを同時に
同じベースとペアにすることができま

す。

会議の詳細については、『 Ciscoヘッド

セット 500 Series User Guide』を参照し
てください。

オンオン、オフ会議

ヘッドセットのファームウェアアップグ

レードソースを制御します。

デフォルトでは、ユーザは、Unified CM
に接続されたデバイスとソフトウェア、

またはクラウドに接続されたデバイスま

たはソフトウェアを介して、ヘッドセッ

トをアップグレードできます。Unified
CMソースを通じたファームウェアの変
更のみを受け入れるようにヘッドセット

を制限できます。

UCMま
たは
Cisco
Cloudか
らの許可

UCMまたは Cisco
Cloudからの許可
(ファームウェアは
アップグレードの

み)、UCMのみに制
限 (ファームウェア
はアップグレードま

たはダウングレー

ド)

ファームウェアの送

信元
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注意デフォル

ト

範囲パラメータ

Ciscoヘッドセット560シリーズとその
ベースの間の最大距離を制御します。

デフォルトでは、ベースのDECTの範囲
は、理想的な条件で330フィート (100 m)
を超えています。DECTラジオレンジを
[中距離]または [短距離]に構成すると、
ヘッドセットベースの消費電力は少なく

なりますが、ユーザは通話中、ベースか

ら遠くへ離れることはできません。高密

度ヘッドセット展開のために、DECT無
線範囲を短い範囲に設定します。

DECT導入の詳細については、Ciscoヘッ
ドセットの導入に関するホワイトペー

パーを参照してください。 Ciscoヘッド
セット560シリーズ用に DECTを導入す
る方法について説明します。

範囲 (中)Autorange、Medium
Range、Short Range

DECT無線の範囲

着信時にヘッドセットをベースから持ち

上げた場合の Ciscoヘッドセット560シ
リーズの動作を制御します。

オンオン、オフヘッドセットドック

の動作

ヘッドセットテンプレートの設定

シスコヘッドセットに適用できるカスタマイズされた設定でヘッドセットテンプレートを設定

するには、次の手順を使用します。カスタマイズしたテンプレートを作成するか、システム定

義の標準のデフォルトのヘッドセットテンプレートを使用できます。

標準のデフォルトのヘッドセット設定テンプレートは、システム定義のテンプレートです。標

準のデフォルトのヘッドセットテンプレートに新しいユーザプロファイルを割り当てることは

できますが、テンプレートを編集することはできません。デフォルトでは、すべてのユーザプ

ロファイルがこのテンプレートに割り当てられます。このテンプレートからユーザプロファイ

ルの関連付けを解除するには、新しいテンプレートにプロファイルを割り当てる必要がありま

す。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [ヘッドセット（Headset）] >
[ヘッドセットテンプレート（Headset Template）]を選択します。
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ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•既存のテンプレートを編集するには、テンプレートを選択します。
•新しいテンプレートを作成するには、既存のテンプレートを選択し、[コピー (Copy)]をク
リックします。既存の設定が新しいテンプレートに適用されます。

ステップ 3 テンプレートの [名前（Name）]と [説明（Description）]を追加します。

ステップ 4 [モデルとファームウェアの設定（Model and Firmware Settings）]で、このテンプレートに適用
するカスタマイズされたヘッドセット設定を割り当てます。新しい設定を追加するには、[追
加（Add）]ボタンをクリックして設定項目を指定します。

ステップ 5 上下の矢印を使用して、このテンプレートに割り当てるユーザプロファイルを、[割り当てら
れているユーザプロファイル（Assigned Users Profiles）]リストボックスに移動します。これら
のプロファイルに割り当てられているすべてのユーザは、このヘッドセットテンプレートにも

割り当てられます。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 デフォルトのテンプレート設定に戻すには、[デフォルトに設定（Set to Default）]ボタンを使
用します。

ステップ 8 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

標準のデフォルトヘッドセット構成テンプレートでは、以下に対して [設定の適用（Apply
Config）]ボタンが有効になります。

•割り当てられたユーザプロファイルリストに追加したユーザが所有しているデバイス

•名前非表示のデバイス

カスタマイズされたヘッドセット構成テンプレートでは、[割り当てられているユーザプロファ
イル（Assigned User Profiles）]リストに追加されたユーザが所有するデバイスに対してのみ [設
定の適用（Apply Config）]ボタンが有効になります。

ファームウェア管理
Unified Communications Managerに接続されているほとんどの電話機およびデバイスは、Cisco
ヘッドセット 500シリーズおよび Ciscoヘッドセット 700シリーズをサポートしています。
ヘッドセットを電話機に接続する前に、最新の電話機のファームウェアリリースおよびデバイ

スパッケージをインストールしてください。ヘッドセットが初めて接続すると、必要なファー

ムウェアがダウンロードされ、アップグレードプロセスが開始されます。

特定のヘッドセットモデルでは、次の2つのファームウェアオプションがサポートされていま
す。

• [現在のバージョンのまま (current on current version)]:ヘッドセットを既存のファームウェ
アバージョンに維持する場合は、このオプションを選択します (つまり、ヘッドセット
ファームウェアバージョンは最新のシステムファームウェアバージョンにアップグレード

されません)。
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•最新:ヘッドセットをアップグレードまたはダウングレードするには、このオプションを
選択します。選択したソフトウェアが、ヘッドセットの現在のファームウェアより古いリ

リースであっても、システムによってインストールおよび実行されます。

たとえば、最新版として1-5-1-10を選択すると、現在ヘッドセットに1-5-1-9または1-5-1-11
があるかどうかに関係なく、そのファームウェアがヘッドセットにインストールされま

す。

ファームウェアに関する考慮事項

•標準のヘッドセットテンプレートに割り当てられたユーザは、常に最新のヘッドセット
ファームウェアと設定を受信します。

•ヘッドセットテンプレート設定 (標準とカスタムの両方)に表示される設定は、すべての
ヘッドセットモデルシリーズの最新のファームウェアに常に設定されます。

ヘッドセットインベントリの管理
Cisco IP電話は、ヘッドセットが接続状態または切断状態になるたびに、ヘッドセットインベ
ントリデータをUnified Communications Managerに送信します。Unified Communications Manager
は、インベントリデータを保存するため、このサーバに展開されているすべてのヘッドセット

について、インベントリの要約レポートまたはカスタムインベントリレポートを生成できま

す。

レポート情報には、ヘッドセットのシリアル番号とモデル番号、ドッキングステーションの詳

細、ファームウェア、使用されている設定テンプレート、ベンダーの詳細、およびデバイスへ

のヘッドセットの接続ステータスが含まれます。

ヘッドセットインベントリの設定

Cisco Unified CM Administrationは、デバイス >ヘッドセット >ヘッドセットインベントリウィ
ンドウを使用して、サーバ上に展開されているすべてのヘッドセットの一覧を表示します。こ

の情報を使用して、導入されているすべてのヘッドセットのレポートを生成できます。デバイ

スのシリアル番号をクリックすると、個々のヘッドセットの詳細がポップアップウィンドウに

表示されます。
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表 64 :ヘッドセットインベントリの設定

説明フィールド

ヘッドセットのシリアル番号。この番号は、個々のヘッドセットごと

に固有です。

Ciscoヘッドセット 520および 530 Seriesは、USBコントローラで見
つかったシリアル番号をレポートします。Ciscoヘッドセット 560お
よび 700 Seriesは、左側のアームバンドの内側にあるヘッドセットの
シリアル番号をレポートします。

シスコ製以外のヘッドセットの場合、デバイス名がシリ

アル番号として使用されます。複数の電話機で同じ非シ

スコヘッドセットを使用すると、重複するヘッドセット

レコードが作成されます。

（注）

特定のヘッドセットのシリアル番号の位置については、

そのヘッドセットモデルのヘッドセットのアドミニスト

レーションガイドを参照してください。

（注）

シリアル番号（Serial
Number）

ヘッドセットのモデル番号。Model

ベンダーの詳細を表示します。ベンダー

ヘッドセット接続の種類（有線、DECTワイアレス、または不明）を
示します。

タイプ

ヘッドセットの最新のファームウェアロードを表示します。ファームウェア

電話機またはデバイスを使用するエンドユーザの情報を表示します。

関連付けられているヘッドセットがない場合は、このフィールドには

何も含まれません。

付属電話の所有者の

ユーザ ID

ヘッドセットのシリアル番号に関連付けられているエンドユーザの情

報を表示します。

ヘッドセットの所有者

ヘッドセット設定テンプレートの名前を表示します。テンプレート

ヘッドセットのアクティビティステータスが表示されます。接続さ

れているか、切断されている可能性があります。

ステータス (以降)

ドッキングモデルステーションのタイプが表示されます。ドックモデル

ヘッドセットが接続されているデバイスの名前。デバイス名（Device
Name）

Cisco IP電話またはCisco Jabberモデル番号を表示します。たとえば、
CP-8865は Cisco IP電話モデルです。CSFは、Windows用の Cisco
Jabber for Macまたは Cisco Jabberのいずれかのデバイスタイプです。

Device Model
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説明フィールド

使用されているソフトウェアの最新バージョンが表示されます。これ

は、電話機のファームウェアまたは Jabberのソフトウェアバージョン
です。

ソフトウェアバージョ

ン

ヘッドセットの使用年数を表示します。レコードが削除された場合

は、ヘッドセットの使用年数がリセットされます。

ヘッドセットの経過時

間 (日数)

ヘッドセットインベントリの管理タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

サーバ上に展開されているヘッドセット

を一覧表示します。

ヘッドセットインベントリの表示（822
ページ）

ステップ 1

ヘッドセットをユーザに関連付けます。電話の所有者をヘッドセットの所有者と

して関連付け（822ページ）
ステップ 2

ヘッドセットインベントリの表示

サーバに展開されているすべてのヘッドセットの完全なリストを表示できます。この情報を使

用して、導入されているすべてのヘッドセットのレポートを生成できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [ヘッドセット（Headset）] > [ヘッドセットインベントリ（Headset Inventory）]
を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [検索 (Find )]を選択すると、サーバに展開されているヘッドセットの完全なリストが表示
されます。

• 1つ以上の検索条件を検索ボックスに入力し、[検索 (Find)]を選択します。

電話の所有者をヘッドセットの所有者として関連付け

ユーザに一括ヘッドセットを関連付けるには、次の手順を使用します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [ヘッドセット（Headset）] > [ヘッドセットインベントリ（Headset Inventory）]
を選択します。

ステップ 2 サーバに導入されているヘッドセットの完全なリストを表示するには、[検索]をクリックし
ます。

ステップ 3 [すべて選択]をクリックするか、必要なシリアル番号を選択し、[ヘッドセットの所有者として
電話機の所有者を関連付ける]をクリックしてヘッドセットをユーザに関連付けます。

すでに関連付けられているか、または電話の所有者が関連付けられていない場合、

ヘッドセットを関連付けることはできません。ヘッドセットの関連付けは、ページ

が再ロードされた後、[ヘッドセットの所有者]列で表示されます。

特定のユーザに最大15個のヘッドセットを関連付けることができます。特定のユー
ザの最大制限に達すると、残りのヘッドセットは割り当てられず、エラーが表示さ

れます。

（注）

ステップ 4 （任意）必要なシリアル番号を選択し、[ヘッドセット所有者の割り当て解除]をクリックし
て、選択したユーザからヘッドセットのシリアル番号を切り離します。

ヘッドセットの所有者に関連付けられていないヘッドセットの関連付けを解除する

ことはできません。

（注）

ステップ 5 （任意）エンドユーザの設定とヘッドセットの関連付けの詳細を表示するには、[接続された
電話機の所有者ユーザ ID]または [ヘッドセットの所有者]列の [ユーザ名]リンクをクリック
します。

[エンドユーザー設定（End User Configuration）]ウィンドウに、ヘッドセットの関
連付けと解除の詳細が表示されます。

（注）

ヘッドセットインベントリの概要

Cisco Unified CM Administrationから、デバイス >ヘッドセット >ヘッドセットインベントリの
概要ウィンドウを使用して、ヘッドセットインベントリの概要ウィンドウで導入されたヘッ

ドセットの要約を表示することができます。

モデルごとのヘッドセットインベントリ

説明フィールド

ヘッドセットのモデル番号。ヘッドセットモデル
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説明フィールド

導入環境内の各モデルタイプのヘッドセットの数を示します。

[数量 (Quantity )]列のリンクをクリックして、[モデルタ
イプ (model type)]によってフィルタリングされた詳細な
ヘッドセットインベントリページに移動します。

（注）

数量

ステータス別ヘッドセットインベントリ

ヘッドセットモデル、アクティブ、非アクティブ、または割り当てられていない列のハイパー

リンクをクリックして、各ステータスの詳細なヘッドセットインベントリページに移動しま

す。

説明フィールド

ヘッドセットのモデル番号。ヘッドセットモデル

ヘッドセットは過去30日以内に接続されています。アクティブ

ヘッドセットが過去30日間に接続されていません。非アクティブ

（Inactive）

ユーザ IDがシステムに存在しないか、インベントリレコードにユー
ザ IDマッピングがありません。

Unassigned（未定義）

導入されたヘッドセットの集約サマリーを取得する

[ヘッドセットインベントリの概要 (ヘッドセットインベントリの概要)]ウィンドウで、展開し
たヘッドセットの集約サマリーを表示できます。

手順

Cisco Unified CMの管理で、[Device] [ヘッドセットの > >インベントリの概要]を選択します。

ヘッドセットインベントリの内訳は、モデル別またはヘッドセットステータス別に表示できま

す。

ヘッドセットトラブルシューティングと診断
Cisco IP Phoneに接続されているヘッドセットの問題レポートツール (PRT)ログを収集するた
めに、Unified Communications Managerまたは Ciscoユニファイドリアルタイムモニタリング
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ツール (RTMT)を設定できます。PRTには、コール品質、使用されているコーデック、音声設
定、ワイヤレス設定、およびアラートログに関するデータが含まれています。

Unified Communications Managerは、ヘッドセットのコール診断の詳細を保存します。Cisco IP
電話は、BYEメッセージまたは BYEメッセージへの 200 OK応答のいずれかでヘッドセット
統計ヘッダーのヘッドセット診断データを送信して、Unified Communications Managerの CMR
を更新します。

Cisco IP電話は、ヘッドセット診断データをUnified Communications Managerと共有します。こ
の情報は、CMRレコードの以下のフィールドに保存されます。

• SN—ヘッドセットのシリアル番号。

•メトリックス—RSSIフレームエラー、接続ドロップの理由、ビーコンの移動、オーディ
オ設定、および DECT帯域幅などのヘッドセットメトリック。

CMRレコードのエクスポートおよび表示方法の詳細については、Cisco Unified Communications

Managerのコールレポートおよび請求管理ガイドを参照してください。

ヘッドセット CMRレコードは、シスコヘッドセット 500シリーズに適用されますが、700シ
リーズには適用されません。

（注）

Unified CMでエンドポイントの PRTを生成する
エンドポイントで問題レポートツール (PRT)をトリガーするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM Administration]から、[デバイス（Device）] > [電話機（Phone）]の順に選択
します。

ステップ 2 [検索 (Find )]をクリックして、ヘッドセットが接続する1つ以上の電話を選択します。

ステップ 3 選択した電話機で使用されているヘッドセットの PRTログを収集するには、[ GENERATE prt
For selected ]をクリックします。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Managerは SIP Notifyメッセージを送信して、電話機のログ収集
をリモートでトリガーし、[カスタマーサポートアップロード URL (Customer support upload
URL)]パラメータで設定されたログサーバにアップロードします。
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RTMTでのエンドポイントの PRTの生成
デバイスまたはエンドポイントは、診断およびトラブルシューティングのために、各クリティ

カルイベントのアラームを生成します。これらのアラームは、Ciscoユニファイドリアルタイ
ムモニタリングツール (RTMT)ユーザインターフェイスの [トレース収集 (Trace Collection)]メ
ニューまたは [デバイスモニタリング (Device Monitoring)]メニューで使用可能な問題レポート
ツール (PRT)を使用して生成されます。

手順

ステップ 1 [Trace & Log Central]オプションを展開します。

ステップ 2 Trace & Log Central tree階層で、[ GENERATE PRT]を選択します。
[Generate PRT]ウィザードが表示されます。

ステップ 3 Cisco Unified CM Administrationユーザインターフェイスの [電話の検索と一覧表示 (Find and List
Phone)]ページで設定されているデバイス名を入力します。

ステップ 4 [ GENERATE PRT]をクリックします。

生成されたレポートは、カスタマーサポートのアップロード URLにアップロードされます。
[ダウンロード (download)]オプションは、CiscoのUnified CM Administrationユーザインターフェ
イスで、カスタマーサポートアップロード URLパラメータがエンタープライズ、プロファイ
ル、またはデバイスレベルで設定されている場合にのみ使用できます。

[Enterprise]、[Profile]、または [Device level configuration]ページの設定で、[ Customer
support UPLOAD URL ]パラメータを確認します。それ以外の場合、PRTの生成は
失敗します。

（注）
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第 54 章

ヘッドセットサービス

•ヘッドセットサービスの概要（827ページ）
•ヘッドセットサービスの前提条件（828ページ）
•ヘッドセットサービス管理者の設定タスクフロー（828ページ）
•ヘッドセットサービスのエンドユーザ関連付けタスクフロー（833ページ）

ヘッドセットサービスの概要
ヘッドセットサービスを使用すると、Ciscoヘッドセットをサポートされているデバイスに接
続して、ヘッドセットベースのExtension Mobilityなどのシンプルで統合されたユーザエクスペ
リエンスを将来的に提供できます。

ヘッドセットベースのExtension Mobilityは、ヘッドセットサービスで初めて導入された機能で
す。Extension Mobility対応デバイスに Ciscoヘッドセットを接続すると、Extension Mobilityの
ログインとログアウトにシームレスなログインエクスペリエンスが提供されます。

ヘッドセットサービスを使用すると、管理者とエンドユーザは、所有デバイス、共有スペー

ス、共有エリアデバイスなどの任意のデバイスからヘッドセットを関連付けることができま

す。この関連付けは、認証に役立ち、ユーザにカスタマイズされたエクスペリエンスを提供し

ます。この機能は、有線ヘッドセットとワイヤレスヘッドセットの両方をサポートします。

ヘッドセットの関連付けは、ユーザの IDをヘッドセットに割り当てます。ユーザ IDが必要な
サービスにログインできます。

このUnified Communications Managerインターフェイスを使用すると、管理者は次のことができ
ます。

•ヘッドセットをシリアル番号とともにエンドユーザに関連付け、関連付け解除します。

•ヘッドセットベースの拡張モビリティを有効にします。

•ヘッドセットへの一括ユーザのインポートとエクスポートの関連付け。
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ヘッドセットベースのExtension Mobilityログインは、Extension Mobility Cross Cluster（EMCC）
ではサポートされていません。

ヘッドセットベースのエクステンションモビリティログインは、モバイルおよびリモートア

クセス（MRA）をサポートするデバイスで機能します。互換性のある電話ファームウェアの
バージョンは 14.1(1)です。

同じユーザー IDがヘッドセットと電話機の両方を制御している場合、ヘッドセットベースの
エクステンションモビリティログインは機能しません。

（注）

ヘッドセットサービスの前提条件
•エンドユーザが Unified Communications Managerですでに作成されていることを確認しま
す。

•ヘッドセットを使用したExtension Mobilityログインの場合は、ユーザデバイスでExtension
Mobilityが有効になっていることを確認します。また、ユーザが Extension Mobilityのログ
インまたはログアウトを実行できるように、[Extension Mobilityのサインインとサインア
ウトを許可する（Allow Headset for Extension Mobility）]が有効になっています。

ヘッドセットベースの Extension Mobility機能は、88XXおよび 78XXシリーズの Cisco IP電話
の最新のファームウェアのみをサポートします。

（注）

ヘッドセットサービス管理者の設定タスクフロー
管理者は次のタスクを使用して、ヘッドセットをユーザに関連付け、ヘッドセットベースの

Extension Mobilityを有効にできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

シリアル番号をユーザに関連付け、関連

付けを解除する方法を指定します。

ユーザへのヘッドセットの関連付け

（829ページ）
ステップ 1

オプション：エンドユーザがデバイスの

ヘッドセットアソシエーションを作成で

きるようにします。

エンドユーザヘッドセットの関連付けの

管理（830ページ）
ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Unified Communications Managerからヘッ
ドセットの Extension Mobilityを有効に
します。

ヘッドセットベースの拡張モビリティを

有効にする（830ページ）
ステップ 3

ピンレス Extension Mobilityログインを
有効にします。

ピンレス Extension Mobilityログインの
有効化（831ページ）

ステップ 4

ヘッドセットの自動ログアウトタイムア

ウトを設定します。

Extension Mobilityヘッドセットログアウ
トタイマーの設定（832ページ）

ステップ 5

ユーザへのヘッドセットの関連付け

この手順を使用して、ヘッドセットをユーザに関連付けます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、ヘッドセットを関連付ける既存のユーザを選択します。

ステップ 3 [関連ヘッドセット]セクションで、割り当てるヘッドセットのシリアル番号を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 選択したユーザにさらにヘッドセットを関連付ける場合は、[+]をクリックします。

特定のユーザに最大15個のヘッドセットを関連付けることができます。ヘッドセッ
トのシリアル番号は、個々のヘッドセットごとに固有です。同じヘッドセットを 2
人のユーザに関連付けることはできません。ヘッドセットの関連付けを別のユーザ

に移動するには、最初に最初のユーザからヘッドセットの関連付けを解除する必要

があります。

特定のヘッドセットのシリアル番号の位置については、そのヘッドセットモデルの

ヘッドセットのアドミニストレーションガイドを参照してください。

（注）

ステップ 6 （任意） (-)をクリックして、選択したユーザのヘッドセットシリアル番号を関連付け解除し
ます。

ステップ 7 [詳細の表示（View Details）]リンクをクリックして、ヘッドセットのインベントリの詳細を
表示します。詳細については、「ヘッドセットとアクセサリの管理」の章の「ヘッドセットの

インベントリ設定」セクションを参照して、ヘッドセットの詳細を確認してください。
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エンドユーザヘッドセットの関連付けの管理

オプション：この手順を使用して、Unified Communication Managerの設定を構成し、エンド
ユーザがデバイス画面の [ヘッドセットの関連付け]メニューオプションを使用してヘッドセッ
トを関連付けることができるようにします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]。

ステップ 2 [エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]セクションで、次
のいずれかを選択して、エンドユーザのヘッドセットをデバイスに関連付けます。

• [ユーザにプロンプトを表示（Prompt user to start Headset Association）]を選択すると、
ヘッドセットが初めてデバイスに接続されたときに [ヘッドセットの関連付け（Headset
Association）]画面が表示されます。デフォルトでは、このパラメータ値が選択されてい
ます。

• [ヘッドセットの関連付け（Headset Association）]画面が Extension Mobility対応デバイス
にのみ表示されるようにするには、[Extension Mobility対応デバイスからのみヘッドセッ
トの関連付けを開始するようユーザに確認（Prompt user to start Headset association only
from Extension Mobility-enabled devices）]を選択します。

•すべてのデバイスでヘッドセットの関連付け画面を無効にするには、[すべてのデバイス
からヘッドセットの関連付けを開始するようにユーザに要求しない]を選択します。この
設定は、ユーザがデバイスメニューからヘッドセットの関連付けを手動で開始することを

妨げません。

設定の変更は、すでにエンドユーザに関連付けられているヘッドセットには適用さ

れません。

（注）

ステップ 3 設定の変更を有効にするには、[ Save And Apply Config ]をクリックします。

詳細な説明については、[Enterprise Parameter Configuration]ウィンドウでパラメー
タ名または疑問符（？）アイコンをクリックします。

ヒント

ヘッドセットベースの拡張モビリティを有効にする

ユーザが関連付けられたヘッドセットから Extension Mobilityにログインできるようにするに
は、次の手順を使用します。

始める前に

ヘッドセットユーザがヘッドセットを使用してExtension Mobilityにログイン、使用、およびロ
グアウトできる Extension MobilityサービスにCisco IP電話とデバイスプロファイルを設定して
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いることを確認してください。詳細については、エクステンションモビリティへの登録（492
ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。[システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]フィールドで、Cisco Extension Mobilityサービスを実行しているノードを
選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] フィールドで、[Cisco Extension Mobility] を選択します。

ステップ 4 [ヘッドセットベースのExtension Mobility（Headset-based Extension Mobility）]フィールドで、
次のいずれかを選択して、Extension Mobilityログインに関連付けられたヘッドセットを使用し
ます。

• [Extension Mobilityにヘッドセットを許可（サインイン/サインアウト）]を選択して、ヘッ
ドセットユーザがExtension Mobilityでサインインできるようにします。デフォルトでは、
このパラメータ値が選択されています。

• Extension Mobilityでのヘッドセットユーザのサインインとサインアウトを制限するには、
[Extension Mobilityのサインインとサインアウトを許可しない（Do not Allow Headset for
ExtensionMobility）]を選択します。このオプションを選択した場合、エンドユーザはヘッ
ドセットを接続するときにExtension Mobilityのログインまたはログアウト画面を表示しま
せん。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ピンレス Extension Mobilityログインの有効化
ユーザに関連付けられたヘッドセットを使用したピンレスExtension Mobilityログインには、次
の手順を使用します。

この機能は、12.5(1)SU3以降でサポートされています。（注）

始める前に

[サービスパラメータ設定] > [ヘッドセット接続後の自動ログインタイマー（秒）]フィールド
で、システムがユーザー入力を待機してから拡張モビリティプロファイルに自動的にサインイ

ンするまでの最大時間を指定します。

指定された最大期間は、[PINエントリ（ヘッドセットベースのサインイン）]フィールドが
[不要（Not Required）]に設定されている場合にのみ有効です。

（注）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。[システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]フィールドで、Cisco Extension Mobilityサービスを実行しているノードを
選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] フィールドで、[Cisco Extension Mobility] を選択します。

ステップ 4 [PINエントリ（ヘッドセットベースのサインイン）]フィールドで、次のいずれかを選択し
て、ピンレス Extension Mobilityログインを有効または無効にします。

• [必須（Required）]を選択して、Extension Mobilityログイン用のPINの入力をユーザに求
めます。デフォルトでは、このパラメータ値が選択されています。

• [不要（Not Required）]を選択すると、1分以内に Extension Mobilityに自動的にサインイ
ンします。ユーザは、電話UIで PINの詳細を入力するよう求められません。

ユーザが設定された時間内に自動的にサインアウトするか、または有線または

ワイヤレスヘッドセットを使用して手動でログアウトする場合、ユーザは[キャ
ンセル（Cancel）]をクリックして、指定された期間内の自動サインインを回
避することをお勧めします。

重要

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

Extension Mobilityヘッドセットログアウトタイマーの設定
自動ログアウトタイムアウトを設定するには、次の手順を使用します。

[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウの [ヘッドセットベー
スの Extension Mobility（Headset-based Extension Mobility）]サービスパラメータが [Extension
Mobilityのサインインおよびサインアウトにヘッドセットを許可しない（DonotAllowHeadset
for Extension Mobility）]に設定されている場合、自動ログアウトタイマー値の設定は無効で
す。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。サービ
ス >サービスパラメータ.

ステップ 2 [サーバ（Server）]フィールドで、Cisco Extension Mobilityサービスを実行しているノードを
選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）] フィールドで、[Cisco Extension Mobility] を選択します。
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ステップ 4 [ヘッドセット切断後の自動ログアウトタイマー（Auto logout timer after Headset Disconnect）]
フィールドに、ユーザが自動的にログアウトする前にヘッドセットがデバイスから切断された

ときにシステムがユーザ入力を待機できる最大期間値を入力します。

デフォルトでは、この値は 5分に設定されています。最大値は 15分に設定できま
す。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ヘッドセットサービスのエンドユーザ関連付けタスクフ

ロー
エンドユーザは、次のタスクを使用してヘッドセットを関連付け、関連付けられた IDを使用
して Extension Mobilityを使用してログインできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

エンドユーザへのヘッドセットアソシ

エーションを作成します。

ユーザヘッドセットの関連付け（833
ページ）

ステップ 1

特定のエンドユーザのヘッドセットの関

連付けをスキップできます。

ヘッドセットの関連付けをスキップ

（834ページ）
ステップ 2

Extension Mobilityログインに関連付けら
れたヘッドセットを使用するためのカス

ヘッドセットを使用した Extension
Mobilityのログイン（835ページ）

ステップ 3

タマイズされたエクスペリエンスを有効

にします。

デフォルトの設定時間内に Extension
Mobilityからヘッドセットをログアウト
するのに役立ちます。

ヘッドセットを使用した Extension
Mobilityからのユーザのログアウト（835
ページ）

ステップ 4

ユーザヘッドセットの関連付け

この手順を使用して、ヘッドセットとユーザの関連付けします。

手順

ステップ 1 ヘッドセットを Cisco IP電話に接続します。
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[IPフォン（IP Phone）]画面に [ヘッドセットをユーザに関連付ける（Associateヘッドセット）]
ポップアップ画面が表示されます。

デバイスが共有スペースまたは共有エリアにある場合、またはユーザがデバイスに関連付けら

れている場合、ユーザ名は自動的に入力されます。デバイスが匿名の場合、[ユーザID（User
ID）]フィールドは空白で、エンドユーザはユーザクレデンシャルを提供するヘッドセットを
関連付けることができます。

ステップ 2 ユーザー IDと PINを入力または変更します。クレデンシャルがわからない場合は、管理者に
問い合わせてください。

ステップ 3 [送信（Submit）]をクリックします。

正常に関連付けられたヘッドセットメッセージがユーザ名とともに表示されます。

無効なクレデンシャル（ユーザ IDまたはPIN）を 3回以上入力すると、Cisco IP電話にエラー
メッセージが表示されます。

ヘッドセットの関連付けに失敗した場合は、ヘッドセットを切断して接続し、有効なクレデン

シャルを入力するか、管理者に問い合わせてください。

ステップ 4 （任意） Cisco IP電話を使用してヘッドセットを手動で関連付けるには、[設定（Settings）] >
[アクセサリ（Accessories）] > [Ciscoヘッドセットのセットアップ（Cisco Headset Setup）] >
[ユーザの関連付け（Associate User）]の順に選択します。

ヘッドセットが切断されている場合、[ユーザの関連付け（Associate User）]オプ
ションはグレー表示されます。有効にするには、ヘッドセットをデバイスに接続し

ます。

（注）

ヘッドセットの関連付けをスキップ

この手順を使用して、ヘッドセットとユーザの関連付けをスキップします。

手順

ステップ 1 ヘッドセットを Cisco IP電話に接続します。

ステップ 2 ヘッドセットをユーザに関連付ける前に、[終了（Exit）]をクリックします。

ステップ 3 ヘッドセットを関連付けない場合は、[はい（Yes）]をクリックします。
デバイスへの以降の接続では、ヘッドセットの関連付け画面は表示されません。同じヘッド

セットが別のデバイスに接続されている場合は、Cisco IP電話の画面に [ユーザとヘッドセット
の関連付け（Associate Headset to User）]ポップアップ画面が表示され、関連付けプロセスが
表示されます。
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ヘッドセットを使用した Extension Mobilityのログイン
ユーザが関連付けられているヘッドセットを使用してExtension Mobilityでログインするには、
次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 ヘッドセットを Cisco IP電話に接続します。

ステップ 2 ヘッドセットが関連付けられていない場合は、次の手順を実行します。

a) ユーザにヘッドセットを関連付けるユーザ IDと PINを入力します。

b) [送信（Submit）]をクリックします。

ログイン画面に成功したメッセージと関連するユーザ IDが表示され、ユーザは Extension
Mobilityでサインインできます。

c) [サインイン（Sign In）]をクリックして、Extension Mobilityのログインを完了します。

ステップ 3 ヘッドセットがすでにユーザに関連付けられている場合は、次の手順を実行します。

a) Extension Mobilityでログインするための PINを入力します。

b) 必要なユーザプロファイルを選択します。
c) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 4 ユーザがすでにデバイスのExtension Mobilityにログインしており、別のユーザが以前に関連付
けられたヘッドセットを接続すると、ログアウト画面が表示され、以前にログインしたユーザ

をログアウトできます。

ステップ 5 [はい（Yes）]をクリックして、以前のプロファイルからログアウトします。

ステップ 6 Extension Mobilityでログインするための PINを入力します。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

デバイスプロファイルが変更されるたびに電話機がリセットされ、ユーザプロファ

イルが元のプロファイルに変更されます。

（注）

ヘッドセットを使用した Extension Mobilityからのユーザのログアウト
Extension Mobility対応デバイスからヘッドセットをサインアウトするには、次の手順を使用し
ます。

手順

ステップ 1 Cisco IP電話からヘッドセットを取り外します。

ステップ 2 [サインアウト（Sign Out）]をクリックします。
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電話機がリセットされ、デバイスプロファイルが元のデバイスプロファイルに変更

されます。

進行中のコール（1対 1のコールまたは会議コール）中にヘッドセットを切断する
と、コールは終了せず、コールが終了したときにのみExtension Mobilityのサインア
ウトが行われます。

ワイヤレスヘッドセットを手動でログアウトまたは範囲外にした場合、設定した時

間内に自動的にサインアウトされます。デフォルトでは、設定時間は5分です。詳
細については、ExtensionMobilityヘッドセットログアウトタイマーの設定（832ペー
ジ）セクションを参照してください。

（注）

ステップ 3 現在のExtension Mobilityセッションを保持する場合は、[キャンセル（Cancel）]をクリックし
ます。デフォルトの設定時間内に再接続して、ユーザプロファイルを保持し、リセットを回避

します。
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第 55 章

IVRと電話サービスを使用したネイティブ
電話機の移行

• IVRと電話サービスを使用したネイティブ電話機の移行の概要（837ページ）
•電話機移行の前提条件（841ページ）
•セルフプロビジョニング IVRを使用した電話機の移行タスクフロー（842ページ）
•電話移行サービスを使用した電話移行タスクフロー（849ページ）
•電話機移行レポートの表示（854ページ）
• Cisco Unified CMの管理インターフェイスを使用して電話機を移行（854ページ）
•移行シナリオ （855ページ）

IVRと電話サービスを使用したネイティブ電話機の移行
の概要

電話移行機能は、Unified Communications ManagerへのCisco IP電話のネイティブな移行ソリュー
ションです。廃止する電話機または故障した電話機の交換にかかるコストと複雑さを最小限に

抑えます。このソリューションにより、エンドユーザまたは管理者は、シンプルなユーザイン

ターフェイスですべての設定を古い電話機から新しい電話機に簡単に移行できます。ソリュー

ションでは、次の方法で電話機を移行できます。

•セルフプロビジョニング IVRサービスの使用

•電話移行サービスの使用

• Cisco Unified CM管理インターフェイスの使用

次の表に、さまざまな電話移行オプションの簡単な比較を示します。
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表 65 :さまざまな電話移行オプションと考慮事項

Unified CM管理イン
ターフェイスの使用

電話移行サービスの使

用

セルフプロビジョニン

グ IVRサービスの使用

管理者エンドユーザ
(Self-service)

エンドユーザ
(Self-service)

エンドユーザまたは管

理者主導の電話移行

いいえいいえはい自動登録が必要

• Cisco Unified CM
管理インターフェ

イスにサインイン

する

•古い電話の [電話
の構成]ページで
[電話の移行]オプ
ションを選択する

•新しい電話の電話
タイプ（モデルと

プロトコル）と

MACアドレスを
入力する

•新しい電話をネッ
トワークに接続す

る

•一次内線番号と
PINを入力する
（オプション）

•新しい電話の自動
登録

•セルフプロビジョ
ニングIVR番号の
ダイヤル

•音声プロンプトに
従う

移行手順

高低中管理者の関与

セルフプロビジョニング IVRサービスと電話移行サービスを使用した電話移行では、セルフ
サービスとしてエンドユーザによる電話の移行が容易になります。管理者は、これらの方法を

使用して、エンドユーザまたは一般的な電話機（ロビーの電話機など）に代わって電話機を移

行できます。

（注）

電話機の移行中に、エンドユーザがPINを覚えていない場合、管理者は、必要に応じて、セル
フケアポータルにログインして PINを変更するようにエンドユーザに通知する必要がありま
す。

（注）

電話移行のエンタープライズパラメータ

移行は、[エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]ページの次
の 2つのパラメータに依存します。
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•エンドユーザの代替電話機をプロビジョニングする場合：[既存の電話機を保持（Retain
Existing Phone（s））]（デフォルトオプション）または [エンドユーザの既存の電話機を
削除（Delete the Existing Phone for that End User）]を選択できます。[既存の電話の保持
（Retain Existing Phone（s））]オプションを選択すると、移行中に古い電話が移行済み
としてマークされ、[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ページでフィルタリ
ングして移行レポートを生成できます。

管理者が電話の移行に [既存の電話の保持（Retain Existing Phone
（s））]オプションを選択すると、合計2つのライセンスが消費さ
れます。つまり、既存の電話と移行のために選択された新しい電

話のそれぞれに 1つのライセンスが消費されます。

（注）

電話機の移行中に、管理者が電話機の移行に [既存の電話機を保
持（Retain Existing Phone（s））]オプションを選択した場合、イ
ンターコムDNは新しいデバイスに移行されません。[そのエンド
ユーザの既存の電話を削除する（Delete the Existing Phone for that
End User）]オプションを選択すると、インターコム DN情報も
移行されます。

（注）

•移行された電話のセキュリティプロファイル：このオプションは、移行された電話（古い
電話がセキュアモードであった）に適用されるセキュリティプロファイルのタイプを決定

します。非セキュアプロファイルを選択すると、デバイスは非セキュアモードになりま

す。

• [電話移行ユーザ識別プロンプト（Phone Migration User Identification Prompt）]：このパ
ラメータは、ユーザがセルフサービスユーザIDまたはプライマリ内線番号を使用して電話
移行を続行できるかどうかを決定します。[エンドユーザセルフサービスユーザIDの使用
（Use Enduser Self-Service User ID）]オプションが選択されている場合、エンドユーザ
は、電話機の移行を進める前に、一意のセルフサービスユーザ IDを入力するように求め
られます。[エンドユーザのプライマリ内線番号を使用する（Use Enduser Primary
Extension）]オプションが選択されている場合は、プライマリ内線番号を入力した後に電
話機を移行できます。このモードでは、同じDNが異なるルートパーティションに存在す
る場合、IVRまたは電話移行サービスを使用して電話を移行することはできません。

デフォルト値は [エンドユーザのプライマリ内線番号を使用（Use Enduser Primary
Extension）]です。

セキュアな電話移行を容易にするために、次の標準ユニバーサル電話セキュリティプロファイ

ルテンプレートが追加されました。古い電話機のセキュリティプロファイルに基づいて、新し

い電話機はこれらの新しいプロファイルのいずれかを選択します。

•ユニバーサルデバイステンプレート -セキュリティプロファイル：非セキュア

•ユニバーサルデバイステンプレート -セキュリティプロファイル -認証済み
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•ユニバーサルデバイステンプレート -セキュリティプロファイル -暗号化

•ユニバーサルデバイステンプレート -セキュリティプロファイル -暗号化 - Device_TFTP

•ユニバーサルデバイステンプレート -セキュリティプロファイル -暗号化された EC優先

次の表に、電話機の移行後の新しいデバイスのセキュリティプロファイルマッピングを示しま

す。

表 66 :電話セキュリティプロファイルの移行データ

新しいマッピング

プロファイル名

古いセキュリティプロファイルの設定項目

[キーの順序（Key
Order）]

転送タイプTFTP暗号化設定[デバイスセキュ
リティモード

（Device Security
Mode）]

ユニバーサルデバ

イステンプレート

-セキュリティプ
ロファイル -非セ
キュア

RSATCPなしNon-Secure

ユニバーサルデバ

イステンプレート

-セキュリティプ
ロファイル -認証
済み

RSATLSアクセス認証

ユニバーサルデバ

イステンプレート

-セキュリティプ
ロファイル -暗号
化

RSATLSアクセス暗号化

ユニバーサルデバ

イステンプレート

-セキュリティプ
ロファイル -暗号
化 - Device_TFTP

RSATLS対応暗号化

ユニバーサルデバ

イステンプレート

-セキュリティプ
ロファイル -暗号
化 - Device_TFTP

EC優先、RSA
バックアップ

TLS対応暗号化
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新しいマッピング

プロファイル名

古いセキュリティプロファイルの設定項目

ユニバーサルデバ

イステンプレート

-セキュリティプ
ロファイル -暗号
化された EC優先

EC優先、RSA
バックアップ

TLSアクセス暗号化

電話機移行の前提条件

セルフプロビジョニング IVRの使用

エンドユーザが移行でセルフプロビジョニングを使用できるようにする前に、次の設定を構成

する必要があります。

•自動登録の有効化

•エンドユーザには、プライマリ内線番号が必要です。プライマリDNが電話機またはデバ
イス上で常に回線 1であることを確認します。

•エンドユーザは、ユニバーサル回線テンプレート、ユニバーサルデバイステンプレート、
および自己プロビジョニングが有効になっているユーザプロファイルまたは機能グループ

テンプレートに関連付ける必要があります。

•適切な「CTIルートポイント」と「アプリケーションユーザ」の設定が選択されているこ
とを確認します。

•セルフプロビジョニングの IVRサービスを有効にします。

電話移行サービスの使用

エンドユーザが移行で電話移行サービスを使用できるようにする前に、次の設定を構成する必

要があります。

•自動登録の無効化

•エンドユーザには、プライマリ内線番号が必要です。プライマリDNが電話機またはデバ
イス上で常に回線 1であることを確認します。

•サポートされる電話機モデル：88XX、78XX、8832、および7832。

•サポートされている電話の最小バージョンは、リリース 12.8.1以降です。
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セルフプロビジョニング IVRを使用した電話機の移行タ
スクフロー

次のタスクフローを使用して、電話機の移行手順を実行します。

このワークフローを完了すると、セルフプロビジョニングの IVRサービスを設定したり、古い
または異常なCisco IP電話を移行したり、移行された電話リストを追跡したりすることができ
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Serviceabilityで、[セルフプ
ロビジョニング IVR（Self-Provisioning

セルフプロビジョニングのサービスの有

効化（843ページ）
ステップ 1

IVR）]サービスと [CTI Manager（CTI
Manager）]サービスを有効にします。

セルフプロビジョニング用の自動登録パ

ラメータを有効にします。

セルフプロビジョニングの自動登録の有

効化（843ページ）
ステップ 2

セルフプロビジョニングの IVRサービ
スを処理するために、CTIルートポイン
トを設定します。

CTIルートポイントの設定（844ペー
ジ）

ステップ 3

ユーザが自動プロビジョニング IVRに
アクセスするためにダイヤルインする内

CTIルートポイントへの電話番号の割り
当て（845ページ）

ステップ 4

線番号を設定し、その内線番号を CTI
ルートポイントに関連付けます。

セルフプロビジョニング IVR向けのア
プリケーションユーザの設定CTIルート

セルフプロビジョニングのアプリケー

ションユーザーの設定（845ページ）
ステップ 5

ポイントをアプリケーションユーザに関

連付けます。

自己プロビジョニングシステムの設定を

構成します。

セルフプロビジョニングのシステムの設

定（846ページ）
ステップ 6

ユーザが割り当てられているユーザプロ

ファイルで電話機をセルフプロビジョニ

ングできるようにします。

ユーザープロファイルでのセルフプロビ

ジョニングの有効化（847ページ）
ステップ 7

自分に適用される移行手順を選択しま

す。セルフプロビジョニングの IVRは、
次のいずれかの手順を使用して電話機を

移行します。

ステップ 8

管理者または電話機のいずれかのユーザ

が電話機を移行する際に使用できます。
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目的コマンドまたはアクション

•セルフプロビジョニング IVRを使
用した電話機の移行 (管理者)（848
ページ）

•セルフプロビジョニング IVRを使
用した電話機の移行 (電話機ユーザ)
（848ページ）

移行の後、移行されたCisco IP電話を示
すレポートを表示します。

電話機移行レポートの表示（854ペー
ジ）

ステップ 9

セルフプロビジョニングのサービスの有効化

セルフプロビジョニング機能をサポートするサービスをアクティブ化するには、次の手順を使

用します。セルフプロビジョニング用 IVRサービスと Cisco CTI Managerサービスの両方が実
行されていることを確認します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [サービスのアクティブ化（Service
Activation）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択し、[移動（Go）]を
クリックします。

ステップ 3 [CMサービス（CM Services）]で、[Cisco CTI Manager]をオンにします。

ステップ 4 [CTIサービス（CTI Services）]で、[セルフプロビジョニングIVR（Self Provisioning IVR）]を
オンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

セルフプロビジョニングの自動登録の有効化

セルフプロビジョニングにこの手順を使用するためには、パブリッシャで自動登録パラメータ

を設定する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[システム（System）] > [Cisco Unified CM（Cisco Unified
CM）]を選択します。

ステップ 2 パブリッシャノードをクリックします。

ステップ 3 プロビジョニングされた電話機に適用するユニバーサルデバイステンプレートを選択します。
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ステップ 4 プロビジョニングされた電話機の電話回線に適用するユニバーサル回線テンプレートを選択し
ます。

ステップ 5 [開始電話番号（Starting Directory Number）]および [終了電話番号（Ending Directory Number）]
フィールドを使用して、プロビジョニングする電話に適用する電話番号の範囲を入力します。

ステップ 6 [このCisco Unified CMでは自動登録は無効にする（Auto-registration Disabled on the Cisco Unified
Communications Manager）]チェックボックスをオフにします。

ステップ 7 SIP登録に使用するポートを確認します。ほとんどの場合、ポートをデフォルト設定から変更
する必要はありません。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

CTIルートポイントの設定
セルフプロビジョニング IVR用の CTIルートポイントを設定するには、この手順を使用しま
す。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route
Point）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックし、既存の CTIルートポイントを選択します。
b) [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい CTIルートポイントを作成します。

ステップ 3 [デバイス名（Device Name）]フィールドに、ルートポイントを識別する一意の名前を入力し
ます。

ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストで、このデバイスのプロパティを指定
するデバイスプールを選択します。

ステップ 5 [ロケーション（Location）]ドロップダウンリストから、この CTIルートポイントの適切なロ
ケーションを選択します。

ステップ 6 [トラステッドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]ドロップダウンリストから、
Unified Communications Managerがこのメディアエンドポイントを使用してトラステッドリレー
ポイント（TRP）デバイスを挿入するかどうかを選択します。デフォルト設定では、このデバ
イスに関連付けられている共通デバイス設定の設定が使用されます。

ステップ 7 [CTIルートポイントの設定（CTI Route Point Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールド
に入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
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CTIルートポイントへの電話番号の割り当て
セルフプロビジョニング用の IVRにアクセスするためにユーザがダイヤルする内線番号を設定
するには、この手順を使用します。この内線を、セルフプロビジョニングに使用するCTIルー
トポイントに関連付ける必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route
Point）]を選択します。

ステップ 2 [ [検索（Find）] ]をクリックして、セルフプロビジョニング用に設定したCTIルートポイント
を選択します。

ステップ 3 [割り当て（Association）]で、[回線 [1] -新しい DNの追加（Line [2] – Add a new DN）]をク
リックします。

[電話番号の設定(Directory Number Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話番号（Directory Number）]フィールドに、セルフプロビジョニング IVRサービスにアク
セスするためにダイヤルする内線番号を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドを入力し
ます。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

セルフプロビジョニングのアプリケーションユーザーの設定

セルフプロビジョニング IVR用にアプリケーションユーザーを設定し、アプリケーションユー
ザーに作成した CTIルーティングポイントを関連付ける必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[ユーザ（User）] > [アプリケーションユーザー
（Application User）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 既存のアプリケーションユーザーを選択するには、[検索（Find）]をクリックして、アプ
リケーションユーザーを選択します。

b) 新しいアプリケーションユーザーを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックし
ます。

ステップ 3 [ユーザ ID（User ID）]テキストボックスに、アプリケーションユーザーの一意の名前を入力
します。
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ステップ 4 アプリケーションユーザーの [BLFプレゼンスグループ（BLF Presence Group）] を選択しま
す。

ステップ 5 アプリケーションユーザーに作成した CTIルーティングポイントを関連付けるには、次の手
順を実行します。

a) 作成した CTIルーティングポイントが、[使用可能なデバイス（Available Devices）]リス
トボックスに表示されない場合は、[別のルートポイントを検索（Find More Route Points）]
をクリックします。

作成した CTIルーティングポイントが、使用可能なデバイスとして表示されます。
b) [使用可能なデバイス（Available Devices）]リストで、セルフプロビジョニング用に作成し
た CTIルートポイントを選択し、下向き矢印をクリックします。
CTIルートポイントが [制御するデバイス（Controlled Devices）]リストに表示されます。

ステップ 6 [アプリケーションユーザーの設定（Application User Configuration）]ウィンドウの他のフィー
ルドを設定します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してく

ださい。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

セルフプロビジョニングのシステムの設定

システムをセルフプロビジョニング用に設定するには、次の手順を使用します。セルフプロビ

ジョニングは、ネットワーク内のユーザが管理者に連絡をとらずに IVRシステムを介して自分
のデスクフォンを追加できる機能を提供します。

セルフプロビジョニング機能を使用するには、エンドユーザのユーザープロファイルでも該当

機能を有効にする必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[ユーザ管理（User Management）] > [セルフプロビジョ
ニング（Self-Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 セルフプロビジョニング IVRでエンドユーザを認証するかどうかを設定するには、次のオプ
ションボタンのいずれかをクリックします。

• [認証が必要（Require Authentication）]：セルフプロビジョニング IVRを使用するには、エ
ンドユーザが自分のパスワード、PIN、またはシステム認証コードを入力する必要があり
ます。

• [認証は必要なし（No Authentication Required）]：エンドユーザは認証なしでセルフプロビ
ジョニング IVRにアクセスできます。

ステップ 3 セルフプロビジョニング IVRで認証を要求するように設定されている場合、次のオプション
ボタンのいずれかをクリックして、IVRがエンドユーザを認証する方法を設定します。
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• [エンドユーザのみを認証（Allow authentication for end users only）]：エンドユーザは自分
のパスワードまたは PINを入力する必要があります。

• [ユーザ（Password/PINの入力）および管理者（認証コードの入力）を認証（Allow
authentication for users (via Password/PIN) and Administrators (via Authentication Code)）]：エ
ンドユーザは認証コードを入力する必要があります。このオプションを選択した場合、認

証コードとして、0から 20桁までの整数を [認証コード（Authentication Code）]テキスト
ボックスに入力します。

ステップ 4 [IVR設定（IVR Settings）]のリストボックスから、矢印を使用して IVRプロンプトで使用す
る言語を選択します。使用可能な言語は、システムにインストールした言語パックによって異

なります。追加の言語パックをダウンロードするには、cisco.comのダウンロードセクション
を参照してください。

ステップ 5 [CTIルートポイント（CTI Route Points）]ドロップダウンリストから、セルフプロビジョニン
グ IVR用に設定した CTIルートポイントを選択します。

ステップ 6 [アプリケーションユーザ（Application User）]ドロップダウンリストから、セルフプロビジョ
ニング用に設定したアプリケーションユーザーを選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

ユーザープロファイルでのセルフプロビジョニングの有効化

ユーザが電話をセルフプロビジョニングできるようにするには、その機能が割り当てられてい

るユーザプロファイルで有効になっている必要があります。

ユーザが使用しているユーザープロファイルがわからない場合は、[エンドユーザの設定（End
User Configuration）]ウィンドウでユーザの設定を開き、[ユーザプロファイル（User Profile）]
フィールドで正しいプロファイルを確認できます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [ユーザプロファイル（User Profile）]を選択します。

ステップ 2 [検索 (Find)]をクリックして、ユーザが割り当てられているユーザプロファイルを選択します。

ステップ 3 そのユーザープロファイルにユニバーサル回線テンプレートとユニバーサルデバイステンプ
レートを割り当てます。

ステップ 4 セルフプロビジョニング用のユーザの設定

• [エンドユーザに自分の電話のプロビジョニングを許可（Allow End User to Provision their
own phones）]チェックボックスをオンにします。

•ユーザがプロビジョニングできる電話機の数の制限を入力します。デフォルトは10です。
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•ユーザがセルフプロビジョニングを使用して以前に割り当てられた電話機を無効にしたい
場合は、古いデバイスのエンドユーザに関連付けられているユーザープロファイルペー

ジで、別のエンドユーザに割り当てられている電話機の [別のエンドユーザーにすでに割
り当てられている電話のプロビジョニングを許可する]設定を確認します。以前に割り当
てられた電話機をユーザが再割り当てできるのは、古いデバイスに関連付けられている

ユーザプロファイル内でこのチェックボックスをオンにした場合のみです。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

電話機移行タスク

セルフプロビジョニング認証が設定されたら、次のいずれかの手順を使用して電話機を移行し

ます。

セルフプロビジョニング IVRを使用した電話機の移行 (管理者)

管理者はこの手順を使用して、エンドユーザの代わりにCisco IP電話を移行したり、一般的な
電話機 (ロビーフォンなど)を移行したりできます。

始める前に

移行を進める前に、古い電話機が「未登録」状態になっていることを確認します。新しい電話

機をネットワークに接続して、電話機が登録されてから移行タスクを実行することができま

す。移行が正常に完了すると、デバイスはユーザの電話設定データに再登録されます。

手順

ステップ 1 セルフプロビジョニングの IVRに割り当てられている内線番号を新しい電話機からダイヤルし
ます。

ステップ 2 2を押すと、既存の電話機が置き換え可能です。

ステップ 3 エンドユーザの電話機または共通の電話のプライマリ内線番号の後にポンドキー (# )を入力
します。

ステップ 4 認証コードの後にポンドキー (#)を入力します。

移行は、認証が正常に行われた後に開始されます。移行の後、電話機は、エンドユーザの古い

電話から移行された設定で再起動します。

セルフプロビジョニング IVRを使用した電話機の移行 (電話機ユーザ)

電話機のユーザはこの手順を使用して、新しい Cisco IP電話に移行できます。
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始める前に

移行を進める前に、古い電話機が「未登録」状態になっていることを確認します。新しい電話

機をネットワークに接続して、電話機が登録されてから移行タスクを実行することができま

す。移行が正常に完了すると、デバイスはユーザの電話設定データに再登録されます。

手順

ステップ 1 セルフプロビジョニングの IVRに割り当てられている内線番号を新しいCisco IP電話からダイ
ヤルします。

ステップ 2 2を押すと、既存の電話機が置き換え可能です。

ステップ 3 電話機のプライマリ内線番号の後にポンドキー(#)を入力します。

ステップ 4 ポンドキー (#)の後に PINを入力します。

移行は、認証が正常に行われた後に開始されます。移行が正常に実行された後、電話機は古い

電話から移行された設定で再実行されます。

電話機を別のユーザに割り当てる場合、管理者がユーザの [ユーザプロファイル]
ウィンドウで[別のエンドユーザに割り当てられている電話機のプロビジョニング
を許可]オプションが有効になっている場合、電話機のユーザは電話機を再プロビ
ジョニングできます。このオプションについては、管理者に問い合わせてくださ

い。

（注）

電話移行サービスを使用した電話移行タスクフロー
次のタスクフローを使用して、電話の移行サービスを使用した電話の移行手順をガイドしま

す。

このワークフローを完了すると、古いまたは異常なCisco IP電話を移行したり、移行された電
話リストを追跡したりすることができます。

手順

目的コマンドまたはアクション

電話機の移行前に自動登録パラメータを

無効にします。

自動登録の無効化（850ページ）ステップ 1

電話移行サービスの前にデフォルトの電

話負荷を設定します。

デフォルトの電話負荷の設定（850ペー
ジ）

ステップ 2

必要なセルフプロビジョニング認証設定

を構成します。

セルフプロビジョニング認証の設定

（851ページ）
ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

自分に適用される移行手順を選択しま

す。電話移行サービスは、管理者または

次のいずれかの手順を使用して電話機を

移行します。

ステップ 4

電話機のいずれかのユーザが電話機を移

行する際に使用できます。
•電話移行サービスを使用した電話の
移行（管理者）（851ページ）

•電話移行サービスを使用した電話の
移行（電話ユーザ）（852ページ）

移行の後、移行されたCisco IP電話を示
すレポートを表示します。

電話機移行レポートの表示（854ペー
ジ）

ステップ 5

自動登録の無効化

電話移行サービスを使用するには、自動登録を無効にする必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[システム（System）] > [Cisco Unified CM（Cisco Unified
CM）]を選択します。

ステップ 2 パブリッシャノードをクリックします。

ステップ 3 [このCisco Unified CMでは自動登録は無効にする（Auto-registration Disabled on this Cisco
Unified Communications Manager）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 SIP登録に使用するポートを確認します。ほとんどの場合、ポートをデフォルト設定から変更
する必要はありません。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

デフォルトの電話負荷の設定

電話移行サービスの前にデフォルトの電話負荷を設定するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）]
> [デバイスのデフォルト（Device Defaults）]を選択します。

ステップ 2 移行に必要な電話モデルを選択します。

ステップ 3 電話ロードを入力し、電話ロードの [スワップロード（SwapLoads）]ボタンをクリックして、
デフォルトの電話ロードにします。
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ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

セルフプロビジョニング認証の設定

電話移行サービスは、電話の移行前にセルフプロビジョニングシステム設定を使用してユーザ

を認証します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[ユーザ管理（User Management）] > [セルフプロビジョ
ニング（Self-Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 セルフプロビジョニングでエンドユーザを認証するかどうかを設定するには、次のオプション
ボタンのいずれかをクリックします。

• [認証が必要（Require Authentication）]：セルフプロビジョニングを使用するには、エン
ドユーザが自分のパスワード、PIN、またはシステム認証コードを入力する必要がありま
す。

• [認証は必要なし（No Authentication Required）]：エンドユーザは認証なしでセルフプロ
ビジョニングにアクセスできます。

ステップ 3 セルフプロビジョニング機能で認証を要求するように設定されている場合、次のオプションボ
タンのいずれかをクリックして、セルフプロビジョニングオプションがエンドユーザを認証す

る方法を設定します。

• [エンドユーザのみを認証（Allow authentication for end users only）]：エンドユーザは自分
のパスワードまたは PINを入力する必要があります。

• [ユーザ（Password/PINの入力）および管理者（認証コードの入力）を認証（Allow
authentication for users (via Password/PIN) and Administrators (via Authentication Code)）]：エ
ンドユーザは認証コードを入力する必要があります。このオプションを選択した場合、認

証コードとして、0から 20桁までの整数を [認証コード（Authentication Code）]テキスト
ボックスに入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

電話機移行タスク

セルフプロビジョニング認証が設定されたら、次のいずれかの手順を使用して電話機を移行し

ます。

電話移行サービスを使用した電話の移行（管理者）

管理者はこの手順を使用して、エンドユーザの代わりにCisco IP電話を移行したり、一般的な
電話機 (ロビーフォンなど)を移行したりできます。
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始める前に

移行を進める前に、古い電話機が「未登録」状態になっていることを確認します。新しい電話

機をネットワークに接続し、電話機の移行またはプロビジョニングのプロンプトが表示される

まで待ってから、移行プロセスを開始できます。移行が正常に完了すると、デバイスはユーザ

の電話設定データに再登録されます。

手順

ステップ 1 新しい Cisco IP電話をネットワークに接続します。

ステップ 2 オプション 2を選択して、既存の電話を交換します。

管理者がアクティベーションコードベースのデバイスのオンボーディングを設定し

ていない場合、またはアクティベーションコードをサポートしていない Unified
Communications Managerの 11.5(1)SU8バージョンで電話機の移行が行われた場合、
電話機にはプライマリ内線番号を入力する画面が表示されます。

（注）

ステップ 3 お使いの電話ののプライマリ内線番号を入力します。

ステップ 4 認証コードを入力します。

移行は、認証が正常に行われた後に開始されます。移行が正常に実行された後、電話機は古い

電話から移行された設定で再実行されます。

[デバイスのデフォルト設定（Device Defaults Configuration）]ページで [オンプレ
ミスのオンボーディング方法（On-premise Onboarding Method）]オプションが [自
動登録（Auto registration）]として選択されているシナリオを考えます。電話機の
移行の実行中に、エラーメッセージが表示されたときに [終了（Exit）]または [戻
る（BACK）]ボタンを押すと、予想される遅延の後に電話機の初期移行画面に直
接移動します。この遅延は、Unified Communications Managerサーバで自動登録が無
効になっているため、電話機が Unified CMに再登録しようとするために発生しま
す。

（注）

同じプライマリ内線番号を持つユーザに対して複数のデバイスがある場合、ユーザ

は移行するデバイスを選択するように求められます。詳細については、電話移行

サービス：複数のデバイスが割り当てられたユーザ（856ページ）を参照してくだ
さい。

（注）

電話移行サービスを使用した電話の移行（電話ユーザ）

電話機のユーザはこの手順を使用して、非 IVR方式で新しいCisco IP電話に移行できます。電
話機をネットワークに接続すると、電話機は起動と設定を試みます。デフォルトの電話負荷か

ら、[新しい電話をプロビジョニングする（Provision a new phone）]または [既存の電話を交換
する（Replace an existing phone）]を選択するオプションが表示されます。
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始める前に

移行を進める前に、古い電話機が「未登録」状態になっていることを確認します。新しい電話

機をネットワークに接続し、電話機の移行またはプロビジョニングのプロンプトが表示される

まで待ってから、移行プロセスを開始できます。移行が正常に完了すると、デバイスはユーザ

の電話設定データに再登録されます。

手順

ステップ 1 新しい Cisco IP電話をネットワークに接続します。

ステップ 2 オプション 2を選択して、既存の電話を交換します。

管理者がアクティベーションコードベースのデバイスのオンボーディングを設定し

ていない場合、またはアクティベーションコードをサポートしていない Unified
Communications Managerの 11.5(1)SU8バージョンで電話機の移行が行われた場合、
電話機にはプライマリ内線番号を入力する画面が表示されます。

（注）

ステップ 3 お使いの電話ののプライマリ内線番号を入力します。

ステップ 4 PINを入力します。

移行は、認証が正常に行われた後に開始されます。移行が正常に実行された後、電話機は古い

電話から移行された設定で再実行されます。

[デバイスのデフォルト設定（Device Defaults Configuration）]ページで [オンプレ
ミスのオンボーディング方法（On-premise Onboarding Method）]オプションが [自
動登録（Auto registration）]として選択されているシナリオを考えます。電話機の
移行の実行中に、エラーメッセージが表示されたときに [終了（Exit）]または [戻
る（BACK）]ボタンを押すと、予想される遅延の後に電話機の初期移行画面に直
接移動します。この遅延は、Unified Communications Managerサーバで自動登録が無
効になっているため、電話機が Unified CMに再登録しようとするために発生しま
す。

（注）

同じプライマリ内線番号を持つユーザに対して複数のデバイスがある場合、ユーザ

は移行するデバイスを選択するように求められます。詳細については、電話移行

サービス：複数のデバイスが割り当てられたユーザ（856ページ）を参照してくだ
さい。

（注）

電話移行サービスの COPファイル

11.5(1)から 11.5(1)SU7までのいずれかのバージョンの Unified Communications Managerを実行
している場合は、電話移行サービスの COPファイル（ciscocm-migration-service-11-5-1.zip）を
インストールして、ネイティブ電話移行機能をサポートします。

COPファイルのインストールの一部として、Unified Communications Managerの「Tftp restart」
サービスが自動的に実行されます。
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Phone Migration Service COPファイルのインストール後に Unified CMをアップグレードする場
合は、Unified CMサーバを、ネイティブ電話移行機能をネイティブでサポートするリリース
バージョンにアップグレードしてください。

（注）

電話機移行レポートの表示
移行されたすべての Cisco IP電話のリストを表示するには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM Administration]で、[デバイス（Device）] &gt; [電話（Phone）]の順に選択し
ます。

ステップ 2 [電話機の検索とリスト]ページで、[電話機検索]ドロップダウンリスト)から [移行(古い電話
機 )]を選択します。

ステップ 3 [検索（Find）]をクリックします。

移行したすべての古いデバイスのリストを表示できます。このリストが入力されるのは、[エ
ンタープライズパラメータ]ページで [既存の電話機を保持する]オプションが設定されている
場合のみです。

Cisco Unified CMの管理インターフェイスを使用して電話
機を移行

Cisco Unified CMの管理インターフェイスの [電話テンプレート(Phone Template)]または [電話
タイプ(およびプロトコル)]オプションのいずれかを使用して電話機を移行するには、この手順
を使用します。

手順

ステップ 1 [電話の検索と一覧表示(Find and List Phones)]ウィンドウ（[デバイス &gt;電話]で、移行する
Cisco IP電話の設定を検索します。

ステップ 2 移行するCisco IP電話の [電話の設定(Phone Configuration) ]ウィンドウで、[関連リンク(Related
Links)]ドロップダウンリストから [電話機の移行 (Migrate Phone)]を選択します。

ステップ 3 次のオプションを使用して、電話機を移行できます。
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a) [電話テンプレート(Phone Template)]:電話機の設定を移行する電話機モデルの電話機テン
プレートを選択します。

b) [電話機のタイプ(およびプロトコル)]:電話機の設定を移行する Cisco IP電話モデルを選択
します。

ステップ 4 設定を移行する新しい Cisco Unified IP電話のMACアドレスを入力します。

ステップ 5 (オプション)新しい電話の説明を入力します。移行の検討事項と設定の詳細については、Cisco

Unified CMの管理のオンラインヘルプページを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

新しい電話機は機能が失われる可能性があるという警告メッセージが表示されたら、[OK]を
クリックします。移行後、新しいデバイスは古い電話機の設定を継承します。

移行シナリオ

共有電話を使用している電話機

旧バージョンの電話機にプライマリDNと複数のデバイスが共有されている場合を考えてみま
しょう。これらのデバイスは、同じユーザまたは複数のユーザによって所有されている可能性

があります。共有電話を使用して、古い電話機を新しいCisco IP電話に移行しようとすると、
そのDNを持つデバイスを所有しているユーザに対してのみ、回線 1として移行が可能になり
ます。ここでは、電話機の移行後に共有電話機能の設定が引き継がれます。

古い電話機が共有回線機能をサポートしていない場合、古い電話機の回線は電話機の移行後に

削除されます。新しい電話機は、電話機の移行後に古い電話機の回線を保持します。

プロキシ TFTPで実行されている電話移行サービス
Phone Migration Serviceを使用したネイティブ電話移行は、Ciscoプロキシ TFTPサーバの導入
モデルをサポートします。

プロキシ TFTPで実行されている電話移行サービスは、すべてのリモートクラスタでプライマ
リ内線番号を検索し、電話をホームまたはローカルの電話移行サービスにリダイレクトして、

電話の移行を完了します。

プロキシ設定環境では、Unified Communications Managerサーバは、リモートクラスタ内で同じ
DNを持つデバイスを検索します。いずれかのオフクラスタに同じ DNを持つ登録済みまたは
登録解除状態のデバイスが複数ある場合、その特定のオフクラスタからのデバイスは電話移行

の対象になりません。これは、リリース 11.5(1)SU8の既知の制限です。
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移行が正常に実行された後、電話機は古い電話から移行された設定で再実行されます。移行が

正常に完了した後、電話機の再起動にはリセットサイクルが2回かかることに注意してくださ
い。

（注）

電話移行サービス：複数のデバイスが割り当てられたユーザ

移行用のプライマリ内線番号が同じユーザ用のデバイスが複数ある場合、移行するデバイスを

選択するように求められます。

次の表に、考えられるさまざまな移行シナリオを示します。

表 67 :デバイスのリストと移行のシナリオ

移行中の電話機の表示電話機移行前のデバイスス

テータス

デバイス 2の電話設定が移行
されます。

デバイス 1：登録済み

デバイス 2：未登録

シナリオ 1

デバイス 3の電話設定が移行
されます。

デバイス1：登録済み

デバイス 2：登録済み

デバイス 3：未登録

シナリオ 2

[説明（Description）]、[電話モ
デル（Phone Model）]、および
[MACアドレス（MAC
Address）]を含むデバイスリ
ストを表示します。ユーザ

は、電話の移行に必要なデバ

イスをリストから選択する必

要があります。

デバイス 1：登録済み

デバイス 2：未登録

デバイス 3：未登録

シナリオ 3

[説明（Description）]、[電話モ
デル（Phone Model）]、および
[MACアドレス（MAC
Address）]を含むデバイスリ
ストを表示します。ユーザ

は、電話の移行に必要なデバ

イスをリストから選択する必

要があります。

デバイス 1：未登録

デバイス 2：未登録

デバイス 3：未登録

シナリオ 4
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移行中の電話機の表示電話機移行前のデバイスス

テータス

[説明（Description）]、[電話モ
デル（Phone Model）]、および
[MACアドレス（MAC
Address）]を含むデバイスリ
ストを表示します。ユーザ

は、電話の移行に必要なデバ

イスをリストから選択する必

要があります。

デバイス1：登録済み

デバイス 2：登録済み

デバイス 3：登録済み

シナリオ 5

[説明（Description）]、[電話モ
デル（Phone Model）]、および
[MACアドレス（MAC
Address）]を含むデバイスリ
ストを表示します。ユーザ

は、電話の移行に必要なデバ

イスをリストから選択する必

要があります。

3つ以上のデバイスが登録済み
または未登録の状態です

シナリオ 6

Unified CMパラメータ設定に基づくデバイス表示
次の表に、Cisco Unified Communications Managerのリリースバージョンと関連する設定に基づ
く、新しい電話機の移行画面の動作を示します。

表 68 :さまざまな Unified CMパラメータ設定に基づくデバイス表示

電話移行サービス

の動作

電話移行サービス

を使用しない場合

の動作

デバイスデフォル

トレベルでのオン

ボーディング方式

企業レベルでの自

動登録の有効化

管理者によって事

前設定された電話

またはデバイス

デバイスはネット

ワークに自動登録

されます。

デバイスはネット

ワークに自動登録

されます。

—はいいいえ

電話機の交換画面

で、プライマリ内

線番号とPINの入
力を求められま

す。

デバイスはネット

ワークへの登録を

再試行し、設定さ

れたバックオフタ

イマーに基づいて

再試行を続けま

す。

—いいえいいえ
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電話移行サービス

の動作

電話移行サービス

を使用しない場合

の動作

デバイスデフォル

トレベルでのオン

ボーディング方式

企業レベルでの自

動登録の有効化

管理者によって事

前設定された電話

またはデバイス

デバイスは、事前

設定された設定で

登録されます。

デバイスは、事前

設定された設定で

登録されます。

—N/A○

電話機の交換画面

では、「プロビ

ジョニングされた

新しい電話」また

は「既存の電話を

交換」のいずれか

を選択するように

求められます。

電話機のウェルカ

ム画面に「アク

ティベーション

コードを入力して

ください」という

プロンプトが表示

されます。

アクティベーショ

ンコードに設定さ

れたデバイスタイ

プ

はいいいえ

電話機の交換画面

に、「既存の電話

機を交換してくだ

さい」というプロ

ンプトが表示され

ます。

デバイスはネット

ワークへの登録を

再試行し、放棄し

ます。

[自動登録（Auto
Registration）]に
設定されたデバイ

スタイプ

いいえいいえ

電話機の交換画面

では、「プロビ

ジョニングされた

新しい電話」また

は「既存の電話を

交換」のいずれか

を選択するように

求められます。

電話機のウェルカ

ム画面に「アク

ティベーション

コードを入力して

ください」という

プロンプトが表示

されます。

アクティベーショ

ンコードに設定さ

れたデバイスタイ

プ

いいえいいえ

デバイスは、事前

設定された設定で

登録されます。

デバイスはネット

ワークへの登録を

再試行し、設定さ

れたバックオフタ

イマーに基づいて

再試行を続けま

す。

なしなし○

Extension Mobilityを使用する電話機
古い電話機がExtension Mobilityログインをサポートするシナリオでは、移行後に新しいデバイ
スもExtension Mobility機能をサポートします。移行前に古い電話機がログインしていた場合、
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ログインした Extension Mobilityユーザは、電話機の移行中に自動的にログアウトされます。
ユーザは新しい電話機で新しい Extension Mobilityログインを実行する必要があります。

ネイティブ電話機の移行では、エンドユーザのExtension Mobilityデバイスプロファイルの移行
はサポートされません。

（注）

CTIで制御するデバイス
電話機の移行前に古いデバイスがCTI制御される場合、新しいデバイスもCTI制御されます。
これは、デバイスの設定が電話機の移行後に引き継がれるためです。

キー拡張モジュールを備えた電話機

古い電話機に接続されているキー拡張モジュール（KEM）が新しい電話機モデルと互換性がな
い場合は、電話機の移行後に新しい電話機の KEMの「拡張モジュール情報」の設定が失われ
ます。

次の表に、さまざまなシナリオを示します。

表 69 : KEM移行シナリオ

移行後の予期される動

作

新しい電話機（モデル

88xx）
古い電話機（モデル

79xx）
シナリオ

KEM1の設定は引き継
がれます。

KEM 1KEM 1•古い電話機に接続
された KEM 1
は、新しい電話機

と互換性がありま

す。

•ユーザが古い電話
機から KEM 1を
取り外し、新しい

電話機に接続しま

す。
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移行後の予期される動

作

新しい電話機（モデル

88xx）
古い電話機（モデル

79xx）
シナリオ

KEM 1の設定は KEM
2に引き継がれます。

KEM 2KEM 1•古い電話機に接続
されている KEM
1が新しい電話機
と互換性がありま

せん。

•ユーザは新しい電
話機に互換性のあ

るKEM2（真新し
いまたは使用済

み）を接続しま

す。

KEM 1の設定は KEM
3に引き継がれます。

KEM 3KEM 1•古い電話機に接続
された KEM 1は
廃止されます。

•ユーザが新しい
KEM3を新しい電
話機に接続しま

す。

プロダクト固有の設定パラメータ

電話機の移行中に、古い電話機の製品固有のパラメータも移行されます。新しい電話機は、電

話機が認識するパラメータのみを考慮します。残りのパラメータはデフォルト値に設定されま

す。

電話機の移行時に[回線モード（Line Mode）]パラメータがすでに設定されている場合は、[回
線モード（Line Mode）]の設定が引き継がれます。それ以外の場合、このパラメータはデフォ
ルトで「セッション回線モード」に設定されます。

また、電話機の移行時に、[プライマリ回線のすべてのコールを表示（Show All Calls on Primary
Line）]パラメータが古い電話機で設定されている場合、新しい電話機は、電話機の移行後に
[プライマリ回線のすべてのコールを表示（Show All Calls on Primary Line）]パラメータを保持
します。このパラメータが電話機の移行前に設定されていない場合は、電話機の移行後にデ

フォルトで有効になります。
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電話ボタンテンプレート

SCCP電話モデルが SIP電話モデルに移行されると、SIP電話は認識しているパラメータのみ
を考慮します。それ以外の場合は、SIP電話モデル（たとえば、標準 SIPプロファイル）から
デフォルトの設定値を取得します。

古い電話機に固有のカスタム電話ボタンテンプレートがある場合、新しい電話機は、電話機の

移行後にカスタム電話ボタンテンプレートを保持します。標準電話ボタンテンプレートの場

合、新しいデバイスは電話モデルに固有の標準電話ボタンテンプレートを使用します。

表 70 :電話ボタンテンプレート：移行シナリオ

電話移行後の新しいデ

バイスの電話ボタンテ

ンプレート

電話移行用に選択され

た新しいデバイス

古いデバイスの電話ボ

タンテンプレート

古いデバイス

標準 8861 SIPCisco IP Phone 8861標準 7965 SCCPCisco Unified IP電話
7965 SCCP

ユニバーサルデバイス

テンプレートのボタン

レイアウト

Cisco IP Phone 8861ユニバーサルデバイス

テンプレートのボタン

レイアウト

Cisco Unified IP電話
7965 SCCP

カスタム 7965 SCCPCisco IP Phone 8861カスタム 7965 SCCPCisco Unified IP電話
7965 SCCP

標準 8861 SIPCisco IP Phone 8861標準 8851 SIPCisco Unified IP Phone
8851 SIP

コラボレーションデバイス：ルームシステム、デスク、およびIPフォ
ン

•ビデオエンドポイントデバイスは、別のビデオエンドポイントデバイスにのみ移行できま
す。

• Unified Communications Managerは、CSF（Jabber for Desktop）、TCT（Jabber for iPhone）、
TAB（Jabber for iPad）、または BOT（Jabber for Android）デバイスへの電話移行をサポー
トしていません。

•電話移行サービスを使用してビデオエンドポイントを移行することはできません。

•古いビデオエンドポイントデバイスがロック状態であった場合、新しいビデオエンドポイ
ントデバイスは、電話機の移行後にロック状態を保持しないことに注意してください。
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第 56 章

ビデオエンドポイント管理

•ビデオエンドポイント管理の概要（863ページ）
•ビデオエンドポイント管理機能の互換性（864ページ）
•ビデオエンドポイントのプロビジョニングと移行の懸念事項（866ページ）
•ビデオエンドポイント移行レポート（867ページ）
•プロビジョニングと移行のシナリオ（868ページ）

ビデオエンドポイント管理の概要
この機能により、管理者が Cisco TelePresenceビデオエンドポイントをプロビジョニングおよ
び管理する作業が簡単になります。管理者は、Unified Communications Managerの Cisco
TelePresenceエンドポイントの設定をプロビジョニングし、それらの製品固有の設定をエンド
ポイントにプッシュできます。

12.5 (1) SU1より前のリリースでは、製品固有の設定の一部だけが Unified Communications
Managerからエンドポイントにプッシュされ、その結果エンドポイントの部分的な設定になり
ました。管理者は、すべての設定を構成するために、Cisco TelePresence Management Suiteまた
はテレプレゼンスエンドポイントのウェブインターフェイスに依存する必要がありました。

Unified Communications Managerの [電話の設定 (Phone Configuration)]ウィンドウには、エンド
ポイントでのユーザの表示内容と一致する Cisco TelePresenceエンドポイントの完全な製品固
有の設定レイアウトが含まれています。この更新により、管理者はユーザの代わりに設定を適

用し、それらの設定をユーザにプッシュすることができます。

一括管理ツール (BAT)電話テンプレートの設定ページには、エンドポイントパラメータの完全
なリストをサポートする、新しいモデル固有の設定がタブレイアウトで表示されます。パラ

メータのセット全体をインポートしたり、エンドポイントの特定のパラメータを一括して変更

したりできます。

（注）

ビデオエンドポイント管理機能には、次の利点があります。

•テレプレゼンスエンドポイントは、Unified Communications Managerから完全にプロビジョ
ニングできます。Unified Communications Managerのユーザインターフェイスにリストさ
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れているエンドポイントパラメータは、Cisco TelePresenceモデルの詳細設定に記載され
ている順序と同じ順序になっています。さまざまな詳細パラメータの詳細については、コ

ラボレーションエンドポイントの管理者ガイドのそれぞれのモデルを参照してください。

•新しい製品固有の設定レイアウト:新しいレイアウトでは、タブレイアウトのモデル固有
の設定が詳細に表示されます。これは、限られたパラメータセットのみにアクセスを提供

した以前の flat形式からのアップグレードです。新しいレイアウトにより、Cisco Unified
CMの管理インターフェイスで Cisco TelePresence設定の完全なリストが確保されます。

•ビデオエンドポイントからの設定データの自動移行：これにより、エンドポイントから
Unified Communications Manager、またはその逆のデータを自動的に同期することによっ
て、エンドポイントの導入が簡素化されます。エンドポイントの設定は、工場出荷時の設

定にリセットした場合、または製品が &amp;交換 (RMA)を交換する場合に完全に復元で
きます。

コラボレーションエンドポイント (CE)ソフトウェア9.8以降をサポートするエンドポイント
は、[電話の設定 (Phone Configuration)]ページの製品固有の設定フィールドにこの新しいプロビ
ジョニングレイアウトを使用できます。9.8よりも前の CEソフトウェアバージョンを使用し
ている場合は、新しい詳細パラメータのセットをすべて表示できます。ただし、新しいパラ

メータのセットは、CEソフトウェアバージョンを 9.8以降にアップグレードした場合にのみ
機能します。サポートされているパラメータのサブセットには、ユーザインターフェイスの各

パラメータ値の右側に「#」が付けられています。デバイスタイプが新しいプロビジョニング
フレームワークをサポートできる場合は、デバイスパックを Unified Communications Manager
にロードする必要がありますが、その他のパラメータは表示されません。

（注）

ビデオエンドポイント管理機能の互換性
次の表に、Unified Communications Managerとコラボレーションエンドポイント (CE)バージョ
ンとのビデオエンドポイント管理機能の互換性の詳細を示します。
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予期される動作CEエンドポイントバー
ジョン

Unified Communications
Managerのバージョン

12.5 (1) SU1より前に追加されたデバイス:

•正常にバックアップされたデバイスの
詳細設定 UI (タブレイアウト)

•まだバックアップされていないデバイ
スに対して、限定的な設定 UI (フラッ
トレイアウト)

UI/BAT/AXLによって新しいデバイスが追
加されました:

•詳細設定 UI

CE 9.8以降を実行することを強
くお勧めします。

（注）

9.8以降12.5 (1) SU1

12.5(1) SU1以前に追加されたデバイス：

•限定的な設定 UI

UI/BAT/AXLを介して追加された新しいデ
バイス：

•限定されたパラメータのセットのみを
有効にした高度な設定 UI

CE 9.7以前を使用した移行で
は、移行中に既存のエンドポイ

ント設定を維持することはでき

ません。移行されたデバイスが

登録されると、Unified CMは既
存の設定をデフォルト設定で上

書きします。

（注）

9.7以下12.5 (1) SU1

制限された構成 UI9.8以上12.5 (1)以下
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ビデオエンドポイントのプロビジョニングと移行の懸念

事項

Unified Communications Managerアップグレード後のバックアップ

Unified Communications Manager 12.5 (1) SU1にアップグレードすると、サポートされているエ
ンドポイントタイプの既存の設定データがエンドポイントからUnified Communications Manager
に自動的に移行されます。

1. Unified Communications Managerを、バージョン 12.5(1)SU1以降にアップグレードします。

2. エンドポイントは、Unified Communications Managerに登録されます。

3. 次に、Unified Communications Managerは、製品固有の設定パラメータの完全なセットを要
求する SIP Notifyメッセージをエンドポイントに送信します。

4. CE 9.8以降にアップグレードされたエンドポイントは、SIP REFERメッセージを使用し
て、すべての設定データを Unified Communications Manager（xConfiguration形式）に送信
します。

5. Unified Communications Managerは、この設定データを処理し、Cisco Unified CMの管理イ
ンターフェイスの Cisco TelePresence設定 (詳細設定 UI)の完全なリストを入力します。

Unified Communications Managerサーバは、Unified CMがエンドポイントからデータを正常に
バックアップできる場合にのみ、新しいレイアウトの完全なエンドポイント設定を表示しま

す。

（注）

構成制御モード

管理者は、導入の必要に応じて、Cisco Unified CMの管理インターフェイスでさまざまな設定
制御モードを設定できます。エンドポイントまたは Unified Communications Managerまたはそ
の両方から設定を一元的に制御するかどうかを決定できます。

[電話の設定 (Phone Configuration)]ページの製品固有の設定レイアウトセクションに移動し、
[その他 (General)]タブの [一般設定 (General Settings )]で「設定制御モード」を選択して、さ
まざまなモードを制御します。次に、さまざまな設定制御モードを示します。

• Unified CM and Endpoint（デフォルト）：Unified Communications Managerとエンドポイ
ントをプロビジョニングエンドポイントデータに対してマルチプライムソースとして操

作する場合はこのモードを選択します。Unified CMとエンドポイントが設定されたモード
である場合、エンドポイント経由でローカルに作成された更新はすべて、Unified CMサー
バと同期されます。
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• [Unified CM]：Unified Communications Managerをプロビジョニングエンドポイントデー
タの中央化プライマリソースとして操作し、ローカルのエンドポイントでの設定を許可し

ない場合は、このモードを使用します。

• [エンドポイント（Endpoint）]：エンドポイントを設定データの中央化プライマリソース
として操作する場合は、このモードを使用します。このモードでは、エンドポイントは、

Unified Communications Managerからの設定データをすべて無視し、ローカルで実行された
変更を同期しません。通常、このモードは、Audiovisual (AV)インテグレーターがエンド
ポイントをインストールしており、エンドポイントからの設定を制御する場合に使用され

ます。

エンドポイントモードでは、CEデバイスは、リリース 12.5 (1) SU1よりも前にサポートされる
パラメータの制限されたセットを受け入れ続けます。Unified Communications Managerは、「#」
記号を使用してこれらのパラメータを示します。CEデバイスは、12.5 (1) SU1リリース以降で
サポートされている拡張パラメータのセットを無視します。

（注）

オンデマンド設定プル機能

管理者は、[電話から設定を取得 (Get Config From Phone )]オプションを使用して、所定の時
点でオンデマンドで、CE 9.8エンドポイントデバイスから設定変更を取得できます。

[電話の設定 (Phone Configuration)]ページの製品固有の設定レイアウトセクションに移動し、
ページの左上にある [電話から設定を取得 (Get Config From phone )]ボタンをクリックして、
CE9.8エンドポイントのオンデマンドでデータ設定を取得します。このオプションは、エンド
ポイントが登録済み状態の場合にのみ有効になります。

ビデオエンドポイント移行レポート
拡張設定バックアップを使用したビデオエンドポイントは、リリース 12.5 (1) SU1の [電話の
検索/一覧表示 (Find And List phone)]ウィンドウに新しいフィルタが導入されました。管理者
は、自動的に移行された CEエンドポイントの数と、CEエンドポイントの数に関する詳細を
検索できます。この情報に基づいて、修正措置を講じることができます。

[電話の検索/一覧表示 (Find and List Phone)]ウィンドウでは、拡張設定バックアップフィルタを
使用したビデオエンドポイントは、コラボレーションエンドポイント (CE)ソフトウェア9.8以
降を実行しているビデオエンドポイントにのみ適用されます。

（注）
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プロビジョニングと移行のシナリオ
次の表では、さまざまなプロビジョニングと移行のシナリオについて説明します。これらのす

べてのシナリオでは、TelePresenceビデオエンドポイントは、Unified CMからの製品固有設定
プロビジョニングをサポートする CEリリースにアップグレードされることを前提としてま
す。Unified CMでは、これらの設定は製品固有の設定セクションに表示されますが、エンドポ
イントでは [詳細設定 ( Advanced Configuration)]の下に表示されます。

表 71 :ビデオエンドポイントのプロビジョニングと移行のシナリオ

対処方法既存の設定の概要タスク

最小リリース 12.5 (1) SU1および CEエンドポイン
ト (9.8)でUnified CMを使用すると、新しいエンド
ポイントをプロビジョニングし、統合 CMから製
品固有の設定を管理できます。

• 新しいデバイスのブ
ランド

• デバイスが Unified
CMでプロビジョニ
ングされていません

• デバイスまたは
Unified CMの既存の
設定がありません

ビデオエンドポイントの

プロビジョニング
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対処方法既存の設定の概要タスク

既存のビデオエンドポイントを Cisco TelePresence
ビデオ通信サーバからCisco Unified Communications
Managerに移行する場合は、次のようにします。

Unified CMの [電話の設定（Phone Configuration）]
ウィンドウを使用した電話機の追加:

• 電話機を Unified CMに追加しますが、 [保存
（Save）]をクリックしないでください。

• 電話の登録登録後、電話機からの既存の高度
な設定は、Unified CMにアップロードされ、
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィン
ドウで[製品固有の設定（Product-Specific
Configurations）]に表示されます。

• [電話の設定（Phone Configuration）]ウィン
ドウで [保存（Save）]をクリックして新しい
設定をします。プロビジョニングされた設定

が電話機にダウンロードされます。

詳細な手順の参照先：Unified CMへのビデオ
エンドポイントの移行の追加（870ページ）

一括管理による電話機の追加

プロビジョニングに使用する csvファイルまたは
BATテンプレートに、製品固有の設定フィールド
が含まれていないことを確認してください。

AXLを介した電話機の追加

AXL要求に、製品固有の設定フィールドが含まれ
ていないことを確認してください。

• 既存デバイス

• デバイスが Unified
CMでプロビジョニ
ングされていません

• デバイスは設定され
ていますが、Unified
CMには設定があり
ません

VCSからの既存のビデオ
エンドポイントの移行

CEエンドポイントがサポートされているバージョ
ンである限り、Unified CMをアップグレードする
と、エンドポイントからの詳細設定は、デバイスの

登録後に自動的にUnified CMに取り込まれ、[電話
の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [製
品固有の設定（Product-Specific Configuration）]セ
クションに表示されます。

登録後に、必要なすべての設定に加えて、設定制御

モードを設定できます。

• 既存デバイス

• デバイスは、12.5よ
り前のリリースの

Unified CMでプロビ
ジョニングされま

す。

• Unified CMには、デ
バイスの製品固有の

構成時の設定が限定

されています。

登録済みビデオエンドポ

イントを使用した、以前

のリリースのUnified CM
からのアップグレード
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Unified CMへのビデオエンドポイントの移行の追加
既存の Cisco TelePresenceビデオエンドポイントを Cisco TelePresenceビデオ通信サーバから
Unified Communications Managerに移行する場合は、この手順を使用して、エンドポイントから
の既存の高度な設定を、Unified CMの [電話の設定 ( phone configuration )]ウィンドウから管
理できるように、[電話の設定 (phone Configuration )]ウィンドウからUnified CMに CEエンド
ポイントを追加

この手順に厳密に従ってください。エンドポイントからの設定は、デバイスの登録後まで、

Unified CMに自動的にアップロードされません。
（注）

この手順では、Unified CM [Phone Configuration（Phone Configuration）]ウィンドウで [テン
プレートの新規追加（Add New from Template）]設定を使用します。また、Bulk Administration
や AXLなどのツールを使用してエンドポイントを追加することもできます。

（注）

始める前に

移行する前に、ファームウェアをCE 9.8以降にアップグレードすることを強くお勧めします。
CE 9.7以前では、デフォルト設定を使用した登録時に、Unified CMによって既存のエンドポイ
ント設定が上書きされます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [テンプレートから新規追加 (Add New From Template )]をクリックし、次の電話機の詳細を入
力します。

• [電話の種類（Phone Type）]ドロップダウンリストから、[モデル（Model）]を選択しま
す。

•エンドポイントのMACアドレスを入力します。

• [デバイステンプレート（Device Template）]ドロップダウンリストで、[ユニバーサルデ
バイステンプレート（universal device template）]を選択します。

•電話機に追加する電話番号を選択します。存在しない場合は、[新規 (New )]をクリックし
て電話番号を設定します。

• [ユーザ (user )]ドロップダウンリストから、デバイスを所有するユーザを選択します。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。電話機の設定が、電話の設定を入力するユニバーサルデバ
イステンプレートの設定とともに表示されます。製品固有の設定セクションも表示されます

が、デフォルト設定では電話機の既存の設定ではありません。
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[ Phone Configuration ]ウィンドウの [ add New]を使用してデバイスを追加するこ
ともできますが、この方法では、手動で設定を入力する必要があります。

（注）

ステップ 4 [保存 (Save)]をクリックしないでください。設定を保存すると、Unified CMは電話機から既存
の設定をロードしません。誤って保存した場合は、この手順の最後にあるトラブルシューティ

ングの注意事項に従って回復手順を実行してください。

ステップ 5 電話の登録
登録中は、電話の既存 Advanced Configuration設定が、Unified CMにプルされ、[電話の設定
（Phone Configuration）]ウィンドウの [製品固有の設定（Product-Specific Configuration）]セ
クションに表示されます。

ステップ 6 [電話の設定 ( Phone configuration )]ウィンドウで、[設定 (configuration)] [制御モード (Mode )]
フィールドを設定して、エンドポイント設定を管理する方法を設定します。

• Unified CM and Endpoint（デフォルト）：Unified Communications Managerとエンドポイ
ントをプロビジョニングエンドポイントデータに対してマルチプライムソースとして操

作する場合はこのモードを選択します。Unified CMとエンドポイントが設定されたモード
である場合、エンドポイント経由でローカルに作成された更新はすべて、Unified CMと同
期され、Unified CMに加えられたすべての変更はエンドポイントと同期します。

• Unified CM：Unified Communications Managerをプロビジョニングエンドポイントデータ
の中央化プライマリソースとして操作し、ローカルのエンドポイントでの設定を許可しな

い場合は、このモードを使用します。

•エンドポイント（Endpoint）：エンドポイントを設定データの中央化プライマリソースと
して操作する場合は、このモードを使用します。このモードでは、エンドポイントは既存

の設定を維持し、Unified Communications Managerからの設定データをすべて無視し、ロー
カルに行われた変更を同期しません。通常、このモードは、Audiovisual（AV）インテグ
レーターがエンドポイントをインストールしていて、エンドポイントから設定を制御する

必要がある場合に使用されます。

エンドポイントで既存の設定を維持する場合は、エンドポイントが完全な登録プロ

セスを完了するまで、少なくともエンドポイントモードを選択することをお勧めし

ます。この手順を完了した後、設定を他のモードのいずれかに切り替えることがで

きます。

（注）

ステップ 7 必要な電話機の設定を行います。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラ
インヘルプを参照してください。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
Unified Communications Managerでプロビジョニングされた設定がエンドポイントにダウンロー
ドされます。
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デバイス登録の前に [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで誤って [保存（Save）]
をクリックした場合、エンドポイントからの既存の詳細設定は、デバイスの登録時に Unified
CMにロードされません。回復するには、デバイス登録の前に次の手順を実行します。

• Unified CMで、設定制御モードをエンドポイントに設定し、[保存（Save）]をクリックし
ます。

•電話機を Unified CMに登録します。

•登録後、[電話の設定 (Phone configuration )]ウィンドウのデバイス設定に戻り、[デバイス
から設定を取得 (Get Config from device )]ボタンをクリックします。この設定によって、
電話機の既存の高度な設定が、Unified CMに取り込まれるようになります。このボタン
は、デバイスの登録後まで表示されないことに注意してください。

•設定を完了するには、手順のステップ6に戻ります。

（注）
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第 XIV 部

高度なコール処理
•コール制御検出の設定（875ページ）
•外部コール制御の設定（887ページ）
•コールキューイングの設定（899ページ）
•コールスロットリングの設定（915ページ）
•論理パーティション分割の設定（919ページ）
•ロケーション認識の設定（931ページ）
•フレキシブル DSCPマーキングおよびビデオプロモーションの設定（941ページ）
• SIPでの発信側番号と請求先番号の分離（951ページ）
• SIP OAuthモード（971ページ）





第 57 章

コール制御検出の設定

•コール制御検出の概要（875ページ）
•コール制御検出の前提条件（875ページ）
•コール制御検出の設定タスクフロー（876ページ）
•コール制御検出の連携動作（884ページ）
•コール制御検出の制限（886ページ）

コール制御検出の概要
コール制御検出（CCD）を使用して、電話番号のパターンなどの主要の属性とともに Unified
Communications Manager情報をアドバタイズできます。Service Advertisement Framework (SAF)
ネットワークを使用するその他のコール制御エンティティは、アドバタイズされた情報を使用

して、それらのルーティング操作を動的に設定し、調整することができます。SAFを使用する
すべてのエンティティは、他の重要な情報とともにディレクトリ番号パターンを通知します。

他のリモートコール制御エンティティは、このブロードキャストから情報を取得し、コールの

ルーティング操作を調整できます。

コール制御検出の前提条件
• SAF対応の SIPまたは H.323クラスタ間（非ゲートキーパー制御）トランク

• SAFネットワークをサポートして使用するリモートコール制御エンティティ。たとえば、
他のUnified Communications Manager、またはCisco Unified Communications Manager Express
サーバ

• SAFフォワーダとして設定されている Cisco IOSルータ
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コール制御検出の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco IOSルータを SAFフォワーダと
して設定します。

Cisco IOSルータをサポートするドキュ
メントを参照してください。Cisco
Feature Navigator（http://www.cisco.com/

ステップ 1

go/cfn）を使用すると、Cisco IOSおよ
びCatalyst OSソフトウェアイメージが
サポートする特定のソフトウェアリ

リース、フィーチャセット、またはプ

ラットフォームを確認できます。

SAFフォワーダと Unified
Communications Managerの間にセキュ

SAFセキュリティプロファイルの設定
（878ページ）

ステップ 2

アな接続を確立するために、SAFフォ
ワーダ向けに SAFセキュリティプロ
ファイルを設定します。

SAFフォワーダを設定します。これ
は、SAF向けに設定された Cisco IOS

SAFフォワーダの設定（878ページ）ステップ 3

ルータです。SAFフォワーダは、リ
モート呼制御エンティティがホストDN
パターンをアドバタイズすると、ロー

カルクラスタに通知します。さらに、

それぞれ設定されているローカルクラ

スタからのパブリッシング要求や、設

定されている登録トランクがSAFフォ
ワーダに送信されます。パブリッシン

グ要求には、Cisco Unified
Communications Managerの DNパター
ン、PSTNフェールオーバー設定、ト
ランク、SIPトランクのリスニングポー
トに加え、トランクの URIを含む SIP
ルートヘッダーフィールドが含まれま

す。

SAFをサポートするには、SIPまたは
H.323クラスタ間（ゲートキーパー非

クラスタ間 SIPまたは H.323トランク
の設定（879ページ）

ステップ 4

制御）トランクを設定します。ローカ

ルクラスタは、CCD要求サービスに割
り当てられているSAF対応のトランク
を使用して、SAFネットワークを使用
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目的コマンドまたはアクション

するリモートの呼制御に発信コールを

ルーティングします。

ホスト DNグループを設定します。こ
れは、ホストDNパターンのコレクショ

ホスト DNグループの設定（880ペー
ジ）

ステップ 5

ンです。ホストDNグループをCCDア
ドバタイジングサービスに割り当てる

と、CCDアドバタイジングサービス
は、ホスト DNグループに含まれてい
るすべてのホスト DNパターンをアド
バタイズします。1つのCCDアドバタ
イジングサービスに割り当てられるホ

スト DNグループは 1つのみです。

ホスト DNパターンを設定します。こ
れは、Unified Communications Manager

ホスト DNパターンの設定（880ペー
ジ）

ステップ 6

に属する電話番号パターンです。CCD
アドバタイジングサービスは、SAF
ネットワークを使用する他のリモート

呼制御エンティティにこのパターンを

アドバタイズします。このパターンを

ホスト DNグループに関連付けます。
関連付けることで、複数のパターンを

かんたんにCCDアドバタイジングサー
ビスに関連付けることができます。

コール制御検出アドバタイジングサー

ビスを設定します。これにより、

アドバタイジングサービスの設定（881
ページ）

ステップ 7

Unified Communications Managerで、ク
ラスタのホスト DNと PSTNフェイル
オーバー設定を、SAFネットワークを
使用するリモートコール制御エンティ

ティにアドバタイズします。

コール制御検出パーティションを確認

して、学習パターンがこのパーティ

コール制御検出のパーティション設定

（881ページ）
ステップ 8

ションの番号分析に挿入されているこ

とを確認します。

ローカルクラスタから、SAFネット
ワークのアドバタイズメントを検出で

要求側サービスの設定（882ページ）ステップ 9

きるようにするには、コール制御検出

の要求サービスのいずれかを設定し

て、SAFネットワークを使用するリ
モートコール制御のアドバタイズメン
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目的コマンドまたはアクション

トをリッスンします。また、CCD要求
サービスは、学習パターンが番号分析

に挿入されていることを確認します。

リモートコール制御エンティティから

ローカル Unified Communications
学習パターンのブロック（883ページ）ステップ 10

Managerに送信される学習パターンを
ブロックします。今後使用しない学習

パターンについては、次の手順を実行

します。

SAFセキュリティプロファイルの設定
SAFフォワーダの SAFセキュリティプロファイルを設定して、SAFフォワーダと Unified
Communications Manager間に安全な接続を確立します。

ルータ（SAFフォワーダ）で入力したものと同じユーザ名とパスワードを使用します。ヒント

始める前に

Cisco IOSルータを SAFフォワーダとして設定します。（http://www.cisco.com/%20go/cfnにあ
る Cisco Feature Navigatorを参照してください）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[詳細機能（Advanced Features）] > [SAF] > [SAFセキュ
リティプロファイル（SAF Security Profile）]を選択します。

ステップ 2 [SAFセキュリティプロファイルの設定（SAF Security Profile Configuration）]ウィンドウで各
フィールドを設定します。

フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

SAFフォワーダの設定
SAFフォワーダを設定します。これは、SAF向けに設定された Cisco IOSルータです。SAF
フォワーダは、リモート呼制御エンティティがホスト DNパターンをアドバタイズすると、
ローカルクラスタに通知します。さらに、それぞれ設定されているローカルクラスタからの
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パブリッシング要求や、設定されている登録トランクが SAFフォワーダに送信されます。パ
ブリッシング要求には、Cisco Unified Communications Managerの DNパターン、PSTNフェー
ルオーバー設定、トランク、SIPトランクのリスニングポートに加え、トランクのURIを含む
SIPルートヘッダーフィールドが含まれます。

[選択された Cisco Unified Communications Manager（Selected Cisco Unified Communications
Managers）]ペインに複数のノードが表示される場合、「@」がクライアントラベル値に付加
されます。各ノードが SAFフォワーダの登録に同じクライアントラベルを使用した場合にエ
ラーが発生することがあるからです。

ヒント

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[詳細機能（Advanced Features）] > [SAF（SAF）] > [SAF
フォワーダ（SAF Forwarder）]を選択します。

ステップ 2 [SAFフォワーダの設定（SAF Forwarder Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定しま
す。

フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

クラスタ間 SIPまたは H.323トランクの設定
SAFをサポートするには、SIPまたは H.323クラスタ間（ゲートキーパー非制御）トランクを
設定します。ローカルクラスタは、CCD要求サービスに割り当てられている SAF対応のトラ
ンクを使用して、SAFネットワークを使用するリモートの呼制御に発信コールをルーティング
します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択しま
す。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 次のいずれかの操作を実行します。

• SIPトランク：

1. [トランクサービスタイプ(Trunk Service Type)]タイプドロップダウンリストから、
[コール制御検出]を選択します。ドロップダウンリストから選択した後でトランクサー
ビスタイプを変更することはできません。
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2. [次へ（Next）]をクリックします。

3. [トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してく

ださい。

•クラスタ間トランク（非ゲートキーパー制御）：

1. [次へ（Next）]をクリックします。

2. [SAF有効化]チェックボックスをオンにします。

3. [トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィンドウのフィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してく

ださい。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ホスト DNグループの設定
ホスト DNグループを設定します。これは、ホスト DNパターンのコレクションです。ホスト
DNグループを CCDアドバタイジングサービスに割り当てると、CCDアドバタイジングサー
ビスは、ホスト DNグループに含まれているすべてのホスト DNパターンをアドバタイズしま
す。1つの CCDアドバタイジングサービスに割り当てられるホスト DNグループは 1つのみ
です。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [コール制御検
出（Call Control Discovery）] > [ホストDNグループ（Hosted DN Group）]を選択します。

ステップ 2 [ホスト DNグループの設定（Hosted DN Groups Configuration）]ウィンドウで各フィールド
を設定します。

フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

ホスト DNパターンの設定
ホストDNパターンを設定します。これは、Unified Communications Managerに属する電話番号
パターンです。CCDアドバタイジングサービスは、SAFネットワークを使用する他のリモー
ト呼制御エンティティにこのパターンをアドバタイズします。このパターンをホスト DNグ
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ループに関連付けます。関連付けることで、複数のパターンをかんたんに CCDアドバタイジ
ングサービスに関連付けることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [コール制御検
出（Call Control Discovery）] > [ホスト DNパターン（Hosted DN Patterns）]を選択します。

ステップ 2 [ホスト DNパターンの設定（Hosted DN Patterns Configuration）]ウィンドウで各フィールドを
設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを

参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

アドバタイジングサービスの設定

コール制御検出アドバタイジングサービスを設定します。これにより、Unified Communications
Managerで、クラスタのホスト DNと PSTNフェイルオーバー設定を、SAFネットワークを使
用するリモートコール制御エンティティにアドバタイズします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [コール制御ディ
スカバリ（Call Control Discovery）] > [アドバタイジングサービス（Advertising Service）]を
選択します。

ステップ 2 [アドバタイジングサービスの設定（Advertising Service Configuration）]ウィンドウで各フィー
ルドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘ

ルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

コール制御検出のパーティション設定

コール制御検出パーティションを確認して、学習パターンがこのパーティションの番号分析に

挿入されていることを確認します。

CCDパーティションは、Cisco Unified Communications Manager Administrationの [コールルー
ティング（Call Routing）] > [制御のクラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]
には表示されないことに注意してください。

（注）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [コール制御検
出（Call Control Discovery）] > [アドバタイジングサービス（Advertising Service）]を選択し
ます。

ステップ 2 [コール制御検出パーティションの設定（Call Control Discovery Partition Configuration）]ウィン
ドウで各フィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、システム

のオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

要求側サービスの設定

[学習されたパターンのプレフィックス（Learned Pattern Prefix）]フィールドまたは [ルート
パーティション（Route Partition）]フィールドの更新は、システムパフォーマンスに影響を与
える可能性があります。システムパフォーマンスの問題を回避するため、これらのフィールド

はオフピークの時間帯に更新することを推奨します。

注意

ローカルクラスタから、SAFネットワークのアドバタイズメントを検出できるようにするに
は、コール制御検出の要求サービスのいずれかを設定して、SAFネットワークを使用するリ
モートコール制御のアドバタイズメントをリッスンします。また、CCD要求サービスは、学
習パターンが番号分析に挿入されていることを確認します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [コール制御検
出（Call Control Discovery）] > [要求サービス（Requesting Service）]を選択します。

ステップ 2 [要求サービスの設定（Requesting Service Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定し
ます。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照し

てください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

SAFネットワークを使用するには、リモートコール制御エンティティを設定します。（リモー
トコール制御エンティティのマニュアルを参照してください）。
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学習パターンのブロック

リモートコール制御エンティティからローカル Unified Communications Managerに送信される
学習パターンをブロックします。今後使用しない学習パターンについては、次の手順を実行し

ます。

始める前に

SAFネットワークを使用するには、リモートコール制御エンティティを設定します。お使い
のリモートコール制御デバイスに対応するマニュアルを参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [コール制御ディ
スカバリ（Call Control Discovery）] > [学習パターンのブロック（Block Learned Patterns）]
を選択してください。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 次のいずれかのフィールドを設定します。

• [学習パターン（Learned Pattern）]フィールドで、ブロックする学習パターンを正確に入力
します。Cisco Unified Communications Managerにブロックさせるパターンを正確に入力す
る必要があります。

• [学習パターンのプレフィックス（Learned Pattern Prefix）]フィールドに、パターンの先頭
に付加されているプレフィックスに基づいて学習パターンをブロックするプレフィックス

を入力します。

例：

[学習パターン（Learned Pattern）]では、235XXパターンをブロックするには 235XXを入力し
ます。

例：

[学習パターンプレフィックス（Learned Pattern Prefix）]では、+1を使用するパターンをブロッ
クするには +1を入力します。

ステップ 4 [リモートコール制御デバイス（Remote Call Control Entity）]フィールドに、ブロックするパ
ターンをアドバタイズするリモートコール制御デバイスの名前を入力します。

ステップ 5 [リモート IP（Remote IP）]フィールドに、学習パターンをブロックするリモートコール制御
デバイスの IPアドレスを入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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コール制御検出の連携動作
表 72 :コール制御検出の連携動作

連携動作機能

Cisco Unifiedサービスアビリティは、コール制御検出機能をサポート
するためアラームを提供します。アラームの設定方法の詳細について

は、『Cisco Unified Serviceabilityアドミニストレーションガイド』
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

アラーム

ユーザがSAF学習パターンのBLFステータスを登録する場合、Unified
Communications Managerは SIP登録メッセージを SIPトランク経由で
リモートクラスタに送信します。

この機能は SAF対応 SIPトランクだけでサポートされます。

BLF登録

一括管理ツールでは、SAFセキュリティプロファイル、SAFフォワー
ダ、CCDアドバタイジングサービス、CCD要求サービス、ホステッ
ドDNグループ、ホステッドDNパターンなどの設定をインポートお
よびエクスポートできます。

一括管理ツール

Unified Communications Managerは、リダイレクション理由を
SS_RFR_SAF_CCD_PSTNFAILOVERとした、onBehalfOfの
SAFCCDRequestingServiceとしてのリダイレクトをサポートしていま
す。これは、コールがPSTNフェールオーバー番号にリダイレクトさ
れることを示しています。

コール詳細レコード
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連携動作機能

H.323プロトコルでは、国際エスケープ文字（+）はサポートされて
いません。H.323ゲートウェイまたはトランク経由の着信コールにつ
いて SAF/コール制御検出で正しい DNパターンが使用されるように
するには、サービスパラメータ、デバイスプール、H.323ゲートウェ
イ、またはH.323トランクのウィンドウで着信側設定項目を設定する
必要があります。つまり、着信の着信側設定項目を設定することで、

着信コールがH.323ゲートウェイまたはトランクからである場合に、
Unified Communications Managerは着信側番号を、トランクまたはゲー
トウェイ経由で送信された元の値に戻します。

たとえば、発信者が Unified Communications Manager Aに対して
+19721230000に発信します。

Unified Communications Manager Aは +19721230000を受信し、コール
を H.323トランクに送信する前に番号を 55519721230000に変換しま
す。この場合、設定は国際タイプのコールについて、国際エスケープ

文字 +を除去して 555を前に付加することを指定しています。

トランクからのこの着信コールの場合、UnifiedCommunicationsManager
Bは 55519721230000を受信し、発信者が送信した値を番号分析で使
用できるように、番号を +19721230000に戻します。この場合、着信
コールの着信側設定項目の設定は、国際タイプの着信側番号に対し

て、555を除去して +1を前に付加することを指定しています。

着信コールの着信側の

設定（Incoming Called
Party Settings）

Unified Communications Managerは、ダイジェスト認証（TLSなし）を
使用して、SAFフォワーダを認証します。Unified Communications
Managerがメッセージを SAFフォワーダに送信すると、Unified
Communications Managerは SHA1チェックサムを計算してメッセージ
のMESSAGE-INTEGRITYフィールドに含めます。

ダイジェスト認証

[H.323の設定（H.323 Configuration）]ウィンドウの [QSIGバリエーショ
ン（QSIG Variant）]および [ASN.1 ROSE OIDエンコーディング（ASN.1
ROSE OID Encoding）]設定は、CCDアドバタイジングサービスに
よってアドバタイズされます。これらの設定は、着信トンネル化コー

ルの QSIGメッセージのデコードに影響します。コール制御検出で
は、発信コールには影響しません。

リモートコール制御エンティティが、H.323トランク経由の発信コー
ルにQSIGトンネリングが必要かどうかを判別します。リモートコー
ル制御エンティティによってQSIGトンネリングが必要であるとアド
バタイズされると、Cisco Unified CM Administrationの [H.323の設定
（H.323 Configuration）]ウィンドウで QSIGサポートが必要ないこと
が示されている場合でも、発信コールのメッセージ内に QSIGメッ
セージがトンネル化されます。

QSIG
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コール制御検出の制限
すべてのクラスタは、同じ Autonomous System（AS;自律システム）内のアドバタイズまたは
学習されたルートに制限されます。
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第 58 章

外部コール制御の設定

•外線コール制御の概要（887ページ）
•外部コール制御の要件（888ページ）
•外部コール制御の設定タスクフロー（888ページ）
•外部コール制御の連携動作（895ページ）
•外部コール制御の制限事項（897ページ）

外線コール制御の概要
Unified Communications Managerでは、外部コール制御により、付加ルートサーバが、Cisco
Unified Routing Rules Interfaceを使用してコールルーティングを決定できます。外部コール制御
の設定に際して、Unified Communications Managerは、発信側および着信側の情報が入ったルー
ト要求を別建てルーティングサーバに発行します。そのサーバは、要求を受信し、適切なビジ

ネスロジックを適用し、コールのルーティング方法と適用すべきその他のコール処理方法をお

使いのシステムに指示するルート応答を返します。

付加ルータは、コールの許可/転送/拒否、発信側および着信側の情報の変更、発信者への音声
案内、付加ボイスメールサーバと IVRサーバが発信側/着信側の情報を適切に解釈できるよう
にするためのコール履歴のリセット、コールが転送または拒否された理由を示す理由コードの

記録をお使いのシステムに指示します。

外部コール制御は、次の機能を提供します。

•最高品質のボイスルーティング：付加ルートサーバは、音声ゲートウェイ経由でコール
参加者全員に高音質のコールが送信されるように、ネットワークリンクの可用性、帯域幅

使用、遅延、ジッタ、およびMOSスコアを監視します。

•最小コストルーティング：コールがコスト効率の最も高いリンクを経由してルーティング
されるように、付加ルートサーバはローカルアクセスおよびトランスポートエリア（LATA）
およびLATA間の料金プラン、トランキングコスト、バースト使用コストなどのキャリア
との契約情報を使用して設定されます。

•倫理的境界：付加ルートサーバには、通信の可否を決定する企業ポリシー（ユーザ 1が
ユーザ 2にコールを発信できるかなど）が構成されています。
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外部コール制御の要件
この機能を使用するには、Cisco Unifiedルーティングルールの XMLインターフェイスが必要
です。これは、システムにコールの処理方法を指示します。

詳細については、『Cisco Unified Routing Rules Interface Developers Guide』（CURRIのドキュメ
ント）（https://developer.cisco.com）を参照してください。

外部コール制御の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

ルートサーバがDivertオブリゲーション
を送信したときに使用されるコーリング

外部コール制御用コーリングサーチス

ペースの設定（890ページ）
ステップ 1

サーチスペースを設定しますコーリング

サーチスペースは、デバイスに割り当て

たルートパーティションの番号付きリス

トで構成されます。コーリングサーチス

ペースは、コールを完了しようと試みる

発信側デバイスが検索するパーティショ

ンを決定します。

外部コール制御プロファイルに、付加

ルートサーバのURI、コールの即時転送
外部コール制御プロファイルの設定

（890ページ）
ステップ 2

に使用されるコーリングサーチスペー

ス、お使いのシステムが付加ルートサー

バからの応答を待機する時間を示すタイ

マーを設定します。

外部コール制御で使用するトランスレー

ションパターンに、外部コール制御プロ

トランスレーションパターンへのプロ

ファイルの割り当て（891ページ）
ステップ 3

ファイルを割り当てますトランスレー

ションパターンに一致するコールが発生

すると、システムはすぐにコールルー

ティングクエリーを付加ルートサーバに

送信し、付加ルートサーバはシステムに

コールの処理方法を指示します。

ルートサーバで HTTPSが使用されてい
る場合は、ルートサーバの証明書をシス

（任意）信頼されたストアへのルート

サーバ証明書のインポート（892ペー
ジ）

ステップ 4

テムノードにある信頼ストアにインポー

トします。ルートサーバにルーティン
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目的コマンドまたはアクション

グクエリーを送信する可能性のあるク

ラスタ内のノードごとに、この作業を実

行する必要があります。外部コール制御

プロファイルのプライマリウェブサー

ビスURIまたはセカンダリウェブサー
ビスURIにHTTPSを指定した場合、証
明書を使用して設定済の付加ルートサー

バへの TLS接続を介する相互認証を行
います。

ルートサーバで HTTPSが使用されてい
る場合は、Cisco Unified Communications

（任意）ルートサーバへの自己署名証

明書のエクスポート（892ページ）
ステップ 5

Manager自己署名証明書をルートサーバ
にエクスポートします。ルートサーバ

にルーティングクエリーを送信する可

能性のあるクラスタ内のノードごとに、

この作業を実行する必要があります。プ

ライマリルートサーバと冗長ルートサー

バが常に httpsを介して Cisco Unified
Communications Managerに対して認証さ
れるように、システムにディレクティブ

を送信する各付加ルートサーバにイン

ポートできる自己署名証明書を生成する

必要があります。

プライマリ付加ルートサーバおよび冗長

付加ルートサーバに接続できるクラスタ

内のノードごとに、この手順を実行しま

す。

ルートサーバのルーティングルールで、

監察者によるコールの監視や録音が必要

（任意）シャペロン機能の設定（893
ページ）

ステップ 6

であることが指定されている場合は、監

察者機能を設定します。監察者とは、

コールに対する企業ポリシーの通知、

コールの監視、およびコールの録音をて

実行できる、指定された電話機ユーザで

す。

ルーティングルールで、アナウンスが一

部のコールに対して再生され、Cisco提
（任意）カスタムアナウンスの設定

（894ページ）
ステップ 7

供のアナウンスを使用しないようにする

必要がある場合は、次の手順に従ってく

ださい。
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外部コール制御用コーリングサーチスペースの設定

ルートサーバがDivertオブリゲーションを送信したときに使用されるコーリングサーチスペー
スを設定しますコーリングサーチスペースは、デバイスに割り当てたルートパーティションの

番号付きリストで構成されます。コーリングサーチスペースは、コールを完了しようと試みる

発信側デバイスが検索するパーティションを決定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [コントロール
のクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]を選択
します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前

には、最長50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、
およびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します。

説明には、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のい
ずれかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。
•パーティションが複数ある場合は、Ctrlキーを押した状態で適切なパーティションを選択
します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィー
ルドにパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意）[選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを
使用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

外部コール制御プロファイルの設定

外部コール制御プロファイルに、付加ルートサーバの URI、コールの即時転送に使用される
コーリングサーチスペース、お使いのシステムが付加ルートサーバからの応答を待機する時間

を示すタイマーを設定します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [外部コール制
御プロファイル（External Call Control Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

•既存の外部コール制御プロファイルを変更するには、検索条件を入力して、[検索（Find）]
をクリックし、結果のリストから既存の外部コール制御プロファイルを選択します。

•新しい外部コール制御プロファイルを追加するには、[新規追加（Add New）]ボタンをク
リックします。

ステップ 3 外部コール制御プロファイル設定ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドと設定オ
プションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

トランスレーションパターンへのプロファイルの割り当て

外部コール制御プロファイルに、付加ルートサーバの URI、コールの即時転送に使用される
コーリングサーチスペース、お使いのシステムが付加ルートサーバからの応答を待機する時間

を示すタイマーを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing） > [トランスレー
ションパターン（Translation Pattern）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

• [検索（Find）]をクリックして、結果の一覧から既存のトランスレーションパターンを選
択し、検索条件を入力して既存のトランスレーションパターンの設定を修正します。

•新しいトランスレーションパターンを追加するには、[新規追加（AddNew）]をクリック
します。

ステップ 3 [外部コール制御プロファイル(External Call Control Profile)]ドロップダウンリストから、パ
ターンに割り当てる外部コール制御プロファイルを選択します。

ステップ 4 [トランスレーションパターンの設定]ウィンドウ内の各フィールドを必要に応じて設定しま
す。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照して

ください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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信頼されたストアへのルートサーバ証明書のインポート

ルートサーバで HTTPSが使用されている場合は、ルートサーバの証明書をシステムノードに
ある信頼ストアにインポートします。ルートサーバにルーティングクエリーを送信する可能

性のあるクラスタ内のノードごとに、この作業を実行する必要があります。外部コール制御プ

ロファイルのプライマリウェブサービスURIまたはセカンダリウェブサービスURIにHTTPS
を指定した場合、証明書を使用して設定済の付加ルートサーバへの TLS接続を介する相互認
証を行います。

手順

ステップ 1 [Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理(Cisco Unified Operating System Administration)]
で、[セキュリティ(Security)] > [証明書の管理]の順に選択します。

ステップ 2 [証明書のアップロード]をクリックします。

ステップ 3 [証明書のアップロード(Upload Certificate)]ポップアップウィンドウで、[証明書の名前
(Certificate Name)]ドロップダウンリストから [CallManagerの信頼性(CallManager-trust)]を選
択し、付加ルートサーバの証明書を参照します。

ステップ 4 [ファイルのアップロード（Upload File）]フィールドに証明書が表示されたら、[アップロード
（Upload）]をクリックします。

ステップ 5 （任意）システムが冗長付加ルートサーバに接続できる場合は、この手順を再度実行します。

ルートサーバへの自己署名証明書のエクスポート

ルーティングサーバでHTTPSが使用されている場合は、Unified Communications Managerの自
己署名証明書をルーティングサーバにエクスポートします。ルートサーバにルーティングク

エリーを送信する可能性のあるクラスタ内のノードごとに、この作業を実行する必要がありま

す。プライマリサーバおよび冗長ルートサーバが、Unified Communications Managerを使用し
て HTTPS経由で認証できることを確認するには、システムに命令を送信する各付加ルート
サーバにインポートできる自己署名証明書を生成する必要があります。

プライマリ付加ルートサーバおよび冗長付加ルートサーバに接続できるクラスタ内のノードご

とに、この手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Operating Administration]で、 [セキュリティ（Security）] > [証明書の管理
（Certificate Management）]を選択します。

ステップ 2 [証明書リスト（Certificate List）]ウィンドウで、[新規作成（Generate New）]をクリックしま
す。

ステップ 3 [証明書の名前（Certificate Name）]ドロップダウンリストで、[CallManager]を選択します。

ステップ 4 [新規作成（Generate New）]をクリックします。
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ステップ 5 [証明書の検索と一覧表示（Find and List Certificates）]ウィンドウで、作成した [CallManager.pem]
の証明書を選択します。

ステップ 6 証明書のファイルデータが表示されたら、[ダウンロード（Download）]をクリックして、ア
ジャンクトルートサーバへ証明書をエクスポートするために使用するロケーションに証明書

をダウンロードします。

ステップ 7 命令を送信する各付加ルートサーバに証明書をエクスポートします。

シャペロン機能の設定

ルートサーバのルーティングルールで、監察者によるコールの監視や録音が必要であることが

指定されている場合は、監察者機能を設定します。監察者とは、コールに対する企業ポリシー

の通知、コールの監視、およびコールの録音をて実行できる、指定された電話機ユーザです。

Cisco Unified Communications Managerでは次の機能により、付加ルートサーバの指示に従い、
監察機能をサポートします。

•監察者、ハントグループ、監察者リストに着信コールをリダイレクトします。

•監察者はコールを記録できます。

監察者が発信者に接続するか、または監察対象の会議が確立されると、コールの録音を開始で

きるように、[録音（Record）]ソフトキーまたはプログラム可能なラインキー（PLK）（電話
モデル固有）が電話機でアクティブになります。コールの録音は現在のコールに対してのみ実

行され、現在のコールが終了すると、録音が停止します。監察者が録音ソフトキーまたはPLK
を押すと、録音ステータスを示すメッセージが電話機に表示されることがあります。

手順

ステップ 1 電話で録音を有効にするには、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで [ビルトイン
ブリッジ（Built-in Bridge）]を [オン（On）]に設定します。

ステップ 2 次のとおり録音プロファイルを作成します。

a) [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（DeviceSettings）] > [録音プロファイル（Recording
Profile）]の順に選択します。

b) 監察対象の会議を録音できる電話機に対してコール録音プロファイルを作成します。

ステップ 3 ラインアピアランスに録音プロファイルを適用します。

ステップ 4 レコーダーのポイントに SIPトランクを追加します。

ステップ 5 SIPトランクを指すルートパターンを作成します。

ステップ 6 次のサービスパラメータを設定します。

a) [監察ターゲットで録音通知トーンを再生する（Play Recording Notification Tone to Observed
Target）]

b) [接続済み監察ターゲットで録音通知トーンを再生する（Play Recording Notification Tone to
Observed Connected Target）]
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ステップ 7 監察者が使用している電話機で標準監察用電話ソフトキーテンプレートを割り当てます。

ステップ 8 新しい電話機に対しては、[コールルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory
Number）]を、または電話機がすでに設定されている場合は、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]から次の手順を実行します。

a) 監察者の電話機で電話番号（DN）を 1つだけ設定します。
b) 監察者の電話機の DNに、[録音オプション（Recording Options）]ドロップダウンリスト
から [コールの録音をデバイスが開始する（Device Invoked Call Recording Enabled）]を選択
します。

c) 監察者の電話機の DNに、[コールの最大数（Maximum Number of Calls）]設定に 2を入力
し、[ビジートリガー（Busy Trigger）]設定に 1を入力します。

ステップ 9 [録音（Record）]ソフトキーをサポートする Cisco Unified IP Phoneの場合、標準監察用電話ソ
フトキーテンプレートを設定して、[会議（Conference）]、[録音（Record）]、[コール終了（End
Call）]ソフトキーだけが接続状態の電話機に表示されるようにします。

ステップ 10 録音用プログラム可能なラインキー（PLK）をサポートする Cisco Unified IP Phoneの場合、
[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウで PLKを
設定します。

ステップ 11 （任意）クラスタに複数の監察者がいる場合、監察ハントリストに割り当てる予定である監

察者回線グループに監察者の DNを追加します。

この手順により、利用可能な監察者が必ず通話をモニタできます。

カスタムアナウンスの設定

ルーティングルールで、アナウンスが一部のコールに対して再生され、Cisco提供のアナウン
スを使用しないようにする必要がある場合は、次の手順に従ってください。

アナウンス IDには埋め込みスペースを使用しないでください。ヒント

他の言語ロケールがインストールされている場合は、このアナウンスに必要な他の .wavファ
イルをアップロードして、これらのロケールで使用することができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[メディアリソース（Media Resources）] > [アナウンス
（Announcement）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

•新規のお知らせを追加するには：

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [アナウンス ID]フィールドに、アナウンス IDを入力します。
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c) [説明]に、アナウンスの説明を入力します。

d) 必要に応じて、[デフォルトアナウンスメント]ドロップダウンリストから、Cisco提供のデ
フォルトアナウンスを選択します。

e) [保存（Save）]をクリックします。

•お知らせ用のカスタム .wavファイルをアップロードするには、次のようにします。

a) [ファイルのアップロード]をクリックします。
b) ロケールを変更するには、[ロケール]ドロップダウンリストから、アナウンス用の言語を
選択します。

c) [ファイルの選択]をクリックして、アップロードする .wavファイルを選択します。
d) [ファイルのアップロード]をクリックします。
e) アップロードが完了したら、[閉じる]をクリックしてウィンドウを更新し、アップロード
されたアナウンスを表示します。

外部コール制御の連携動作
表 73 :外部コール制御の連携動作

連携動作機能

コールに使用するゲートウェイを決定するルーティングルールを、付

加ルートサーバ上に設定して、音声の品質を考慮に入れることができ

ます。たとえば、ゲートウェイAは最高の音声品質を提供するので、
そのコールに使用されます。付加ルートサーバは、音声ゲートウェ

イ経由でコール参加者全員に高音質のコールが送信されるように、

ネットワークリンクの可用性、帯域幅使用、遅延、ジッタ、および

平均オピニオン評点（MOS）を監視します。

コールの高音質ルー

ティング

外部コール制御機能が呼詳細レコードに表示されることがあります。

たとえば、付加ルートサーバがコールを許可したか、それとも拒否し

たかが呼詳細レコードに示されることがあります。また、コール詳細

レコードは、Unified Communications Managerが付加ルートサーバか
らの決定を受信しなかった期間にコールをブロックするか、または許

可するかを示すこともできます。

コール詳細レコード
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連携動作機能

外部コール制御はトランスレーションパターンレベルでコールを代

行受信しますが、コール転送は電話番号レベルでコールを代行受信し

ます。外部コール制御はコール転送より高い優先順位を保持していま

す。外部コール制御プロファイルにトランスレーションパターンが

割り当てられている場合、コール転送を呼び出すコールに関して、

Unified Communications Managerは、ルーティングクエリを付加ルー
トサーバに送信します。コール転送がトリガーされるのは、付加ルー

トサーバが Cisco Unified Communications Managerに Continueオブリ
ゲーションと許可決定を送信する場合だけです。

外部コール制御に対応した [コール転送ホップカウント
（Call Diversion Hop Count）]サービスパラメータと、
コール転送に対応した [コール転送コールホップカウント
（Call Forward Call Hop Count）]サービスパラメータは
相互に独立しており、個別に機能します。

（注）

コール転送

電話ユーザがコールピックアップ機能を使用してコールのピックアッ

プを試みた場合、外部コール制御は呼び出されません。Unified
Communications Managerは、コールのその部分に関するルーティング
クエリを付加ルートサーバに送信しません。

コールピックアップ

（Call Pickup）

監察者とは、コールに対する企業ポリシーの通知、コールの監視、お

よびコールの録音を必要に応じて実行できる、指定された電話機ユー

ザです。コールに参加するユーザが監察者の不在時に会話できないと

いう、監察者の制限があります。

監察者

Unified Communications Managerによって、次の Cisco Unified Mobility
機能に関する付加ルートサーバからのルート決定が許可されます。

•モバイルボイスアクセス

•エンタープライズ機能アクセス

• Dial-via-Officeリバースコールバック

Unified Communications Managerは、次の Cisco Unified Mobility機能に
対してルーティングクエリを送信しません。

•携帯電話ピックアップ

•デスクピックアップ

•セッションハンドオフ

Cisco Unified Mobility

電話機ユーザが会議を作成すると、プライマリコールと打診コールに

対して外部コール制御が呼び出されることがあります。

会議
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連携動作機能

ネット上ダイヤリングで 4桁または 5桁がサポートされている場合、
電話番号を 4桁または 5桁の内線（エンタープライズ拡張）として設
定する際に、2つのトランスレーションパターンを設定する必要があ
ります。1つ目のトランスレーションパターンは発信側番号と着信側
番号のグローバル化をサポートし、2つ目のトランスレーションパ
ターンは発信側番号と着信側番号のローカライズをサポートします。

ディレクトリ番号

（Directory Numbers）

デフォルトでは、ユーザの DND設定は、付加ルートサーバのユーザ
ルールで、付加ルートサーバが継続オブリゲーションを送信すること

が指定されている場合に有効になります。たとえば、付加ルートサー

バが続行義務を送信せず、ユーザがDND-Rを有効にした場合、Unified
Communications Managerはコールを拒否します。

サイレント（Do Not
Disturb）

緊急コール（911や 9.11など）に対しては、ルートサー
バに接続してコール処理方法の指示を受けなくてもコー

ルが適切な接続先（Cisco Emergency Responderやゲート
ウェイなど）にルーティングされるように、明示的な緊

急コールのパターンセットを設定しておくことを強く推

奨します。

注意緊急コールの処理

電話機ユーザがコールを転送すると、プライマリコールと打診コール

の両方に対して外部コール制御が呼び出されることがあります。ただ

し、Unified Communications Managerは、転送元と転送先の間に、付加
ルートサーバからのルーティングルールを適用できません。

転送

外部コール制御の制限事項
表 74 :外線コール制御の制限事項

説明制限事項

監察者は、会議の開始後に電話機を使用して会議にユーザを追加でき

ません。これは、監察者がユーザを追加するには、コールを保留にす

る必要があるためです。

会議の他のユーザは会議にユーザを追加できる可能性があります。他

のユーザが会議に参加者を追加できるかどうかは、Cisco CallManager
サービスがサポートされているAdvanced Ad Hoc Conference Enabled
サービスパラメータの設定によって決まります。このサービスパラ

メータが Trueに設定されている場合は、他のユーザが会議に参加者
を追加できます。

通話者の追加
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説明制限事項

監察者は、電話機を使用して会議コールを別のユーザに転送できませ

ん。

コールの転送

監察者が会議から退出すると、会議全体が終了します。会議ログアウト

監察者が会議を作成した後で、その [会議]ソフトキーは電話で無効に
なります。

会議のソフトキー

監察者は、電話機を使用して会議コールを保留にすることができませ

ん。

保留

この機能が会議に参加する通話者に相談コールを行う前に監察者が録

音を開始した場合、Unified Communications Managerは監察者が相談
コールを行う間録音を一時停止し、会議の確立後に録音を再開しま

す。

録音（Recording）
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第 59 章

コールキューイングの設定

•コールキューイングの概要（899ページ）
•コールキューの前提条件（901ページ）
•コールキューイングタスクフロー（901ページ）
•コールキューイングの連携動作（910ページ）
•コールキューイングの制限事項（911ページ）
•コールキューイングを使用するハントパイロットのパフォーマンスとスケーラビリティ
（912ページ）

コールキューイングの概要
Unified Communications Managerは、ハントメンバーが発信者に応答可能になるまで、発信者
をキューに入れるための Call Queuingを備えています。管理者は、通話がエージェントに転送
される前に、発信者が初期グリーティングアナウンスを受け取るようにデフォルトを設定でき

ます。またはこのデフォルトを変更して、初期アナウンスを、発信者がキューに入れられて保

留音または保留トーンが流されてから再生することもできます。発信者がキューに入れられた

まま指定時間が経過すると、通話に応答できるようになるまで、または最大待機タイマーが満

了するまで、セカンダリアナウンスが設定された間隔で再生されます。

着信コールがハントパイロットに到達すると、次の機能が提供されます。

•発信者は、次に進む前に最初のカスタマイズ可能なグリーティングアナウンスに接続され
ます。

• 1人以上の回線メンバがハントパイロットにログインしており、アイドル状態であったと
きで、かつ、キューに入っているコールがない場合は、そのコールは最も長い時間アイド

ル状態であった回線メンバに送達されます。

•回線メンバーが通話に応答しない場合、その発信者はキューに入れられません。[応答中、
ログイン中、または登録済みのハントメンバが存在しない場合(Whennohuntmembersanswer,
are logged in, or registered)]の設定に応じて、コールは新しい接続先にルーティングされる
か、切断されます。
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•回線メンバがキュー有効コールに応答しないと、回線グループ設定ウィンドウで [無応答
時にハントメンバを自動的にログアウト(Automatically Logout Hunt Member on No Answer)]
がオンの場合に限り、その回線メンバはハントグループからログオフされます。

•通話はすべてのメンバーが話し中である場合にのみキューに入れられます。

•キューで待機している発信者は、保留音と反復される（カスタマイズ可能な）定期的なア
ナウンスが聞こえます。

•ある回線メンバがアイドル状態になると、複数のハントグループ間で最も待機時間の長い
発信者が、そのアイドル状態の回線メンバに送達されます。アイドル状態の回線メンバが

そのコールに応答しない場合、発信者はキューの以前の場所に戻されます。

•キュー内のコールが最大待機時間を超える場合、またはキューに許可されている発信者の
最大数を超える場合、コールは代替番号にルーティングするか、またはハントパイロット

の設定に応じて切断することができます。代替番号は次のいずれかにすることができま

す。

•キューイングが有効または無効のいずれかに設定されたハントパイロット DN

•ボイスメール DN

•回線 DN

•共有 DN

•回線メンバーは、キュー対応ハントパイロットのキューステータスを表示できます。
キューステータスには次のタイプの情報が表示されます。

•ハントパイロットのパターン

•各ハントパイロットのキューに入っている発信者数

•最大待機時間

通話のキューイングは既存のハントパイロットとともに機能しますが、キューイングまたは非

キューイングのどちらのハントパイロットのハンティング操作もその動作に変更はありませ

ん。通話のキューイングが有効になっているハントパイロットは、次の機能を提供します。

•回線メンバーが受けることができるキューイング対応ハントパイロットでの通話は、一度
に 1つのみです。2つのキューイング対応ハントパイロットでの通話を、1人の回線メン
バーに提供することはできません。回線メンバが自分のDNに直接かかってきたコールま
たはキューイングしていないハントパイロットからのコールのみを受信できます。

•回線メンバーがハントパイロットによりルーティングされる通話に応答しない場合、ハン
トパイロットは自動的にログアウトします。回線メンバは、キューを有効にしたハント

パイロットのコールを受信せず、タイムアウトが発生するまでそのコールに応答しなかっ

た場合、そのデバイスを自動的にログアウトします。共有回線配置の場合、同じ共有回線

で設定されたすべてのデバイスがログアウトします。この挙動は[Line Group]設定ウィン
ドウで [Automatically Logout Hunt Member on No Answer]を選択して設定できます。回線メ
ンバーは、このチェックボックスがオンの場合にのみログアウトします。
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コールキュー監視またはアナウンス監視の詳細については、『Cisco Unified Real Time Monitoring

Tool Administration Guide』を参照してください。

キューイングが有効なハントパイロットの中で、コールがハントメンバーに拡張されていると

きに、着信コールを接続コールの状態に変更するように設定することができます。

コールキューの前提条件
• Cisco IP Voice Media Streaming（IPVMS）アプリケーション。クラスタ内の少なくとも 1
ノード上でアクティブ化されている必要があります

•クラスタ内の少なくとも 1台のサーバ上で稼動している Cisco CallManagerサービス

• Cisco CallManagerサービスと同じサーバ上で稼動している Cisco RIS Data Collectorサービ
ス

• Cisco Unified Communications Managerロケールインストーラ（英語以外の電話ロケールま
たは国独自のトーンを使用する場合）。

コールキューイングタスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

.Wavファイルをアップロードしてアナ
ウンスを設定します。

アナウンスの設定（901ページ）ステップ 1

保留音（MOH）オーディオソースの設
定

保留音の設定（903ページ）ステップ 2

コールが応答されるまで、キュー内の

コールに対してコールキューイング保留

オプションを有効にします。

ハントパイロットキューの設定（908
ページ）

ステップ 3

回線メンバーは、ハントリストから自

動的にログオフすることができます。

[無応答時にハントメンバーを自動的に
ログアウト（Automatically Logout Hunt
Member on No Answer）]（909ページ）

ステップ 4

アナウンスの設定

Cisco Unified Communications Managerでは以下が可能です：

• Cisco提供の既存のアナウンスを使用する

•アナウンスが再生するメッセージまたはトーンを変更するには、
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•カスタムアナウンスメントの .wavファイルを挿入

•アナウンスメント用のロケールを割り当て、

•アナウンスの説明の変更、

•アナウンスが再生するメッセージまたはトーンを変更します。

機能アナウンスは、ハントパイロット発信キューイングまたは外部コール制御と関連する保留

音（MOH）などの特定の機能に使用されるアナウンスです。

最大 50個の機能アナウンスが利用可能です。これらのアナウンスは、Ciscoが適用する音声
ファイルか、アップロードされたカスタム wavファイルです。

カスタムアナウンスのwavファイルはすべて、クラスタの全サーバにアップロードされる必要
があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerで、[メディアリソース(Media Resources)] > [アナウンス
(Announcements)]を選択します。

[アナウンスの検索と一覧表示]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 使用するアナウンスへのハイパーリンクを選択します。

例：

ハイパーリンク: Wait_In_Queue_Sample
アナウンスの説明を編集したり、アップロードする場合は、カスタマイズされたアナウンスを

選択することができます。

ステップ 3 カスタムアナウンスとして使用する .wavファイルをアップロードするには、[ファイルのアッ
プロード（Upload File）]をクリックします。
[ファイルのアップロード（Upload File）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [ファイルのアップロード(Upload File)]ポップアップウィンドウでロケールを選択し、ファイ
ル名を入力するか、または参照して .wavファイルを選択して [ファイルのアップロード(Upload
File)]をクリックします。

アップロード処理が開始されます。ファイルによっては数分かかることがあります。処理が完

了するとステータスが更新されます。

ステップ 5 [閉じる（Close）]をクリックして、ウィンドウを閉じます。
[アナウンス設定(Announcement Configuration)]ウィンドウがリフレッシュされ、アップロー
ドしたファイルのステータスが更新されます。

ステップ 6 カスタムアナウンスを再生する場合は、[アナウンス設定(Announcements Configuration)]ウィ
ンドウの [ロケール別のアナウンス(Announcement by Locale)]ペインで [有効(Enable)]チェック
ボックスをオンにしてください。
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ステップ 7 [アナウンス設定(Announcements Configuration)]ウィンドウで変更を加えたら、[保存(Save)]
をクリックします。

次のタスク

アナウンスファイルはクラスタ内のサーバ間では伝搬されないため、クラスタ内の各ノードに

アナウンスをアップロードする必要があります。クラスタ内の各サーバで Cisco Unified
Communications Managerの管理ページを参照し、アップロードプロセスを繰り返します。

保留音の設定

発信者が最初に保留中になったときにオプションのイニシャル通知を再生し、定期的にアナウ

ンスを定期的に再生するように、[保留音 (MoH)]に設定することができます。これらのアナウ
ンスには、シスコが提供するオーディオファイルのいずれか、または、システムにアップロー

ドされたファイルを使用できます。

保留音オーディオソースの追加変更、既存のオーディオソースをオーディオストリーム番号へ

関連付け、またはカスタムオーディオソースのアップロードをするには、次の手順を実行しま

す。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communication Manager]で、[メディアリソース（Media Resources）] > [保留音
オーディオソース（Music On Hold Audio Source）]を選択します。

[保留音オーディオソースの検索と一覧表示（Find and List Music On Hold Audio Sources）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しい保留音オーディオソースを追加するには、[新規追加(Add New)]をクリックします。保
留音オーディオソースを更新するには、対象となる保留音オーディオソースを検索します。指

定した検索条件に基づいて、すべての条件に一致するレコードの検索結果がシステムに表示さ

れます。

ステップ 3 保留音のオーディオソースフィールド（904ページ）に示すように、適切な設定を入力しま
す。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ウィンドウ下部のリストボックスに新しい保留音のオーディオソースが表示されます。[MOH
オーディオソースファイルステータス（MOH Audio Source File Status）]ペインに、追加され
たソースに対するMOHオーディオトランスレーションステータスが表示されます。
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保留音のオーディオソースフィールド

表 75 :保留音のオーディオソース情報

説明フィールド

このMOHオーディオソースのストリーム番号を選択するには、この
フィールドを使用します。ドロップダウンリストをクリックして、

リストから値を選択します。既存のMOHオーディオソースの場合、
値はMOHオーディオソースのタイトルで表示されます。

[MOHオーディオスト
リーム番号（MOH
Audio Stream
Number）]

このMOHオーディオソースのファイルを選択するには、このフィー
ルドを使用します。ドロップダウンリストから値を選択します。

MOHオーディオソー
スファイル（MOH
Audio Source File）

MOHオーディオソースの一意の名前を、このフィールドに入力しま
す。この名前には、文字、数字、スペース、ダッシュ、ドット（ピリ

オド）およびアンダースコアを含み、最大で 50の有効な文字を使用
できます。

[MOHオーディオソー
ス名（MOH Audio
Source Name）]

選択したMOHオーディオソースのマルチキャストを許可するには、
このチェックボックスをオンにします。

マルチキャストを許可

（Allow Multicasting）

このペインには、選択したMOHオーディオソースのファイルに関す
る次の情報が表示されます。

• [InputFileName]

• ErrorCode

• ErrorText

• DurationSeconds

• DiskSpaceKB

• LowDateTime

• HighDateTime

• [OutputFileList]

• [MOHオーディオ変換の完了日（MOH Audio Translation completion
date）]

[OutputFileList]にはULAW、ALAW、G.729およびワイド
バンドWAVファイルと、ステータスオプションについ
ての情報が含まれます。

（注）

MOHオーディオソー
スファイルステータ

ス（MOH Audio Source
File Status）
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表 76 :アナウンスの設定

説明フィールド

ドロップダウンリストから最初のアナウンスを選択します。

最初のアナウンスなしでMoHを選択するには、[オフ（Not
Selected）]オプションを選択します。

（注）

[詳細の表示（View Details）]リンクをクリックすると、[最初のアナ
ウンス（Initial Announcement）]に関する次の情報が表示されます。

•アナウンス ID

•説明

• [デフォルトのアナウンス（Default Announcement）]

（注） • MOHサーバによって再生されるのは、Multi-casting
が確認されていない状態です、キュー有効のハント

パイロットコールの最初のアナウンス通話がキュー

に入れられる場合のアナウンスの再生に設定される

場合のみです。

• Multi-castingを許可するチェックボックスがオンの
場合、またはキュー有効ハントパイロットコールの

最初のアナウンスがハントメンバーにルーティング

する前にアナウンスを再生するに設定されている場

合は ANNが再生します。

最初のアナウンス

（Initial
Announcement）

次のうち1つを選択して、最初のアナウンスを再生するタイミングを
決定します。

•ハントメンバーへのルーティング前にアナウンスを再生（Play
announcement before routing to Hunt Member）

•コールがキューに入る場合アナウンスを再生（Play announcement
if call is queued）

キュー有効ハントパイ

ロットコールの最初の

アナウンス
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説明フィールド

定期アナウンスをドロップダウンリストから選択します。

定期アナウンスを持たないMOHを選択するには、[選択
なし（Not Selected）]オプションを選択します。

（注）

[詳細表示（View Details）]リンクをクリックすると、次のような定期
アナウンスの情報を参照できます。

•アナウンス ID

•説明

• [デフォルトのアナウンス（Default Announcement）]

MOHサーバは、他の設定に関係なく常に定期アナウンス
を再生します。

（注）

定期アナウンス

（Periodic
Announcement）

定期アナウンスの間隔を指定する値（秒単位）を入力します。有効な

値は 10～ 300です。デフォルト値は 30です。
定期アナウンスの間隔

（Periodic
Announcement
Interval）

[アナウンスのロケール（Locale Announcement）]は、インストールさ
れているロケールインストールパッケージに応じて異なります。

（注） • MOHによって再生される音声ガイダンスでは、[アナ
ウンスのロケール（Locale Announcement）]の設定が
使用されます。

• ANNが再生する音声ガイダンスは、発信者のユーザー
ロケールを使用します。

[アナウンスのロケー
ル（Locale
Announcement）]
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表 77 :保留音のオーディオソース

説明フィールド

このリストボックスには、追加するMOHオーディオソースが表示さ
れます。MOHオーディオソースを設定するには、そのMOHオーディ
オソースのオーディオストリーム番号を選択します。

オーディオソース IDは、保留音サーバー内のオーディオソースを示
す IDです。このオーディオソースには、ディスク上のファイルか、
ソースストリーム保留音サーバーがストリーミングデータを取得す

る固定デバイスのどちらかを含めることができます。MOHサーバー
は、最大で 51のオーディオソース IDをサポートします。オーディ
オソース IDが示す各オーディオソースは、必要に応じてユニキャス
トおよびマルチキャストモードでストリームできます。

[<なし>（<None>）]を選択すると、MOHオーディオソー
スにはシステムのデフォルトであるMOHオーディオソー
スサービスパラメータ（[デフォルトのネットワーク保留
MoHオーディオソースID（Default Network Hold MoH Audio
Source ID）]）が使用されます。

（注）

（MOHオーディオ
ソースのリスト）

ドロップダウンリストに表示されていないMOHオーディオソース
ファイルをアップロードするには、[ファイルのアップロード（Upload
file）]をクリックします。[ファイルのアップロード（Upload File）]
ウィンドウで、音源ファイルのパスを入力するか、[参照（Browse）]
をクリックしてファイルまで移動します。オーディオソースファイ

ルを指定した後、[ファイルのアップロード（Upload File）]をクリッ
クしてアップロードを完了します。オーディオファイルをアップロー

ドしたら、[アップロード結果（Upload Result）]ウィンドウにアップ
ロードの結果が表示されます。[閉じる（Close）]をクリックしてウィ
ンドウを閉じます。

ファイルをアップロードする際、ファイルはCisco Unified
Communications Managerサーバにアップロードされ、オー
ディオ変換が実行されて、MOH向けのコーデック指定の
オーディオファイルが作成されます。元ファイルのサイ

ズによっては、処理が完了するまでに数分を要すること

があります。

（注）

音源ファイルをMOHサーバにアップロードすると、その
ファイルは1つのMOHサーバにしかアップロードされま
せん。クラスタ内の各MOHサーバに音源ファイルをアッ
プロードするためには、各サーバで Cisco Unified
Communications Manager Administrationを使用する必要が
あります。MOH音源ファイルは、クラスタ内の他のMOH
サーバに自動的には伝達されません。

（注）

ファイルのアップロー

ド（Upload File）
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ハントパイロットキューの設定

ハントメンバーが一定時間で処理できるより多くのコールが、ハントパイロットに、コール

分配機能を介して届いた場合、応答可能になるまで、キュー内のコールは、コールキューイン

グにより保留されます。

キューイングを有効にすると、[無応答時ハント転送（Forward Hunt No Answer）]と [話中ハン
ト転送（Forward Hunt Busy）]の両方が自動的に無効になります。逆に、[無応答時ハント転送
（Forward Hunt No Answer）]または [話中ハント転送（Forward Hunt Busy）]を有効にすると、
キューイングが自動的に無効になります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ハントパイロット（Hunt Pilot）]を選択し、ハントパイロットを設定し
ます。

ステップ 2 キューイングに設定する必要があるハントパイロットを選択します。

ステップ 3 [ハントパイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）]ウィンドウの [キューイング（Queuing）]
セクションに移動します。

ステップ 4 キューイングを有効にするには、[コールのキューイング（Queue Calls）]チェックボックスを
オンにします。

ステップ 5 アナウンスの再生とキューの保留処理のために使用されるドロップダウンリストボックスか

ら保留音（MoH）ソースを選択します。

MOHソースはユニキャストまたはマルチキャストとして設定できます。発信者側のメディア
リソースグループリスト（MRGL）では、マルチキャスト、ユニキャストに優先順位を設定
します。

ソースを選択しない場合、デフォルトのネットワークによる保留MoH/MoHソースとアナウン
スが使用されます。

MoHソースアナウンスロケールはアナウンスに使用する言語を判別するために使用されま
す。1つのハントパイロットで再生できるのは、1つの言語アナウンスタイプだけです。

ステップ 6 [キューに入れられる発信者の最大数（Maximum Number of Callers Allowed in Queue）]フィー
ルドに、このハントパイロットでキューに入れられる発信者の最大数を整数で入力します。

デフォルト値は 32です。値の範囲は 1～ 100です。

ステップ 7 キューの発信者が最大数に達したとき、次のいずれかのオプションを選択します。

•後に続くコールを切断する場合は、[コールを切断（Disconnect the call）]を選択します。
•後に続くコールを2番目の接続先にルーティングする場合は、[コールをこの接続先にルー
ティングする（Route the call to this destination）]を選択します。特定のデバイスDN、共有
回線 DN、または別のハントパイロット DNを指定します。
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•（省略可）ドロップダウンリストから、[コーリングサーチスペースの完全キュー（Full
Queue Calling Search Space）]を選択できます。コールを完了するように試みるとき、検索
するパーティションを判別するために使用されます。

ステップ 8 [キューの最大待機時間（Maximum Wait Time in Queue）]フィールドで、キューの最大待機時
間を秒単位の整数値を入力します。

デフォルト値は 900秒です。有効な範囲は 10～ 3600秒です。

ステップ 9 最大待機時間に達したとき、次のいずれかのオプションを選択します。

•コールを切断する場合は、[コールを切断（Disconnect the call）]を選択します。
•コールを 2番目の接続先にルーティングする場合は、[コールをこの接続先にルーティン
グする（Route the call to this destination）]を選択します。特定のデバイス DN、共有回線
DN、または別のハントパイロット DNを入力します。

•（任意）ドロップダウンリストから、[最大待機時間コーリングサーチスペース（Maximum
Wait Time Calling Search Space）]を選択することもできます。コールを完了するように試
みるとき、検索するパーティションを判別するために使用されます。

ステップ 10 回線メンバーがログインしていない、または着信コール時に登録されていないとき、次のオプ

ションのいずれかを選択します。

•コールを切断する必要がある場合は、[コールを切断（Disconnect the call）]を選択します。
•コールを 2番目の接続先にルーティングする必要がある場合は、[コールをこの接続先に
ルーティングする（Route the call to this destination）]を選択します。特定のデバイス DN、
共有回線 DN、または別のハントパイロット DNを入力します。

•（省略可）ドロップダウンリストから [ハントメンバーがコーリングサーチスペースに
登録またはログインしていない（No hunt members logged in or registered Calling Search
Space）]を選択することもできます。コールを完了するように試みるとき、検索するパー
ティションを判別するために使用されます。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

[無応答時にハントメンバーを自動的にログアウト（AutomaticallyLogout
Hunt Member on No Answer）]

回線メンバーが自動的にハントリストをログオフできるようにします。エージェントが、キュー

イングが有効になっているハントパイロットコールに応答しない場合、そのエージェントはハ

ントグループからログオフされ、ハントパイロットにログインするために電話機の「HLOG」
ソフトキーを押すまでは、追加のハントパイロットコールを受信しません。

回線メンバーを再度ログインさせるには、「HLOG」ソフトキーまたは PLKを使用します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[コールルーティング（Call Routing）] >
[ルート/ハント（Route/Hunt）][回線グループ（Line Group）]を選択して回線グループを設定
します。

ステップ 2 設定する必要がある回線グループを [回線グループの検索と一覧表示（Find and List Line Group）]
ウィンドウから選択します。

ステップ 3 [回線グループの設定（Line Group Configuration）]ウィンドウの [ハントオプション（Hunt
Options）]セクションに移動します。

ステップ 4 [無応答時にハントメンバー自動的にログアウトする（Automatically Logout Hunt Member on No
Answer）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

コールキューイングの連携動作

連携動作機能

コールがSIP ICTを通じてキューイング対応ハントパイロットにルー
ティングされる場合、SIP ICTは、SIP Rel1XXオプションが [1XXに
SDPが含まれる場合PRACKを送信（Send PRACK if 1XX contains SDP）]
に設定されているSIPプロファイルを使用します。その結果、コール
が回線メンバに接続される前に、コールごとに最初の通知が再生され

ます。

Cisco Unified CM管理のデバイスデバイスの設定SIPプロファイル >
トランク固有の設定の下で、[キューアナウンスの再生前に着信コー
ルを接続]チェックボックスをオンにした場合、SIP ICTの蒸気の既存
の連携動作は適用されません。

[キューアナウンスの再生前に着信コールを接続]チェックボックスが
オフになっている場合、SIPICTの連携動作は変わりません。ただし、
最初のアナウンスがPSTN側の発信者によって常に聞こえることを保
証するものではありません。コールでConnectメッセージを受信する
まで PSTNプロバイダーがボイスパスを開かない場合、PSTN側から
の発信者には初期アナウンスが表示されません。

SIP Rel1XXオプション
（SIP Rel1XX
Options）
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連携動作機能

•ハントグループのログオフ通知機能は、コールキューイングがハ
ントパイロットで有効になると変更されます。コールキューイン

グがハントパイロットで有効である場合、ユーザがハントグルー

プからログアウトしているとき、またはキュー内で自分の順番を

逃したためにログオフされた場合には、ハントグループのログオ

フ通知は再生されません。

•ハントリストに複数の回線グループが含まれている場合、これら
の回線グループでは、[無応答時にハントメンバを自動的にログ
アウト(Automatically Logout Hunt Member on No Answer)]の設
定を同じにする必要があります。

•ハントパイロットは、すべてのハントメンバーがログアウトして
いてもコールをキューしています。回線グループメンバーは1つ
以上の回線グループに追加するべきではありません。2番目の回
線グループに追加されていても、2番目の回線グループは同じハ
ントリストに含まれないようにする必要があります。

•すべてのハントオプションを [次のメンバへ、その後ハントリス
ト内の次のグループへ(Try next member; then, try next group in Hunt
List)]に設定する必要があります。

ハントパイロットとハ

ントグループ

コールキューイングの制限事項
次の一般的な制限がコールキューイングに適用されます。

• H323 Fast Startはコールキューイングに対応していません。

•キューステータス PLKがサポートされるのは、SCCPと SIP: 6921、6941、6945、6961、
7911G、79 31G、7945G 42G、7965G、7962G、、75G、8961、8945、8941、9951、9971、
7800、および 8800シリーズの両方で次の LCDディスプレイ電話機のみです。

•ハントグループからのログアウト (HLog)はCisco Extension Mobilityクロスクラスタ (EMCC)
と互換性がありません。コールキューイングを EMCCで展開することはできません。

• Cisco Unified Communications Managerは、コールキューイングのある Unified Mobilityに対
応していません。

• H323から SIPへの対話のシナリオでは、ユーザが初期のアナウンス、MoH、定期的なア
ナウンスを聞いていないことがあります。また、その他の動作遅延が原因で、ネイティブ

のコールキューイングフローが失敗しています。このようなシナリオでは、SIPプロトコ
ルのみを使用することを推奨します。
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コールキューイングを使用するハントパイロットのパ

フォーマンスとスケーラビリティ
次のようなパフォーマンスおよび拡張性の制限が適用されます。

•単一の Cisco Unified Communications Managerクラスタは、最大で 15,000個のハントリス
トデバイスをサポートします。

•単一のCisco Unified Communications Managerサブスクライバは、ノードごとにコールキュー
イングが有効にされたハントパイロットを最大で 100個サポートします。

•ハントリストデバイスは、各ハントリストに10台の IP電話を含む1500のハントリスト、
各ハントリストに 20台の IP電話を含む 750のハントリストの組み合わせ、または同様の
組み合わせにすることができます。

コールカバレッジにブロードキャストアルゴリズムを使用する

場合、ハントリストデバイスの数は、Busy Hour Call Attempts
（BHCA）の数によって制限されます。ブロードキャストアルゴ
リズムを使用して、10台の電話機を含むハントリストまたはハン
トグループを指すハントパイロットに対して 10回の BHCAを行
うことは、10回の BHCAを行う 10台の電話機と同じです。

（注）

•コールキューを有効にしたハントパイロットの最大数は、Unified CMサブスクライバノー
ドあたり 100個です。キューで許可される発信者数が 32に設定されている場合、ノード
あたりのキュースロットの合計数（ノード上のコールキューが有効なすべてのハントパイ

ロットの [キューで許可されている最大発信者数]を合わせた値）は、3200に制限されま
す。各ハントパイロットのキューに同時に含められる発信者の最大数は 100です。つま
り、ハントパイロットごとにキューで許可される発信者数は100となり、ハントパイロッ
トの最大数は32に減少します。すべてのハントリストに含まれるメンバの最大数は、コー
ルキューイングが有効のときには変更されません。

•設定できる各ハントパイロットのキュー内にある最大待ち時間は、0～3600秒（デフォル
トは 900）です。ハントリストの数が増えると、Unified Communications Managerサービス
パラメータで指定するダイヤルプラン初期化タイマーを増やす必要があります。シスコで

は、1500個のハントリストを設定している場合、ダイヤルプラン初期化タイマーを 600
秒に設定することをお勧めします。

•コールキューを使用したブロードキャストアルゴリズムを使用する場合は、1つの回線グ
ループに対して 35ディレクトリ番号が含まれないようにすることを推奨します。また、
ブロードキャスト回線グループの数は、BHCCによって決まります。Unified CMシステム
内に複数のブロードキャスト回線グループがある場合、回線グループ内のディレクトリ番

号の数は、35よりも少なくする必要があります。すべてのブロードキャスト回線グループ
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の最繁時呼数（BHCA）の数が、1秒あたり 35コールセットアップを超えないようにし
ます。
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第 60 章

コールスロットリングの設定

•コールスロットリングの概要（915ページ）
•コールスロットリング設定タスクフロー（916ページ）

コールスロットリングの概要
コールスロットルを使用すると、システムは自動的に新しいコールを調整または拒否すること

ができます。この操作は、条件によって、ユーザが電源オフフックの間に遅延を発生させ、ダ

イヤルトーンを受信する場合に発生します。

この遅延によって発生する可能性のある要因は次のとおりです。

•重いコールアクティビティ

• CPU使用率が低い

•ルーティングループ

•ディスク I/Oの制限

•ディスクフラグメンテーション

システムは、コールスロットリングパラメータで指定されている値を使用して、ダイヤルトー

ンの遅延の可能性を評価し、コールスロットリングが必要でなくなった状態を判断します。

ダイヤルトーンの過剰な遅延を回避するためにスロットリングが必要になったときに、システ

ムは Code Yellow状態に入り、新しいコールの試行がスロットル（拒否）されます。

ダイヤルトーンの遅延が、コールスロットリング関連のサービスパラメータで設定されてい

るしきい値を超えるとシステムにより計算された場合、Unified Communications Managerは新し
いコールを拒否します。コールスロットリングが有効であるとき、新しいコールを試行する

ユーザはリオーダー音を受信します。電話機モデルによっては、電話機のディスプレイにプロ

ンプトが表示される場合もあります。

コールスロットルを使用すると、ユーザがシステム管理者または電話機が故障しているかどう

かについて不満を示す非常に長い遅延が回避されます。システムはそのような遅延が発生する

タイミングを予測するため、複雑なアルゴリズムを使用して常時システムを監視します。
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ダイヤルトーンへの遅延がコールスロットリングサービスパラメータのガイドラインの範囲内

である場合は、Unified Communications Managerは Code Yellow状態を終了してスロットリング
を中止し、新しいコールは再び許可されるようになります。

コールスロットリング設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

コールスロットリングは、システムが

過負荷なコールアクティビティ、低い

コールスロットリングの設定（916ペー
ジ）

ステップ 1

CPUの可用性、ディスクフラグメン
テーションなどの状況を検出すると自動

的に有効になります。

システムのメモリスロットリングを設

定します。

メモリスロットリングの設定（917ペー
ジ）

ステップ 2

コールスロットリングの設定

コールスロットリングは、システムが過負荷なコールアクティビティ、低い CPUの可用性、
ディスクフラグメンテーションなどの状況を検出すると自動的に発生します。これらの状況が

修正されると、システムはスロットリングを自動的に終了します。コールスロットリングは、

拡張サービスパラメータを使用して設定します。ほとんどの導入環境では、デフォルト設定で

十分です。

コールスロットリングパラメータは、カスタマーサポートに指示された場合を除き、変更し

ないことを推奨します。

注意

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 [詳細設定（Advanced）]をクリックします。

ステップ 5 [コールスロットリング（Call Throttling）]で、コールスロットリングのサービスパラメータ
の値を設定します。パラメータに関するヘルプの説明を参照するには、GUIでパラメータ名を
クリックします。
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• [コードイエローエントリ遅延（Code Yellow Entry Latency）]
• [コードイエロー終了遅延カレンダー（Code Yellow Exit Latency Calendar）]
• [コードイエロー継続時間（Code Yellow Duration）]
• [最大許容イベント数（Max Events Allowed）]
• [システムスロットルのサンプルサイズ（System Throttle Sample Size）]

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

メモリスロットリングの設定

システムのメモリスロットリングを設定するには、このの手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Unified Communications Managerサーバを選択
します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 [詳細設定（Advanced）]をクリックします。

ステップ 5 [メモリスロットリングの有効化（Enable Memory Throttling）]パラメータを Trueに設定しま
す。

ステップ 6 [メモリスロットル（Memory Throttling）]領域で、追加のサービスパラメータの値を設定しま
す。パラメータのヘルプを参照するには、GUIでパラメータ名をクリックします。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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第 61 章

論理パーティション分割の設定

•論理パーティションの概要（919ページ）
•論理パーティションの設定タスクフロー（919ページ）
•論理パーティション分割の連携動作（927ページ）
•論理パーティション分割の制限事項（929ページ）

論理パーティションの概要
論理パーティショニングを使用すると、コールの分離に関する規制要件を満たす一方で、単一

のシステム上で PSTNと VoIPのコールをサポートできます。たとえば、インドの規制の制約
の下では、外部電話機で送受信されたすべてのコールは、接続の完全な長さに応じたローカル

または長距離のサービスプロバイダーによって送受信される必要があります。発信者の所在地

と電話番号に従って PSTNまたは VoIPネットワークに適切にコールをルーティングする単一
の Unified Communications Managerクラスタを作成することができます。

論理パーティション設定では、どの VoIPデバイスが相互に通信できるかを定義します。ユー
ザは、1本の PSTNと 1回線を使用して VoIPを使用していることを覚えておく必要はありま
せん。オフネットコールを行う電話機は、PSTNゲートウェイとのみ通信することができます。
VoIPおよび PSTNコールを個別に処理するために 2つのネットワークを用意するのと似てい
ますが、デュアルインフラストラクチャの費用はかかりません。

論理パーティションの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

論理パーティションの有効化論理パーティションの有効化（920ペー
ジ）

ステップ 1

地理位置情報を設定するのは、ロケー

ションの定義とそのデバイスへの割り当

地理位置情報の設定（921ページ）を行
うには、次のサブタスクを実行します。

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

ての2段階のプロセスです。また、クラ
スタ内の全デバイスが使用するデフォル

トのロケーションを設定できます。

•地理位置情報の作成（921ページ）
•地理位置情報の割り当て（922ペー
ジ）

•デフォルトの地理位置情報の設定
（922ページ）

位置情報または位置情報フィルタに関連

付けられていないデバイスのデフォルト

論理パーティション分割のデフォルト

ポリシーの設定（923ページ）
ステップ 3

ポリシーを設定します。このポリシーで

は、これらのデバイス間のPSTNコール
を許可または拒否します。

デバイスとデバイスプールをパーティ

ショニングチェックから特に除外でき

ます。

論理パーティションのチェックを回避す

るためのデバイスの設定（923ページ）
ステップ 4

論理パーティショニングでは、ロケー

ションに基づいて、各デバイスに一意の

地理位置情報フィルタの設定（924ペー
ジ）を行うには、次のサブタスクを実行

します。

ステップ 5

IDを割り当てます。1つのデバイスが
別のデバイスをコールすると、コールを•地理位置情報フィルタルールの作

成（925ページ） 許可するかどうかと、ルートが適切であ

るかを判別するために、これらの IDを
•地理位置情報フィルタの割り当て
（925ページ）

使用します。この識別子の作成に使用す

るフィールドを選択できます。たとえ
•デフォルトの地理位置情報フィルタ
の設定（926ページ）

ば、ビルディング内の部屋またはフロア

に応じて異なるポリシーを適用できま

す。

地理位置情報中のコールを許可または拒

否するための論理的なパーティショニン

論理パーティションポリシーレコード

の定義（926ページ）
ステップ 6

グポリシーのセットを定義します。地

理位置情報間のコールの続行が許可され

る前に、システムはこれらのポリシーに

基づいて指定された地理位置情報間で

コールが許可されていることを確認しま

す。

デバイスに関する位置情報をクラスタ間

で伝達する必要がある場合は、ロケー

ション伝達を設定します。

（任意）ロケーション伝達の有効化

（927ページ）
ステップ 7

論理パーティションの有効化

論理パーティション分割機能を有効化するには、この手順を使用します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [論理パーティションを有効にする（Enable Logical Parititioning）]エンタープライズパラメー
タのドロップダウンリストから [True]を選択します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

地理位置情報の設定

地理位置情報を設定するのは、ロケーションの定義とそのデバイスへの割り当ての2段階のプ
ロセスです。また、クラスタ内の全デバイスが使用するデフォルトのロケーションを設定でき

ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

地理位置情報を指定するには、地理的な

場所を設定します。この情報は、デバイ

地理位置情報の作成（921ページ）ステップ 1

スを論理パーティション分割などの規制

機能と関連付けるために使用されます。

地理位置情報は、国内の規制など、ポリ

シーの判断で使用されます。

デバイスまたはデバイスプールに地理

位置情報を割り当てます。

地理位置情報の割り当て（922ページ）ステップ 2

このクラスタ内のすべてのデバイスとデ

バイスプールのデフォルトの地理位置情

報を指定します。

デフォルトの地理位置情報の設定（922
ページ）

ステップ 3

地理位置情報の作成

システムのデバイスに割り当てる地理位置情報を作成するには、次の手順を使用します。論理

パーティションには地理位置情報を使用できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [地理位置情報の設定（Geolocation
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
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ステップ 3 地理位置情報の [名前（Name）]を入力します。

ステップ 4 [地理位置情報の設定（Geolocation Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。
フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 さらに地理位置情報を作成するには、この手順を繰り返します。

地理位置情報の割り当て

デバイスまたはデバイスプールに地理位置情報を割り当てます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、次のいずれかのメニュー項目を選択します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
• [デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]
• [デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]
• [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

•既存のデバイスまたはデバイスプールの設定を変更するには、[検索（Find）]をクリック
します。検索条件を入力し、結果のリストから既存のデバイスまたはデバイスプールを選

択します。

•新しいデバイスまたはデバイスプールを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリッ
クします。デバイスについては、必要に応じてデバイスのタイプとプロトコルを選択し、

[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 地理位置情報ドロップダウンリストから、設定した地理位置情報を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

デフォルトの地理位置情報の設定

このクラスタ内のすべてのデバイスとデバイスプールのデフォルトの地理位置情報を指定しま

す。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）]を選択します。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
922

高度なコール処理

地理位置情報の割り当て



ステップ 2 [デフォルトの地理位置情報（Default Geolocation）]ドロップダウンリストから、設定した地
理位置情報を選択します。デフォルト値は、[未指定（Unspecified）]です。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

ステップ 5 （任意）特定のデバイスまたはデバイスプールでこのデフォルトをオーバーライドする必要
がある場合は、[デバイス設定（Device Configuration）]または [デバイスプール設定（Device
Pool Configuration）]ウィンドウのいずれかに値を入力し、[保存（Save）]をクリックします。

論理パーティション分割のデフォルトポリシーの設定

位置情報または位置情報フィルタに関連付けられていないデバイスのデフォルトポリシーを設

定します。このポリシーでは、これらのデバイス間のPSTNコールを許可または拒否します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [論理パーティ
ション分割ポリシーの設定（Logical Partitioning Policy Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [論理パーティション分割ポリシーの設定（Logical Partitioning Policy Configuration）]ウィンド
ウで各フィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムの

オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

値の [許可（Allow）]が含まれていたポリシーの値が、後で [拒否（Deny）]に変更
された場合、そのポリシーは [拒否（Deny）]のままになります。逆も同様です。
前に [拒否（Deny）]に設定されていて、後で [許可（Allow）]に変更されたポリ
シーは、[許可（Allow）]になります。[Cisco Unified Reporting] > [地理位置情報ポ
リシーレポート（Geolocation Policy Report）]を使用して、重複するポリシーを特
定できます。

（注）

論理パーティションのチェックを回避するためのデバイスの設定

デバイスとデバイスプールをパーティショニングチェックから特に除外できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、次のいずれかのメニュー項目を選択します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
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• [デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]
• [デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]
• [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

•既存のデバイスまたはデバイスプールの設定を変更するには、[検索（Find）]をクリック
します。検索条件を入力し、結果のリストから既存のデバイスまたはデバイスプールを選

択します。

•新しいデバイスまたはデバイスプールを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリッ
クします。デバイスについては、必要に応じてデバイスのタイプとプロトコルを選択し、

[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 地理位置情報ドロップダウンリストから、未指定を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

地理位置情報フィルタの設定

論理パーティショニングでは、ロケーションに基づいて、各デバイスに一意の IDを割り当て
ます。1つのデバイスが別のデバイスをコールすると、コールを許可するかどうかと、ルート
が適切であるかを判別するために、これらの IDを使用します。この識別子の作成に使用する
フィールドを選択できます。たとえば、ビルディング内の部屋またはフロアに応じて異なるポ

リシーを適用できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

地理位置情報識別子を作成するために使

用するフィールドを指定するために、地

地理位置情報フィルタルールの作成

（925ページ）
ステップ 1

理位置情報フィルタを設定します。この

機能は、地理位置情報オブジェクトのサ

ブセットで、ポリシー決定を行うために

使用されます。

地理位置情報フィルタの割り当て（925
ページ）

ステップ 2

デフォルトの地理位置情報フィルタエン

タープライズパラメータを設定して、ク

デフォルトの地理位置情報フィルタの設

定（926ページ）
ステップ 3

ラスタのデフォルトの地理位置情報フィ

ルタを指定します。このパラメータは、

地理位置情報が関連付けられていないす

べてのデバイスおよびデバイスプールの

デフォルトの地理位置情報フィルタ設定

を決定します。
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地理位置情報フィルタルールの作成

論理パーティション分割の決定に使用できる地理位置情報フィルタを作成するには、この手順

を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [地理位置情報フィルタ
（Geolocation Filter）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 フィルタの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。

ステップ 4 論理パーティション分割の決定に使用する項目に対応するチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [地理位置情報フィルタの設定（Geolocation Filter Configuration）]ウィンドウで各フィールドを
設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを

参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 これらの手順を繰り返して、追加の地理位置情報フィルタを作成します。

地理位置情報フィルタの割り当て

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、次のいずれかのメニュー項目を選択します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
• [デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]
• [デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]
• [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

•既存のデバイスまたはデバイスプールの設定を変更するには、[検索（Find）]をクリック
します。検索条件を入力し、結果のリストから既存のデバイスまたはデバイスプールを選

択します。

•新しいデバイスまたはデバイスプールを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリッ
クします。デバイスについては、必要に応じてデバイスのタイプとプロトコルを選択し、

[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 地理位置情報フィルタドロップダウンリストから、設定した地理位置情報を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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デフォルトの地理位置情報フィルタの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [デフォルトの地理位置情報（Default Geolocation）]ドロップダウンリストから、設定した地
理位置情報を選択します。デフォルト値は、[未指定（Unspecified）]です。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

ステップ 5 （任意）特定のデバイスまたはデバイスプールでこのデフォルトをオーバーライドする必要
がある場合は、[デバイス設定（Device Configuration）]または [デバイスプール設定（Device
Pool Configuration）]ウィンドウのいずれかに地理位置情報フィルタのデフォルト値を入力し、
[保存（Save）]をクリックします。

論理パーティションポリシーレコードの定義

地理位置情報中のコールを許可または拒否するための論理的なパーティショニングポリシーの

セットを定義します。地理位置情報間のコールの続行が許可される前に、システムはこれらの

ポリシーに基づいて指定された地理位置情報間でコールが許可されていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [論理パーティションポリシーの設定（Logical Partitioning
Policy Configuration）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

•既存の論理パーティションポリシーの設定を変更するには、[検索（Find）]をクリックし
ます。検索条件を入力し、結果のリストから既存の論理パーティションポリシーを選択し

ます。

•新しい論理パーティションポリシーを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリック
します。

ステップ 3 [論理パーティションポリシーの設定（Logical Partitioning Policy Configuration）]ウィンドウの
各フィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオン

ラインヘルプを参照してください。
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ポリシーに設定値を指定せずに空欄のままにした場合、ブランクの地理位置情報ポ

リシーになります。論理パーティション分割が空欄になっている特定のデバイスタ

イプに対して論理ポリシーを設定すると、Unified Communications Managerによっ
て、設定されたデバイスタイプにポリシーの値（[許可（Allow）]または [拒否
（Deny）]）が追加されます。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ロケーション伝達の有効化

ロケーション伝達は、クラスタ間で地理位置情報を共有できるようにするためのオプションの

設定です。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択しま
す。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•既存のトランクを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。
• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいトランクを設定します。

ステップ 3 [トランクの設定]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細
については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [位置情報]領域で、地理位置情報と地理位置情報フィルターを選択します。

ステップ 5 場所の伝達を有効にするには、 [地理位置情報を送信する]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

論理パーティション分割の連携動作
表 78 :論理パーティション分割の連携動作

連携動作機能

論理パーティション分割は、次の状況では行われません。

•すべての参加者が VoIP電話機である場合。

•位置情報と位置情報フィルタがどのデバイスにも関連付けられて
いない場合。

アドホック会議、参

加、複数ライン同時通

話機能、不在転送、

コール転送
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連携動作機能

論理パーティション分割は、次の状況では行われません。

•発信側と着信側の両方のデバイスが VoIP電話機であるときに、
論理パーティションポリシーチェックが無視される場合。

• C割り込み/割り込みの参加者の場合、論理パーティションポリ
シーチェックが存在せず、論理パーティション拒否シナリオを

防止できません。

割り込み、C割り込
み、およびリモート再

開

論理パーティション分割は、次の状況では行われません。

•位置情報または位置情報フィルタが、参加するデバイスに関連付
けられていない場合。

•デュアルモードの電話機を使用するとき、論理パーティション
分割サポートはありません。

Cisco Unified Mobility

論理パーティション分割は、次の状況では行われません。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられてい
ないときに、処理が発生しない場合。

•参加しているすべてのデバイスが VoIP電話機であるときに、処
理が発生しない場合。

CTI処理

論理パーティション分割は、次の状況では行われません。

•地理位置情報または地理位置情報フィルタが、Cisco Extension
Mobilityにログインする VoIP電話機にも、発信側と着信側のデ
バイスにも関連付けられない場合。

• Cisco Extension MobilityにログインするVoIP電話機がコールする
か、または VoIP電話機からのコールを取得する場合。

エクステンションモビ

リティ

論理パーティション分割は、次の状況では行われません。

•すべての参加者が VoIP電話機であるときに、処理が発生しない
場合。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられてい
ないと、そのデバイスに対してポリシーチェックが実行されな

い場合。

Meet-Me会議
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連携動作機能

論理パーティション分割は、次の状況では行われません。

•発信側と着信側の両方のデバイスが VoIP電話機であるときに、
処理が発生しない場合。

•すべてのデバイスに位置情報と位置情報フィルタの両方を関連付
ける必要がある場合。デバイスに位置情報も位置情報フィルタも

関連付けられていない場合、処理は発生しません。

ルートリストおよびハ

ントパイロット

論理パーティション分割は、次の状況では行われません。

•発信側と着信側の両方のデバイスが VoIP電話機であるときに、
処理が発生しない場合。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられてい
ないときに、処理が発生しない場合。

共有回線

論理パーティション分割の制限事項
表 79 :論理パーティション分割の制限事項

説明制限事項

Barge/cBargeは発生しません。コールインスタンスが削除されます。

C割り込み/割り込みの参加者の場合、論理パーティションポリシー
チェックが存在せず、論理パーティション拒否シナリオを防止できま

せん。

割り込み/C割り込み

論理パーティションポリシーでは、BLFプレゼンス通知はチェック
されません。

BLFプレゼンス

Cisco Extension Mobilityが別の位置情報の電話機にログインする場合、
ローカルルートグループが設定されているときに、発信PSTNコール
が発生する可能性があります。着信PSTNコールは電話機に対して発
信されませんが、リオーダー音を受信します。

Cisco Extension Mobility

システムは、Cisco Unified MeetingPlaceまたはCisco Unified MeetingPlace
Expressに関連するコールの論理パーティション機能をサポートして
いません。

Cisco Unified
MeetingPlace

会議チェーンで会議をまたぐ参加者に対して論理パーティション

チェックがサポートされない。

たとえば、ミートミーおよびアドホックの会議チェーンには、論理

パーティション拒否の参加者が参加できます。

会議

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
929

高度なコール処理

論理パーティション分割の制限事項



説明制限事項

Cisco Unified Communications Managerは、H.225ゲートキーパー制御
のトランク経由で位置情報を通知しない。

H.225ゲートキーパー
制御トランク

Cisco Unified Communications Managerは、塵位置情報を H.323または
MGCPゲートウェイに通知しない。

SIPトランクのチェックボックスに基づいて、SIPゲートウェイへの
通信を無効にすることができます。

323およびMGCPゲー
トウェイ

携帯電話でコールに応答すると、論理パーティション拒否処理が実行

されます。

コールが携帯電話に発信される前に、論理パーティションポリシー

チェックは発生しません（基本SNRコールの場合には発生します）。
システムは、携帯電話がコールに応答した後、論理パーティション分

割ポリシーを確認します。

モビリティ携帯電話

ピックアップ

Q.SIGプロトコルを使用したクラスタ間トランク (ICT)は、発信者ま
たは受信側デバイスの地理位置情報を通信することを許可されていま

せん。Q.SIGトンネル化プロトコルが選択されたときには、「[地理位
置情報の送信]」の ICT設定が無効になります。

QSIGクラスタ間トラ
ンク

IOS H.323ゲートウェイおよび SIPゲートウェイでは、コールの接続
がリリースされても、論理パーティションポリシーにより、リオー

ダー音が発生しません。

リオーダー音

論理パーティションが制限されるシナリオでは、ある機能によって共

有回線コールが許可カテゴリに移動される場合でも、共有回線はコー

ル期間中にアクティブコール情報をドロップします。

共有回線アクティブ

コール

この位置情報を受信する論理パーティション対応クラスタで実行され

る論理パーティションポリシーチェックでは、ポリシーが拒否される

と、コールがキャンセルされることがあります。

User Agent Server;ユー
ザエージェントサー

バ
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第 62 章

ロケーション認識の設定

•場所の認識の概要（931ページ）
•場所の認識の前提条件（934ページ）
•ロケーション認識の設定タスクフロー（934ページ）
•場所の認識制限（939ページ）

場所の認識の概要

ロケーション認識に対するMerakiアクセスポイントのサポートは、リリース 12.5(1)SU6以降
およびリリース 14SU1以降にのみ適用されます。

重要

ロケーション認識によって、管理者は企業ネットワークに接続している電話の接続元となる物

理的な場所を決定できます。ワイヤレスネットワークの場合は、ワイヤレスアクセスポイント

インフラストラクチャと、それらのアクセスポイントに現在関連付けられているモバイルデバ

イスを表示できます。有線ネットワークの場合は、イーサネットスイッチインフラストラク

チャを表示して、どのデバイスが現在それらのスイッチに接続しているか確認できます。これ

により、コールが配置された建物、階、およびキューブを特定できます。

ネットワークインフラストラクチャは、Cisco Unified CM Administration > Advanced Features >
Device Location Tracking Services > Switches and Access Points > Find and List Switches and
Access Pointsウィンドウから表示できます。

この機能は、Unified Communications Managerデータベースを次の情報を使用して動的に更新し
ます。

•各インフラストラクチャデバイスの、IPアドレス、BSSID情報 (該当する場合)を含むス
イッチや、ワイヤレスアクセスポイントなどのネットワークインフラストラクチャデバイ

ス

•各インフラストラクチャデバイスに関連付けられているエンドポイント (以下を含む)

•ワイヤレスネットワークの場合は、ワイヤレスアクセスポイントに現在関連付けられ
ているデバイスのリスト。
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•有線ネットワークの場合は、イーサネットスイッチに現在接続されているデバイスと
デバイスタイプのリストが表示されます。

Cisco Emergency Responder統合

場所の認識により、Cisco Emergency Responderなどの統合アプリケーションが、緊急コールを
発信したユーザの物理的な場所を特定するのに役立ちます。位置認識が有効になっている場

合、Cisco Emergency Responderは、新しいワイヤレスアクセスポイントに関連付けられたモバ
イルデバイス、または新しいイーサネットスイッチに接続されているデスク電話機との間のイ

ンフラストラクチャの関連付けに新しいデバイスを学習します。

Cisco Emergency Responderを初めて起動すると、現在のデバイスの Unified Communications
Managerデータベースとネットワークインフラストラクチャの関連付けが照会されます。2分
おきに、Cisco Emergency Responderは、既存の関連付けが更新されていないかどうかを確認し
ます。そのため、モバイルの発信者が移動中に緊急コールを受信した場合でも、CiscoEmergency
Responderは、発信者の物理的な場所を迅速に判断し、適切な建物、階、またはキューブに緊
急サービスを送信できます。

ワイヤレスネットワークの更新

ワイヤレスインフラストラクチャのロケーション認識を有効にするには、UnifiedCommunications
Managerで、Cisco Wireless LANコントローラと同期するように設定します。Unified
Communications Managerと最大 50台のコントローラを同期できます。同期プロセス中に、
Unified Communications Managerは、そのコントローラが管理しているアクセスポイントイン
フラストラクチャでデータベースを更新します。Cisco Unified CM管理者は、各アクセスポイ
ントに関連付けられているモバイルクライアントのリストを含む、ワイヤレスアクセスポイン

トのステータスを表示できます。

モバイルクライアントがアクセスポイント間を移動すると、エンドポイントからの SIPおよ
び SCCPシグナリングが、新しいデバイスとアクセスポイントの関連付けを Unified
Communications Managerに伝達し、Unified Communications Managerがデータベースを更新しま
す。また、Cisco Emergency Responderは、新しいエンドポイントが関連付けを変更したときに
数分ごとに Unified Communications Managerデータベースに照会することによって、新しい関
連付けについて学習します。そのため、モバイルクライアントが緊急コールを発信すると、

Cisco Emergency Responderは、そのコールを配置したユーザの物理的な場所に関する正確な情
報を保持します。

ワイヤレスアクセスポイントコントローラの定期的な同期スケジュールがある場合、Unified
CommunicationsManagerは、各同期の後にデータベースからのアクセスポイントを動的に追加
または更新します。

バルク管理を使用してアクセスポイントを挿入する

サードパーティ製のワイヤレスアクセスポイントコントローラを使用している場合、または

シスコの主要インフラストラクチャからアクセスポイントをエクスポートする場合は、一括管

理ツールを使用して、CSVファイルからのワイヤレスアクセスポイントインフラストラク
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チャを Unified Communications Managerデータベースに一括挿入することができます。一括挿
入後、モバイルデバイスから次の場所を更新すると、現在のアクセスポイントの関連付けに

よってデータベースが更新されます。

ただし、一括管理では、新しいアクセスポイントがワイヤレスネットワークに追加されたとき

にアクセスポイントインフラストラクチャを動的に更新することはできません。モバイルコー

ルが、一括挿入後に追加されたアクセスポイントを使用して配置された場合、そのアクセス

ポイントはデータベース内のレコードを持たないため、Unified Communications Managerは新し
いアクセスポイントの BSSIDと一致しなくても、インフラストラクチャをマークすることに
なります。ワイヤレスデバイスの場合は、未識別 APとして使用されます。

一括管理ツールの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド』
の「インフラストラクチャデバイスの管理」の章を参照してください。

有線ネットワークの更新

有線インフラストラクチャについてロケーション認識を有効にするために何も設定する必要は

ありません。機能は自動的に有効になります。

有線電話を登録する際、電話機と Cisco Unified Communications Managerの間のシグナリングに
よって、スイッチインフラストラクチャでデータベースが動的に更新されます。Cisco Unified
CM Administrationでの会社のスイッチインフラストラクチャに関する詳細を、特定のスイッ
チに接続されている電話機のリストも含め表示できます。

モバイルデバイスと異なり、有線デバイスは、通常、1つのスイッチから別のスイッチにロー
ミングしません。会社内で従業員が席を替わったときなどに起こり得る、電話機が移動しない

場合は、電話機が新しいロケーションから再登録されると、新しいスイッチ情報でデータベー

スが更新されます。Cisco Unified Communications Managerで、新しいスイッチは移動された電
話を接続されたエンドポイントとして表示されます。

スイッチが廃止され、ネットワークインフラストラクチャから削除される場合、そのスイッチ

は、Cisco Unified Communications Manager内で見えたままです。インフラストラクチャのビュー
から古いスイッチを削除するには、[アクセスポイントとスイッチの設定（Access Point and
Switch Configuration）]ウィンドウで非アクティブ化する必要があります。

ロケーション認識をサポートするエンドポイント

次のエンドポイントは、位置認識によるトラッキングをサポートしています。

• Cisco Uniifed Wireless IP Phone 7925G

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7921G-EX

• Cisco Unified Wireless IP Phone 7926G

• Cisco Jabberクライアント: 12.5 (1) SU1でサポートされています。

• Cisco Wireless IP Phone 8821：12.5(1)SU1でサポート

• Webexアプリ：12.5(1)SU1でサポート
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これらのエンドポイントは、BSSIDなどの上流のインフラストラクチャ情報を、Cisco Unified
Communications Managerに提供します。Cisco Emergency Responderは、AXLの変更通知を介し
て、関連付けられたアクセスポイントを使用してデバイスを追跡できます。

デバイスのトラッキングを動作させるには、ワイヤレスアクセスポイントを Cisco Unified
Communications Managerで定義する必要があります。これを行うには、ワイヤレスアクセスポ
イントコントローラを同期するか、または一括管理を使用してワイヤレスアクセスポイントイ

ンフラストラクチャをインポートします。

場所の認識の前提条件
この機能を使用すると、複数の Cisco Wireless LANコントローラを使用して、Cisco Unified
Communications Managerデータベースを同期することができます。また、Cisco Wireless LAN
Controllerハードウェア、およびアクセスポイントのインフラストラクチャもセットアップす
る必要があります。詳細については、コントローラのドキュメンテーションを参照してくださ

い。

ロケーション認識の設定タスクフロー
Cisco Unified Communications Managerでロケーション認識をセットアップするには、次のタス
クを実行します。

始める前に

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Serviceabilityで、ロケー
ション認識機能をサポートするサービス

を開始します。

ワイヤレスインフラストラクチャの同期

のためのサービスの開始（935ページ）
ステップ 1

データベースとワイヤレスアクセスポ

イントコントローラを同期します。同

ワイヤレスアクセスポイントコント

ローラの設定（935ページ）
ステップ 2

期すると、無線インフラストラクチャが

データベースにインポートされます。

自動更新の同期スケジュー

ルをセットアップします。

ヒント

（省略可）Cisco Prime Infrastructureの無
線インフラストラクチャを追加するか、

インフラストラクチャデバイスの挿入

（936ページ）
ステップ 3

またはサードパーティのワイヤレスLAN
コントローラを使用している場合は、一
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目的コマンドまたはアクション

括管理を使用して、CSVファイルでデー
タベースを更新します。

このメソッドを使用して、

自動更新をセットアップす

ることはできません。

（注）

（省略可）同期内容に追跡を望まないア

クセスポイントが含まれている場合（た

インフラストラクチャデバイストラッ

キングの非アクティブ化（938ページ）
ステップ 4

とえば同期することでラボのアクセス

ポイントが制御される場合）は、アクセ

スポイントを非アクティブにできるた

め、Cisco Unified Communications
Managerがアクセスポイントの更新を追
跡することはありません。

ワイヤレスインフラストラクチャの同期のためのサービスの開始

場所認識機能をサポートするために、Cisco Wireless LANコントローラとの同期をサポートす
るサービスを開始するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityにログインして、[ツール（Tools）] > [サービスの開始（Service
Activation）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。

ステップ 3 次のサービスがオンになっていることを確認します。

• Cisco CallManager
• Cisco AXL Web Service
• Cisco Wireless Controller Synchronizationサービス

ステップ 4 （省略可）一括管理を使用して CSVファイルからネットワークインフラストラクチャをイン
ポートする場合、[一括プロビジョニングサービス（Bulk Provisioning Service）]がオンになっ
ていることを確認します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ワイヤレスアクセスポイントコントローラの設定

次の手順を使用して、データベースを Ciscoワイヤレスアクセスポイントコントローラと同期
します。同期プロセス中に、Unified Communications Managerは、そのコントローラが管理して
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いるアクセスポイントインフラストラクチャでデータベースを更新します。最大で 50のワイ
ヤレスアクセスポイントコントローラを追加できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[詳細機能（Advanced Features）] > [デバイスの位置のト
ラッキングサービス（Device Location Tracking Services）] > [ワイヤレスアクセスポイント]
を選択します。

ステップ 2 設定するコントローラを選択します。

• [検索（Find）]をクリックして、既存のコントローラを編集するコントローラを選択しま
す。

•新しいコントローラを設定するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 名前フィールドに、コントローラの IPアドレスまたはホスト名を入力します。

ステップ 4 コントローラの説明を入力します。

ステップ 5 次の手順を実行して、コントローラーへの SNMPメッセージに使用される SNMP設定を行い
ます。

a) [SNMPバージョン（SNMP Version）]ドロップダウンリストから、コントローラで使用す
る SNMPバージョンプロトコルを選択します。

b) 残りのSNMP認証フィールドに入力します。フィールドとその設定オプションの詳細につ
いては、オンラインヘルプを参照してください。

c) [SNMP設定のテスト（Test SNMP Settings）] をクリックし、入力した SNMP設定が有効で
あることを確認します。

ステップ 6 スケジュールされた同期を設定して、データベースを定期的に更新する場合は、次のようにし
ます。

a) [スケジュール同期を有効にしてインフラストラクチャデバイスを検出する（Enable
scheduled synchronization to discover Infrastructure Devices）]をチェックします。

b) [すべての再同期を実行してください]フィールドで、同期スケジュールを作成します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 8 （任意）データベースをすぐに更新するには、[同期 (Synchronize)]をクリックします。

（省略可）同期によって、管理する必要のないアクセスポイント (たとえば、使用中でないラ
ボ機器やアクセスポイント)がプルされた場合、そのアクセスポイントをトラッキングから削
除できます。

インフラストラクチャデバイスの挿入

次の手順を使用して、CSVファイルから Unified Communications Managerデータベースにワイ
ヤレスアクセスポイントインフラストラクチャを一括インポートします。この手順を使用し

て、Cisco Prime Infrastructureからエクスポートされた CSVファイルをインポートしたり、ま
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たはサードパーティワイヤレスアクセスポイントコントローラからアクセスポイントをイン

ポートしたりできます。

始める前に

次に列挙する列を含む、カンマ区切り値（CSV）形式のデータファイルが必要です。

•アクセスポイントまたはスイッチ名

• IPv4アドレス

• IPv6アドレス

• BSSID：ワイヤレスアクセスプロトコル（WAP）インフラストラクチャデバイスの場合
に必要

•説明：場所識別子、スイッチタイプと場所の組み合わせ、または他の意味のある識別子

IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を定義することも、どちらか一方だけを定義することも
できます。

（注）

BSSID値に関しては、アクセスポイントを一意に識別する、0で終わる BSSIDマスクを入力
します（アクセスポイント上の個々のチャネルの BSSIDとは異なります）。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [インフラストラクチャデバイス（Infrastructure Device）] >
[インフラストラクチャデバイスの挿入（Insert Infrastructure Device）]の順に選択します。
[インフラストラクチャデバイス設定の挿入（Insert Infrastructure Device Configuration）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]フィールドで、このトランザクション用に作成した CSVデータ
ファイルを選択します。

ステップ 3 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

デフォルトの説明は、[インフラストラクチャデバイスの挿入（Insert Infrastructure Device）]で
す。

ステップ 4 ジョブを実行するタイミングを次のように選択します。

•すぐにジョブを実行する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]ラジオボタンを選択
します。

•後でジョブを実行する場合は、[後で実行（Run Later）]ラジオボタンを選択します。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
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すぐにジョブを実行するように選択した場合は、ジョブが実行されます。

ステップ 6 後でジョブを実行するように選択した場合は、ジョブを実行するタイミングをスケジュールし
ます。

a) [一括管理（Bulk Administration）] > [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]を選択しま
す。

b) [検索（Find）]をクリックして、さきほど作成したジョブを選択します。
c) [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]ウィンドウで、ジョブを実行するタイミングをス
ケジュールします。

d) [保存（Save）]をクリックします。
スケジュールされた時刻に、ジョブが実行されます。

インフラストラクチャデバイストラッキングの非アクティブ化

同期に、トラッキングする必要のないアクセスポイントまたはスイッチが含まれている場合

(たとえば、使用されていないラボ機器またはアクセスポイントで同期をプルする場合)は、ア
クセスポイントを非アクティブ化したり、追跡から切り替えたりすることができます。このア

クセスポイントまたはスイッチのステータスは、Unified Communications Managerによって更新
されません。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[詳細機能（Advanced Features）] > [デバイスの位置のト
ラッキングサービス（Device Location Tracking Services）] > [スイッチとアクセスポイント
（Switches and Access Points）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、追跡を停止するスイッチまたはアクセスポイントを選択しま
す。

ステップ 3 [選択項目の非アクティブ化（Deactivate Selected）]をクリックします。

関連資料

システムの設定が完了し、システムが稼動している場合は、次の章のタスクを使用して、イン

フラストラクチャを継続的に管理することができます。

詳細については、『Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager and IM and
Presence Service』の「インフラストラクチャの管理」を参照してください。
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場所の認識制限

連携動作と制限事項機能

ロケーション認識機能は、Merakiアクセスポイントをサポー
トしていません。

Merakiアクセスポイント
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第 63 章

フレキシブルDSCPマーキングおよびビデ
オプロモーションの設定

•フレキシブル DSCPマーキングとビデオプロモーションの概要（941ページ）
•ユーザに対するカスタム QoSの設定（942ページ）
•トラフィッククラスラベル（943ページ）
• DSCP設定の設定タスクフロー（943ページ）
•フレキシブル DSCPマーキングとビデオプロモーションの連携動作（948ページ）
•フレキシブル DSCPマーキングおよびビデオプロモーションの制約事項（949ページ）

フレキシブル DSCPマーキングとビデオプロモーション
の概要

デバイスおよびアプリケーションは、DiffServコードポイント（DSCP）マーキングを使用し、
IP通信のQuality of Service（QoS）処理を示します。たとえば、デスクトップビデオエンドポ
イントはビデオメディアストリームにマルチメディア会議 AF41マーキングを使用し、その
一方、高解像度のビデオルームシステムはリアルタイムインタラクティブ CS4マーキングを
使用することがあります。アプリケーションが同じタイプのアプリケーションとの間で IP通
信を送受信するとき、DSCPマーキングは対称であり、それぞれのアプリケーションが送受信
する IP通信の QoS処理は同じです。ただし、アプリケーションが異なるタイプのアプリケー
ションとの間でメディアを送受信する場合には、DSCPマーキングは非対称であり、それぞれ
のアプリケーションが送受信する IP通信の QoS処理は一貫しません。たとえば、ビデオルー
ムシステムがデスクトップビデオエンドポイントから受信する QoS処理は、ビデオルーム
システムで必要とされる品質をサポートするには不十分であることがあります。

デバイスやアプリケーションは、確立されたセッション中に十分な帯域幅を確保するため、

コールアドミッション制御（CAC）に従います。確立されたセッションによって利用される
帯域幅は、セッションの開始時と終了時に更新されます。新しいセッションを確立しようとす

る際、そのセッションによって利用可能な帯域幅を超える場合には、そのセッションがブロッ

クされます。利用可能な帯域幅は、デバイスや異なるタイプのアプリケーションごとに個別に

追跡できます。たとえば、ビデオメディアストリームを送受信するデスクトップビデオエン
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ドポイントと高解像度ビデオルームシステムについて、帯域幅を個別に追跡することができ

ます。

同じタイプのデバイスやアプリケーションが通信を送受信すると、各方向で同じタイプの帯域

幅削減が行われます。ただし、異なるタイプのデバイスやアプリケーションが通信を送受信す

る場合には、各方向で異なるタイプの帯域幅削減を行う必要があります。また帯域幅削減の量

は、IPネットワークの通常の動作を反映し、通常、計画的に対称となります。その結果、異な
るタイプのデバイスやアプリケーションが通信を送受信すると、帯域幅削減の合計が、実際に

利用されているネットワーク量の最大2倍にまで達することがあります。帯域幅におけるこの
計算の不一致により、新しいセッションを確立しようとしても、不必要にブロックされてしま

うことがあります。

フレキシブル DSCPマーキングとビデオプロモーション機能を使用すると、ビデオプロモー
ションポリシーを設定して、帯域幅アカウンティングの不整合を調整し、より好ましい CAC
および QoSの取り扱いを受信するアプリケーションが優先されます。たとえば、デスクトッ
プビデオエンドポイントと高解像度ビデオルームシステムの間のセッションがビデオルーム

システムを優先して調整される場合、その調整はデスクトップビデオエンドポイントのプロ

モーションと見なされます。

異なるタイプのデバイスとアプリケーションの間で調整が行われている場合、調整で優先され

ているアプリケーションのタイプについてのみ帯域幅が削減されます。このタイプの承認対象

のセッションに対して充分な帯域幅がある場合には、調整で優先されていないタイプのデバイ

スまたはアプリケーションは、使用するDSCPマーキングを、調整で優先されるタイプのアプ
リケーションで使用されるマーキングに変更するように指示を受けます。たとえば、デスク

トップビデオエンドポイントが、高解像度ビデオルームシステムとのセッションでプロモー

トされると、そのデスクトップビデオエンドポイントがビデオルームシステムと同じタイプ

のアプリケーションであるものとして帯域幅計算が行われます。デスクトップビデオエンド

ポイントは、その DSCPマーキングを、ビデオルームシステムで使用されるものに変更する
ように指示を受けます。QoS処理は両方向において一致します。帯域幅は、ビデオルームシ
ステムと同じタイプのデバイスやアプリケーションの間のセッションに対して削減され、デス

クトップビデオエンドポイントと同じタイプのデバイスやアプリケーションの間のセッショ

ンに対しては削減されません。

フレキシブル DSCPマーキングとビデオプロモーション機能がアクティブになっていると、
UnifiedCommunicationsManagerは、ネゴシエートされた各メディアストリームを示すトラフィッ
ククラスラベルをデスクトップビデオデバイスに動的に伝達します。

ユーザに対するカスタム QoSの設定
SIPプロファイル内の [サービス品質（QoS）（Quality of Service (QoS)）]設定をカスタマイズ
して、それらの設定をユーザに適用することができます。[SIPプロファイル設定（SIP Profile
Configuration）]ウィンドウは、次の QoS設定で拡張されています。

•オーディオとビデオストリームのカスタム DSCP値

•オーディオとビデオストリームのカスタム UDPポート範囲
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オーディオとビデオのカスタム DSCP値

SIPプロファイル内のオーディオとビデオコール用DSCP値を設定し、そのプロファイルを使
用する SIP電話に適用できます。[SIPプロファイル設定（SIP Profile Configuration）]ウィンド
ウには、次のタイプのコール用にカスタム DSCPの設定が含まれています。

•音声通話

•ビデオコール

•ビデオコールの音声部分

• TelePresenceコール

• TelePresenceコールの音声部分

営業チームや CEOなど、大半の従業員よりも QoSの優先順位の高い設定を必要とする一団が
社内にいる場合、SIPプロファイル設定を使用して、これらのユーザのカスタム DSCP値を設
定できます。SIPプロファイル内の設定は、対応するクラス全体のサービスパラメータ設定を
上書きします。

オーディオとビデオのカスタム UDPポート範囲

SIPコールのオーディオストリームとビデオストリームに対して、個々に UDPポート範囲を
設定できます。通常、ビデオにはオーディオよりもかなり多くの帯域幅が必要であるため、メ

ディアのタイプごとに専用のポート範囲を使用することで、ネットワーク帯域幅の管理を簡素

化できます。また、オーディオストリームが広帯域幅のビデオストリームから分離された専

用チャネルを持つことを保証することにより、オーディオストリームの劣化を防ぐことができ

ます。

SIPファイルの [メディアポート範囲（Media Port Ranges）]フィールドを設定すれば、この設
定を [オーディオとビデオに個別のポート範囲（Separate Port Ranges for Audio and Video）]に
適用できます。SIPプロファイルを電話に関連付けて、設定を電話に適用できます。

トラフィッククラスラベル
フレキシブル DSCPとビデオプロモーション機能は、ビデオプロモーションポリシーに基づ
き、トラフィッククラスラベル（TCL）を使用して動的に SIPエンドポイントを指示し、そ
の DSCPをコールごとにマークします。TCLはメディア回線ごとに定義された SIP Session
Description Protocol（SDP）属性のため、TCLとその関連 DSCPマーキングは、ビデオコール
のオーディオメディア回線とビデオメディア回線で異なることがあります。ビデオコールの

オーディオストリームとビデオストリームに異なる DSCPマーキングを選択できます。

DSCP設定の設定タスクフロー
次のタスクを実行して、ネットワークのDSCP値とビデオプロモーションポリシーを設定しま
す。
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手順

目的コマンドまたはアクション

さまざまなタイプのビデオを処理するビ

デオプロモーションポリシーを設定しま

す。

フレキシブルDSCPマーキングおよびビ
デオプロモーションポリシーの設定

（944ページ）

ステップ 1

御社に社内の他のユーザよりも高い優先

順位を必要とするユーザが存在する場合

ユーザのカスタム QoSポリシーの設定
（946ページ）

ステップ 2

は、オーディオストリームとビデオスト

リームのカスタムDSCP値を含むSIPプ
ロファイルを設定します。たとえば、社

内に高い優先順位を必要とする電話営業

部隊または CEOがいる場合は、それら
のユーザの電話機にカスタマイズされた

SIPプロファイルを適用できます。

フレキシブルDSCPマーキングおよびビデオプロモーションポリシー
の設定

以下の手順に従いさまざまなタイプのビデオを処理するビデオプロモーションポリシーを設定

します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ(Server)]ドロップダウンリストから、パラメータを設定するサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストで、[Cisco CallManager（アクティブ）（Cisco
CallManager (Active)）]サービスを選択します。

サービスが「Active」と表示されていない場合は、そのサービスを Cisco Unified Serviceability
でアクティブにします。

ステップ 4 デスクトップビデオエンドポイントをイマーシブビデオエンドポイントにプロモートするビデ
オプロモーションポリシーを設定するには、Use Video BandwidthPool for Immersive Video
Callsパラメータを [False]に設定し、Video Call QoS Marking Policyパラメータを [Promote to
Immersive]に設定します。

ステップ 5 パラメータを設定するには、 [サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィ
ンドウで該当の領域にスクロールし、パラメータ値を更新します。サービスパラメータとその

設定オプションの詳細については、「フレキシブル DSCPマーキングおよびビデオプロモー
ションサービスパラメータ（945ページ）」を参照してください。
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ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

フレキシブル DSCPマーキングおよびビデオプロモーションサービスパラメータ

サービスパラメータについては、パラメータ名をクリックするか、[サービスパラメータ設定
(Service Parameter Configuration)]ウィンドウに表示される疑問符（?）アイコンをクリックし
てください。

（注）

表 80 :フレキシブル DSCPマーキングおよびビデオプロモーションサービスパラメータ

説明パラメータ

サービスパラメータのこのセクションには、さまざまなオーディオお

よびビデオコールタイプのクラスタ全体の DSCP値が含まれていま
す。これには、音声通話の DSCP、ビデオコールのオーディオ部分、
TelePresenceコール、TelePresenceコールのオーディオ部分などさまざ
まなオーディオとビデオコールが含まれています。

別途、シスコのサポートエンジニアからの指示がない限り、これらの

パラメータをデフォルトのままにしておくことを強く推奨します。

クラスタ全体のパラ

メータ（システム -
QoS）

クラスタ全体のパラ

メータ (コールアド
ミッションコントロー

ル)

このパラメータを使用すると、デスクトップビデオエンドポイント

と Cisco TelePresenceイマーシブビデオエンドポイントの間の帯域幅
割り当ての不一致をイマーシブエンドポイントを優先して調整する

ように、Promote to Immersiveポリシーを設定できます。プロモーショ
ンが実行されると、オーディオおよびビデオ帯域幅はイマーシブ帯域

幅プール割り当てから予約されます。Promote to Immersiveポリシー
は、フレキシブル DSCPマーキングをサポートするイマーシブビデ
オデバイスとデスクトップビデオデバイスの間のコールでのみ適用

されます。

Video Call QoS Marking
Policy

[Clusterwide Parameters (System - Location and Region)]

このパラメータは、リージョンとそれ自体の関係の [リージョンの設
定(Region Configuration)]ウィンドウで、最大イマーシブビデオコー
ルビットレートとして [システムデフォルトの使用(UseSystemDefault)]
オプションが選択された場合に、特定のリージョン内の各イマーシブ

ビデオコールのデフォルトの最大合計ビットレートを指定します。

Default Intraregion Max
Immersive Video Call
Bit Rate（Includes
Audio）
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説明パラメータ

このパラメータは、そのリージョンと別のリージョンの関係の [リー
ジョンの設定(Region Configuration)]ウィンドウで、最大イマーシブ
ビデオコールビットレートとして [システムデフォルトの使用(Use
System Default)]オプションが選択された場合に、特定のリージョン
と別のリージョンの間の各イマーシブビデオコールのデフォルトの

最大合計ビットレートを指定します。

Default Interregion Max
Immersive Video Call
Bit Rate（Includes
Audio）

このパラメータは、Unified Communications Managerがイマーシブビ
デオコールのデスクトップビデオ帯域幅プールから帯域幅を予約す

るかどうかを指定します。

Use Video
BandwidthPool for
Immersive Video Calls

ユーザのカスタム QoSポリシーの設定
次のタスクを実行して、ユーザのカスタムサービス品質 (QoS)ポリシーを設定します。電話の
セールスや CEOなど、社内のそれ以外の人々と異なる QoS要件を持つユーザがいる場合は、
カスタムポリシーを適用することができます。

手順

目的コマンドまたはアクション

オーディオおよびビデオストリームのカ

スタマイズされた DSCP値と UDPポー
カスタム QoS設定を SIPプロファイル
で設定する（946ページ）

ステップ 1

ト範囲を使用して、SIPプロファイルを
設定します。

電話機に SIPプロファイルを適用しま
す。SIPプロファイルのDSCP設定は、

電話機へのカスタム QoSポリシーの適
用（947ページ）

ステップ 2

DSCPクラスタ全体のサービスパラメー
タ設定を上書きします。

カスタム QoS設定を SIPプロファイルで設定する

この SIPプロファイルを使用する電話機に対して、カスタム DSCP値と UDPポート範囲を設
定します。これらの設定を使用して、ネットワーク内の特定の電話機とユーザに適用できる

QoSポリシーをカスタマイズできます。営業または CEOなど、社内の特定のユーザに特定の
QoS設定を適用する場合は、この方法を使用することができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。
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ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

•既存の SIPプロファイルを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。
•新しい SIPプロファイルを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [メディアポートの範囲（Media Port Ranges）]フィールドで、オーディオメディアおよびビデ
オメディアの両方に対応する単一のUDPポート範囲、またはオーディオストリームおよびビ
デオストリームそれぞれに対応するポート範囲のどちらを割り当てるかを選択します。

•オーディオメディアおよびビデオメディアに 1つのポート範囲を設定するには、[開始メ
ディアポート（Start Media Port）]および [終了メディアポート（Stop Media Port）]フィー
ルドにポート範囲を入力します。有効なポートは 2048～ 65535です。

•オーディオストリームおよびビデオストリームにそれぞれポート範囲を設定する場合は、
[開始メディアポート（Start Media Port）]および [終了メディアポート（Stop Media Port）]
フィールドを使用して、オーディオポートの範囲を入力します。[開始メディアポート
（Start Media Port）]および [終了メディアポート（Stop Media Port）]フィールドを使用し
て、ビデオポートの範囲を入力します。各ポートの有効な値は、 2048～ 65535です。2
つのポート範囲を重複させることはできません。

ステップ 4 次のフィールドで、オーディオストリームおよびビデオストリーム用にカスタマイズされた
DSCP値を設定します。

• [オーディオコールの DSCP（DSCP for Audio Calls）]
• [ビデオコールの DSCP（DSCP for Audio Calls）]
• [ビデオコールのオーディオ部分の DSCP（DSCP for Audio Portion of Video Calls）]
• [TelePresenceコールの DSCP（DSCP for TelePresence Calls）]
• [TelePresenceコールのオーディオ部分の DSCP（DSCP for Audio Portion of TelePresence

Calls）]

デフォルトでは、上記の各フィールドは、対応するサービスパラメータの値を使用

するように設定されています。新しい値を割り当てると、サービスパラメータ設定

は新しい値に上書きされます。

（注）

ステップ 5 [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドを入力
します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

電話機へのカスタム QoSポリシーの適用

DSCP値や、音声およびビデオメディアの UDPポート範囲などのカスタマイズされた QoS設
定を含む SIPプロファイルを適用するには、次の手順を使用します。この SIPプロファイルを
電話機に適用すると、電話機は SIPプロファイルのカスタム設定を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
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ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

•既存の電話機を選択するには、[検索（Find）]をクリックします。
•新しい電話機を作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストから、カスタムDSCP値とUDPポー
ト範囲の値を設定する SIPプロファイルを選択します。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドを入力します。フィー
ルドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

フレキシブル DSCPマーキングとビデオプロモーション
の連携動作

表 81 :フレキシブル DSCPマーキングとビデオプロモーションの連携動作

データのやり取りデバイス

フレキシブル DSCPマーキングとビデオプロモーション機能は、SIP
クラスタ間経由でサポートされます。

SIPクラスタ間トラン
ク

フレキシブルDSCPマーキングとビデオプロモーション機能は、SCCP
デバイスでサポートされています。

Skinny Client Control
Protocol（SCCP）デ
バイス

パススルーMTPがコールに挿入されると、Unified Communications
Managerは、ビデオストリームのパケットを最初に発したエンドポイ
ントデバイスから求められる DSCPマーキングで、パケットをマー
クするようにMTPに信号を送ります。1つのコール内の 2つのエン
ドポイントで異なるDSCPマーキングが使用されている場合（たとえ
ば、Cisco TelePresenceイマーシブビデオエンドポイントとビデオプ
ロモーションなしのデスクトップビデオエンドポイントなど）には、

MTPは各ストリーム方向で DSCPマーキングを保持します。

パススルーMTP
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フレキシブルDSCPマーキングおよびビデオプロモーショ
ンの制約事項

表 82 :フレキシブル DSCPマーキングおよびビデオプロモーションの制約事項

説明制限事項

フレキシブルDSCPマーキングとビデオプロモーション機能は、H.323
トランクやMedia Gateway Control Protocol（MGCP）ゲートウェイ経
由ではサポートされません。

トランクおよびゲート

ウェイ

シスコでは、フレキシブル DSCPマーキングとビデオプロモーショ
ン機能をMultilevel Precedence and Preemption（MLPP）サービスコー
ルで使用しないようにお勧めしています。MLPPサービス機能が必要
な場合には、シスコでは、Video Call QoS Marking Policyおよび Use
Video BandwidthPool for Immersive Video Callsサービスパラメータを
それぞれのデフォルト値に設定することを推奨しています。VideoCall
QoS Marking Policyおよび Use Video BandwidthPool for Immersive Video
Callsサービスパラメータのデフォルト値を使用すると、Unified
CommunicationsManagerとエンドポイントはメディアパケットにMLPP
DSCPマーキングを使用します。

Multilevel Precedence
and Preemption

フレキシブルDSCPマーキングおよびビデオプロモーション機能は、
デスクトップSIPビデオエンドポイントのサポートによって異なりま
す。現在、Cisco DX650シリーズの SIP電話のみが、必要なエンドポ
イントのサポートを提供しています。

SIPビデオエンドポイ
ント

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
949

高度なコール処理

フレキシブル DSCPマーキングおよびビデオプロモーションの制約事項



Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
950

高度なコール処理

フレキシブル DSCPマーキングおよびビデオプロモーションの制約事項



第 64 章

SIPでの発信側番号と請求先番号の分離

•外部プレゼンテーションの名前と番号の概要（951ページ）
•呼処理（952ページ）
•ディレクトリ番号の概要（954ページ）
• SIPプロファイルの概要（960ページ）
• SIPトランクの概要（963ページ）
•クラスタ間 SMEコールフロー（969ページ）

外部プレゼンテーションの名前と番号の概要
個別の発信者とプレゼンテーション番号を含めるよう Cisco Unified Communications Managerの
管理を設定できます。

以前のリリースでは、FROMヘッダーと PAIDヘッダーで異なる番号を PSTNに送信するため
に回線単位でCisco Unified Communications Managerを設定することはできませんでした。PSTN
ユーザに対して同じ発信回線 ID番号（非地理的 E.164番号で、課金に使用できない番号）を
提示するようユーザグループが設定されている場合。したがって、ユーザの実際の DDIを、
プレゼンテーション番号とは異なるフィールドに入れて送信しなければなりません。このリ

リースの Cisco Unified Communications Managerでは、既存の ID番号や名前とは異なる外部プ
レゼンテーション名と番号がサポートされています。設定されるプレゼンテーション名と番号

は、次のデバイスで表示されます。

• SIP

• SCCP

•シングルナンバーリーチの接続先（SNRD）

• CTIRD

• SparkRD

コンフィギュレーションの概要

次のページでは、外部プレゼンテーション名と番号の機能を設定できます。
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•電話番号の設定（Directory Number Configuration）

•「SIP Profile Configuration」

•トランクの設定（Trunk Configuration）

• [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ページで外部プレゼンテーション情
報を設定すると、[SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ページ上の [外部プ
レゼンテーション番号（External Presentation Number）]と [外部プレゼンテーション名
（External Presentation Name）]の値が使用され、[電話番号（Directory Number）]ページの
設定値がオーバーライドされます。

• [トランクの設定（Trunk Configuration）]ページでプレゼンテーション情報を設定すると、
[トランクの設定（Trunk Configuration）]ページ上の [プレゼンテーション番号（Presentation
Number）]と [プレゼンテーション名（Presentation Name）]の値が使用され、[SIPプロファ
イルの設定（SIP Profile Configuration）]ページおよび [電話番号の設定（Directory Number
Configuration）]ページの指定値がオーバーライドされます。

（注）

呼処理
このセクションでは、外部プレゼンテーション名と外部プレゼンテーション番号の機能を設定

した場合の着信コールと発信コールの動作について説明します。

着信コールプロセス

PSTNネットワークからコールが開始されると、Cisco Unified Communications ManagerはFROM
ヘッダーと PAIDヘッダーの情報を検索します。FROMヘッダーには外部プレゼンテーション
名と番号が含まれています（設定されている場合）。ただしこれはユーザの実際の IDではな
く、表示目的でのみ使用されます。PAIDヘッダーにはユーザの ID（元の DNまたは DDI）が
含まれています。

FROMヘッダーと PAIDヘッダーに異なる番号が指定され、[SIPプロファイルの設定（SIP
Profile Configuration）]ページで [外部プレゼンテーション名と番号の有効化（Enable External
Presentation Name and Number）]オプションが有効であり、[外部プレゼンテーション名と番号
の表示（Display External Presentation Name and Number）]サービスパラメータの値が [はい
（True）] に設定されている場合は、Cisco Unified Communications Managerにより着信側デバ
イスに FROMヘッダーの情報（設定されている外部プレゼンテーション名と番号）が表示さ
れます。同様に、1つのオプションが無効の場合、Cisco Unified Communications Managerによ
り PAIDヘッダーの情報（ユーザの元の DNまたは DDI）が着信側デバイスに表示されます。
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•デフォルトでは、[外部プレゼンテーション名と番号の有効化（Enable External Presentation
Name and Number）]フィールドが選択されています。

• [外部プレゼンテーション名と番号の表示（Display External Presentation Name and Number）]
サービスパラメータのデフォルト値は [いいえ（False）]です。

（注）

PSTNネットワークから受信した招待

From: "Customer Care" <sip:1800000@example.com>;
To: <sip:someone@example.com>
P-Asserted-Identity: "Your personal adviser <sip:user1@example.com>
Remote-Party-ID: "Your personal adviser <sip:user1@example.com>

上記の例では、FROMヘッダーに PAIDヘッダーとは異なる番号が含まれています。
[外部プレゼンテーション名と番号の有効化（Enable External Presentation Name and
Number）]チェックボックスをオンにして、[外部プレゼンテーション名と番号の表示
（Display External Presentation Name and Number）]の値を [はい（True）] を設定する
と、Cisco Unified Communications Managerにより Customer Care / 1800000が着
信側デバイスに表示されます。

[外部プレゼンテーション名と番号の有効化（Enable External Presentation Name and
Number）]チェックボックスをオフにするか、または [外部プレゼンテーション名と番
号の表示（Display External Presentation Name and Number）]の値を [いいえ（False）]
に設定すると、Cisco Unified Communications Managerにより着信側デバイスに Your
personal adviser / user1@example.comが表示されます。

発信コールプロセス

たとえば、外部プレゼンテーション名と番号が設定されたユーザから、外部プレゼンテーショ

ン名と番号が設定された SIPプロファイルを持つ SIPトランクを介して、PSTNネットワーク
に向けてコールが開始されたとします。次に Cisco Unified Communications Managerは、設定さ
れた外部プレゼンテーション情報を発信側 SIPメッセージの FROMヘッダーで送信し、着信
側デバイスに表示します。

[外部プレゼンテーション名と番号の有効化（Enable External Presentation Name and Number）]
オプションが無効の場合、または [外部プレゼンテーション番号（External PresentationNumber）]
と [外部プレゼンテーション名（External Presentation Name）]フィールドが設定されていない
場合、Cisco Unified Communications Managerは電話番号情報を FROMヘッダーと PAIDヘッ
ダーで送信し、着信側デバイスに表示します。
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外部プレゼンテーションの番号マスク操作

Cisco Unified Communications Managerでは、着信側デバイスに表示する外部プレゼンテーショ
ン番号をマスクできます。[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]、[SIPプロファ
イルの設定（SIP Profile Configuration）]、および [トランクの設定（Trunk Configuration）]の各
ページでプレゼンテーション番号をマスクできます。

[外部プレゼンテーション番号（External Presentation Number）]フィールドに番号を入力して末
尾に Xを付けると、値 Xは右から左の順番で電話番号情報に置き換えられます。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]でのマスク操作

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ページで、電話番号 5551234の外部プレゼ
ンテーション番号を 180011XXXXとしてマスクすると、Cisco Unified Communications Manager
は着信側デバイスにプレゼンテーション番号を 1800111234として表示します。

[SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]でのマスクの操作

[電話番号（Directory Number）]ページの外部プレゼンテーション番号が 180011XXXXである
と仮定します。電話番号が5551234の場合、[SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]
ページで外部プレゼンテーション番号を 180022XXXXとしてマスクすると、Cisco Unified
Communications Managerは着信側デバイスにプレゼンテーション番号を 1800221234として表
示します。

[トランクの設定（Trunk Configuration）]でのマスクの操作

[電話番号（Directory Number）]ページと [SIPプロファイル設定（SIP Profile Configuration）]
ページの外部プレゼンテーション番号がそれぞれ 180011XXXXと 180022XXXXであると仮定
します。[トランク設定（Trunk Configuration）]ページで、電話番号 5551234のプレゼンテー
ション番号を 180033XXXXとしてマスクすると、Cisco Unified Communications Managerは着信
側デバイスにプレゼンテーション番号を 1800331234として表示します。

ディレクトリ番号の概要
電話番号（DN）を設定するには、[Cisco Unified Communications Managerの管理（Cisco Unified
Communications Manager Administration）]で、[コールルーティング（Call Routing）] > [電話
番号（Directory Number）]メニューパスを使用します。[Cisco Unified Communications Manager
の管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]を使用して、特定の電話機に
割り当てられている DNを設定および変更できます。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ページに [外部プレゼンテーション情報
（External Presentation Information）]という新しいセクションが追加されました。管理者は、選
択した任意のプレゼンテーション名とプレゼンテーション番号を、外線コール用のサポート対

象デバイスに表示するよう設定できるようになりました。ユーザの IDを表示させたくない場
合、管理者は、着信側デバイスで設定されている外部プレゼンテーション番号と外部プレゼン

テーション名を匿名として表示できる権限があります。
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ディレクトリ番号の設定タスク

手順

目的コマンドまたはアクション

システムが会社の LDAPディレクトリ
と同期している場合は、新しいエンド

次の方法のいずれかを使用して新しいエ

ンドユーザを追加します。

ステップ 1

ユーザを LDAPから直接インポートで
きます。

• LDAPからのエンドユーザのイン
ポート（955ページ）

あるいは、エンドユーザを手動で追加

して設定できます。
•エンドユーザの手動追加（956ペー
ジ）

「新しい電話機の追加」手順に従い、ユ

ニバーサルデバイステンプレートの設

次のいずれかのタスクを実行して、新規

または既存のエンドユーザに電話機を

割り当てます。

ステップ 2

定を使用して、エンドユーザの新しい

電話機を設定できます。•エンドユーザ用の新しい電話機の
追加 （957ページ） また、「移動」の手順に従って、以前に

設定済みまたは事前設定済みの既存の電

話機を割り当てることもできます。
•エンドユーザへの既存の電話機の
移動（958ページ）

特定の電話機に割り当てられているDN
の外部プレゼンテーション番号と外部プ

DNの外部プレゼンテーション情報の設
定（959ページ）

ステップ 3

レゼンテーション名を設定するには、次

の手順に従います。

LDAPからのエンドユーザのインポート

社内 LDAPディレクトリから新しいエンドユーザを手動でインポートするには、次の手順に
従います。LDAP同期設定に、機能グループテンプレートとユーザプロファイル（ユニバー
サル回線テンプレート、ユニバーサルデバイステンプレートを含む）、および DNプールが
含まれている場合、インポートプロセスによりエンドユーザとプライマリエクステンション

が自動的に設定されます。

初回同期の実行後には、新しい設定（たとえば、機能グループテンプレートの追加）をLDAP
ディレクトリ同期に追加することはできません。既存のLDAP同期を編集する場合は、一括管
理を使用するか、または新しい LDAP同期を設定する必要があります。

（注）

始める前に

この手順を開始する前に、Cisco Unified Communications Managerが社内の LDAPディレクトリ
とすでに同期していることを確認します。LDAP同期には、ユニバーサル回線テンプレートお
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よびユニバーサルデバイステンプレートと機能グループテンプレートが含まれている必要が

あります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [LDAP（LADP）] > [LDAPディレクトリ
（LDAP Directory）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、ユーザの追加先 LDAPディレクトリを選択します。

ステップ 3 [完全同期を実施（Perform Full Sync）]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerが、外部のLDAPディレクトリと同期します。LDAPディ
レクトリ内の新しいエンドユーザがCisco Unified Communications Managerデータベースにイン
ポートされます。

次のタスク

セルフプロビジョニングが有効になっている場合、エンドユーザがセルフプロビジョニング自

動音声応答（IVR）を使用して新しい電話機をプロビジョニングできます。有効になっていな
い場合は、次のタスクのいずれかを実行して、電話機をエンドユーザに割り当てます。

•エンドユーザ用の新しい電話機の追加 （957ページ）

•エンドユーザへの既存の電話機の移動（958ページ）

エンドユーザの手動追加

次の手順を実行して、新しいエンドユーザを追加し、そのエンドユーザをアクセスコントロー

ルグループとプライマリ回線内線番号を指定して設定します。

ユーザを割り当てる役割の権限を持つアクセス制御グループがすでに設定されていることを確

認してください。詳細については、「ユーザアクセスの管理」の章を参照してください。

（注）

始める前に

ユニバーサル回線テンプレートを含むユーザプロファイルが設定されていることを確認しま

す。新しい内線番号を設定する必要がある場合は、Cisco Unified Communications Managerでユ
ニバーサル回線テンプレートの設定を使用してプライマリ内線番号を設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザ管理（UserManagement）]> [ユーザ/電話の追加（User/Phone
Add）] > [ユーザ/電話のクイック追加（Quick User/Phone Add）]を選択します。
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ステップ 2 ユーザの [ユーザ ID（User ID）]と [姓（Last Name）]を入力します。

ステップ 3 [機能グループテンプレート（Feature Group Template）]ドロップダウンリストで、機能グルー
プテンプレートを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [ユーザプロファイル（User Profile）]ドロップダウンリストで、選択したユーザプロファイ
ルにユニバーサル回線テンプレートが含まれていることを確認します。

ステップ 6 [アクセスコントロールグループメンバーシップ（Access Control Group Membership）]セク
ションで、[+]アイコンをクリックします。

ステップ 7 [ユーザの所属グループ（User is a member of）]ドロップダウンリストで、アクセスコントロー
ルグループを選択します。

ステップ 8 [プライマリ内線番号（Primary Extension）]の下で、[+]アイコンをクリックします。

ステップ 9 [内線番号（Extension）]ドロップダウンリストで、[（使用可能）（available）]として表示さ
れている DNを選択します。

ステップ 10 すべての回線内線番号が [（使用済み）（used）]と表示されている場合は、次の手順を実行し
ます。

a) [新規...（New...）]ボタンをクリックします。
[新規内線の追加（Add New Extension）]ポップアップが表示されます。

b) [電話番号（Directory Number）]フィールドに、新しい回線内線番号を入力します。
c) [回線テンプレート（LineTemplate）]ドロップダウンリストから、ユニバーサル回線テン
プレートを選択します。

d) [OK]をクリックします。
Cisco Unified Communications Managerが、ユニバーサル回線テンプレートの設定を使用し
て電話番号を設定します。

ステップ 11 （任意） [ユーザ/電話のクイック追加設定（Quick User/Phone Add Configuration）]ウィンドウ
で、追加のフィールドに値を入力します。

ステップ 12 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

次の手順のいずれかを実行して、このエンドユーザに電話機を割り当てます。

•エンドユーザ用の新しい電話機の追加 （957ページ）

•エンドユーザへの既存の電話機の移動（958ページ）

エンドユーザ用の新しい電話機の追加

次の手順を実行して、新しいエンドユーザまたは既存のエンドユーザ用の新しい電話機を追

加します。エンドユーザのユーザプロファイルにユニバーサルデバイステンプレートが含ま

れていることを確認します。Cisco Unified Communications Managerが、ユニバーサルデバイス
テンプレートの設定を使用して電話機を設定します。
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始める前に

次の手順のいずれかを実行して、エンドユーザを追加します。

•エンドユーザの手動追加（956ページ）

• LDAPからのエンドユーザのインポート（955ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追加
（User/Phone Add）] > [ユーザ/電話のクイック追加（Quick User/Phone Add）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、新しい電話機を追加するユーザを選択します。

ステップ 3 [デバイスの管理（Manage Devices）]ボタンをクリックします。
[デバイスの管理（Manage Devices）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話の新規追加（Add New Phone）]をクリックします。
[ユーザに電話を追加（Add Phone to User）]ポップアップが表示されます。

ステップ 5 [製品タイプ（Product Type）]ドロップダウンリストで、電話機モデルを選択します。

ステップ 6 [デバイスプロトコル（Device Protocol）]ドロップダウンリストから、プロトコルとして [SIP]
または [SCCP]を選択します。

ステップ 7 [デバイス名（DeviceName）]テキストボックスに、デバイスのMACアドレスを入力します。

ステップ 8 [ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）]ドロップダウンリストで、
ユニバーサルデバイステンプレートを選択します。

ステップ 9 電話機が拡張モジュールをサポートしている場合は、展開する拡張モジュールの数を入力しま

す。

ステップ 10 エクステンションモビリティを使用して電話機にアクセスするには、[エクステンションモビ
リティ内（In Extension Mobility）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 11 [電話の追加（Add Phone）]をクリックします。
[電話の新規追加（Add New Phone）]ポップアップが閉じます。Cisco Unified Communications
Managerが、電話機をユーザに追加し、ユニバーサルデバイステンプレートを使用してその
電話機を設定します。

ステップ 12 電話機の設定に追加の編集を加えるには、対応する鉛筆アイコンをクリックして、[電話の設
定（Phone Configuration）]ウィンドウで電話機を開きます。

エンドユーザへの既存の電話機の移動

次の手順を実行して、既存の電話機を新しいまたは既存のエンドユーザに移動します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ユーザ管理（UserManagement）]> [ユーザ/電話の追加（User/Phone
Add）] > [ユーザ/電話のクイック追加（Quick User/Phone Add）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、既存の電話機を移動するユーザを選択します。

ステップ 3 [デバイスの管理（Manage Devices）]ボタンをクリックします。

ステップ 4 [このユーザに移動する電話の検索（Find a Phone to Move To This User）]ボタンをクリックし
ます。

ステップ 5 このユーザに移動する電話機を選択します。

ステップ 6 [選択項目の移動（Move Selected）]をクリックします。

DNの外部プレゼンテーション情報の設定

特定の電話機に割り当てられるDNの外部プレゼンテーション情報を設定するには、次の手順
を行います。

始める前に

• [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ページの [外部プレゼンテーション
の名前と番号を有効化（Enable External Presentation Name and Number）]チェックボックス
をオンにします。

•次の手順のいずれかを実行して、エンドユーザを追加します。

•エンドユーザの手動追加（956ページ）

• LDAPからのエンドユーザのインポート（955ページ）

•次のいずれかのタスクを実行して、新規または既存のエンドユーザに電話機を割り当てま
す。

•エンドユーザ用の新しい電話機の追加 （957ページ）

•エンドユーザへの既存の電話機の移動（958ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory
Number）]の順に選択します。

ステップ 2 [電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ページから次のいずれかのステッ
プを実行します。

• DNを更新するには、[検索（Find）]をクリックし、一意の IDを表示する電話番号を選択
します。
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•新しい電話番号を作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [外部プレゼンテーション情報（External Presentation Information）]ペインで、着信側デバイス
に表示する名前および番号を入力します。

• [外部プレゼンテーション番号（External Presentation Number）]フィールドには
最大 32桁の文字（[0-9、X、*、#、\、+]）を含めることができます。

• [外部プレゼンテーション名（External Presentation Name）]フィールドには最大
50文字を入力できます。

（注）

ステップ 4 （任意）設定した [外部プレゼンテーション番号（External Presentation Number）]と [外部プレ
ゼンテーション名（External Presentation Name）]を匿名として表示する場合、[名前非表示の外
部プレゼンテーション（Anonymous External Presentation）]チェックボックスをオンにします。

•デフォルトでは、[名前非表示の外部プレゼンテーション（Anonymous External
Presentation）]フィールドはオフになっています。

• [名前非表示の外部プレゼンテーション（Anonymous External Presentation）]
フィールドをオンにすると、次のようになります。

[外部プレゼンテーション番号（External Presentation Number）]フィールドと
[外部プレゼンテーション名（External Presentation Name）]フィールドは編集で
きません。また、これらのフィールドのエントリは表示されなくなります。

（注）

ステップ 5 [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ページのその他のフィールドを入力しま
す。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

SIPプロファイルの概要
SIPプロファイルは、共通の SIP設定で成り立つテンプレートです。ネットワーク内のすべて
のSIPトランクとSIPデバイスにSIPプロファイルを割り当てる必要があります。SIPプロファ
イルを設定し、SIPトランクまたは SIPデバイスにそのプロファイルを割り当てるとき、SIP
の設定がそのトランクまたはデバイスに適用されます。

SIPプロファイル設定タスク

手順

目的コマンドまたはアクション

SIPプロファイルを設定するには、この
手順を使用します。

SIPプロファイルの設定（961ページ）ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

SIPプロファイルの外部プレゼンテー
ション番号と外部プレゼンテーション名

を設定するには、次の手順に従います。

SIPプロファイルの外部プレゼンテー
ション情報の設定（961ページ）

ステップ 2

SIPプロファイルの設定

共通 SIP設定を使用して SIPプロファイルを設定するには、この手順を使用します。設定した
SIPプロファイルは、このプロファイルを使用する SIPデバイスおよびトランクに割り当てる
ことができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

•既存のプロファイルを編集するには、[検索（Find）]をクリックし、SIPプロファイルを
選択して既存のプロファイルを編集します。

•新しいプロファイルを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 SIP電話とトランクで IPv4と IPv6のスタックをサポートする場合は、[ANATの有効化（Enable
ANAT）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 SDPの相互運用性を解決するために SDP透過性プロファイルを割り当てる場合は、[SDP透過
性プロファイル（SDP Transparency Profile）]ドロップダウンリストから割り当てます。

ステップ 5 SIPの相互運用性の問題を解決するために正規化スクリプトまたは透過性スクリプトを割り当
てる場合は、[正規化スクリプト（Normalization Script）]ドロップダウンリストからスクリプ
トを選択します。

ステップ 6 （任意） Cisco Unified Border Element全体にコールをルーティングする必要がある場合は、グ
ローバルダイヤルプランレプリケーションの導入環境向けに、[ILS学習送信先ルート文字列
を送信（Send ILS Learned Destination Route String）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドを入力
します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照して

ください。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

SIPプロファイルの外部プレゼンテーション情報の設定

[SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ページで、外部プレゼンテーション名と
番号を個別に設定するには、この手順を使用します。
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始める前に

• [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ページの [外部プレゼンテーションの
名前と番号を有効化（Enable External Presentation Name and Number）]チェックボックスを
オンにします。

• [サービスパラメータの設定（Service Parameter Configuration）]ページの [クラスタ全体の
パラメータ（デバイス-電話）（Clusterwide Parameters (Device - Phone)）]セクションで、
[外部プレゼンテーション名と番号の表示（Display External Presentation Name and Number）]
パラメータの値を Trueに設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

•既存のプロファイルを編集するには、[検索（Find）]をクリックし、SIPプロファイルを
選択します。

•新しいプロファイルを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [外部プレゼンテーション情報（External Presentation Information）]ペインで、着信側デバイス
に表示する名前および番号を入力します。

• [外部プレゼンテーション番号（External Presentation Number）]フィールドには
最大 32桁の文字（[0-9、X、*、#、\、+]）を含めることができます。

• [外部プレゼンテーション名（External Presentation Name）]フィールドには最大
50文字を含めることができます。

（注）

ステップ 4 （任意）設定した [外部プレゼンテーション番号（External Presentation Number）]と [外部プレ
ゼンテーション名（External Presentation Name）]を匿名として表示する場合、[名前非表示の外
部プレゼンテーション（Anonymous External Presentation）]チェックボックスをオンにします。

•デフォルトでは、[名前非表示の外部プレゼンテーション（Anonymous External
Presentation）]フィールドはオフになっています。

• [名前非表示の外部プレゼンテーション（Anonymous External Presentation）]
フィールドをオンにすると、次のようになります。

[外部プレゼンテーション番号（External Presentation Number）]フィールドと
[外部プレゼンテーション名（External Presentation Name）]フィールドは編集で
きません。また、これらのフィールドのエントリは表示されなくなります。

（注）

ステップ 5 [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ページで、残りのフィールドを入力しま
す。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照して

ください。
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ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

SIPトランクの概要
コール制御シグナリングのSIPを展開している場合、SIPゲートウェイ、SIPプロキシサーバ、
Unified Communicationsアプリケーション、リモートクラスタ、またはセッション管理エディ
ションなどの外部デバイスに Cisco Unified Communications Managerを接続する SIPトランクを
設定します。

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]の [SIPトランクの設定（SIP Trunk
Configuration）]ウィンドウには、Cisco Unified Communications Managerが SIPコールの管理に
使用する SIPシグナリング設定が含まれています。

SIPトランクは、既存の発信者 ID DNおよび発信者名とは異なる個別のプレゼンテーション名
と番号をサポートします。設定されているプレゼンテーション名とプレゼンテーション番号を

着信側デバイスで匿名として表示するための新しい [匿名のプレゼンテーション（Anonymous
Presentation）]チェックボックスが導入されました。

トランクの設定タスク

手順

目的コマンドまたはアクション

SIPトランクに適用する任意のセキュリ
ティ設定を使用して、SIPトランクセ

SIPトランクセキュリティプロファイ
ルの設定（964ページ）

ステップ 1

キュリティプロファイルを設定します。

たとえば、ダイジェスト認証、デバイス

セキュリティモード、および SIPシグ
ナリングのTLS暗号化を設定できます。

SIPトランクセキュリティプロファイ
ルを設定しなければ、デフォルトで、

Cisco Unified Communication Managerに
よって非セキュアのSIPトランクセキュ
リティプロファイルが適用されます。

トランクの共通デバイス設定を実行しま

す。デュアルスタックトランクの場合、

共通デバイス設定の構成（965ページ）ステップ 2

IPアドレッシングの優先順位を設定し
ます。

ネットワークのSIPトランクを設定しま
す。[トランクの設定（Trunk

SIPトランクの設定（966ページ）ステップ 3

Configuration）]ウィンドウで、トラン
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目的コマンドまたはアクション

クの SIP設定を実行します。SIPプロ
ファイル、SIPトランクセキュリティ
プロファイル、および共通デバイス設定

をSIPトランクに割り当てます。また、
トランク接続に必要なSIPの正規化およ
び透過性スクリプトを割り当てます。た

とえば、SIPトランクが Cisco
TelePresence VCSに接続する場合、
vcs-interopスクリプトを SIPトランクに
割り当てる必要があります。

[SIPトランク（SIP Trunk）]ページでプ
レゼンテーション名とプレゼンテーショ

SIPトランクのプレゼンテーション情報
の設定（967ページ）

ステップ 4

ン番号を設定するには、次のようにしま

す。

SIPトランクセキュリティプロファイルの設定

ダイジェスト認証やTLSシグナリング暗号化などのセキュリティ設定を使用して、SIPトラン
クのセキュリティプロファイルを設定します。プロファイルをSIPトランクに割り当てると、
トランクはセキュリティプロファイルの設定を取得します。

SIPトランクに SIPトランクのセキュリティプロファイルを割り当てない場合、Cisco Unified
Communications Managerは、デフォルトで非セキュアプロファイルを割り当てます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [セキュリティ（Security）] >
[SIPトランクのセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 TLSを使用した SIPシグナリング暗号化を有効化するには、次の手順を実行します。

a) [デバイスのセキュリティモード（Device Security Mode）]ドロップダウンリストから、[暗
号化（Encrypted）]を選択します。

b) [着信転送タイプ（Incoming Transport Type）]および [発信転送タイプ（Outgoing Transport
Type）]のドロップダウンリストから、[TLS]を選択します。

c) デバイスの認証用に、[X.509のサブジェクト名（X.509 Subject Name）]フィールドにX.509
証明書のサブジェクト名を入力します。

d) [着信ポート（Incoming Port）]フィールドに、TLSリクエストを受信するポートを入力し
ます。TLSのデフォルトは 5061です。

ステップ 4 ダイジェスト認証を有効にするには、次の内容を実行します。
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a) [ダイジェスト認証を有効化（Enable Digest Authentication）]チェックボックスをオンにし
ます。

b) システムが新しいナンスを生成するまでの時間（秒数）を [ナンス有効時間（Nonce Validity
Time）]に入力します。デフォルトは 600（10分）です。

c) アプリケーションのダイジェスト認証を有効にするには、[アプリケーションレベル認証を
有効化（Enable Application Level Authorization）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [SIPトランクセキュリティプロファイルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）]ウィ
ンドウで追加フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、

オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

トランクが設定を使用できるように、[トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィ
ンドウで、このプロファイルをトランクに割り当てる必要があります。

（注）

共通デバイス設定の構成

共通デバイス設定は、任意指定のユーザ固有の機能属性で構成されます。IPv6を導入している
場合は、この設定を使用して SIPトランクまたは SCCP電話に IPv6優先設定を割り当てるこ
とができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 SIPトランク、SIP電話または SCCP電話の場合、[IPアドレッシングモード（IP Addressing
Mode）]ドロップダウンリストの値を選択します。

• [IPv4のみ（IPv4 Only）] —デバイスはメディアやシグナリングに IPv4アドレスだけを使
用します。

• [IPv6のみ（IPv6 Only）] —デバイスはメディアやシグナリングに IPv6アドレスだけを使
用します。

• [IPv4および IPv6（IPv4 and IPv6）] —（デフォルト）デバイスはデュアルスタックデバイ
スで、利用できる IPアドレスのタイプを使用します。両方の IPアドレスのタイプがデバ
イスに設定されている場合、デバイスのシグナリングには、[シグナリグ用 IPアドレッシ
ングモード優先設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]設定を使用し、メディ
アデバイスには、[メディア用 IPアドレッシングモード優先設定（IP Addressing Mode
Preference for Media）]エンタープライズパラメータの設定を使用します。

ステップ 4 前のステップで IPv6を設定した場合は、[シグナリング用のIPアドレッシングモード（IP
Addressing Mode for Signaling）]ドロップダウンリストで IPアドレッシング設定を指定します。
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• [IPv4（IPv4）]—デュアルスタックデバイスでシグナリングに IPv4アドレスを優先して
使用します。

• [IPv6（IPv6）]—デュアルスタックデバイスでシグナリングに IPv6アドレスを優先して
使用します。

• [システムデフォルトを使用（Use System Default）]—デバイスは、[シグナリグ用 IPアド
レッシングモード優先設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]エンタープライ
ズパラメータの設定を使用します。

ステップ 5 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドを設定
します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照

してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

SIPトランクの設定

SIPトランクを設定するには、この手順を使用します。1つの SIPトランクには最大 16個の宛
先アドレスを割り当てることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択しま
す。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [トランクタイプ（Trunk Type）]ドロップダウンリストから [SIPトランク（SIP Trunk）]を選
択します。

ステップ 4 [プロトコルタイプ（Protocol Type）]ドロップダウンリストから、導入環境に適した SIPトラ
ンクのタイプを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

• [なし（None）]（デフォルト）
•コール制御検出
• [クラスタ間のエクステンションモビリティ（Extension Mobility Cross Cluster）]
• [Cisco Intercompany Media Engine]
• [IPマルチメディアシステムサービスコントロール（IP Multimedia System Service

Control）]

ステップ 5 （オプション）このトランクに共通デバイス設定を適用する場合は、ドロップダウンリストか

ら設定を選択します。

ステップ 6 暗号化されたメディアをトランクを介して送信する場合は、[SRTPを許可（SRTP Allowed）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 すべてのクラスタノードに対してトランクを有効化する場合は、[すべてのアクティブなUnified
CMノードで実行（Run on All Active Unified CM Nodes）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 SIPトランクの宛先アドレスを設定します。
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a) [宛先アドレス（Destination Address）]テキストボックスに、トランクに接続するサーバま
たはエンドポイントの IPv4アドレス、完全修飾ドメイン名、または DNS SRVレコードを
入力します。

b) トランクがデュアルスタックトランクの場合は、[宛先アドレス IPv6（Destination Address
IPv6）]テキストボックスに、トランクに接続するサーバーまたはエンドポイントの IPv6
アドレス、完全修飾ドメイン名、または DNS SRVレコードを入力します。

c) 宛先がDNS SRVレコードの場合は、[宛先アドレスはSRV（Destination Address is an SRV）]
チェックボックスをオンにします。

d) 接続先を追加するには、[+]をクリックします。

ステップ 9 [SIPトランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]ドロップダウンリス
トボックスから、このトランクに SIPトランクセキュリティプロファイルを割り当てます。
このオプションを選択しない場合は、非セキュアプロファイルが割り当てられます。

ステップ 10 [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストから、SIPプロファイルを割り当てま
す。

ステップ 11 （任意）この SIPトランクに正規化スクリプトを割り当てる場合は、[正規化スクリプト
（Normalization Script）]ドロップダウンリストから、割り当てるスクリプトを選択します。

ステップ 12 [Trunk Configuration]ウィンドウのその他のフィールドを設定します。フィールドとその設定
オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 13 [保存（Save）]をクリックします。

SIPトランクのプレゼンテーション情報の設定

[SIPトランク（SIP Trunk）]ページでプレゼンテーション名とプレゼンテーション番号を設定
するには、次の手順に従います。

始める前に

• [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ページの [外部プレゼンテーション
の名前と番号を有効化（Enable External Presentation Name and Number）]チェックボックス
をオンにします。

• SIPトランクの設定（966ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [ト
ランク（Trunk）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [トランクタイプ（Trunk Type）]ドロップダウンリストから [SIPトランク（SIP Trunk）]を選
択します。
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ステップ 4 [トランクサービスタイプ（Trunk Service Type）]ドロップダウンリストから、設定する SIP
トランクのタイプを選択します。

• [なし（デフォルト）（None (Default)）]：トランクは、コール制御検出、クラスタ間のエ
クステンションモビリティ、Intercompany Media Engine、または IP Multimedia Systemサー
ビスコントロールには使用されません。

• [コール制御検出（Call Control Discovery）]：トランクはコール制御検出機能をサポートし
ます。

• [クラスタ間のエクステンションモビリティ（Extension Mobility Cross Cluster）]：トラン
クはクラスタ間のエクステンションモビリティをサポートします。

• [Cisco Intercompany Media Engine]：トランクは Intercompany Media Engine（IME）をサポー
トします。トランクタイプを設定する前に、IMEサーバがインストールされていること
を確認してください。

• [IP Multimedia Systemサービスコントロール（IP Multimedia System Service Control）]：ト
ランクの IP Multimedia Systemサービスコントロールのサポートを有効にするには、この
オプションを選択します。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [プレゼンテーション情報（Presentation Information）]セクションで、着信側デバイスに表示す
る名前および番号を入力します。

• [プレゼンテーション番号（Presentation Number）]フィールドには最大 32桁の
文字（[0-9、X、*、#、\、+]）を入力できます。

• [プレゼンテーション名（Presentation Name）]フィールドには最大 50文字を入
力できます。

（注）

ステップ 7 （任意）プレゼンテーション名および番号を匿名で表示する場合、[匿名のプレゼンテーショ
ン（Anonymous Presentation）]チェックボックスを選択します。

•デフォルトでは、[匿名のプレゼンテーション（AnonymousPresentation）]フィー
ルドはオフになっています。

• [匿名の外部プレゼンテーション（Anonymous External Presentation）]フィール
ドをオンにすると、次のようになります。

[プレゼンテーション番号（Presentation Number）]と [プレゼンテーション名
（Presentation Name）]のフィールドは編集できません。また、これらのフィー
ルドのエントリは表示されなくなります。

（注）

ステップ 8 （任意） SIPトランクで構成されるプレゼンテーション情報を FROMヘッダーのみで送信す
る場合は、[プレゼンテーション名と番号は FROMヘッダーでのみ送信し、他のアイデンティ
ティヘッダーでは送信しない（Send Presentation Name and Number only in the FROM header
and not in the other identity headers）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 9 [Trunk Configuration]ウィンドウのその他のフィールドを設定します。フィールドとその設定オ
プションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。
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ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

クラスタ間 SMEコールフロー
Cisco Unified Communications Manager Session Management Editionソフトウェアは、クラスタ間
またはさまざまなデバイス間のコールルーティングで主に使用される Cisco Unified
Communications Managerと同じです。このリリースでは、Cisco Unified Communications Manager
はクラスタ間 SMEコールをサポートします。

着信コール数（Incoming Calls）

PSTNネットワークのユーザが、自身のSIPプロファイルの [外部プレゼンテーション名と
番号の有効化（Enable External Presentation Name and Number）]を有効にして、コールを開
始するとします。[外部プレゼンテーション名と番号の表示（Display External Presentation
Name and Number）]サービスパラメータを [はい（True）] に設定すると、Cisco Unified
Communications Managerはプレゼンテーション番号情報をX-Cisco-Presentationヘッダーに
送信し、着信側デバイスに表示します。FROMヘッダーとPAIDヘッダーにはユーザの ID
（ユーザの DNまたは DDI）が含まれます。

[外部プレゼンテーション名と番号の表示（Display External Presentation Name and Number）]
サービスパラメータを [いいえ（False）] に設定すると、Cisco Unified Communications
Managerはプレゼンテーション番号情報を X-Cisco-Presentationヘッダーに送信します。
FROMヘッダーと PAIDヘッダーにはユーザのDNまたはDDIが含まれ、着信側デバイス
に表示されます。

発信コール数（Outgoing Calls）
[外部プレゼンテーション名（External Presentation Name）]と [外部プレゼンテーション番
号（External Presentation Number）]が設定されたユーザが、クラスタ間 SIPトランクを介
して PSTNネットワークへのコールを開始します。自身の SIPプロファイルで [外部プレ
ゼンテーション名と番号の有効化（Enable External Presentation Name and Number）]チェッ
クボックスが無効な場合、Cisco Unified Communications ManagerはFROMヘッダーとPAID
ヘッダーで元の電話番号情報を送信し、着信側デバイスおよび X-Cisco-Presentationヘッ
ダーで設定した外部プレゼンテーション情報に表示します。同様に、自身のSIPプロファ
イルで [外部プレゼンテーションの名前と番号を有効化（Enable External Presentation Name
and Number）]チェックボックスが有効な場合、Cisco Unified Communications Managerは設
定した外部プレゼンテーション情報を FROMヘッダーで送信し、着信側デバイスおよび
PAIDヘッダーの元の電話番号に表示します。
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第 65 章

SIP OAuthモード

• SIP OAuthモードの概要（971ページ）
• SIP OAuthモードの前提条件（972ページ）
• SIP OAuthモードの設定タスクフロー（973ページ）

SIP OAuthモードの概要
Unified Communications Managerへのセキュア登録では、CTLファイルの更新、共通証明書信頼
ストアの設定などが行われます。デバイスが、オンプレミスとオフプレミス間で切り替わる場

合、セキュア登録が完了する際は毎回、LSCと Certificate Authority Proxy Function（CAPF）登
録の更新処理が複雑になります。

SIP OAuthモードでは、セキュアな環境でのすべてのデバイスの認証に OAuth更新トークンを
使用できます。この機能により、Unified Communications Managerのセキュリティが強化されま
す。

Unified Communications Managerは、エンドポイントによって提示されたトークンを検証し、許
可されたものにのみ構成ファイルを提供します。Unified Communications Managerクラスタおよ
びその他のシスコのデバイスでOAuthベースの認証を有効にすると、SIP登録中のOAuthトー
クン検証が完了します。

以下で、SIP登録の OAuthサポートが拡張されました

• CiscoUnified Communications Manager12.5リリース以降の Cisco Jabberデバイス

• CiscoUnified Communications Managerリリース 14以降の SIP電話

デフォルトでは、SIP OAUthが有効になっている場合、TFTPは SIP電話に対して安全です。
TFTPファイルのダウンロードは、認証された電話に対してのみ、セキュリティで保護された
チャネルを介して行われます。SIP OAuthは、オンプレミスおよびMRAを介して CAPFを使
用せずに、エンドツーエンドの安全なシグナリングとメディア暗号化を提供します。

（注）

次に、OAuth用に設定できる電話セキュリティプロファイルのタイプを示します。
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• Cisco Dual Mode for iPhone（TCTデバイス）

• Cisco Dual Mode For Android（BOTデバイス）

• Cisco Unified Client Services Framework（CSFデバイス）

• Cisco Jabber for Tablet（TABデバイス）

•ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）

• Cisco 8811

• Cisco 8841

• Cisco 8851

• Cisco 8851NR

• Cisco 8861

• Cisco 7811

• Cisco 7821

• Cisco 7841

• Cisco 7861

• Cisco 8845

• Cisco 8865

• Cisco 8865NR

• Cisco 7832

• Cisco 8832

• Cisco 8832NR

SIP OAuthモードの前提条件
この機能は、次の作業が完了していることを前提としています。

•モバイルおよびリモートアクセスが設定されていること、および接続が Unified
Communications Managerとエクスプレス Swayの間で確立されていることを確認します。

• [エクスポート制御機能を許可する（allow export-controlled）]機能を使用して Unified
Communications Managerが SmartまたはVirtualアカウントに登録されていることを確認し
ます。

•クライアントファームウェアが SIPOAuthをサポートしていることを確認します。
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SIP OAuthモードの設定タスクフロー
システムの SIP OAuthを設定するには、次のタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

トークンを取得するには、CA証明書を
電話エッジトラストにアップロードしま

Phone Edge TrustへのCA証明書のアップ
ロード

ステップ 1

す。この手順は、Cisco Jabberデバイス
には適用されません。

SIP OAuthを介してデバイスを登録する
ために、Unified Communications Manager

更新ログインの設定（974ページ）ステップ 2

で更新ログインフローを使用した

OAuthを有効化する。

OAuthが登録されているノードごとに、
OAuth用のポートを割り当てます。

OAuthポートの設定（974ページ）ステップ 3

相互認証された TLS接続をデュアルに
設定します-C。

OAuth Connectionを Expressway-Cに設
定（975ページ）

ステップ 4

パブリッシャノードで CLIコマンドを
使用して OAuthサービスを有効にしま
す。

SIPOAuthモードの有効化（976ページ）ステップ 5

OAuthが登録されているすべてのノード
で、このサービスを再起動します。

Cisco CallManagerサービスの再起動
（976ページ）

ステップ 6

エンドポイントに対して暗号化を展開す

る場合、電話セキュリティプロファイ

ルで、OAuthサポートを設定します。

電話セキュリティプロファイルでデバイ

スセキュリティモードを設定する

ステップ 7

Phone Edge TrustへのCA証明書のアップロード
この手順を使用して、Tomcat署名付き証明書のルート証明書を Phone EdgeTrustにアップロー
ドします。

この手順は Cisco Phoneに対してのみ実行され、Cisco Jabberには適用されません。（注）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified OSの管理から、[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate
Management）]を選択します。

ステップ 2 [Upload Certificate/Certificate chain]をクリックします。

ステップ 3 [証明書/証明書チェーンのアップロード]ウィンドウで、[証明書の目的]ドロップダウンリスト
から [電話-エッジ-信頼]を選択します。

ステップ 4 [ファイルのアップロード]フィールドで、[参照]をクリックして証明書をアップロードしま
す。

ステップ 5 [アップロード（Upload）]をクリックします。

更新ログインの設定

OAuthアクセストークンを使用して更新ログインを設定し、Cisco Jabberクライアントのトー
クンを更新するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）]> [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [SSOおよびOAuth構成（SSO and OAuth Configuration）]で、OAuth with Refresh Login Flow
のパラメータを [有効（Enabled）]にします。

ステップ 3 （任意） [ SSOおよび OAuthの設定 (SSO And OAuth Configuration )]セクションで、その他
のパラメータを設定します。パラメータの説明を確認するには、パラメータ名をクリックしま

す。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

OAuthポートの設定
SIP OAuthに使用するポートを割り当てるには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。, [システ
ム（System）] > [Cisco Unified CM]。

ステップ 2 SIP OAuthを使用するサーバごとに次の操作を行います。

ステップ 3 サーバを選択します。
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ステップ 4 [Cisco Unified Communications Manager（Cisco Unified Communications Manager）]の [TCPポー
トの設定（TCP Port Settings）]で、次のフィールドに対してポート値を設定します。

• SIP電話 OAuthポート（SIP Phone OAuth Port）

デフォルト値は5090です。設定可能な範囲は 1024～ 49151です。

• SIPモバイルおよびリモートアクセスポート（SIP Mobile and Remote Access Port）

デフォルト値は5091です。設定可能な範囲は 1024～ 49151です。

Cisco Unified Communications Managerは、SIP Phone OAuth Port（5090）を使用し
て、TLS経由の Jabber OnPremiseデバイスから SIP回線登録をリッスンします。た
だし、Unified CMは、SIPモバイルリモートアクセスポート (デフォルトは 5091)を
使用して、 mTLSを介して Jabberからの SIP回線登録をリッスンします。

両方のポートは、着信 TLS/mTLS接続に Cisco Tomcat証明書と Tomcat信頼を使用
します。Tomcat信頼ストアがモバイルおよびリモートアクセスのSIP OAuthモード
用のMra C証明書を正確に機能させることを確認できることを確認します。

次の場合に、Cisco Unified Communications Managerの Tomcat信頼証明書ストアに
Expressway-C証明書をアップロードするための追加の手順を実行する必要がありま
す。

• Expressway-C証明書と Cisco Tomcat証明書は、同じ CA証明書によって署名さ
れていません。

• Unified CM Cisco Tomcat証明書は CA署名されていません。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 SIP OAuthを使用する各サーバに対して、この手順を繰り返します。

OAuth Connectionを Expressway-Cに設定
Cisco Unified Communications Manager Administrationに Expressway-C接続を追加するには、次
の手順を使用します。SIP OAuthを使するモバイルおよびリモートアクセスモードのデバイ
スには、この構成が必要です。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。デバイ
ス > Expressway-C

ステップ 2 （任意） [Expressway-Cの検索とリスト]ウィンドウで、[検索]をクリックして、Expressway-C
から Unified Communications Managerにプッシュされた X.509サブジェクト名/サブジェクト代
替名を確認します。
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必要に応じて値を変更できます。また、エントリが存在しない場合は、Expressway-C
情報を追加します。

Unified Communications Managerとは別のドメインを持っている場合、管理者は
Cisco Unified CMの管理ユーザインターフェイスにアクセスして、Unified CMの設
定でドメインを Expressway-Cに追加する必要があります。

（注）

ステップ 3 [新規追加]をクリックします。

ステップ 4 Expressway-Cに対して、IPアドレス、ホスト名または、完全修飾ドメイン名を入力します。

ステップ 5 Descriptionを入力します。

ステップ 6 X.509のサブジェクト名/サブジェクトの代替名を、入力 Sway-C証明書から入力します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

SIP OAuthモードの有効化
SIP OAutモードを有効にするには、コマンドラインインターフェイスを使用します。パブリッ
シャノードでこの機能を有効にすると、すべてのクラスタノードの機能もイネーブルになりま

す。

Procedure

ステップ 1 Unified Communications Managerのパブリッシャノードで、コマンドラインインターフェイス
にログインします。

ステップ 2 utils sipOAuth-mode enableの CLIコマンドを実行します。

Cisco CallManagerサービスの再起動
CLIで SIP OAuthを有効にした後に、SIP OAuthを介してエンドポイントが登録されるすべて
のノードで Cisco CallManagerサービスを再起動します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Serviceability]から選択します。[ツール（Tools）] > [コントロールセンター
（ControlCenter）] > [機能サービス（Feature Services）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバを選択します。

ステップ 3 Cisco CallManagerサービスを確認し、[再起動（Restart）]をクリックします。
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電話セキュリティプロファイルでデバイスセキュリティモードを設定

する

この手順を使用して、電話機のセキュリティプロファイルでデバイスセキュリティモード

（DeviceSecurityMode）を設定します。これは、その電話機の[電話機のセキュリティプロファ
イル（Phone Security Profile）]内でデバイスセキュリティモードを[暗号化（Encrypted）]に設
定している場合にのみ必要です。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[システム（System）] >
[セキュリティ（Security）] > [電話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]の順
に選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•既存の電話セキュリティプロファイルを検索する

• [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [電話セキュリティプロファイル情報（Phone Security Profile Information）]セクションの [デバ
イスセキュリティモード（Device Security Mode）]ドロップダウンリストから、[暗号化
（Encrypted）]を選択します。

ステップ 4 [転送タイプ（Transport type）]ドロップダウンリストで、[TLS]を選択します。

ステップ 5 [OAuth認証の有効化（Enable OAuth Authentication）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 電話セキュリティプロファイルを電話に関連付けます。電話セキュリティ電話を適用する方法
の詳細については、Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイドの「セキュリ
ティプロファイルを電話に適用する」セクションを参照してください。

変更を有効にするには、スマートフォンをリセットしてください。（注）

[SIP OAuthモード（SIP OAuth Mode）]が有効な場合、[ダイジェスト認証を有効化
（Enable Digest Authentication）]および [TFTP暗号化設定（TFTP Encrypted
Config）]オプションはサポートされません。電話機は、https(6971)を介して TFTP
設定ファイルを安全にダウンロードし、認証にトークンを使用します。

（注）

SIPOAuth登録済み電話をMRAモード用に構成する
この手順を使用して、SIPOAuth登録済み電話をMRAモードに構成します。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
977

高度なコール処理

電話セキュリティプロファイルでデバイスセキュリティモードを設定する

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html


Before you begin

このセクションは、リリース 14以降に適用されます。Important

電話機がアクティベーションコードを使用するように設定されていることを確認してくださ

い。詳細については、Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイドの「アクティ
ベーションコードを使用するための登録方法の設定」セクションを参照してください。

SIP OAuth over MRAを使用する場合、ユーザーはログインにユーザー名/パスワードを使用で
きませんが、オンボーディングに基づくアクティベーションコードを使用する必要があります

Note

Procedure

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索]をクリックして、オフプレミスモード用に構成するデバイスを選択します。

ステップ 3 [デバイス情報]セクションで、次の手順を実行します。

• [MRA経由でアクティベーションコードを許可する（Allow Activation Code via MRA）]
チェックボックスをオンにします。

• [アクティベーションコードMRAサービスドメイン]ドロップダウンリストから、必要な
MRAサービスドメインを選択します。MRAサービスドメインを設定する方法の詳細につ
いては、Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイドの「MRAサービスドメ

インの設定」セクションを参照してください。

SIP OAuth over MRAモードの場合、アクティベーションコードのみを使用し、ユー
ザー名/パスワードベースのログインは使用しないでください。

Note

ステップ 4 [プロトコル固有の情報]セクションで、[デバイスセキュリティプロファイル]ドロップダウン
リストから OAuth対応の SIPプロファイルを選択します。電話機が OAuthファームウェアを
サポートしていることを確認してください。セキュリティプロファイルの作成方法の詳細につ

いては、Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイドの「電話セキュリティプロ
ファイルの設定」セクションを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]と [構成の適用（Apply Configuration）]をクリックします。

電話機はMRAモードに切り替わり、Expresswayとの通信を開始します。内部ネッ
トワークでオンプレミスからのライン Swayとの通信が許可されていない場合、電
話機は登録されませんが、オフプレミスの電源がオンになっているときには、その

電話機に接続する準備ができています。

Note
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第 XV 部

QoS管理
• APIC-EMコントローラによる QoSの設定（981ページ）
• AS-SIPエンドポイントの設定（987ページ）
• Multilevel Precedence and Preemptionの設定（1003ページ）





第 66 章

APIC-EMコントローラによる QoSの設定

• APIC-EMコントローラの概要（981ページ）
• APIC-EMコントローラ前提条件（982ページ）
• APIC-EMコントローラの設定タスクフロー（982ページ）

APIC-EMコントローラの概要
APICEMは、ネットワークトラフィックを集中管理するためのシステムを提供しているため、
ネットワークの輻輳がある場合でも、常に通信を維持できるようになっています。CiscoUnified
Communications Managerを設定して、APIC-EMコントローラを使用しSIPメディアフローを管
理するように設定すると、次のような利点がもたらされます。

• QoS管理を一元化し、エンドポイントによる DSCP値の割り当てが不要になります。

•メディアフローごとに異なる QoS処理を適用できます。たとえば、ネットワーク帯域幅
が少ない場合でも、基本的な音声通信が常に維持されるように、オーディオの優先順位を

付けることができます。

• SIPプロファイルの外部 QoS設定では、APIC-EMを使用するようにユーザを設定できま
す。たとえば、Cisco JabberユーザはAPIC-EMを使用してメディアフローを管理し、一方
で Cisco Unified IP Phoneユーザは Cisco Unified Communications Managerの DSCPの設定を
使用できます。

SIPメディアフロー管理

APIC-EMを使用する SIPコールの場合、Cisco Unified Communications Managerはコールの始め
に APIC-EMコントローラにポリシー要求を送信して、メディアフローの APIC-EMがセット
アップ中であることを通知します。ポリシー要求には、発信元および宛先のデバイスの IPア
ドレスやポート、フローのメディアタイプ、およびプロトコルを含む、コールに関する情報が

含まれています。

APIC-EMは、関連付けられているメディアフローの DSCP値のコールフローの先頭にスイッ
チを通知します。スイッチは、これらのDSCP値を個々のメディアパケットに挿入し、エンド
ポイントが挿入する値を上書きします。コールフロー内のゲートウェイに輻輳が発生すると、

ゲートウェイは、最初により高いDSCP値を持つパケットを送信します。これにより、優先順
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位の高いオーディオおよびビデオストリームが、電子メール、印刷ジョブ、ソフトウェアダウ

ンロードなどの優先順位の低いネットワークトラフィックによってブロックされることがなく

なります。通話が終了すると、Cisco Unified Communications Managerが APIC-EMに通知し、
APIC-EMは、そのフローを削除するようスイッチに通知します。

外部 QoSサポート

Cisco Unified Communicatins Managerが APIC-EMを使用してメディアフローを管理するには、
外部 QoSパラメータを両方のシステムレベルでは、クラスタ全体のサービスパラメータを介
して、さらにデバイスレベルでは、SIPプロファイルを介して有効にする必要があります。

APIC-EMコントローラ前提条件
APIC-EMを使用する前に、次の手順を実行する必要があります。

• Cisco Unified Communications Managerで、さまざまな SIPメディアフローの DSCP優先順
位を設定します。詳細については、「DSCP設定の設定タスクフロー（943ページ）」を
参照してください。

•ネットワーク内で APIC EMコントローラハードウェアを設定します。詳細については、
APIC-EMコントローラ付属のハードウェアドキュメンテーションを参照してください。

APIC-EMコントローラの設定タスクフロー
これらのタスクをCisco Unified Communications Managerで完了すると、APIC EMコントローラ
が SIPメディアフローを管理できるようになります。

手順

目的コマンドまたはアクション

APIC-EMコントローラにUnified CMを
設定します。

APIC-EMコントローラの設定（983ペー
ジ）

ステップ 1

APIC EM証明書をCisco Unified OS管理
者にアップロードします。

APIC-EMコントローラ証明書のアップ
ロード（984ページ）

ステップ 2

APIC-EMサービスをポイントするHTTP
プロファイルを設定します。

APIC-EMコントローラへのHTTPS接続
の設定（984ページ）

ステップ 3

外部 QoS Enableサービスパラメータを
有効にすると、APICを使用してメディ

システムの外部 QoSサービスを有効に
する（985ページ）

ステップ 4

アフローを管理するようにシステムが設

定されます。SIPメディアフロー管理の
APIC-EMを使用するには、デバイスの
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目的コマンドまたはアクション

サービスパラメータを有効にする必要が

あります。

SIPメディアフロー管理の
APIC EMを使用するデバイ
スに対しては、SIPプロファ
イル内の外部 QoSも有効に
する必要があります。

（注）

SIPプロファイル内の外部QoSを有効に
します。このSIPプロファイルを使用す

SIPプロファイルレベルの外部QoSサー
ビスの設定（985ページ）

ステップ 5

るすべてのデバイスは、APIC-EMを使
用してSIPメディアフローを管理するこ
とができます

[SIPプロファイル]の設定を使用して、
APIC-EMでメディアフローを管理する
デバイスとデバイスタイプを設定するこ

とができます。

外部の QoS対応 SIPプロファイルを電
話機に関連付けます。

電話機へのSIPプロファイルの割り当て
（986ページ）

ステップ 6

APIC-EMコントローラの設定
ユーザとして Cisco Unified Communications Managerを追加するには、APIC-EMコントローラ
で次の手順を使用します。APIC-EMのロールベースアクセスコントロール機能により、Cisco
Unified Communications Managerで APIC-EMリソースの利用が可能になります。

手順

ステップ 1 APIC-EMコントローラで、[設定（Settings）] > [内部ユーザ（Internal Users）]を選択します。

ステップ 2 ROLE_POLICY_ADMINロールを指定して新しいユーザを作成します。Cisco Unified
Communications Managerの [HTTPプロファイル（HTTP Profile）]ウィンドウで同一のクレデン
シャルを入力する必要があるため、入力するユーザ名とパスワードを記録しておきます。

ステップ 3 [ディスカバリ（Discovery）]タブに移動し、CDPによる検出、または使用可能なデバイスの
IPアドレスの範囲を追加します。

ステップ 4 [デバイスインベントリ（Device Inventory）]タブを選択し、到達可能なデバイスを選択しま
す。

ステップ 5 [ポリシータグの設定（Set Policy Tag）]をクリックします。

ステップ 6 ポリシータグを作成し、そのタグをデバイスに設定します。
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ステップ 7 [EasyQoS]タブで、作成したポリシーを選択し、[DynamicQoS]を有効にします。

APIC-EMコントローラ証明書のアップロード
この手順を使用して、APIC-EMコントローラ証明書を Cisco Unified Communications Manager
にアップロードします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified OSの管理から、[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate
Management）]を選択します。

ステップ 2 [証明書/証明書チェーンのアップロード（Upload Certificate/Certificate chain）]をクリックしま
す。

[証明書/証明書チェーンのアップロード]ポップアップウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [証明書目的（Certificate Purpose）]ドロップダウンリストで、[CallManager-trust]を選択しま
す。

ステップ 4 証明書の説明を [説明（Description）]に入力します。

ステップ 5 [参照（Browse）]をクリックして、該当する証明書を選択します。

ステップ 6 [アップロード（Upload）]をクリックします。

APIC-EMコントローラへの HTTPS接続の設定
Cisco Unified Communications Managerを APIC-EMコントローラに接続するように HTTPプロ
ファイルを設定するには、次の手順を使用します。この接続では、Cisco Unified Communications
Managerは HTTPユーザとして機能し、APIC-EMは HTTPサーバとして機能します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [HTTPプロファ
イル（HTTP Profile）]を選択します。

ステップ 2 [名前（Name）]にサービスの名前を入力します。

ステップ 3 この HTTP接続の [ユーザ名（User Name）]と [パスワード（Password）]を入力します。ユー
ザ名を Cisco Unified Communications Managerで設定済みのエンドユーザとする必要はありませ
んが、ユーザ名とパスワードは、APIC-EMコントローラに設定された値に一致する必要があ
ります。

ステップ 4 [Webサービスのルート URI（Web Service Root URI）]テキストボックスで、APIC-EMサービ
スの IPアドレスまたは完全修飾ドメイン名を入力します。
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ステップ 5 [HTTPプロファイル（HTTPProfile）]ウィンドウで、残りのフィールドを設定します。フィー
ルドとそのオプションに関するヘルプは、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

システムの外部 QoSサービスを有効にする

システムの外部 QoSサービスを有効にする

QoSの管理に外部サービスを使用するように Cisco Unified Communications Managerを設定する
には、次の手順を使用します。QoSに APIC-EMコントローラを使用するには、このサービス
パラメータを有効にする必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからパブリッシャノードを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

ステップ 4 [外部 QoS機能を有効にする（External QoS Enabled）]サービスパラメータの値を [True] に設
定します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

APIC-EMを使用してデバイスのコールフローを管理するには、デバイスの SIPプ
ロファイル内の外部 QoSを有効にする必要があります。

（注）

SIPプロファイルレベルの外部 QoSサービスの設定
クラスタ全体のサービスパラメータである [外部QoS有効（External QoS Enabled）]を有効にし
た場合、次の手順を使用して、この SIPプロファイルを使用する SIPデバイスの外部QoSを有
効にします。

外部QoSは、APIC-EMを使用してQoSを管理するためにシステムレベルと SIPプロファイル
の両方で有効にする必要があります。

（注）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] >
[SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•既存の SIPプロファイルを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。
•新しい SIPプロファイルを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [外部QoSの有効化（Enable External QoS）]チェックボックスをオンにします。この SIPプロ
ファイルを使用して APIC-EMコントローラで QoSを管理する電話の場合、このチェックボッ
クスをオンにする必要があります。

ステップ 4 [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドを入力
します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

電話機への SIPプロファイルの割り当て
作成した外部QoS対応SIPプロファイルを電話機に割り当てるには、次の手順を使用します。

多数の電話機を選択したSIPプロファイルの更新を一度の操作で行うには、一括管理ツールを
使用します。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager一括管理ガイド』を参
照してください。

ヒント

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックし、既存の電話機を選択します。

ステップ 3 [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストから、トラフィックを管理する
APIC-EMコントローラを使用する電話にアップロードした [SIPプロファイル（SIP Profile）]
を選択します。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの残りのフィールドをすべて入力します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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第 67 章

AS-SIPエンドポイントの設定

• AS-SIPの概要（987ページ）
• AS-SIPの要件（990ページ）
• AS-SIPエンドポイントの設定タスクフロー（990ページ）

AS-SIPの概要
Assured Services SIP（AS-SIP）エンドポイントは、MLPP、DSCP、TLS/SRTP、および IPv6に
準拠しています。AS-SIPは、Unified Communications Manager上で複数のエンドポイントイン
ターフェイスを実現します。

多くの Cisco IP電話は、AS-SIPをサポートしています。加えて、サードパーティ製 AS-SIPエ
ンドポイントデバイスタイプを使用すれば、サードパーティ製 AS-SIP準拠のエンドポイント
を設定して Cisco Unified Communications Managerで使用できるようになります。加えて、サー
ドパーティ製AS-SIPエンドポイントデバイスタイプを使用すれば、サードパーティ製AS-SIP
準拠の汎用エンドポイントを設定して Cisco Unified Communications Managerで使用できるよう
になります。

AS-SIPの機能

AS SIPエンドポイントに対しては、次の機能が実装されているか使用可能になっています。

• MLPP

• TLS

• SRTP

•優先レベルの DSCP

•エラー応答

• V.150.1 MER

•会議ファクトリフローのサポート

• AS-SIP回線早期オファー
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サードパーティ AS-SIP電話
サードパーティの電話機は、サードパーティー製 AS-SIPエンドポイントデバイスタイプを使
用して、Cisoc Unified Communications Managerでプロビジョニングすることができます。

AS-SIPを実行しているサードパーティ製電話機は、Cisco Unified Communications Manager TFTP
サーバを使用して設定されません。お客様が、ネイティブ電話機設定メカニズム（通常は、

ウェブページまたは tftpファイル）を使用して、電話機を設定する必要があります。お客様
は、Cisco Unified Communications Managerデータベース内のデバイスおよび回線の設定と、ネ
イティブ電話機設定の同期を保つ必要があります（たとえば、電話機の内線番号 1002とCisco
Unified Communications Managerの 1002）。また、回線のディレクトリ番号が変更された場合、
Unified CM Administrationとネイティブの電話機設定メカニズムの両方で、そのディレクトリ
番号が変更されていることを確認する必要があります。

サードパーティの電話機の識別

SIPを実行しているサードパーティ製の電話機はMACアドレスを送信しないため、ユーザ名
を使用して自分自身の身元を証明する必要があります。REGISTERメッセージには次のヘッ
ダーが含まれています。

Authorization: Digest
username=”swhite”,realm=”ccmsipline”,nonce=”GBauADss2qoWr6k9y3hGGVDAqnLfoLk5”,uri
=”sip:172.18.197.224”,
algorithm=MD5,response=”126c0643a4923359ab59d4f53494552e”

ユーザ名 swhiteは、Cisco Unified Communications Managerの [エンドユーザの設定(End User
Configuration)]ウィンドウで設定されたユーザと一致する必要があります。管理者は、[電話
の設定(Phone Configuration)]ウィンドウの [ダイジェストユーザ(Digest User)]フィールド内の
ユーザ（swhite など）を使用してサードパーティ製 SIP電話機を設定します。

各ユーザ IDは、1つのサードパーティの電話機にのみ割り当てることができます。同じユー
ザ IDがダイジェストユーザとして複数の電話機に割り当てられている場合、そのエンドユー
ザ IDが割り当てられているサードパーティ製電話機は正しく登録されません。

（注）

サードパーティAS-SIP電話および Cisco IP電話の設定

下の表は、Cisco Unified IP Phoneと AS-SIPを実行しているサードパーティ製電話機の設定上
の違いを比較したものです。
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表 83 : Cisco IP電話とサードパーティ製電話機の設定の違いの比較

リセットと

再起動のサ

ポート

Unified
Communications
Managerの
フェール

オーバーと

フォール

バックのサ

ポート

ダイヤルプ

ランファイ

ルのダウン

ロード

ソフトキー

ファイルの

ダウンロー

ド

MACアドレ
スの送信

中央集中型

TFTPとの統
合

AS-SIPを実
行している

電話機

はいはいはいはいはいはいCisco IP
Phone

いいえいいえいいえいいえいいえいいえサードパー

ティ製

AS-SIPデバ
イス

すべての Cisco IP電話が AS-SIPをサポートしているわけではありません。サポート情報につ
いては、ご使用の電話機モデルのアドミニストレーションガイドを参照してください。

（注）

SIPを実行しているサードパーティ製の電話機を設定するには、Cisco Unified CM Administration
を使用します (詳細については、『 System Configuration Guide』の「Configure SIP Profile」のト
ピックを参照してください Cisco Unified Communications Manager

)。管理者は、SIPを実行するサードパーティの電話機で設定手順を実行する必要があります。
次の例を参照してください。

•電話機のプロキシアドレスが、Cisco Unified Communications Managerの IPまたは完全修
飾ドメイン名（FQDN）であることを確認します。

•電話機のディレクトリ番号が、Cisco Unified CM Administrationでデバイスに対して設定し
たディレクトリ番号と一致していることを確認します。

•電話機のダイジェストユーザ ID（承認 IDとも言います）が、Cisco Unified CM
Administrationで設定したダイジェストユーザ IDと一致していることを確認します。

詳細については、サードパーティの電話機に付属するドキュメントを参照してください。

AS-SIP会議
機能の呼び出し元（保留元、転送元、または会議開催者）でシスコ独自の機能シグナリングが

サポートされている場合は、MOHがそのターゲット（保留先、転送直前の転送先、または参
加直前の会議出席者）に適用されます。機能の呼び出し元でシスコ独自の機能シグナリングが

サポートされていない場合は、MOHがそのターゲットに適用されません。また、エンドポイ
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ントが会議ミキサーであることを明示的に伝達する場合は、MOHがそのターゲットで再生さ
れません。AS-SIP会議には次の 2つの形態があります。

•ローカル混合

•会議ファクトリ

ローカル混合

Unified CMからは、会議開催者が他の会議参加者のそれぞれに対してアクティブコールを同
時に確立したようにしか見えません。会議はイニシエータによってホストされ、そこで音声が

混合されます。会議開催者からのコールにはMOHソースへの接続を拒否する特殊なシグナリ
ングが含まれています。

会議ファクトリ

会議イニシエータはSIPトランクの外側に設置された会議ファクトリサーバを呼び出します。
そして、IVRシグナリングを通して、会議ブリッジを予約するように会議ファクトリに指示し
ます。会議ファクトリから会議イニシエータに数値アドレス（ルーティング可能な DN）が返
され、会議開催者はブリッジとの登録を確立して、参加者を追跡するための会議リスト情報を

受け取ります。会議ファクトリにより、MOHソースへの接続を拒否する特殊なシグナリング
が送信されます。

AS-SIPの要件
十分なデバイスライセンスユニットが使用可能かどうかを調べます。詳細については、『Cisco

Unified Communications Managerのシステム構成』の「スマートソフトウェアライセンシング」
の章を参照してください。

AS-SIPエンドポイントの設定タスクフロー
次のタスクを完了して、AS-SIPエンドポイントを設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

SIPリクエストにダイジェスト認証を
使用するようにエンドユーザを設定し

ます。

ダイジェストユーザの設定（992ペー
ジ）

ステップ 1

Cisco Unified Communications Manager
はこのポートを使用して SIP回線の登

SIP電話のセキュアポートの設定（992
ページ）

ステップ 2

録用の SIP電話を TLSを介してリッス
ンします。
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目的コマンドまたはアクション

セキュアポートを設定した後、Cisco
CallManagerサービスと Cisco CTL
Providerサービスを再起動します。

サービスの再起動（993ページ）ステップ 3

AS-SIPエンドポイントとSIPトランク
の SIP設定を SIPプロファイルで設定
します。

AS-SIP用SIPプロファイルの設定（993
ページ）

ステップ 4

電話機固有のパラメータは

サードパーティ製 AS-SIP
電話機にダウンロードされ

ません。Cisco Unified
Communications Managerで
のみ使用されます。サード

パーティ製電話機では同じ

設定値をローカルに設定す

る必要があります。

（注）

電話セキュリティプロファイルを使用

して、TLS、SRTP、ダイジェスト認証
AS-SIP用電話セキュリティプロファイ
ルの設定（994ページ）

ステップ 5

などのセキュリティ設定を割り当てる

ことができます。

Cisco IP電話またはサードパーティエ
ンドポイントをAS-SIPサポートととも
に設定します。

AS-SIPエンドポイントの設定（995
ページ）

ステップ 6

エンドポイントをユーザに関連付けま

す。

エンドユーザとデバイスの関連付け

（996ページ）
ステップ 7

トランクセキュリティプロファイルを

使用して、TLS認証やダイジェスト認
AS-SIP用 SIPトランクセキュリティ
プロファイルの設定（997ページ）

ステップ 8

証などのセキュリティ機能を SIPトラ
ンクに割り当てることができます。

SIPトランクをAS-SIPサポートで設定
します。

AS-SIP用 SIPトランクの設定（997
ページ）

ステップ 9

MLPP、TLS、V.150、IPv6などの追加
の SIP機能を設定します。

AS-SIP機能の設定（998ページ）ステップ 10
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ダイジェストユーザの設定

ダイジェスト認証を使用するダイジェストユーザとしてエンドユーザを設定するには、この

手順を使用します。ユーザに関連付けられているデバイスは、ユーザのダイジェストクレデン

シャルを使用して認証されます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[ユーザの管理（User Management）] > [エンドユーザ
（End User）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•新しいユーザを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
•既存のユーザを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 次の必須フィールドが入力されていることを確認してください。

• [ユーザID（User ID）]
• [姓（Last Name）]

ステップ 4 [ダイジェスト認証（Digest Credentials）]フィールドにパスワードを入力します。エンドユー
ザは、エンドポイントを使用する際に、このパスワードを使用して認証する必要があります。

ステップ 5 残りのすべてのフィールドに入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンライ
ンヘルプを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

SIP電話のセキュアポートの設定
ポートを設定するには、次の手順に従います。Cisco Unified Communications Managerはこのポー
トを使用して SIP回線の登録用の SIP電話を TLSを介してリッスンします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [Cisco Unified CM（Cisco Unified
CM）]を選択します。

ステップ 2 [このサーバのCisco Unified Communications Manager TCPポート設定（Cisco Unified Communications
Manager TCP Port Settings for this Server）]で、[SIP電話セキュアポート（SIP Phone Secure Port）]
フィールドにポート番号を指定するか、またはデフォルト値をそのまま使用します。デフォル

ト値は5061です。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
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ステップ 5 [OK]をクリックします。

サービスの再起動

Cisco CallManagerサービスと Cisco CTL Providerサービスを再起動するには、次の手順を実行
します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityインターフェイスで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -
機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Servers）]ドロップダウンリストから、[Cisco Unified Communications Manager]サー
バを選択します。

CMの [サービス（Services）]領域で、[サービス名（Service Name）]列に Cisco CallManagerが
表示されます。

ステップ 3 Cisco CallManagerサービスに対応するラジオボタンをクリックします。

ステップ 4 [再起動（Restart）]をクリックします。
サービスが再起動し、「サービスは正常に再起動しました（Service Successfully Restarted）」
というメッセージが表示されます。

ステップ 5 手順 3と手順 4を繰り返して、Cisco CTL Providerサービスを再起動します。

AS-SIP用 SIPプロファイルの設定
AS-SIPエンドポイントと SIPトランクの SIPプロファイルを、SIP設定を使用して設定するに
は、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] >
[SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•新しい SIPプロファイルを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
• [検索（Find）]をクリックし、既存の SIPプロファイルを選択します。

ステップ 3 SIPプロファイルの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。

ステップ 4 [Assured Services SIPとの適合（Assured Services SIP conformance）]チェックボックスをオンに
します。
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このチェックボックスは、SIPトランクおよびサードパーティAS-SIP電話に対して
オンにする必要があります。これは、AS-SIPをサポートしているCisco IP電話では
必須ではありません。

（注）

ステップ 5 [電話で使用されるパラメータ（Parameters used in Phone）]セクションで、作成する予定のコー
ルタイプ向けに DSCP優先度の値を設定します。

クラスタ全体のサービスパラメータを使用して DSCP値を設定することもできま
す。ただし、SIPプロファイルで設定した DSCP値は、その SIPプロファイルを使
用するすべてのデバイスで、クラスタ全体の設定よりも優先されます。

（注）

ステップ 6 [音声コールおよびビデオコールのアーリーオファーサポート（Early Offer support for voice and
videocalls）]ドロップダウンリストで、次のいずれかのオプションを選択し、このプロファイ
ルを使用する SIPトランク向けのアーリーオファーサポートを設定します。

• [無効（Disabled）]
• [ベストエフォート（MTP挿入なし）（Best Effort (no MTP inserted)）]
• [必須（必要に応じてMTPを挿入）（Mandatory (insert MTP if needed)）]

ステップ 7 [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールドを入力
します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照して

ください。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

AS-SIP用電話セキュリティプロファイルの設定
AS-SIPエンドポイント用の電話セキュリティプロファイルを設定するには、次の手順を使用
します。このセキュリティプロファイルを使用して、TLSや SRTPなどのセキュリティ設定を
割り当てることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [セキュリティ（Security）] > [電
話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）] の順に選択します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい電話セキュリティプロファイルを作成し
ます。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のプロファイルを編集します。

ステップ 3 新しいプロファイルの場合、[電話機のセキュリティプロファイル]ドロップダウンからオプ
ションを選択し、[サードパーティー製 AS-SIPエンドポイント]を選択して、[次へ]をクリッ
クします。
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• Cisco IP電話の場合は、電話機のモデルを選択して、[次へ (Next)]をクリックします。

•サードパーティ製 AS-SIPエンドポイントの場合は、[サードパーティ製 AS-SIPエンドポ
イント]を選択し、[次へ (Next)]をクリックします。

ステップ 4 プロトコルには、[SIP]を選択し、[次へ (Next)]をクリックします。

ステップ 5 プロトコルの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。

ステップ 6 次のいずれかの設定にデバイスセキュリティモードを割り当てます。

• [認証（Authenticated）]：Cisco Unified Communications Managerは TLSシグナリングを使
用して、電話機に整合性および認証を提供します。

• [暗号化]：Cisco Unified Communications Managerは TLSシグナリングを使用して、電話機
に整合性および認証を提供します。また、SRTPはメディアストリームも暗号化します。

ステップ 7 [ダイジェスト認証を有効化（Enable Digest Authentication）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [電話のセキュリティプロファイルの設定]ウィンドウの残りのフィールドを設定します。フィー
ルドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

AS-SIPエンドポイントの設定
次の手順を使用して、AS-SIPエンドポイントを設定します。多くの Cisco IP電話は、AS-SIP
をサポートしています。さらに、サードパーティエンドポイントの AS-SIPを設定することも
できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから、AS-SIPをサポートする Cisco IP
Phoneを選択します。それ以外の場合は、[サードパーティAS-SIPエンドポイント（Third-Party
AS-SIP Endpoint）]を選択します。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 次の必須フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オン

ラインヘルプを参照してください。

• [デバイス信頼モード（Device Trust Mode）]：サードパーティAS-SIPエンドポイントでの
み使用します。[信頼済み（Trusted）]または [信頼されていない（Not Trusted）]を選択し
ます。

• [MACアドレス（MAC Address）]
•デバイスプール（Device Pool）
• [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]
•オーナーのユーザ ID（Owner User ID）
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• [デバイスのセキュリティプロファイル（Device Security Profile）]：AS-SIP用にセットアッ
プした電話のセキュリティプロファイルを選択します。

• [SIPプロファイル（SIP Profile）]：設定した AS-SIP対応の SIPプロファイルを選択しま
す。

• [ダイジェストユーザ（Digest User）]：ダイジェストユーザとして設定するユーザ IDを選
択します。このユーザはダイジェスト認証が有効化されている必要があります。

• [DTMF受信が必要（Require DTMF Reception）]：エンドポイントでDTMF番号を受け付け
られるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

• [音声コールとビデオコールに対するアーリーオファーサポート（Early Offer support for
voice and video calls）]：このチェックボックスをオンにすると、アーリーオファーサービ
スサポートが有効になります。このフィールドは、サードパーティの電話機でのみ表示さ

れます。

ステップ 6 [MLPPおよび機密アクセスレベル情報（MLPP and Confidential Access Level Information）]セク
ションのフィールドを設定します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 8 ディレクトリ番号を追加します。

a) 左のナビゲーションバーで、[新規DNを追加（Add a New DN）]をクリックします。[ディ
レクトリ番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが開きます。

b) ディレクトリ番号を追加します。
c) [ディレクトリ番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウで、残りのフィー
ルドを入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 9 [関連リンク（Related Links）]から、[デバイスの設定（Configure Device）]を選択し、[移動
（Go）]をクリックします。

ステップ 10 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

エンドユーザとデバイスの関連付け

エンドユーザを AS-SIPエンドポイントに関連付けるには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、デバイスに関連付けるユーザを選択します。

ステップ 3 [デバイス情報（Device Information）]セクションで、[デバイスの関連付け（Device
Association）]を選択します。
[ユーザデバイス割り当て（User Device Association）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [検索（Find）]をクリックすると、使用可能なデバイスのリストが表示されます。
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ステップ 5 関連付けるデバイスを選択して、[選択/変更の保存（Save Selected/Changes）]をクリックしま
す。

ステップ 6 [関連リンク（Related Links）]から、[ユーザの設定に戻る（Back to User）] を選択し、[移動
（Go）]をクリックします。
[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示され、選択し、割り当てた
デバイスが、[制御するデバイス（Controlled Devices）]ペインに表示されます。

AS-SIP用 SIPトランクセキュリティプロファイルの設定
AS-SIPをサポートする SIPトランク用のセキュリティプロファイルを設定するには、この手
順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [セキュリティ（Security）] >
[SIPトランクのセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 セキュリティプロファイルの [名前（Name）]を入力します。

ステップ 4 [デバイスのセキュリティモード（Device Security Mode）]ドロップダウンリストから、[暗号
化（Encrypted）] または [認証済み（Authenticated）]を選択します。

ステップ 5 [着信転送タイプ（Incoming Transport Type）]フィールドと [発信転送タイプ（Outgoing Transport
Type）]フィールドが、自動的に [TLS]に変更されます。

ステップ 6 [ダイジェスト認証を有効化（Enable Digest Authentication）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 V.150を導入する場合は、[SIP V.150アウトバウンドSDPオファーのフィルタリング（SIP V.150
Outbound SDP Offer Filtering）]ドロップダウンリストの値を設定します。

ステップ 8 [SIPトランクのセキュリティプロファイルの設定]ウィンドウで、残りのフィールドを入力し
ます。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

AS-SIP用 SIPトランクの設定
AS-SIPをサポートする SIPトランクを設定するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択しま
す。
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ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•既存のトランクを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。
• [新規追加（Add New）]をクリックし、新規トランクを作成します。

ステップ 3 新しいトランクについては、[トランクタイプ（Trunk Type）]ドロップダウンリストから [SIP
トランク（SIP Trunk）]を選択します。

ステップ 4 [トランクサービスタイプ（Trunk Service Type）]ドロップダウンリストで、[なし（None）]
（デフォルト）を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 トランクのデバイス名を入力します。

ステップ 6 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストから、デバイスプールを選択します。

ステップ 7 [宛先アドレス]フィールドに、トランクを接続するサーバのアドレスを入力します。

ステップ 8 [SIPトランクのセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]ドロップダウンリス
トから、AS-SIP用に作成したプロファイルを選択します。

ステップ 9 [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストから、AS-SIP用に設定した SIPプロ
ファイルを選択します。

ステップ 10 トランク設定ウィンドウの残りのフィールドをすべて入力します。フィールドとその設定オプ

ションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

AS-SIP機能の設定
前述のタスクフローの手順では、エンドポイントとトランクの AS-SIPサポートを設定する方
法について説明しています。次の表に、導入可能な AS-SIPの各機能の概要と、それぞれの構
成参照を示します。
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[設定の説明（Configuration Description）]AS-SIP機能

SIP早期提供では、エンドポイントが INVITE要求および 200OK応答
の間にメディアをネゴシエートできます。早期提供には次の 2つの
モードがあります。

•ベストエフォート早期提供（MTP挿入なし）

•必須早期提供 (必要に応じてMTPを挿入)

次の設定ウィンドウのフィールドを使用して、早期サービスサポート

を設定します。詳細なフィールドの説明については、オンラインヘ

ルプを参照してください。

SIPプロファイル設定ウィンドウ

•音声とビデオコールの早期提供サポート:SIPトランクでの早期提
供サポートを有効にするため、このフィールドを設定します。

•アーリーオファーおよび再招待の SDPセッションレベル帯域幅
修飾子

• [通話中 INVITEでの送受信 SDPの送信（Send send-receive SDP in
mid-call INVITE）]

[電話の設定]ウィンドウ (サードパーティ製AS-SIPエンドポイントデ
バイスタイプが使用されている場合のみ)

•音声とビデオ通話の早期提供サポート:このチェックボックスを
オンにすると、早期サービスサポートが有効になります。

早期オファー

IMSクライアントが会議を設定するために使用する URIを指定しま
す。

1. Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

2. [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco Unified
Communications Managerサーバを選択します。

3. [サービス（Service）]から、Cisco CallManagerを選択します。

4. [クラスタ全体のパラメータ（機能 -会議）（Clusterwide Paramters
(Feature - Conference)）] で、IMS会議ファクトリURIを割り当て
ます。

5. [保存（Save）]をクリックします。

会議ファクトリ
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[設定の説明（Configuration Description）]AS-SIP機能

DSCP設定を使用すると、ネットワーク内のQoSと帯域幅を管理でき
ます。DSCP設定を使用して、優先順位付けされたトラフィッククラ
スラベルをコールごとのコールに割り当てます。

サービスパラメータを使用して、クラスタ全体の DSCP設定を指定
できます。また、SIPプロファイルを使用して、そのプロファイルを
使用するユーザに対してカスタマイズされた QoSポリシーを割り当
てることができます。たとえば、エグゼクティブ（CEOなど）や営
業チームのコールに高い優先順位を割り当て、ネットワーク帯域幅の

問題が発生した場合にそれらのコールが切断されないようにすること

ができます。

DSCPの設定については、「DSCP設定の設定タスクフロー（943ペー
ジ）」を参照してください。

DSCPマーキング

デフォルトでは、Cisco Unified Communications Managerは IPv4アドレ
ス指定を使用するように設定されています。ただし、IPv6スタックを
サポートするようにシステムを構成することで、IPv6のみのエンドポ
イントを使用して SIPネットワークを展開することができます。

IPv6の設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager

システム構成ガイド』の「デュアルスタック Ipv6構成タスクフロー」
の章を参照してください。

IPv6

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）サービスを使用すると、
優先コールをかけることができます。この機能により、国家の非常事

態やネットワークの機能低下など、ネットワークに負荷がかかってい

る場合に、優先順位の高いユーザが重要な組織や担当者への通信を確

実に行うことができます。

MLPPの設定については、「Multilevel Precedence and Preemption
Precendenceのタスクフロー（1004ページ）」を参照してください。

Multilevel Precedence
and Preemption
（MLPP）

Secure Real-time Transport Protocol (SRTP)を使用すると、コール内の
メディアストリームに暗号化と認証を提供できます。

SRTPは、電話機が使用する電話機のセキュリティプロファイル設定
内の電話機用に設定できます。[デバイスセキュリティモード(Device
SecurityMode)]フィールドを [暗号化済]に設定する必要があります。

Secure Real-Time
Transport Protocol
（SRTP）

Transport Layer Security（TLS）はセキュアポートと証明書交換を使用
して、2つのシステム間またはデバイス間でセキュアで信頼できるシ
グナリングやデータ転送を実現します。

TLSの設定に関する詳細は、『Cisco Unified Communications Manager

のセキュリティガイド』の「TLS設定」の章を参照してください。

トランスポート層のシ

グナリング (TLS)
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[設定の説明（Configuration Description）]AS-SIP機能

「V. 150最低必須要件」機能を使用すると、IPネットワーク経由のモ
デムで安全なコールを行うことができます。この機能では、ダイヤル

アップモデムを使用して、従来の公衆交換電話網 (PSTN)上で動作す
るモデムとテレフォニーデバイスを大規模に設置します。

V.150を設定するには、『Cisco Unified Communications Managerのセ

キュリティガイド』の「Cisco V.150最低要件（MER）」の章を参照
してください。

V.150
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第 68 章

Multilevel Precedence and Preemptionの設
定

• Multilevel Precedence and Preemptionの概要（1003ページ）
• Multilevel Precedence and Preemptionの前提条件（1003ページ）
• Multilevel Precedence and Preemption Precendenceのタスクフロー（1004ページ）
• Multilevel Precedence and Preemptionの連携動作（1023ページ）
• Multilevel Precedence and Preemptionの制限事項（1024ページ）

Multilevel Precedence and Preemptionの概要
Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）サービスを使用すると、優先コールをかけること
ができます。適切に検証されたユーザは、優先順位の低いコールよりも優先順位の高いコール

を優先させることができます。認証されたユーザは、宛先ステーションへ、または完全にサブ

スクライブされた TDMトランクを介して、コールをプリエンプション処理することができま
す。この機能により、国家の非常事態やネットワークの機能低下など、ネットワークに負荷が

かかっている場合に、優先順位の高いユーザが重要な組織や担当者への通信を確実に行うこと

ができます。

Multilevel Precedence and Preemptionの前提条件
サポートされる SCCP電話または SIP電話。機能サポートと詳細情報については、ご使用の電
話機の『Cisco IP Phoneアドミニストレーションガイド』および『Cisco IP Phoneユーザガイ

ド』を参照してください。
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Multilevel Precedence and Preemption Precendenceのタス
クフロー

始める前に

手順

目的コマンドまたはアクション

MLPPサブスクライバに関連付けられ
るリソースのデバイスを指定するに

は、MLPPドメインを設定します。

ドメインおよびドメインリストの設定

（1006ページ）を行うには、次のサブタ
スクを実行します。

ステップ 1

• Multilevel Precedence and Preemption
ドメインの設定（1007ページ）

•リソースプライオリティネームス
ペースネットワークドメインの設

定（1008ページ）
•リソースプライオリティネームス
ペースネットワークドメインリ

ストの設定（1008ページ）

一般的なデバイス設定には、複数の

ユーザとそのデバイスに適用できる

共通デバイス設定でのMultilevel
Precedence and Preemption設定（1009
ページ）

ステップ 2

MLPP関連の情報が含まれています。
各デバイスは一般的なデバイス設定に

関連付けられていることを確認しま

す。これらの設定は、エンタープライ

ズパラメータの設定を上書きします。

MLPPの通知とプリエンプションを有
効にするには、エンタープライズパラ

Multilevel Precedence and Preemptionの
エンタープライズパラメータの設定

（1009ページ）

ステップ 3

メータを設定します。個々のデバイス

や一般的なデバイス設定のデバイスが

デフォルトのMLPP設定になっている
と、MLLP関連のエンタープライズパ
ラメータは、これらのデバイス、およ

び一般的なデバイス設定に適用されま

す。

パーティションを設定して、電話番号

（DN）の論理グループと、到達可能性
Multilevel Precedence and Preemptionの
パーティションの設定（1011ページ）

ステップ 4

の特徴が類似したルートパターンを作

成します。パーティションに通常、配
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目的コマンドまたはアクション

置されるデバイスは、DNsとルートパ
ターンを含みます。これらのエンティ

ティは、ユーザがダイヤルするDNsに
関連付けられます。わかりやすくする

ために、パーティション名は通常、そ

の特性を反映しています。

コーリングサーチスペースは、パー

ティションの番号付きリストです。

Multilevel Precedence and Preemptionの
コーリングサーチスペースの設定

（1013ページ）

ステップ 5

コーリングサーチスペースは、IP電
話、ソフトフォン、ゲートウェイなど

のコーリングデバイスがコールを完了

しようとしたときに検索できるパー

ティションを決めます。

内部および外部コールの両方をルー

ティングまたはブロックするために

ルートパターンを設定します。

Multilevel Precedence and Preemption
（MLPP）のルートパターンの設定
（1013ページ）

ステップ 6

コールされてからコールをルーティン

グされる方法を指定するには、トラン

Multilevel Precedence and Preemptionの
トランスレーションパターンの設定

（1015ページ）

ステップ 7

スレーションパターンを設定します。

トランスレーションパターンを設定す

ると、システムで必要に応じて発信と

発信された数字を処理できます。パ

ターン一致が発生していることを確認

すると、システムは後続の一致を実行

するためにトランスレーションパター

ン用に設定されたコーリングサーチス

ペースを使用します。

非 IP通信デバイスと通信するように
Cisco Unified Communications Manager
を設定します。

ゲートウェイのMultilevel Precedence
and Preemptionの設定（1016ページ）

ステップ 8

電話機のMultilevel Precedence and
Preemptionの設定（1017ページ）

ステップ 9

デバイスを設定した後、更新された[デ
バイス設定（Device Configuration）]

Multilevel Precedence and Preemptionコー
ルの電話番号の設定（1020ページ）

ステップ 10

ウィンドウから回線（ディレクトリ番

号）を追加できます。

ユーザプロファイルが電話機に割り当

てられると、その電話は、ユーザに関

Multilevel Precedence and Preemptionの
ユーザデバイスプロファイルの設定

（1020ページ）

ステップ 11

連付けられているCSSを含む割り当て
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目的コマンドまたはアクション

られたユーザの設定を継承します。し

かし、電話のCSSは、ユーザプロファ
イルを上書きします。パターン一致が

発生すると、Cisco Unified
Communications Managerは、そのコー
ルへのダイヤルパターンに関連付けら

れる優先度レベルを割り当てます。シ

ステムは、割り当てられた優先度レベ

ルで優先度の高いコールとしてコール

要求を設定します。

ユーザがユーザデバイスプロファイル

がない電話機モデルにログインするた

Multilevel Precedence and Preemptionの
デフォルトのデバイスプロファイルの

設定（1022ページ）

ステップ 12

びに、デフォルトデバイスプロファイ

ルを使用します。デフォルトのデバイ

スプロファイルは、特定のデバイスに

関連付けられている機能とサービスで

構成されています。

ドメインおよびドメインリストの設定

MLPPサブスクライバに関連付けられるリソースのデバイスを指定するには、MLPPドメイン
を設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

デバイスとリソースをMLPPサブスク
ライバーに関連付けます。特定のドメイ

Multilevel Precedence and Preemptionドメ
インの設定（1007ページ）

ステップ 1

ンに属しているMLPPサブスクライバ
が、同じドメインに属している別の

MLPPサブスクライバに優先度の高い
コールを発信する場合、MLPPサービス
では、着信側MLPPサブスクライバが
対応中の既存のコールを優先度の高い

コールにプリエンプション処理できま

す。MLPPサービスの可用性は、単一の
ドメインに制限されます。

発信ユーザによるMLPPドメインへの
加入によって、コールのドメインとその

接続が決まります。あるドメイン内の優

先レベルの高いコールだけが、同じドメ
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目的コマンドまたはアクション

イン内のコールが使用している接続を差

し替えることができます。

SIPトランクを使用する Voice over
Secured IP（VoSIP）ネットワーク向けの

リソースプライオリティネームスペー

スネットワークドメインの設定（1008
ページ）

ステップ 2

名前空間ドメインを設定します。お使い

のシステムが SIPシグナル化されたリ
ソースに優先順位を付けることによっ

て、電話回線、IP帯域幅、およびゲー
トウェイに緊急事態や輻輳が発生した場

合にこれらのリソースが最も効率的に利

用されます。エンドポイントは、優先順

位およびプリエンプション情報を受信し

ます。

許容可能なネットワークドメインの一覧

を設定します。許容可能なネットワーク

リソースプライオリティネームスペー

スネットワークドメインリストの設定

（1008ページ）

ステップ 3

ドメインがこのリストに含まれている場

合、着信コールはこのリストと比較され

た上で処理されます。

Multilevel Precedence and Preemptionドメインの設定

デバイスとリソースをMLPPサブスクライバーに関連付けます。特定のドメインに属している
MLPPサブスクライバが、同じドメインに属している別のMLPPサブスクライバに優先度の高
いコールを発信する場合、MLPPサービスでは、着信側MLPPサブスクライバが対応中の既存
のコールを優先度の高いコールにプリエンプション処理できます。MLPPサービスの可用性
は、単一のドメインに制限されます。

発信ユーザによるMLPPドメインへの加入によって、コールのドメインとその接続が決まりま
す。あるドメイン内の優先レベルの高いコールだけが、同じドメイン内のコールが使用してい

る接続を差し替えることができます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [MLPP] > [ドメイン（Domain）] >
[MLPPドメイン（MLPP Domain）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [ドメイン名（Domain Name）]フィールドに、新しいMLPPドメインに割り当てる名前を入力
します。

最長50文字の英数字を入力でき、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およびアンダー
スコア（_）を任意に組み合わせて使用することが可能です。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
1007

QoS管理

Multilevel Precedence and Preemptionドメインの設定



ステップ 4 [ドメイン ID（Domain ID）]フィールドに、MLPPドメイン IDとして一意の 6文字の 16進数
を入力します。

ドメイン IDは 000001と FFFFFFの範囲で指定する必要があります。（000000は、デフォルト
のMLPPドメイン IDに予約されています）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

リソースプライオリティネームスペースネットワークドメインの設定

SIPトランクを使用する Voice over Secured IP（VoSIP）ネットワーク向けの名前空間ドメイン
を設定します。お使いのシステムがSIPシグナル化されたリソースに優先順位を付けることに
よって、電話回線、IP帯域幅、およびゲートウェイに緊急事態や輻輳が発生した場合にこれら
のリソースが最も効率的に利用されます。エンドポイントは、優先順位およびプリエンプショ

ン情報を受信します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [MLPP（MLPP）] > [ネームス
ペース（Namespace）] > [リソースプライオリティネームスペースネットワークドメイン
（Resource Priority Namespace Network Domain）]を選択します。

ステップ 2 [情報（Information）]セクションで [リソースプライオリティネームスペースネットワーク
ドメイン（Resource Priority Namespace Network Domain）]の名前を入力します。ドメイン名の
最大文字数は 100です。

ステップ 3 ドメイン名の説明を入力します。

説明には、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&amp;）、山カッコ（&lt;&gt;）は使用できません。

ステップ 4 ドメイン名をデフォルトにする場合は、[このリソースプライオリティネームスペースネット
ワークドメインをデフォルトにする（Make this the Default Resource Priority Namespace Network
Domain）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

リソースプライオリティネームスペースネットワークドメインリストの設定

許容可能なネットワークドメインの一覧を設定します。許容可能なネットワークドメインがこ

のリストに含まれている場合、着信コールはこのリストと比較された上で処理されます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [MLPP] > [ネームスペース
（Namespace）] > [リソースプライオリティネームスペースリスト（ResourcePriorityNamespace
List）]を選択します。

ステップ 2 リソース優先度名前空間リストの名前を入力します。最大文字数は 50です。

ステップ 3 リストの説明を入力します。説明には、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引
用符（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド（&amp;）、バックスラッシュ（\）、山カッ
コ（&lt;&gt;）は使用できません。

ステップ 4 上矢印および下矢印を使用して、リソース優先順位のネットワークドメインを[選択したリソー
スの優先名前空間]フィールドに移動します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

共通デバイス設定でのMultilevel Precedence and Preemption設定
一般的なデバイス設定には、複数のユーザとそのデバイスに適用できるMLPP関連の情報が含
まれています。各デバイスは一般的なデバイス設定に関連付けられていることを確認します。

これらの設定は、エンタープライズパラメータの設定を上書きします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

•既存の共通デバイス設定を変更するには、[検索（Find）]をクリックし、検索結果のリス
トから共通デバイス設定を選択します。

•新しい共通デバイス設定を追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ウィンドウの各フィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

Multilevel Precedence and Preemptionのエンタープライズパラメータの
設定

MLPPの通知とプリエンプションを有効にするには、エンタープライズパラメータを設定しま
す。個々のデバイスや一般的なデバイス設定のデバイスがデフォルトのMLPP設定になってい
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ると、MLLP関連のエンタープライズパラメータは、これらのデバイス、および一般的なデバ
イス設定に適用されます。

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]を選択しま
す。

ステップ 2 [エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウでMLPP
エンタープライズパラメータを設定します。パラメータとその設定オプションの詳細について

は、「関連項目」セクションを参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

Multilevel Precedence and Preemptionのエンタープライズパラメータ

表 84 : Multilevel Precedence and Preemptionのエンタープライズパラメータ

説明パラメータ

このパラメータは、ドメインを定義するために設定します。MLPP
サービスはドメインに適用されるため、Cisco Unified Communications
Managerは、指定されたドメイン内のMLPPユーザからのコールに
属す接続とリソースだけに優先レベルのマークを付けます。Cisco
Unified Communications Managerは、同じドメイン内のMLPPユーザ
からの優先順位の低いコールだけを差し替えることができます。

デフォルトは 000000です。

MLPP Domain Identifier

このパラメータは、デバイスがMLPP優先コールを示すためにMLPP
トーンと特別な表示を使用するかどうかを指定します。エンタープ

ライズでMLPP通知を有効にするには、このパラメータを [MLPP
Indication turned on]に設定します。

デフォルトはメール通知サーバオフ。

MLPP表示ステータス
（MLPP Indication
Status）

このパラメータは、優先度の高いコールに対応するため、デバイス

が（プリエンプショントーンなどの）プリエンプションやプリエン

プションシグナリングを適用する必要があるかどうかを決定しま

す。企業全体でMLPPプリエンプションを有効にするには、このパ
ラメータを [強制プリエンプション（Forceful Preemption）]に設定し
ます。

デフォルトは No preemption allowedです。

MLPP Preemption Setting
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説明パラメータ

優先コールでは、着信側が別の相手への転送を登録している場合、

このタイマーは、着信側がプリエンプションを承認しないまたは優

先コールに応答しなかった場合に、Cisco Unified Communications
Managerがコールを別の相手に転送するまでの秒数を示します。

デフォルトは 30秒です。

Precedence Alternate Party
Timeout

このパラメータは、優先コールがボイスメールシステムに自動転送

されるかどうかを指定します。

このパラメータが Falseに設定される場合は、優先順位が高いコー
ルがボイスメッセージングシステムに転送されません。このパラ

メータが [True]に設定されている場合、優先コールはボイスメール
システムに転送されます。

MLPPでは、ボイスメールシステムではなくユーザが常に優先コー
ルに応答する必要があるので、このパラメータを [False]に設定する
ことをお勧めします。

デフォルトは [False]です。

Standard VM Handling For
Precedenceコールの使用

Multilevel Precedence and Preemptionのパーティションの設定
パーティションを設定して、電話番号（DN）の論理グループと、到達可能性の特徴が類似し
たルートパターンを作成します。パーティションに通常、配置されるデバイスは、DNsとルー
トパターンを含みます。これらのエンティティは、ユーザがダイヤルする DNsに関連付けら
れます。わかりやすくするために、パーティション名は通常、その特性を反映しています。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティショ
ン（Partition）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。

ステップ 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有
のパーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用
できます。パーティション名に関するガイドラインについては、オンラインヘルプを参照して

ください。

ステップ 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。

説明には、任意の言語で最大 50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用
できません。
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説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自
動的にパーティション名を入力します。

ステップ 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。

ステップ 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付け
るスケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。

[なし（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

ステップ 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（Originating Device）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デ
バイスのタイムゾーンと [スケジュール（TimeSchedule）]が比較され、パーティションが
着信コールの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ド
ロップダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケ
ジュール（Time Schedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用でき
るかどうかが判断されます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

パーティション命名のガイドライン

コーリングサーチスペースのパーティションのリストは最大 1024文字に制限されています。
つまり、CSS内のパーティションの最大数は、パーティション名の長さによって異なります。
次の表を使用して、パーティション名が固定長である場合のコーリングサーチスペースに追加

できるパーティションの最大数を決定します。

表 85 :パーティション名のガイドライン

パーティションの最大数パーティション名の長さ

3402文字

2563文字

2044文字

1725文字

......

9210文字

6415文字
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Multilevel Precedence and Preemptionのコーリングサーチスペースの
設定

コーリングサーチスペースは、パーティションの番号付きリストです。コーリングサーチス

ペースは、IP電話、ソフトフォン、ゲートウェイなどのコーリングデバイスがコールを完了
しようとしたときに検索できるパーティションを決めます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [コール
ルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリング
サーチスペース（Calling Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前

には、最長50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、
およびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します。

説明には、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号
（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のい
ずれかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。
•パーティションが複数ある場合は、Ctrlキーを押した状態で適切なパーティションを選択
します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィー
ルドにパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを
使用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）のルートパターンの設
定

内部および外部コールの両方をルーティングまたはブロックするためにルートパターンを設定

します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のルーティングパターンの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]
をクリックし、結果のリストから既存のルーティングパターンを選択します。

•新規ルートパターンを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [ルートパターンの設定（Route Pattern Configuration）]ウィンドウ内の各フィールドを設定し
ます。フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してくだ

さい。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

Multilevel Precedence and Preemptionのルートパターン設定フィールド

表 86 : Multilevel Precedence and Preemptionのルートパターン設定フィールド

説明フィールド

番号やワイルドカードなどを含む、ルートパターンを入力します。たと

えば、NANPの場合には、標準的なローカルアクセス用に「9.@」と入
力したり、標準的なプライベートネットワーク番号計画用に「8XXX」
と入力したりします。有効な文字には大文字 A、B、C、D、および国際
エスケープ文字（+）を表す \+が含まれます。

ルートパターン

（Route Pattern）

ドロップダウンリストから、このルートパターンのMLPP通知設定を
選択します。

• [エグゼクティブオーバーライド（Executive Override）]：MLPPコー
ルで最も高い優先度設定です。

• [フラッシュオーバーライド（Flash Override）]：MLPPコールで 2
番目に高い優先度設定。

• [フラッシュ（Flash）]：MLPPコールで 3番目に高い優先度設定。

• [即時（Immediate）]：MLPPコールで 4番目に高い優先度設定。

• [優先度（Priority）]：MLPPコールで5番目に優先される設定です。

• [標準（Routine）]：MLPPコールで最も低い優先度設定。

• [デフォルト（Default）]：着信の優先レベルはオーバーライドされ
ず、元のままになります。

MLPP優先度
（MLPP
Precedence）
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説明フィールド

宛先コード制御（DCC）機能を有効にするには、このチェックボックス
をオンにします。DCCを有効にすると、優先度がフラッシュ以上に設定
されているコールを除き、接続先に発信されたすべてのコールがフィル

タ処理され、その接続先に設定されているブロックコール率の割り当て

に基づいてコールが許可またはブロックされます。優先度がフラッシュ

以上に設定されているコールは、常に許可されます。DCCはデフォルト
で無効になっています。

[コールブロック率の適用（Apply Call Blocking Percentage）]フィールド
が有効にされるのは、MLPPレベルが即時、優先度、標準、またはデフォ
ルトの場合のみです。

ブロックコール率

の適用（Apply Call
Blocking
Percentage）

この接続先に対してコールをブロックするパーセンテージを数値で入力

します。この値は、ルートパターンによってブロックされる、この接続

先に対して発信された優先度の低いコールのパーセンテージを指定しま

す。このパーセンテージで制限されるのは、優先度の低いコールのみで

す。この接続先に対して行われる、優先度がフラッシュ以上のコールは、

常に許可されます。

[コールブロック率（%）（Call Blocking Percentage (%)）]フィールドが
有効にされるのは、[コールブロック率の適用（Apply Call Blocking
Percentage）]チェックボックスがオンにされている場合のみです。

コールブロック率

（%）（Call
Blocking Percentage
(%)）

ドロップダウンリストから [リソースプライオリティ名前空間ネット
ワークドメイン（Resource Priority Namespace Network Domain）]を選択
します。リソース優先度名前空間ネットワークドメインを設定するに

は、[システム（System）][MLPP][名前空間][リソース優先度名前空間ネッ
トワークドメイン（Resource Priority Namespace Network Domain）]の順
に選択します。

リソースプライオ

リティ名前空間

ネットワークドメ

イン（Resource
Priority Namespace
Network Domain）

Multilevel Precedence and Preemptionのトランスレーションパターンの
設定

コールされてからコールをルーティングされる方法を指定するには、トランスレーションパ

ターンを設定します。トランスレーションパターンを設定すると、システムで必要に応じて発

信と発信された数字を処理できます。パターン一致が発生していることを確認すると、システ

ムは後続の一致を実行するためにトランスレーションパターン用に設定されたコーリングサー

チスペースを使用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[コールルーティング（Call Routing） > [トランスレーショ
ンパターン（Translation Pattern）]を選択します。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
1015

QoS管理

Multilevel Precedence and Preemptionのトランスレーションパターンの設定



ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

•既存のトランスレーションパターンの設定を変更するには、検索条件を入力し、[検索
（Find）]をクリックし、結果リストから既存のトランスレーションパターンを選択しま
す。

•新しいトランスレーションパターンを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリック
します。

ステップ 3 [MLPP優先設定（MLPP Precedence）]ドロップダウンリストから、トランスレーションパター
ンに次のいずれかの設定を選択します。

• [エグゼクティブオーバーライド（Executive Override）]：MLPPコールに関する最高優先
設定。

• [フラッシュオーバーライド（Flash Override）]：MLPPコールに関する 2番目に高い優先
設定。

• [フラッシュ（Flash）]：MLPPコールに関する 3番目に高い優先設定。
• [イミディエート（Immediate）]：MLPPコールに関する 4番目に高い優先設定。
• [プライオリティ（Priority）]：MLPPコールに関する 5番目に高い優先設定。
• [ルーチン（Routine）]：MLPPコールに関する最低優先設定。
• [デフォルト（Default）]：入力優先レベルをオーバーライドせずに、そのまま通過させま
す。

ステップ 4 [リソースプライオリティネームスペースネットワークドメイン（Resource Priority Namespace
Network Domain）]ドロップダウンリストから、設定したリソースプライオリティネームス
ペースネットワークドメインを選択します。

ステップ 5 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストから、設定した
コーリングサーチスペースを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ゲートウェイのMultilevel Precedence and Preemptionの設定
非 IP通信デバイスと通信するように Cisco Unified Communications Managerを設定します。

始める前に

•次のいずれかのゲートウェイを設定します。

• Cisco Catalyst 6000 24ポート FXSゲートウェイ

• Cisco Catalyst 6000 E1 VoIP Gateway

• Cisco Catalyst 6000 T1 VoIP Gateway

• Cisco DE-30+ゲートウェイ

• Cisco DT-24+ゲートウェイ
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• H.323ゲートウェイ

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]を選
択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

•既存のゲートウェイの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリッ
クし、結果のリストからゲートウェイを選択します。

•新しいゲートウェイを追加するには：

1. [新規追加（Add New）]をクリックします。

2. [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストから、サポートゲー
トウェイモデルのいずれかを選択します。

3. [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウでMLPPのフィールドを設定しま
す。フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してくださ

い。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

電話機のMultilevel Precedence and Preemptionの設定

デバイスに対して、[MLPP通知（MLPP Indication）]を [オフ（Off）]または [デフォルト
（Default）]（デフォルトがオフの場合）に設定したとき、[MLPPプリエンプション（MLPP
Preemption）]を [強制（Forceful）]に設定しないでください。

注意

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力します。

ステップ 3 [検索（Find）]をクリックして、結果リストから電話を選択します。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウでMLPPのフィールドを設定します。フィー
ルドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。
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電話のMultilevel Precedence and Preemption設定

表 87 :電話のMultilevel Precedence and Preemption設定

説明電話機のMLPP設定

フィールド

設定した共通デバイス構成を選択します。共通デバイス設定に

は、特定のユーザに関連付けられている属性（サービスまたは

機能）が含まれています。

共通デバイス設定（Common
Device Configuration）

ドロップダウンリストから、設定したコーリングサーチスペー

ス(CSS)を選択します。コーリングサーチスペースは、検索対象
のパーティションのコレクションで構成され、ダイヤル番号の

ルーティング方法を決めるために使用されます。デバイス用の

コーリングサーチスペースと電話番号用のコーリングサーチス

ペースは併用することができます。電話番号の CSSは、デバイ
スの CSSに優先します。

コーリングサーチスペース

（Calling Search Space）

MLPPドメインのドロップダウンリストから、このデバイスに
関連付けるMLPPドメインを選択します。値を [なし（None）]
のままにすると、このデバイスは共通デバイス設定に設定され

ているMLPPドメインを継承します。共通デバイス設定にMLPP
ドメインが設定されていない場合、このデバイスは、[MLPPド
メイン ID（MLPP Domain Identifier）]エンタープライズパラメー
タに設定されているMLPPドメインを継承します。

MLPPドメイン（MLPP
Domain）
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説明電話機のMLPP設定

フィールド

利用可能な場合、この設定は、優先トーンを再生できるデバイ

スで、MLPP優先コールを発信するときにその機能を使用する
かどうかを指定します。

ドロップダウンリストから、このデバイスに割り当てる設定と

して次のオプションのいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスは共通デバイス設
定からMLPP通知設定を継承します。

• [オフ（Off）]：MLPP優先コールの通知を処理しません。

• [オン（On）]：MLPP優先コールの通知を処理します。

デバイスに対して、[MLPP通知（MLPP Indication）]
を [オフ（Off）]または [デフォルト（Default）]（デ
フォルトがオフの場合）に設定したとき、[MLPPプ
リエンプション（MLPP Preemption）]を [強制
（Forceful）]に設定しないでください。

MLPP通知をオンにすると（エンタープライズパラ
メータまたはデバイスレベルで）、MLPP通知がデ
バイスでオフになっている（オーバーライドされて

いる）場合を除き、デバイスの回線の通常の呼び出

し音設定の動作が無効になります。

（注）

MLPP通知（MLPP
Indication）

この設定は、一部のデバイスでは利用できません。使用できる

場合、この設定は、進行中のコールをプリエンプション処理可

能なデバイスがMLPP優先コールを発信するときにこの機能を
使用するかどうかを指定します。

ドロップダウンリストから、このデバイスに割り当てる設定と

して次のオプションのいずれかを選択します。

• Default

：このデバイスは、共通デバイス設定からMLPP優先コー
ル設定を継承します。

• [無効（Disabled）]：このデバイスは、高優先コールの実行
が必要なときに、低優先コールのプリエンプションの実行

を許可しません。

• [強制（Forceful）]：このデバイスは、高優先コールの実行
が必要なときに、低優先コールのプリエンプションの実行

を許可します。

MLPPプリエンプション
（MLPP Preemption）
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Multilevel Precedence and Preemptionコールの電話番号の設定
デバイスを設定した後、更新された [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウから回
線（ディレクトリ番号）を追加できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationの [デバイスの設定（Device Configuration）]ウィンドウで、該
当する行の [新規 DNを追加（Add a new DN）]をクリックします。

ステップ 2 [ターゲット（接続先）（Target (Destination)）]フィールドに、この電話番号が優先コールを受
信し、この番号とそのコール転送先の両方が優先コールに応答しない場合に、MLPP優先コー
ルを転送する番号を入力します。

値には、数字、シャープ（#）およびアスタリスク（*）を使用できます。

ステップ 3 [MLPPコーリングサーチスペース（MLPP Calling Search Space）]ドロップダウンリストか
ら、MLPP代替パーティのターゲット（接続先）番号に関連付けるコーリングサーチスペー
スを選択します。

ステップ 4 [MLPP無応答時の着信転送までの時間（秒）（MLPP No Answer Ring Duration (seconds)）]で、
この電話番号とそのコール転送先が優先コールに応答しない場合に、MLPP優先コールをこの
電話番号の代替パーティに転送するまでに待機する秒数（4～ 60）を入力します。

[優先代替パーティタイムアウト（Precedence Alternate Party Timeout）] エンタープライズパラ
メータで設定した値を使用するには、この設定を空白のままにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

Multilevel Precedence and Preemptionのユーザデバイスプロファイル
の設定

ユーザプロファイルが電話機に割り当てられると、その電話は、ユーザに関連付けられている

CSSを含む割り当てられたユーザの設定を継承します。しかし、電話の CSSは、ユーザプロ
ファイルを上書きします。パターン一致が発生すると、Cisco Unified Communications Manager
は、そのコールへのダイヤルパターンに関連付けられる優先度レベルを割り当てます。システ

ムは、割り当てられた優先度レベルで優先度の高いコールとしてコール要求を設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] >
[デバイスプロファイル（Device Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
1020

QoS管理

Multilevel Precedence and Preemptionコールの電話番号の設定



•既存のデバイスプロファイルを変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をク
リックし、結果のリストから既存のデバイスプロファイルを選択します。

•新しいデバイスプロファイルを追加するには、次のようにします。

• [新規追加（Add New）]をクリックします。

• [デバイスプロファイルタイプ]ドロップダウンリストから、プロファイルタイプを選
択します。

• [次へ（Next）]をクリックします。

• [デバイスプロトコル]ドロップダウンリストから [SIP]または SCCPを選択します。

ステップ 3 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [MLPPドメイン]ドロップダウンリストから、設定したMLLPドメインを選択します。

ステップ 5 [MLPP通知（MLPP Indication）]ドロップダウンリストから、以下のいずれかの設定を選択し
て、MLPP優先コールがあったときに優先トーンを再生できるデバイスで機能を使用するかど
うかを指定します。

• • [デフォルト（Default）]：MLPP表示設定をデバイスプールから継承します。

• [オフ（Off）]：このデバイスは、MLPP優先コールの通知を処理しません。

• [オン（On）]：MLPP優先コールの通知を処理します。

ステップ 6 [MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）]リストから、以下のいずれかの設定を選択し
て、MLPP優先コールがあったときに進行中のコールをプリエンプション可能かどうかを指定
します。

• • [デフォルト（Default）]：このデバイスは、デバイスプールからMLPPプリエンプ
ションを継承します。

• [無効（Disabled）]：このデバイスは、高優先コールの実行が必要なときに、低優先
コールのプリエンプションの実行を許可しません。

• [強制（Forceful）]：このデバイスは、高優先コールの実行が必要なときに、低優先
コールのプリエンプションの実行を許可します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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Multilevel Precedence and Preemptionのデフォルトのデバイスプロファ
イルの設定

ユーザがユーザデバイスプロファイルがない電話機モデルにログインするたびに、デフォル

トデバイスプロファイルを使用します。デフォルトのデバイスプロファイルは、特定のデバ

イスに関連付けられている機能とサービスで構成されています。

次の設定の組み合わせを使って、デフォルトのデバイスプロファイルを設定しないでくださ

い。[MLPP通知（MLPP Indication）]を [オフ（Off）]または [デフォルト（Default）]（デフォ
ルトがオフの場合）に設定し、[MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）]を [強制
（Forceful）]に設定。

注意

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[デバイス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] >
[デフォルトのデバイスプロファイル（Default Device Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

•既存のデフォルトのデバイスプロファイルの設定を変更するには、[デバイスプロファイ
ルのデフォルト（Device Profile Defaults）]セクションから既存のデフォルトのデバイスプ
ロファイルを選択します。

•新しいデフォルトのデバイスプロファイルを追加するには、ドロップダウンリストから
デバイスプロファイルの種類を選択後、[次へ（Next）]をクリックしてデバイスプロト
コルを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [MLPP Domain（MLPPドメイン）]ドロップダウンリストから、デバイスに関連付けるために
設定したMLPPドメインを選択します。

ステップ 4 [MLPP通知（MLPP Indication）]ドロップダウンリストから、以下のいずれかの設定を選択し
て、MLPP優先コールがあったときに優先トーンを再生できるデバイスで機能を使用するかど
うかを指定します。

• [デフォルト（Default）]：MLPP表示設定をデバイスプールから継承します。
• [オフ（Off）]：このデバイスは、MLPP優先コールの通知を処理しません。
• [オン（On）]：MLPP優先コールの通知を処理します。

ステップ 5 [MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）]リストから、以下のいずれかの設定を選択し
て、MLPP優先コールがあったときに進行中のコールをプリエンプション可能かどうかを指定
します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスは、デバイスプールからMLPPプリエンプション
を継承します。

• [無効（Disabled）]：このデバイスは、高優先コールの実行が必要なときに、低優先コール
のプリエンプションの実行を許可しません。
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• [強制（Forceful）]：このデバイスは、高優先コールの実行が必要なときに、低優先コー
ルのプリエンプションの実行を許可します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

Multilevel Precedence and Preemptionの連携動作
表 88 : Multilevel Precedence and Preemptionの連携動作

連携動作機能

729 Annex Aをサポートしています。729 Annex A

ユーザがExtension Mobilityを使用してデバイスにログインしてい
る場合、MLPPサービスドメインはユーザデバイスプロファイ
ルに関連付けられたままになります。MLPPの表示とプリエンプ
ションの設定も、Extension Mobilityによって伝搬されます。デバ
イスまたはデバイスプロファイルのいずれかがMLPPをサポート
していない場合、これらの設定は伝搬されません。

Cisco Extension Mobility

MLPPは、Cisco Unified Communications Managerと次のように相
互作用します。

• Cisco Unified Communications Manager AssistantでMLPP優先
コールが処理される場合、Cisco Unified Communications
Manager Assistantによりコール優先順位が保持されます。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantは、他のすべ
てのコールと同じようにMLPP優先コールをフィルタリング
します。コールの優先順位は、コールがフィルタリングされ

るかどうかには影響を与えません。

• Cisco Unified Communications Manager Assistantはコールの優
先順位を登録しないので、Assistant Consoleでコールの優先順
位について追加のインジケータを送信することはありませ

ん。

Cisco Unified
Communications Manager
Assistant

即時転送は、コールのタイプ（たとえば、優先コールなど）に関

係なく、コールをボイスメッセージングメールボックスに転送し

ます。Alternate Party Diversion（コールの優先順位）がアクティブ
になっている場合は、無応答時転送（CFNA）も非アクティブに
なります。

即時転送

RSVPはMLPPの本質的機能をサポートしています。RSVPがア
クティブな場合のMLPPの動作については、『Cisco Unified
Communications Managerシステムガイド』に説明があります。

Resource Reservation
Protocol（RSVP）
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連携動作機能

MLPPは、複数ラインアピアランス、コール転送、不在転送、三
者通話、コールピックアップ、およびハントパイロットと通信し

ます。各サービスとのインタラクションについて説明している後

続の項を参照してください。

補足サービス

Multilevel Precedence and Preemptionの制限事項
表 89 : Multilevel Precedence and Preemptionの制限事項

説明制限事項

Cisco Unified Communications Managerは、優先度の高いコール
用にビデオ帯域幅を調整するときに、低優先コールをプリエン

プション処理します。帯域幅がプリエンプション処理十分でな

い場合、Cisco Unified Communications Managerは、以前に予約
した低ビデオ帯域幅を使用するようにエンドポイントに指示し

ます。Cisco Unified Communications Managerがビデオコールを
プリエンプション処理するとき、プリエンプション処理される

相手はプリエンプショントーンを受信し、コールがクリアされ

ます。

帯域幅

DRSNの場合、CDRは値 0、1、2、3、および 4の優先レベル
を表しており、DSNで使用されているように0はエクゼクティ
ブオーバーライドを示し、4は標準を示します。このように
CDRは DRSNフォーマットを使用していません。

コール詳細レコード

一般的なネットワーク機能のプリエンプションサポートは、

Cisco Unified Communications ManagerがMGCPプロトコルを使
用して制御し、MLPPプリエンプションを有効に設定された、
標的型の Voice over IPゲートウェイの T1-CASおよび T1-PRI
（北米）インターフェイスでのみ存在します。

一般的なネットワーク機能の

プリエンプション

クラスタ間トランクMLPPは、ダイヤルされた数値によって優
先順位情報を送達します。ドメイン情報は保存されないため、

着信コールのトランクごとに設定する必要があります。

クラスタ間トランク
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説明制限事項

MLPP対応デバイスは回線グループではサポートされません。
次のガイドラインを推奨します。

•回線グループ内ではMLPP対応デバイスを設定しないでく
ださい。ただし、ルートグループはサポートしています。

トランク選択とハンティングの両方の方法がサポートされ

ています。

• MLPP対応デバイスが回線グループまたはルートグループ
で設定されると、プリエンプション処理が行われたとき

に、ルートリストがデバイスをロックしない場合、プリエ

ンプション処理されたコールは、ルート/ハントリスト内
の他のデバイスに再ルーティングされ、コールを受け取る

ことができるデバイスがなくなった後でのみ、プリエンプ

ションの通知を返すことができます。

•ルートリストは、トランク選択および優先コールのハン
ティングのいずれかのアルゴリズムをサポートするように

設定できます。方法 1では、Preemptive検索を直接実行し
ます。方法 2では、最初に一般的な検索を実行します。こ
の検索がうまく行かない場合は、Preemptive検索を実行し
ます。方法 2では、ルートリストのデバイス全体に 2回繰
り返す必要があります。方法2にルートリストが設定され
ている場合、回線グループを含む特定のシナリオでは、

ルートリストはデバイス全体を2度繰り返して優先コール
を検索することになります。

回線グループ（Line Groups）

Cisco Unified Communications Managerは Look Ahead for Busy
（LFB）オプションをサポートしていません。

Look Ahead For Busy

トーンや呼び出し音など、MLPP関連の通知を生成するのは
MLPP通知対応のデバイスだけです。MLPP通知対応ではない
デバイスで優先コールが終了した場合、優先順位呼び出し音は

再生されません。MLPP通知対応ではないデバイスから優先
コールが発信された場合、優先順位呼び戻し音は再生されませ

ん。MLPP通知対応でないデバイスがプリエンプト処理された
コール（つまり、コールが開始したプリエンプションの相手

側）に関与する場合、プリエンプショントーンはデバイスに適

用されません。

MLPP通知

電話では、MLPP通知が無効化された（つまり、MLPP通知が
オフに設定されている）デバイスではプリエンプション処理が

できません。トランクでは、MLPP通知とプリエンプションは
個別に機能します。

電話機およびトランク
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説明制限事項

[MLPP通知(MLPP Indication)]を（エンタープライズパラメー
タ、共通デバイス設定、またはデバイスレベルで）オンにする

と、デバイスの [MLPP通知(MLPP Indication)]がオフ（無効）
になっていない限り、デバイス上の回線では通常の呼び出し音

設定の動作が無効になります。

リング設定動作

IOSゲートウェイは、Cisco Unified Communications Managerへ
の SCCPインターフェイスをサポートします。Cisco Unified
Communications Managerでサポート対象の電話機モデルとして
表示される BRIとアナログ電話機をサポートします。SCCP電
話機は、MLPP機能をサポートしており、特定の SIPロードを
備えた電話機もサポートしています。Cisco IP電話のサポート
情報については、関連する電話機の管理とユーザガイドを参照

してください。

SCCP
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説明制限事項

補足サービスに対するMLPPサポートでは、次の制限事項が指
定されます。

• MLPPは、他グループピックアップではなく、基本のコー
ルピックアップ機能およびグループコールピックアップ

機能だけに対応しています。

•着信MLPPコールの不在転送（CFA）サポートにより、
MLPP代替パーティ（MAP）ターゲットが設定されている
場合には、着信側のMAPターゲットにコールが常に転送
されます。設定が誤っている場合（MAPターゲットが指
定されていない場合）、コールは拒否され、発信側にリ

オーダー音が聞こえます。

•着信MLPPコールの無応答時転送（CFNA）サポートによ
り、コールはCFNAターゲットに1回転送されます。MAP
ターゲットが設定されている場合、最初のホップの後に

コールに対する応答がないと、コールは元の着信側のMAP
ターゲットに転送されます。設定が誤っている場合（MAP
ターゲットが指定されていない場合）、コールは拒否さ

れ、発信側にリオーダー音が聞こえます。

•着信MLPPコールに対する話中転送（CFB）サポートで
は、転送ホップに設定されている最大数までコールを自動

転送します。最大ホップ数に達した場合、MAPターゲッ
トが設定されていれば、コールは元の着信側のMAPター
ゲットに送信されます。設定が正しくない場合（つまり、

MAPターゲットが指定されていない場合）、コールは拒
否され、発信側ではリオーダー音が聞こえます。

•ハントパイロットのサポートでは、ハントグループアル
ゴリズムが最長アイドル時間、優先度順、またはラウンド

ロビンを指定している必要があります。ビジー処理、応答

なし処理、および未登録処理のハントグループオプショ

ンが [次のメンバへ、ただし次のグループにはハントしな
い(Try next member, but do not go to next group)]に設定され
ていることを確認します。プリエンプションは単独のハン

トグループでのみ行われます。

補足サービス

ユーザアクセスチャネルは、MLPPプリエンプションが有効
として設定されている必要がある、次の Cisco Unified IP Phone
モデルでのみサポートされます。

• Cisco Unified IP Phone 7960、7962、7965
• Cisco Unified IP Phone 7940、7942、7945

ユーザアクセスチャネル
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第 XVI 部

SIPの相互運用性
• SIPの正規化および透過性の設定（1031ページ）
• SDP透過性プロファイルの設定（1037ページ）
• BFCPを使用したプレゼンテーションの共有設定（1041ページ）
•ビデオテレフォニー（1047ページ）





第 69 章

SIPの正規化および透過性の設定

• SIPの正規化および透過性に関する概要（1031ページ）
• SIPの正規化および透過性の前提条件（1032ページ）
• SIPの正規化および透過性の設定タスクフロー（1033ページ）

SIPの正規化および透過性に関する概要
SIPの正規化と透過性はオプションの機能で、Unified Communications Managerとエンドポイン
ト、サービスプロバイダー、Pbx、または別の SIPを実装するゲートウェイ間の SIPの相互運
用性に関する問題を処理します。SIPの正規化と透過性を設定するには、カスタマイズされた
LUAスクリプトを SIPトランクまたは SIP回線に適用します。このスクリプトは、Unified
Communications Managerによって、SIPトランクまたは SIP回線を通過する SIPメッセージに
適用されます。

インストール時に、Unified Communications Managerには、システム内の SIPトランクおよび
SIPプロファイルに割り当てることができるデフォルトの正規化スクリプトと透過性スクリプ
トが含まれています。また、独自のカスタマイズされたスクリプトを作成し、インポートでき

ます。

SIP正規化スクリプト

SIP正規化スクリプトは、着信と発信の SIPメッセージを変更します。たとえば、Unified
Communications Managerを Cisco TelePresence Video Communications Serverと相互運用する場合
は、その 2つを接続する SIPトランクに vcs-interopスクリプトを適用します。このスクリプト
は、2つの製品が通信できるように SIPメッセージの違いを解決します。

正規化スクリプトは、どの SIPトランク接続にも適用できます。SIPトランクを結合するエン
ドポイントで使用されているプロトコルには関係ありません。

SIP透過性

SIP透過性スクリプトを使用すると、Unified Communications Managerを使用して、固有のヘッ
ダーなどのSIP情報をコールレッグ間で透過的に渡すことができます。透過性が機能するため
には、両方のコールレッグが SIPである必要があります。
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SIP透過性の別の機能として、REFER透過があります。これを使用すると、Unified
Communications Managerは、REFER要求を処理することなく渡します。REFER透過性をコー
ルセンター環境で使用できます。コールセンターでは、中央集中型エージェントがコールに

応答すると、その発信者と同じ地理的領域にいるエージェントにコールを転送します。REFER
透過を使用すると、集中型 Unified Communications Managerがコールを切断してコール制御を
新しいエージェントに移動することができます。

SIPの正規化および透過性のためのデフォルトスクリプト
インストール時に、Cisco Unified Communications Managerには、SIPの正規化と透過性に対応
する次のデフォルトスクリプトが含まれます。これらのスクリプトを SIPトランクまたは SIP
プロファイルに適用することはできますが、これらのスクリプトを編集することはできませ

ん。これらのスクリプトのいずれも要件を満たしていない場合は、独自のスクリプトを作成で

きます。

• cisco-meeting-server-interop：Cisco Unified Communications Managerと Cisco Meeting Server
（CMS）の間で相互運用性を提供します。

• cisco-telepresence-conductor-interop：TelePresence Conductorに登録されたエンドポイント
の相互運用性を提供します。

• cisco-telepresence-mcu-ts-direct-interop：Cisco Unified Communications Managerと Cisco
TelePresence MCUまたは Cisco TelePresence Serverとの間で相互運用性を提供します。

• diversion-counter：転送カウンタを調整する機能を提供します。

• HCS-PCV-PAI passthrough：Cisco HCSプラットフォームとエンタープライズ IMSの統合
を提供します。

• refer-passthrough：SIPトランク間のブラインド転送のために、コールから Cisco Unified
Communications Managerを削除します。

• vcs-interop：Cisco TelePresence Video Communicationsサーバに登録されているエンドポイ
ントの相互運用性を提供します。

SIPの正規化および透過性の前提条件
• Cisco Unified Communications Managerには、SIPの正規化と透過性のデフォルトのスクリ
プトが用意されています。既存のスクリプトとシステム設定を確認して、前提条件を満た

しているか確認してください。スクリプトの詳細については、「SIPの正規化および透過
性のためのデフォルトスクリプト（1032ページ）」を参照してください。

•サードパーティ製品の SIP要件に加えて、ご使用の環境の SIP要件を把握していることを
確認してください。Cisco Unified Communications Managerの SIPの実装に関する情報につ
いては、『Cisco Unified Communications Manager SIP回線メッセージングガイド（Standard

Edition）』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
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unified-communications-manager-callmanager/products-programming-reference-guides-list.html）
を参照してください。

•カスタマイズされたSIP正規化スクリプトの開発を計画している場合は、『DeveloperGuide

for SIP Normalization and Transparenc（SIP正規化および透過性に関する開発者ガイド）』
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-programming-reference-guides-list.html）
を参照してください。

SIPの正規化および透過性の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

（オプション）事前インストール済みス

クリプトのいずれもニーズを満たしてい

新しいSIPの正規化および透過性スクリ
プトの作成（1034ページ）

ステップ 1

ない場合は、次の手順を使用して、カス

タマイズされたスクリプトを設定しま

す。[SIP正規化スクリプトの設定（SIP
Normalization Script Configuration）]ウィ
ンドウで新しいスクリプトを作成する

か、またはカスタマイズされたスクリプ

トをインポートできます。

[トランクの設定（Trunk Configuration）]
ウィンドウで、SIPトランクにスクリプ

SIPトランクへの正規化スクリプトまた
は透過性スクリプトの適用（1035ペー
ジ）

ステップ 2

トを直接適用します。Cisco Unified
Communication Managerは、このスクリ
プトを、トランクを通過するすべての

SIPメッセージに適用します。

SIP回線に正規化スクリプトまたは透過
性スクリプトを適用する場合は、その

SIPデバイスに対する正規化または透過
性の適用（1035ページ）

ステップ 3

SIP回線に関連付けられている SIPプロ
ファイルにスクリプトを適用します。
CiscoUnified Communications Manager
は、そのSIPプロファイルを使用するす
べてのSIPメッセージにこのスクリプト
を適用します。
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新しい SIPの正規化および透過性スクリプトの作成
デフォルトの正規化と透過性スクリプトが要望を満たさない場合は、次の手順を使用して新し

いLUAスクリプトを作成します。Cisco Unified Communications Managerで新しいスクリプトを
作成するか、またはシステムにファイルをインポートすることができます。

ユーザが作成するスクリプトがデフォルトのスクリプトに類似していたら、[SIP正規化スクリ
プト設定（SIP Normalization Script Configuration）]ウィンドウでデフォルトスクリプトを開
き、[コンテンツ（Contents）]テキストボックスをコピーします。新しいスクリプトを作成し
て、その内容を [コンテンツ（Contents）]テキストボックスに貼り付けます。これで、新しい
スクリプトの内容を編集できます。

ヒント

SIP正規化スクリプトのメモリ使用量は、各スクリプトではなく各トランクに基づきます。（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[デバイス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] >
[SIP正規化スクリプト（SIP Normalization Script）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[SIP正規化スクリプト設定（SIP Normalization Script Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 3 スクリプトの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。

ステップ 4 新しいスクリプトを作成している場合は、[コンテンツ（Contents）]テキストボックスのスク
リプトを編集します。

ステップ 5 （省略可）インポートする外部ファイルがあれば、次の手順を実行します

a) [ファイルのインポート（Import File）]をクリックします。
b) [参照（Browse）]してファイルを見つけ、選択します。
c) [ファイルのインポート（Import File）]をクリックします。

[SIP正規化スクリプト設定（SIP Normalization Script Configuration）]ウィンドウに、[コン
テンツ（Contents）]テキストボックスにインポートしたファイルの内容が表示されます。

ステップ 6 [SIP正規化スクリプト設定（SIP Normalization Script Configuration）]ウィンドウのフィールド
を完成します。フィールドとその内容については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

スクリプトを SIPプロファイルまたは SIPトランクに割り当てます。
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• SIPデバイスに対する正規化または透過性の適用（1035ページ）

• SIPトランクへの正規化スクリプトまたは透過性スクリプトの適用（1035ページ）

SIPトランクへの正規化スクリプトまたは透過性スクリプトの適用
SIPトランクにSIPの正規化または透過性スクリプトを適用するには、次の手順を使用します。
Cisco Unified Communications Managerは、トランクを通過する SIPメッセージにスクリプトを
適用します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択しま
す。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、スクリプトを適用するトランクを選択します。

ステップ 3 [正規化スクリプト（Normalization Script）]ドロップダウンリストで、トランクに適用するス
クリプトを選択します。

ステップ 4 （任意）SIPメッセージング内の特定のパラメータを正規化する場合は、次の操作を実行しま
す。

a) 正規化する [パラメータ名（Parameter Name）]と、そのパラメータに適用する値 [パラメー
タ値（Parameter Value）]を入力します。たとえば、[ロケーション（Location）] パラメー
タと、値として「North Carolina」を入力します。

b) さらにパラメータを追加するには、(+)ボタンをクリックして追加の行を作成します。そ
の行で追加のパラメータと値を入力できます。

ステップ 5 （任意）スクリプトに対してSDIトレースを作成するには、[トレースを有効化（EnableTrace）]
チェックボックスをオンにします。

シスコでは、スクリプトをデバッグするときにトレースを有効にすることをお勧め

します。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

SIPデバイスに対する正規化または透過性の適用
デバイスで使用されるSIPプロファイルにスクリプトを適用することによって、カスタマイズ
された SIP正規化および透過性スクリプト、またはカスタマイズされた SDP透過性プロファ
イルを SIP電話に適用することができます。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
1035

SIPの相互運用性

SIPトランクへの正規化スクリプトまたは透過性スクリプトの適用



手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、スクリプトを適用する SIPプロファイルを選択します。

ステップ 3 [SDP情報（SDP Information）]領域の [SDP透過性プロファイル（SDP Transparency Profile）]ド
ロップダウンリストでプロファイルを選択します。

ステップ 4 [正規化スクリプト（Normalization Script）]ドロップダウンリストで、トランクに適用するス
クリプトを選択します。

ステップ 5 （任意）SIPメッセージング内の特定のパラメータを正規化する場合は、次の操作を実行しま
す。

a) 正規化する [パラメータ名（Parameter Name）]と、そのパラメータに適用する値 [パラメー
タ値（Parameter Value）]を入力します。たとえば、[ロケーション（Location）] パラメー
タと、値として「North Carolina」を入力します。

b) さらにパラメータを追加するには、(+)ボタンをクリックして追加の行を作成します。そ
の行で追加のパラメータと値を入力できます。

ステップ 6 （任意）スクリプトに対してSDIトレースを作成するには、[トレースを有効化（EnableTrace）]
チェックボックスをオンにします。

シスコでは、スクリプトをデバッグするときにトレースを有効にすることをお勧め

します。

（注）

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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第 70 章

SDP透過性プロファイルの設定

• SDP透過性プロファイルの概要（1037ページ）
• SDP透過性プロファイルの制限（1037ページ）
• SDP透過性プロファイルの前提条件（1038ページ）
• SDP透過性プロファイルの設定（1038ページ）

SDP透過性プロファイルの概要
SDP透過性プロファイルには、宣言的な SDP属性のルールのセットが含まれており、これに
よりシステムは、Unified Communications Managerによってネイティブにサポートされていない
宣言属性を、入口から出口コール区間に渡すことができます。SDP透過性プロファイルがない
と、Unified Communications Managerは、サポートされていない SDP属性を削除します。

複数のルールを使用して SDP透過性プロファイルを設定し、SIPプロファイルを介して SIPデ
バイスに適用することができます。SDP透過性プロファイルを適用するには、両方のコール
レッグが SIPである必要があります。次のタイプの SDP属性ルールを設定できます。

• [プロパティ（Property）]：プロパティ属性にルールが設定されている場合、属性に値が設
定されていない限り、Unified Communications Managerは SDP属性をパススルーします。

•任意の値：ルールが任意の値に対して設定されると、値が1つ以上の空白以外の文字で構
成されている限り、SDP属性はパススルーされます。

•リストからの値：ルールがこのオプションを使用して設定されると、値が指定された値の
いずれかに一致する限り、SDP属性はパススルーされます。可能な値を 5個まで設定す
ることができます。

SDP透過性プロファイルの制限
SDP透過性プロファイルには次の制限が適用されます。これらの状況のいずれかが出力コール
レッグに発生すると、Cisco Unified Communications Managerは宣言型 SDP属性を通過させませ
ん。
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•パススルーをサポートしていない、1つ以上のメディアターミネーションポイント（MTPs）
またはトラステッドリレーポイントが割り当てられます

• [メディアターミネーションポイントが必要（Media Termination Point Required）]チェッ
クボックスを、SIPトランク用にチェックします

•トランスコーダが使用されます

• RSVPが使用されます

•入力コールレッグではディレイドオファーが使用されている一方、出力コールレッグで
はアーリーオファーが使用されている場合。

•メディアの回線は拒否されました（port=0）

•いずれかのコールレッグが、SIP以外のプロトコルを使用している場合

SDP透過性プロファイルの前提条件
サードパーティSIP製品の導入を計画している場合は、製品がセッション記述プロトコル (SDP)
を実装する方法を理解していることを確認してください。

SDP透過性プロファイルの設定
Cisco Unified Communications Managerがネイティブでサポートしていない宣言型 SDP属性の
ルールセットを使用して、カスタマイズされた SDP透過性プロファイルを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] >
[SDP透過性プロファイル（SDP Transparency Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。

ステップ 4 [属性情報（Attribute Information）]ペインで、パススルーする SDP属性のルールを作成しま
す。

•プロパティの属性をパススルーするには、[名前（Name）]テキストボックスに
「a=recvonly」などの属性を入力し、[タイプ（Type）]ドロップダウンリストから [プロ
パティ（Property）]を選択します。

•値属性をパススルーするには、[名前（Name）]テキストボックスに属性（たとえば
a=rtpmap）を入力し、[タイプ（Type）]ドロップダウンリストボックスから [値（Any
Value）]を選択します。

•最大 5個の値のいずれかを指定した値の属性をパススルーするには、[名前（Name）]
フィールドに「a=rtpmap」などの属性を入力し、[タイプ（Type）]ドロップダウンリスト
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から [任意の値（Any Value）]を選択します。[結果値 ( value)]テキストボックスに、属性
の値を入力します。[+]をクリックして、この属性に最大 5つの値を追加できます。

ステップ 5 この透過性プロファイル用に追加の SDP属性を入力できる新しい行を作成するには、[+]をク
リックします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

SIPプロファイルを使用するデバイスがSDP透過性プロファイルを使用するには、
このプロファイルを SIPプロファイルに適用する必要があります。

（注）
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第 71 章

BFCPを使用したプレゼンテーションの共
有設定

•バイナリフロア制御プロトコルの概要（1041ページ）
• BFCP前提条件を使用したプレゼンテーションの共有（1043ページ）
• BFCP構成タスクフローを使用したプレゼンテーションの共有（1043ページ）

バイナリフロア制御プロトコルの概要
Unified Communications Managerは、サポートされている Ciscoエンドポイントおよびサード
パーティのビデオエンドポイントに対して、Binary Floor Control Protocol (BFCP)を使用したプ
レゼンテーションの共有をサポートします。この機能を使用すると、ユーザは進行中の音声ま

たはビデオによる会話内でプレゼンテーションを共有できます。

次の例は、BFCPを使用してプレゼンテーションの共有がどのように動作するかを示していま
す。

• 2つのテレビ電話間で通話中のビデオによる会話が行われています。ユーザAは、会話中
にユーザ Bとコンテンツを共有することを決定します。ユーザ Aは、画面全体を共有す
るか、または特定のアプリケーションを共有するかを選択できます。

• BFCPストリームは、ユーザBがユーザAの共有コンテンツを表示できるようにします。

コンテンツ共有を使用した音声ビデオコールでは、少なくとも 4つのチャネル (音声、メイン
ビデオ、2番目のビデオ、BFCP制御チャネル)が必要です。2つ目のビデオチャネルでビデオ
会議を実行し、プレゼンテーションを共有できます。コールパーティが、末端のカメラ制御

(FECC)をサポートしている場合は、5番目のチャネルを確立する必要があります。

BFCPを使用したプレゼンテーションの共有

リリース 12.5(1)SU3以降から、Unified Communications Manager登録された SIPエンドポイント
では、BFCPは以下の場合に機能します。

•音声対応モードで会話を開始するための2つのビデオ対応エンドポイントは、BFCPサポー
トを使用してコール中にコンテンツを共有します。
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• TRPは、コール中に割り当てられます。

BFCPのアーキテクチャ
BFCPを使用したプレゼンテーションの共有は、BFCPが有効な SIPネットワーク上でのみサ
ポートされています。エンドポイントデバイスおよびトランクを含むネットワーク全体が SIP
である必要があります。

Unified Communications Managerは、2つのエンドポイント間で SIPメッセージを中継すること
によって、BFCPストリームのネゴシエーションを支援します。

このネゴシエーションには、共有リソースへのアクセスの一時的な権限である、フロアの確立

を伴います。

BFCPストリームは、エンドポイント間のポイントツーポイントストリームです。Unified
Communications Managerは BFCPストリームのターゲットではありません。

次の図に、複数のUnified Communications Managerクラスタを使用する複雑なビデオネットワー
クの例を示します。BFCPは、デバイスに接続されているすべてのトランクおよび回線で有効
になっている必要があります。このネットワークの場合、BFCPは、エンドポイントに接続す
る 4つの SIPトランクと 2つの SIP回線で有効になっている必要があります。

図 14 :複数の Cisco Unified Communications Managerクラスタを使用するビデオネットワーク

BFCPに関する制限事項
次のシナリオにおいて、Unified Communications Managerは BFCPストリームを拒否します。

•ネットワーク内の SIP回線または SIPトランクのうちいずれかの [SIPプロファイル(SIP
Profile)]ページの [BFCPを使用するプレゼンテーション共有を許可(Allow Presentation
Sharing using BFCP)]チェックボックスがオフにされている。

•一方のエンドポイントがBFCPをオファーするが、相手側のエンドポイントはオファーし
ない。
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• SIP回線または SIPトランクがMTP (非パススルーモード)またはトランスコーダーを使用
している場合。

BFCP制御チャネルは常に暗号化されています。ただし、両方の電話機が暗号化されている場
合は、プレゼンテーションチャネルが暗号化されます。

（注）

BFCP前提条件を使用したプレゼンテーションの共有
•コールフロー内のすべてのエンドポイントとトランクがSIPプロファイルを実行している
ことを確認します。

•電話機サポート手順を確認し、機能 BFCPサポートのレポートを生成して、BFCPを使用
したプレゼンテーション共有をサポートするシスコエンドポイントのリストを取得しま

す。これらのエンドポイントは、BFCPサポートがデフォルトでは有効になっています。
BFCPをサポートするために、追加の設定を行う必要はありません。詳細については、電
話機能一覧の生成（1ページ）を参照してください。

BFCP構成タスクフローを使用したプレゼンテーションの
共有

バイナリのフロア制御プロトコル (BFCP)を使用したプレゼンテーションの共有を有効にする
には、次のタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コールフロー内のすべてのSIPトランク
で BFCPサポートを有効にします。

SIPトランクの BFCPサポートを有効化
（1043ページ）

ステップ 1

サードパーティのSIPエンドポイントを
使用している場合は、サードパーティの

サードパーティ製の電話機でBFCPを使
用してプレゼンテーションの共有を有効

化（1045ページ）

ステップ 2

電話機の設定でBFCPサポートを有効に
します。

SIPトランクの BFCPサポートを有効化
プレゼンテーション共有をBFCPと共に使用している場合、この機能は、メッセージングまた
はコールフローのすべてのトランクで使用されるSIPプロファイルで有効にする必要がありま
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す。BFCPストリームは、プレゼンテーションの共有をサポートしていないトランクによって
拒否されます。

手順

ステップ 1 SIPトランクで使用される SIPプロファイル内で BFCPサポートを有効にします。

a) Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。

b) 次のいずれかの手順を実行します。

•既存の SIPプロファイルを選択するには、[検索（Find）] をクリックします。

•新しいSIPプロファイルを作成するには、[新規追加（AddNew）]をクリックします。

c) [SDP情報]セクションで、Unified Communications Managerの BFCPを有効にするには、
[BFCPを使用してプレゼンテーションの共有を許可する]チェックボックスをオンにしま
す。

このチェックボックスは、デフォルトでオフになっています。プレゼンテーション共有で

は、Unified CMクラスタ間のすべての SIPトランクに対して BFCPを有効にする必要があ
ります。

d) [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウの他のフィールドを設
定します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプ

を参照してください。

e) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 2 BFCP有効 SIPプロファイルを SIPトランクに関連付けるには、次のようにします。

a) Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunks）]を選
択します。

b) [検索（Find）]をクリックして、既存の SIPトランクを選択します。
c) [SIP情報]セクションで、SIPプロファイルドロップダウンリストから、インタークルー
スターコール内でプレゼンテーションを共有するために BFCPを有効にした SIPプロファ
イルを選択します。

d) [保存（Save）]をクリックします。
e) BFCPセッションのコールフローに含まれるすべての SIPトランクに対してこの手順を繰
り返します。
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サードパーティ製の電話機で BFCPを使用してプレゼンテーションの
共有を有効化

サードパーティ SIP電話で BFCPを使用してプレゼンテーションの共有を使用する場合は、そ
のエンドポイントでこの機能が有効になっていることを確認する必要があります。この機能

は、次のサードパーティの電話機タイプでサポートされています。

• [サードパーティ SIPデバイス（拡張）（Third-party SIP Device (Advanced)）]

• [サードパーティ AS-SIPエンドポイント（Third-party AS-SIP Endpoint）]

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM Administration]から、[デバイス（Device）] &gt; [電話機（Phone）]の順に選
択します。

ステップ 2 [検索]をクリックして、既存のサードパーティ SIP電話を選択します。

ステップ 3 [BFCPを使用したプレゼンテーション共有を許可する]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
1045

SIPの相互運用性

サードパーティ製の電話機で BFCPを使用してプレゼンテーションの共有を有効化



Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5(1)SU3機能設定ガイド
1046

SIPの相互運用性

サードパーティ製の電話機で BFCPを使用してプレゼンテーションの共有を有効化



第 72 章

ビデオテレフォニー

•ビデオテレフォニーの概要（1047ページ）
•ビデオテレフォニーのサポート（1048ページ）
•ビデオネットワーク（1051ページ）
•ビデオテレフォニー設定タスクフロー（1053ページ）
• H.323ビデオ（1054ページ）
•ビデオサポート（1059ページ）
•ビデオ機能 （1063ページ）
•ビデオネットワークの QoS （1066ページ）

ビデオテレフォニーの概要
Unified Communications Managerはビデオテレフォニーをサポートしているため、音声コールと
ビデオコールの世界が統一されます。ビデオエンドポイントは、Unified CMコール処理機能を
使用して、ビデオコールのダイヤルと接続のための統合音声およびビデオソリューションにア

クセスします。

Unified Communications Managerビデオテレフォニーソリューションは、次の機能を提供しま
す。

•遠端カメラ制御（FECC）などのビデオおよびビデオ関連機能をサポート

•ビデオストリームの伝送を可能にするために必要な複数の論理チャネルをサポート

•ビデオに必要な通話中のメディア関連メッセージを送信します（つまり、ビデオコールに
必要なコマンドまたは表示を送信します）。

• H.323、 Skinny Client Control Protocol（SCCP）または Session Initiation Protocol（SIP）をサ
ポートします。

•ロケーションおよびリージョンを拡張して帯域幅管理を提供

•ビデオコールに関するコール詳細レコード（CDR）などのサービスアビリティ情報を提供
します。
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ビデオテレフォニーのサポート
ここでは、Unified Communications Manager環境でのビデオテレフォニーの詳細について説明し
ます。

ビデオコール

一般的なビデオコールには、各方向に 2つまたは 3つの Real-Time Protocol（RTP）ストリーム
が含まれます（つまり、4つまたは 6つのストリーム）。コールには、次の種類のストリーム
が含まれます。

•ビデオ（H.261、H.263、H.263 +、H.264-SVC、XH.264UC、H.264-AVC、H.265、AV1およ
びVTカメラワイドバンドビデオコーデック）

•遠端カメラ制御（FECC）：オプション

• Binary Floor Control Protocol（BFCP）

ビデオコールのコール制御は、他のすべてのコールを制御するコール制御と同じ方法で動作し

ます。詳細については、『System Configuration Guide』の「Configure Media Resources」の章を
参照してください。Unified Communications Managerがビデオ会議ブリッジを自動的に割り当て
る方法の詳細については、『System Configuration Guide』の「Configure Conference Bridges」の
章も参照してください。

（注）

MTPトポロジでのリアルタイム転送制御プロトコルのパススルー
15.2(2)Tより前の IOS Media Terminate Point（MTP）は、Real-Time Transport Control Protocol
（RTCP）パケットをパススルーできないため、Real-Time Protocol（RTP）フィードバックデー
タを交換してRTP送信を強化することはできません。RTCPの主な機能は、ストリーミングマ
ルチメディアセッションの参加者に統計情報を定期的に送信することにより、メディア配信に

関するフィードバックを提供することです。RTCPは、メディア接続の統計情報と、送信され
たオクテット数、パケット数、損失パケット数、ジッター、ラウンドトリップ遅延時間などの

情報を収集します。アプリケーションは、この情報を使用して、フローを制限したり、別の

コーデックを使用したりして、サービス品質パラメータを制御できます。

IOS MTPバージョン 15.2(2)T以降はRTCPパススルー機能をサポートしているため、MTPが存
在するコールのエンドポイントは RTP伝送に関するフィードバックとステータスを提供でき
ます。RTCPパススルー機能は、メディアチャネルに適用されます。

RTCPパススルー機能は、特定のコールシグナリングプロトコルに限定されません。たとえば、
SIP-SIP、SIP-nonSIP、または nonSIP-nonSIPです。

Unified CMが RTCPパススルー対応MTPを特に割り当てるには、コールが次の条件を満たす
必要があります。
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• MTPは、MTPがメディアパススルーモードである必要がある機能に対して要求されます。
たとえば、TRP、DTMF変換、IPアドレス V4/V6変換などです。RTCPパススルーは、メ
ディアがパススルーモードの場合にのみ適用されます。

• RTCPパススルーMTPは、MTPを提供するエンドポイントのメディアリソースグループ
リスト（MRGL）に含める必要があります。MTPは、RSVP、TRP、DTMF不一致の理由
によって挿入される可能性があります。

•コールがビデオチャネルを確立できる場合、Unified CMは RTCPパススルー対応MTPを
検索しようとします。たとえば、Unified CMはMRGL内の他の非対応MTPから RTCPパ
ススルー対応MTPを選択します。RTCPパススルー対応MTPが使用できない場合、Unified
CMはコールにMTPを割り当てます。

•コールが音声チャネルのみを確立できる場合、UnifiedCMは非ビデオコールに対してRTCP
パススルー対応MTPを意図的に要求しません。ただし、MRGLに RTCPパススルー対応
MTPのみが含まれている場合、Unified CMはそれらの 1つを音声コールに挿入します。

•また、ビデオコールが RTCPパススルー対応MTPを持つためには、コールが現在の CAC
帯域幅を満たす必要があります。

コールが最初に非 RTCPパススルー対応MTP（バージョン 15.2(2)Tより前）を使用して確立
され、コールがビデオ対応コールにエスカレートした場合、Unified CMは有能なMTPを介し
てRTCPパスに再割り当てしません。この場合、コールがビデオコールにエスカレートされて
いても、既存のMTPでは RTCPパケットの通過が許可されません。

（注）

ビデオコーデック

一般的なビデオコーデックには、古いビデオコーデックである H.261、インターネットプロト
コル（IP）ビデオを提供するために使用される新しいコーデックである H.263、および高品質
コーデックである H.264があります。システムは、発信側と終端側のエンドポイントでのみ
Skinny Client Control Protocol（SCCP）、H.323、および SIPを使用するコールに対して H.264
をサポートします。システムは、リージョンとロケーションもサポートします。

Unified Communications Managerは、可能な場合、回答者のビデオコーデックの順序設定を維持
します。H.265は、エンドポイントで使用可能な優先ビデオコーデックです。それ以外の場合、
Unified Communications Managerは次のコーデック優先順位に従います。

説明コーデック設定順序

低帯域幅を使用して高品質のビデオを提供します。H.265（HEVC）1
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説明コーデック設定順序

受信したパケットのサブセットを無視することで、同

じメディアストリームから可変品質のビデオをレンダ

リングできます。

H. 264 SVCは、H.264-AVCビデオ圧縮規格
の新しい付録です。つまり、H.264-AVCの
拡張機能です。複数のビデオストリームを

さまざまなフレームレートと解像度で 1つ
のコンテナにカプセル化する機能を提供し

ます。

（注）

H.264（SVC）2

Microsoft独自のバリアントXH.264UC
（Lync）

3

Advanced Video CodingH.264（AVC）4

H.263およびH.261コーデックは、次のパラメータと一
般的な値を示します。

•ビットレートの範囲は 64 kb/sから数mb/sです。こ
れらのビットレートは、100 b/sの任意の倍数で存
在できます。H.261および H.263は 64 kb/s未満の
ビットレートで機能しますが、このような場合は

ビデオ品質が低下します。

• 4分の1の共通交換フォーマット（QCIF）（解
像度は 176x144に等しい）

• Common Interchange Format（CIF）（解像度は
352x288に等しい）

• 4CIF（解像度= 704x576）

•サブ QCIF（SQCIF）（解像度は 128x96）

• 16CIF（解像度は 1408x1152）

•カスタム画像形式

• Resolution:

•フレームレート：15フレーム/秒（fps）、30 fps

•付録：F、D、I、J、K、L、P、T、N

H.2635

H.2616

ビデオコールの帯域幅は、音声帯域幅とビデオ帯域幅の合計になります。合計帯域幅にはオー

バーヘッドは含まれません。
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384 kb/sのビデオコールは、64 kb/s（音声用）および 320 kb/s（ビデオ用）の G.711で
構成されます。この合計にはオーバーヘッドは含まれません。ビデオコールのオーディ

オコーデックがG.729（24 kb/s）の場合、合計帯域幅 384 kb/sを維持するためにビデオ
レートが増加します。コールに H.323エンドポイントが含まれる場合、H.323エンド
ポイントは、使用可能なビデオ帯域幅の合計よりも少なくなることがあります。プロ

トコルに関係なく、エンドポイントは常にコールの最大ビットレート未満で送信する

ことを選択できます。

ビデオネットワーク
次の図は、単一のUnified CommunicationsManagerクラスタを使用するビデオネットワークの例
を示しています。成功したビデオネットワークでは、どのエンドポイントも他のエンドポイン

トを呼び出すことができます。ビデオの可用性は、両方のエンドポイントがビデオ対応の場合

にのみ存在します。ビデオ機能はトランク全体に拡張されます。
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シスコのビデオ会議ポートフォリオは、次のビデオブリッジで構成されています。

• Cisco TelePresence MCUシリーズ

• Windowsインストーラー

Cisco UCエンドポイントポートフォリオは、ビデオをサポートする次のエンドポイントで構成
されています。

ビデオをサポートする Cisco UCエンドポイントポートフォリオの詳細については、「互換性
マトリクス」を参照してください。
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サードパーティのSIPビデオエンドポイントは、回線側デバイスまたはトランク側デバイスと
して Cisco Unified Communications Managerに接続できます。詳細については、「サードパー
ティ SIPエンドポイント」を参照してください。

（注）

ビデオテレフォニー設定タスクフロー
Cisco Unified Communications Manager Administrationでビデオテレフォニーを設定するには、次
の手順を実行します。

手順

ステップ 1 コールアドミッション制御にリージョンを使用する場合は、ビデオコール帯域幅のリージョン

を設定します。

すべてのデバイスにデフォルトのリージョンがあり、ビデオのデフォルトは 384
kb/sです。リージョン設定で、必要な解像度に十分な帯域幅設定を行うことができ
ます（たとえば、高解像度ビデオコールの場合は 2 Mb/sに増やします）。

（注）

ステップ 2 コールアドミッション制御にロケーションを使用する場合は、ビデオコール帯域幅のロケー

ションを設定します。

ステップ 3 （任意）RSVPサービスパラメータを設定するか、SIPビデオコールの帯域幅管理にRSVPを使
用する場合は、[ロケーション設定（Location Configuration）]ウィンドウで RSVPポリシーを
設定します。

ステップ 4 Ciscoビデオ会議ブリッジを使用するように、ネットワークに適切な会議ブリッジを設定しま
す。

ステップ 5 ユーザが他の会議ブリッジを使用する代わりにビデオ会議ブリッジを使用するように、ユーザ

のメディアリソースグループおよびメディアリソースグループリストを適宜設定します。

ステップ 6 ビデオコールを音声コールとして再試行するようにシステムのH.323ゲートウェイを設定する
か（デフォルトの動作）、接続していないビデオコールに代替ルーティングを使用するように

AARグループとルート/ハントリストを設定します。

ステップ 7 ビデオコールをオーディオコールとして再試行するようにシステムのH.323電話を設定するか
（デフォルトの動作）、接続していないビデオコールに代替ルーティングを使用するように

AARグループとルート/ハントリストを設定します。[ビデオ機能で有効]を選択します。

ステップ 8 ビデオコールを音声コールとして再試行するようにシステムのH.323トランクを設定するか（デ
フォルトの動作）、接続しないビデオコールに代替ルーティングを使用するようにAARグルー
プとルート/ハントリストを設定します。

ステップ 9 ビデオをサポートする Cisco Unified IP Phoneを設定します。

ステップ 10 ビデオをサポートするサードパーティ製 SIPエンドポイントを設定します。
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ステップ 11 ビデオコールを音声コールとして再試行するようにシステムのSIPトランクを設定します（デ
フォルトの動作）。

H.323ビデオ
H.323ビデオには次のような特徴があります。

• H.323エンドポイントは、H.323電話機、H.323ゲートウェイ、またはH.323トランクとして
設定できます。

•コール転送、ダイヤルプラン、およびその他のコールルーティング関連機能は、H.323エ
ンドポイントで動作します。

• H.323ビデオエンドポイントは、保留、再開、転送、パークなどの機能を開始できません。

• H.323エンドポイントが空の機能セット（ECS）をサポートしている場合、エンドポイン
トは保留、パークなどが可能です。

•一部のベンダーは、コールが転送またはリダイレクトされたときにコールの帯域幅を増や
すことができないようにコールセットアップを実装しています。このような場合、最初の

コールが音声である場合、ユーザはビデオエンドポイントに転送されるときにビデオを受

信できません。

•現在、ビデオメディアターミネーションポイント（MTP）もビデオトランスコーダも存在
しません。音声トランスコーダまたはMTPがコールに挿入されると、そのコールは音声
のみになります。これは、IPVCオーディオトランスコーディング機能が使用されていな
い場合に当てはまります。IPVCトランスコーダを使用すると、オーディオをトランスコー
ドし、ビデオを送受信できます。

• H.323ビデオコールの場合、ユーザはビデオコール帯域幅を指定する必要があります。

H.323通話の拡張ビデオチャネル
拡張ビデオチャネル機能は、H.239プロトコルを介して動作し、複数のビデオチャネルをサポー
トします。Cisco Unified Communications Managerは、直接ポイントツーポイント H.323コール
でH.239プロトコルを使用した拡張ビデオチャネルのネゴシエーションをサポートします。こ
れには、H.323クラスタ間トランク全体のコールも含まれます。

Cisco Unified Communications Managerは、H.239推奨で指定されているすべての H.239関連サ
ポート信号およびコマンドをサポートします。

次の項では、拡張ビデオチャネル機能に適用される特性について説明します。

サードパーティ H.323デバイスのサポート

拡張ビデオチャネル機能は、サードパーティ製ビデオエンドポイントと Cisco Unified Voice
Conferencing間の H.239相互運用性をサポートします。Cisco Unified Communications Manager
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では、拡張ビデオチャネルをプレゼンテーションおよびライブ会議の送信に使用できます。こ

の機能は、H.245シグナリングを介した複数のビデオチャネルのサポートに焦点を当てていま
す。次のプレゼンテーションアプリケーションは、このマルチチャネルサポートの基礎となり

ます。

•サードパーティベンダーのビデオエンドポイントによる自然な Presenterパッケージ

•サードパーティベンダーの Polycomによる人とコンテンツ

どちらも、Natural Presenterパッケージと People + Contentは H.239プロトコルを使用して機能
をネゴシエートし、追加のビデオチャネルの役割を定義します。

ビデオエンドポイント別の自然なプレゼンタパッケージおよびPolycomによるPeople + Content
は、プレゼンテーションモードの H.239のみをサポートします。

ビデオエンドポイントとPolycomが提供するプレゼンテーションアプリケーションはオプショ
ン機能であることに注意してください。2番目のビデオチャネルをネゴシエートするには、こ
れらのオプションの 1つとH.239を発信者エンドポイントと着信者エンドポイントの両方で有
効にする必要があります。そうしないと、コールは単一のビデオチャネルに制限されます。

（注）

H.323デバイス呼び出しプレゼンテーション機能

Ciscoおよび Polycomのビデオエンドポイントを使用すると、ユーザはさまざまなコンポーネ
ント（VCR、Projector、PCなど）のプレゼンテーション資料を共有できます。コンポーネント
はエンドポイントと物理的に接続でき、PCはプレゼンテーションイメージを送信するために
ベンダーが提供するプレゼンテーションアプリケーションも実行できます。プレゼンテーショ

ンのソースおよびビデオエンドポイントとのコンポーネント接続は、H.239を使用してビデオ
チャネルを確立するメカニズムとは無関係です。

プレゼンテーションソースの設定の詳細については、ビデオエンドポイントのユーザガイドを

参照してください。

（注）

2つの H.239対応エンドポイントがビデオコールを確立しようとすると、会議参加者のメイン
ビデオチャネルのビデオ機能と、2番目のビデオチャネルの拡張ビデオ機能（H.239機能）が
宣言されます。H.239機能信号は、次の内容で構成されます。

1. エンドポイントは、デバイスが H.239をサポートすることを示す信号を送信します。ま
た、2番目のビデオチャネルを管理するための関連コマンドと指示信号も送信します。こ
れにより、コールが複数のビデオチャネルを開くことができることを両方のエンドポイン

トで認識できるようになります。

2. エンドポイントは、2つ目のチャネルのビデオコーデック機能を表現するために、1つ以
上の拡張ビデオコーデック機能を送信します。エンドポイントは、2番目のビデオチャネ
ルのロールを指定する必要があります。定義されたロールラベルは、
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•ライブビデオ：このチャネルは通常どおり処理され、ライブビデオに適しています。

•プレゼンテーション：このチャネルは、デバイスに配信されるトークン管理プレゼン
テーションをリレーします。

機能が交換されると、従来のビデオコールの場合と同様に、両方のエンドポイントがただちに

双方向オーディオチャネルとメインビデオチャネルを開きます。

2番目のビデオチャネルを開く

サードパーティエンドポイントの実装に応じて、2番目のビデオチャネルはベンダー間で異な
る方法で処理されます。

Tandbergの Natural Presenter Package

ビデオエンドポイントは、2番目のビデオチャネルをオンデマンドで開始します。ビデオエン
ドポイントデバイスは、メインビデオチャネルが確立された直後に2番目のビデオチャネルを
開きません。2番目のチャネルは、発信者の1人（プレゼンタ）がプレゼンテーションのソース
を指定し、プレゼンテーションを開始するためのコマンドを呼び出すと開きます。

ビデオエンドポイントユーザがプレゼンテーションの共有を開始することを決定すると、ビデ

オエンドポイントはプレゼンテーションイメージを受信するために拡張ビデオチャネルを開く

ように他のコールパーティに要求します。したがって、ビデオエンドポイントとビデオエンド

ポイントのコールには、一方向の 2番目のビデオチャネルしかありません。

Polycomによる人とコンテンツ

ビデオエンドポイントとは異なり、ポリコムのビデオエンドポイントは、追加のビデオチャネ

ルをサポートできることを両当事者が確認した後、デフォルトメカニズムの一部としてすぐに

2番目のビデオエンドポイントを開始します。
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確立されたチャネルは、両当事者が H.239をサポートし、拡張ビデオチャネル機能が有効に
なっている場合に自動的に取得されます。ただし、追加チャネルには、いずれかのパーティが

プレゼンテーションの共有を開始するまで何も表示されません。

Polycomは、2番目のビデオチャネルの使用に関係なく、2番目のビデオチャネルの要求を他の
コールパーティに開始します。したがって、Polycomと Polycomのコールでは、一方のデバイ
スだけがプレゼンテーションイメージ/ビデオを送信する場合でも、デバイス間で双方向ビデ
オチャネルが開かれます。

この実装により、コールパーティがトークンを受け取って何かを提示することを決定したとき

に、両方のコールパーティが 2番目のビデオチャネルを伝送可能な状態にできます。2つのビ
デオチャネルのいずれかがアイドル状態（何も送信しない）のままですが、負荷効率を確保す

るために Polycomデバイスが帯域幅を制御します。

2番目のビデオチャネルの処理におけるこの違いは、H.239の実装には影響しません。Unified
Communications Managerは、H.323-H.323コールで受信チャネル要求を開始しません。Unified
Communications Managerは単に、ある端末から別の端末にすべてのチャネル要求をリレーしま
す。

Unified Communications Managerは、H.239プロトコルの要件を表していないため、2番目のビ
デオチャネルセットの双方向伝送を強制しません。

（注）

2番目のビデオチャネルでのコールアドミッション制御（CAC）

Cisco Unified Communications Managerの次のコールアドミッション制御ポリシーは、2番目の
ビデオチャネルに適用されます。

Cisco Unified Communications Managerは、ロケーション設定に基づいて、2番目のビデオチャ
ネルによる帯域幅の使用を制限します。2番目のビデオチャネルが確立されると、Cisco Unified
Communications Managerはロケーションプール内で十分なビデオ帯域幅が使用可能であること
を確認し、それに応じて帯域幅を予約します。必要な帯域幅が使用できない場合、CiscoUnified
Communications Managerは使用可能な帯域幅をゼロに減らすようにチャネルに指示します。

2番目のビデオチャネルをサポートするためのリージョン設定またはポリシーは変更されませ
ん。

従来、Cisco Unified Communications Managerリージョンポリシーは単一のビデオチャネルを持
つコールのみをサポートしており、このコールの合計帯域幅使用率はリージョン設定で指定さ

れた値を超えることはありませんでした。

管理者がH.239コールに有限リージョンビデオ帯域幅制限を設定すると、リージョン値は各ビ
デオチャネルに個別に要求される帯域幅に対して使用されるため、Cisco Unified Communications
Managerはリージョンポリシーに違反します。
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例

リージョンのビデオ帯域幅が 384Kbps に設定され、オーディオチャネルが 64Kb/s を使用する場合、
各ビデオチャネルの最大許容帯域幅は（384Kb/s-64Kb/s）= 320Kb/sieです。つまり、Hが使用する
最大帯域幅です。 .239コールは（audio bw + 2 *（384-audio bw））= 704Kb/sで、リージョ
ンで指定された 384Kb/s の帯域幅を超えます。

H.239コールのリージョンとロケーションの両方の帯域幅制限を緩和することを検討する必要
があります。これにより、H.239デバイスは、Cisco Unified Communications Managerの介入な
しで、両方のビデオチャネルの負荷を再調整および分散できます。

（注）

許可されるビデオチャネルの数

Unified Communications Managerは、次の理由により、最大 2つのビデオチャネルのみをサポー
トします。

•シスコと Polycomはどちらも 2つのビデオチャネルのみをサポートします。1つはメイン
ビデオ用、もう 1つはプレゼンテーション用です。

• H.239は、従来のH.320ビデオチャネルをプレゼンテーション用に分割するために、H.320
ベースのシステムの追加メディアチャネル（AMC）のみを定義します。

H.239コマンドと通知メッセージ

Command and Indication（C＆I）メッセージは、H.239で使用され、プレゼンテーションロール
とライブロールのトークンを管理し、デバイスが追加のメディアチャネルの動作を有効にする

ためにビデオフロー制御のリリースを要求できるようにします。Cisco Unified Communications
Managerは、すべての C＆I メッセージをサポートします。Cisco Unified Communications Manager
は、C＆I メッセージを受信すると、そのメッセージを発信者にリレーします。

フロー制御リリース要求および応答メッセージは、遠端がフロー制御を解放することを要求す

るために使用できるため、エンドポイントは指定されたビットレートで指定されたチャネルを

送信できます。

フロー制御リリース応答で示されているように、コールパーティが要求を受け入れる場合と受

けない場合があることに注意してください。

（注）

プレゼンテーションロールトークンメッセージにより、H.239デバイスはプレゼンテーション
用のトークンを取得できます。他の通話者は、要求を受け入れたり拒否することができます。

プレゼンタデバイスは、不要になったときにトークンリリースメッセージを送信します。
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トポロジとプロトコルの相互運用性の制限

Cisco Unified Communications Managerは、H.323〜H.323コールで H.239のみをサポートしま
す。Cisco Unified Communications Managerでは、H.323クラスタ間トランクまたは複数のノー
ド間で H.239コールを確立できます。H.239対応デバイスが非 H323エンドでコールを発信し
ようとすると、H.239機能は無視され、Cisco Unified Communications Managerでサポートされ
る従来のビデオコールと同様にコールが実行されます。

Cisco Unified Communications Managerは、メディアターミネーションポイントまたはトランス
コーダがコールに挿入されている場合、2番目のビデオチャネルをサポートしません。この場
合、コールは通常のビデオコールにフォールバックします。

通話中機能の制限

Cisco Unified Communications Managerは、H.323から H.323への直接コールでのみ 2番目のビ
デオチャネルを開くことができます。

コール転送や保留/再開操作などの通話中機能を呼び出さないでください。これを行うと問題
が発生し、2番目のビデオチャネルが切断される可能性があります。

注意

ビデオサポート
Unified Communications Managerは、H.323、SCCP、および SIPプロトコルを介したビデオをサ
ポートします。

Skinny Client Control Protocol Video
Skinny Client Control Protocolビデオには、次の特性があります。

• Skinny Client Control Protocolを実行している電話機がビデオ機能を報告する場合、相手側
がビデオをサポートしていれば、Cisco Unified Communications Managerは自動的にビデオ
チャネルを開きます。

• Skinny Client Control Protocolビデオコールでは、システム管理がリージョンを使用してビ
デオコール帯域幅が決定されます。システムはユーザにビットレートを要求しません。

SIPビデオ
SIPビデオは、SIPシグナリングインターフェイス（SSI）を使用して次のビデオコールをサ
ポートします。

• SIPから SIP

• SIPから H.323
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• SIPから SCCP

• SIPクラスタ間トランク

• H.323トランク

• SIPと H.323トランクの組み合わせ

SIPビデオコールは、ビデオ会議用のメディア制御機能も提供します。

Unified Communications Managerビデオは SIPトランクと回線の両方で SIPをサポートします。
SIPは、H.261、H.263、H.263 +、H.264（AVC）、H.264（SVC）、XH.264UC（Lync）、およ
び H.265ビデオコーデックをサポートします（サポートされません）。 VTAが使用するワイ
ドバンドビデオコーデック）。

ビデオコール用の SIPデバイスの設定

SIPデバイスでビデオコールを有効にするには、次の手順を実行します。

SIPトランク（SIP Trunks）

• Unified Communications Managerの [トランク設定（Trunk Configuration）]ウィンドウで、
ビデオ接続が使用できないときにコールでオーディオを使用する場合は、[ビデオコール
をオーディオとして再試行（Retry Video Call as Audio）]チェックボックスをオンにしま
す。

•トランクをリセットします。

サードパーティ製 SIPエンドポイント

• Cisco Unified Communications Manager Administrationの [電話設定（Phone Configuration）]
ウィンドウで、ビデオ接続が使用できないときにコールでオーディオを使用する場合は、

[ビデオコールをオーディオとして再試行（Retry Video Call as Audio）]チェックボックス
をオンにします。

•エンドポイントをリセットします。

シスコビデオ会議ブリッジ

Unified Communications Managerは、ビデオ会議用のさまざまなソリューションをサポートして
います。次のビデオ会議ブリッジは、アドホックおよびミートミービデオ会議をサポートして

います。

• Cisco TelePresence MCU

• Cisco TelePresence Conductor

• Cisco Meeting Server
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Cisco Telepresence MCUビデオ会議ブリッジ

Cisco TelePresence MCUは、Cisco Unified Communications Manager用のハードウェア会議ブリッ
ジのセットです。

Cisco TelePresence MCUは、高解像度（HD）のマルチポイントビデオ会議ブリッジです。毎
秒 30フレームで最大 1080pの性能を持ち、あらゆる会議で十分な連続表示を実現し、フルト
ランスコーディング機能を備えているため、マルチベンダーのHDエンドポイント環境に最適
です。Cisco TelePresence MCUでは、シグナリングコール制御プロトコルとして SIPをサポー
トしています。詳細に設定でき、システムおよび会議を制御およびモニタする、ビルトイン

Webサーバを装備しています。Cisco TelePresence MCUには、HTTP通信による XML管理 API
が用意されています。

Cisco TelePresence MCUは、アドホックおよびミートミー音声会議とビデオ会議の両方ができ
ます。各会議ブリッジは、複数のマルチパーティ会議を同時にホストできます。Cisco
TelePresence MCUは、ポート予約モードで設定する必要があります。

Cisco TelePresence Conductor会議ブリッジ

Cisco TelePresence Conductorはインテリジェントな電話会議管理制御を提供します。複数の
MCU間にわたるロードバランシングと複数デバイスの可用性を高めるためのクラスタ化を実
現する、スケーラブルなサポートデバイスです。管理者は Cisco TelePresence Conductorを、
Cisco Unified Computing System（Cisco UCS）プラットフォームまたはサードパーティベースの
プラットフォームをサポートするアプライアンス、または、VMware上の仮想アプライアンス
として実装できます。動的な 2者会議や 3者会議が可能なMULTIWAY電話会議にも対応しま
す。

Cisco TelePresence Conductorは、アドホックおよびミートミーの音声会議とビデオ会議の両方
をサポートしています。Cisco TelePresence Conductorは、新しい会議ごとに最適な Cisco
TelePresenceリソースを動的に選択します。アドホック、ミートミー、およびスケジュールさ
れた音声およびビデオ会議は動的に拡大し、個々のMCUのキャパシティを超えることがあり
ます。1つの Cisco TelePresence Conductorアプライアンスまたは Cisco TelePresence Conductor
クラスタには 30のMCUまたは 2400のMCUポートがあります。最大 3つのCisco TelePresence
Conductorアプライアンスまたは仮想アプリケーションをクラスタ化して、復元力をさらに高
めることができます。

Cisco Meeting Server

Cisco Meeting Server会議ブリッジソリューションにより、アドホック会議、ミートミー会議、
開催中の会議、ランデブー会議が可能になります。会議ブリッジは、施設内での音声、ビデ

オ、ウェブ会議を実現し、サードパーティのオンプレミスインフラストラクチャと連携しま

す。あらゆる規模の導入に拡張できるほか、必要に応じて徐々に容量を増やすこともでき、組

織の現在および将来のニーズに確実に対応することができます。この会議ブリッジは高度な相

互運用性を提供します。任意の数の参加者が会議を作成し、参加することができます。

•シスコまたはサードパーティの会議室システムまたはデスクトップビデオシステム

• Cisco Jabberクライアント
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• Ciscoミーティングアプリケーション（ネイティブ、またはWebRTC互換ブラウザを使用
可能）

• Skype for Business

Cisco Meeting Server会議ブリッジを使用するには、Cisco Meeting Server 2.0以上のリリースが
必要です。

Cisco Meeting Serverは、シグナリングコール制御プロトコルとして SIPをサポートしていま
す。詳細に設定でき、システムおよび会議を制御およびモニタする、ビルトインWebサーバ
を装備しています。Cisco Meeting Serverは、HTTPに対する XML管理 APIを提供します。

Cisco Meeting Serverは、、H.265ビデオコーデックと遠端カメラ制御（FECC）をサポートして
いません。

（注）

ビデオ暗号化

Unified Communications Managerは、通信に関与する個々のエンドポイントが暗号化もサポート
している限り、音声、ビデオ、およびその他のメディアストリームの暗号化をサポートしま

す。Unified CMは、Secure Real-Time Transport Protocol（SRTP）を使用してメディアストリー
ムを暗号化します。次のような機能があります。

• SIPおよび H.323エンドポイントのサポート

•メディアターミネーションポイント（MTP）パススルーモードで動作中のメイン音声およ
びビデオ回線の暗号化のサポート

•複数の暗号化方式のサポート

• RFC 4568に準拠した Session Description Protocol（SDP）暗号スイートセッションパラメー
タのサポート

暗号化された通信を提供するために、エンドポイント間および SIPコールセットアップ中の
Unified Communications Managerに暗号化キーが交換されます。このため、SIPシグナリングは
TLSを使用して暗号化する必要があります。最初のコールセットアップ中に、ビデオエンドポ
イントはサポートする暗号化方式のリストを交換し、両方のエンドポイントでサポートされる

暗号化スイートを選択し、暗号キーを交換します。エンドポイントが共通の暗号化スイートに

同意できない場合、メディアストリームは暗号化されず、Real-Time Transport Protocol（RTP）
を使用して転送されます。

個々のエンドポイントが暗号化をサポートしていない場合、通信は RTPを使用して行われま
す。

（注）
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VCSとの相互運用性の設定
Unified Communications Managerを Cisco VCSに接続する SIPトランクで次の手順を実行し、
Unified CMがCisco VCSと相互運用できるようにします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス(Device)] > [トランク(Trunk)]

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•既存のトランクを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。
• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいトランクを設定します。

ステップ 3 [トランク設定（Trunk Configuration）]ウィンドウで、Unified Communications ManagerをCisco
VCSに接続する [トランクタイプ（Trunk Type）]、[デバイスプロトコル（Device Protocol）]、
[トランクサービスタイプ（Trunk Service Type）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックしま
す。

ステップ 4 [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストで、[標準SIPプロファイル（Standard
SIP Profile）]を選択します。

ステップ 5 [正規化スクリプト（Normalization Script）]ドロップダウンリストで、[vcs-interop]を選択しま
す。

ステップ 6 [正規化スクリプト（Normalization Script）]領域で、[パラメータ名（Parameter Name）]フィー
ルドと [パラメータ値（Parameter Value）]フィールドを空のままにします。これらのフィー
ルドに値が入力されている場合は、フィールドの内容を削除します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

ビデオ機能
SIPビデオネットワークでは、次のビデオ関連機能がサポートされています。

• Binary Floor Control Protocol（BFCP）

•暗号化された iXチャネル

•遠端カメラ制御（FECC）

バイナリフロア制御プロトコルのエンドポイントサポート

Unified Communications Managerは、特定のシスコおよびサードパーティのビデオエンドポイン
トの Binary Floor Control Protocol（BFCP）をサポートします。BFCPを使用すると、ユーザは
進行中のビデオ会話内でプレゼンテーションを共有できます。
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詳細については、Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイドの「BFCPを使用した
プレゼンテーション共有の設定」の章を参照してください。

暗号化された iXチャネル
Unified Communications Managerは、暗号化された iXチャネルをサポートします。IXチャネル
は、ビデオ会議でのSIPフォン間でアプリケーションメディアを多重化するための信頼性の高
いチャネルを提供します。暗号化された iXチャネルは、DTLSを使用して導入にセキュリティ
を追加し、アプリケーションメディアが iXチャネルを介して送信されるようにし、メディア
を傍受しようとする中級者が見ることができないようにします。

[パススルーモード]の IOS MTPおよび RSVPエージェントは、暗号化された iXチャネルもサ
ポートしています。

設定

Unified Communications Managerの暗号化された iXチャネルを有効にするには、次のことを実
行する必要があります。

•任意の中間 SIPトランクによって使用される [SIPプロファイル設定（SIP Profile
Configuration）]の [iXアプリケーションメディアを許可（Allow iX Application Media）]
チェックボックスをオンにします。この設定では、iXチャネルのネゴシエーションがオン
になります。

•セキュア着信アイコン表示ポリシーサービスパラメータを設定して、セキュアロックアイ
コンを有効にします。デフォルトでは、[BFCPおよび iXトランスポート以外の全メディ
アを暗号化すべき（All media except BFCP and iX transports must be encrypted）]に設定
されています。

暗号化モード

暗号化された電話機の場合、2種類のセッション記述プロトコル (SDP)を使用して、Unified
Communications Managerがサポートしている暗号化チャネルの暗号化をサポートしています。
この暗号化タイプは、エンドポイントがサポートするものであり、Unified Communications
Managerの設定可能な項目ではありません。

•ベストエフォート方式の暗号化: SDPオファーは暗号化された ixチャネルを目的としてい
ますが、SIPピアがサポートしていない場合は、暗号化されていない ixチャネルにフォー
ルバックします。このアプローチは、ソリューションで暗号化が必須ではない場合に使用

することができます。

たとえば、暗号化はクラウドで必須であり、単一の企業ではありません。

ベストエフォート iX暗号化

M =アプリケーション 12345 UDP/UDT/IX *

A =セットアップ: actpass

A =指紋: SHA-1 <キー >
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•強制暗号化: SDPオファーは、暗号化された iXチャネルに対してのみ使用できます。この
オファーは、SIPピアが iXチャネルの暗号化をサポートしていない場合には拒否されま
す。このアプローチは、エンドポイント間で暗号化が必須になっている展開で使用できま

す。

たとえば、2つの SIPデバイス間の暗号化は必須です。

強制 iX暗号化

m =アプリケーション 12345 UDP/DTLS/UDT/IX *

A =セットアップ: actpass

A =指紋: SHA-1 <キー >

デフォルトでは、すべての Cisco IP電話はベストエフォート iX暗号化を提供するように設定
されています。ただし、Ciscoテレプレゼンスエンドポイントの製品固有の設定内で暗号化モー
ドをオンに設定するか、または cisco Meeting Serverの設定を再設定することによって、これを
強制的に暗号化にすることができます。

非暗号化メディア

Unified Communications Managerは、エンドポイントが完全にセキュアなモードで展開されてい
ない場合に、会議のエンドポイントからのメディアパス内のセキュアなアクティブコントロー

ルメッセージのネゴシエーションを有効にします。たとえば、エンドポイントがオフネット

で、モバイルおよびリモートアクセスモードで Unifird CMに登録されている場合などです。

前提条件

この機能の使用を開始する前に、次のことを確認してください。

•システムは輸出規制要件に準拠しています。

•会議ブリッジへの SIPトランクはセキュアです。

Unified CMは、セキュアでないエンドポイントまたはソフトフォンに対してセキュアアクティ
ブコントロールメッセージの DTLS情報をネゴシエートし、次の方法でメッセージを受信で
きます。

•オンプレミスの登録済みエンドポイントまたはソフトフォンへのベストエフォート暗号化
iX

•オフプレミスの登録済みエンドポイントまたはソフトフォンへの強制 IX暗号化

遠端カメラ制御プロトコルのサポート

遠端カメラ制御（FECC）プロトコルを使用すると、リモートカメラを制御できます。ビデオ
コール内で、FECCを使用すると、コールの一方の側が遠端のカメラを制御できます。このコ
ントロールには、カメラの一方の側からもう一方の側へのパン、カメラの傾斜、ズームインと
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ズームアウトなどがあります。複数のカメラを使用するビデオ会議では、FECCを使用してカ
メラを切り替えることができます。

Unified Communications Managerは、FECC対応のビデオエンドポイントの FECCプロトコルを
サポートします。Cisco Unified Communications Managerは、SIP-SIPコールまたは H.323-H.323
コールの FECCをサポートしますが、SIP-H.323コールの FECCはサポートしません。FECCを
サポートするには、Unified Communications Managerは SIPまたはH.323シグナリングを介して
アプリケーションメディアチャネルを設定します。メディアチャネルが確立されると、個々の

エンドポイントは FECCシグナリングを通信できます。

ビデオネットワークの QoS
Cisco Unified Communications Managerには、ビデオネットワークのQuality of Service（QoS）を
管理するための多数の管理ツールが含まれています。

•帯域幅管理：特定のリージョンおよびロケーションの帯域幅割り当てを管理します。

•拡張ロケーションのコールアドミッション制御

•セッションレベル帯域幅修飾子

•フレキシブル DSCPマーキング

•代替ルーティング

帯域幅管理

音声コールとビデオコールの帯域幅割り当ては、Cisco Unified Communications Manager
Administrationで設定するリージョンとロケーションによって管理されます。

特定のコールに使用可能な帯域幅の量は、音声、ビデオ、シグナリング、およびBFCPプレゼ
ンテーションなどの追加メディアを含む、セッションに関連付けられているすべてのメディア

ストリームの組み合わせを管理できる必要があります。Cisco Unified Communications Manager
には、帯域幅を管理できる機能が含まれています。

拡張ロケーションのコールアドミッション制御

拡張ロケーションCall Admission Control (CAC)では、リンク上で同時に許可するコール数を制
限することにより、広域（IP WAN）リンク上のコールの音声およびビデオの品質を制御する
ことが可能になります。たとえば、コールアドミッション制御を使用して、メインキャンパス

とリモートサイトを接続する 56 kb/sフレームリレー回線の音声品質を調整できます。

CACは、コールを完了するために使用可能な十分な帯域幅があるかどうかを確認します。CAC
は、帯域幅が不十分なためにコールを拒否できます。
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Unified Communications Managerでは、ロケーションベースのコールアドミッション制御がリー
ジョンと連携して機能し、ネットワークリンクの特性を定義します。リージョンとロケーショ

ンは次のように機能します。

•リージョンにより、ビデオコールの帯域幅を設定できます。リージョンのオーディオ制限
により、高いビットレートのコーデックが除外される可能性があります。ただしビデオ

コールでは、ビデオの制限により、ビデオの品質（解像度と転送速度）が抑制されます。

•ロケーションは、対象のリンクのすべてのコールで利用可能な総帯域幅の容量を定義しま
す。リンク上でコールが確立すると、そのリンクで許可された総帯域幅からそのコールの

リージョンの値を差し引く必要があります。

コールアドミッション制御の詳細については、Cisco Unified Communications Managerシステム
設定ガイドの『Enhanced Locations Call Admission Control』の章を参照してください。

。

セッションレベル帯域幅修飾子

Unified Communications Managerは、セッションレベルの帯域幅修飾子を処理するためのロケー
ションコールアドミッション制御をサポートします。セッションレベルの帯域幅修飾子は、初

期 SIPシグナリングの SDP部分のパラメータの一部として通信されます。これらのパラメー
タは、各エンドポイントがそのコールタイプでサポートする帯域幅の最大量を示します。これ

らのパラメータは、リージョンおよびロケーションの設定とともに、各コールの帯域幅を設定

するために使用されます。

最初のコールセットアップ中に、両方の通話者がコールのUnified Communications Manager最大
許容帯域幅で通信します。Unified Communications Managerはこの通信を他のエンドポイントに
渡しますが、エンドポイントで指定された帯域幅が地域の設定よりも大きい場合、Unified
Communications Managerはその値を地域の帯域幅の値に置き換えます。

Unified Communications Managerは、次のルールを使用して、特定のコールに割り当てる帯域幅
の量を決定します。

• Unified Communications Managerは、エンドポイントからオファーまたはアンサーを受信す
ると、SDPにセッションレベルの帯域幅修飾子があるかどうかを確認します。

•セッションレベルの帯域幅修飾子がある場合、Unified Communications Managerは修飾
子から帯域幅値を取得します。複数の修飾子タイプがある場合、次の優先順位で修飾

子が取得されます。TransportIndependent Application Specific（TIAS）、Application
Specific（AS）、Conference Total（CT）。

•セッションレベルの帯域幅修飾子がない場合は、Unified Communications Managerはメ
ディアレベルの帯域幅修飾子の合計から帯域幅値を取得します。

•割り当てられる帯域幅は、2つのエンドポイントがサポートする最大値で、リージョン設
定の最大値までです。割り当てられた帯域幅はリージョン設定を超えることはできませ

ん。
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Unified Communications Managerは、エンドポイントとの通信時に次のロジックを使用します。

•複数のセッションレベルの帯域幅修飾子タイプ（TIAS、AS、CT）を含むエンドポイント
に応答、Early Offer、またはRe-Invite Offerを生成する場合、Unified Communications Manager
はそれぞれに同じ帯域幅値が使用します。

•応答を生成するときに、Unified Communications Managerは最初のオファーで受信したもの
と同じセッションレベルの帯域幅修飾子タイプ（TIAS、CT、AS）を使用します。

•下位互換性を維持するために、ビデオコールが保留にされ、保留音（MOH）が挿入され
た場合、Unified Communications Managerは旧バージョンはセッションレベル帯域幅修飾子
を抑制します。

SIP電話のビデオ解像度のサポート
Cisco Unified Communications Managerは、SIPヘッダーの SDP部分の imageattr回線をサポート
しており、高解像度のビデオコールに対応しています。w95p（640x360）をサポートするCisco
SIP電話機（9951、9971、8961など）は、次の基準に応じてビデオコールに最適な解像度を自
動的に選択します。

•セッションレベルの帯域幅が 800Kb/sを超えており、SDPに imageattr [640 x 480]の行が存
在する場合、VGAが使用されます。

•セッションレベルの帯域幅が 800Kb/sよりも大きく、SDPの imageattr [640 x 480]の行が存
在しない場合は、w360pが使用されます。

•セッションレベルの帯域幅が 800Kb/s未満で 480ビット/秒を超え、imageattr [640 x 480]回
線が存在する場合、VGA 15フレーム/秒が使用されます。

現在、w360p（640 x 360）ビデオ解像度をサポートする Cisco IP電話モデル 9951、9971、また
は 8961を使用しており、Cisco Unified Communications Managerリリース 8.5(1)以降にアップグ
レードする場合、ビデオコールの解像度が変更されることがあります。w360p解像度は、電話
機のロード 9.2(1)で導入されました。

（注）

次のビデオコールフローは、imageattr回線がサポートされていない 2台の 9951電話機（電話
機 Aと電話機 B）の間です（たとえば、Cisco Unified Communications Managerリリース 8.0(1)
以前を使用）。

1. 電話機Aは、SDPで imageattr回線を含む SIPメッセージを送信します。

2. Cisco Unified Communications Managerは、SDPの imageattr行を削除し、変更されたSIPメッ
セージを電話機Bに送信します。

3. SIPヘッダーの SDP部分に imageattr行がないため、電話機 Bは w360p解像度でビデオを
送信しようとします。
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次のビデオコールフローは、imageattr回線をサポートする 2台の 9951台の電話機（電話機 A
と電話機 B）の間です（たとえば、Cisco Unified Communications Managerリリース 8.5(1)以降
を使用）。

1. 電話機Aは、SDP内の imageattr回線を含む SIPメッセージを送信します。

2. Cisco Unified Communications Managerは imageattr回線を削除せず、SIPメッセージをその
まま電話機Bに送信します。

3. 電話機 Bは VGA解像度でビデオを送信しようとします。

代替ルーティング

エンドポイントがビデオコールに必要な帯域幅を取得できない場合、ビデオコールはデフォル

ト動作のオーディオコールとして再試行します。ルート/ハントリストまたは自動代替ルーティ
ング（AAR）グループを使用して、このようなビデオコールに異なるパスを試すには、該当す
るゲートウェイ、トランク、および電話機の設定で [ビデオコールとして再試行（Retry Video
Call as Audio）]設定をオフにします。

詳細については、Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイドの『Configure AAR
Group』セクションの「Configure Call Routing」の章を参照してください。

フレキシブル DSCPマーキング
DiffServコードポイント（DSCP）パケットマーキングは、各パケットのサービスクラスを指定
するために使用されます。DSCPマーキングを使用すると、特定のタイプのコールまたはメディ
アを他のタイプよりも優先させることができます。たとえば、ネットワーク帯域幅の問題が発

生した場合でも、音声コールに帯域幅の問題が発生しないように、ビデオよりもオーディオを

優先することができます。

DSCPマーキングは、次のいずれかの方法でカスタマイズできます。

•クラスタ全体のサービスパラメータを設定して、クラスタのデフォルトのDSCP設定を行
います。

•（任意）DSCPカテゴリのサブセットでは、SIPプロファイルを介してデバイスにカスタ
マイズされたDSCP設定を割り当てることができます。プロファイルを使用するデバイス
では、カスタマイズされた設定がサービスパラメータのデフォルトを上書きします。

DSCPマーキングの設定方法の詳細については、Cisco Unified Communications Manager機能設
定ガイドの「柔軟なDSCPマーキングとビデオプロモーションの設定」の章を参照してくださ
い。

ビデオコールの電話設定

ビデオ対応デバイスの次の設定は、ビデオコールに影響します。
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•ビデオハングアウトを音声として再試行するデフォルトでは、このチェックボックスはオ
ンのままです。したがって、エンドポイント（電話、ゲートウェイ、トランク）がビデオ

コールに必要な帯域幅を取得できない場合、コールコントロールは、音声コールとしてそ

のコールを再試行します。この設定は、ビデオコールの宛先デバイスに適用されます。

• [ビデオ機能の有効化/無効化（Video Capabilities Enabled / disabled）]：このドロップダウン
リストボックスは、ビデオ機能のオンとオフを切り替えます。

ビデオ会議の会議制御

Unified Communications Managerは、次の会議制御機能をサポートしています。

•名簿/参加者リスト

•参加者を削除する

•会議を終了する

•会議の議長/コントローラの表示

• Continuous-Presence（連続表示）

Unified Communications Managerまた、Skinny Client Control Protocol（SCCP）電話機の次のビデ
オ会議機能もサポートしています。

•ビデオ会議のディスプレイコントロール。SCCP電話機は、ビデオ会議を表示するために
連続表示モードまたは音声起動モードを使用できます。モードが選択されると、ビデオ

チャネルで使用するモードを示すメッセージがブリッジに送信されます。モードを切り替

えても、メディアの再ネゴシエーションは必要ありません。

•ビデオストリームのユーザ名などの参加者情報を表示します。システムは、参加者情報を
名簿などの他の会議機能に使用できます。

詳細については、Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイドの「Encrypted iX
Channel」の章を参照してください。

ビデオテレフォニーと Cisco Unified Serviceability
Cisco Unified Serviceabilityは、パフォーマンスモニタリングカウンタ、ビデオブリッジカウン
タ、およびコール詳細レコード（CDR）を更新することで、ビデオコールと会議を追跡しま
す。

パフォーマンスカウンタ

ビデオテレフォニーイベントにより、次の Cisco Unified Serviceabilityパフォーマンスモニタリ
ングカウンタが更新されます。
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Cisco CallManager

• VCBConferenceActive

• VCBConferenceCompleted

• VCBConferenceTotal

• VCBOutOfConferences

• VCBOutOfResources

• VCBResourceActive

• VCBResourceAvailable

• VideoCallsActive

• VideoCallsCompleted

• VideoOutOfResources

Gatekeeper

• VideoOutOfResources

CiscoH.323

• VideoCallsActive

• VideoCallsCompleted

Cisco Locations

• RSVP VideoCallsFailed

• RSVP VideoReservationErrorCounts

• VideoBandwidthAvailable

• VideoBandwidthMaximum

• VideoOutOfResources

Cisco SIP

• VideoCallsActive

• VideoCallsCompleted

Cisco Video Conference Bridge

• ConferencesActive

• ConferencesAvailable

• ConferencesCompleted
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• ConferencesTotal

• OutOfConferences

• OutOfResources

• ResourceActive

• ResourceAvailable

• ResourceTotal

ビデオブリッジカウンタ

ビデオ会議イベントにより、次の Ciscoビデオ会議ブリッジパフォーマンスモニタリングカウ
ンタが更新されます。

• ConferencesActive

• ConferencesAvailable

• ConferencesCompleted

• ConferencesTotal

• OutOfConferences

• OutOfResources

• ResourceActive

• ResourceAvailable

• ResourceTotal

これらのカウンタは、Cisco Unified Communications ManagerオブジェクトにもVCBプレフィッ
クス付きで表示されます。

コール詳細レコード（CDR）

ビデオテレフォニーイベントにより、Cisco Unified Serviceabilityのコール詳細レコード（CDR）
が更新されます。これらの CDRには、次の情報が含まれます。

• origVideoCap_Codec

• origVideoCap_Bandwidth

• origVideoCap_Resolution

• origVideoTransportAddress_IP

• origVideoTransportAddress_Port

• destVideoCap_Codec

• destVideoCap_Bandwidth

• destVideoCap_Resolution
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• destVideoTransportAddress_IP

• destVideoTransportAddress_Port

• origRSVPStat

• destRSVPVideoStat

• origVideoCap_Codec_Channel2

• origVideoCap_Bandwidth_Channel2

• origVideoCap_Resolution_Channel2

• origVideoTransportAddress_IP_Channel2

• origVideoTransportAddress_Port_Channel2

• origVideoChannel_Role_Channel2

• destVideoCap_Codec_Channel2

• destVideoCap_Bandwidth_Channel2

• destVideoCap_Resolution_Channel2

• destVideoTransportAddress_IP_Channel2

• destVideoTransportAddress_Port_Channel2

• destVideoChannel_Role_Channel2

コール管理レコード（CMR）

ビデオテレフォニーイベントにより、Cisco Unified Serviceabilityのコール管理レコード（CMR）
が更新されます。これらの CMRには、次の情報が含まれます。

• videoContentTypeテキスト文字列

• videoDuration整数

• numberVideoPacketsSent整数

• numberVideoOctetsSent整数

• numberVideoPacketsReceived整数

• numberVideoOctetsReceived整数

• numberVideoPacketsLost整数

• videoAverageJitter整数

• videoRoundTripTime

• videoOneWayDelay

• videoTransmissionMetrics
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第 XVII 部

緊急通話のルーティング規制
•米国連邦通信委員会（FCC）の緊急コールルーティング規制（1077ページ）





第 73 章

米国連邦通信委員会（FCC）の緊急コール
ルーティング規制

•緊急コールルーティング規制の概要（1077ページ）
•緊急コールルーティング規制の設定（1079ページ）

緊急コールルーティング規制の概要
緊急コールルーティング規制は、米国および米国以外のタイムゾーンでの緊急コール（911）
の設定およびルーティングに関する米国 FCCの法律に準拠した情報を提供します。

米国 FCCは、緊急サービスのための全国規模のシームレスな通信インフラストラクチャの迅
速な導入を促進し、可能にすることで、公共の安全を緩和するために次の法律に署名しまし

た。

米国 FCCは、緊急通報（911）ルーティングに関する次の法律に署名しました。

• Kariの法則：この法律は、オフィスビル、キャンパス、ホテルなどの設定でユーザにサー
ビスを提供する複数回線電話システム（MLTS）に適用されます。FCCでは、MLTSを使
用してユーザが 911を直接ダイヤルできるようにする必要があります。この場合、外線に
プレフィックスをダイヤルする必要はなく、緊急コールの発信時にフロントデスクまたは

セキュリティオフィスに通知されます。

•レイバウムの行為：レイバウムの行為のセクション 50 6では、911コールセンターが発信
者の位置を自動的に受信するように、使用されている技術プラットフォームに関係なく、

緊急コールで位置の詳細（住所、建物番号、フロア番号、部屋番号）を送信します。迅速

に応答者をディスパッチできます。

FCC法の詳細については、https://www.fcc.gov/mlts-911-requirementsを参照してください。

Emergency Responderは、テレフォニーネットワーク内のコールを効率的に管理し、すべての
緊急コールを地域の条例に従って処理します。また、ロケーションの詳細をディスパッチし、

Unified Communications Managerに通知をディスパッチします。

次の図は、Emergency Responderと Unified Communications Manager間の接続を示しています。
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Cisco Emergency Responderの詳細については、Cisco Emergency Responderアドミニストレーショ
ンガイドを参照してください。

MLTSとしての Unified Communications Manager

Cisco Unified Communications Manager Administrationは、米国のタイムゾーンにインストールさ
れたシステムの直接911ダイヤルパターンの不在を検出するソフトウェアが組み込まれたMLTS
です。

911ルートパターンが有効になっていない場合、Cisco Unified CM Administrationのホームペー
ジに警告メッセージが表示されます。このシステムでダイレクトダイヤル911パターンを設定
していません。連邦通信委員会の規則では、米国のほとんどの複数回線電話システムに直接ダ

イヤル 911パターンを設定することが義務付けられています。

FCCの法律が適用されない米国以外のタイムゾーンにシステムがインストールされている場合
は、Unified Communications Managerの [緊急コールルーティング規制（Emergency Call Routing
Rules）]設定ページが無効になります。

FCC法の適用については、法律カウンセラーに相談し、システムで承認する必要があります。（注）
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緊急コールルーティング規制の設定
法律に準拠してダイレクトダイヤル 911ルートパターンを確認および設定するために Unified
Communications Managerで設定された緊急コールルーティング規制。

始める前に

将来の参考のために、FCCの法律を受け入れて設定した後は、必ずバックアップを作成してく
ださい。

手順

ステップ 1 [緊急コールルーティング規制（Emergency Call Routing Rules）]ウィンドウにアクセスするに
は、次のいずれかを実行します。

• [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。高度
な機能 >緊急通話のルーティング規制

•アラート通知にあるリンクをクリックして、ホームページで 911ルートパターンを設定し
ます。

ステップ 2 [上記の通知を読み、上記の通知を読み、弁護士に相談して特定の義務を決定しました]のチェッ
クボックスをオンにします。

ステップ 3 [911設定ページに移動する（Take me to the 911 configuration page）]チェックボックスをオン
にし、[送信（Submit）]をクリックして、FCC法が適用される場合は直接 911通知を設定しま
す。[ルートパターンの設定（Route Pattern Configuration）]ウィンドウに移動します。デフォ
ルトでは、[パターン定義（Pattern Definition）]セクションで 911パターンが設定されていま
す。

ステップ 4 設定したパターンの [げーたウェイ/ルート一覧]ドロップダウンリストから、適切なゲートウェ
イ、ルート、またはトランクを選択します。その他のフィールドおよびその設定の詳細につい

ては、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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FCCの法律が適用されない米国のタイムゾーンにシステムがインストールされてい
る場合は、法律を承認し、[緊急通話ルーティング規制（Emergency Call Routing
Rules）]ウィンドウの [911義務に関する追加の通知を無効にする（Disable any any
notification about my 911義務）]チェックボックスをオンにし、[送信（Submit）]
をクリックして 911通知を無効にします。

法律が適用されない場合、管理者は911ルートパターンの今後のアップグレードお
よび新規インストールの通知を放棄します。

構成された設定は、将来のアップグレードのために保持されます。アラート通知が

ホームページに表示されなくなり、[緊急通話ルーティング規制（Emergency Call
Routing Rules）]ウィンドウが無効になります。

システムがアップグレード中に911ルートパターンをすでに作成している場合、ま
たはタイムゾーンが米国以外のタイムゾーンに変更されている場合は、確認応答

ページがグレー表示されます。

（注）
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


